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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

奥
　
村

　
守

　
彦
（
32
回
特
）	

259

　
岩
原
寅
猪
教
授
夫
妻
の
渡
米
の
あ
る
日

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

藤
　
野

　
豊

　
美
（
36
回
）	

261

　
ま
た
会
う
日
ま
で

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

赤
　
坂

　
勁
二
郎
（
37
回
）	

263

　
半
世
紀
前
の
“

ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ”
の
“

学
生
の
た
め
の
音
楽
会”　 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

花
　
岡

　
英

　
弥
（
37
回
）	

264

　
教
室
１
０
０
周
年
に
期
待
し
て

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

平
　
林

　
　
　
洌
（
39
回
）	

270

　
プ
ロ
・
ス
ポ
ー
ツ
と
慶
應
義
塾

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

若
　
野

　
紘

　
一
（
47
回
）	

272
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北
里
研
究
所
病
院
に
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
開
設
し
て 

… 

人
生
を
振
り
返
っ
て
み
る 

　
…
…
…
…
…
…	

阿
　
部

　
　
　
均
（
56
回
特
）	

274

　
日
野
市
立
病
院
開
設
50
周
年
を
迎
え
て

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

依
　
光

　
悦

　
朗
（
66
回
）	

277

　
日
本
整
形
外
科
学
会
骨
軟
部
学
術
集
会
の
開
催 

―
御
礼
―

　 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

森
　
井

　
健

　
司
（
70
回
）	

279

・
留
学
便
り

　Institute of E
ducation,U

niversity of L
ondon 

留
学
記

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

奥
　
山

　
訓

　
子
（
73
回
）	

281

　M
D

 A
nderson

留
学
便
り

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

西
　
本

　
和

　
正
（
73
回
）	

286

　
留
学
便
り

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

西
　
脇

　
正

　
夫
（
74
回
）	

291

　K
antonsspital St.G

allen
留
学
記

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

森
　
田

　
晃

　
造
（
74
回
）	

293

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー
バ
イ
ン
校
よ
り

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

山
　
部

　
英

　
行
（
77
回
）	

296

　
留
学
体
験
記

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

藤
　
田

　
順

　
之
（
79
回
）	

301

　「
英
介
、
ボ
ス
ト
ン
に
行
っ
て
み
る
？
」　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

小
　
林

　
英

　
介
（
80
回
）	

304

　U
niversity of C

alifornia,San F
rancisco

留
学
記

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

岡
　
田

　
英
次
郎
（
80
回
特
）	

313

　
フ
ラ
ン
ス
短
期
留
学
を
経
験
し
て

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

菊
　
田

　
一

　
貴
（
81
回
）	

318

　
フ
ラ
ン
ス
留
学
報
告

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

松
　
村

　
　
　
昇
（
81
回
）	

323

・
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
野
球
部
活
動
報
告

　 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

金
　
子

　
慎
二
郎
（
77
回
特
）	

326

・
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
サ
ッ
カ
ー
部
活
動
報
告
　 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

辻
　
　
　
　
　
崇
（
74
回
）	

328

・
新
入
局
員
紹
介
２
０
１
１
・
２
０
１
２
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

330

・
秘
書
紹
介
　 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

349

・
教
室
人
事
・
慶
弔
報
告

　 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

352

・
編
集
後
記

　 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

356
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平
成
24
年
6
月
16
日
に
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
は
開
講

90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
記
念
す
べ
き
開
講
の
日
は
、
大
正
11

（
１
９
２
２
）
年
6
月
16
日
に
前
田
友
助
教
授
が
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
整
形
接
骨
科
の
主
任
教
授
に
な
ら
れ
た
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
質
素
に
行
い
た
い
と
い
う
戸
山
芳
昭
教
授
の
意
向
で
、
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
来
賓
の
方
々
を
少
な
目
に
お
招
き
し
、
多
く
の
同

窓
会
員
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
合
計
約
４
０
０
人
余
り
の
参
加
者

で
記
念
講
演
を
含
め
た
式
典
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
担
当
の
須
田
康

文
専
任
講
師
を
は
じ
め
教
室
と
連
携
し
て
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
実
行
委
員
長
に
は
昨
年
ま
で
12
年
間
同
窓
会
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
大
谷 

清
前
同
窓
会
長
が
そ
の
労
を
お
と
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
の
詳
細
は
、
本
誌
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う

に
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
式
典
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の

「
ふ
る
さ
と
」
の
テ
ー
マ
を
「
教
室
開
講
90
周
年
記
念
号
」
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
０
年
発
行
の
前
回
の
「
ふ
る
さ
と
」
は
「
日
整
会
開
催
に

向
け
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
戸
山
芳
昭
教
授
主
催
の
第
84
回
日
本
整

形
外
科
学
術
総
会
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
含
め
た
進
捗
状
況
を
載
せ
た

も
の
で
し
た
。
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
学
術
総
会

の
テ
ー
マ
は
「
整
形
外
科
―
原
点
と
挑
戦
―
」
で
し
た
。
私
も
準

備
委
員
会
の
一
員
に
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、“
慶
應
ら
し
い
学
会”

と
い
わ
れ
る
よ
う
な
学
会
の
開
催
の
準
備
が
ほ
ぼ
完
璧
に
整
い
、
開

催
を
待
つ
ば
か
り
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
23
年
3
月
11
日

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
震
災
、
津
波
、
原
発
事
故
な

ど
あ
ま
り
に
も
多
く
の
犠
牲
者
の
出
た
こ
の
大
惨
事
が
明
ら
か
に
な

っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
準
備
が
整
っ
た
あ
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、「
被
災
地
の
整
形
外
科
医
が
災
害
の
現
場

を
離
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。」
と
い
う
戸
山
教
授
の
英
断
で
急
遽
、

日
整
会
員
が
一
堂
に
会
し
て
行
う
通
常
の
学
会
で
な
く
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開

催
と
い
う
か
た
ち
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
を
は
じ
め
、

多
く
の
同
窓
会
員
の
先
生
方
は
残
念
に
思
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
今
考
え
て
も
戸
山
教
授
の
判
断
は
正
し
か
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
後
世
に
長
く
語
り
継
が
れ
る
べ
き
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
昨
年
の
同
窓
会
総
会
（
平
成
23
年
11
月
26
日
）
で
慶

應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
同
窓
会
会
長
に
承
認
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
、
川
崎
市
立
川
崎
病
院
病
院
長
を
し
て
お
り
、
日
本

整
形
外
科
学
会
の
副
理
事
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
多
く
の
優
秀
な
同
窓
の
先
生
方
の
お
ら
れ
る
中
で
私

同
窓
会
長
挨
拶

 

堀
　
内
　
行
　
雄
（
52
回
）
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が
会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
の
が
適
切
か
否
か
を
悩
み
ま
し
た
が
、

戸
山
芳
昭
教
授
と
ご
相
談
し
、
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
今
ま
で
の
歴
代
の
同
窓
会
長
は
、
伊
藤 

原
先
生
（
11
回
）、

大
内
正
夫
先
生
（
12
回
）、
菅
野
卓
郎
先
生
（
27
回
）、
大
谷 

清
先

生
（
37
回
）
が
務
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
す
ば
ら
し
い
同
窓
会
長
で
あ

ら
れ
ま
し
た
。
偉
大
な
先
生
方
が
歴
任
し
て
こ
ら
れ
た
同
窓
会
長
に

就
任
し
、
今
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

が
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
長
の
重
責
を
何
と
か
恙
無
く
務
め
上
げ
る

こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
同
窓
の
先
生
方
の
暖
か
い
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
同
窓
会
長
と
し
て
の
私
の
抱
負
は
、
歴
代
会
長
の
な
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
踏
襲
し
、
同
窓
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
、
同
窓
会
員
の
学

術
集
会
の
開
催
や
留
学
の
援
助
な
ど
を
通
じ
て
教
授
や
教
室
を
可
能

な
限
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
現

在
教
室
を
離
れ
て
お
ら
れ
る
同
窓
会
員
の
先
生
方
の
ご
意
見
を
聞

き
、
教
室
と
の
太
い
架
け
橋
に
も
な
れ
れ
ば
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
若
い
同
窓
会
員
（
教
室
員
）
の
先
生
方
を
含
め
て
、
同
窓

会
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
開
講
90
周
年
式
典
と
同
様

に
多
く
の
同
窓
会
員
が
ご
参
集
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
を
教

室
と
協
力
し
て
考
え
て
、
実
現
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
、
一
番
気
が
か
り
な
の
は
、
専
門
医
制
度
の
動
き
で
す
。

今
後
の
専
門
医
制
評
価
・
認
定
機
構
が
第
３
者
機
関
に
な
り
、

２
０
１
５
年
の
医
師
国
家
試
験
合
格
者
か
ら
適
用
さ
れ
る
新
し
い
専

門
医
制
度
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
専
門
医
教
育
の
た
め
に
、

大
学
と
関
連
病
院
が
一
体
と
な
っ
て
専
攻
医
を
教
育
す
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ら
の
施
設
に
は
、
サ
ー

ベ
ー
ヤ
ー
が
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
適
切
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
サ

イ
ト
ビ
ジ
ッ
ト
に
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
既
に
そ
れ
ら
の
こ
と
が
、

試
験
的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
も
大
学
と
関
連
病
院
は

さ
ら
に
協
力
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教
室
は
開
講
以
来
90
年
と
い

う
長
い
歴
史
の
中
で
、
歴
代
の
教
授
や
ス
タ
ッ
フ
、
各
診
療
班
や
研

究
班
、
関
連
病
院
先
生
方
な
ど
多
く
の
同
窓
会
員
（
教
室
員
）
の
協

力
の
も
と
で
こ
こ
ま
で
多
く
の
研
究
・
診
療
の
実
績
を
上
げ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
現
在
も
戸
山
芳
昭

教
授
を
中
心
に
臨
床
に
結
び
つ
く
基
礎
研
究
も
か
な
り
多
く
実
を
結

び
実
績
を
上
げ
て
お
り
、
多
く
の
英
文
誌
に
掲
載
さ
れ
、
多
く
の
賞

を
と
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
教
育
に
も
力
を
い
れ
「
臨
床
の
慶
應
」

と
い
う
看
板
を
支
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
毎
年
毎
年
の
積
み
重
ね
が
、

90
年
と
い
う
節
目
と
な
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
あ

り
、
感
無
量
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
教
室
、
同
窓
が
協
力
し
て
、

精
進
し
て
頑
張
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



− 8 −

　
平
成
22
年
秋
か
ら
2
年
間
の
義
塾
、
医
学
部
・
病
院
、
そ
し
て

教
室
の
あ
ゆ
み
を
綴
り
ま
す
。

（
１
）
義
塾
、
医
学
部
・
病
院
の
現
状
と
将
来
構
想

　
平
成
21
年
5
月
末
よ
り
慶
應
義
塾
が
安
西
塾
長
か
ら
清
家
塾
長

へ
と
体
制
が
移
行
し
、
今
年
度
で
1
期
4
年
の
最
終
年
度
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
私
も
8
名
の
常
任
理
事
の
一
人
と
し
て
、
主
に
医

学
・
医
療
分
野
を
担
当
し
、
信
濃
町
の
老
朽
化
し
た
施
設
へ
の
対

応
か
ら
教
職
員
の
健
康
管
理
、
月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
問
題
、
そ
し
て
医
学
関
連
教
育
に
至
る
ま
で
の
責
任
者

と
し
て
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
来
年
は
塾
長
選
挙
が

行
わ
れ
る
年
と
な
り
ま
す
が
、
先
ず
慶
應
義
塾
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
ま
す
。

こ
の
3
年
半
、
現
義
塾
執
行
部
は

財
政
の
立
て
直
し
と
創
立
１
５
０

年
記
念
事
業
の
見
直
し
を
進
め
て

参
り
ま
し
た
。
予
想
以
上
に
塾
財

政
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

た
た
め
、
可
能
な
限
り
歳
出
削
減
に
取
り
組
み
、
多
く
の
１
５
０

年
記
念
事
業
は
全
面
見
直
し
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
決
断
、
苦

渋
の
選
択
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
財
政
は
少
し
ず
つ
改
善
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
横
浜
に
予
定
さ
れ
て
い
た
小
中
一
貫
教
育
校
の
新

設
は
「
横
浜
初
等
部
」
と
し
て
36
名
3
ク
ラ
ス
編
成
に
よ
る
小
学

校
の
み
の
開
設
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

す
。
信
濃
町
で
は
、
２
０
１
７
年
医
学
部
創
立
１
０
０
年
に
向
け

て
の
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
新
病
院
棟

建
設
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
２
０
１
７
年
、
平
成
29
年
ま

で
に
は
何
と
し
て
も
実
現
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
私

に
与
え
ら
れ
た
最
大
の
使
命
で
あ
る
と
認
識
し
、
努
力
し
て
お
り

ま
す
。
資
金
調
達
を
含
め
大
変
な
事
業
と
な
り
ま
す
が
、
病
院
建

設
の
た
め
の
2
号
基
本
金
設
置
が
平
成
22
年
度
に
承
認
さ
れ
、
こ

の
時
点
で
基
本
的
に
塾
と
し
て
新
病
院
棟
建
設
を
承
認
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
今
年
9
月
の
塾
理
事
会
と
評

議
員
会
で
「
医
学
部
創
立
１
０
０
年
記
念
―
新
病
院
棟
建
設
事

業

：

募
金
趣
意
書
」
の
稟
議
が
協
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

募
金
総
額
は
１
０
０
億
円
、
募
金
期
間
は
平
成
25
年
1
月
よ
り
平

成
29
年
3
月
末
で
、
募
金
委
員
会
の
委
員
長
に
は
塾
評
議
員
会
議

長
の
西
室
泰
三
氏
が
就
任
致
し
ま
す
。
全
塾
を
あ
げ
て
の
募
金
活

動
が
来
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
是
非
と
も
同
門
、
三
四
会

の
皆
様
に
は
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

あ
ゆ
み
─
そ
の
（
７
）

：

教
室
こ
の
２
年

戸
　
山
　
芳
　
昭
（
５４
回
）
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第
で
す
。
義
塾
創
立
１
５
０
年
記
念
で
、
多
く
の
ご
寄
付
を
賜
り
、

加
え
て
こ
の
度
の
重
ね
て
の
ご
寄
付
の
お
願
い
と
な
り
、
大
変
申

し
訳
な
く
思
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
１
０
０
億
円
の
寄
付
無
く
し

て
は
、
到
底
新
病
院
棟
建
設
は
実
現
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
新
病
院

棟
建
設
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
た
め
、
ご
寄
付
を
躊
躇
し
て
い

た
先
生
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
新
病
院
建
設
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
、
ど
う
か
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
１
５
０
年
記
念
事
業
で
は
、
三
四
会

会
員
か
ら
13
億
円
弱
の
ご
寄
付
が
集
ま
り
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ

ば
、
こ
の
13
億
円
は
全
塾
で
の
１
５
０
年
記
念
事
業
総
予
算
の
一

部
と
な
り
ま
す
が
、
塾
の
配
慮
に
よ
り
、
こ
の
ご
寄
付
は
全
て
新

病
院
棟
建
設
費
に
廻
し
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
新
病
院
棟
の
総
予
算
は
３
０
０
億
円
を
予
定
し
て
お
り
、

塾
法
人
か
ら
１
４
０
億
円
、
寄
付
で
１
０
０
億
円
、
そ
し
て
今
年

度
か
ら
２
０
１
７
年
度
ま
で
の
6
年
間
の
病
院
収
入
で
60
億
円
を

積
み
立
て
、
２
０
１
７
年
度
末
ま
で
に
竣
工
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
新
病
院
棟
建
設
は
、
1
期
と
2
期
に
分
け
実
施
す
る
予
定
で

す
。
建
設
場
所
は
、
昨
年
の
3.

11
東
日
本
大
震
災
の
影
響
と
今

後
の
患
者
さ
ん
の
安
全
を
最
優
先
す
る
た
め
、
旧
棟
の
耐
震
補
強

を
行
う
こ
と
に
な
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た
1
号
棟
・
2
号
棟
跡

地
か
ら
6
号
棟
・
7
号
棟
・
中
央
棟
北
部
分
跡
地
へ
と
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
先
ず
、
空
床
と
な
っ
て
い
る
1
号
棟
・
2
号
棟
に
耐

震
補
強
＋
病
棟
改
修
工
事
を
行
い
、
そ
こ
に
6
号
棟
・
7
号
棟
機

能
を
移
転
し
た
後
に
、
1
期
・
2
期
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
世

界
に
冠
た
る
慶
應
大
学
病
院
、
総
合
医
学
部
を
目
指
し
、
そ
の
名

に
相
応
し
い
病
院
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で
す
が
、
先
ず
は

1
期
工
事
と
し
て
6
号
棟
跡
地
に
放
射
線
画
像
診
断
部
門
・
放
射

線
治
療
部
門
・
血
管
造
影
／
内
視
鏡
部
門
・
周
産
期
部
門
を
対
象

と
し
て
建
設
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
に
7
号
棟
・
中
央
棟
北
部
分
・

放
射
線
診
断
部
門
の
建
物
を
解
体
し
、
そ
の
跡
地
に
2
期
工
事
と

し
て
病
棟
部
門
（
約
８
０
０
床
を
予
定
）・
外
来
部
門
（
現
在
あ

る
2
号
館
外
来
の
4
／
5
程
度
を
移
転
予
定
）・
手
術
室
（
30
室

を
予
定
）・
各
種
検
査
部
門
な
ど
を
入
れ
た
新
病
院
棟
を
建
設
致

し
ま
す
。
最
終
的
に
、
中
央
棟
・
1
号
棟
・
2
号
棟
・
6
号
棟
・

7
号
棟
な
ど
の
旧
棟
は
全
て
解
体
さ
れ
、
正
面
に
は
2
号
館
（
従

来
の
新
棟
）
と
新
病
院
棟
（
1
号
館
）
を
連
絡
す
る
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
を
作
っ
て
完
成
と
な
り
ま
す
。
信
濃
町
駅
か
ら
正
面
に
は
大
き

く
駐
車
場
も
確
保
さ
れ
ま
す
。
最
終
的
な
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
事

業
計
画
完
成
予
想
図
を
こ
こ
に
示
し
て
お
き
ま
す
（
図
１
、２
）。

　
新
た
な
慶
應
大
学
病
院
の
基
本
理
念
・
構
想
は
、
①
全
て
の
医

療
チ
ー
ム
が
結
集
し
、
国
民
の
健
康
増
進
と
疾
患
制
圧
に
貢
献
す

る
ク
ラ
ス
タ
ー
診
療
の
実
現
、
②
世
界
最
先
端
の
基
礎
臨
床
一
体

型
医
学
の
展
開
に
よ
る
国
際
医
療
拠
点
の
創
設
、
③
災
害
に
強
い

都
市
型
地
域
医
療
の
推
進
、
そ
し
て
④
医
看
薬
の
連
携
に
よ
る
世
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界
を
先
導
す
る
医
療
人
の
育
成
、
の
4
つ
で
す
。
具
体
的
に
は
、

患
者
中
心
の
医
療
提
供
、
医
療
関
係
者
の
働
き
や
す
い
環
境
整
備
、

電
子
カ
ル
テ
を
含
め
た
全
Ｉ
Ｔ
化
と
業
務
効
率
化
、
診
療
科
再
編

と
診
療
ク
ラ
ス
タ
ー
構
想
実
現
、
外
来
診
療
体
制
整
備
、
最
先
端

医
療
開
発
と
実
用
化
、
再
生
医
療
・
が
ん
診
療
等
の
拠
点
形
成
、

低
侵
襲
手
術
推
進
、
手
術
室
・IC

U

／H
C

U

機
能
拡
充
、
臨
床

研
究
・
臨
床
治
験
の
推
進
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
新
病
院
棟
を
基
盤
に
世
界
と
戦
え
る
優
れ
た

国
際
的
若
手
臨
床
医
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
更
に
、
今
後
の
向

か
う
べ
き
医
療
は
患
者
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
医
療
で
あ
り
、
慶

應
も
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
等
が
一
体
と
な
っ
て
治
療
を
行
え

る
診
療
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
慶
應
で
は
幸
い
に
も
薬
学
部
と
看

護
医
療
学
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
学
生
の
段
階
か

ら
チ
ー
ム
医
療
を
進
め
る
た
め
の
教
育
体
制
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
3
学
部
合
同
の
講
義
が
1

年
生
と
最
高
学
年
を
対
象
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
最
終
的
に
、

信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
医
学
部
創
設
以
来
慶
應
医
学
が
進
め
て

き
た
基
礎
医
学
と
臨
床
医
学
の
融
合
に
加
え
、
予
防
医
学
が
加
わ

り
、
更
に
は
医
学
部
と
薬
学
部
、
看
護
医
療
学
部
、
理
工
学
部
が

一
体
と
な
っ
た
学
生
教
育
と
基
礎
・
臨
床
研
究
が
展
開
さ
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ぞ
、
世
界
に
向
か
っ
て
誇
れ
る
慶

應
医
学
の
構
築
で
あ
り
、
優
れ
た
臨
床
医
が
慶
應
か
ら
多
数
育
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上
が
“

慶
應
医
学

−

次

の
百
年
に
向
け
て”
の
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
将
来
構
想
の
概
要
で

す
。     

　
さ
て
、
医
局
の
あ
る
臨
床
研
究
棟
（
Ⅰ
）
は
平
成
20
年
1
月
31

日
に
竣
工
と
な
り
、
別
館
に
あ
っ
た
医
局
全
て
が
こ
の
研
究
棟
に

移
っ
て
か
ら
4
年
半
以
上
経
過
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
後
、
平

成
23
年
1
月
に
は
臨
床
研
究
棟
（
Ⅱ
）〈
3
号
館
北
棟
と
名
称
変
更
〉

が
竣
工
致
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
主
に
内
科
系
臨
床
教
室
が
入
っ

て
い
る
旧
2
号
棟
が
移
り
、
地
下
1
階
、
地
上
6
階
、
総
面
積

７
６
０
０
㎡
で
、
医
局
の
あ
る
臨
床
研
究
棟
と
は
3
階
部
分
で
連

絡
橋
が
設
置
さ
れ
て
雨
な
ど
に
も
濡
れ
ず
に
医
局
と
病
院
間
を
移

動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
4
月
に
は
南
側
に
予
防
医

療
セ
ン
タ
ー
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
、
腫
瘍
・
免
疫
統
括
セ
ン
タ
ー
、

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
病
棟
部
門
か
ら
な
る
「
3
号
館
南

棟
」
が
竣
工
致
し
ま
し
た
。
こ
の
8
月
よ
り
全
面
稼
働
と
な
り
、

既
に
新
し
い
施
設
で
医
療
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。「
医
学
部

三
四
会
新
聞
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
概
要
は
ご
存

じ
か
と
思
い
ま
す
が
、
1
階
に
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
用
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
、

2
階
に
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
や
3.

0
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
放
射
線
核
医

学
・
最
先
端
画
像
診
断
部
門
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
を
、
3

階
に
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
、
4
階
に
外
来
化
学
療
法
部
門
、
そ
し

て
5
階
と
6
階
が
58
床
全
個
室
の
病
棟
が
入
り
ま
し
た
（
図
３
，
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４
）。
最
先
端
の
医
療
機
器
を
導
入
し
、
今
後
の
慶
應
予
防
医
学

の
メ
ッ
カ
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
が
、
同
門
の
先
生
方

も
ご
自
身
や
身
内
の
方
々
の
健
康
管
理
、
健
診
に
、
そ
し
て
担
当

し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
全
身
チ
ェ
ッ
ク
を
含
め
、
予
防
医
療
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
、
ご
依
頼
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
前
述
し
た
新
病
院
棟
建
設
計
画
が
進
ん
で
い
る
中
、
既
に
ご
承

知
の
通
り
、
慶
應
義
塾
は
月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
か
ら
昨
年
9
月
末
を
も
っ
て
完
全
撤
退
致
し
ま
し
た
。
教
室
で

は
当
セ
ン
タ
ー
の
設
立
当
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
現
地
で
の

医
療
や
研
究
、
教
育
、
そ
し
て
運
営
等
に
全
面
的
に
協
力
し
、
先

導
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
中
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
の
内
容
を
大
き
く

変
え
て
き
ま
し
た
。
特
に
整
形
外
科
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
は
様
変
わ
り
し
、
長
期
臥
床
や
長
期
リ
ハ
ビ
リ
の
必
要
性
は
ほ

と
ん
ど
無
く
な
り
、
信
濃
町
の
慶
應
病
院
か
ら
月
が
瀬
リ
ハ
セ
ン

タ
ー
に
転
院
す
る
患
者
は
激
減
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
建
物

も
老
朽
化
し
、
現
地
の
過
疎
化
に
伴
い
外
来
患
者
数
の
減
少
、
経

営
難
、
そ
し
て
内
科
医
を
含
め
た
現
地
へ
の
医
師
派
遣
も
厳
し
い

状
況
に
あ
る
中
、
同
セ
ン
タ
ー
の
継
続
は
極
め
て
困
難
な
状
況
と

な
り
、
苦
渋
の
選
択
で
し
た
が
全
面
撤
退
を
決
断
し
た
次
第
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
伊
勢
慶
應
病
院
を
継
承
し
て
く
れ
た
同
窓
の
切

東
喜
久
夫
君
（
60
回
）
が
、
こ
の
厳
し
い
状
況
下
の
中
で
月
が
瀬

リ
ハ
セ
ン
タ
ー
を
職
員
も
含
め
て
引
き
継
い
で
く
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
あ
ま
り
良
い
条
件
下
に
無
い
月
が
瀬
リ
ハ
セ
ン
タ
ー

を
、
こ
の
よ
う
に
承
継
し
て
頂
い
た
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
感
謝

と
お
礼
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
平
成
23
年
10
月
か
ら
医
療
法
人
全
人
会
伊
豆
慶
友

病
院
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
が
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
伊
豆
慶
友
病
院
の
ご
成
功
、
ご
発
展
を
願
う
と
共
に
、
そ
の
病

院
長
と
し
て
教
室
を
離
れ
赴
任
頂
い
た
矢
部
啓
夫
講
師
（
53
回
）

の
ご
活
躍
も
併
せ
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
、
平
成

14
年
か
ら
月
が
瀬
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
の
3
代
目
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て

ご
活
躍
頂
い
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
木
村
彰
男
教
授
（
53

回
）
に
、
本
誌
上
を
お
借
り
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
極
め
て
困
難
な
状
況
下
で
、
多
方
面
に
わ
た
り
ご

苦
労
も
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
最
後
ま
で
現
地
医
療
、

リ
ハ
ビ
リ
医
療
の
最
高
責
任
者
と
し
て
先
頭
に
立
っ
て
御
活
躍
頂

き
ま
し
た
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
所
属
は
変
わ
り

ま
し
た
が
、
木
村
教
授
の
益
々
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

  
さ
て
信
濃
町
の
人
事
・
体
制
も
、
平
成
23
年
10
月
よ
り
慶
應
医

学
部
・
病
院
執
行
部
が
若
干
変
更
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
医
学

部
・
病
院
執
行
部
は
医
学
部
長=

末
松
医
化
学
教
授
（
62
回
）、

医
学
部
長
補
佐=
竹
内
内
科
学
〈
リ
ウ
マ
チ
内
科
〉
教
授
（
59
回
）、

福
田
内
科
学
〈
循
環
器
内
科
〉
教
授
（
62
回
）、
坂
元
病
理
学
教
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授
（
64
回
）、
そ
し
て
病
院
長
＝
武
田
麻
酔
科
教
授
（
52
回
）、
副

病
院
長
＝
岡
本
内
科
学
〈
血
液
内
科
〉
教
授
（
58
回
）、
高
橋
小

児
科
教
授
（
61
回
）、
天
谷
皮
膚
科
教
授
（
64
回
）、
北
川
一
般
消

化
器
外
科
教
授
（
65
回
）、
そ
し
て
慶
應
と
し
て
も
初
め
て
看
護

部
門
よ
り
鎮
目
看
護
部
長
が
執
行
部
に
入
り
、
副
院
長
は
5
名
体

制
で
動
い
て
い
ま
す
。
大
学
院
研
究
科
委
員
長
の
方
は
岡
野
生
理

学
教
授
（
62
回
）
が
留
任
、
常
置
委
員
会
委
員
長
は
教
育
委
員
会

が
小
川
耳
鼻
咽
喉
科
教
授
（
60
回
）、
研
究
科
委
員
会
が
須
田
発

生
分
化
生
物
学
教
授
（
53
回
特
）、診
療
委
員
会
が
日
比
内
科
学
〈
消

化
器
内
科
〉
教
授
（
52
回
）
と
そ
れ
ぞ
れ
前
期
よ
り

留
任
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

図２

図１
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図４

図３
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（
２
）
教
室
こ
の
２
年
の
あ
ゆ
み

　
教
室
開
講
80
周
年
記
念
祝
賀
事
業
を
平
成
14
年
11
月
16
日
（
土
）

に
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
於
い
て
執
り
行
い
ま
し
た
が
、

早
い
も
の
で
今
年
は
開
講
90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
教
授
就
任
当

初
に
描
い
て
き
た
6
年
毎
の
教
室
作
り
構
想
か
ら
言
え
ば
、
初
期

6
年
の
教
室
基
盤
形
成
・
人
材
育
成
期
、
中
期
6
年
の
基
礎
・
臨

床
研
究
推
進
・
成
長
期
、
そ
し
て
最
後
の
後
期
6
年
の
中
盤
に
差

し
掛
か
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
後
期
6
年
で
は
、
教
室
の
基
礎
・

臨
床
研
究
の
集
大
成
の
時
期
、
成
長
し
た
教
室
員
を
適
材
適
所
に

配
置
し
活
躍
の
場
を
与
え
る
時
期
、
次
世
代
を
担
う
若
手
を
育
て

る
時
期
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
集
大
成
、
次
代
に
繋
ぐ
時

期
で
あ
る
後
期
6
年
を
、
教
室
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
責
務
を
全
う

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
2
年
、
教
室
に
と
っ
て
は
極
め
て
大
き
な
行
事
が
2
つ
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
第
84
回
日
整
会
学
術
総
会
の
開
催
で

す
。
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
5
月
12
日
（
木
）
～
15
日
（
日
）

ま
で
の
4
日
間
、
本
学
術
総
会
を
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
予
定

と
し
、
教
室
で
は
準
備
委
員
会
を
設
け
、
教
室
ス
タ
ッ
フ
や
関
連

病
院
の
先
生
方
に
も
参
加
頂
き
、
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
協
議
を
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
術
総
会
の
テ
ー
マ
を
「
整
形

外
科
―
原
点
と
挑
戦 C

h
allen

g
es fou

n
d
ed on orig

in
ality

」

と
し
て
企
画
を
組
み
ま
し
た
。
昨
年
3
月
初
め
の
時
期
に
は
全
て

順
調
に
進
み
、
も
う
何
時
開
催
し
て
も
よ
い
状
況
下
に
あ
り
ま
し

た
。
抄
録
も
全
て
完
成
し
、
日
整
会
会
員
に
配
布
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
時
、
あ
の
3.

11
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
慶

應
ら
し
い
、
素
晴
ら
し
い
学
術
集
会
に
な
る
よ
う
準
備
万
端
で
し

た
が
、
こ
の
大
震
災
の
状
況
を
鑑
み
、
個
人
的
に
は
即
座
に
開
催

を
諦
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
翌
日
に
は
、
教
室
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー

も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
当
然
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
同
窓
、
全
教
室
員
を
あ
げ
て
準
備
し
て
き
た
学
会
で
あ
り
、

特
に
矢
部
裕
前
教
授
（
36
回
）
が
主
催
し
た
第
69
回
学
術
総
会
か

ら
15
年
ぶ
り
と
な
る
慶
應
主
催
の
学
会
で
す
。
同
窓
の
先
生
方
も

大
変
楽
し
み
に
し
て
い
た
学
会
で
あ
り
、
中
止
の
決
断
は
私
自
身

も
断
腸
の
思
い
で
し
た
。
し
か
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
を
想
い
、

医
師
と
し
て
の
役
割
を
考
え
、
そ
し
て
震
災
の
大
き
さ
か
ら
判
断

し
て
も
、
学
会
開
催
が
震
災
後
2
ヶ
月
経
過
し
て
い
る
と
は
い
え
、

横
浜
に
全
国
か
ら
1
万
人
も
の
整
形
外
科
医
を
一
堂
に
集
め
る
よ

う
な
参
加
型
学
会
は
あ
り
得
な
い
と
判
断
し
、
決
断
致
し
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
日
整
会
理
事
会
と
相
談
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
の
開
催
と

致
し
ま
し
た
。
学
会
の
開
会
式
は
慶
應
大
学
の
三
田
北
館
ホ
ー
ル

で
挙
行
し
、
ネ
ッ
ト
上
に
ラ
イ
ブ
で
配
信
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

約
2
ヶ
月
間
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
の
学
会
開
催
期
間
中
、
４
０
０
０
名

を
超
え
る
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
無
念
の
気
持
ち
が
全
く
無
い
と

は
言
い
ま
せ
ん
が
、
結
果
的
に
見
て
、
ま
た
後
世
か
ら
見
て
も
、
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き
っ
と
正
し
い
選
択
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
学

会
開
催
に
向
け
、
同
窓
の
先
生
方
に
は
多
く
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
頂
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
本
誌
上
を
お
借
り
し
、

感
謝
と
お
礼
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。    

　
さ
て
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
行
事
は
今
年
6
月
16
日
（
土
）
に

開
催
し
た
「
教
室
開
講
90
周
年
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会
」
で
す
。

教
室
は
、
今
か
ら
90
年
前
の
１
９
２
２
年
6
月
16
日
に
開
講
し
、

先
輩
達
の
ご
努
力
に
よ
り
全
国
有
数
の
整
形
外
科
学
教
室
に
発
展

し
て
参
り
ま
し
た
。
今
の
私
達
は
、
こ
の
教
室
の
伝
統
、
歴
史
、

業
績
に
感
謝
し
、
誇
り
を
持
ち
、
そ
の
教
え
を
引
き
継
ぎ
、
次
世

代
に
し
っ
か
り
と
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
祝
賀
会
に
は
、
教
室
な
い
し
教
室
員
が
お
世
話
に
な
っ
た
方
や
、

そ
の
施
設
長
、
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
部
署
の
責
任
者
、
そ
し

て
私
が
個
人
的
に
関
係
の
深
い
方
に
限
っ
て
お
招
き
致
し
ま
し

た
。
教
室
開
講
90
周
年
記
念
は
同
窓
の
皆
様
と
共
に
、
同
窓
の
皆

様
が
中
心
と
な
っ
て
喜
び
を
分
か
ち
合
う
べ
き
と
の
考
え
か
ら
、

学
外
か
ら
の
招
待
者
は
ご
く
一
部
の
方
々
に
限
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
詳
細
は
別
項
を
ご
覧
下
さ
い
。
祝
賀
会
に
先
立
っ
て
、
別
室

で
「
記
念
講
演
会
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、
岡
野

栄
之
先
生
、
須
田
立
雄
先
生
、
菊
地
臣
一
先
生
、
そ
し
て
清
家 

篤
塾
長
の
4
名
か
ら
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
須
田
康
文

講
師
（
65
回
）
の
司
会
に
よ
り
「
祝
賀
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
大
谷 

清

先
生
（
37
回
）
と
戸
山
か
ら
の
挨
拶
に
続
き
、
清
家
塾
長
と
岩
本

日
整
会
理
事
長
か
ら
御
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
矢
部
先
生
か
ら
乾

杯
の
御
発
声
を
頂
き
、
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。
途
中
で
「
教
室
90

年
の
歩
み
」
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
供
覧
し
、
後
半
に
は
他
大
学
で
教
授
を

務
め
て
い
る
同
窓
の
先
生
方
5
名
に
一
言
ず
つ
お
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
堀
内
行
雄
同
窓
会
長
（
52
回
）
か
ら
閉

会
の
辞
が
あ
り
、
会
は
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。
誠
に
楽
し
い
、

思
い
出
に
残
る
祝
賀
会
と
な
り
、
主
催
し
た
一
人
と
し
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
参
加
頂
い
た
同
窓
の
先
生
方
に
も
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
10
年
後
の
２
０
２
２
年
に
は
、
教
室
開
講
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
ど
う
か
同
窓
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
康
に
十
分
留
意
さ
れ
、
是
非
と
も
皆
さ
ん
と
元
気
に
１
０
０
周

年
を
祝
い
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
平
成
22
年
10
月
以
降
の
教
室
の
体
制
に
つ
い
て

簡
単
に
触
れ
て
お
き
ま
す
。

　
現
在
の
教
室
の
体
制
は
有
給
教
員
21
名
〈
1
枠
は
ス
ポ
ー
ツ
医

学
総
合
セ
ン
タ
ー
の
松
本
秀
男
教
授
（
57
回
）
に
現
在
も
貸
し
出

し
中
〉
に
加
え
、
5
つ
の
寄
附
講
座
に
在
籍
す
る
7
名
、
計
28
名

の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
教
室
で
は
、
従
来

通
り
教
育
・
診
療
・
研
究
の
３
部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
を
設
け
、
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そ
の
上
に
教
室
最
高
決
定
機
関
と
し
て
教
室
運
営
会
議
を
置
い
て

引
き
続
き
運
営
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
が
、
私
が
慶
應
義
塾
の
常

任
理
事
に
就
任
し
た
こ
と
に
伴
い
、
当
初
、
千
葉
一
裕
准
教
授

（
62
回
）
に
教
室
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
教
室
主
任
の
役
職
を
お

願
い
し
、
千
葉
准
教
授
が
北
里
研
究
所
病
院
に
出
向
後
は
松
本
守

雄
准
教
授
（
65
回
）
が
引
き
継
ぎ
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
の
先
生
方
に
は
、
ど
う
か
引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の

程
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
さ
て
、
各
委
員
会
委
員
長
で
す
が
、

教
育
委
員
会
は
松
本
准
教
授
か
ら
中
村
雅
也
准
教
授
（
66
回
）
を

経
て
、
今
年
８
月
よ
り
名
倉
武
雄
学
部
内
講
師
（
71
回
）
が
、
診

療
委
員
会
は
今
年
4
月
よ
り
池
上
博
泰
講
師
（
64
回
）
か
ら
中
村

俊
康
講
師
（
67
回
）
へ
、
そ
し
て
研
究
委
員
会
は
中
村
雅
准
教
授

が
継
続
し
て
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
教
室
運
営
会
議
は
2
週
に
1

回
の
ペ
ー
ス
で
現
在
も
開
催
し
て
お
り
、
関
連
病
院
を
含
め
た
教

室
の
諸
問
題
を
分
析
、
検
討
し
、
加
え
て
今
後
の
教
室
の
目
指
す

方
向
を
慎
重
に
協
議
し
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
16
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
臨
床
研
修
制
度
に

よ
り
、
我
が
国
の
医
局
制
度
、
医
療
体
制
も
少
し
ず
つ
変
化
し
て

き
て
お
り
ま
す
。
初
期
研
修
で
は
大
学
間
の
垣
根
が
限
り
な
く
低

く
な
り
、
慶
應
で
も
学
外
に
出
て
研
修
を
す
る
医
師
が
増
え
て
お

り
ま
す
。
学
外
で
学
ぶ
こ
と
は
良
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
研
修

後
は
是
非
と
も
母
校
に
戻
っ
て
き
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
幸

い
に
も
、
慶
應
で
は
外
に
出
た
多
く
の
研
修
医
が
再
び
母
校
に
帰

っ
て
き
て
く
れ
ま
す
が
、
地
方
で
は
極
め
て
悲
惨
な
状
況
に
あ
り
、

益
々
地
方
医
療
の
崩
壊
、
過
疎
化
、
医
師
不
足
が
進
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。
こ
の
た
め
、
国
は
（
厚
労
省
は
）
専
門
医
制
度
を
見
直

し
、
地
方
へ
の
適
正
医
師
数
の
配
属
や
、
総
合
診
療
医
・
総
合
医

を
新
設
し
、
今
あ
る
18
基
本
診
療
科
の
中
に
加
え
て
新
た
な
医
療

体
制
の
構
築
に
向
け
て
動
き
始
め
て
お
り
ま
す
。
整
形
外
科
も
こ

の
動
き
に
は
十
分
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
対
応
を
検

討
し
て
お
く
時
期
に
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
教
室
を
支
え
る

一
番
の
力
は
、
や
は
り
在
籍
し
て
い
る
教
室
員
の
力
、
人
そ
の
も

の
で
あ
り
、
多
く
の
優
れ
た
入
局
者
を
得
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
教

室
の
力
に
繋
が
り
ま
す
。
こ
こ
で
2
年
間
の
入
局
者
数
を
お
知
ら

せ
し
て
お
き
ま
す
。
慶
應
で
は
平
成
23
年
度
14
名
（
学
内
5
名
、

学
外
9
名
）、
24
年
度
26
名
（
学
内
11
名
、
学
外
15
名
〈
内
、
1

名
は
ス
ポ
ク
リ
か
ら
の
転
籍
〉）
と
、
将
来
有
望
な
素
晴
ら
し
い

医
師
が
多
数
入
局
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
度
、
全
国
の
整
形
外

科
で
20
名
以
上
の
入
局
者
を
迎
え
た
教
室
は
慶
應
以
外
に
、
東
京

大
学
、
名
古
屋
大
学
、
大
阪
大
学
の
計
4
大
学
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
入
局
者
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
そ
の
反

面
、
私
ど
も
の
責
任
も
重
大
で
す
。
素
晴
ら
し
い
整
形
外
科
医
に

育
て
る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
と
関
連
病
院
の
先
生
方
が
一
体
と
な
っ

て
教
育
に
当
た
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
、
関
連
病
院
の
先
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生
方
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
出
向
中
の
教
室
員
に
は
精
神
面
か
ら

技
術
面
ま
で
多
方
面
に
わ
た
る
ご
指
導
を
重
ね
て
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。    

（
３
）
基
礎
・
臨
床
グ
ル
ー
プ
の
活
動
状
況
と
今
後
の
展
望

　
先
ず
基
礎
部
門
で
は
、
日
整
会
基
礎
学
術
集
会
と
Ｏ
Ｒ
Ｓ
で
の

研
究
成
果
発
表
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
命
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
か
、
平
成
13
年
以
降
の
演
題
数
は
21
～
36
題
と
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
、
今
年
度
を
含
め
過
去
12
年
間
で
9
回
も

全
国
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
演
題
数
だ
け
で
な
く
、
こ
の
10

年
は
シ
ン
ポ
や
パ
ネ
ル
に
も
多
数
採
用
と
な
り
、
量
、
質
と
も
充

実
し
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
実
際
、
別
項
で
紹
介
致
し
ま
す

が
、
国
内
外
の
学
会
、
研
究
会
で
多
く
の
教
室
員
が
学
会
賞
や
研

究
奨
励
賞
、
優
秀
演
題
賞
な
ど
多
数
受
賞
し
て
い
ま
す
。
ご
存
じ

か
と
思
い
ま
す
が
、
以
前
よ
り
医
局
廊
下
の
壁
に
論
文
掲
載
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
脊
椎
脊
髄
班
、
上
肢
班
、
下
肢
班
、
腫
瘍
班
、
骨

代
謝
班
毎
に
分
け
て
英
文
論
文
をIm

p
act F

actor

を
付
け
て
掲

示
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
も
最
近
2
年
間
の
実
績
を
以
下
に
記

し
ま
す
。
ま
ず
平
成
22
年
に
教
室
が
関
係
し
た
英
文
原
著
論
文
数

は
68
編
、
合
計
のIm

p
act F

actor

は
２
６
４.

８
４
１
点
（
脊
椎

班
９
１.

０
３
９
点
、
腫
瘍
班
４
２.

２
９
３
点
、
骨
代
謝
班
８
５

.

５
３
３
点
、
上
肢
班
１
６.

１
３
４
点
、
下
肢
班
２
９.

８
４
２
点
）

で
し
た
。
昨
年
（
平
成
23
年
）
は
英
文
原
著
論
文
数
86
編
、
合
計

のIm
p
act F

actor

は
何
と
３
１
３.

８
５
９
点
（
脊
椎
班
１
６
６

.

５
２
３
点
、
腫
瘍
班
２
０.

５
９
３
点
、
骨
代
謝
班
９
３.

３
６
２
点
、

上
肢
班
１
６.

２
３
７
点
、
下
肢
班
１
７.

１
４
４
点
）
と
、
日
本
の

ビ
ッ
ク
な
基
礎
研
究
室
に
も
決
し
て
負
け
な
い
業
績
に
ま
で
な
り

ま
し
た
。
そ
の
雑
誌
も
、N

atu
re G

en
etics

やJou
rn

al of 

E
x
p
erim

en
tal M

ed
icin

e

等
、
ど
れ
も
超
一
流
の
国
際
医
学
雑

誌
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
も
9
月
末
現
在
で
既
に
90
編
弱
の

英
文
論
文
が
教
室
掲
示
板
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
脊
椎
班

か
ら
は
既
に
50
編
を
超
え
る
論
文
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
調
子
で

行
く
と
、
教
室
の
最
終
目
標
と
し
て
き
た
年
間
英
文
論
文
数

１
０
０
編
、Im

p
act F

actor

２
５
０
点
を
軽
く
超
え
る
勢
い
で

す
。
年
末
が
楽
し
み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
教
室
員
の
皆
さ
ん
、

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
大
学
の
使
命
は
、
や
は
り
業
績
で
す
。
ど
れ

だ
け
世
界
に
向
け
発
信
で
き
る
基
礎
・
臨
床
業
績
を
一
流
の
国
際

誌
に
出
せ
る
か
で
す
。
今
後
は
、
教
室
と
し
て
次
代
に
繋
げ
る
基

礎
研
究
、
臨
床
研
究
を
更
に
発
展
さ
せ
、
そ
の
財
産
を
次
世
代
に

渡
せ
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
教
室
を
先
導
す
る
立
場
に
あ
る

も
の
と
し
て
、
こ
れ
も
大
き
な
仕
事
、
責
務
の
一
つ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
で
、
教
室
の
現
在
の
研
究
体
制
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て

お
き
ま
す
。
ま
ず
、
臨
床
研
究
棟
の
2
階
に
あ
る
整
形
外
科
学
教
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室
の
研
究
室
は
主
に
骨
・
軟
骨
代
謝
と
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
が
使
用
し

て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
室
の
責
任
者
は
松
本
准
教
授
が
担
当
し
、

副
責
任
者
を
宮
本
健
史
特
任
准
教
授
（
73
回
特
）
と
森
岡
秀
夫
講

師
（
67
回
特
）、
二
木
康
夫
講
師
（
72
回
）
が
務
め
て
い
ま
す
。

研
究
室
で
は
整
形
外
科
の
大
学
院
生
5
名
と
他
教
室
や
中
国
か
ら

の
大
学
院
生
2
名
に
研
究
助
手
数
名
が
在
籍
し
、
毎
日
遅
く
ま
で

主
に
骨
代
謝
の
研
究
を
中
心
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
室

か
ら
はJ E

x
p
erim

en
tal M

ed
icin

e

な
ど
の
超
一
流
国
際
誌
に

論
文
が
掲
載
さ
れ
、
大
学
院
を
中
心
に
既
に
数
名
が
学
位
を
取
得

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
も
骨
代
謝
、
特
に
破
骨
細
胞
の
発
生
・
分

化
、
機
能
解
析
を
中
心
に
世
界
的
レ
ベ
ル
の
研
究
が
進
め
ら
れ
、

国
内
外
で
注
目
さ
れ
る
研
究
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
が
楽
し

み
で
す
。

　
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
内
に
も
整
形
外
科
と
し
て
学
内
基
礎
医
学
教

室
と
の
共
同
利
用
を
含
め
3
室
を
確
保
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

4
月
よ
り
更
に
1
室
を
確
保
し
て
計
4
室
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
企
業
や
基
礎
の
教
室
と
の
共
同
研
究
を

継
続
し
て
お
り
ま
す
。
先
ず
、
最
上
階
の
9
階
に
あ
る
骨
・
軟
骨

代
謝
研
究
室
で
す
。
こ
こ
は
「
中
外
製
薬
K.

K
」
と
の
共
同
研

究
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
10
月
か
ら
更
に
3
年
継
続
と
な

り
ま
し
た
。
堀
内
圭
輔
特
任
講
師
（
73
回
）
が
チ
ー
フ
と
な
り
精

力
的
に
最
先
端
の
骨
・
軟
骨
代
謝
研
究
を
進
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

堀
内
講
師
の
専
門
で
あ
るA

D
A

M

、T
A

C
E

の
機
能
解
析
な
ど

を
中
心
に
精
力
的
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。J Im

m
u
n
olog

y

な
ど
の
超
一
流
国
際
誌
に
論
文
が
数
編
掲
載
さ
れ
、
学
位
取
得
者

も
出
始
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
更
な
る
活
躍
に
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
次
に
、
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
6
階
に
あ
る
運
動
器
生
体
工
学
・
歩

行
解
析
研
究
室
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
研
究
室
は
名
倉
講
師
が
責

任
者
と
し
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
。「
久
光
製
薬
K.

K
」
の
ご
厚

意
に
よ
り
立
ち
上
が
っ
た
運
動
器
生
体
工
学
講
座
を
こ
こ
に
置

き
、
今
年
度
よ
り
更
に
3
年
の
継
続
を
認
め
て
頂
き
ま
し
た
。
米

国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
留
学
か
ら
帰
国
し
た
慶
大
理
工
学
部
出

身
の
桐
山
善
守
特
任
講
師
（
84
回
特
）
も
加
わ
り
、fresh 

cad
av

er

を
用
い
た
運
動
器
生
体
工
学
研
究
や
歩
行
解
析
な
ど
の

研
究
を
積
極
的
に
進
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｒ
Ｓ
を
含
め
た
国

際
学
会
に
多
く
の
演
題
を
発
表
し
、
加
え
て
、
毎
年
数
名
の
医
学

部
学
生
の
自
主
学
習
も
指
導
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
上
肢

班
や
下
肢
班
を
中
心
に
10
名
以
上
の
教
室
員
が
生
体
力
学
的
研
究

を
継
続
し
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
そ
し
て
、
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
5
階
に
は
脊
髄
損
傷
再
生
に
関
す

る
基
礎
研
究
が
生
理
学
教
室
と
の
共
同
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
村
雅
准
教
授
が
研
究
室
主
任
と
し
て
中
心
的
に
チ
ー
ム
を
リ
ー
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ド
し
て
く
れ
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
は
大
学
院
生
が
現
在
9
名
、
そ

し
て
研
究
助
手
数
名
と
共
に
深
夜
ま
で
研
究
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
最
先
端
の
研
究
で
あ
り
、
こ
の

度
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
の
受
賞
が
決
定
し
た
京
都
大
学
の
山

中
伸
弥
教
授
と
も
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ
て
の
脊
髄
再
生
の
共
同
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。
脊
髄
再
生
と
い
う
“

夢
の
実
現”
に
向
け

て
総
力
を
挙
げ
て
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
研
究
室

か
ら
は
毎
年
、
神
経
科
学
や
幹
細
胞
医
学
、
移
植
・
再
生
医
学
等

に
関
連
し
た
素
晴
ら
し
い
国
際
医
学
雑
誌
へ
の
発
表
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
研
究
成
果
を
臨
床
応
用
に
向
け
る
時
期
で
す
が
、

Ｈ
Ｇ
Ｓ
を
用
い
た
脊
髄
損
傷
再
生
へ
の
臨
床
応
用
が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。
そ
し
て
細
胞
移
植
、
特
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
脊
髄
再
生

も
動
物
実
験
で
は
良
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
が
、
臨
床
応
用

の
た
め
の
安
全
性
を
確
実
な
も
の
と
し
、
一
日
も
早
い
臨
床
応
用

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
全
国
、
い
や
世
界
中
の
脊
髄
損

傷
者
が
慶
應
の
成
果
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
と
も
頑
張
っ

て
頂
き
た
い
。

　
最
後
に
、
今
年
4
月
よ
り
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
4
階
に
筋
肉
に
関

す
る
研
究
室
が
「
佐
藤
製
薬
K.

K
」
と
の
共
同
で
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
高
齢
化
で
最
近
問
題
視
さ
れ
て
い
る
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
筋

肉
量
減
少
症
）
の
病
態
解
明
と
筋
再
生
を
中
心
に
研
究
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
研
究
責
任
者
は
中
村
雅
准
教
授
、
そ
し

て
担
当
者
は
堀
内
特
任
講
師
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
3
年
で

ど
こ
ま
で
の
成
果
が
出
せ
る
か
で
す
が
、
我
が
国
で
も
こ
の
分
野

の
研
究
は
遅
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
は
筋
肉
に
関
す
る
研
究
を
先
導

す
る
よ
う
な
研
究
室
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
骨
・
軟
骨
・
神
経
・
筋
肉
に
関
す
る
基
礎
研
究
を
全
て
カ

バ
ー
出
来
る
教
室
と
な
り
ま
し
た
。
膨
大
な
研
究
費
が
必
要
で
す

が
、
現
在
、
教
室
員
の
多
く
が
文
科
省
や
厚
労
省
、
一
般
財
団
な

ど
か
ら
の
競
争
的
資
金
を
取
得
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
寄

附
付
講
座
か
ら
の
研
究
費
を
充
填
し
て
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
研
究
設
備
、
研
究
費
に
見
合
っ
た
業
績
が
出
て
お
り
、
日
本

で
は
東
大
、
京
大
、
阪
大
、
九
大
な
ど
と
互
角
以
上
に
勝
負
で
き

る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
今
は
慶
應
が
完
全
に
リ
ー
ド
し
て
い
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
教
室
の
研
究
を
指
導
し

て
い
る
先
生
方
、
そ
し
て
研
究
活
動
を
続
け
て
い
る
大
学
院
生
、

教
室
員
の
皆
さ
ん
、
ど
う
か
世
界
に
向
け
て
素
晴
ら
し
い
研
究
業

績
を
発
信
下
さ
い
。
そ
し
て
、
研
究
か
ら
の
成
果
を
臨
床
に
還
元

し
、
一
人
で
も
多
く
の
難
病
患
者
さ
ん
を
救
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

こ
れ
が
医
師
と
し
て
の
使
命
で
す
。
慶
應
医
学
、
慶
應
整
形
外
科

の
使
命
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
基
礎
部
門
を
支
え
て
い
る
大
学
院
生
は
、
現
在
22

名
〈
許
斐
恒
彦
君
（
82
回
特
）

：N
eu

roim
ag

in
g

、
小
林
喜
臣
君

（
83
回
）

：

脊
髄
再
生
、
鬼
塚
奈
緒
子
君
（
83
回
）

：

腱
発
生
分
化
・
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遺
伝
子
解
析
、
金
川
裕
矢
君
（
83
回
特
）

：

骨
軟
骨
代
謝
、
高
野

盛
登
君
（
84
回
）

：

脊
髄
再
生
、
森 

智
章
君
（
84
回
）

：

骨
代
謝
・

骨
免
疫
、
大
木 

聡
君
（
84
回
）

：

運
動
器
生
体
工
学
、
西
村
空
也

君
（
84
回
）

：

脊
髄
再
生
、岩
井
宏
樹
君
（
84
回
特
）

：

脊
髄
再
生
、

勝
山
詠
理
君
（
84
回
）

：

骨
代
謝
、
藤
江
厚
廣
君
（
85
回
）

：

骨
代

謝
・
骨
壊
死
・
遺
伝
子
解
析
、
板
倉 

剛
君
（
85
回
特
）

：

脊
髄
再
生
、

山
口
さ
や
か
君
（
85
回
特
）

：

骨
腫
瘍
、宮
崎 

馨
君
（
82
回
特
）

：

W
ater B

iolog
y

、
木
場 
健
君
（
85
回
特
）

：

筋
代
謝
・
再
生
、

丹
藤
世
身
君
（
84
回
特
）

：

骨
代
謝
、
水
野
早
希
子
君
（
85
回
）

：

骨
軟
骨
代
謝
、
水
落 

裕
君
（
85
回
特
）

：

骨
軟
骨
代
謝
、
川
端
走

野
君
（
86
回
特
）

：

脊
髄
再
生
、
西
山
雄
一
郎
君
（
86
回
特
）

：

脊

髄
再
生
、
堀 

桂
子
君
（
87
回
）

：

脊
髄
再
生
、
吴 

昊
君
（
中
国

留
学
生
）

：

骨
軟
骨
代
謝
〉
お
り
、
毎
日
研
究
生
活
に
明
け
暮
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
22
名
の
大
学
院
生
に
対
し
て
は
、
直
接
指

導
し
て
く
れ
て
い
る
中
村
雅
准
教
授
、
堀
内
特
任
講
師
、
宮
本
特

任
准
教
授
、
名
倉
講
師
、
二
木
講
師
ら
も
参
加
し
て
月
1
回
の
ペ

ー
ス
で
勉
強
報
告
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
2
年
間
で
6
名
の
大
学
院
生
〈
内
川
伸
一
君
（
80

回
）

：

骨
代
謝
、
小
林
英
介
君
（
80
回
）

：

骨
腫
瘍
、
高
橋
勇
一
朗

君
（
80
回
特
）

：

脊
髄
再
生
、
海
苔 

聡
君
（
82
回
）

：

脊
髄
再
生
、

安
田
明
正
君
（
82
回
）

：

脊
髄
再
生
、
宮
本
裕
也
君
（
82
回
特
）

：

骨
代
謝
〉
が
卒
業
し
ま
し
た
。
6
名
と
も
素
晴
ら
し
い
研
究
成
果

を
発
表
し
、
既
に
一
流
英
文
雑
誌
に
投
稿
し
て
学
位
を
取
得
、
な

い
し
近
々
取
得
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
困
難
が
あ
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
よ
く
頑
張
っ
て
く
ま
し
た
。
臨
床
で
も
、

基
礎
研
究
で
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
、
原
点
と
し
て
更
な
る
活

躍
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
来
年
3
月
末
に
は
現
在
在
籍

中
の
4
名
が
卒
業
と
な
り
ま
す
。
残
さ
れ
た
大
学
院
生
活
を
、
悔

い
の
無
い
よ
う
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
下
さ
い
。
教
室
の
基
礎

研
究
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
大
学
院
生
に
は
、
整
形
外
科
基
礎
研

究
の
幅
広
い
知
識
の
習
得
と
国
際
性
を
身
に
付
け
、
次
代
整
形
外

科
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

  

大
学
院
生
以
外
に
、
2
年
間
の
学
位
な
い
し
臨
床
研
究
を
目
的

と
し
た
国
内
留
学
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
2
年
で
以

下
の
3
名
が
他
施
設
で
基
礎
・
臨
床
研
究
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
高
橋
洋
平
君
（
83
回
）
が
理
化
学
研
究
所
ゲ
ノ
ム
医
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー
の
池
川
教
授
と
教
室
の
松
本
准
教
授
の
指
導
の
下
に

特
発
性
側
弯
症
の
原
因
遺
伝
子
を
解
析
し
、N

atu
re G

en
etics

に
主
著
と
し
て
学
位
論
文
を
掲
載
し
て
帰
室
し
ま
し
た
。
素
晴
ら

し
い
成
果
で
あ
り
、
現
在
ま
で
に
教
室
員
が
主
著
と
し
て
載
せ
た

論
文
の
中
で
最
も
高
いIm

p
act F

actor

の
雑
誌
で
あ
り
、
今
後

の
各
学
会
、
研
究
会
で
の
受
賞
が
楽
し
み
で
す
。
高
橋
君
、
や
っ

た
ね
！！ 

本
当
に
お
め
で
と
う
。
益
々
の
努
力
、
活
躍
に
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
高
橋
君
の
後
任
と
し
て
小
倉
洋
二
君
（
84
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回
）
が
引
き
続
い
て
側
弯
症
遺
伝
子
解
析
を
行
う
た
め
、
出
向
し

て
お
り
ま
す
。
立
派
な
成
果
を
出
し
て
帰
室
す
る
の
が
楽
し
み
で

す
。
焦
ら
ず
、
じ
っ
く
り
研
究
を
続
け
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
高

木
岳
彦
君
（
79
回
）
が
手
外
科
、
末
梢
神
経
損
傷
の
臨
床
留
学
と

し
て
小
郡
第
一
総
合
病
院
に
出
向
し
、
そ
の
後
に
海
外
に
留
学
し

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
も
本
項
の
最
後
に
こ
の
2
年
間
の
学
位
取
得
者
と

学
位
論
文
を
記
載
し
ま
し
た
が
、
年
々
、
教
室
員
の
学
位
取
得
者

は
確
実
に
増
え
て
お
り
、
今
年
も
毎
月
1
名
程
度
の
ペ
ー
ス
で
学

位
審
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
位
取
得
者
に
は
毎
週

水
曜
日
の
朝
に
行
っ
て
い
る
モ
ー
ニ
ン
グ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
学

位
研
究
内
容
を
30
分
程
度
、
全
教
室
員
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
学
位
取
得
ま
で
の
長

か
っ
た
道
の
り
、
苦
労
話
、
研
究
生
活
の
面
白
さ
な
ど
を
話
し
て

く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活

躍
に
期
待
し
ま
す
！！

　
次
に
、
教
室
の
臨
床
医
学
に
関
し
て
、
こ
の
2
年
の
活
動
状
況

を
述
べ
ま
す
。
従
来
か
ら
の
4
つ
の
臨
床
班
は
そ
の
ま
ま
継
続
さ

せ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
各
臨
床
班
チ
ー
フ
と
ス
タ
ッ
フ
数
は
、

上
肢
班
が
中
村
俊
講
師
で
ス
タ
ッ
フ
4
名
、
下
肢
班
は
須
田
講
師

以
下
6
名
、
脊
椎
班
が
松
本
准
教
授
以
下
7
名
、
腫
瘍
班
が
森
岡

講
師
以
下
4
名
で
す
。
ま
た
、
救
急
部
に
有
給
枠
を
頂
き
、
田
島

康
介
君
（
80
回
）
が
平
成
23
年
4
月
よ
り
教
室
を
離
れ
そ
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
就
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
慶
應
救
急
外
来
に

運
ば
れ
る
運
動
器
外
傷
を
一
手
に
引
き
受
け
、
手
術
を
含
め
た
治

療
を
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
田
島
君
の
活
躍
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
、
手
術
室
に
運
動
器
外
傷
に
対
応
で
き
る
手
術
器
具
を

準
備
し
、
精
力
的
に
治
療
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
慶
應
整
形
外

科
の
中
で
弱
か
っ
た
運
動
器
外
傷
学
・
治
療
学
を
起
動
さ
せ
た
実

績
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
チ
ー
フ
と
し
て
の
活
躍
に

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
ず
れ
は
、
運
動
器
外
傷
、
救
急

医
療
で
慶
應
を
、
そ
し
て
日
本
を
先
導
し
て
下
さ
い
。
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
教
室
で
は
私
が
担
当
し
た
平
成
10
年
よ
り
多
く
の
研
究

会
が
立
ち
上
が
り
、
今
で
も
最
先
端
の
知
識
を
習
得
す
る
た
め
に

研
究
会
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
簡
単
に
ご
紹
介
致
し
ま
す
が
、
興

味
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
参
加
下
さ
い
。

 1） 

軟
骨
代
謝
研
究
会
‥
‥
慶
大
病
理
学
岡
田
教
授
の
参
加
を
頂

き
平
成
10
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
。
現
在
は
年
4
回
開
催
し
、
平
成
24

年
11
月
の
研
究
会
で
69
回
を
迎
え
る
。
原
則
的
に
第
2
火
曜
日

７

：

０
０
ｐ
ｍ
開
始
、
担
当
＝
榎
本
講
師
、
二
木
講
師
。

 2） 

骨
発
生
・
再
生
研
究
会
‥
‥
慶
大
発
生
分
化
生
物
学
須
田
教

授
、
東
京
理
科
大
生
命
科
学
穂
積
教
授
、
慶
大
共
同
利
用
研
究
室

松
尾
教
授
、
東
京
医
科
歯
科
大
口
腔
病
理
学
山
口
教
授
と
当
整
形
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外
科
宮
本
特
任
准
教
授
、
戸
山
ら
が
世
話
人
と
し
て
平
成
15
年
よ

り
ス
タ
ー
ト
。
現
在
は
年
1
回
開
催
し
、
今
年
度
は
第
14
回
目
で

平
成
24
年
11
月
10
日
（
土
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
担
当
＝
宮

本
特
任
准
教
授
。

 3） 

整
形
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
研
究
会
‥
‥
慶
大
理
工
学
部
山
崎

教
授
の
参
加
を
頂
き
平
成
10
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
。
現
在
は
年
4
回
、

第
2
な
い
し
第
3
火
曜
日
７

：

０
０
ｐ
ｍ
開
始
。
今
回
の
平
成
24

年
7
月
開
催
で
75
回
目
を
数
え
る
。
ま
た
、
年
数
回
、
バ
イ
オ
メ

カ
関
連
学
位
研
究
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
土

曜
日
に
行
っ
て
い
る
。
担
当
＝
名
倉
学
部
内
講
師
。

 4） 

先
進
リ
ウ
マ
チ
医
学
研
究
会
‥
‥
現
京
都
大
学
内
科
三
森
教

授
が
慶
大
内
科
に
在
籍
中
に
代
表
世
話
人
と
し
て
整
形
外
科
と
立

ち
上
げ
た
研
究
会
で
、
平
成
10
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
。
原
則
年
2
回

開
催
さ
れ
、
今
回
の
平
成
24
年
6
月
開
催
で
28
回
目
を
迎
え
る
。

現
在
の
代
表
世
話
人
は
慶
大
リ
ウ
マ
チ
内
科
桑
名
准
教
授
が
務
め

て
い
る
。
担
当
＝
二
木
講
師
。

 5） 

小
児
整
形
外
科
研
究
会
‥
‥
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

の
高
山
真
一
郎
君
（
57
回
）
が
発
起
人
と
な
り
、
こ
ど
も
福
祉
医

療
セ
ン
タ
ー
、
都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
慶
大
整
形
外
科

所
属
の
教
室
員
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
小
児
整
形
外
科

の
研
究
会
で
、
平
成
17
月
9
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
。
代
表
幹
事
は
高

山
君
。
今
回
の
平
成
24
年
9
月
開
催
で
14
回
目
を
迎
え
る
。
担
当
＝

金
治
有
彦
学
部
内
講
師
（
73
回
）。

 6） T
o

kyo
 K

nee &
 H

ip
 S

cho
larly A

lliance F
o

rum

‥
‥
下

肢
班
、
特
に
膝
班
（
榎
本
・
二
木
）
と
股
関
節
班
（
金
治
・
船
山
）

が
中
心
と
な
っ
て
今
年
設
立
し
た
勉
強
会
（
科
研
製
薬
共
催
）
で
、

9
月
11
日
に
東
京
駅
八
重
洲
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
外
部

の
講
師
を
お
招
き
し
、
第
1
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

今
後
の
成
果
に
期
待
す
る
と
共
に
、
興
味
あ
る
先
生
は
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 7） K
E

IO

整
形
外
科
手
術
手
技
フ
ォ
ー
ラ
ム
‥
‥
同
門
の
先
輩
方

が
築
い
て
く
れ
た
慶
應
の
臨
床
力
、
技
術
力
を
後
輩
達
に
是
非
と

も
伝
え
た
い
と
言
う
思
い
で
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
設
立
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
あ
く
ま
で
講
演
で
は
手
術
手
技
、
そ
れ
も
動
画

を
使
っ
た
講
演
を
お
願
い
し
て
い
る
。
同
門
の
先
生
方
が
自
ら
学

ん
で
き
た
、
自
ら
が
切
り
開
い
て
き
た
手
技
の
極
意
を
お
教
え
頂

こ
う
と
い
う
主
旨
で
平
成
16
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
。
原
則
年
1
回
、

7
月
～
8
月
の
土
曜
日
に
六
本
木
ヒ
ル
ズ
内
ア
カ
デ
ミ
ー
ヒ
ル
ズ

で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
学
外
か
ら
も
著
名
な
講
師

を
招
聘
し
手
術
手
技
の
指
導
を
お
願
い
し
て
い
る
。
今
回
の
平
成

24
年
7
月
開
催
で
9
回
目
を
迎
え
る
。
担
当
＝
中
村
俊
講
師
。

　
上
記
以
外
で
も
、
各
基
礎
研
究
班
や
臨
床
班
が
週
1
回
～
月
1

回
の
ペ
ー
ス
で
勉
強
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
関
連
病
院
の
先
生
方

で
興
味
あ
る
方
、
な
い
し
珍
し
い
症
例
や
困
っ
た
症
例
な
ど
を
お
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持
ち
の
先
生
方
は
ど
ん
ど
ん
こ
れ
ら
の
勉
強
会
で
御
相
談
下
さ
い
。

　
こ
こ
で
、
こ
の
2
年
間
（
平
成
22
年
10
月
以
降
）
に
学
会
や
研

究
会
、
財
団
、
大
学
等
で
賞
を
受
け
た
教
室
員
を
紹
介
し
て
お
き

ま
す
（
全
て
を
記
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き

ま
す
。
ま
た
頭
に
付
け
た
印
は
基
礎
と
臨
床
研
究
を
分
け
た
も
の

で
す
。
基
礎
研
究
＝
★
、
臨
床
研
究
＝
☆
）。
こ
の
2
年
間
で
、

教
室
員
18
名
が
国
内
外
24
の
学
会
等
で
賞
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
受
賞
し
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
賞
が
貰
え
る
よ
う
努
力
下
さ
い
。

特
に
1
人
で
2
回
以
上
受
賞
し
た
辻
（
崇
）
君
、
船
尾
君
、
菊
田

君
、
宮
本
（
健
）
君
達
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
自

信
を
持
っ
て
、
更
に
前
に
進
ん
で
下
さ
い
。

☆
岩
本
卓
士
君
（
79
回
）

：T
he F

E
B

S Journal 
―T

op-C
ited 

　P
aper A

w
ard

〈
平
成
22
年
10
月
〉

★
船
尾
陽
生
君
（
80
回
）

：7th
 C

om
b
ein

ed
 M

eetin
g
 of th

e 

　O
rth

op
aed

ic R
esearch

 S
ocieties

─N
ew

 In
v
estig

ator 

　R
ecognition A

w
ard

〈
平
成
22
年
10
月
〉

★
船
尾
陽
生
君
（
80
回
）

：

第
25
回
日
本
整
形
外
科
学
会
基
礎
学

　
術
集
会
―
優
秀
演
題
賞
〈
平
成
22
年
10
月
〉       

☆
船
尾
陽
生
君
（
80
回
）

：

第
13
回
日
本
内
視
鏡
低
侵
襲
脊
椎
外

　
科
学
会
―
最
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞 

〈
平
成
22
年
11
月
〉       

★
山
根
淳
一
君
（
79
回
）

：

第
23
回
日
本
脊
椎
脊
髄
病
学
会
―
学

　
会
奨
励
賞
〈
平
成
23
年
4
月
〉

★
名
越
慈
人
君
（
81
回
）

：2nd A
nnual M

eeting of C
ervical 

　Spine R
esearch Society 

〈A
sia P

acific Section>

―B
est 

　P
aper A

w
ard

〈
平
成
23
年
4
月
〉    

☆
松
本
守
雄
君
（
65
回
）

：

平
成
23
年
度
三
四
会
賞
（
臨
床
医
学

　
分
野
─
北
島
賞
）〈
平
成
23
年
6
月
〉

★
菊
田
一
貴
君
（
81
回
）

：

第
44
回
日
本
整
形
外
科
学
会
・
骨
軟

　
部
腫
瘍
学
術
集
会
―
若
手
優
秀
演
題
賞 

〈
平
成
23
年
7
月
〉 

★
宮
本
裕
也
君
（
82
回
特
）

：

第
29
回
日
本
骨
代
謝
学
会
―
優
秀

　
演
題
賞
〈
平
成
23
年
7
月
〉        

★
菊
田
一
貴
君
（
81
回
）

：

平
成
23
年
度
日
本
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
学

　
会
―
学
会
奨
励
賞
〈
平
成
23
年
7
月
〉

☆
辻

　
崇
君

　（
74
回
）

：

第
20
回
日
本
脊
椎
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン

　
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
―
口
演
優
秀
賞
〈
平
成
23
年
10
月
〉              

★
宮
本
健
史
君
（
73
回
特
）

：1st B
io-R

heum
atology 

　International C
ongress

―P
oster P

resentation A
w

ard

　〈
平
成
23
年
11
月
〉 

★
蔵
本
哲
也
君
（
83
回
特
）

：

第
33
回
日
本
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル

　
学
会
大
会
―
大
会
長
賞 

〈
平
成
23
年
11
月
〉   

★
許
斐
恒
彦
君
（
82
回
特
）

：39th A
nnual M

eeting of 

　C
ervical Spine R

esearch Society

―B
est B

asic Science 

　P
oster A

w
ard

〈
平
成
23
年
12
月
〉        
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★
堀
内
圭
輔
君
（
73
回
）
：
平
成
23
年
度
慶
應
医
学
賞
医
学
研
究

　
奨
励
賞
〈
平
成
24
年
1
月
〉

☆
高
木
岳
彦
君
（
79
回
）

：

第
29
回
中
部
日
本
手
外
科
研
究
会
―

　B
est Y

oung Investigator's A
w

ard 

〈
平
成
24
年
1
月
〉

★
辻

　
収
彦
君
（
82
回
）

：

平
成
23
年
度
東
京
都
医
師
会
―
医
学

　
研
究
賞
〈
平
成
24
年
3
月
〉 

★
石
井

　
賢
君
（
72
回
）

：

第
1
回
慶
應
知
的
資
産
賞

　〈
平
成
24
年
3
月
〉

☆
辻

　
崇
君

　（
74
回
）

：3rd A
nnual M

eeting of C
ervical 

　Spine R
esearch Society A

sia P
acific Section

―P
oster 

　A
w

ard

〈
平
成
24
年
4
月
〉 

★
海
苔

　
聡
君
（
82
回
）

：3rd A
nnual M

eeting of C
ervical 

　Spine R
esearch Society 

〈A
sia P

acific Section

〉
―

　P
oster A

w
ard

〈
平
成
24
年
4
月
〉         

★
菊
田
一
貴
君
（
81
回
）

：
平
成
23
年
度
整
形
災
害
外
科
学
研
究

　
助
成
財
団
―
日
本
シ
グ
マ
ッ
ク
ス
奨
励
賞 

〈
平
成
24
年
6
月
〉   

★
安
田
明
正
君
（
82
回
）

：

第
11
回
日
本
再
生
医
療
学
会
―
若
手

　
研
究
奨
励
賞
（
基
礎
部
門
） 〈
平
成
24
年
6
月
〉 

★
宮
本
健
史
君
（
73
回
特
）

：

第
30
回
日
本
骨
代
謝
学
会
―
学
術

　
賞
〈
平
成
24
年
7
月
〉  

☆
松
崎
健
一
郎
君
（
72
回
）

：

第
14
回
日
本
骨
祖
鬆
症
学
会
―
学

　
術
奨
励
賞
〈
平
成
24
年
9
月
〉       

（
４
）
寄
附
講
座
活
動
状
況

　
医
学
部
で
は
外
部
資
金
導
入
に
よ
る
寄
附
講
座
開
設
を
推
進
し

て
お
り
、
平
成
24
年
10
月
1
日
現
在
、
計
28
講
座
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
企
業
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
講

座
で
、
研
究
員
の
給
与
や
研
究
費
に
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

期
間
は
3
年
か
ら
5
年
契
約
で
、
整
形
外
科
学
教
室
で
も
以
下
の

5
つ
の
寄
附
講
座
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
附
講
座
を
正
し
く
、

透
明
性
を
持
っ
て
運
営
す
る
た
め
に
、
資
金
・
運
営
・
人
事
な
ど

を
管
理
す
る
寄
附
講
座
管
理
運
営
委
員
会
を
教
室
内
に
設
置
し
、

定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
構
築
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
講
座
は

教
室
運
営
の
た
め
に
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
特
に
研
究
活
動
に

お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
５
つ
の
寄
附
講
座
の
概
要
を
以
下
に
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

 1） 

京
セ
ラ 

メ
デ
ィ
カ
ル
（
旧
Ｊ
Ｍ
Ｍ
）
─
運
動
器
機
能
再
建
・

再
生
学
講
座

：

平
成
18
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
講
座
で
、
現

在
も
継
続
し
7
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
各
種
人
工
関
節
や
脊
椎
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
・
運
動
器
生
体
材
料
・
運
動
器
再
生
医
療
等
の
開
発

に
加
え
て
、
運
動
器
機
能
再
建
に
関
す
る
新
た
な
治
療
法
の
開
発

等
を
目
的
と
し
た
講
座
で
す
。
資
金
管
理
責
任
者
は
松
本
准
教
授
、

構
成
メ
ン
バ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
留
学
か
ら
帰
国
し
た
奥
山
訓
子
特
任

講
師
（
73
回
）
と
和
南
城
静
君
（
82
回
特
）
が
在
籍
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
ま
で
に
、
ナ
カ
シ
マ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
の
共
同
開
発
に
よ
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り
慶
應
独
自
の
人
工
肘
関
節
を
完
成
さ
せ
、
国
か
ら
の
承
認
を
得

て
既
に
多
く
の
臨
床
例
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
良
い
臨
床
成
績

が
得
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
こ
の
人
工
関
節
を
世
界
市
場
に
向
け

て
発
信
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
完
成
ま
で

か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
慶
應
独
自
の
腰
椎

後
方in

stru
m

en
tation

も
出
来
上
が
り
、
国
か
ら
の
使
用
認
可

も
受
け
て
臨
床
応
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、
本
講
座
在
籍
の

奥
山
特
任
講
師
と
和
南
城
君
に
は
臨
床
、
研
究
を
全
く
離
れ
て
学

生
教
育
に
の
み
専
念
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
ポ
リ
ク
リ
の
学

生
を
中
心
に
医
学
生
に
は
極
め
て
評
判
が
良
く
、
他
の
診
療
科
や

他
大
学
に
も
教
育
担
当
専
任
教
員
の
採
用
が
展
開
さ
れ
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
学
生
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
を
当
教
室
が
先

導
し
て
い
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

 2） 

エ
ー
ザ
イ
─
抗
加
齢
運
動
器
学
講
座

：

本
講
座
は
平
成
18
年

10
月
か
ら
開
講
し
、
現
在
も
継
続
中
で
7
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

資
金
責
任
者
は
戸
山
で
、
構
成
メ
ン
バ
ー
は
堀
内
特
任
講
師
が
兼

務
し
て
お
り
ま
す
。
世
界
に
類
を
見
な
い
超
高
齢
社
会
に
あ
る
日

本
に
お
い
て
は
、
ま
す
ま
す
「
健
康
寿
命
延
伸
」
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
安
全
・
安
心
で
要
支
援
・
要
介
護
に
な
ら
ず
、
生
き
生

き
活
動
で
き
る
超
高
齢
社
会
の
構
築
に
は
、
や
は
り
健
康
寿
命
延

伸
が
最
も
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
国
も
平
成
25
年
よ
り
「
第
二
次

健
康
日
本
21
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
が
、
健
康
寿
命
延
伸
に
大

き
く
影
響
す
る
運
動
器
の
加
齢
現
象
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
当
て
、「
抗

加
齢
運
動
器
学
講
座
」
を
開
講
し
、
運
営
し
て
参
り
ま
し
た
。
骨
・

関
節
・
椎
間
板
・
神
経
・
筋
肉
等
、
全
て
の
運
動
器
の
加
齢
現
象

を
解
明
し
、
少
し
で
も
運
動
器
疾
患
発
症
の
予
防
や
加
齢
現
象
進

行
防
止
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 3） 

小
野
薬
品
─
先
進
脊
椎
脊
髄
病
治
療
学
講
座

：

本
講
座
は
平

成
18
年
10
月
に
開
講
し
、
3
年
毎
に
継
続
し
て
頂
き
、
現
在
7
年

目
に
入
り
ま
し
た
。
資
金
責
任
者
は
松
本
准
教
授
で
、
構
成
メ
ン

バ
ー
は
渡
辺
航
太
特
任
講
師
（
76
回
）
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
こ

の
講
座
で
は
、
上
位
頚
椎
疾
患
や
頚
髄
症
、
脊
柱
管
狭
窄
症
、
脊

柱
側
弯
症
、
変
性
側
弯
症 

な
ど
を
対
象
に
臨
床
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
新
し
い
手
術
法
や
医
療
機
器
の
開
発
、

薬
剤
臨
床
治
験
、
患
者
情
報
登
録
シ
ス
テ
ム
の
稼
動
、
各
種
脊
椎

疾
患
の
遺
伝
子
解
析
な
ど
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。                                                                

 4） 

帝
人
フ
ァ
ー
マ
─
骨
免
疫
学
講
座

：

平
成
21
年
4
月
よ
り
3

年
間
の
有
期
と
し
て
開
講
し
た
講
座
で
す
が
、
今
年
4
月
か
ら
更

に
3
年
間
の
継
続
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
有
り
難
い
も
の
で
す
。

資
金
責
任
者
は
宮
本
特
任
准
教
授
で
、
同
時
に
こ
の
講
座
の
運
営

に
も
咸
臨
丸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
平
行
し
て
兼
務
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
医
局
の
あ
る
臨
床
研
究
棟
2
階
の
教
室
研
究
室
を
中
心
に

活
動
し
て
い
ま
す
が
、
骨
は
骨
代
謝
学
、
幹
細
胞
医
学
、
血
液
学
、

発
生
分
化
生
物
学
、
そ
し
て
免
疫
学
な
ど
多
く
の
分
野
と
深
く
関
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係
し
て
お
り
、
精
力
的
に
研
究
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
か
ら
世
界
に
向
け
て
発
信
で
き
得
る
多
く
の
成
果
が
既
に
出
始

め
て
お
り
、
本
当
に
楽
し
み
な
分
野
の
一
つ
で
す
。
こ
の
分
野
の

研
究
は
教
室
で
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
も
宮
本
准
教
授
の
指
導
の
下
に
大
学
院
生
を
中
心
に
夜
遅
く

ま
で
研
究
に
打
ち
込
ん
で
お
り
、
今
後
大
い
に
期
待
し
て
い
る
分

野
の
一
つ
で
す
。

 5） 

久
光
製
薬
─
運
動
器
生
体
工
学
講
座

：

本
講
座
は
平
成
21
年

4
月
よ
り
運
動
器
の
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
、
特
にfresh cad

av
er

を
使
っ
た
運
動
器
生
体
力
学
と
歩
行
解
析
を
中
心
に
基
礎
・
臨
床

研
究
を
進
め
る
目
的
で
開
講
し
ま
し
た
。
3
年
の
有
期
講
座
で
す

が
、
こ
の
4
月
よ
り
更
に
3
年
の
継
続
と
な
り
ま
し
た
。
資
金
責

任
者
は
戸
山
で
、
名
倉
学
部
内
講
師
が
組
織
運
営
の
責
任
者
を
兼

務
し
て
お
り
ま
す
。
他
に
構
成
メ
ン
バ
ー
は
塾
理
工
学
部
出
身
の

桐
山
特
任
講
師
と
池
澤
裕
子
君
（
76
回
特
）
の
二
人
で
す
。
こ
の

講
座
で
は
、
解
剖
学
教
室
の
協
力
を
得
てfresh cad

av
er

を
用

い
た
生
体
力
学
的
研
究
（
学
位
研
究
）
を
、
上
肢
・
下
肢
・
脊
椎

班
の
若
手
教
室
員
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

最
先
端
機
器
を
用
い
た
歩
行
解
析
も
膝
班
が
中
心
と
な
っ
て
進
め

て
い
ま
す
。
既
に
数
名
の
学
位
取
得
者
が
出
て
お
り
、
そ
の
成
果

は
Ｏ
Ｒ
Ｓ
な
ど
の
国
際
学
会
で
発
表
さ
れ
、
ま
た
多
く
の
国
際
医

学
誌
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
は
医
学

部
学
生
の
自
主
学
習
を
指
導
し
て
お
り
、
例
年
数
名
の
応
募
者
が

あ
り
ま
す
。
名
倉
・
桐
山
両
講
師
の
指
導
に
よ
り
学
生
が
国
際
学

会
で
発
表
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
医
学
生
た
ち
の
多

く
は
運
動
器
に
興
味
を
持
ち
、
卒
業
後
は
整
形
外
科
学
教
室
に
入

局
す
る
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
講
座
か
ら
慶
應
独

自
の
最
先
端
運
動
器
バ
イ
オ
メ
カ
研
究
が
世
界
に
向
け
て
発
信
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
５
）
教
室
／
同
窓
人
事
・
そ
の
他

　
①
教
室
関
連
人
事
・
そ
の
他

　
昨
年
の
日
整
会
総
会
ま
で
は
教
室
人
事
は
行
わ
ず
に
、
教
室
一

丸
と
な
っ
て
学
会
開
催
に
集
中
し
て
参
り
ま
し
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

と
は
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
努
力
で
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

出
来
、
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
学
会
終
了
後
は
、
停
滞
し
て

い
た
教
室
ス
タ
ッ
フ
人
事
を
少
し
ず
つ
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
次

代
を
考
え
、
ま
た
、
優
秀
な
若
い
教
室
員
に
大
学
と
い
う
場
所
で

活
躍
す
る
機
会
を
与
え
る
た
め
で
す
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
長
ら

く
慶
應
骨
腫
瘍
班
の
チ
ー
フ
と
し
て
活
躍
頂
い
た
矢
部
講
師
が
平

成
23
年
9
月
末
で
退
局
し
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
修
善
寺
の
伊

豆
慶
友
病
院
病
院
長
と
し
て
異
動
さ
れ
ま
し
た
。
矢
部
講
師
は
、

骨
腫
瘍
班
の
臨
床
力
を
押
し
上
げ
、
難
し
い
症
例
が
全
国
か
ら
慶

應
に
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
慶
應
で
手
術
出
来
な
い
骨
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腫
瘍
は
無
い
」
と
言
え
る
ほ
ど
、
全
身
の
あ
ら
ゆ
る
骨
腫
瘍
に
対

し
て
積
極
的
に
手
術
治
療
に
当
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り
も
手
術
症
例
は
増
え
、
全
国

有
数
の
骨
腫
瘍
専
門
病
院
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
若
い
教
室
員
は
、
矢
部
講
師
の
人
柄
、
臨
床
力
に
支
え
ら
れ

て
力
を
付
け
、
皆
さ
ん
全
国
区
に
育
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
慶
應
骨
腫
瘍
班
の
ご
指
導
を
大
所
高
所
か
ら
お
願
い
で
き

る
と
幸
い
で
す
。
ま
た
、
先
生
の
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。
同
じ
く
10
月
よ
り
、
学
生
教
育
担
当
と
し
て
頑
張
っ
て

こ
ら
れ
た
奥
山
特
任
講
師
が
イ
ギ
リ
ス
へ
教
育
学
勉
強
の
た
め
留

学
し
、
上
肢
班
の
岡
崎
真
人
君
（
74
回
）
が
荻
窪
病
院
に
出
向
致

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
2
月
に
は
私
と
一
緒
に
教
室
を
支
え
、

国
際
化
を
進
め
て
く
れ
た
千
葉
准
教
授
が
北
里
研
究
所
病
院
の
整

形
外
科
部
長
と
し
て
異
動
に
な
り
ま
し
た
。
4
月
か
ら
臨
床
教
授

に
就
任
し
、
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
千
葉
准
教
授
は
、

私
が
病
院
長
に
な
っ
た
平
成
19
年
10
月
よ
り
整
形
外
科
診
療
部
長

と
し
て
、
ま
た
義
塾
の
常
任
理
事
と
な
っ
た
平
成
21
年
5
月
末
か

ら
は
教
室
主
任
と
し
て
、
教
室
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対
応
し
て
く

れ
ま
し
た
。
彼
は
責
任
感
が
強
く
、
決
し
て
高
ぶ
ら
ず
、
奢
ら
ず
、

優
れ
た
語
学
力
と
国
際
性
を
有
し
、
そ
し
て
真
の
公
平
性
を
持
ち

合
わ
せ
た
素
晴
ら
し
い
指
導
者
で
し
た
。
こ
こ
ま
で
慶
應
整
形
外

科
を
伸
ば
し
て
く
れ
た
、
国
際
性
を
高
め
て
く
れ
た
、
基
礎
力
を

高
め
て
く
れ
た
、
脊
椎
外
科
を
超
一
流
に
し
て
く
れ
た
最
大
の
功

労
者
で
す
。
心
か
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
ま
す
。
教
室

の
苦
し
い
時
期
か
ら
全
て
を
私
と
一
体
と
な
っ
て
努
力
し
て
く
れ

た
、
支
え
て
く
れ
た
千
葉
准
教
授
に
改
め
て
感
謝
と
敬
意
を
表
し

ま
す
。
有
り
難
う
！！
　
そ
し
て
、
こ
の
4
月
に
は
池
上
講
師
、
藤

田
貴
也
君
（
74
回
）
と
辻 

崇
君
（
74
回
）、
早
稲
田
明
生
君
（
70

回
特
）
が
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
池
上
講
師
は
、
私
が
教
授
就
任

後
に
手
外
科
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
ま
た
、
肩
関
節
班
の
チ
ー
フ

で
あ
っ
た
小
川
清
久
先
生
（
50
回
）
が
教
室
を
離
れ
て
か
ら
は
、

そ
の
後
任
と
し
て
慶
應
肩
班
を
リ
ー
ド
し
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
ほ

ど
文
武
両
道
に
優
れ
た
医
師
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
語
学

力
、
国
際
性
に
優
れ
、
広
い
見
識
と
ず
ば
抜
け
た
技
術
力
、
そ
し

て
危
機
管
理
能
力
、
情
報
力
な
ど
類
い
希
な
才
能
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
た
医
師
で
あ
り
ま
し
た
。
ど
れ
ほ
ど
教
室
の
危
機
を
救
っ
て

頂
い
た
か
、
感
謝
、
感
謝
…
…
で
す
。
何
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
も

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
に
こ
な
す
医
師
で
あ
り
ま
し
た
。
教
室
幹
事
（
医

局
長
）
と
し
て
も
、
そ
の
才
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
頂
き
、
教

室
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
東
邦

大
学
大
橋
病
院
整
形
外
科
准
教
授
と
し
て
異
動
さ
れ
ま
し
た
が
、

是
非
と
も
教
授
へ
、
そ
し
て
東
邦
大
学
の
ト
ッ
プ
を
目
指
し
て
下

さ
い
。
信
濃
町
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
益
々
の
ご
活
躍
を
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
藤
田
君
も
約
5
年
間
、
柳
本 

繁
君
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（
59
回
）
の
後
任
と
し
て
股
関
節
班
の
チ
ー
フ
と
な
っ
て
活
躍
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
臨
床
力
は
素
晴
ら
し
く
、
特
に
最
小
侵
襲

手
術
の
導
入
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
に
優
し
い
、
安
定
し
た
成
績
を

出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
に
出
向
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
辻

君
は
千
葉
君
と
同
じ
北
里
研
究
所
病
院
に
、
早
稲
田
君
は
荻
窪
病

院
に
そ
れ
ぞ
れ
異
動
致
し
ま
し
た
。
地
域
医
療
へ
の
貢
献
と
共
に
、

後
輩
の
指
導
、
学
会
活
動
な
ど
、
益
々
の
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
2
年
で
教
室
か
ら
異
動
と
な
っ
た
8
名
の
ス
タ
ッ
フ
に
代

わ
り
、
以
下
の
方
々
が
海
外
留
学
や
関
連
病
院
・
大
学
か
ら
帰
室

致
し
ま
し
た
。
先
ず
は
平
成
22
年
10
月
よ
り
、
須
佐
美
知
郎
君

（
77
回
）
が
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
骨
腫
瘍
班
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

帰
室
し
ま
し
た
。
腫
瘍
班
は
1
名
増
員
と
な
り
ま
し
た
が
、
留
学

先
で
得
た
知
識
、
経
験
を
今
後
の
大
学
で
の
基
礎
・
臨
床
研
究
に

生
か
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
平
成
23
年
4
月
よ
り
、
田
島

君
が
慶
應
大
学
病
院
救
急
部
の
有
給
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
出
向
し
、

運
動
器
外
傷
を
担
当
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
同
年
9
月
に
は
学
生

教
育
担
当
と
し
て
和
南
城
君
が
、
10
月
に
は
上
肢
班
の
松
村 

昇

君
（
81
回
）
が
池
上
君
の
後
任
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
留
学
か
ら
、
脊

椎
脊
髄
班
の
岩
波
明
生
君
（
77
回
）
が
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
、
骨

腫
瘍
班
の
渡
部
逸
央
君
（
76
回
）
が
関
連
病
院
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
帰
室
し
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は
、
2
月
に
下
肢

班
（
足
）
の
池
澤
君
が
関
連
病
院
か
ら
、
4
月
に
は
下
肢
班
（
股

関
節
）
の
金
治
有
彦
君
（
73
回
）
が
股
関
節
班
の
チ
ー
フ
と
し
て

藤
田
保
健
衛
生
大
学
か
ら
、
上
肢
班
（
手
外
科
）
の
岩
本
卓
士
君

（
79
回
）
が
東
京
女
子
医
大
膠
原
病
リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
脊
椎
脊
髄
班
の
日
方
智
宏
君
（
79
回
）
が
関
連
病
院
か
ら
、

そ
し
て
10
月
に
奥
山
君
が
イ
ギ
リ
ス
で
の
教
育
留
学
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
帰
室
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
教
育
・
臨
床
・
研
究
、
そ
し
て
後

輩
の
指
導
に
学
会
活
動
、
論
文
発
表
、
教
室
業
務
を
こ
な
し
た
上

に
、
自
ら
の
臨
床
力
、
自
ら
の
基
礎
・
臨
床
業
績
を
ア
ッ
プ
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
上
で
、
全
国
の
大
学
か
ら
も
、

慶
大
の
他
教
室
か
ら
も
、
同
級
生
や
同
門
の
先
輩
、
後
輩
か
ら
も
、

そ
し
て
最
後
に
教
授
か
ら
も
厳
し
く
評
価
さ
れ
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

の
多
い
、
大
変
な
と
こ
ろ
が
大
学
で
す
が
、
そ
の
反
面
、
極
め
て

や
り
甲
斐
の
あ
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
帰
室
さ
れ
た
先

生
方
は
、
精
一
杯
努
力
し
、
一
回
り
も
二
回
り
も
大
き
く
成
長
し
、

こ
れ
か
ら
の
慶
大
整
形
外
科
を
支
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
前
述
の
教
室
人
事
異
動
に
伴
い
、
こ
の
2
年
間
で
教
室

の
役
職
も
大
き
く
代
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
先
ず
、
平
成
24
年
6
月

よ
り
千
葉
准
教
授
の
後
任
と
し
て
中
村
雅
也
君
が
講
師
か
ら
准
教

授
に
昇
進
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
7
月
か
ら
は
学
部
内
講

師
と
し
て
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
榎
本
君
、
二
木
君
、
石
井
君
の
３
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名
が
専
任
講
師
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
8
月
か
ら
は
名
倉
君
が

寄
附
付
講
座
の
特
任
教
員
か
ら
、
10
月
よ
り
金
治
君
が
助
教
か
ら

教
室
の
学
部
内
講
師
に
就
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
10
月
か
ら
の

教
室
役
職
者
は
、
教
授
1
名
、
准
教
授
2
名
、
専
任
講
師
7
名
、

学
部
内
講
師
2
名
、
そ
し
て
寄
附
付
講
座
所
属
と
し
て
特
任
准
教

授
1
名
、
特
任
講
師
4
名
と
な
り
ま
し
た
。
准
教
授
、
講
師
に
就

任
さ
れ
た
先
生
方
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
ま
で

の
努
力
が
少
し
は
報
わ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
が

本
当
の
勝
負
で
す
。
役
職
が
付
く
と
、
教
室
員
や
同
窓
の
先
生
方
、

そ
し
て
他
大
学
か
ら
常
に
評
価
さ
れ
る
立
場
と
な
り
ま
す
。
慶
大

整
形
の
名
を
大
い
に
高
め
、
ご
自
分
の
研
究
、
業
績
も
さ
ら
に
発

展
さ
せ
、
後
輩
の
指
導
に
も
当
た
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
教
室
内
の
役
職
も
大
幅
に
変
更
し
て
お
り
ま
す
。
前
述

し
た
通
り
、
千
葉
准
教
授
が
務
め
て
い
た
教
室
主
任
と
診
療
部
長

は
、
異
動
に
伴
い
松
本
准
教
授
に
今
年
初
め
よ
り
交
代
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
4
月
か
ら
教
室
幹
事
（
医
局
長
）
も
須
田
講
師
か
ら

森
岡
講
師
に
代
わ
り
ま
し
た
。
須
田
講
師
に
は
、
本
当
に
長
い
間
、

教
室
の
運
営
、
特
に
人
事
面
で
ご
苦
労
頂
き
、
有
り
難
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
教
室
の
歴
史
に
残
る
名
医
局
長
で
は
な
か
っ
た
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
教
室
の
雑
用
を
含
め
て
、
全
て
の
教
室
運
営

を
全
力
で
、
公
正
に
精
一
杯
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
特
に
昨
年

の
日
整
会
学
術
総
会
で
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
で
は
全
て
を
取
り
仕
切
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
教
室
が
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
今
日
ま
で
来

ら
れ
た
の
も
、
須
田
講
師
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
須
田
先
生
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
有
り
難

う
！！
　
須
田
君
に
は
今
年
４
月
か
ら
池
上
君
の
後
任
と
し
て
同
窓

会
担
当
と
教
室
の
会
計
担
当
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
専
修
医
担
当
主
任
が

中
村
俊
講
師
か
ら
榎
本
講
師
へ
、
研
修
医
担
当
主
任
が
榎
本
講
師

か
ら
石
井
講
師
へ
、
そ
し
て
３
医
長
も
、
外
来
医
長
が
早
稲
田
君

か
ら
細
金
直
文
君
（
76
回
）
へ
、
病
棟
医
長
が
石
井
講
師
か
ら
二

木
講
師
へ
、
保
険
医
長
が
二
木
講
師
か
ら
金
治
学
部
内
講
師
へ
交

代
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
皆
さ
ん
大
変
忙
し
い
中
で
の
役
割

で
す
が
、
こ
れ
も
大
学
で
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。
し
っ
か

り
職
責
を
果
た
し
て
下
さ
い
。

　
さ
て
、
教
室
も
少
し
ず
つ
人
事
や
役
職
の
交
代
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
役
職
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
ま

す
。（
平
成
24
年
10
月
1
日
現
在
で
、
括
弧
は
卒
業
回
数
）

（
１
）
整
形
外
科
学
教
室

教
　
授

：	

戸
山
芳
昭	

（
54
回
）	

研
究
主
任
、（
慶
應
義
塾
常
任

			




理
事
、
病
院
経
営
ボ
ー
ド
会
議

			




議
長
）

准
教
授

：	
松
本
守
雄	

（
65
回
）	

教
室
主
任
、
診
療
部
長
、
教
室

			




危
機
管
理
責
任
者
、
整
形
外
科
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研
究
室
責
任
者
、
脊
椎
脊
髄
班

			




チ
ー
フ

			




関
連
病
院
再
編
検
討
委
員
会
統

			




括
責
任
者

	
中
村
雅
也	

（
66
回
）	

学
務
委
員
、
研
究
副
主
任
、
教

			




室
研
究
委
員
会
委
員
長
、
国
際

			




部
門
担
当
、
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

			




脊
髄
再
生
研
究
室
、
筋
代
謝
・

			



再
生
研
究
室
責
任
者

講
師

： 	

須
田
康
文	

（
65
回
）	
診
療
副
部
長
、
会
計
、
同
窓
会

			




担
当
、
下
肢
班
チ
ー
フ
、
関
連
病

			




院
再
編
検
討
委
員
会
委
員
長

	

中
村
俊
康 	（
67
回
） 	

教
室
診
療
委
員
会
委
員
長
、
予

			




演
会
総
責
任
者
、
上
肢
班
チ
ー

			




フ
研
修
会
・K

E
IO

整
形
外
科

			




手
術
手
技
フ
ォ
ー
ラ
ム
担
当

	

森
岡
秀
夫	

（
67
回
特
）	

教
室
幹
事
、
関
連
病
院
再
編
検

			




討
委
員
会
副
委
員
長
、 

腫
瘍
班

			




チ
ー
フ

	

佐
藤
和
毅	

（
68
回
）	

教
室
副
幹
事
、
中
央
手
術
部
副

			




部
長

	

榎
本
宏
之 	（
70
回
） 	

専
修
医
担
当
主
任

	

石
井

　
賢	

（
72
回
）	

研
修
医
担
当
主
任
、
教
室
感
染

			




症
対
策
委
員
長

	

二
木
康
夫	

（
72
回
） 	

病
棟
医
長

学
部
内
講
師

：	

名
倉
武
雄	

（
71
回
） 	

教
室
教
育
委
員
会
委
員
長
、
教

			




室
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当

			




リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
運
動
器
生
体

			




工
学
研
究
室
責
任
者

	

金
治
有
彦	

（
73
回
） 	

保
険
医
長

（
２
）
特
任
教
員
（
寄
附
講
座
・
総
合
医
科
学
研
究
棟
・
Ｊ
Ｓ
Ｔ

　
　  

若
手
独
立
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

准
教
授

：	

宮
本
健
史	

（
73
回
特
）	

Ｊ
Ｓ
Ｔ
若
手
研
究
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

			




ク
ト
（
咸
臨
丸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

			




整
形
外
科
研
究
室
副
責
任
者

講
師

：	

堀
内
圭
輔	

（
73
回
）	

Ｊ
Ｓ
Ｔ
若
手
研
究
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

			




ク
ト
（
咸
臨
丸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

			




リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
骨
軟
骨
代
謝

			




研
究
室
責
任
者

	

奥
山
訓
子	

（
73
回
）	

学
生
教
育
／
ポ
リ
ク
リ
担
当

	

渡
辺
航
太	

（
76
回
）	

専
修
医
担
当
補
佐
、
中
央
手
術

			




部
実
務
委
員

			




研
修
会
／K

E
IO

手
術
手
技
フ
ォ

			




ー
ラ
ム
担
当
補
佐



− 31 −

	

桐
山
善
守	

（
84
回
特
）

教
室
で
は
、
ま
だ
ま
だ
世
代
交
代
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今

後
も
若
返
り
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ
や
役
職
の
交
代
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
②
関
連
大
学
／
関
連
病
院
人
事
・
そ
の
他

　
関
連
大
学
で
は
、
平
成
23
年
4
月
に
杏
林
大
学
整
形
外
科
が
里

見
和
彦
教
授
（
49
回
）
の
後
任
と
し
て
市
村
正
一
臨
床
教
授
（
59

回
）
が
主
任
教
授
へ
昇
進
致
し
ま
し
た
。
同
じ
く
、
東
海
大
学
で

は
大
磯
病
院
の
岡 

義
範
教
授
（
50
回
）
が
退
職
し
、
渡
辺
雅
彦

准
教
授
（
66
回
）
が
本
院
の
教
授
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
主
任
教
授

の
持
田
讓
治
教
授
と
共
に
二
人
三
脚
で
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
で
慶
大
公
衆
衛
生
学
教
室
在
籍
の
西
脇
祐

司
准
教
授
（
68
回
）
が
東
邦
大
学
医
学
部
社
会
医
学
講
座
衛
生
学

分
野
教
授
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
く
4
月
に
、
前
野
晋
一
君

（
76
回
）
が
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
整
形
外
科
准
教
授
と

し
て
、
斉
藤
聖
二
先
生
（
54
回
）
が
東
京
女
子
医
大
リ
ウ
マ
チ
セ

ン
タ
ー
准
教
授
か
ら
同
病
院
の
教
授
・
副
院
長
と
し
て
赴
任
致
し

ま
し
た
。
7
月
に
は
月
村
泰
規
君
（
67
回
特
）
が
北
里
大
学
北
里

研
究
所
病
院
の
臨
床
教
授
に
昇
進
致
し
ま
し
た
。
更
に
同
年
10
月

に
、
月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
閉
院
に
伴
い
、
同

セ
ン
タ
ー
の
橋
本
健
史
准
教
授
（
63
回
）
が
日
吉
に
あ
る
慶
應
義

塾
大
学
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
准
教
授
と
し
て
異
動
致

し
ま
し
た
。
平
成
24
年
2
月
に
は
、
藤
田
保
健
衛
生
大
学
第
２
教

育
病
院
（
坂
文
種
報
徳
会
病
院
）
の
寺
田
信
樹
准
教
授
（
65
回
）

が
教
授
に
、
同
4
月
に
は
北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院
の
千
葉
一

裕
臨
床
准
教
授
が
臨
床
教
授
に
、
藤
田
保
健
衛
生
大
学
の
鈴
木
克

侍
准
教
授
（
59
回
）
が
教
授
に
そ
れ
ぞ
れ
昇
進
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
同
じ
4
月
に
は
当
教
室
の
池
上
博
泰

講
師
が
東
邦
大
学
大
橋
病
院
の
准
教
授
と
し
て
赴
任
致
し
ま
し

た
。
同
じ
く
、
筑
波
大
学
の
西
浦
康
正
講
師
（
65
回
）
が
同
大
学

病
院
土
浦
地
域
臨
床
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
皆
様
、
ご
就
任
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
退
任
な
さ
れ
た
杏
林
大
学
の
里
見
教
授
と
東
海
大
学
の

岡
教
授
に
は
、
大
学
で
の
臨
床
・
教
育
・
研
究
か
ら
、
日
整
会
と

し
て
の
仕
事
、
教
室
員
へ
の
教
育
な
ど
、
教
授
と
し
て
の
職
責
を

全
う
さ
れ
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
今
後
は
大
所
高
所
か
ら

貴
重
な
ご
意
見
、
ご
示
唆
を
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。
お
二
人
の
先

生
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
長
い
間
、
本
当
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
関
連
病
院
に
お
い
て
も
多
く
の
教
室
員
が
病
院
長
、
副

病
院
長
へ
就
任
し
て
お
り
ま
す
。
病
院
長
は
、
堀
内
行
雄
先
生
が

川
崎
市
立
川
崎
病
院
、
臼
井 

宏
先
生
（
51
回
）
が
国
立
病
院
機

構
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
、
高
畑
武
司
君
（
56
回
）
が
伊
勢
原
協
同
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病
院
病
院
長
と
し
て
ご
活
躍
中
で
す
。
現
在
約
60
弱
あ
る
慶
大
整

形
外
科
関
連
病
院
の
中
で
、
13
の
病
院
に
お
い
て
理
事
長
や
病
院

長
な
い
し
副
病
院
長
の
要
職
に
就
い
て
お
り
、
本
当
に
伝
統
あ
る

慶
大
整
形
外
科
の
力
を
感
じ
る
次
第
で
す
。
そ
の
反
面
、
平
成
24

年
3
月
末
に
坂
巻
豊
教
先
生
（
50
回
）
が
国
立
箱
根
病
院
を
、
同

じ
く
柴
崎
昌
浩
先
生
（
50
回
）
が
公
立
福
生
病
院
を
定
年
退
職
さ

れ
ま
し
た
。
退
任
さ
れ
た
2
名
の
先
生
方
に
は
、
教
室
員
の
指
導

を
含
め
、
多
方
面
に
亘
る
教
室
へ
の
ご
貢
献
、
ご
尽
力
に
対
し
感

謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
長
い
間
、
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
先
生
方
の
ご
健
康
と
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

  

③
留
学
（
海
外
）

　
教
室
が
求
め
、
目
標
と
し
て
き
た
優
れ
た
臨
床
医
と
は
、「
国

際
感
覚
を
有
し
、
心
・
技
術
・
科
学
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
持
っ
た
医

師
」
と
何
時
も
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
該
当
す
る

若
手
教
室
員
が
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。
益
々
医
学
・
医
療
界
に
も

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
今
後
の
慶
大
整
形
を
支
え
て
く
れ
る

若
い
先
生
方
に
は
、
是
非
と
も
国
際
的
視
野
を
広
げ
、
語
学
力
を

高
め
、
各
人
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
海
外
留
学
を
考
え
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
事
面
等
で
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
下

に
あ
り
ま
す
が
、
可
能
な
限
り
海
外
留
学
は
今
後
も
押
し
進
め
て

い
く
方
針
で
す
。
そ
の
際
に
留
学
助
成
金
制
度
に
よ
る
金
銭
面
で

の
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

本
誌
上
を
お
借
り
し
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
こ

の
制
度
下
で
助
成
を
受
け
て
海
外
に
留
学
す
る
若
い
先
生
方
は
、

感
謝
の
気
持
ち
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
し
っ
か
り
勉
強
を
し
て
、
帰

国
後
に
は
そ
の
成
果
を
必
ず
教
室
に
還
元
下
さ
い
。
そ
れ
が
、
援

助
し
て
頂
い
た
同
窓
の
先
生
方
に
対
す
る
恩
返
し
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
（
平
成
24
年
10
月
現
在
）、
国
外
留
学
は
西
本

和
正
君
（
73
回
―
ア
メ
リ
カ
）、
西
脇
正
夫
君
（
74
回
―
カ
ナ
ダ
）、

森
田
晃
造
君
（
74
回
―
ス
イ
ス
）、
山
部
英
行
君
（
77
回
―
ア
メ

リ
カ
）、
廣
瀬
裕
一
郎
君
（
80
回
―
ア
メ
リ
カ
）、
船
尾
陽
生
君

（
82
回
―
ア
メ
リ
カ
）
の
6
名
で
す
。
更
に
今
後
も
数
名
が
海
外

留
学
準
備
中
で
す
。
一
方
、
こ
の
2
年
間
に
前
野
晋
一
君
（
76
回

―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）、
西
脇 

徹
君
（
77
回
―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

カ
ナ
ダ
）、
岩
波
明
生
君
（
77
回
大
学
院
―
ア
メ
リ
カ
）、
須
佐
美

知
郎
君
（
77
回
―
ア
メ
リ
カ
）、
八
木 

満
君
（
78
回
大
学
院
―
ア

メ
リ
カ
）、
藤
田
順
之
君
（
79
回
大
学
院
―
ア
メ
リ
カ
）、
岡
田
英

次
朗
君
（
80
回
特
―
ア
メ
リ
カ
）、
小
林
英
介
君
（
80
回
大
学
院

―
ア
メ
リ
カ
）、
菊
田
一
貴
君
（
81
回
大
学
院
―
ア
メ
リ
カ
）、
松
村 

昇
君
（
81
回
―
フ
ラ
ン
ス
）、
奥
山
訓
子
君
（
73
回
―
イ
ギ
リ
ス
）

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
留
学
先
か
ら
大
き
な
収
穫
を
得
て
帰
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
、
そ
の
研
究
成
果
を
教
室
に
還
元
し
、
後
輩
の
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指
導
に
当
た
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
６
）
教
室
／
関
連
大
学
等
に
お
け
る
学
会
・
研
究
会
主
催

　
こ
の
2
年
間
に
多
く
の
研
究
会
や
学
会
を
同
窓
の
先
生
方
が
主

催
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
平
成
22
年
10
月
に
東
海
大
学
の
持
田
讓

治
教
授
が
第
25
回
日
本
整
形
外
科
学
会
基
礎
学
術
集
会
を
、
同
11

月
に
藤
田
保
健
衛
生
大
学
の
山
田
治
基
教
授
が
第
15
回
日
本
関
節

症
研
究
会
を
、
同
じ
く
済
生
会
東
部
病
院
の
山
中
一
良
君
（
61
回
）

が
第
16
回
日
本
最
小
侵
襲
整
形
外
科
学
会
を
、
同
じ
く
11
月
に
教

室
の
松
本
守
雄
准
教
授
が
第
13
回
日
本
内
視
鏡
低
侵
襲
脊
椎
外
科

学
会
を
、
平
成
23
年
2
月
に
は
慶
大
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ

ー
の
松
本
秀
男
教
授
が
第
2
回
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ス
ン
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
、
同
5
月
に
は
戸
山
が
前
述
し
た
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学

会
学
術
総
会
を
、
同
7
月
に
済
生
会
神
奈
川
県
病
院
の
佐
々
木
孝

先
生
（
52
回
）
が
第
37
回
日
本
骨
折
治
療
学
会
を
、
そ
し
て
平
成

24
年
3
月
に
は
持
田
讓
治
教
授
が
第
52
回
関
東
整
形
災
害
外
科
学

会
を
、
同
じ
く
3
月
に
山
田
治
基
教
授
が
第
25
回
日
本
軟
骨
代
謝

学
会
を
、
ま
た
北
里
研
究
所
病
院
の
千
葉
一
裕
臨
床
教
授
が
第
15

回
脊
椎
神
経
を
語
る
会
と
4
月
に
第
3
回C

erv
ical S

p
in

e 
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を
、
7
月
に
戸
山
が

第
19
回
Ｂ
Ｍ
Ｐ
研
究
会
を
そ
れ
ぞ
れ
主
催
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
学
会
・
研
究
会
と
し
て
は
、
平
成
24

年
11
月
に
慶
大
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
の
松
本
秀
男
教
授

が
第
23
回
日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
を
、
平
成
25
年
4
月
に
戸

山
が
第
42
回
日
本
脊
椎
脊
髄
病
学
会
を
、
同
9
月
に
教
室
の
須
田

康
文
講
師
が
第
27
回
日
本
靴
医
学
会
を
、
そ
し
て
平
成
26
年
6
月

に
は
松
本
秀
男
教
授
が
第
22
回
よ
こ
は
ま
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
、
同
じ
く
松
本
秀
男
教
授
が
9
月
に
第
40
回
日
本
整

形
外
科
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
学
会

や
研
究
会
を
同
窓
の
先
生
方
が
主
催
す
る
こ
と
は
大
変
名
誉
な
こ

と
で
あ
り
、
今
後
も
関
連
病
院
の
先
生
が
学
会
や
研
究
会
を
主
催

す
る
場
合
に
は
、
全
面
的
に
教
室
と
し
て
も
協
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。
慶
大
整
形
外
科
の
名
を
高
め
る
た
め
に
も
、
是
非
多
く
の

研
究
会
、
学
会
の
会
長
に
同
窓
、
教
室
員
が
推
薦
さ
れ
る
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。

（
７
）
日
整
会
・
行
政
（
厚
労
省
）
関
係

　
日
整
会
理
事
会
は
平
成
２３
年
度
よ
り
理
事
長
は
岩
本
幸
英
九
大

教
授
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
現
理
事
会
に
は
同
窓
か
ら
堀
内
行
雄

先
生
と
持
田
讓
治
教
授
の
お
二
人
が
副
理
事
長
と
し
て
活
躍
中
で

す
。
内
科
、
外
科
に
次
い
で
大
き
な
学
会
で
あ
る
日
整
会
は
、
そ

の
会
員
数
も
約
２
万
３
千
人
を
超
え
ま
し
た
。
専
門
医
制
度
や
標

榜
科
、
卒
後
教
育
の
問
題
や
診
療
報
酬
の
課
題
な
ど
、
多
く
の
問

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
ど
う
か
健
康
に
留
意
さ
れ
、
お
二
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人
の
副
理
事
長
の
益
々
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
が
現
在
就
任
し
て
い
る
「
日
本
学
術
会
議
」
と
「
日

本
専
門
医
制
評
価
・
認
定
機
構
」
の
話
題
と
、
制
定
に
関
係
し
て

き
た
「
第
二
次
健
康
日
本
21
」
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
ま

す
。
先
ず
、
日
本
学
術
会
議
で
は
第
２
部
生
命
科
学
の
臨
床
医
学

分
野
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
こ
の
分
野
は
15
～
16
名
で
構
成
さ
れ
、

各
領
域
の
第
一
人
者
が
会
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
私
は

何
と
か
「
運
動
器
」
の
重
要
性
を
認
め
て
も
ら
い
、
今
後
の
運
動

器
の
教
育
・
研
究
・
診
療
の
方
向
性
や
役
割
な
ど
を
明
確
に
す
べ

く
、「
運
動
器
分
科
会
」
を
下
部
組
織
と
し
て
立
ち
上
げ
、
承
認

を
頂
き
ま
し
た
。
委
員
長
に
は
中
村
耕
三
前
東
大
教
授
に
ご
就
任

頂
き
、
厚
労
省
や
文
部
省
、
関
係
部
署
の
課
長
、
局
長
ク
ラ
ス
に

出
席
頂
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
運
動
器

に
関
す
る
諸
問
題
に
対
し
て
の
「
提
言
」
を
作
成
し
て
、
関
係
各

部
署
に
配
布
し
、
今
後
の
運
動
器
医
療
の
進
む
べ
き
道
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
こ
こ
数
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
整
形
外
科
専
門
医
制
度

に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
ま
す
。
国
民
が
求
め
る
分
か
り
や
す
い
、

全
診
療
科
が
ほ
ぼ
同
様
の
基
準
で
専
門
医
が
認
定
さ
れ
る
よ
う
な

基
準
を
定
め
よ
う
と
、
現
在
、
日
本
専
門
医
制
評
価
・
認
定
機
構

が
中
心
と
な
っ
て
各
診
療
科
・
学
会
代
表
者
が
集
ま
り
調
整
中
で

す
が
、
厚
労
省
主
導
に
よ
る
「
専
門
医
制
度
の
あ
り
方
委
員
会
」

が
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
こ
で
は
主
に
地
方
の
医
師
不
足
対
策
や
各
診

療
科
の
適
正
数
、
そ
し
て
総
合
医
・
総
合
診
療
医
の
設
置
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
専
門
医
制
度
が
異
な
っ
た
方
向
に
導
か

れ
て
い
る
よ
う
で
心
配
で
す
。
も
し
、
総
合
医
が
現
実
化
す
る
と
、

多
く
のcom

m
on d

isease

は
総
合
医
が
先
ず
診
療
す
る
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
腰
痛
、
膝
痛
、
骨
粗
鬆
症
な
ど
は
総

合
診
療
医
に
持
っ
て
行
か
れ
る
で
し
ょ
う
。
十
分
に
注
視
し
、
対

策
を
講
じ
る
必
要
も
あ
り
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
総
合
医
が
18

基
本
診
療
科
の
中
に
入
り
、
基
本
領
域
を
19
診
療
科
に
し
よ
う
と

協
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
し
、
基
本
診
療
科
の
標
榜
は

１
つ
と
す
る
と
、
整
形
外
科
の
開
業
医
に
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
小
児
科
は
死
活
問
題
で
す
。
内
科
の
標

榜
が
出
来
な
い
と
、
少
子
化
と
診
療
報
酬
の
低
さ
か
ら
、
経
営
は

厳
し
い
状
況
と
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
政
治
や
経
済
と
同
様

に
、
日
本
の
医
療
も
大
き
な
曲
が
り
角
に
来
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
が
ど
の
よ
う
に
進

む
か
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
自
身
の
領
域
は
し
っ
か

り
守
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
専
認
構
で
は
現
在
、
基

本
領
域
の
日
本
整
形
外
科
学
会
「
整
形
外
科
専
門
医
」
を
承
認
し

て
い
ま
す
が
、
日
本
手
外
科
学
会
の
「
手
外
科
専
門
医
」
も
今
年

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
間
も
な
く
、
日
本
脊
椎
脊
髄
病
学
会
／
日
本

脊
髄
外
科
学
会
の
合
同
で
「
脊
椎
脊
髄
外
科
専
門
医
」
を
作
る
べ
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く
、
現
在
両
学
会
が
協
議
中
で
す
。
良
い
形
に
し
て
、
早
く
機
構

に
入
会
し
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
「
第
二
次
健
康
日
本
21
」
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
２
０
０
０

年
か
ら
の
10
年
を
「
健
康
日
本
21
」
と
し
て
行
政
が
主
導
し
て
国

民
健
康
作
り
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
「
第
二
次
健

康
日
本
21
」
策
定
に
向
け
、
協
議
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
よ
う

や
く
完
成
し
、
平
成
25
年
か
ら
の
10
年
で
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
す
。

私
も
委
員
会
に
入
り
運
動
器
の
目
標
値
設
定
に
努
力
し
て
参
り
ま

し
た
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
幾
つ
か
の
運
動
器
関
連
目
標
値
を
組

み
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
一
つ
は
「
ロ
コ
モ
認
知
度
の
ア

ッ
プ
」、
も
う
一
つ
は
「
足
腰
に
痛
み
の
あ
る
高
齢
者
の
割
合
の

減
少
」
で
す
。
他
に
は
「
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
運
動
習
慣
の

徹
底
」
や
「
運
動
し
や
す
い
環
境
整
備
」「
日
常
生
活
で
の
歩
数

増
加
」
な
ど
が
入
り
ま
し
た
。
来
年
か
ら
、
地
方
自
治
体
と
医
師

会
や
保
健
所
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
目
標
値
実
現
に
向
け
て
活
動

を
開
始
し
ま
す
。
整
形
外
科
に
と
っ
て
も
重
要
課
題
で
あ
り
、
是

非
と
も
協
力
体
制
を
整
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
10
年

が
、
お
そ
ら
く
整
形
外
科
の
将
来
を
決
め
る
ほ
ど
重
要
な
期
間
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
こ
の
2
年
間
で
教
室
・
同
窓
か
ら
国
な
い
し
日
整
会

か
ら
の
賞
を
受
賞
し
た
先
生
方
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
先
ず
、

平
成
22
年
度
の
日
整
会
学
会
功
労
賞
に
藤
村
祥
一
先
生
（
47
回
）

と
鈴
木
信
正
先
生
（
48
回
）
の
お
二
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
里
見
和
彦
先
生
が
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
平
成
23
年
度
の
日
整
会
学
会
賞
に
、
矢
部 

裕
先
生
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
先
生
方
の
長
年
に
亘
る
ご
業
績
が
高
く
評
価
さ
れ

て
の
受
賞
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

嬉
し
い
限
り
で
す
。
今
後
は
健
康
に
留
意
さ
れ
、
益
々
の
ご
活
躍

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
教
室
員
に
対
し
て
大
所
高
所

か
ら
の
ご
意
見
、
ご
指
導
を
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。
参
考
ま
で
に
、

こ
の
日
整
会
で
最
も
名
誉
あ
る
学
会
賞
の
同
窓
受
賞
者
は
、
平
成

10
年
度
に
大
谷 

清
先
生
、
平
成
12
年
度
に
福
田
宏
明
先
生
（
40

回
）、
平
成
13
年
度
に
平
林 

洌
先
生
（
39
回
）、
平
成
15
年
度
に

冨
士
川
恭
輔
先
生
（
43
回
）、
そ
し
て
、
こ
の
度
の
矢
部 

裕
先
生

と
計
5
名
の
先
生
方
が
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
学
出
身
別
に

今
ま
で
の
全
受
賞
者
を
見
て
み
ま
す
と
、
1
位
慶
大

：

5
名
、
2

位
東
大
・
北
大

：

4
名
、
そ
し
て
4
位
九
大
、
5
位
京
大
・
奈
良

医
大
の
順
で
す
。
こ
れ
を
見
て
も
、
慶
應
の
力
が
分
か
り
ま
す
。

先
輩
達
の
凄
さ
が
分
か
り
ま
す
。
若
手
の
教
室
員
の
皆
さ
ん
、
こ

ん
な
素
晴
ら
し
い
先
輩
が
在
籍
し
て
い
た
慶
大
整
形
外
科
学
教
室

に
誇
り
を
持
ち
、
是
非
と
も
自
ら
を
高
め
て
、
先
輩
達
に
続
い
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
い
つ
の

日
か
、
教
室
の
若
手
が
大
き
く
育
ち
、
こ
れ
ら
の
賞
を
ど
ん
ど
ん

受
賞
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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（
８
）
こ
れ
か
ら
の
慶
大
整
形
外
科
が
向
か
う
べ
き
道

　
教
授
就
任
後
14
年
半
を
経
過
し
た
現
在
、
残
さ
れ
た
3
年
半
の

慶
大
整
形
が
進
む
べ
き
道
、
方
向
性
に
つ
い
て
私
の
考
え
を
述
べ

て
お
き
ま
す
。
教
室
の
バ
ト
ン
を
次
の
ラ
ン
ナ
ー
（
教
授
）
に
絶

好
の
位
置
で
渡
す
こ
と
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
最
も
重
要
な
仕
事
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
競
馬
で
言
え
ば
、
最
終
コ
ー
ナ
ー
を
回
っ

て
、
最
後
の
直
線
コ
ー
ス
に
差
し
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
実
行
す
べ
き
こ
と
は
、
①
成
果
の
出
始
め
た
基
礎
研
究
を

臨
床
応
用
に
向
け
る
こ
と
、
②
成
長
し
た
教
室
員
を
適
材
適
所
に

配
置
し
活
躍
の
場
を
与
え
る
こ
と
、
③
次
代
を
担
う
若
手
を
見
極

め
、
育
て
、
場
所
を
与
え
る
こ
と
、
④
次
の
ラ
ン
ナ
ー
に
は
公
正
、

公
平
な
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
、
決
し
て
ラ
ン
ナ
ー
選
考
に
は
介
入

し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
最
後
に 

⑤
大
き
く
な
っ
た
教
室
を
壊
さ

な
い
こ
と
、
壊
そ
う
と
す
る
も
の
を
排
除
し
、
組
織
を
守
る
こ
と
、

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
前
号
の
最
後
に
、「
皆
さ
ん
と
共
に
、
世
界
の
中
で
五
指
に
入

る
基
礎
と
臨
床
の
融
合
し
た
整
形
外
科
学
教
室
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
」
と
書
き
ま
し
た
が
、
今
で
も
最
終
目
標
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
慶
大
整
形
外
科
学
教
室
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に

思
い
、
教
室
を
愛
し
、
教
室
員
は
自
ら
を
高
め
、
世
界
に
向
か
っ

て
大
き
く
羽
ば
た
い
て
下
さ
い
。
慶
大
整
形
外
科
は
常
に
上
を
目

指
し
、
常
に
前
向
き
で
、
常
に
世
界
を
相
手
に
挑
戦
し
続
け
ま
し

ょ
う
。
―
次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
、
限
り
な
き
挑
戦
を
！！

■
２
０
１
２
年
『
ふ
る
さ
と
』
発
刊
対
象
期
間
中
（
平
成
22
年
10

月
～
平
成
24
年
9
月
ま
で
の
2
年
間
）
の
学
位
取
得
者
と
、
そ
の

研
究
論
文
、
掲
載
雑
誌
、
学
位
取
得
日
（
学
位
が
承
認
さ
れ
た
研

究
科
委
員
会
開
催
日
）
を
以
下
に
記
し
ま
す
。
8
年
前
の
「
ふ
る

さ
と
」
か
ら
学
位
論
文
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
前
号

で
は
24
名
の
学
位
論
文
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
2
年
間
で
、

本
号
で
も
16
名
の
学
位
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

私
は
平
成
10
年
4
月
か
ら
教
授
職
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

現
在
ま
で
に
１
２
０
名
強
の
教
室
員
が
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
本
人
の
努
力
は
言
う
に
及
び
ま
せ
ん
が
、
直
接
的
・

間
接
的
に
研
究
指
導
を
し
て
く
れ
た
関
係
者
各
位
に
本
誌
上
を
お

借
り
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
学
位
を
取
得
し
た
先
生
方
、
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
位
は
先
生
方
の
次
の

目
標
へ
の
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
、
通
過
点
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
、

今
後
も
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
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１）加藤雅敬（80回特）　平成22年11月8日　＊岩原賞（平成23年度）   

・GRIP1 enhances estrogen receptor α -dependent extracellular matrix gene 

　expression in chondrogenic cells.

　〈Osteoarthritis and Cartilage〉                              

２）辻　収彦（82回―大学院）　平成22年12月13日　＊三四会賞（平成22年度）

・Therapeutic potential of appropriately evaluated safe-induced pluripotent 

　stem cells for spinal cord injury.   

　〈Proceeding of the National Academy of Science of the United States of America〉        

３）須佐美知郎（77回）　平成23年　3月14日　＊泉田賞（平成23年度）　

・Cyclin G-associated kinase is necessary for osteosarcoma cell proliferation and 

　receptor trafficking.

　〈Molecular Cancer Therapeutics〉                                              

４）高橋勇一朗（80回特―大学院）　平成23年　3月23日　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊前田賞（平成 23 年度） 

・Comparative study of methods for administering neural stem/progenitor cells 

　to treat spinal cord injury in mice.　

　〈Cell Transplantation〉                                    

５）畔柳裕二（78回）　平成23年11月14日  　

・A quantitative assessment of varus thrust in patients with medial knee 

　osteoarthritis.

　〈The Knee〉 主論文

・Weight-bearing flexion angle correlates significantly with severity of knee 

　osteoarthritis. 

  〈The Knee〉 副論文    

・The lateral wedged insole with subtalar strapping significantly reduces dynamic 

　knee load in the medial compartment.

　〈Osteoarthritis and Cartilage〉 副論文                                               

６）田中公一朗（78回）　平成23年11月14日  　 

・Treatment of collagen-induced arthritis with recombinant plasminogen-related 

　protein B: a novel inhibitor of angiogenesis.

　〈Journal of Orthopaedic Science〉                                              
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７）東門田誠一（教室研究員）　平成23年11月14日         

・The IRE1 α -XBP1 pathway is essential for osteoblast differentiation through 

　promoting  transription of Osterix.   

  〈EMBO reports〉                                                       

８）青山龍馬（78回）　平成23年12月12日　＊泉田賞（平成24年度）

・Spatiotemporal and anatomical analyses of P2X receptor-mediated neuronal 

　and glial processing of sensory signals in the rat dorsal horn.         

　〈Pain〉 

９）河野　仁（69回）　平成23年12月12日       

・Mechanism of osteoporosis in adolescent idiopathic scoliosis: experimental 

　scoliosis in pinealectomized chickens.     

　〈Journal of Pineal Research〉                                                 

10）高橋洋平（83回）　平成24年　2月13日　＊三四会賞（平成24年度）

・A genome-wide association study identifies common variants near LBX1 

　associated with adolescent idiopathic scoliosis.                            

　〈Nature Genetics〉                                                   

11）海苔　聡（82回―大学院）　平成24年　3月23日　＊前田賞（平成24年度）

・Grafted human-induced pluripotent stem-cell-derived neurospheres promote 

　motor functional recovery after spinal cord injury in mice.                                              

　〈Proceeding of the National Academy of Science of the United States of America〉            

12）安田明正（82回―大学院）　平成24年　3月23日　＊池田賞（平成24年度）

・Significance of remyelination by neural stem/progenitor cells transplanted 

　into the injured spinal cord.   

　〈Stem Cells〉                                           

13）大久保　匡（82回）　平成24年 5月14日　＊岩原賞（平成24年度） 

・Semaphorin 3A is expressed in human osteoarthritic cartilage and antagonizes 

　vascular endothelial growth factor 165-promoted chondrocyte migration. 

　〈Arthritis & Rheumatism〉                                                     

14）加藤裕幸（79回）　平成24年　5月14日                           　

・The dual origin of the peripheral olfactory system: placode and neural crest.              

　〈Molecular Brain〉                                    
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15）船尾陽生（80回）　平成24年6月11日  

・Establishment of a real-time, quantitative, and reproducible mouse model of 

　staphylococcus osteomyelitis using bioluminescence imaging.

　〈Infection and Immunity〉                                    

16）宮本裕也（82 回特―大学院）　平成 24 年 9 月 3 日　＊泉田賞（平成 24 年度）

・OC-STAMP and DC-STAMP cooperatively modulate cell-cell fusion to form 

　osteoclasts and foreign  body giant cells.                                     

　〈Journal of Bone and Mineral Research〉
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慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
教
授
略
歴

前田友助教授略歴

明治20年7月25日	 愛知県に生まれる

大正元年	 東京帝国大学医学部卒業

大正10年7月	 東京帝大医学博士：「関節滑液膜の

	 組織的研究」

大正11年6月16日	 慶應義塾大学医学部整形接骨科

	 主任教授

昭和2年9月	 慶應義塾大学医学部整形接骨科

	 主任教授退職

	 退職後、赤坂見附・前田外科病院を設

	 立、院長として活躍

昭和50年7月3日	 ご逝去、享年88歳
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前田和三郎教授略歴

明治 27年7月28日	 大阪府に生まれる

大正9年9月	 京都帝国大学医学部卒業

大正14年2月	 京都帝大医学博士：「腸管重積症の実

	 験的研究」

	 京都帝国大学医学部外科学講師

大正14年3月	 アメリカ、フランス、ドイツに留学

大正15年2月	 熊本医科大学教授

昭和3年12月	 慶應義塾大学医学部整形外科教授　

	 第10回（昭和10年）、第18回（昭和	

	 18年）日本整形外科学会会長

昭和21年10月	 慶應義塾大学医学部外科教授

	 （～昭和39年）

昭和26年12月	 公務員共済組合立川病院　病院長

	 （～昭和45年）

昭和54年8 月	 ご逝去、享年83歳
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岩原寅猪教授略歴

明治34年9月2日	 高知県に生まれる

昭和2年3月	 慶應義塾大学医学部卒業

昭和5年7月	 慶應義塾大学医学部専任講師

昭和9年4月	 慶應義塾大学医学部助教授

昭和21年12月	 慶應義塾大学医学部整形外科教授

	 （～昭和41年）

昭和25年4月	 第23回日本整形外科学会会長

昭和35年7月	 慶應義塾大学病院　病院長

	 （～昭和36年）

昭和41年5月	 国立村山療養所　所長

昭和63年3月14日	 ご逝去、享年86歳
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池田亀夫教授略歴

大正7年8月28日	 群馬県に生まれる

昭和17年9月	 慶應義塾大学医学部卒業

昭和25年10月	 慶應義塾大学医学部専任講師

昭和28年5月	 慶應義塾大学医学部助教授

昭和41年12月	 慶應義塾大学医学部整形外科教授

	 （～昭和59年）

平成5年7月3日	 ご逝去、享年74歳
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泉田重雄教授略歴

大正10年1月17日	 新潟県に生まれる

昭和19年8月	 慶應義塾大学医学部卒業

昭和27年10月	 慶應義塾大学医学部専任講師

昭和40年2月	 慶應義塾大学医学部助教授

昭和40年10月	 国立小児病院整形外科医長

昭和46年4月	 慶應義塾大学医学部助教授

昭和46年12月	 慶應義塾大学医学部整形外科教授

	 （～昭和61年）

昭和61年3月	 第59回日本整形外科学会会長

昭和61年4月	 富山県高志リハビリセンター・

	 センター長（～平成5年）

平成 17 年 6 月	 ご逝去、享年84歳
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矢部裕教授略歴

昭和7年6月9日	 埼玉県に生まれる

昭和32年3月	 慶應義塾大学医学部卒業

昭和41年8月	 慶應義塾大学医学部専任講師

昭和47年8月	 慶應義塾大学医学部助教授

昭和47年12月	 名古屋保健衛生大整形外科教授

	 （～昭和 61年）

昭和61年8月	 慶應義塾大学医学部整形外科教授

	 （～平成10年）

平成3年10月	 慶應義塾大学病院　病院長

	 （～平成7年）

平成8年4月	 第69回日本整形外科学会会長

平成10年4月	 公務員共済組合立川病院　病院長
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戸山芳昭教授略歴

昭和25年11月24日	 埼玉県に生まれる

昭和50年4月	 慶應義塾大学医学部卒業

平成8年10月	 慶應義塾大学医学部専任講師

平成10年4月	 慶應義塾大学医学部整形外科教授

平成17年10月	 慶應義塾大学病院　副病院長

平成19年10月	 慶應義塾大学病院　病院長

平成21年5月	 慶應義塾　常任理事

平成22年3月	 慶應義塾大学スポーツ医学研究

	 センター長（兼務）
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平
成
24
年
6
月
16
日
（
土
）
に
「
教
室
開
講
90
周
年
記
念
講
演

会
・
祝
賀
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
教
室
は
、
今
か
ら
90
年
前

の
１
９
２
２
年
6
月
16
日
に
開
講
し
、
先
輩
達
の
ご
努
力
に
よ
り

全
国
有
数
の
整
形
外
科
学
教
室
に
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の

先
輩
が
築
い
て
く
れ
た
教
室
を
更
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
私
も
教

授
に
な
っ
て
14
年
半
を
精
一
杯
努
力
し
、
全
力
で
走
っ
て
参
り
ま

し
た
。
今
の
私
達
は
、
こ
の
教
室
の
伝
統
、
歴
史
、
業
績
に
感
謝

し
、
誇
り
を
持
ち
、
そ
の
教
え
を
引
き
継
ぎ
、
次
世
代
に
し
っ
か

り
と
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
90
年
の
伝

統
に
感
謝
し
、
こ
の
度
、
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
の
曙
の
間
と
平
安
の
間
を
使
用
し
、
教

室
な
い
し
教
室
員
が
お
世
話
に
な
っ
た
方
や
、
そ
の
施
設
長
、
共

同
研
究
を
行
っ
て
い
る
部
署
の
責
任
者
、
そ
し
て
私
が
個
人
的
に

関
係
の
深
い
方
に
限
っ
て
お
招
き
致
し
ま
し
た
。
教
室
開
講
90
周

年
記
念
は
同
窓
の
皆
様
と
共
に
、
同
窓
の
皆
様
が
中
心
と
な
っ
て

喜
び
を
分
か
ち
合
う
べ
き
と
の
考
え
か
ら
、
学
外
か
ら
の
招
待
者

は
ご
く
一
部
の
方
々
に
限
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
様
な
訳
で
、

塾
か
ら
は
清
家
塾
長
、
清
水
・
笠
原
両
常
任
理
事
に
、
医
学
部
か

ら
は
比
企
三
四
会
長
、
武
田
病
院
長
、
そ
し
て
、
教
室
員
が
研
究

等
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
岡
野
栄
之
生
理
学
教
授
、
岡
田

保
典
病
理
学
教
授
に
、
学
外
か
ら
は
日
整
会
関
係
で
は
歴
代
理
事

長
と
し
て
山
本
博
司
先
生
、
中
村
耕
三
先
生
、
岩
本
幸
英
先
生
に

加
え
、
福
島
県
立
医
大
の
菊
地
臣
一
先
生
、
北
大
の
三
浪
明
男
先

生
、
東
京
医
科
歯
科
大
の
四
宮
謙
一
先
生
、
阪
大
の
米
延
策
雄
先

生
、
さ
ら
に
大
学
院
を
ご
指
導
頂
い
た
埼
玉
医
科
大
学
ゲ
ノ
ム
医

学
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
の
須
田
立
雄
先
生
に
限
定
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
関
連
病
棟
、

外
来
の
看
護
師
長
さ
ん
達
、
更
に
は
寄
附
講
座
を
設
置
し
て
頂
い

て
い
る
共
催
企
業
の
ト
ッ
プ
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
同
窓
の
先

生
方
に
は
皆
さ
ん
に
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
特
に
第
84

回
日
整
会
総
会
・
開
講
90
周
年
記
念
事
業
に
ご
寄
付
頂
い
た
先
生

方
に
は
全
員
ご
参
加
頂
け
る
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
し
た
。
今

年
入
局
し
て
く
れ
た
フ
レ
マ
ン
を
含
め
、
同
窓
か
ら
約
４
０
０
名

の
先
生
方
に
ご
参
加
頂
き
、
皆
さ
ん
一
緒
に
な
っ
て
開
講
90
周
年

を
祝
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
別
項
で
述
べ
ま

す
が
、
祝
賀
会
に
先
立
っ
て
、
別
室
で
「
記
念
講
演
会
」
を
開
催

致
し
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、
岡
野
栄
之
先
生
、
須
田
立
雄
先
生
、

菊
地
臣
一
先
生
、
そ
し
て
清
家 

篤
塾
長
の
4
名
か
ら
ご
講
演
頂

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
須
田
康
文
講
師
（
65
回
）
の
司
会
に
よ

教
室
開
講
90
周
年
記
念
号
に
寄
せ
て

戸
　
山
　
芳
　
昭
（
５４
回
）
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り
「
祝
賀
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
先
ず
は
清
水
有
紀
様
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
藤
井
一
興
様
の
ピ
ア
ノ
の
演
奏
か
ら
始
ま
り
、

本
実
行
委
員
会
委
員
長
で
前
同
窓
会
長
の
大
谷 

清
先
生
（
37
回
）

と
戸
山
か
ら
の
挨
拶
に
続
き
、
清
家
塾
長
と
岩
本
日
整
会
理
事
長

か
ら
御
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
矢
部
先
生
か
ら
乾
杯
の
御
発
声
を

頂
き
、
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。
途
中
で
「
教
室
90
年
の
歩
み
」
を

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
供
覧
し
ま
し
た
が
、
同
門
の
皆
さ
ん
は
昔
を
懐
か
し
み
、

思
い
出
し
、
楽
し
い
一
時
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会
の
後
半
で
は
、
他
大
学
で
現
在
教
授
を
務
め
て
い
る
同
窓
の
持

田
讓
治
東
海
大
教
授
（
54
回
）、根
本
孝
一
防
衛
医
大
教
授
（
55
回
）、

山
田
治
基
藤
田
保
健
衛
生
大
教
授
（
58
回
）、
市
村
正
一
杏
林
大

教
授
（
59
回
）、
桃
原
茂
樹
東
京
女
子
医
大
膠
原
病
リ
ウ
マ
チ
痛

通
風
セ
ン
タ
ー
教
授
（
63
回
）
の
5
名
に
一
言
ず
つ
お
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
堀
内
行
雄
同
窓
会
長
（
52
回
）
か

ら
閉
会
の
辞
が
あ
り
、
会
は
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。
誠
に
楽
し

い
、
思
い
出
に
残
る
祝
賀
会
と
な
り
、
主
催
し
た
一
人
と
し
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
、
本
祝
賀
会
の
企
画
・
運
営

の
全
て
を
ほ
ぼ
一
人
で
取
り
仕
切
っ
て
く
れ
た
須
田
講
師
に
は
、

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。
お
陰
で
本
当

に
素
晴
ら
し
い
祝
賀
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

ご
参
加
頂
い
た
同
窓
の
先
生
方
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
10
年

後
の
２
０
２
２
年
に
は
、
教
室
開
講
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

ど
う
か
同
窓
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
に
十
分
留
意

さ
れ
、
是
非
と
も
皆
さ
ん
と
元
気
に
１
０
０
周
年
を
お
祝
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
教
室
が
ど
こ
ま
で
大
き
く
な
っ

て
い
る
か
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
同
窓
の
先
生
方
、
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
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こ
の
度
編
集
委
員
か
ら
前
准
教
授
と
し
て
90
周
年
記
念
の
寄
稿

を
す
る
よ
う
に
と
の
ご
指
名
が
あ
り
ま
し
た
。
私
に
は
荷
が
重
い

と
一
旦
は
お
断
り
し
ま
し
た
が
、
大
学
在
籍
中
の
思
い
出
話
、
苦

労
話
、
何
で
も
良
い
の
で
と
に
か
く
書
く
よ
う
に
と
説
得
（
脅

迫
？
）
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
文
章
を
書
い
た
訳
で
す
が
、
取

り
留
め
の
無
い
内
容
で
あ
る
事
を
予
め
ご
了
承
・
ご
容
赦
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
さ
て
、
私
は
矢
部
裕
教
授
の
在
任
期
間
が
あ
と
1
年
少
々
と
な

っ
た
１
９
９
７
年
1
月
に
、
私
に
と
っ
て
人
生
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と

も
言
う
べ
き
楽
し
く
充
実
し
た
3
年
弱
の
米
国
留
学
か
ら
帰
室
い

た
し
ま
し
た
。
次
期
教
授
選
考
間
近
で
も
あ
り
何
名
か
の
先
生
が

帰
室
を
躊
躇
さ
れ
た
た
め
か
私
に
お
鉢
が
回
っ
て
き
た
よ
う
で

す
。
当
時
の
教
室
に
は
矢
部
教
授
を
は
じ
め
、
藤
村
祥
一
准
教
授
、

鈴
木
信
正
講
師
、
井
口
傑
講
師
、
小
川
清
久
講
師
、
堀
内
行
雄
講

師
、
矢
部
啓
夫
講
師
、
戸
山
芳
昭
講
師
、
松
本
秀
男
講
師
、
高
山

真
一
郎
講
師
と
多
士
済
々
の
面
々
が
医
局
を
闊
歩
し
て
お
り
、
自

分
を
始
め
サ
ブ
ス
タ
ッ
フ
、
レ
ジ
デ
ン
ト
は
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー

ク
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
子
供
の
よ
う
に
茂
み
や
物
陰
に
身
を

潜
め
つ
つ
び
く
び
く
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
お
り
ま
し
た
（
笑
）。

か
つ
て
の
自
民
党
の
よ
う
に
派
閥
の
首
領
た
ち
が
熾
烈
な
勢
力
争

い
を
し
な
が
ら
も
最
高
権
力
者
で
あ
る
総
理
大
臣
（
矢
部
教
授
）

の
元
で
一
つ
の
党
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
纏
ま
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う

な
不
思
議
な
雰
囲
気
で
、
怖
い
中
に
も
適
度
の
緊
張
感
と
独
特
の

規
律
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
戸
山
教
授
を
頂
点
と
す
る
完
全

な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
形
成
さ
れ
皆
が
平
穏
に
暮
ら
し
て
お
り
隔
世
の

感
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
１
９
９
８
年
4
月
に
戸
山
体
制
と
な
り
、
直
後
に
市
村

正
一
先
生
が
防
衛
医
大
へ
転
出
さ
れ
、
程
な
く
私
が
脊
椎
班
の
チ

ー
フ
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
平
林
先
生
、
藤
村
先
生
と
続
い
た

脊
椎
班
ト
ッ
プ
の
重
責
を
た
い
し
た
臨
床
経
験
も
な
く
、
学
会
で

の
実
績
も
な
い
自
分
が
？
？
？
と
の
思
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当

時
脊
椎
班
に
お
い
て
教
授
以
下
で
一
番
年
を
食
っ
て
い
た
の
は
私

で
し
た
の
で
他
に
選
択
肢
が
無
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う

長
く
な
い
う
ち
に
ど
な
た
か
適
任
者
が
帰
室
さ
れ
交
代
と
な
る
だ

ろ
う
と
思
い
な
が
ら
お
引
き
受
け
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
元
々

朝
早
く
大
学
に
出
勤
し
人
気
が
無
い
医
局
で
こ
そ
こ
そ
と
仕
事
を

し
て
い
た
の
で
す
が
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
た
め
か
よ
り
早
く
目
が

覚
め
る
よ
う
に
な
り
一
層
早
く
出
勤
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
で
の
15
年
間
の
思
い
出

北
里
研
究
所
病
院
　
　
千
　
葉
　
一
　
裕
（
62
回
）
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そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
慶
大
脊
椎
班
臨
床
の
大
看
板
を
背
負

っ
て
お
ら
れ
た
鈴
木
先
生
、
そ
し
て
間
も
な
く
藤
村
先
生
も
医
局

を
お
離
れ
に
な
り
、
戸
山
教
授
ご
自
身
も
ご
多
忙
の
た
め
臨
床
に

接
す
る
機
会
が
激
減
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
多
く
の
同
窓
の
先
生

方
は
も
ち
ろ
ん
、
他
大
学
の
先
生
方
か
ら
も
慶
大
脊
椎
班
の
臨
床

力
の
低
下
を
危
惧
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
と
直
接
、
間
接
に

聞
い
て
は
お
り
ま
し
た
が
、
私
に
は
な
す
す
べ
も
な
く
た
だ
た
だ

し
ゃ
に
む
に
目
の
前
の
仕
事
を
こ
な
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
当
時
大
学
に
い
た
松
本
守
雄
君
（
65
回
）、丸
岩
博
文
君
（
65
回
）、

渡
辺
雅
彦
君
（
66
回
）
と
共
に
70

�

80
名
の
予
約
が
入
っ
た
脊
椎

再
診
外
来
を
朝
か
ら
晩
ま
で
こ
な
し
、
彼
ら
と
一
緒
に
あ
ら
ゆ
る

手
術
に
入
り
悪
戦
苦
闘
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
幸
い
3
名
と
も
手

術
の
技
術
は
確
か
で
し
た
の
で
患
者
に
大
き
な
迷
惑
を
か
け
る
事

も
な
く
何
と
か
一
日
、
一
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
私
自
身

難
し
い
手
術
に
お
い
て
後
輩
に
教
え
ら
れ
る
程
の
技
量
も
経
験
も

持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
た
だ
ひ
た
す
ら
彼
ら

の
助
手
を
務
め
て
全
て
の
手
術
が
終
わ
る
ま
で
手
術
室
に
い
る
こ

と
く
ら
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
血
管
損
傷
に
よ
る
大
出
血

な
ど
、
何
ら
か
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
た
際
に
は
、
内
心
ド

キ
ド
キ
し
な
が
ら
も
表
向
き
は
さ
も
経
験
の
あ
る
振
り
を
し
て
ひ

た
す
ら
出
血
点
を
指
で
押
さ
え
て
お
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
数
々

の
経
験
を
通
じ
て
少
々
の
こ
と
で
は
動
じ
な
い
度
胸
だ
け
は
身
に

つ
き
ま
し
た
。
脊
椎
手
術
患
者
は
す
べ
て
自
分
が
執
刀
し
た
者
と

思
い
、
翌
朝
は
可
能
な
限
り
全
員
の
状
況
を
自
分
の
目
で
確
認
し

て
廻
り
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
は
松
本
守
雄
先
生
に
チ
ー
フ
を
お
願

い
す
る
ま
で
の
10
年
以
上
続
け
ま
し
た
。
お
陰
で
何
例
か
術
後
血

腫
で
麻
痺
に
な
り
か
か
っ
た
患
者
を
救
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
学
術
面
で
は
戸
山
教
授
に
脊
椎
関
連
の
国
内
外
の
全
て
の
学
会

で
発
表
す
る
よ
う
に
と
の
命
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
日
本
整
形
外

科
学
会
と
脊
椎
脊
髄
病
学
会
は
全
ス
タ
ッ
フ
の
発
表
が
義
務
と
さ

れ
ま
し
た
。
は
じ
め
は
ヒ
イ
ヒ
イ
言
い
な
が
ら
発
表
を
続
け
、
多

い
と
き
に
は
自
ら
国
内
外
の
学
会
で
１
年
間
に
12
回
発
表
し
、
10

編
の
論
文
を
書
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
脊
椎
班
員
の
全
て
の

発
表
、
論
文
に
目
を
通
し
、
邦
文
、
英
文
に
関
係
な
く
徹
底
的
に

手
を
入
れ
ま
し
た
。
抄
録
提
出
締
切
前
日
の
夜
中
に
10
編
以
上
の

抄
録
が
届
き
夜
中
に
何
度
も
メ
ー
ル
で
や
り
と
り
を
し
て
半
分
泣

き
な
が
ら
徹
夜
で
直
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
後
輩
の
発
表
は
万

が
一
の
時
に
は
彼
ら
の
骨
を
拾
う
覚
悟
で
可
能
な
限
り
全
て
自
分

の
耳
で
聞
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
後
輩
の
皆
様
に
は
随
分
き
つ
い

言
葉
を
吐
い
た
り
、
書
い
た
り
し
て
嫌
な
思
い
を
さ
せ
た
事
も

多
々
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
皆
良
く
我
慢
し
て
付
い
て
来
て

く
れ
ま
し
た
。
当
時
は
目
が
回
る
よ
う
な
忙
し
さ
で
寝
る
暇
も
無

い
ほ
ど
で
し
た
が
、
あ
る
意
味
充
実
し
た
毎
日
で
し
た
。
こ
う
し

て
徐
々
に
発
表
件
数
も
増
え
続
け
、
今
で
は
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
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ん
チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト
が
自
ら
テ
ー
マ
を
見
つ
け
、
多
く
の
学
会

で
積
極
的
に
発
表
す
る
よ
う
に
な
り
、
主
要
学
会
で
の
慶
應
の
発

表
演
題
数
は
何
年
も
連
続
し
て
全
国
1
位
と
な
り
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
数
だ
け
で
は
な
く
質
も
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
恩
師
で
あ
る
土
方
貞
久
先
生
や
平
林
洌
先
生
の

国
外
で
の
活
躍
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
い
つ
か
は
海
外
で
も
認

め
ら
れ
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
大
学
在

籍
中
に
数
多
く
の
国
際
学
会
に
参
加
し
発
表
や
講
演
を
し
て
名
前

を
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
友
人
が
で
き
た
事
は

大
き
な
喜
び
で
し
た
。
一
年
間
の
う
ち
に
自
分
の
所
属
す
る

O
R

S, A
A

O
S, N

A
SS, ISSL

S

そ
し
てC

SR
S

と
い
う
5
つ
の
権

威
あ
る
学
会
全
て
で
口
演
発
表
を
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
抄
録

を
出
し
続
け
ま
し
た
。
あ
る
年
に
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
事
が
出
来

た
と
き
は
感
無
量
で
し
た
。
海
外
で
慶
大
整
形
の
名
前
を
少
し
は

広
め
ら
れ
た
こ
と
が
自
分
が
医
局
に
対
し
て
果
た
し
得
た
数
少
な

い
貢
献
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
平
林
先
生
が
１
９
９
９
年
に
第
28
回
脊
椎
外
科
学
会
（
現
在
の

脊
椎
髄
病
学
会
）
を
主
催
し
た
際
に
は
、
松
本
守
雄
君
は
米
国
留

学
へ
と
旅
立
ち
、
私
、
丸
岩
君
、
渡
辺
君
の
三
名
の
実
働
メ
ン
バ

ー
に
普
段
の
臨
床
、
研
究
、
教
育
に
加
え
学
会
運
営
業
務
が
加
わ

り
、
今
思
い
出
し
て
も
ど
う
や
っ
て
切
り
抜
け
た
の
か
皆
目
見
当

も
尽
き
ま
せ
ん
。
学
会
が
終
わ
っ
た
際
の
打
ち
上
げ
の
2
次
会
に

お
い
て
3
名
で
意
識
が
な
く
な
る
ま
で
浴
び
る
よ
う
に
酒
を
飲
ん

だ
こ
と
は
良
い
思
い
出
で
す
。

　
や
が
て
松
本
守
雄
君
が
留
学
か
ら
戻
り
、
西
澤
隆
君
（
67
回
）

が
加
わ
り
、
中
村
雅
也
君
（
66
回
）
も
留
学
か
ら
帰
室
し
、
少
し

ず
つ
脊
椎
班
の
陣
容
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
程
な
く
戸
山
教
授
の

ご
英
断
で
脊
椎
は
松
本
君
が
、
脊
髄
は
中
村
君
が
専
任
と
い
う
分

業
制
と
な
り
ま
し
た
。
私
だ
け
は
い
ず
れ
の
手
術
に
も
入
れ
ま
し

た
の
で
松
本
君
の
側
弯
症
矯
正
術
の
助
手
を
し
た
の
ち
に
中
村
君

の
髄
内
腫
瘍
摘
出
術
に
入
る
と
い
っ
た
こ
と
が
続
き
ま
し
た
。
あ

っ
と
い
う
間
に
二
人
と
も
高
度
な
技
術
を
習
得
し
、
私
が
助
手
を

す
る
ま
で
も
無
く
な
り
、
今
で
は
そ
の
道
で
の
第
一
人
者
と
し
て

わ
が
国
の
脊
椎
・
脊
髄
外
科
を
牽
引
す
る
ほ
ど
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
経
験
の
な
い
者
で
も
持
っ
て
生
ま
れ
た
才
能
と
個

人
の
努
力
が
あ
れ
ば
、
そ
し
て
何
よ
り
そ
の
能
力
を
発
揮
出
来
る

場
さ
え
提
供
し
て
あ
げ
れ
ば
、
短
期
間
で
わ
が
国
の
み
な
ら
ず
世

界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
ま
で
な
り
得
る
事
を
実
感
し
ま
し
た
。
才

能
に
溢
れ
な
お
か
つ
そ
れ
に
お
ご
る
事
無
く
努
力
を
惜
し
ま
な
い

松
本
、
中
村
両
君
の
よ
う
な
優
秀
な
後
輩
に
恵
ま
れ
た
事
は
私
の

大
学
生
活
に
お
い
て
何
物
に
も
代
え
難
い
宝
で
し
た
。
こ
の
二
人

に
加
え
丸
岩
君
、
渡
辺
雅
彦
君
そ
し
て
西
澤
隆
君
は
一
番
苦
し
い

時
を
一
緒
に
過
ご
し
た
戦
友
・
仲
間
と
し
て
生
涯
感
謝
の
念
を
忘

れ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
高
石
官
成
（
69
回
）、
小
川
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祐
人
（
71
回
）、
名
倉
武
雄
（
71
回
）、
石
井
賢
（
72
回
）、
辻
崇

（
74
回
）、
渡
辺
航
太
（
76
回
）、
細
金
直
文
（
76
回
）、
岩
波
明
生

君
（
77
回
）
な
ど
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
若
き
才
能
に
溢
れ
た
多

く
の
脊
椎
班
ス
タ
ッ
フ
、
全
員
の
名
前
を
挙
げ
る
事
は
出
来
ま
せ

ん
が
私
を
支
え
て
く
れ
た
全
て
の
チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト
に
も
こ
の

場
を
借
り
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
う
し
た
若
い
力
に

よ
っ
て
脊
椎
班
は
ま
す
ま
す
発
展
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
平
成
19
年
に
戸
山
教
授
が
病
院
長
に
就
任
さ
れ
た
た
め

診
療
部
長
を
、
さ
ら
に
平
成
21
年
に
は
戸
山
教
授
が
慶
應
義
塾
常

任
理
事
に
な
ら
れ
た
の
に
伴
い
教
室
主
任
を
拝
命
し
ま
し
た
。
脊

椎
班
の
み
な
ら
ず
教
室
全
体
を
お
預
か
り
す
る
事
と
な
り
、
ま
す

ま
す
眠
れ
な
い
日
々
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
人
事
と
研

究
費
関
連
は
従
来
ど
お
り
教
授
、
医
局
長
そ
し
て
会
計
が
引
き
受

け
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
私
自
身
ほ
と
ん
ど
関
与
し
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
た
が
っ
て
私
の
主
な
役
割
は
、
全
て
の
教
室
員
に
で

き
る
だ
け
働
き
や
す
い
場
を
提
供
す
る
こ
と
と
何
か
問
題
や
ト
ラ

ブ
ル
が
生
じ
た
と
き
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
他

に
は
日
々
の
細
々
と
し
た
い
わ
ゆ
る
庶
務
関
係
の
業
務
で
し
た
。

実
際
に
何
か
問
題
が
生
じ
た
際
に
は
よ
く
医
局
長
室
で
当
時
医
局

長
で
あ
っ
た
須
田
先
生
と
対
策
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
須
田
医
局

長
は
い
つ
も
冷
静
で
医
局
そ
し
て
医
局
員
の
こ
と
を
第
一
に
考
え

つ
つ
真
摯
に
問
題
に
取
り
組
み
解
決
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。

実
際
多
く
の
問
題
は
須
田
先
生
が
解
決
し
て
く
れ
、
私
が
出
る
場

面
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
歴
代
の
全
て
の
医
局
長
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
特
に
須
田
先
生
に
は
診
療
部
長
そ

し
て
教
室
主
任
時
代
に
大
い
に
助
け
て
頂
き
感
謝
の
言
葉
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
大
谷
元
医
局
長
に
は
医
師
と
し
て
人
間
と
し
て

多
く
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
し
、
年
下
で
は
あ
り
ま
す
が
博
学

な
池
上
元
医
局
長
に
は
社
会
人
と
し
て
の
常
識
を
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
毎
週
水
曜
日
の
総
回
診
を
教
授
に
代
わ
っ
て
5
年
近
く
行
い
ま

し
た
が
最
後
ま
で
何
で
自
分
が
こ
ん
な
偉
そ
う
な
事
を
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
違
和
感
は
消
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
で
各
診

療
班
員
が
多
く
の
困
難
な
症
例
に
向
き
合
い
難
度
の
高
い
手
術
を

含
め
患
者
に
と
っ
て
最
良
の
治
療
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
真

摯
な
姿
、
そ
し
て
そ
の
成
果
を
見
る
の
は
大
い
な
る
楽
し
み
で
し

た
。
毎
回
、
症
例
の
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
き
、
Ｘ
線
を
見
な
が
ら
「
や

は
り
慶
應
は
す
ご
い
と
こ
ろ
だ
な
あ
」
と
心
の
中
で
感
心
し
な
が

ら
回
診
し
て
お
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
リ
ス
ク
の
多
い
症
例
に

対
し
て
難
度
の
高
い
手
術
を
し
て
い
る
関
係
上
多
少
の
ト
ラ
ブ
ル

は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
ひ
る
む
事
無

く
全
力
で
自
分
た
ち
が
正
し
い
と
信
じ
る
治
療
を
行
い
、
挑
戦
を

続
け
る
後
輩
た
ち
を
大
変
頼
も
し
く
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
決
し

て
批
判
だ
け
し
た
り
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
押
さ
え
つ
け
る
こ
と
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は
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。
当
教
室
で
は
脊
椎
班
の
み
な

ら
ず
上
肢
班
、
下
肢
班
、
腫
瘍
班
と
全
て
の
臨
床
班
に
優
秀
な
人

材
が
揃
い
い
ず
れ
の
分
野
で
も
素
晴
ら
し
い
業
績
を
挙
げ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
歴
代
の
教
授
が
ご
自
身
の
専
門
分
野
に
偏
る
こ

と
な
く
全
て
の
診
療
班
を
公
平
に
育
て
延
ば
し
て
き
た
と
い
う
ま

さ
に
慶
應
の
伝
統
が
な
せ
る
業
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
戸
山

教
授
は
も
と
も
と
力
の
あ
っ
た
臨
床
に
加
え
基
礎
の
分
野
を
大
き

く
延
ば
す
事
に
腐
心
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
脊
髄
、
バ
イ
オ

メ
カ
、
骨
代
謝
、
骨
免
疫
、
そ
し
て
軟
骨
代
謝
と
多
く
の
研
究
室

に
将
来
を
担
う
人
材
が
育
ち
、
研
究
面
で
も
著
し
い
成
果
を
挙
げ

て
い
る
の
は
皆
様
の
ご
存
知
の
通
り
で
す
。
こ
う
し
た
医
局
員
の

頑
張
り
の
お
陰
で
私
が
責
任
者
に
な
っ
て
以
来
、
基
礎
、
臨
床
面

い
ず
れ
に
お
い
て
も
業
績
が
落
ち
た
と
の
後
ろ
指
を
指
さ
れ
ず
に

済
み
ま
し
た
（
も
し
か
し
た
ら
本
人
が
気
付
い
て
い
な
い
だ
け
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
…
）。

　
さ
て
、
戸
山
体
制
も
充
実
し
多
く
の
優
秀
な
後
輩
た
ち
が
育
ち
、

気
が
つ
く
と
自
分
が
教
授
に
次
い
で
一
番
の
年
嵩
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
教
室
主
任
を
お
引
き
受
け
し
た
頃
か
ら
管
理
業
務
に
追
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
も
と
も
と
あ
ま
り
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
大
き

く
な
い
自
分
は
少
し
ず
つ
臨
床
や
研
究
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
な

り
、
医
局
に
対
す
る
学
術
的
な
貢
献
度
が
減
っ
て
い
る
事
を
実
感

し
始
め
た
の
も
事
実
で
す
。
戸
山
教
授
も
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
お

ら
れ
た
の
か
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
外
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
へ
ア
プ
ラ

イ
す
る
よ
う
に
と
の
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。
自
分
は
人
の
上
に

立
ち
組
織
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
い
こ
と
は

自
分
自
身
が
一
番
良
く
分
か
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
一
度
は
お
断

り
し
ま
し
た
が
、
教
授
の
強
い
お
勧
め
も
あ
り
、
ま
た
こ
の
ま
ま

居
座
っ
て
後
輩
た
ち
の
重
し
に
な
る
わ
け
に
も
行
き
ま
せ
ん
の

で
、
結
果
如
何
に
関
わ
ら
ず
大
学
を
離
れ
る
決
心
を
し
た
上
で
い

く
つ
か
の
チ
ャ
ン
ス
に
臨
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
力

が
伴
わ
な
か
っ
た
の
か
人
格
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、
残
念
な
が

ら
思
っ
た
よ
う
な
結
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
た
時

期
に
受
け
入
れ
て
頂
け
る
と
の
あ
り
が
た
い
話
を
北
里
研
究
所
病

院
か
ら
頂
き
、
こ
の
度
お
世
話
に
な
る
事
に
い
た
し
ま
し
た
。
戸

山
教
授
に
は
多
く
の
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
ご

期
待
に
応
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
心
残
り

で
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
慶
應
を
離
れ
て
ま
だ
半
年
ち
ょ
っ
と
で
す
が
、
外
か
ら
見
る
と

つ
く
づ
く
慶
應
は
す
ご
い
と
こ
ろ
で
、
何
故
自
分
が
こ
の
よ
う
に

長
期
に
わ
た
り
在
籍
で
き
た
の
か
が
不
思
議
で
す
。
た
ま
た
ま
教

授
が
交
代
し
た
時
期
に
大
学
に
い
た
た
め
に
と
ど
ま
る
事
に
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、
私
の
よ
う
な
意
志
の
弱
い
人
間
に
と
っ
て
こ
の

１５
年
間
は
辛
い
事
の
方
が
多
か
っ
た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
で
自
分
の
人
生
を
左
右
す
る
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
先
輩
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や
こ
ん
な
私
で
も
慕
っ
て
く
れ
る
多
く
の
後
輩
に
巡
り
会
う
事
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
沢
山
の
素
晴
ら
し
い
仲
間
に
囲
ま
れ

て
仕
事
が
で
き
た
事
が
一
番
の
思
い
出
で
す
。
大
学
で
の
時
間
を

共
有
し
た
医
局
員
、
研
究
員
、
秘
書
ほ
か
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
慶
應
を
支
え
て
い
く
後
輩
た

ち
に
私
が
大
学
で
や
っ
て
い
く
上
で
大
き
な
力
と
な
っ
た
い
く
つ

か
の
言
葉
を
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
目
は
戸
山
先
生
が
就

任
間
も
な
い
頃
、
雑
誌
臨
床
整
形
外
科
の
視
座
に
お
書
き
に
な
ら

れ
た
文
章
中
に
見
つ
け
ま
し
た
。
当
時
骨
代
謝
で
日
本
の
第
一
人

者
で
あ
ら
れ
た
昭
和
大
学
歯
学
部
の
須
田
立
雄
教
授
が
退
官
に
あ

た
り
最
終
講
義
で
お
延
べ
に
な
っ
た
「
科
学
は
研
究
者
を
平
等
に

扱
う
」「
科
学
は
研
究
者
を
国
際
人
に
育
て
る
」「
科
学
は
研
究
者

に
仲
間
の
大
切
さ
を
教
え
る
」「
科
学
は
人
生
を
か
け
る
に
足
る

仕
事
で
あ
る
」
と
い
う
お
言
葉
で
す
。
我
々
医
師
は
、
臨
床
で
も

研
究
に
お
い
て
も
自
分
の
経
験
や
勘
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
科
学

と
い
う
言
葉
を
胸
に
刻
み
真
理
を
追
求
す
る
こ
と
が
医
学
、
医
療

の
発
展
に
繋
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
私
が
尊
敬

す
る
慶
應
の
先
輩
で
、
現
在
北
海
道
大
学
医
学
部
皮
膚
科
学
教
室

の
教
授
で
あ
ら
れ
る
清
水
宏
先
生
が
医
学
部
新
聞
に
お
書
き
に
な

っ
た
「
慶
應
の
後
輩
諸
君
へ
、
も
っ
と
論
文
を
書
こ
う
！
」
と
い

う
言
葉
で
す
。
ど
ん
な
に
優
秀
な
研
究
者
、
臨
床
家
で
あ
っ
て
も

論
文
を
書
か
な
け
れ
ば
そ
の
業
績
は
評
価
さ
れ
ず
、
教
授
選
考
に

応
募
し
た
く
て
も
そ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
さ
え
立
て
な
い
こ

と
、
論
文
を
書
く
と
い
う
苦
し
い
作
業
を
経
る
事
で
多
く
の
医
学

知
識
が
自
分
の
中
に
蓄
積
、
整
理
さ
れ
よ
り
良
い
臨
床
家
に
な
れ

る
こ
と
、
そ
し
て
論
文
を
通
し
て
自
分
の
知
見
が
広
く
後
世
に
伝

え
ら
れ
る
こ
と
で
将
来
よ
り
多
く
の
患
者
を
救
え
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
、
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
お
二
人
の
言
葉
を
座
右
の
銘
と

し
て
い
つ
も
机
の
脇
に
貼
り
出
し
、
苦
し
い
と
こ
は
こ
れ
を
眺
め

て
心
の
支
え
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
大
学
は
自
分
の
目
標
を
明
確

に
持
ち
、
科
学
者
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
強
い
意
志
を
持
っ
た

人
に
と
っ
て
大
変
や
り
が
い
の
あ
る
所
で
す
。
是
非
若
い
先
生
方

に
は
志
を
高
く
持
ち
大
学
で
の
活
躍
を
目
指
し
て
精
進
し
て
頂
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
慶
大
整
形
外
科
学
教
室
は
、
多
く
の
次
世
代
の
優
秀

な
人
材
が
輩
出
さ
れ
開
講
１
０
０
年
へ
向
け
て
さ
ら
に
発
展
し
続

け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
教
室
な
ら
び
に
同
窓
会
の
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
ご
健
康
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
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慶
應
義
塾
の
長
い
歴
史
の
中
か
ら
、
医
学
領
域
を
辿
っ
て
み
た
。

偉
大
な
創
始
者
福
沢
諭
吉
先
生
は
１
８
３
５
年
大
坂
で
生
ま
れ

た
。
少
年
時
代
を
中
津
で
過
ご
し
た
が
、
洋
学
修
行
の
熱
意
か
ら

長
崎
へ
出
て
蘭
学
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
１
８
５
５
年
大
坂
の
緒

方
洪
庵
適
塾
に
入
門
し
た
。
福
沢
先
生
は
２０
歳
で
あ
っ
た
。
洪
庵

適
塾
は
「
適
々
斉
塾
」
の
意
味
で
、
自
ら
の
志
す
と
こ
ろ
に
専
念

す
る
塾
と
解
説
さ
れ
た
。
洪
庵
適
塾
は
蘭
医
学
を
学
ぶ
塾
で
あ
り
、

福
沢
先
生
は
解
剖
学
、
生
理
学
、
病
理
学
等
を
学
ん
で
い
た
が
、

適
塾
は
医
業
を
兼
ね
て
い
た
の
で
洪
庵
先
生
の
診
療
も
代
診
し
て

い
た
。
福
沢
先
生
の
人
柄
、
才
能
を
見
込
ん
だ
洪
庵
先
生
は
福
沢

先
生
を
塾
頭
に
あ
て
た
。

　
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
が
江
戸
へ
移
り
つ
つ
あ
っ
た
中
で
、

江
戸
に
出
た
福
沢
先
生
は
築
地
鉄
砲
洲
の
中
津
藩
屋
敷
に
蘭
学
塾

を
開
い
た
。
時
は
１
８
５
８
年
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
の
起
源
と
な

っ
た
。
１
８
６
０
年
、
江
戸
幕
府
の
遣
米
使
節
団
の
一
員
と
し
て

勝
海
舟
ら
と
咸
臨
丸
で
渡
米
し
た
。
福
沢
先
生
の
初
め
て
の
外
遊

で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
ウ
エ
ブ
ス
タ
ー
英
語
辞
典
を
買
っ
て
帰

国
し
た
。
ペ
リ
来
航
（
１
８
５
３
年
）、
ハ
リ
ス
来
航
（
１
８
５
６

年
）
の
影
響
も
あ
っ
て
蘭
語
か
ら
英
語
へ
の
転
換
が
進
む
中
で
、

福
沢
先
生
の
ウ
エ
ブ
ス
タ
ー
英
語
辞
典
は
日
本
の
英
語
教
育
の
先

駆
と
な
っ
た
。
１
８
６
８
年
（
慶
應
４
年
）
４
月
に
塾
を
芝
新
銭

座
へ
移
転
を
機
会
に
、
慶
應
義
塾
と
命
名
し
た
。
同
年
９
月
よ
り

明
治
の
年
号
と
な
っ
た
。

　
慶
應
義
塾
は
洪
庵
適
塾
の
蘭
医
学
塾
と
は
異
な
り
、
総
合
学
習

塾
で
あ
っ
た
が
、
１
８
７
３
年
（
明
治
６
年
）
慶
應
義
塾
の
中
に

慶
應
義
塾
医
学
所
が
設
立
さ
れ
た
。
英
語
に
よ
る
医
学
教
育
で 

T
he K

eio School of M
edicine 

と
呼
ん
だ
。
慶
應
義
塾
出
身
で

医
師
の
松
山
棟
庵
先
生
が
校
長
に
な
り
、
約
３
０
０
名
の
塾
生
が

学
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
１
８
８
０
年
こ
の
医
学
所
は
廃
校
と

な
っ
た
。
財
政
難
が
廃
校
の
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
誠

に
残
念
で
あ
っ
た
。

　
北
里
柴
三
郎
先
生
は
１
８
５
３
年
熊
本
で
生
ま
れ
た
。

１
８
７
１
年
熊
本
医
学
校
に
入
学
し
た
が
、
翌
年
退
校
し
、
上
京

し
た
。
１
８
７
５
年
東
京
医
学
校
へ
入
学
し
た
。
東
京
医
学
校
は

１
８
７
７
年
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
へ
移
行
し
た
。
北
里
先
生
は

１
８
８
３
年
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
明
治
政
府
の
衛

生
局
に
勤
務
し
た
。
当
時
、
明
治
政
府
は
コ
レ
ラ
等
の
伝
染
病
予

慶
應
医
学
の
萌
し
を
た
ど
っ
て

大
　
谷
　
　
清
（
37
回
）
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防
に
腐
心
し
て
い
た
折
り
、
北
里
先
生
は
明
治
政
府
の
要
請
で

１
８
８
６
年
、
細
菌
学
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
、
コ
ッ
ホ
の
も
と
に

留
学
し
た
。
コ
ッ
ホ
師
事
の
も
と
で
研
究
に
従
事
し
、
破
傷
風
の

抗
毒
素
を
発
見
し
、
破
傷
風
の
血
清
療
法
を
確
立
し
て
、

１
８
９
２
年
に
帰
国
し
た
。
当
時
の
日
本
は
北
里
先
生
の
世
界
的

偉
業
を
受
け
入
れ
、
駆
使
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
を
知
っ
た
福
沢
先
生
は
私
財
を
投
じ
て
芝
公
園
内
に
民
間
の

伝
染
病
研
究
所
を
設
立
し
、
北
里
先
生
は
所
長
と
し
て
細
菌
学
の

研
究
、
発
展
に
勤
め
た
。
そ
の
時
は
１
８
９
２
年
１０
月
で
あ
っ
た
。

伝
染
病
研
究
所
設
立
に
当
た
っ
て
は
周
辺
住
民
は
伝
染
病
と
い
う

名
称
に
恐
れ
て
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
が
、
福
沢
先
生
は
東
京
府

の
有
力
者
、
医
師
に
働
き
か
け
、
住
民
の
伝
染
病
研
究
所
設
立
反

対
運
動
を
納
め
た
経
緯
が
あ
る
。
１
８
９
２
年
１１
月
に
、
こ
の
研

究
所
は
大
日
本
私
立
衛
生
会
伝
染
病
研
究
所
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。
北
里
先
生
は
研
究
所
長
と
し
て
従
事
し
、
日
本
の
細
菌
学
発

展
の
礎
を
築
い
た
。
１
８
９
３
年
福
沢
先
生
は
結
核
治
療
に
も
参

画
し
、
洪
庵
適
塾
時
代
の
親
友
長
与
専
斉
先
生
の
協
力
を
得
て
芝

に
結
核
治
療
の
専
門
施
設
で
あ
る
養
生
園
を
開
設
し
、
北
里
先
生

が
園
長
を
勤
め
た
。
養
生
園
設
立
は
、
そ
の
後
の
結
核
療
養
所
の

普
及
、
発
展
に
つ
な
が
っ
た
。

　
長
与
専
斉
先
生
は
福
沢
先
生
と
と
も
に
洪
庵
適
塾
の
門
下
生
で

あ
り
、
福
沢
先
生
の
塾
頭
の
あ
と
を
継
い
だ
親
友
で
あ
っ
た
。「
洪

庵
の
教
育
」
を
継
い
だ
の
が
福
沢
先
生
で
あ
り
、「
洪
庵
の
医
業
」

を
継
い
だ
の
が
長
与
先
生
で
あ
っ
た
。
長
与
先
生
は
現
代
医
療
、

保
健
行
政
の
基
礎
を
築
か
れ
た
。

　
北
里
先
生
は
慶
應
義
塾
の
出
身
で
は
な
い
が
、
福
沢
先
生
の
実

学
を
学
び
、
福
沢
先
生
を
尊
敬
し
て
い
た
。
福
沢
先
生
は
北
里
先

生
を
信
頼
し
、
全
面
的
に
協
力
し
て
き
た
。「
立
国
は
私
な
り
、

公
に
非
ざ
る
な
り
」
の
精
神
を
つ
ら
ぬ
い
て
き
た
。

　
１
８
９
０
年
（
明
治
２３
年
）
慶
應
義
塾
に
大
学
が
開
設
さ
れ
、

文
学
、
法
学
、
理
財
学
の
３
学
部
を
置
い
た
。
大
学
設
立
に
あ
た

り
、
ア
メ
リ
カ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
か
ら
３
名
の
教
授
が
派
遣
さ

れ
て
い
る
。

　
１
８
９
８
年
大
日
本
私
立
衛
生
会
伝
染
病
研
究
所
は
明
治
政
府

の
官
収
下
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
１
９
１
４
年
に
は
東
京
帝
国
大
学

所
管
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
北
里
先
生
は
お
お
い
に
憤
慨
し
、

所
長
の
座
を
辞
し
た
。
そ
し
て
福
沢
資
金
の
援
助
を
得
て
私
立
細

菌
学
研
究
所
を
再
度
設
立
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
北
里
研
究
所
の

前
身
と
な
っ
た
。

　
１
９
０
１
年
福
沢
先
生
は
２
回
の
脳
梗
塞
発
作
に
襲
わ
れ
、

１
９
０
１
年
２
月
３
日
、
６８
歳
で
永
眠
さ
れ
た
。

　
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）
慶
應
義
塾
大
学
に
医
学
部
が
増
設

さ
れ
、
北
里
先
生
が
初
代
の
医
学
部
長
に
就
任
し
た
。
医
学
部
発
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足
当
時
は
三
田
に
あ
っ
た
が
、
翌
年
現
在
の
信
濃
町
に
移
転
し
た
。

そ
の
翌
年
の
１
９
２
２
年
医
学
部
内
に
整
形
接
骨
科
が
設
け
ら

れ
、
前
田
友
助
先
生
が
初
代
の
主
任
教
授
に
就
任
し
た
。

　
北
里
先
生
は
社
会
活
動
に
も
先
駆
者
と
し
て
活
動
し
、

１
９
１
６
年
に
日
本
医
師
会
を
設
立
し
、
初
代
の
日
本
医
師
会
長

に
就
任
し
た
。
１
９
３
９
年
に
は
結
核
予
防
協
会
（
現
在
の
結
核

研
究
所
）
を
設
立
し
、
結
核
予
防
、
治
療
に
貢
献
さ
れ
た
。

　
福
沢
先
生
は
「
立
国
は
私
な
り
、
公
に
非
ざ
る
な
り
」
を
説
き
、

教
育
は
民
間
で
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
家
族
の
基
本
に
夫
婦
を
置

き
、
男
女
同
権
を
説
き
、
時
代
に
先
駆
け
た
考
え
を
展
開
し
て
い

る
。
家
庭
で
は
子
宝
に
恵
ま
れ
、
福
沢
先
生
の
師
匠
で
あ
る
洪
庵

先
生
は
７
男
６
女
、
福
沢
先
生
は
４
男
５
女
の
家
庭
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
福
沢
先
生
は
酒
は｢

胸
襟
を
開
く
た
め
の
妙
な
り｣

と
称

し
て
酒
を
好
ん
で
い
た
。

　
福
沢
先
生
は
偉
大
な
教
育
者
で
あ
っ
た
が
、
１
８
５
５
年
か
ら

洪
庵
適
塾
で
蘭
医
学
を
学
び
、
１
８
７
３
年
に
慶
應
義
塾
医
学
所

を
開
設
し
た
。
医
学
に
つ
い
て
深
い
知
識
と
憧
憬
を
持
ち
、
北
里

先
生
を
助
け
て
、
コ
レ
ラ
等
の
伝
染
病
予
防
対
策
、
結
核
治
療
と

予
防
対
策
に
尽
力
を
尽
く
さ
れ
て
き
た
。
福
沢
先
生
の
熱
意
と
志

は
北
里
先
生
に
受
け
継
が
れ
、
今
日
の
慶
應
医
学
の
発
展
に
つ
な

が
っ
た
。

　
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
は
１
９
２
０
年
に
設
立
さ
れ
た
が
、
慶

應
義
塾
の
中
を
流
れ
て
い
る
慶
應
医
学
は
、
１
８
５
５
年
福
沢
諭

吉
先
生
が
緒
方
洪
庵
適
塾
に
入
門
し
、
蘭
医
学
を
学
ん
だ
時
に
発

祥
し
た
長
い
歴
史
を
持
つ
。
我
々
慶
應
義
塾
大
学
で
学
ん
だ
も
の

は
、
偉
大
な
２
人
の
創
始
者
に
恵
ま
れ
、
長
い
歴
史
の
あ
る
慶
應

医
学
の
中
で
学
び
、
培
っ
て
き
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
明
日
へ

向
か
っ
て
前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
参
考
文
献

1.
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應
義
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編
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義
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百
年
小
史

　
　
慶
應
義
塾
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９
５
８

2.
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０
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緒
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庵
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出
版

　
２
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０
９
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ま
だ
３０
代
の
頃
、
既
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
有

名
で
あ
っ
た
芦
田
淳
叔
父
に
云
わ
れ
た
。『
事
業
を
す
る
の
な
ら

ば
、
大
槻
病
院
の
大
き
な
パ
イ
の
一
部
を
も
ら
う
よ
り
も
、
小
さ

な
パ
イ
で
も
全
部
自
分
で
処
分
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
駄
目

な
ん
だ
よ
。
僕
が
保
証
人
に
な
る
か
ら
、
何
億
で
も
借
り
て
芦
田

病
院
を
つ
く
り
給
え
』
と
。

　
も
っ
と
も
な
事
と
思
い
病
院
作
り
の
検
討
を
始
め
た
。
市
街
化

調
整
区
域
で
も
病
医
院
は
建
設
可
能
な
こ
と
、
付
帯
す
る
看
護
婦

宿
舎
も
建
て
ら
れ
る
こ
と
（
ガ
ス
、
水
道
は
勿
論
Ｏ
Ｋ
）、
部
屋

が
余
れ
ば
賃
貸
も
可
能
、
駐
車
場
を
広
め
に
し
て
お
い
て
、
い
ず

れ
市
街
化
調
整
区
域
が
外
れ
た
ら
一
部
を
売
却
し
て
資
金
繰
り
と

す
る
こ
と
、
な
ど
を
骨
子
と
し
て
計
画
を
進
め
た
。
淳
叔
父
も
一

緒
に
川
崎
の
土
地
を
見
に
き
て
く
れ
、
富
士
銀
行
の
支
店
長
を
紹

介
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
夜
、
母
に
「
あ
っ
ち
ゃ
ん

（
惇
二
あ
つ
し
が
本
名
）
と
組
ん
で
芦
田
病
院
を
作
る
こ
と
に
し

た
よ
」
と
報
告
し
た
。
そ
の
時
、
母
に
泣
か
れ
た
。「
病
院
も
お

じ
い
ち
ゃ
ま
が
高
齢
と
な
り
、
道
夫
さ
ん
（
母
の
弟
の
長
男
・
３２

回
外
科
）
も
あ
ん
な
ふ
う
（
学
者
で
人
づ
き
あ
い
が
苦
手
）
で
、

多
喜
男
さ
ん
が
い
な
か
っ
た
ら
大
槻
病
院
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う

の
？
」

　
こ
の
一
言
で
大
槻
外
科
病
院
を
や
る
こ
と
を
決
心
し
た
。
私
と

妹
二
人
は
私
が
小
学
校
１
年
生
の
時
に
父
が
急
逝
し
た
為
、
母
方

の
大
槻
家
の
祖
父
母
の
庇
護
の
も
と
に
、
中
学
か
ら
慶
應
で
学
び
、

大
学
を
出
る
ま
で
何
不
自
由
の
な
い
生
活
を
送
ら
せ
て
も
ら
っ
た

大
恩
が
あ
る
。
母
も
若
く
し
て
夫
を
失
い
、
子
供
を
育
て
る
だ
け

の
人
生
を
送
っ
て
き
た
。
そ
の
母
に
心
配
を
か
け
た
く
な
か
っ
た
。

　
旧
病
院
は
半
分
が
借
地
だ
っ
た
為
、
建
て
替
え
の
交
渉
が
は
か

ど
ら
ず
、
そ
の
間
済
生
会
中
央
病
院
に
７
年
４
か
月
も
お
世
話
に

な
り
、
当
時
医
局
長
を
し
て
い
た
同
級
の
竹
田
毅
先
生
（
４７
回
）

に
「
芦
田
は
開
業
す
る
開
業
す
る
と
い
っ
て
全
然
し
な
い
。
狼
少

年
だ
。」
と
揶
揄
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
昭
和
６２
年
２
月
１
日
、
新
大
槻
外
科
病
院
の
開
院
式
が
行
わ
れ

た
。
小
生
が
４３
才
の
時
で
あ
る
。
地
下
１
階
地
上
７
階
、
延
べ
千

坪
で
５０
床
の
病
院
の
出
発
だ
っ
た
。
司
会
を
徳
光
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

に
お
願
い
出
来
た
の
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

　
患
者
さ
ん
に
頼
り
に
さ
れ
る
病
院
、
職
員
が
誇
り
を
も
っ
て
働

け
る
病
院
、
若
い
外
科
医
が
喜
ん
で
働
け
る
病
院
、
地
域
で
一
番

で
は
な
く
日
本
で
一
番
、
の
意
気
込
み
で
し
た
。
私
は
マ
イ
ク
ロ

を
や
っ
て
い
た
の
で
、
上
腕
の
完
全
切
断
の
再
接
着
と
か
、toe 

大
槻
外
科
病
院
で
の
こ
と

芦
　
田
　
多
　
喜
　
男
（
47
回
）
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to finger ,toe to thum
b 

な
ど
慶
應
で
は
初
め
て
の
手
術
を
し

た
こ
と
も
あ
り
手
術
は
う
ま
い
方
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

佐
々
木
孝
先
生
（
５２
回
）
に
き
て
も
ら
っ
て
彼
の
手
術
を
み
て
、

余
り
に
上
手
い
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。「
芦
田
先
生
、
外
科

医
を
や
め
た
方
が
い
い
の
で
は
？
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
以
後
は
上
下
肢
の
手
術
、
骨
折
の
手
術
な
ど
沢
山
の
手
術

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
幸
せ
を
考
え

れ
ば
、
僕
が
や
る
よ
り
佐
々
木
先
生
に
や
っ
て
も
ら
う
の
が
良
い
。

　
勿
論
他
の
部
門
で
も
、
手
術
の
う
ま
い
先
生
に
来
て
頂
い
て
外

来
を
や
っ
て
も
ら
い
手
術
を
し
て
も
ら
う
態
勢
を
作
り
ま
し
た
。

　
藤
村
祥
一
先
生
（
４７
回
）、
鈴
木
信
正
先
生
（
４８
回
）、
坂
巻
豊

教
先
生
、
小
川
清
正
先
生
（
５０
回
）、
佐
々
木
孝
先
生
（
５２
回
）、

松
本
秀
男
先
生
（
５７
回
）、宇
佐
見
則
夫
先
生
（
５８
回
）
な
ど
で
す
。

　
安
心
し
て
手
術
を
行
う
為
に
は
、
良
い
麻
酔
医
の
確
保
が
絶
対

必
要
で
す
。
幸
い
夜
間
の
手
術
が
多
か
っ
た
為
、
慶
應
の
麻
酔
科

の
医
局
が
全
面
的
に
応
援
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　『
お
世
話
に
な
っ
た
麻
酔
科
の
医
局
の
先
生
方
』

滝
野
善
一
先
生
（
４２
回
）、
関
口
弘
昌
先
生
（
４３
回
）、
武
田
純
三

先
生
（
５２
回
）、
増
田
純
一
先
生
（
５３
回
）、
津
崎
晃
一
先
生
（
５７

回
）、
落
合
亮
一
先
生
（
５８
回
）、
田
渕
博
子
先
生
（
５９
回
）、
森

崎
浩
先
生
、
山
田
正
文
先
生
、
山
田
寛
幸
先
生
（
６２
回
）、
小
林

佳
郎
先
生
、
小
竹
良
文
先
生
、
佐
藤
公
泰
先
生
（
６４
回
）、
金
田

徹
先
生
（
６６
回
）、
松
本
み
ど
り
先
生
（
６７
回
）

　
先
生
方
に
気
持
ち
よ
く
手
術
を
し
て
も
ら
う
に
は
手
術
室
ナ
ー

ス
の
役
割
も
重
要
と
考
え
、
清
田
康
子
、
石
崎
広
宣
、
宇
山
結
実

の
三
人
の
有
能
な
人
材
を
集
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
藤
村
祥
一
先
生
に
は
川
崎
市
立
病
院
の
医
長
の
時
か
ら
来
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。「
開
業
医
で
や
る
手
術
は
絶
対
に
、
悪
く
な
る

手
術
を
し
て
は
い
け
な
い
。」「
手
術
は
、
治
る
人
を
手
術
を
す
る

か
ら
治
る
の
で
治
ら
な
い
人
を
手
術
し
て
は
い
け
な
い
。」
と
沢

山
の
よ
く
治
る
手
術
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
麻
酔
科
の
滝
野
先

生
と
の
硬
膜
外
麻
酔
で
の
手
術
も
息
の
あ
っ
た
仕
事
でL

ov
e

手

術
１８
分
な
ど
が
語
り
草
で
す
。

　
鈴
木
信
正
先
生
に
は
側
弯
症
を
３
８
０
例
も
手
術
し
て
頂
き
ま

し
た
が
、
清
田
ヤ
ス
コ
さ
ん
と
の
絶
妙
な
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

記
憶
に
残
り
ま
す
。
鈴
木
先
生
の
手
術
に
は
他
大
学
の
先
生
方
の

見
学
も
多
く
、
今
で
も
学
会
な
ど
で
御
挨
拶
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
先
生
方
の
思
い
出
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
外
科
の

守
谷
孝
夫
先
生
（
３９
回
）。「
痔ヘ

モ

の
手
術
で
は
日
本
で
５
本
の
指
に

入
る
名
医
で
す
。」
と
紹
介
し
た
と
こ
ろ
「
芦
田
君
そ
れ
は
違
う
。

僕
は
世
界
で
３
本
だ
よ
」
と
訂
正
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ウ
マ
チ
外
来



− 61 −

で
は
外
科
系
を
菅
野
卓
郎
先
生
（
２７
回
）
が
、
隣
り
で
内
科
系
を

入
交
昭
一
郎
先
生
（
３７
回
）
が
と
い
う
夢
の
よ
う
な
外
来
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
大
西
祥
平
先
生
（
５６
回
）

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
内
科
的
に
問
題
の
あ
る
患
者
さ
ん
の
術
前
、

術
後
の
管
理
を
的
確
に
御
指
導
頂
き
安
全
に
手
術
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
分
野
で
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
べ
き
逸
材
で
し
た
の
に
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
若
い
先
生
方
が
気
持
ち
よ
く
働
け
る
よ
う
に
、
助
手
料
を
チ
ャ

ン
ト
払
う
、
見
学
の
先
生
も
手
洗
い
を
し
て
下
さ
れ
ば
助
手
料
を

払
う
、
当
直
の
先
生
が
助
手
を
す
る
場
合
、
助
手
料
を
上
乗
せ
す

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
当
直
室
に
は
当
時
と
し
て
は
大
型
な
テ
レ

ビ
と
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
装
置
を
置
い
て
、
手
術
の
な
い
時
は
ゆ

っ
く
り
映
画
を
み
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
様
に
し
ま
し
た
。

　『
お
世
話
に
な
っ
た
医
局
の
先
生
方
』

菅
沼
淳
先
生
（
５５
回
）、
柳
本
繁
先
生
（
５９
回
）、
小
野
俊
明
先
生

（
６０
回
）、
高
山
昌
子
先
生
、
金
子
修
先
生
、
鎌
田
修
博
先
生
、
手

塚
正
樹
先
生
、
野
本
聡
先
生
（
６１
回
）
野
々
宮
広
章
先
生
、
平
石

英
一
先
生
、
吉
田
宏
先
生
（
６２
回
）
仲
尾
保
志
先
生
、
西
幸
美
先

生
（
６３
回
）、
池
上
博
泰
先
生
、
松
本
隆
志
先
生
（
６４
回
）、
須
田

康
文
先
生
（
６５
回
）、
中
村
雅
也
先
生
、
渡
辺
理
先
生
、
渡
辺
雅

彦
先
生
（
６６
回
）、
中
村
俊
康
先
生
、
豊
田
敬
先
生
（
６７
回
）、
佐

藤
和
毅
先
生
、
笹
崎
義
弘
先
生
（
６８
回
）、
芦
田
利
男
先
生
（
７５
回
）

　
そ
の
他
本
当
に
多
く
の
先
生
方
に
き
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
夜
の
手
術
を
中
心
に
、
多
い
時
は
年
間
８
５
０
件
の
手
術
を
し

ま
し
た
。
１８
年
間
で
１
万
例
以
上
手
術
を
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

夜
の
手
術
の
終
了
後
、
術
者
の
先
生
や
助
手
の
先
生
方
、
麻
酔
科

の
先
生
と
か
手
術
室
の
ス
タ
ッ
フ
、
事
務
長
な
ど
と
夜
食
に
出
か

け
る
の
が
恒
例
で
し
た
。
夜
遅
く
ま
で
飲
ん
で
食
べ
て
し
ゃ
べ
っ

て
、
活
発
な
情
報
交
換
会
と
な
り
、
充
実
し
た
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　『
よ
く
行
っ
た
夜
食
の
店
』

病
院
前
の
“

み
ら
の”
“

ニ
イ
ハ
オ”
“

居
酒
屋
い
の
っ
ぱ
ち”
、
蒲

田
の
“

満
平
ず
し”
、
池
上
の
“

あ
け
ぼ
の
ず
し”

�

廃
業
し
ま
し

た
。
上
池
台
“

ピ
ー
マ
ン
亭”
ピ
ザ
と
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、
千
鳥
町
“

マ

リ
オ”
鉄
板
焼
き
“

チ
キ
ー
タ”
焼
き
肉
“

叙
々
苑

”

�

廃
業
し
ま
し

た
。
久
が
原
“

自
然
坊

”
等
々
。

　
平
成
１３
年
１２
月
２９
日
、
大
槻
道
夫
院
長
が
２０
才
年
下
の
オ
ル
ガ

ン
教
師
と
再
婚
し
ま
し
た
。
そ
の
女
性
が
何
か
と
病
院
の
業
務
に

口
を
挟
む
よ
う
に
な
り
、
こ
の
叔
父
夫
婦
と
は
一
緒
に
働
け
な
い
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と
独
立
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
６２
才
で
の
急
な
開
業
で
、
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
患
者
さ
ん
の
こ
と
も
考
え
、
病
院
近
く
に

場
所
を
確
保
し
て
、
平
成
１７
年
１
月
芦
田
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
業
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。（
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
方
は
、
平

成
２１
年
に
は
法
人
化
す
る
こ
と
が
出
来
、
平
成
２３
年
４
月
よ
り
利

男
（
７５
回
）
も
手
伝
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
順
調
に
推
移
し

て
お
り
ま
す
。）

　
私
の
開
業
の
１
か
月
後
、
大
槻
外
科
病
院
を
閉
院
す
る
と
の
貼

り
紙
が
大
槻
道
夫
院
長
の
名
で
張
り
出
さ
れ
、
昭
和
８
年
祖
父
が

は
じ
め
て
７２
年
続
い
た
大
槻
外
科
病
院
は
そ
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
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私
は
50
回
の
卒
業
で
本
年
3
月
を
も
っ
て
国
立
箱
根
病
院
を
定

年
退
職
し
た
関
係
も
あ
っ
て
、
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室

を
振
り
返
っ
て
報
告
す
る
丁
度
良
い
機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
先
ず
最
初
に
今
ま
で
の
こ
と
を
述
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
入
局
し
た
の
は
昭
和
46
年
5
月
で
す
。
当
時
は
医
師
国
家

試
験
の
合
格
発
表
が
遅
か
っ
た
の
で
、
4
月
は
仮
入
局
で
し
た
が

今
と
違
い
（
う
る
さ
い
こ
と
を
言
わ
ず
に
）
普
通
に
医
師
の
や
る

こ
と
を
し
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
主
任
教
授
は
池
田

亀
夫
先
生
、
教
授
は
泉
田
重
雄
で
し
た
（
図
1
）。
1
年
前
ま
で

主
任
教
授
で
あ
っ
た
岩
原
寅
猪
先
生
も
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
時
は

必
ず
お
出
で
に
な
り
、
中
央
の
席
に
す
わ
っ
て
お
り
、
意
見
を
述

べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
入
局
し
た
の
は
10
人
で
し
た
が
皆
仲
は
た

い
へ
ん
良
く
、
同
時
に
居
た
の
は
こ
の
8
か
月
が
最
後
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
記
憶
に
つ
い
て
深
く
残
っ
て
い
る
こ

と
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
中
央
棟
の
1
階
の
き
わ
め
て
狭
い

と
こ
ろ
が
外
来
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
4
か
所
の
診
察
室

が
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
間
は
カ
ー
テ
ン
の
み
で
、
診
察
医
が
煙
草

を
吸
う
こ
と
も
あ
っ
て
外
来
は
か
な
り
混
雑
し
、
か
つ
空
気
の
悪

い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
当
時
は
ギ
プ
ス

固
定
の
患
者
さ
ん
が
非
常
に
多
く
そ
こ
で
数
多
く
の
人
に
巻
い
て

い
ま
し
た
（
図
2
）。
病
棟
は
そ
の
頃
か
ら
6
号
棟
3
階
で
当
時

で
も
か
な
り
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
的
で
し
た
が
今
も
そ
れ
が

続
い
て
い
る
の
も
慶
應
な
ら
で
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
云
え
ま

す
。
し
か
し
今
は
新
し
い
建
物
で
あ
る
か
ら
こ
そ
（
!
）
と
い
う

面
も
確
か
に
あ
り
ま
す
か
ら
新
棟
の
建
設
は
至
急
に
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
医
局
長
は
石
名
田
先
生
（
40
回
）
で
あ
り
、
日

常
の
諸
係
や
関
連
病
院
へ
の
出
張
な
ど
は
ま
と
め
て
言
い
渡
さ

れ
、
皆
で
相
談
し
て
決
め
、
そ
れ
を
あ
と
で
報
告
す
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。

　
そ
の
後
は
数
々
の
関
連
病
院
を
ほ
ぼ
1
年
間
ず
つ
回
っ
て
昭
和

53
年
4
月
に
再
び
大
学
医
局
に
戻
り
ま
し
た
。
国
立
小
児
病
院
に

居
た
せ
い
か
あ
る
い
は
泉
田
教
授
と
多
少
は
同
じ
こ
と
を
や
っ
て

い
た
関
係
か
ら
小
児
・
股
関
節
グ
ル
ー
プ
に
関
係
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
当
時
は
小
児
の
患
者
さ
ん
は
大
変
多
く
、
先
天
股
脱

を
は
じ
め
と
し
た
小
児
股
関
節
疾
患
の
症
例
数
の
多
い
こ
と
か
ら

大
き
な
勢
い
を
有
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
日
常
臨
床
面
は

も
と
よ
り
学
会
に
も
い
ろ
い
ろ
関
係
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
54
年
7
月
か
ら
57
年
6
月
ま
で
平
塚
市
民
病
院
に
出
ま
し
た

慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
を

わ
れ
な
が
ら
に
ふ
り
返
っ
て

 

坂
　
巻
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（
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が
、
こ
の
頃
が
人
生
で
一
番
多
方
面
に
わ
た
っ
て
思
っ
た
こ
と
が

出
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
昭
和
57
年
7
月
か
ら
母
校
に
戻
っ
て

か
ら
は
藤
沢
の
家
か
ら
の
距
離
が
遠
い
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。

慶
應
の
当
直
、
慶
應
の
近
く
の
ホ
テ
ル
、
た
ま
に
は
実
家
に
泊
ま

り
な
る
べ
く
毎
日
通
勤
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
大

学
で
の
臨
床
、
基
礎
実
験
を
一
緒
に
や
っ
た
り
、
学
会
の
準
備
（
今

の
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
が
な
か
っ
た
）、
医
局
の
雑
用
な
ど
若
い
か

ら
で
き
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
昭
和
61
年
3
月
末
に
は
泉
田

教
授
が
退
職
さ
れ
（
図
3
）、矢
部

　
裕
教
授
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

両
教
授
と
も
在
任
中
に
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
集
会
を
主
宰

し
、
矢
部
教
授
の
時
に
は
菅
野
卓
郎
先
生
の
お
や
り
に
な
っ
た
第

2
回
日
仏
整
形
外
科
合
同
会
議
も
一
緒
に
開
催
し
華
々
し
さ
も
増

し
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
新
棟
が
完
成
し
外
来
の
狭
隘
さ
が
一
段
落

し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
平
成
3
年
に
専
任
講
師
と
な
り
内
西
先

生
（
医
局
長
）
の
時
に
は
副
医
局
長
も
や
り
、
よ
り
一
層
忙
し
い

生
活
が
続
き
ま
し
た
。
日
常
の
こ
と
は
股
関
節
・
小
児
分
野
に
関

し
て
は
す
べ
て
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
慶
應
に
い
て
や
る
こ
と

は
す
べ
て
正
し
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
一
種
の
錯
覚
に
と
ら
わ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
今
に
な
っ
て
み
れ
ば
反
省
す
べ

き
点
で
す
。
自
然
科
学
と
い
う
も
の
は
常
に
本
当
に
こ
の
考
え
方

で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
、
治
療
法
は
本
当
に
こ
の
方
法
で
良
い
の

か
？
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

図１

図２ 図３
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ま
す
。

　
平
成
8
年
4
月
か
ら
国
立
小
児
病
院
整
形
外
科
医
長
と
し
て
赴

任
し
ま
し
た
。
徐
々
に
小
児
整
形
外
科
に
慣
れ
て
来
ま
し
た
が
、

股
関
節
以
外
の
こ
と
も
幅
広
く
勉
強
し
て
お
か
な
い
と
国
立
小
児

病
院
に
来
よ
う
と
す
る
患
者
さ
ん
に
は
十
分
な
説
明
が
で
き
な
い

の
で
す
。

　
平
成
10
年
か
ら
は
現
在
の
戸
山
芳
昭
教
授
に
な
っ
て
教
室
の
中

も
臨
床
・
研
究
の
両
面
で
ま
す
ま
す
伸
び
て
来
ま
し
た
。
平
成
12

年
11
月
に
は
パ
シ
ィ
フ
ィ
コ
横
浜
で
第
9
回
日
仏
整
形
外
科
学
会

（SO
F

JO

）
を
開
き
ま
し
た
（
図
4
）。
写
真
は
股
関
節
で
有
名
な

K
erb

ou
ll

教
授
の
特
別
講
演
の
様
子
で
す
。
他
に
一
般
演
題
、
留

学
生
の
帰
朝
報
告
か
ら
成
る
学
会
で
し
た
。
続
い
て
平
成
13
年
6

月
に
は
パ
シ
ィ
フ
ィ
コ
横
浜
に
て
第
40
回
日
本
小
児
股
関
節
研
究

会
を
開
催
し
ま
し
た
（
図
5
）。
国
立
小
児
病
院
整
形
外
科
お
よ

び
慶
大
整
形
外
科
の
皆
さ
ん
に
は
準
備
か
ら
当
日
の
こ
と
ま
で
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
特
別
講
演
は
杏
林
大
石
井
良
章
病
院

長
に
大
腿
骨
頭
す
べ
り
症
に
関
す
る
話
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
こ
の
前
後
か
ら
心
臓
が
悪
い
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

別
段
特
に
症
状
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
普
通
通
り
の
生

活
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
国
立
小
児
病
院
は
対
象
年
齢
・
規
模
と

も
拡
大
し
て
世
田
谷
区
成
城
に
移
り
、
国
立
成
育
医
療
（
研
究
）

セ
ン
タ
ー
と
し
て
平
成
14
年
3
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
こ
の
準
備
も
加
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
13
年
暮
か
ら

心
不
全
の
徴
候
が
見
ら
れ
て
き
て
、
丁
度
こ
の
引
っ
越
し
時
期
に

は
患
者
さ
ん
が
い
な
く
な
る
の
で
平
成
14
年
2
月
に
手
術
を
行
い

ま
し
た
。
し
か
し
悪
夢
が
起
き
ま
し
た
。
心
房
細
動
が
悪
さ
を
し

て
脳
梗
塞
を
起
こ
す
こ
と
は
知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
自

分
に
起
き
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
術
後
3
日
目
の
早
朝

に
発
生
し
て
そ
れ
か
ら
約
3
週
間
は
意
識
が
な
い
状
態
で
し
た
。

目
が
さ
め
た
と
き
は
右
片
麻
痺
と
言
葉
が
出
な
い
（
失
語
症
と
か

構
音
障
害
）
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
横
浜
市
立
脳

血
管
医
療
セ
ン
タ
ー
に
転
院
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
ま
し
た
。
記

憶
が
戻
っ
た
の
は
5
月
の
連
休
の
頃
か
ら
の
こ
と
で
す
。
結
局
、

約
1
年
間
休
職
し
て
平
成
15
年
4
月
か
ら
復
帰
を
し
ま
し
た
。
7

月
か
ら
国
立
箱
根
病
院
の
方
へ
移
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
は
す
で

に
56
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
数
多
く
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
（
特
に
慶
大
柳
本
講
師
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
）
平

成
20
年
12
月
11
、
12
日
に
第
19
回
日
本
小
児
整
形
外
科
学
会
を
ホ

テ
ル
ラ
フ
ォ
ー
レ
東
京
に
お
い
て
開
催
で
き
た
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
（
図
6
）。
約
3
年
前
か
ら
準
備
が

必
要
で
し
た
が
、
こ
の
開
催
に
は
同
門
の
斉
藤

　
進
先
生
、
盛
岡

市
立
病
院
の
本
田
院
長
、
福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院
の
藤
井
副
院
長

ら
の
強
い
推
薦
が
あ
っ
た
こ
と
を
書
き
添
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

慶
大
整
形
外
科
同
窓
会
、
慶
大
整
形
外
科
学
教
室
、
そ
し
て
股
関
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節
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
人
生
は
初
め
は
思
っ
た
こ
と
が
出
来
な
く
て
も
、
次
第
に
年
を

経
る
に
従
っ
て
実
を
結
ん
で
次
第
に
花
が
咲
い
て
く
る
よ
う
に
な

る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
と
こ
ろ
が
私
の
場
合

は
逆
の
よ
う
な
気
が
し
ま
し
て
、
そ
れ
を
逆
に
歩
む
と
い
う
の
は

本
当
に
辛
い
も
の
で
す
。
今
は
右
手
が
や
や
不
自
由
な
た
め
（
好

き
だ
っ
た
）
手
術
は
あ
ま
り
や
ら
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
一
呼
吸

を
お
い
て
み
る
と
手
術
で
思
っ
た
と
お
り
の
結
果
に
な
ら
な
い
時

に
そ
の
患
者
さ
ん
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
人
生
は
10
割
全
部
が
良
い
こ
と
ば
か
り
が
続
く
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
つ
い
て
い
な
い
と
思
う
と
き
に
は
「
今
は
良
く
な
い
け

れ
ど
、
必
ず
や
良
い
時
が
来
る
」
と
思
っ
て
そ
れ
に
向
か
っ
て
努

力
す
る
こ
と
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
今
人
生
の
第
二
の
場
所
に
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
の
方
々
に
厚

く
感
謝
の
気
持
ち
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

図４

図６

図５
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　「
慶
應
出
の
医
者
が
箱
根
に
来
る
わ
け
が
な
い
」。
私
が
箱
根
で

の
開
業
を
決
意
し
た
時
の
地
元
で
の
反
応
で
あ
っ
た
。
箱
根
は
観

光
都
市
と
し
て
有
名
で
、
年
間
２
０
０
０
万
人
以
上
の
観
光
客
と

５
０
０
万
人
の
宿
泊
者
が
お
り
、
夏
場
は
人
口
が
１０
万
人
に
な
る

国
際
観
光
都
市
で
あ
る
。
し
か
し
、
芦
ノ
湖
周
辺
に
は
医
療
機
関

が
一
軒
し
か
な
く
、
戦
前
は
県
立
の
診
療
所
で
あ
っ
た
。
戦
後
、

赴
任
し
て
い
た
女
医
さ
ん
が
引
き
続
き
一
人
で
診
療
に
携
わ
っ
て

い
た
。
健
康
上
の
理
由
か
ら
診
療
を
続
け
ら
れ
な
く
な
り
、
芦
ノ

湖
周
辺
が
無
医
地
区
な
り
そ
う
で
あ
っ
た
。
平
塚
市
民
病
院
で
麻

酔
の
お
手
伝
い
を
し
て
頂
い
た
佐
野
先
生
が
箱
根
の
二
の
平
で
開

業
し
て
お
ら
れ
、
俺
を
含
め
て
箱
根
の
面
倒
を
見
て
く
れ
と
の
強

い
誘
い
が
あ
っ
た
。

　
箱
根
町
役
場
の
説
明
で
は
交
通
事
故
や
け
が
人
も
多
く
、
整
形

外
科
医
が
き
て
く
れ
る
と
非
常
に
助
か
る
と
の
こ
と
で
、
平
成
３

年
６
月
に
い
し
ぐ
ろ
整
形
外
科
を
芦
ノ
湖
畔
に
開
設
し
た
。
女
医

さ
ん
（
当
時
の
元
箱
根
診
療
所
）
は
全
科
を
診
療
科
目
に
し
て
い

た
が
、
い
し
ぐ
ろ
整
形
外
科
と
い
う
看
板
に
替
え
さ
せ
て
頂
い
た
。

無
医
地
区
の
た
め
、
診
療
科
目
を
整
形
外
科
、
外
科
、
内
科
と
し
、

内
科
の
女
医
さ
ん
と
循
環
器
内
科
の
先
輩
に
も
応
援
し
て
も
ら
っ

た
。
観
光
客
の
多
い
土
曜
、
日
曜
、
祭
日
は
で
き
る
だ
け
診
療
す

る
よ
う
に
し
た
。

　
診
療
所
は
昭
和
３９
年
築
の
木
造
住
宅
で
あ
っ
た
た
め
、
う
ら
び

れ
た
印
象
を
持
た
れ
る
人
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
最
初
は
応
急

処
置
だ
け
と
い
う
人
も
い
た
が
、
待
合
室
で
三
色
旗
入
り
の
プ
レ

ー
ト
や
診
察
室
の
三
四
会
名
簿
を
見
る
と
安
心
す
る
よ
う
で
あ

る
。「
学
部
は
違
い
ま
す
が
、
私
も
慶
應
卒
で
す
」
と
親
し
み
を

感
じ
て
く
れ
る
人
も
い
た
。
箱
根
と
い
う
場
所
柄
、
一
流
企
業
の

会
長
や
社
長
、
芸
能
人
な
ど
沢
山
の
方
を
診
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、

慶
應
出
と
い
う
肩
書
き
が
安
心
感
を
与
え
て
い
た
よ
う
で
、
慶
應

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
力
を
実
感
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

　
開
業
当
初
か
ら
箱
根
の
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
関
連
の
宿
泊
施
設
や

ゴ
ル
フ
場
の
産
業
医
も
引
き
受
け
て
い
た
。
バ
ブ
ル
が
崩
壊
す
る

前
で
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
が
よ
く
開
催
さ
れ
て
い
た

の
で
、
世
界
中
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の
病
気
や
け
が
を
診
る
こ
と

に
な
っ
た
。
最
初
は
山
の
中
の
古
い
診
療
所
に
不
安
そ
う
で
あ
っ

た
が
、
治
療
を
終
え
る
と
、
適
切
な
処
置
に
感
激
し
日
本
の
医
療

は
素
晴
ら
し
い
と
の
お
礼
の
手
紙
を
頂
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
医
局

在
籍
中
は
外
傷
に
対
す
る
治
療
を
教
育
さ
れ
て
い
た
た
め
、
応
急

処
置
で
あ
っ
て
も
、
次
の
医
療
機
関
か
ら
適
切
な
治
療
を
し
て
頂

箱
根
で
の
診
療
あ
れ
こ
れ

い
し
ぐ
ろ
整
形
外
科

　
　
石
　
黒
　
　
隆
（
51
回
）
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け
た
と
感
謝
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
慶
應
で
の
教
育
の
賜
物

と
感
謝
し
て
い
る
。

　
テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
箱
根
駅
伝
は
全
国

的
な
正
月
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
た
。
関
東
陸
連
か
ら
の
要
望

も
あ
っ
た
が
、
芦
ノ
湖
周
辺
で
は
医
療
機
関
が
当
院
し
か
な
い
た

め
、
必
然
的
に
１
月
２
日
、
３
日
は
診
療
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

５
区
の
山
登
り
は
と
く
に
過
酷
で
、
具
合
を
悪
く
す
る
選
手
が
テ

レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
る
度
に
、
当
院
に
担
ぎ
込
ま
れ
る
姿
を
想
像

し
た
が
、
意
外
に
も
選
手
が
運
び
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
平
成
７
年
の
１
月
３
日
早
朝
、
警
察
官
２
名
が
「
先
生
に
診
て

頂
き
た
い
高
齢
の
男
性
が
お
ら
れ
る
」
と
の
こ
と
。
何
か
事
件
性

の
あ
る
こ
と
も
想
像
し
た
が
、
高
齢
の
男
性
は
総
理
大
臣
と
の
こ

と
。
現
職
総
理
の
往
診
は
初
め
て
で
、
迎
え
の
車
に
乗
り
込
む
と
、

「
石
黒
先
生
を
お
乗
せ
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
向
か
う
」
と
連
絡

を
と
り
診
療
所
を
後
に
し
た
。
途
中
の
信
号
が
全
て
青
に
な
っ
て

い
た
の
は
偶
然
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
物
々
し
い
警
備
の
中
、
旅

館
に
到
着
し
た
。
無
事
、
診
療
を
終
え
、
診
療
所
ま
で
送
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
正
月
の
た
め
道
路
規
制
さ
れ
て
い
た
が
、

一
方
通
行
に
さ
し
か
か
る
と
、「
石
黒
先
生
を
お
乗
せ
し
て
い
る

の
で
，
こ
れ
か
ら
逆
走
す
る
」
と
無
線
連
絡
し
、
一
方
通
行
を
逆

送
し
た
。
入
り
口
で
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ら
れ
て
い
る
沢
山
の
車
に

は
本
当
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
外
国
か
ら
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ

が
来
る
こ
と
も
多
く
、
待
機
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
も
箱
根
な
ら
で

は
の
こ
と
で
あ
る
。

　
芦
ノ
湖
は
標
高
７
０
０
ｍ
に
位
置
す
る
。
阪
神
大
震
災
の
後
で

あ
る
が
、
東
京
か
ら
自
転
車
で
来
ら
れ
た
人
が
具
合
が
悪
く
来
院

し
た
。
震
災
後
の
神
戸
に
職
を
求
め
て
向
か
う
途
中
と
の
こ
と
。

Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
た
ら
と
進
言
し
た
が
、
お
金
が
な
い
の
で
自
転
車

で
向
か
う
と
い
う
。
風
邪
薬
を
処
方
し
診
療
費
は
頂
か
な
か
っ
た

が
、
神
戸
ま
で
辿
り
つ
け
た
か
は
定
か
で
な
い
。

　
箱
根
に
徒
歩
で
山
を
登
っ
て
来
る
人
は
多
い
。
４
日
か
け
て
芦

ノ
湖
ま
で
辿
り
つ
い
た
８０
歳
の
男
性
が
膝
痛
で
来
院
し
た
。
８０
歳

の
誕
生
日
を
記
念
し
て
、
日
本
橋
か
ら
東
海
道
を
歩
け
る
所
ま
で

行
く
予
定
と
の
こ
と
。
診
察
で
も
、
膝
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
も

全
く
異
常
が
な
い
。
少
し
安
静
に
す
れ
ば
大
丈
夫
と
送
り
出
し
た

が
、
家
族
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
の
行
動
の
た
め
ど
こ
ま
で
辿
り

つ
け
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
徒
歩
で
の
東
海
道
走
破
は
私
に
は
絶

対
に
真
似
の
で
き
な
い
記
念
行
事
で
あ
る
。

　
旅
行
者
が
骨
折
で
来
院
し
た
時
、
徒
手
整
復
後
に
ギ
プ
ス
シ
ー

ネ
固
定
を
施
し
、
地
元
の
病
院
に
紹
介
す
る
と
、
保
存
的
治
療
で

全
く
問
題
の
な
い
症
例
で
も
手
術
的
に
治
療
し
た
と
の
返
事
が
返

っ
て
く
る
。
旅
行
者
の
た
め
、
当
院
で
ひ
き
つ
づ
き
治
療
で
き
な

い
悔
し
さ
も
味
わ
っ
た
。

　
あ
る
時
、
旅
行
者
が
橈
骨
遠
位
端
骨
折
で
来
院
し
た
。
徒
手
整
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復
を
し
ギ
プ
ス
シ
ー
ネ
を
あ
て
が
う
と
、
付
き
添
っ
て
い
る
若
い

女
性
が
「
こ
の
骨
折
は
手
術
を
し
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
ね
」
と

言
う
。
ど
う
し
て
か
と
尋
ね
る
と
、
袖
を
め
く
っ
て
手
術
跡
を
見

せ
な
が
ら
、「
私
は
手
術
を
受
け
て
し
ま
っ
た
」
と
悔
や
ん
で
い

る
様
子
で
あ
っ
た
。
学
会
で
は
手
術
的
治
療
全
盛
の
時
代
で
あ
る

が
、
不
要
な
手
術
を
受
け
た
く
な
い
の
は
患
者
さ
ん
の
心
情
で
あ

る
。

　
山
の
上
の
開
業
と
い
う
こ
と
で
時
間
的
な
ゆ
と
り
は
あ
っ
た
。

開
業
後
も
学
会
活
動
を
続
け
て
い
た
の
で
、
日
本
整
形
外
科
学
会

学
術
集
会
で
の
３
回
の
教
育
研
修
講
演
を
は
じ
め
多
く
の
学
会
で

講
演
を
す
る
機
会
を
頂
い
た
。
こ
う
い
う
活
動
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
箱
根
で
の
開
業
を
続
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

  

箱
根
と
い
え
ば
温
泉
で
あ
る
。
月
４
万
円
の
使
用
量
は
必
要
で

あ
っ
た
が
、
診
療
所
に
は
温
泉
が
つ
い
て
い
た
。
お
湯
の
温
度
が

高
過
ぎ
る
た
め
、
少
し
ず
つ
時
間
を
か
け
て
お
湯
を
た
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
診
療
後
に
温
泉
に
浸
っ
て
い
る
と
な
ん

と
も
贅
沢
な
気
分
で
、
の
ん
び
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
、
や
っ
か
い
だ
っ
た
の
は
風
呂
場
の
蛇
口
が
温

泉
で
傷
み
、
定
期
的
に
蛇
口
が
根
本
か
ら
折
れ
て
し
ま
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
留
守
に
事
態
が
起
き
る
と
、
発
見
す
る
ま
で
の
間
、
家

中
に
温
泉
の
蒸
気
が
充
満
し
家
具
や
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
を
痛
め
て

し
ま
う
こ
と
に
は
本
当
に
閉
口
し
た
。

　
平
成
２１
年
、
隣
の
公
民
館
の
建
て
替
え
工
事
に
際
し
、
箱
根
町

は
診
療
の
支
障
の
な
い
よ
う
に
工
事
を
す
る
と
の
約
束
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
工
務
店
に
対
し
診
療
日
に
も
通
常
の
解
体
工
事
を

指
示
し
て
い
た
。
診
療
の
で
き
な
い
日
々
が
続
い
た
の
で
、
現
場

責
任
者
を
咎
め
る
つ
も
り
は
な
い
の
か
町
長
に
質
す
と
、
咎
め
る

つ
も
り
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
機
に
箱
根
を
降
り

る
こ
と
に
し
た
。

　
医
局
在
籍
１９
年
、
箱
根
で
の
診
療
１９
年
、
平
成
２２
年
か
ら
小
田

原
に
診
療
所
を
移
転
し
た
が
、
箱
根
の
無
医
地
区
で
の
診
療
は
良

く
や
っ
た
と
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。
現
在
、
箱
根
に
は
整
形

外
科
が
な
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
が
引
き
続
き
小
田
原

ま
で
診
察
に
来
ら
れ
て
い
る
。
い
い
時
に
先
生
は
小
田
原
に
降
り

ら
れ
た
と
喜
ん
で
く
れ
る
人
さ
え
い
る
。

　
小
田
原
に
診
療
所
を
移
転
し
て
か
ら
も
、
時
々
箱
根
を
訪
れ
て

い
る
。
箱
根
で
の
１９
年
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
感
じ
て

い
る
が
、
箱
根
は
遊
び
に
行
く
所
と
の
実
感
を
強
く
し
て
い
る
。
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私
が
教
室
幹
事
（
医
局
長
）
を
し
て
い
た
の
は
、
戸
山
先
生
が
教

授
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
半
年
後
の
１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）
4
月

に
髙
山
真
一
郎
先
生
か
ら
引
き
継
ぎ
を
受
け
て
か
ら
、
２
０
０
４
年

（
平
成
16
年
）
4
月
に
池
上
博
泰
先
生
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
5
年

間
で
す
。
こ
の
度
２
０
１
２
年
「
ふ
る
さ
と
」
―
教
室
開
講
90
周

年
記
念
号
―
に
「
歴
代
の
医
局
長
と
し
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

寄
稿
す
る
よ
う
に
依
頼
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
手
元
に
あ
る
「
ふ

る
さ
と
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
読
み
返
し
な
が
ら
懐
か
し
い
時

代
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
医
局
長
時
代
を
今
か
ら
振
り
返
れ
ば
、
研
修
医
制
度
が
必

修
化
さ
れ
る
前
の
最
後
の
医
局
長
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

の
研
修
医
、
専
修
医
の
方
々
は
、
当
時
は
医
学
部
卒
業
後
す
ぐ
に

自
分
の
進
み
た
い
科
に
入
局
し
、
そ
の
科
ご
と
に
卒
後
研
修
を
行

っ
た
と
い
っ
て
も
ピ
ン
と
来
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
当
時
の
大

学
の
医
局
は
、
ご
く
ま
れ
な
例
外
を
除
い
て
、
新
卒
の
医
師
を
ほ

ぼ
全
員
受
け
入
れ
る
受
け
皿
で
し
た
。
毎
年
教
室
に
入
っ
て
く
る

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
が
関
連
病
院
を
廻
っ
て
知
識
と
技
術
と
を
身
に

つ
け
、
一
人
前
の
整
形
外
科
医
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
の
が
医
局
人
事
の
大
き
な
目
的
で
あ
り
、
将

来
の
慶
應
の
整
形
外
科
学
教
室
が
発
展
し
て
い
る
か
衰
退
し
て
い

る
か
に
関
わ
る
重
大
事
で
あ
る
と
認
識
し
て
、
日
々
身
の
細
る
思

い
で
関
連
病
院
の
人
事
案
を
練
っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
人
事
は
き
れ
い
事
だ
け
で
は
済
ま
な
い
面
が
あ
り
、

予
定
し
て
い
た
人
事
案
が
そ
の
ま
ま
実
行
で
き
る
こ
と
の
方
が
稀

で
あ
る
と
言
っ
て
も
良
い
く
ら
い
、
次
か
ら
次
へ
と
色
々
予
測
不

能
な
事
態
が
起
き
て
、
そ
の
度
に
変
更
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。「
公

平
な
人
事
」
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
こ
と
も
す
ぐ
に
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ら
い
異
動
と
思
っ
て
も
予
想
に
反
し
て
そ
の

人
が
喜
ん
で
く
れ
た
り
、
そ
の
反
対
に
こ
れ
ぞ
今
回
の
人
事
の
目

玉
と
思
っ
て
練
っ
た
人
事
が
本
人
に
も
受
け
入
れ
る
側
に
も
不
評

だ
っ
た
り
と
い
う
不
思
議
な
経
験
を
少
な
か
ら
ず
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
人
事
の
空
白
を
作
ら
ず
に
３
０
０
名
弱
も
い
る
教
室
員
の

人
事
を
ス
ム
ー
ス
に
行
う
こ
と
は
、
今
思
い
出
し
て
も
大
変
な
事

だ
っ
た
と
思
う
次
第
で
す
。

　
そ
の
後
池
上
医
局
長
の
時
代
に
研
修
医
制
度
が
必
修
化
さ
れ
、

結
果
的
に
2
年
間
入
局
者
が
0
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
大
事
件
の

陰
に
隠
れ
て
看
過
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
の
制
度
変
更
の
持
つ
本

質
的
な
問
題
点
は
医
師
と
し
て
は
初
心
者
で
あ
る
新
卒
者
が
自
ら

自
分
の
研
修
先
を
選
ぶ
と
い
う
制
度
に
変
わ
っ
た
事
で
す
。
そ
の

歴
代
の
医
局
長
と
し
て

大
　
谷
　
俊
　
郎
（
59
回
）
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評
価
は
将
来
に
譲
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
結
果
的
に
多
少
の

不
公
平
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
病
院
の
実
情
や
部
長
先
生
の
リ
ク

エ
ス
ト
に
沿
う
形
で
医
局
長
が
人
を
振
り
分
け
、
か
つ
、
必
然
的

に
生
じ
る
不
公
平
を
4
年
間
の
ロ
ー
テ
ー
ト
期
間
の
中
で
最
小
化

す
る
と
い
う
か
つ
て
の
制
度
は
、
医
局
長
の
個
人
的
な
負
担
が
過

大
に
な
る
欠
点
に
目
を
つ
ぶ
れ
ば
、
教
室
員
に
と
っ
て
は
良
い
制

度
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
意
志
で
は
絶
対
に
来

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
出
張
病
院
に
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
赴
任
し

て
、
楽
し
く
貴
重
な
経
験
を
積
ん
だ
事
が
そ
の
後
の
進
路
を
左
右

し
た
と
い
う
経
験
は
皆
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
２
０
０
２
年
の
「
ふ
る
さ
と
」
―
教
室
開
講
80
周
年
記
念
号
―

に
竹
田
毅
先
生
が
「
医
局
長
が
見
た
教
室
の
歴
史
」
と
い
う
文
章

を
寄
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。
教
室
の
歴
史
を
顧
み
る
上
で
非
常
に
貴

重
な
資
料
で
、
皆
様
に
も
是
非
ご
一
読
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

そ
の
当
時
私
は
ま
さ
に
医
局
長
3
年
目
で
、
人
事
を
中
心
に
様
々

な
予
測
不
能
の
事
態
に
対
応
し
て
い
た
頃
で
す
。
忘
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
苦
労
し
た
こ
と
ほ
ど
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、

と
て
も
文
字
に
し
て
残
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
残
念

な
が
ら
私
の
記
憶
が
薄
れ
る
の
と
共
に
、
砂
に
書
い
た
文
字
が
風

に
か
き
消
さ
れ
る
よ
う
に
消
え
て
ゆ
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
医
局
長
時
代
の
中
頃
に
当
た
る
２
０
０
２
年
11
月
16
日
に

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
、
教
室
開
講
80
周
年
記
念
祝
賀
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
詳
細
は
２
０
０
４
年
「
ふ
る
さ
と
」
―
整

形
外
科
の
新
し
い
時
代
―
の
62

�

72
ペ
ー
ジ
に
「
教
室
開
講
80
周

年
記
念
祝
賀
会
を
終
え
て
」
と
い
う
文
章
に
な
っ
て
載
っ
て
い
ま

す
。
記
念
公
開
セ
ミ
ナ
ー
に
は
３
１
３
名
の
参
加
が
あ
り
、
そ
の

後
の
祝
賀
会
に
は
59
名
の
同
窓
会
員
と
約
80
名
の
関
連
業
者
の

方
々
の
参
加
を
合
わ
せ
て
４
５
０
名
を
超
え
る
人
数
が
集
ま
り
ま

し
た
。
教
室
員
は
考
え
得
る
最
高
の
準
備
と
当
日
の
対
応
を
し
て

く
れ
た
こ
と
を
良
く
覚
え
て
い
ま
す
が
、
立
食
形
式
で
４
５
０
名

を
超
え
る
人
数
が
集
ま
る
パ
ー
テ
ィ
ー
を
素
人
司
会
者
の
私
1
人

で
切
り
盛
り
す
る
と
い
う
企
画
は
能
力
を
超
え
て
お
り
、
結
果
と

し
て
、
ス
ピ
ー
チ
を
お
願
い
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
場
が
騒
が

し
い
ま
ま
で
、
話
す
方
と
、
そ
れ
を
聞
き
た
い
方
と
の
両
方
に
不

愉
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

の
反
省
は
10
年
の
時
を
超
え
て
今
回
の
90
周
年
記
念
講
演
会
な
ら

び
に
祝
賀
会
で
は
見
事
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
会
が
盛
大
に
、

か
つ
整
然
と
行
わ
れ
る
中
で
、
親
し
い
仲
間
と
の
再
会
で
盛
り
上

が
る
話
も
着
席
の
テ
ー
ブ
ル
を
中
心
に
そ
の
周
囲
で
秩
序
を
保
ち

な
が
ら
行
わ
れ
る
の
を
見
て
、
運
営
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
本
稿
の
内
容
と
は
無
関
係
で
す
が
、
医
局
長
時
代
の

フ
ァ
イ
ル
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
整
理
し
て
い
た
ら
偶
然
見
つ
け
た
昔

の
写
真
を
3
枚
添
付
し
ま
す
。
こ
ん
な
時
代
も
有
っ
た
と
い
う
記
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録
と
し
て
残
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

図１・２　医局旅行
同じ服装で写っている人が多い事と
写真の日付等から、大谷がフレッ
シュマン時代の医局旅行のスナップ
と思われます。「昭和 56 年 1 月 18
日伊豆富士見ランド」「韮山いちご
狩り」等の文字が確認できます。

図３　１号棟の病室でのスナップ
囲碁の趙治勲棋聖（当時）が、今は閉鎖された 1 号棟の
病室で岩上先生と碁を打っているのを竹田毅先生が興味
深そうに見守る珍しい写真です。交通事故で開放性骨折
を受傷した趙棋聖が、他院で受けた手術後に局所の腫脹
と発熱を生じ、慶應に入院しながら挑戦者の小林光一名
人（当時）と第 10 期棋聖戦七番勝負を戦うことになり
ました。当時主治医だった私は点滴をするために松江や
平泉に付き添いました。読売新聞社の自家用ジェットで
飛んだり、解説の武宮さんと出雲のそばを食べに行った
り、朝風呂で小林名人と一緒になったりと、色々な思い
出があります。囲碁が皆目分からないことを良い事に、
同世代の趙棋聖を「治勲ちゃん」と呼んで仲良くさせて
もらっており（囲碁仲間は皆さんそう呼んでいました）、
軽い気持ちで「教室の先輩と碁を打ってくれませんか」
みたいな事を頼んだところ「いいですよ」と応じてくれ
たものと思われます。（参考：日本棋院発行「囲碁クラブ」
1986 年 4 月号特集グラビア）
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　「
ふ
る
さ
と
」
が
創
刊
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
53
年
の
月
日
が

流
れ
ま
し
た
。

　
私
が
教
室
幹
事
（
医
局
長
）
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
期
は
、

戸
山
先
生
が
教
授
に
就
任
さ
れ
て
5
年
半
後
の
２
０
０
４
年
（
平

成
16
年
）
4
月
に
大
谷
俊
郎
先
生
か
ら
引
き
継
ぎ
を
受
け
て
か
ら
、

２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）
4
月
に
須
田
康
文
先
生
に
引
き
継
ぐ

ま
で
の
3
年
間
で
す
。
こ
の
度
２
０
１
２
年
「
ふ
る
さ
と
」
―
教

室
開
講
90
周
年
記
念
号
―
に
「
歴
代
の
医
局
長
と
し
て
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
寄
稿
す
る
よ
う
に
依
頼
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
改
め

て
２
０
０
６
年
の
「
ふ
る
さ
と
」
に
書
い
た
“

教
室
幹
事
就
任
に

あ
た
っ
て”
と
２
０
０
８
年
の
「
ふ
る
さ
と
」
に
書
い
た
“

教
室

幹
事
を
終
え
て”
の
原
稿
を
読
み
返
し
ま
し
た
。
8
年
前
慶
應
義

塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
の
教
室
幹
事
（
以
下
医
局
長
）
を
拝
命

し
た
際
の
“

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー”
と
5
年

前
に
須
田
先
生
が
医
局
長
に
な
っ
て
肩
の
荷
が
お
り
た
感
じ
（
実

際
に
“

も
う
医
局
長
で
は
な
い
ん
だ”
と
実
感
し
た
の
は
須
田
先

生
に
替
わ
っ
て
半
年
過
ぎ
た
頃
で
し
た
が
）
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い

起
こ
し
ま
し
た
。

　
今
思
い
起
こ
し
て
も
、
医
局
長
で
あ
っ
た
２
０
０
４
年
4
月
か

ら
２
０
０
７
年
3
月
31
日
ま
で
の
3
年
間
は
、
私
の
半
世
紀
を
超

え
る
人
生
の
中
で
最
も
た
い
へ
ん
な
3
年
間
で
し
た
。

　
私
の
医
局
長
就
任
と
同
時
に
２
０
０
４
年
4
月
か
ら
必
修
化
さ

れ
た
医
師
臨
床
研
修
制
度
（
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
テ
ー
ト
）
の
せ
い
で
、

２
年
間
入
局
者
が
0
と
な
り
ま
し
た
が
、
想
像
し
て
い
た
以
上
に

た
い
へ
ん
な
事
態
で
し
た
。
ま
た
、
厚
労
省
の
医
局
制
度
そ
の
も

の
を
壊
し
た
い
と
い
う
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
医
局
長
と
い
う
仕

事
を
し
て
い
る
こ
と
へ
の
疑
問
も
小
さ
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
い
わ
ば
危
機
と
も
い
え
る
こ
の
事
態
を
乗
り
切
る
た
め
に
、

関
連
病
院
の
責
任
医
長
さ
ん
達
へ
の
減
員
の
話
や
、
関
連
病
院
を

引
き
上
げ
る
と
い
っ
た
厳
し
い
話
は
す
る
だ
け
の
み
な
ら
ず
実
際

に
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
私
自
身
た
い
へ
ん
つ
ら
い
思
い
を

し
ま
し
た
。
し
か
し
関
連
病
院
の
皆
様
に
は
も
っ
と
つ
ら
い
思
い

を
強
い
て
き
た
こ
と
は
重
々
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
２
年
間

整
形
外
科
学
教
室
に
は
入
局
者
が
い
な
い
と
い
う
事
態
は
、
お
そ

ら
く
教
室
始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
で
、
こ
の
時
の
影
響
に
よ
っ
て

須
田
医
局
長
と
な
っ
た
後
も
い
ろ
い
ろ
な
面
で
苦
労
を
強
い
た
の

で
は
思
い
ま
す
。

　

　
医
局
長
の
仕
事
の
中
で
、
最
も
重
要
な
も
の
は
や
は
り
な
ん
と

言
っ
て
も
、
人
事
に
つ
き
る
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
う
ど
企
業
の
将
来

歴
代
の
医
局
長
と
し
て

 

　
　
池
　
上
　
博
　
泰
（
64
回
）
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が
「
人
」
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
、
教
室
の
将
来
も
人
事
管
理

に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

こ
の
人
事
に
は
、
関
連
病
院
も
含
め
た
全
体
像
を
視
野
に
入
れ
た

も
の
で
な
く
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
を
見
渡
せ
ば
、
優
秀
な
人
材
が
そ
こ

こ
こ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
我
々
の
宝
と
も
い
う
べ
き
次

世
代
を
に
な
う
若
い
医
師
た
ち
の
力
を
最
大
に
伸
ば
す
こ
と
、
そ

れ
が
究
極
の
人
事
で
し
ょ
う
。
人
事
管
理
の
不
手
際
ゆ
え
に
こ
う

し
た
優
秀
な
才
能
の
芽
を
つ
ぶ
し
た
り
、
や
る
気
を
失
わ
せ
た
り

す
る
よ
う
な
事
は
な
ん
と
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
人
事
を
行
う
た
め
に
は
、
各
人
の
事
細
か
な
情
報
、

関
連
病
院
の
デ
ー
タ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
職
歴
、
受

験
を
控
え
た
お
子
さ
ん
が
い
る
の
か
、
奥
さ
ま
の
ご
実
家
は
ど
こ

か
、
親
の
介
護
の
必
要
ま
で
カ
バ
ー
す
る
細
か
い
家
族
構
成
の
把

握
、
本
人
の
希
望
、
ま
た
各
関
連
病
院
の
状
況
（
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
の
両
方
）、
メ
ン
バ
ー
構
成
な
ど
の
デ
ー
タ
が
揃
っ
て
い
る
ほ

ど
、
人
事
の
満
足
度
が
増
し
（
あ
る
い
は
不
満
足
度
が
減
り
？
）

ま
す
。
反
面
、
情
報
が
細
や
か
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
医
局
長
の

悩
み
は
深
く
な
り
胃
は
痛
く
な
り
眉
間
に
は
し
わ
が
く
っ
き
り
と

刻
ま
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
人
事
の
基
と
な
る
こ
う
し
た
情
報
が
一

覧
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
医
局

長
は
あ
っ
ち
の
紙
を
ひ
っ
ぱ
り
出
し
、
こ
っ
ち
の
紙
に
走
り
書
き

を
し
‥
‥
‥
。

　
私
は
こ
の
際
思
い
切
っ
て
、
誰
が
医
局
長
に
な
っ
て
も
同
じ
よ

う
に
情
報
が
一
覧
で
き
る
よ
う
医
局
員
の
情
報
デ
ジ
タ
ル
化
を
実

現
し
よ
う
と
い
う
固
い
決
意
の
も
と
に
、
最
初
の
１
年
間
を
費
や

し
て
こ
れ
を
実
行
い
た
し
ま
し
た
。
医
局
秘
書
さ
ん
達
の
大
い
な

る
助
力
な
く
し
て
は
実
現
で
き
な
い
大
仕
事
で
し
た
。
秘
書
さ
ん

達
に
こ
の
場
で
改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
秘
書
さ
ん
の
話
が
出
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
労
務
管
理
に
も
触
れ

な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
私
が
医
局
長
に
就
任
し
た
頃
、
秘

書
の
雇
用
形
態
は
福
利
厚
生
も
保
障
さ
れ
て
お
ら
ず
旧
態
然
と
し

て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
働
く
秘
書
さ
ん
も
ま
た
、
在
８

年
、
9
年
、
10
年
の
強
者
？
が
生
き
残
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
（
す
で
に
、
医
局
員
の
奥
様
と
し
て
是
非
に
と
乞
わ
れ
職
を
去

ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
）。
彼
女
達
に
は
、
私
が
医

局
長
に
な
っ
た
ば
か
り
の
際
に
は
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
（
な
ん
と
言
っ
て
も
彼
女
た
ち
は
、
大
谷
先
生
が
医
局
長
に

な
る
前
か
ら
、
医
局
の
仕
事
を
仕
切
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
）。

当
時
の
医
局
秘
書
さ
ん
は
教
授
秘
書
を
含
め
て
3
人
（
他
に
同
窓

会
秘
書
1
人
）
で
し
た
の
で
、
現
在
の
秘
書
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い

る
医
局
と
は
相
当
異
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
当
時
は
人
数
が
少
な

い
分
、
一
人
一
人
の
秘
書
さ
ん
の
個
性
や
性
格
が
医
局
の
雰
囲
気
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に
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
言
え
ま
す
。
優
秀
で
ベ
テ
ラ
ン
で
あ

っ
た
秘
書
さ
ん
達
で
し
た
が
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
自
体
が
、

臨
時
職
員
の
雇
用
に
つ
い
て
種
々
の
規
制
（
健
康
保
険
の
支
給
や

社
会
保
険
・
失
業
保
険
の
加
入
の
必
須
化
な
ど
）
を
始
め
る
こ
と

に
な
っ
た
２
０
０
５
年
に
、
大
学
の
要
請
も
あ
っ
て
私
は
勇
気
を

出
し
て
大
な
た
を
ふ
る
い
ま
し
た
‥
‥
‥
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
し

た
が
、
最
後
は
円
満
解
決
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
の
経
験
か
ら
、

“
人
を
採
用
す
る
よ
り
、
辞
め
て
い
た
だ
く
こ
と
は
本
当
に
た
い

へ
ん
で
あ
る
こ
と”
“

人
を
動
か
す
の
に
誠
意
と
お
金
の
両
方
が

大
切
で
あ
る
こ
と”
な
ど
を
教
訓
と
し
て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
秘
書
さ
ん
達
の
人
事
に
際
し
て
は
、
私
が
医
局
長

に
就
任
し
た
際
に
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
高
橋
君
（
現
戸
山
教

授
秘
書
）
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
紙
面
を

借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
人
が
ら
み
の
話
で
は
、
こ
の
ほ
か
教
室
員
に
ま
つ
わ
る
恋
愛
沙

汰
、
金
銭
沙
汰
、
あ
ん
な
こ
と
や
こ
ん
な
こ
と
、
今
思
い
返
し
て

も
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
今
は
ま
だ
生
木
の

ま
ま
、
さ
ら
に
何
年
も
か
け
て
熟
成
の
相
を
成
す
日
ま
で
と
て
も

恐
ろ
し
く
て
お
話
で
き
ま
せ
ん
、
今
回
は
私
の
胸
に
深
く
し
ま
っ

て
お
く
こ
と
と
い
た
し
ま
す
（
4
年
前
も
同
じ
こ
と
を
書
き
ま
し

た
が
、
次
々
回
号
く
ら
い
に
は
お
話
し
で
き
る
の
で
は
と
‥
‥
）。

　
こ
う
し
て
今
、
医
局
長
の
職
を
離
任
し
て
ふ
り
返
る
と
、
非
常

に
厳
し
い
激
務
で
あ
っ
た
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。
私
が
こ
の
任

務
を
ど
う
に
か
こ
う
に
か
全
う
で
き
ま
し
た
の
は
、
多
く
の
先
輩
、

同
輩
、
後
輩
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
歴
代
の

医
局
長
の
先
生
達
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ば
か
り
は
実
際
に
こ
の
仕
事
を
経
験
し
た
者
で
な
く
て
は
で
き
な

い
こ
と
だ
と
や
っ
て
み
て
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
た
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
先
生
は
よ
く
わ
か
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
大
き
な
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
教
室
の
医
局
長
を
全

う
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
の
人
生
経
験
の
中
で
間
違
い
な
く

貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
実
際
に
現
在
の
私
が
あ
る
の

も
、
こ
の
医
局
長
を
経
験
し
た
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
3
年
間
を
な
ん
と
か
体
も
壊
さ

ず
心
も
欝
に
な
ら
ず
に
過
ご
せ
た
の
は
、
実
際
の
医
局
長
以
上
に

医
局
長
の
仕
事
を
理
解
し
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
適
切
な
助
言
と
助

力
を
く
だ
さ
っ
た
戸
山
教
授
、
5
年
間
も
医
局
長
を
務
め
ら
れ
た

前
医
局
長
で
あ
っ
た
大
谷
俊
郎
先
生
の
お
か
げ
と
心
よ
り
感
謝
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
や
同
窓
・
関
連

病
院
の
先
生
、
特
に
い
ろ
い
ろ
と
迷
惑
を
か
け
た
上
肢
班
の
班
員

に
も
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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前
田
友
助
初
代
教
授
が
整
形
接
骨
科
の
主
任
と
な
ら
れ
た
大
正

11
年
（
１
９
２
２
年
）
の
教
室
開
講
以
来
、
丁
度
90
年
と
な
る
本

年
6
月
16
日
（
土
）
に
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教

室
開
講
90
周
年
記
念
講
演
会
・
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
を
会
場
と
し
、
記
念
講
演
会
は
午
後
4
時

よ
り
曙
の
間
で
、
記
念
祝
賀
会
は
午
後
6
時
30
分
よ
り
平
安
の
間

で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
会
に
は
、
教
室
開
講
90
周
年
記
念
事

業
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
同
窓
会
員
の
皆
様
を
ご
招
待
し
、
他
に

ご
希
望
さ
れ
る
同
窓
会
員
の
方
に
は
有
料
で
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
他
、
慶
應
義
塾

　
清
家
篤
塾
長
、
清
水
雅
彦
常
任
理

事
、
笠
原
忠
常
任
理
事
、
日
本
整
形
外
科
学
会

　
岩
本
幸
英
理
事

長
、
山
本
博
司
元
理
事
長
、
中
村
耕
三
前
理
事
長
、
比
企
能
樹

三
四
会
長
、
武
田
純
三
慶
應
義
塾
大
学
病
院
長
（
53
回
）
を
は
じ

め
多
く
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
ま
た
日
ご
ろ
の
感
謝
を

こ
め
、
慶
應
病
院
整
形
外
科
病
棟
、
中
央
手
術
部
、
整
形
外
科
外

来
の
師
長
（
ま
た
は
主
任
）、
寄
付
講
座
を
開
設
い
た
だ
い
て
い

る
企
業
5
社
な
ら
び
に
共
同
研
究
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
企
業

2
社
の
代
表
の
方
々
に
も
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
席
者
は
総

勢
４
１
２
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
会
で
は
、
戸
山
芳
昭
教
授
（
54
回
）
の
ご
挨
拶
の
あ

と
、
日
本
を
代
表
す
る
著
明
な
四
人
の
先
生
方
に
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演
１
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
生
理
学
教
室
教

授
　
岡
野
栄
之
先
生
（
62
回
）
に
「
脊
髄
損
傷
の
革
新
的
な
再
生

医
療
の
開
発
を
目
指
し
た
基
礎
・
臨
床
一
体
型
研
究
」
に
つ
い
て
、

講
演
2
で
は
、
埼
玉
医
科
大
学
ゲ
ノ
ム
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員

教
授
須
田
立
雄
先
生
に
「
こ
れ
か
ら
の
薬
と
し
て
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
」

に
つ
い
て
、
講
演
3
で
は
、
公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科
大
学

理
事
長
兼
学
長

　
菊
地
臣
一
先
生
に
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
得
た

組
織
の
危
機
管
理

�

原
発
事
故
へ
の
対
応
を
通
し
て
」
に
つ
い
て
、

講
演
4
で
は
、
慶
應
義
塾
長

　
清
家
篤
先
生
に
「
生
涯
現
役
社
会

の
条
件
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
間
の
都
合
上

30
分
と
短
い
講
演
時
間
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

の
ご
講
演
も
た
い
へ
ん
中
身
の
濃
い
内
容
で
、
お
聞
き
に
な
ら
れ

た
皆
さ
ん
に
は
と
て
も
充
実
し
た
2
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
い
へ
ん
お
忙
し
い
中
、

講
師
を
担
当
い
た
だ
い
た
岡
野
先
生
、
須
田
先
生
、
菊
地
先
生
、

清
家
先
生
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
座
長
の
労
を

賜
っ
た
、
東
海
大
学
整
形
外
科
教
授

　
持
田
讓
治
先
生
（
54
回
）、

教
室
開
講
90
周
年
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会

須
　
田
　
康
　
文
（
65
回
）
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防
衛
医
科
大
学
校
整
形
外
科
教
授

　
根
本
孝
一
先
生
（
55
回
）、

杏
林
大
学
整
形
外
科
教
授

　
市
村
正
一
先
生
（
59
回
）
に
深
謝
い

た
し
ま
す
。

　
講
演
会
終
了
後
、
皆
さ
ん
に
は
曙
の
間
に
移
動
い
た
だ
き
、
定

刻
の
午
後
6
時
30
分
よ
り
記
念
祝
賀
会
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
司
会
（
須
田
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）
よ
り

開
会
が
宣
言
さ
れ
た
あ
と
、皆
さ
ん
に
ま
ず
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
清

水
有
紀
様
）
と
ピ
ア
ノ
（
藤
井
一
興
様
）
の
演
奏
を
堪
能
い
た
だ

き
ま
し
た
。
次
い
で
、
教
室
開
講
90
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長

の
大
谷
清
先
生
（
37
回
）
よ
り
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
な
ら
び

に
整
形
外
科
学
教
室
の
沿
革
を
中
心
に
ご
挨
拶
い
た
だ
い
た
の

ち
、
戸
山
教
授
よ
り
、
教
室
の
過
去
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
の

思
い
を
込
め
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
ご
来
賓
の
中
か
ら
、

慶
應
義
塾
長

　
清
家
篤
先
生
、
公
益
社
団
法
人
日
本
整
形
外
科
学

会
理
事
長

　
岩
本
幸
英
先
生
に
暖
か
い
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
で
教
室
前
教
授
の
矢
部

裕
先
生
（
36
回
）
よ
り
、
お
言
葉
と
乾
杯
の
ご
発
声
を
頂
戴
し
た

の
ち
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。
都
内
屈
指
の
大
宴
会
場
で
し
た
が
、

46
テ
ー
ブ
ル
、
４
０
０
名
以
上
の
出
席
者
で
会
場
の
ほ
ぼ
す
べ
て

が
埋
め
尽
く
さ
れ
、
司
会
席
よ
り
眺
め
て
お
り
ま
す
と
そ
れ
は
壮

大
な
光
景
で
し
た
。
ご
出
席
い
た
だ
い
た
同
窓
会
員
の
皆
様
が
昔

話
に
花
を
咲
か
さ
れ
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

強
く
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
メ
イ
ン
料
理
が
運
ば
れ
た
後
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
教
室
の
あ
ゆ
み
」
を
上
映
し
た
の
ち
、
当
教
室
の
同
窓

で
現
在
ご
所
属
の
大
学
で
教
室
運
営
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
持
田
讓

治
東
海
大
学
教
授
、
根
本
孝
一
防
衛
医
科
大
学
校
教
授
、
山
田
治

基
藤
田
保
健
衛
生
大
学
教
授
（
58
回
）、市
村
正
一
杏
林
大
学
教
授
、

桃
原
茂
樹
東
京
女
子
医
科
大
学
膠
原
病
リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー

教
授
（
63
回
）
か
ら
、
慶
應
時
代
の
思
い
出
と
、
教
室
の
現
況
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
都
合
上
、
短
い
お
時
間
で
ま
と

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
最
後
に
は
、
堀
内
行
雄
同
窓
会
長
（
52
回
）
よ
り
、
皆
様
へ

の
お
礼
の
言
葉
を
頂
戴
し
お
開
き
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

準
備
不
行
き
届
き
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
点
多
々
あ
っ
た
か
と

存
じ
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆

様
に
は
ご
退
室
の
際
、
第
84
回
日
整
会
学
術
総
会
で
配
布
予
定
で

あ
っ
た
幻
の
コ
ン
グ
レ
ス
バ
ッ
グ
（
ち
な
み
に
会
計
処
理
は
90
周

年
記
念
事
業
の
方
で
行
っ
て
お
り
ま
す
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
室
の
あ
ゆ

み
、
教
室
業
績
集
、
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
（
教
室
紹
介
冊
子
）
を
記
念

品
と
し
て
お
渡
し
し
ま
し
た
。
な
お
90
周
年
記
念
事
業
に
ご
寄
附

い
た
だ
い
た
先
生
で
祝
賀
会
に
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
は
、
別

途
記
念
品
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
念
祝
賀
会
に

出
席
さ
れ
た
先
生
、
ま
た
は
ご
寄
附
を
頂
戴
し
た
先
生
で
記
念
品

を
お
手
元
に
お
持
ち
で
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
慶
大
整
形
医
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局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
同
窓
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
無
事
教
室
開
講
90
周
年

の
記
念
事
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
次
の
１
０
０
周
年
に
向
け
教
室
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
般
“

ふ
る
さ
と”
か
ら
整
形
外
科
初
代
教
授
前
田
友
助
の
〝
想

い
出
〟
を
寄
稿
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
ま
し
た
が
、
教
授
在
籍
期
間

は
約
五
年
と
短
い
の
で
、
父
か
ら
聞
い
た
話
等
か
ら
そ
の
前
後
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
加
え
て
息
子
の
み
た
父
親
像
を
記
し
ま
し
た
（
写

真
1
）。“
人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い”
と
云
い
ま
す
が
調
べ

て
み
る
と
父
に
も
実
に
多
く
の
入
り
組
ん
だ
人
間
関
係
が
あ
り
、

更
に
私
に
も
繋
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
父
は
明
治
二
十
年
（
１
８
８
７
）
愛
知
県
名
古
屋
郊
外
の
半
農

半
商
（
造
酒
屋
）
の
出
身
で
、
家
系
は
医
学
と
関
係
の
な
い
平
民

の
家
柄
で
す
が
、
世
は
正
に
日
清
、
日
露
戦
争
を
見
据
え
た
、
司

馬
遼
太
郎
の
描
い
た
“

坂
の
上
の
雲”
の
時
代
で
し
た
。

明
治
三
十
八
年
（
１
９
０
５
）
県

立
愛
知
一
中
を
卒
業
し
た
父
は
当

時
の
ナ
ム
バ
ー
ス
ク
ー
ル
（
一
高

か
ら
八
高
）
の
全
国
統
一
試
験
に

合
格
し
、
同
級
の
親
友
金
森
徳
次

郎
氏
（
戦
前
法
制
局
長
官
、
戦
後

初
代
教
授
前
田
友
助
の
〝
想
い
出
〟

前
　
田
　
昭
　
二
（
33
回
）
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国
務
大
臣
、
国
会
図
書
館
長
）
立
松
懐
清
氏
（
裁
判
官
）
と
旧
制

第
一
高
等
学
校
へ
入
学
し
ま
し
た
（
写
真
2
）。
生
来
、
海
外
志

向
の
強
か
っ
た
父
は
中
学
時
代
か
ら
外
国
航
路
の
船
長
を
夢
み
て

い
ま
し
た
が
、
商
船
学
校
入
試
の
身
体
検
査
で
紅
緑
色
盲
が
見
つ

か
り
落
第
し
、
方
向
転
換
し
て
の
入
学
で
し
た
。
外
科
医
に
な
っ

て
か
ら
色
弱
は
影
響
せ
ず
、
当
時
の
手
術
中
に
よ
く
発
生
し
た
ら

し
い
チ
ア
ノ
ー
ゼ
に
“

一
番
先
に
気
付
く
の
は
自
分
だ
っ
た”
と

自
負
し
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
の
学
生
生
活
で
は
当
時
既
に
王
子
製
紙
株
式
会
社
（
藤
原

銀
次
郎
社
長
、
昭
和
十
四
年
慶
應
義
塾
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
私
財

八
百
万
円
（
当
時
）
を
投
じ
て
工
学
部
を
寄
贈
さ
れ
た
。
明
治
二

年
（
１
８
６
９
）
生
、　
昭
和
三
五
年
（
１
９
６
０
）
没
）
苫
小

牧
分
社
に
勤
務
し
て
い
た
実
兄
平
吉
に
経
済
的
援
助
を
受
け
、
こ

の
兄
の
関
係
か
ら
父
は
後
年
藤
原
銀
次
郎
翁
の
家
庭
医
を
務
め
ま

し
た
（
写
真
３
）。

　
一
高
か
ら
東
京
帝
大
入
学
に
際
し
、
友
人
二
人
は
法
学
部
へ
進

学
し
、
医
学
を
志
し
た
理
由
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
父
は
医
学
部
へ

進
学
し
ま
し
た
。
高
校
、
大
学
時
代
、
球
技
の
ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手

な
父
は
ボ
ー
ト
部
に
属
し
生
来
頑
健
な
躰
を
更
に
鍛
え
ま
し
た

（
写
真
４
）。

　
大
正
元
年
（
１
９
１
２
）
十
二
月
医
学
部
を
卒
業
し
第
一
外
科

（
主
任

：

近
藤
次
繁
教
授
）
へ
入
局
、
医
籍
第
３
１
８
４
１
号
に

写真 1　前田友助教授
第二次前田外科病院外来にて（昭和 40 年・
1965 年頃）

写真 2
文藝春秋（昭和 33 年 6 月号）「同級生交歓」にて、
同級生　金森徳次郎氏（右）と前田友助教授



− 80 −

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
何
故
、
外
科
を
選
ん
だ
か
は
聞
け
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
の
時
代
の
外
科
は
気
管
内
麻
酔
、
補
液
、
抗
生
剤
が

無
く
、
守
備
範
囲
が
狭
い
の
で
学
生
に
人
気
が
無
く
、“
名
医
と

云
え
ば”
内
科
の
大
家
の
こ
と
で
医
師
を
志
す
も
の
は
誰
で
も
ま

ず
内
科
医
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
医
師
国
家
試
験
、
各
科
入
局
試
験
も
な
く
卒
業
即
入
局

で
、
入
局
先
は
卒
業
成
績
順
の
自
由
選
択
制
で
、
当
然
、
銀
時
計

の
人
を
始
め
成
績
上
位
の
も
の
は
内
科
を
志
望
し
、
外
科
入
局
志

望
に
手
を
挙
げ
た
の
は
父
が
初
め
て
で
し
た
。

　
近
藤
教
授
は L

andstein 

の
Ａ
Ｂ
Ｏ
式
血
液
型
（
明
治
三
四
年
・

１
９
０
１
）
が
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
時
代
に
日
本
で
初
め
て

胃
癌
の
胃
切
除
（
明
治
三
十
年
・
１
８
９
７
）
に
成
功
し
た
新
進
気

鋭
の
外
科
医
で
、R

ön
tg

en

の
Ｘ
線
（
明
治
二
八
年
・
１
８
９
５
）

は
未
だ
医
療
用
装
置
が
開
発
さ
れ
て
い
な
い
当
時
の
第
一
外
科
は

未
知
の
世
界
を
開
拓
す
る
気
概
に
溢
れ
て
い
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
旺
盛
な
父
の
気
性
に
合
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
（
写
真
５
）。

　
近
藤
教
授
に
は
七
人
の
お
子
さ
ん
が
あ
り
、
長
男
経
一
氏
（
文

筆
家
）
に
生
れ
た
初
孫
を
溺
愛
さ
れ
自
ら
“

東
郎”
と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。
東
郎
氏
は
幼
稚
舎
、
普
通
部
、
医
学
部
予
科
ま
で
次
繁

先
生
の
自
宅
か
ら
通
学
さ
れ
、
後
に
慶
大
医
学
部
衛
生
学
教
室
第

五
代
教
授
（
28
回
）
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
四
男
駿
四
郎
先
生
は
脳

外
科
医
、
五
男
台
五
郎
先
生
は
女
子
医
大
消
化
器
内
科
教
授
に
な

ら
れ
た
消
化
器
内
視
鏡
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
、
今
日
の
発
達
し
た
各

種
内
視
鏡
の
ル
ー
ツ
は
台
五
郎
先
生
で
す
。
私
共
の
慶
大
外
科
内

視
鏡
グ
ル
ー
プ
も
米
国
か
ら H

irsch
w

itz F
iberscope 

を
輸
入

す
る
際
に
大
変
御
盡
力
戴
き
ま
し
た
。

　
近
藤
先
生
は
ド
イ
ツ
の
大
学
病
院
の
シ
ス
テ
ム
を
踏
襲
さ
れ
昼

は
大
学
、
夜
は
自
宅
の
隣
に
あ
る
病
院
で
開
業
さ
れ
、
父
も
夜
は

教
授
の
病
院
で
ア
ル
バ
イ
ト
が
出
来
る
優
雅
な
時
代
で
、
時
に
は

幼
い
駿
四
郎
、
台
五
郎
先
生
の
お
守
り
も
し
た
そ
う
で
す
。

　
私
が
昭
和
三
五
年
（
１
９
６
０
）
に
ド
イ
ツ
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
大
学 D

erra 

教
授
の
教
室
へ
留
学
し
た
時
も
、
大
学
所
有
の

病
床
の
他
に
教
授
は
開
業
病
棟 P

rivatstation

を
所
有
し
て
い
ま

し
た
。
ま
だ
国
公
立
病
院
医
師
の
〝
国
家
公
務
員
法
に
よ
る
兼
職

禁
止
規
定
〟
の
無
い
時
代
の
帝
国
大
学
医
学
部
は
ド
イ
ツ
医
学
と

共
に
教
室
の
シ
ス
テ
ム
も
輸
入
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
当
時
、
近
藤
外
科
は
ま
だ
外
科
、
整
形
外
科
が
分
立
さ
れ
ず
、

近
藤
教
授
か
ら
「
骨
の
弾
性
」
の
テ
ー
マ
を
戴
い
た
父
は
診
療
の

傍
ら
物
理
学
教
室
（
主
任
長
岡
半
太
郎
教
授
）
に
出
向
し
て
鋭
意

研
究
を
行
い
、
結
果
を
医
科
大
学
紀
要
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
入
局
後
四
年
の
研
鑚
を
積
ん
だ
父
は
大
正
六
年
（
１
９
１
７
）

当
時
三
田
に
あ
っ
た
松
山
病
院
（
院
長
松
山
陸
郎
先
生
）
の
外
科

医
長
と
し
て
赴
任
し
、
診
療
の
合
間
に
病
理
学
教
室
（
主
任
長
興

叉
郎
教
授
）
へ
出
向
し
関
節
滑
液
膜
の
研
究
を
行
い
ド
イ
ツ
の
雑
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写真 3　藤原銀次郎（亀彦）翁

写真 4　前田友助教授（後列左）
　　　　一高時代のボート部で試合に勝った後
　　　　の集合写真

　　　写真 5
　　　近藤次撃外科教授
　　　（大正初期・1910 年代）
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誌
に
発
表
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
後
年
の
前
田
式
骨
折

接
合
器
、
外
科
学
会
宿
題
報
告
の
基
礎
と
な
り
ま
し
た
。

　
松
山
病
院
は
初
代
松
山
棟
庵
先
生
が
明
治
二
六
年
（
１
８
９
３
）

に
創
業
さ
れ
た
日
本
の
近
代
的
私
的
医
療
機
関
の
草
分
け
で
、
慶

大
医
学
部
病
理
学
教
室
講
師
を
務
め
ら
れ
た
松
山
春
郎
先
生
（
24

回
）
は
棟
庵
先
生
の
お
孫
さ
ん
で
す
。

　
大
正
六
年
（
１
９
１
７
）
四
月
、
塾
祖
福
沢
諭
吉
先
生
が
北
里

柴
三
郎
先
生
を
初
代
医
学
部
長
と
し
て
慶
應
義
塾
医
学
部
が
創
設

さ
れ
る
に
当
り
、
初
代
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
に
選
ば
れ
た
父
は
松
山

病
院
を
辞
し
、
慶
大
外
科
設
立
に
参
画
し
微
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　
北
里
先
生
の
医
学
部
長
時
代
に
は
父
も
先
生
の
謦
咳
に
接
す
る

機
会
が
多
く
直
接
御
指
導
を
戴
き
、
時
に
は
宴
席
に
御
招
き
戴
き

ま
し
た
が
、
先
生
は
大
変
な
健
啖
家
で
、
お
酒
は
全
く
飲
ま
れ
ず
、

先
生
の
宴
会
は
只
管
“

食
べ
る
宴
会”
で
愛
酒
家
の
父
に
は
辛
い

も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ロ
ー
マ
貴
族
の
宴
も
か
く
や
と
ば
か

り
後
か
ら
後
か
ら
料
理
が
続
き
、
大
兵
肥
満
、
大
食
漢
の
父
は
隣

の
方
を
随
分
助
け
て
あ
げ
た
そ
う
で
す
。

　
第
一
次
大
戦
（
１
９
１
４
～
１
９
１
８
）
が
始
ま
る
と
フ
ラ
ン

ス
政
府
は
外
国
人
の
傭
兵
を
募
集
し
、
日
本
人
の
滋
野
大
尉
と
い

う
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
有
名
で
し
た
が
、
軍
医
も
募
集
し
た
の
で
、
海

外
雄
飛
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
父
は
早
速
応
募
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
語

の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
が
、
意
外
に
早
く
大
戦
が
終
結
し
た
た
め

こ
の
計
画
は
夢
に
終
わ
り
、
残
念
だ
っ
た
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
医
学
部
創
設
に
盡
力
し
た
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
父
は
大
正
八
年

（
１
９
１
９
）
五
月
、
慶
應
義
塾
の
留
学
生
と
し
て
欧
州
に
洋
行

を
許
可
さ
れ
ま
し
た
が
、
前
年
に
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
混
乱
期

の
た
め
ド
イ
ツ
に
は
入
国
出
来
ず
、
隣
国
ス
イ
ス
に
赴
き
バ
ー
ゼ

ル
大
学
外
科 H

otz 

教
授
の
指
導
下
に P

arabiose 

の
研
究
を
行

い
、“
よ
く
結
合
し
得
た
二
匹
の
白
鼡
間
で
は
皮
膚
の
他
家
移
植

が
成
功
す
る”
こ
と
を
発
見
し
ド
イ
ツ
外
科
学
会
雑
誌
に
発
表
し

ま
し
た
。

　
当
時
の
欧
州
は
ス
ー
パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
時
代
で
毎
日
外

為
相
場
が
円
高
に
シ
フ
ト
す
る
の
で
日
本
人
留
学
生
に
と
っ
て
は

最
も
過
し
易
く
、
威
勢
の
好
い
時
期
で
、
丁
度
そ
れ
と
巡
り
合
っ

た
父
は
良
い
思
い
を
し
た
よ
う
で
す
。
諸
物
価
は
極
端
に
安
く
、

例
え
ば
本
は
一
冊
で
は
安
す
ぎ
る
の
で
一
棚
纏
め
て
買
う
程
で
し

た
。

　
大
正
十
年
（
１
９
２
１
）
七
月
、
学
位
（
第
１
７
０
６
号
）
を

授
興
さ
れ
た
父
は
、
同
年
十
一
月
、
二
年
半
の
留
学
を
終
り
外
科

学
教
室
へ
帰
局
し
た
と
こ
ろ
、
慶
大
外
科
教
室
が
六
月
七
日
に
開

設
さ
れ
、
近
藤
外
科
で
一
年
先
輩
の
茂
木
蔵
之
助
先
生
が
既
に
主

任
教
授
に
任
命
さ
れ
て
い
る
の
を
知
り
ま
し
た
。

　
大
正
十
年
（
１
９
２
１
）
十
二
月
、
慶
大
外
科
か
ら
整
形
外
科

が
分
立
し
、
翌
十
一
年
（
１
９
２
２
）
六
月
十
六
日
、
父
は
整
形
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接
骨
科
の
初
代
教
授
に
任
命
さ
れ
、
助
教
授
に
桂
秀
三
先
生
（
東

大
）
を
迎
え
た
新
体
制
の
下
に
、
こ
の
日
が
慶
大
整
形
外
科
発
足

の
日
と
な
り
、
以
上
の
経
緯
を
も
っ
て
近
藤
次
繁
教
授
の
主
宰
す

る
東
京
帝
大
第
一
外
科
を
ル
ー
ツ
と
す
る
慶
大
外
科
、
整
形
外
科

が
誕
生
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
独
立
し
た
と
は
云
え
医
局
員
は
小

坂
慶
夫
講
師
（
千
葉
医
専
）
他
四
名
の
小
世
帯
で
専
有
す
る
部
屋

は
な
く
、
外
科
の
佐
藤
太
平
助
教
授
（
東
大
）
の
部
屋
に
同
居
し

ま
し
た
が
、
こ
の
部
屋
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
科
（
主
任
藤
浪
剛
一
教
授
・

岡
山
医
専
）
に
近
く
骨
折
患
者
の
診
療
に
は
便
利
で
し
た
。

　
そ
の
後
の
五
年
間
、
父
は
整
形
接
骨
科
に
在
籍
し
不
均
等
な
両

脚
の
長
さ
を
揃
え
る
手
術
、
骨
の
前
移
植 K

nochenvorpflanzung

、

前
述
の
立
松
懐
清
氏
が
罹
病
し
た
、
虫
垂
炎
手
術
後
に
発
生
し
た

F
ou

rn
ier

症
候
群
と

思
わ
れ
る
重
症
感
染
症

の
結
果
等
を
ド
イ
ツ
外

科
学
会
雑
誌
に
発
表
し

て
い
ま
す
。

　
一
方
、
外
科
の
手
術

も
行
い
、
時
期
は
判
然

と
し
ま
せ
ん
が
前
述
の

苫
小
牧
の
兄
の
紹
介
で

入
院
し
た
王
子
製
紙
山

林
部
長
小
林
準
一
郎
氏
の
直
腸
癌
に
、
術
者
、
患
者
共
に
三
十
代

で
し
た
が
、
父
は
当
時
の
直
腸
切
断
術
の
標
準
術
式 K

rask
e 

法

を
施
行
、
会
陰
部
に
人
工
肛
門
を
造
設
し
ま
し
た
。
小
林
氏
は
運

好
く
完
治
さ
れ
、
晩
年
は
ア
ラ
ス
カ
パ
ル
プ
社
長
と
し
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
、
次
男
準
三
氏
は
成
城
高
校
で
私
と
同
級

生
と
な
り
、
内
科
医
に
な
り
ま
し
た
。

　
術
後
半
世
紀
以
上
経
た
昭
和
四
九
年
五
月
、
八
七
歳
に
な
ら
れ

た
小
林
氏
は
人
工
肛
門
造
設
部
に
再
度
癌
が
発
生
し
、
今
度
は
私

が
根
治
手
術
を
行
い
、
親
子
二
代
で
同
一
患
者
を
手
術
す
る
稀
な

経
験
を
し
ま
し
た
が
、
小
林
氏
は
そ
の
後
も
御
元
気
で
九
三
歳
の

長
寿
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
正
十
二
年
九
月
（
１
９
２
２
）
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、
慶

應
義
塾
は
罹
災
者
救
援
の
協
調
会
病
院
を
芝
増
上
寺
境
内
に
設
立

し
、
父
は
院
長
を
拝
命
し
、
内
科
の
正
木
俊
二
助
教
授
（
東
大
）

を
副
院
長
に
招
き
被
災
者
の
診
療
に
当
り
ま
し
た
。

　
正
木
先
生
は
筆
名
“

不
如
丘”
（
丘
（
孔
子
）
程
偉
く
は
な
い

の
意
）
で
小
説
を
書
き
、
又
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
俳
人
“

澪
築
子

（
ミ
オ
ツ
ク
シ
）”
と
し
て
医
師
、
文
筆
の
二
足
の
草
鞋
を
両
立
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
正
十
五
年
（
１
９
２
６
）
に
慶
大
内
科
を

退
職
さ
れ
、
長
野
県
富
士
見
高
原
に
ス
イ
ス
の R

ollier 

の
日
光 

S
an

atoriu
m

 
を
模
し
た
結
核
療
養
所
を
建
設
さ
れ
初
代
院
長
に

な
ら
れ
ま
し
た
（
写
真
6
）。
後
年
、
私
は
こ
こ
に
長
期
入
院
す

写真 6　富士見高原療養所内　正木先生
　　　　石碑前にて　左父、右正木先生
　　　　（昭和 30 年頃）
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る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
大
正
十
四
年
（
１
９
２
５
）
第
二
六
回
日
本
外
科
学
会
総
会
の

宿
題
報
告
「
骨
折
の
観
血
的
治
療
」
を
担
当
し
た
父
は
術
後
、
副

木
、
ギ
プ
ス
を
必
要
と
し
な
い
、
前
田
式
骨
折
接
合
器
を
紹
介
、

抗
生
剤
の
な
い
時
代
の
創
外
固
定
の
有
用
性
を
述
べ
、
こ
の
装
置

は
太
平
洋
戦
争
中
に
帝
国
陸
、
海
軍
の
正
式
軍
用
医
療
機
に
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
最
近
、
創
外
固
定
が
再
認
識
さ
れ
、
小
管
状
骨
に

も
多
彩
な
使
用
を
さ
れ
て
い
る
現
状
に
父
は
喜
ん
で
い
る
と
思
い

ま
す
。
前
田
式
骨
折
接
合
器
に
つ
い
て
は
「
別
冊
整
形
外
科
」

55

：

9
～
12
、
２
０
０
９
に
詳
述
し
ま
し
た
の
で
興
味
の
あ
る
方

は
ご
覧
下
さ
い
。

　
父
は
整
形
接
骨
科
教
授
を
五
年
間
務
め
一
応
の
業
績
を
挙
げ
ま

し
た
が
、
大
学
内
の
人
間
関
係
に
馴
染
め
ず
性
格
的
に
も
教
授
職

に
適
さ
な
い
と
判
断
し
、
昭
和
二
年
（
１
９
２
７
）
慶
應
大
学
を

辞
任
し
、港
区
の
現
在
地
に
前
田
外
科
病
院
を
開
設
し
（
写
真
7
）、

こ
の
年
に
次
男
の
私
が
生
れ
ま
し
た
。
病
院
の
設
立
に
は
藤
原
銀

次
郎
翁
を
煩
わ
し
、
銀
行
を
紹
介
戴
く
な
ど
の
御
支
援
を
戴
き
ま

し
た
。
万
全
の
準
備
を
整
え
、
そ
れ
な
り
の
決
心
に
よ
る
開
業
で

し
た
が
、
一
生
に
係
わ
る
こ
と
な
の
で
ス
ト
レ
ス
は
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
後
に
父
は
、
万
一
失
敗
し
た
時
は
欧
州
留
学
の
帰

路
、
寄
港
し
た
ハ
ワ
イ
が
気
に
入
っ
た
の
で
、
海
外
逃
亡
先
と
考

え
て
い
た
と
述
懐
し
て
い
ま
し
た
。

　
開
業
後
の
父
は
兼
任
講
師
と
し
て
武
見
太
郎
先
生
（
８
回
）
の

年
度
位
ま
で
講
義
に
行
き
ま
し
た
が
、
一
方
、
自
分
が
学
費
に
苦

労
し
た
経
験
か
ら
医
学
部
の
学
生
に
毎
年
奨
学
金
の
給
付
を
継
続

し
て
い
ま
し
た
（
写
真
8
）。

　
昭
和
三
年
（
１
９
２
８
）
熊
本
大
学
よ
り
前
田
和
三
郎
先
生
が

二
代
目
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
整
形
接
骨
科
は
整
形
外
科
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
が
、
医
局
は
ま
だ
外
科
と
同
一
世
帯
で
、
助
手
は

外
科
と
共
通
で
し
た
。

　
慶
大
整
形
外
科
に
略
同
年
齢
の
前
田
教
授
が
二
代
続
い
た
た
め

よ
く
混
同
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
横
綱
前
田
山
と
の
関
係
は
長
く

世
間
で
誤
解
さ
れ
ま
し
た
。
前
田
山
は
入
幕
前
の
四
股
名
を
“

佐

田
岬”
と
云
い
昭
和
九
年
（
１
９
２
４
）
稽
古
中
の
怪
我
か
ら
右

上
腕
骨
骨
髄
炎
を
発
症
し
右
腕
切
断
も
止
む
な
し
と
い
う
時
、
和

三
郎
先
生
の
数
度
に
亘
る
懸
命
の
手
術
で
奇
跡
的
に
完
治
し
ま
し

た
。
深
く
恩
義
を
感
じ
た
佐
田
岬
は
“

前
田
山”
と
改
名
し
三
年

後
に
は
入
幕
、
更
に
努
力
を
重
ね
第
三
九
代
横
綱
に
昇
進
し
ま
し

た
。
私
は
和
三
郎
教
授
が
外
科
に
移
ら
れ
て
か
ら
の
入
局
で
す
が
、

子
供
の
頃
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
「
君
の
お
父
さ
ん
が
前
田
山
の
前

田
先
生
？
」
と
質
問
さ
れ
真
相
の
説
明
に
永
年
苦
労
し
ま
し
た
。

流
石
に
最
近
は
前
田
山
（
高
砂
親
方
）
を
知
る
人
も
少
な
く
な
り

質
問
さ
れ
る
こ
と
も
稀
に
な
り
ま
し
た
（
写
真
9
）。

　
父
は
昭
和
二
年
よ
り
太
平
洋
戦
争
終
結
ま
で
十
八
年
間
に
亘わ

た

り
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写真 8　八回生同窓会　昭和 21 年（1946 年）

写真 9　前田山の宴会　日時不詳　前田友助不在

写真 7
第一次前田外科病院
昭和 2 年（1927 年）赤坂の現在地
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不
屈
の
努
力
を
重
ね
今
日
の
前
田
病
院
の
礎
を
築
き
ま
し
た
が
、

戦
争
末
期
に
は
日
本
中
の
誰
も
が
経
験
し
た
苦
難
の
日
々
が
続
き

ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
一
月
一
二
日
長
男
の
弘
一
海
軍
軍
医
大
尉

（
21
回
）
が
ベ
ト
ナ
ム
沖
で
戦
死
（
写
真
10
）、
そ
の
頃
私
は
結
核

の
た
め
富
士
見
高
原
療
養
所
で
生
死
の
間
を
彷
徨
っ
て
い
ま
し

た
。
三
月
の
空
襲
で
自
宅
は
焼
失
し
、
戦
争
の
た
め
男
手
が
無
く

な
り
姉
と
姉
の
同
級
生
が
急
遽
看
護
婦
資
格
を
取
っ
て
手
伝
っ
て

い
た
病
院
は
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
に
焼
失
し
、
一
家
は
武

蔵
小
金
井
に
疎
開
し
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
か
ら
終
戦
ま
で
が
父
の

最
悪
の
時
代
で
し
た
。

　
た
ま
た
ま
、
七
月
か
ら
桜
町
病
院
の
外
科
施
設
を
拝
借
出
来
た

の
で
看
護
婦
一
名
と
細
々
診
療
を
始
め
て
い
た
と
こ
ろ
終
戦
と
な

り
ま
し
た
。

　
昭
和
二
一
年
（
１
０
４
６
）
に
第
一
回
医
師
国
家
試
験
が
施
行

さ
れ
る
に
当
り
、
父
は
六
月
に
総
理
大
臣
吉
田
茂
よ
り
厚
生
技
官

に
任
命
さ
れ
、
十
一
月
に
内
閣
か
ら
“

医
師
国
家
試
験
委
員
被
仰

付”
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
外
科
系
委
員
の
父
は
「
直
腸

癌
に
つ
き
記
せ
」
と
い
う
小
論
文
形
式
の
出
題
を
し
、
自
宅
で
藁

半
紙
の
答
案
を
採
点
し
て
い
ま
し
た
。

　
海
軍
病
院
は
戦
後
、
主
と
し
て
海
軍
傷
痍
軍
人
を
治
療
す
る
国

立
第
二
病
院
（
西
野
忠
次
郎
院
長
）
と
な
り
、
父
は
そ
の
副
院
長

に
任
命
さ
れ
、
週
に
数
日
は
戦
傷
（
主
と
し
て
軍
艦
火
災
に
よ
る

火
傷
瘢
痕
）
の
形
成
外
科
的
治
療
を
、
戦
死
し
た
兄
の
鎮
魂
の
思

い
を
込
め
て
鋭
意
行
い
つ
つ
病
院
再
建
の
時
機
を
待
ち
ま
し
た
。

　
幸
い
教
え
子
で
仲
人
も
務
め
た
厚
生
省
予
防
局
長
浜
野
規
矩
雄

先
生
（
２
回
）
か
ら
御
力
添
え
を
戴
き
、
又
、
藤
原
翁
の
再
度
の

御
支
援
も
あ
り
、
昭
和
二
六
年
（
１
９
５
１
）
第
二
次
前
田
外
科

病
院
が
再
建
さ
れ
、
父
は
再
び
元
気
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
は
第
三
次
前
田
病
院
で
す
が
、
藤
原
翁
の
お
陰
と
い
う
感
謝

を
込
め
て
ビ
ル
は
“

富
士
陰
ビ
ル”
と
命
名
し
て
い
ま
す
。

　
父
は
開
業
以
来
、
昔
流
に
外
科
と
整
形
を
両
立
さ
せ
た
午
前
外

来
、
午
後
手
術
の
診
療
を
行
い
ま
し
た
が
、
慶
應
時
代
か
ら
関
心

の
強
か
っ
た
形
成
外
科
的
手
術
に
は
晩
年
ま
で
特
に
力
を
入
れ
て

い
て
、
日
頃
、「
癌
の
手
術
は
将
来
抗
癌
剤
の
発
達
で
不
要
に
な

る
が
、
残
る
の
は
整
形
外
科
と
形
成
外
科
」
と
断
言
し
て
い
ま
し

た
。
但
し
、
昭
和
三
五
年
（
１
９
６
０
）
形
成
外
科
学
会
発
足
に

当
り
、P

lastic Surgery 

の
訳
語
を
形
成
外
科
と
す
る
に
は
異
議

を
唱
え
、
発
音
、
字
義
の
上
か
ら
も
“

調
形
外
科
か
復
形
外
科”

と
云
う
べ
き
で
、
例
え
ば
「
禿
を
形
成
す
る
、
で
は
禿
を
作
る
の

か
治
す
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
持
論
で
し
た
が
学
会
の

投
票
に
よ
り
“

形
成
外
科”
が
採
用
さ
れ
た
の
に
は
不
満
で
し
た

（
写
真
11
）。

　
日
頃
、
比
較
的
頑
固
な
性
格
で
し
た
が
専
門
外
の
医
療
に
関
し

て
は
柔
軟
で
し
た
。
昭
和
三
十
年
代
、
食
道
癌
始
め
消
化
器
手
術
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　　　　　　（昭和 17 年頃と思える）

写真 11　形成外科学会発足の時　昭和 35 年（1960 年）

写真 12　中央背面父－右側中山教授　昭和 35 年
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の
世
界
的
権
威
で
、
米
写
真
誌
「L

IF
E

」
に
も
紹
介
さ
れ
た
千

葉
大
学
中
山
恒
明
教
授
の
手
術
を
父
の
紹
介
状
を
持
っ
て
見
学
に

行
き
、
殆
ど
出
血
が
な
く
超
短
時
間
で
終
る
手
術
の
状
況
を
報
告

す
る
と
“

一
度
自
分
も
見
た
い”
と
、
私
と
同
学
年
（
33
回
）
の

星
野
喜
久
君
（
講
師
の
時
事
故
で
急
逝
、
教
授
に
昇
進
）
と
共
に

朝
八
時
開
始
の
手
術
見
学
に
遙
々
千
葉
大
ま
で
出
か
け
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
（
写
真
12
）。

　
脊
柱
に
関
し
て
は
岩
原
寅
猪
教
授
（
５
回
）
に
出
張
手
術
を
お

願
い
し
た
り
、
内
科
的
な
難
し
い
症
例
に
は
武
見
太
郎
先
生
に
往

診
し
て
戴
く
こ
と
も
度
々
で
、
不
得
意
な
分
野
を
そ
の
道
の
専
門

家
に
相
談
、
教
授
さ
れ
る
の
に
は
吝
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
開
業
後
は
消
化
器
手
術
も
手
掛
け
て
い
ま
し
た
が
、
胃
切
除
に

つ
い
て
は
不
完
全
な B

illroth 

Ⅰ
法
を
改
良
し
た
の
がB

illroth 

Ⅱ
法
で
あ
る
と
主
張
し
、
専
ら
Ⅱ
法
で
胃
切
除
を
行
い
、
私
が
Ⅰ

法
の
生
理
的
利
点
を
説
明
し
て
納
得
す
る
ま
で
は
自
説
を
曲
げ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
私
は
昭
和
四
三
年
（
１
９
６
８
）
に
慶
大
外
科
を
退
局
し
て
前

田
外
科
病
院
へ
移
り
、
内
視
鏡
と
消
化
器
外
科
を
担
当
し
ま
し
た

が
、
当
時
八
十
歳
を
過
ぎ
て
も
元
気
な
父
は
相
変
わ
ら
ず
の
毎
日

で
し
た
。
そ
の
頃
は
月
曜
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
午
後
は
連
日
手
術

で
、
瘢
痕
形
成
、
兎
唇
、
口
蓋
破
裂
な
ど
は
夜
遅
く
な
る
こ
と
も

度
々
で
し
た
。
昭
和
四
十
年
代
中
頃
に
な
る
と
病
院
で
も
「
ゆ
と

り
」
が
望
ま
れ
る
時
代
と
な
り
、
職
員
か
ら
苦
情
が
出
る
の
で
一

策
を
案
じ
、
父
の
手
術
日
は
月
、
水
、
金
に
纏
め
、
私
は
火
、
木
、

土
と
い
う
内
規
を
作
り
、
私
が
土
曜
日
に
は
な
る
べ
く
手
術
を
避

け
る
手
術
五
日
制
を
始
め
て
好
評
で
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
暫

く
続
け
ま
し
た
が
、
頑
健
だ
っ
た
父
も
次
第
に
元
気
が
な
く
な
り
、

私
の
手
術
日
が
段
々
増
え
る
よ
う
に
変
る
の
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
父
は
前
立
腺
癌
が
原
因
の
今
で
い
う L

ocom
otive syndrom

e 

で
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
徐
々
に
低
下
し
始
め
、
や
が
て
寝
付
く
よ
う
に
な
り
、

昭
和
五
十
年
七
月
三
日
八
十
七
歳
の
生
涯
を
静
か
に
終
わ
り
ま
し

た
。

　
父
は
所
謂
“

明
治
の
人”
で
生
涯
辺
幅
を
飾
ら
ず
、
粗
食
、
質

実
剛
健
自
ら
を
厳
し
く
律
す
る
反
面
、
常
に
「
相
手
の
身
に
な
っ

て
み
よ
」
と
他
人
に
は
寛
容
で
し
た
。

　
海
外
へ
の
関
心
も
強
く
積
極
的
で
し
た
が
大
変
用
心
深
い
反
面

も
あ
り
、
海
は
好
き
で
し
た
が
脊
の
立
た
な
い
深
さ
で
は
泳
が
ず
、

七
十
歳
で
自
動
車
免
許
を
取
っ
た
時
は
ま
だ
パ
ン
ク
が
頻
発
す
る

時
代
で
し
た
の
で
、
自
分
で
タ
イ
ヤ
交
換
が
で
き
る
ま
で
街
中
は

運
転
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
何
よ
り
健
康
で
疲
れ
を
知
ら
ず
、
釣
、
ゴ
ル
フ
は
性
に
合
は
な

い
と
や
ら
ず
、
専
ら
囲
碁
と
狩
猟
に
は
熱
心
で
、
室
内
バ
ッ
ク
台

で
筋
ト
レ
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
ド
ッ
ク
検
診
、
健
康
食
品
、
サ
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プ
リ
メ
ン
ト
等
と
は
無
縁
で
前
立
腺
癌
の
尿
閉
発
症
ま
で
病
気
を

知
ら
ず
、
或
る
意
味
で
は
強
運
の
持
主
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
父
に
似
ず
私
は
生
来
ひ
弱
で
、
十
七
歳
で
結
核
に
罹
患
し
た
際
、

当
時
主
流
だ
っ
た
外
科
的
虚
脱
療
法
を
、
局
麻
に
よ
る
胸
部
手
術

の
リ
ス
ク
と
二
、三
十
年
後
の
肺
機
能
不
全
を
予
見
し
た
父
は
敢

え
て
保
存
的
治
療
を
選
び
ま
し
た
。
富
士
見
高
原
療
養
所
で
大
気
・

安
静
療
法
の
四
年
を
過
し
ま
し
た
が
、
八
五
歳
の
今
日
も
医
師
と

し
て
働
き
、
普
通
の
運
動
も
可
能
な
の
は
、
当
時
は
長
い
療
養
生

活
で
し
た
が
、“
急
が
ば
廻
れ”
の
治
療
法
を
選
ん
だ
父
の
先
見

性
と
好
判
断
の
御
蔭
と
日
々
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
（
２
０
０
５
）
私
は
長
男
京
助
に
院
長
職
を
譲
り
、

総
院
長
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
孫
の
一
人
、
前
田
祐
介
（
90
回
）

が
目
下
研
修
医
2
年
目
で
、
明
年
か
ら
医
師
の
仲
間
入
り
が
で
き

る
こ
と
を
嬉
ん
で
い
ま
す
。

　
十
年
前
、
私
は
左
坐
骨
神
経
痛
の
激
痛
発
作
に
悩
ま
さ
れ
、
精

査
の
末
脊
柱
管
狭
窄
症
と
判
明
し
ま
し
た
が
、
こ
の
疾
患
のH

.

V
erbiest 

の
報
告
は
私
の
卒
業
後
の
こ
と
な
の
で
自
分
の
病
像
が

分
か
ら
ず
困
惑
し
ま
し
た
。
幸
い
福
井
康
之
、
松
本
守
雄
両
先
生

合
作
の
手
術
に
よ
り
完
治
し
、
痛
み
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
全
くL

ocom
otiv

e sy
n
d
rom

e 

と
関
係
な
い
毎
日
を
過
ご
せ

る
の
は
慶
大
整
形
外
科
の
御
家
芸
の
お
陰
と
深
謝
し
て
い
ま
す
。

　
初
代
教
授
と
し
て
、
助
教
授
、
講
師
、
医
局
員
四
名
と
共
に
父

が
慶
大
整
形
外
科
教
室
の
扉
を
開
い
て
か
ら
九
十
年
が
経
ち
、
こ

の
間
歴
代
教
授
、
教
室
員
各
位
の
御
研
鑚
に
よ
り
教
室
は
発
展
の

一
途
を
辿
っ
て
同
窓
会
員
は
千
名
を
超
す
大
世
帯
と
な
り
ま
し

た
。
今
や
第
七
代
戸
山
芳
昭
教
授
は
松
本
守
雄
、
中
村
雅
也
両
准

教
授
以
下
二
百
余
名
の
教
室
員
を
統
率
さ
れ
る
傍
ら
、
医
学
部
長
、

慶
應
義
塾
常
任
理
事
の
要
職
に
就
か
れ
て
い
る
教
室
の
盛
況
に
、

泉
下
の
父
は
さ
ぞ
驚
い
て
細
い
目
を
一
層
細
め
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
向
後
、
慶
大
整
形
外
科
教
室
の
益
々
の
御
隆
盛
を
祈
念
し
つ
つ

拙
文
を
擱
筆
致
し
ま
す
。

若き日の前田友助、スイス留学中
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教
室
開
講
９０
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
小
生
も
教
室
に

入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
50
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
こ

の
50
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
し
ば
ら
く
お

付
き
合
い
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

１
．
私
が
整
形
外
科
医
に
な
れ
た
の
は

　
昭
和
３６
年
慶
應
医
学
部
を
卒
業
し
、
田
中
一
雄
先
生
（
24
回
）

が
医
長
を
さ
れ
て
い
た
済
生
会
中
央
病
院
で
１
年
間
イ
ン
タ
ー
ン

を
い
た
し
ま
し
た
。
年
が
明
け
37
年
に
な
っ
た
あ
る
日
、
田
中
先

生
が
院
内
で
す
れ
違
い
様
「
親
父
が
い
い
と
い
っ
て
く
れ
た
よ
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
何
の
こ
と
や
ら
不
思
議
に
思
っ
て
立

ち
止
ま
り
ま
し
た
。
実
は
そ
の
頃
慶
應
工
学
部
が
三
菱
重
工
（
当

時
）
の
「
三
菱
５
０
０
」
と
い
う
自
動
車
で
、
イ
ン
ド
に
進
出
し

て
い
る
日
系
企
業
の
状
況
を
調
査
す
る
イ
ン
ド
一
周
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
医
者
も
少
し
出
来
る
が
運
転
が
好
き
な
人
間
を

探
し
て
お
り
、
医
学
部
自
動
車
部
出
の
小
生
に
オ
フ
ァ
ー
が
来
て

い
た
と
こ
ろ
で
す
。
期
間
は
昭
和
37
年
5
月
か
ら
４
ヶ
月
位
で
す
。

こ
の
こ
と
を
逸
早
く
田
中
先
生
が
聞
き
、
親
父
す
な
わ
ち
岩
原
教

授
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
内
定
が
出
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
フ
レ

ッ
シ
ュ
マ
ン
に
な
り
た
て
の
者
が
丸
４
ヶ
月
も
い
な
く
な
る
な
ど

ど
う
見
て
も
無
理
な
話
で
、
ど
の
科
も
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
だ

ろ
う
、
行
き
た
い
け
ど
断
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
諦
め
か
け
て
い
ま

し
た
。
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
極
め
て
有
難
い
お
話
を
頂
き
そ
の
場

で
整
形
外
科
に
入
局
す
る
決
心
を
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
50
年
に

わ
た
る
整
形
外
科
医
の
生
活
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
今
か
ら
考

え
て
も
教
授
以
下
実
に
大
ら
か
な
懐
の
深
い
教
室
だ
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

２
．
勤
務
医
と
し
て

　
昭
和
37
年
8
月
末
無
事
帰
国
し
９
月
か
ら
教
室
に
復
局
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
同
期
の
後
を
追
う
形
で
研
修
を
再
開
し
、
そ
の
後
中

野
組
合
（
現
中
野
総
合
）、
慶
應
、
済
生
会
宇
都
宮
か
ら
、
当
時

山
口
義
臣
先
生
（
24
回
）
が
部
長
を
さ
れ
て
い
た
隣
の
東
京
電
力

病
院
に
戻
り
ま
し
た
。
当
該
病
院
で
実
験
用
に
サ
ル
を
飼
っ
て
お

り
、
丁
度
小
生
が
脊
椎
固
定
を
テ
ー
マ
に
サ
ル
で
実
験
を
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
も

岩
原
教
授
と
山
口
部
長
の
ご
好
意
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
お
か

げ
で
博
士
の
端
く
れ
に
な
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
医
学
部
紛
争
が

起
こ
り
ま
し
た
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
な
く
、
む
し
ろ
大
学
の

隣
と
い
う
好
条
件
か
ら
多
く
の
先
生
方
が
、
手
術
の
ご
指
導
（
小

整
形
外
科
勤
務
医
の
５０
年

石
　
名
　
田
　
洋
　
一
（
40
回
）
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生
の
失
敗
例
の
救
済
も
含
め
）
に
来
院
さ
れ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
紛
争
が
収
ま
り
新
し
い
体
制
で
医
学
部
が
動
き
出
す
と
、
当
時

教
室
運
営
委
員
長
に
就
任
さ
れ
た
矢
部
裕
助
教
授
（
36
回
）
が
、

ど
う
い
う
経
緯
か
小
生
を
医
局
長
と
い
う
大
役
で
お
呼
び
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
学
と
い
う
も
の
が
、
ま
し
て
新
し
い
体
制
が
、
ど

の
よ
う
に
動
く
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
5
年
ぶ
り
に

慶
應
に
戻
り
ま
し
た
。
当
時
教
室
内
は
改
革
の
影
が
漂
い
、
な
ん

と
な
く
暗
く
素
直
に
意
見
を
交
わ
せ
な
い
よ
う
な
雰
囲
気
も
感
じ

ら
れ
、
な
る
ほ
ど
ど
ち
ら
に
も
関
係
し
な
い
小
生
が
必
要
な
の
だ

と
勝
手
に
判
断
し
、
午
前
中
は
当
時
慶
應
病
院
副
院
長
の
伊
勢
亀

冨
士
朗
先
生
（
37
回
）
の
下
に
赴
き
、
夜
は
や
っ
と
暇
の
出
来
た

矢
部
委
員
長
の
下
で
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
持
ち
寄
り
教
室
の
運

営
等
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ご
指
導
を

通
じ
て
得
た
、
組
織
と
い
う
も
の
、
ま
た
そ
れ
を
動
か
す
微
妙
な

人
間
関
係
等
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
、
後
に
国
立
病
院
に
赴
任

し
た
と
き
大
い
に
役
に
立
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
い
た
矢
部
名
誉
教
授
と
伊
勢
亀
先
生
に
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

３
．
国
立
と
い
う
名
前
と
立
場

　
昭
和
48
年
3
月
国
立
埼
玉
病
院
（
現
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

機
構
埼
玉
病
院
）
前
医
長
森
田
盛
禄
先
生
（
18
回
相
当
）
の
ご
退

職
に
伴
い
、
自
宅
か
ら
通
え
る
こ
と
か
ら
、
希
望
し
て
4
月
か
ら

医
長
と
し
て
同
院
に
赴
任
し
、
結
局
29
年
間
（
最
後
の
5
年
間
は

病
院
長
）
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
当
該
病
院
は
極

め
て
地
味
な
印
象
で
、
就
職
希
望
者
は
少
な
い
状
態
で
し
た
。
確

か
に
赴
任
し
て
み
る
と
広
大
な
敷
地
に
4
階
建
て
の
病
棟
2
棟
、

2
階
建
て
の
外
来
棟
、
天
井
の
高
い
木
造
の
結
核
病
棟
二
棟
か
ら

な
り
、
こ
れ
ら
を
複
雑
に
つ
な
ぐ
廊
下
が
め
ぐ
っ
て
い
る
と
い
う

病
院
で
し
た
。
自
然
が
豊
富
で
春
は
土
筆
か
ら
始
ま
り
敷
地
を
取

り
巻
く
桜
の
美
し
さ
、
ケ
ヤ
キ
並
木
の
大
木
、
冬
は
雪
等
四
季
折
々

を
楽
し
め
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
結
核
病
棟
で
は
後
腹
膜
膿
瘍
の
穿

刺
、
横
隔
膜
切
開
に
よ
る
胸
腰
移
行
部
の
掻
爬
固
定
術
等
を
行
う

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
や
が
て
結
核
病
棟
は
閉
鎖
さ
れ
取
り
壊

し
循
環
器
病
専
用
病
棟
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
の
政
策

転
換
に
よ
る
も
の
で
、
大
阪
の
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
病
院
と
し
て
当
院
が
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
国
立
病
院
は
国
の
健
康
政
策
実
現
の
現
場
と
し
て
い
ろ
い
ろ

に
役
割
が
変
化
す
る
も
の
で
、
い
か
に
通
常
の
臨
床
の
上
に
こ
う

し
た
政
策
医
療
に
組
み
込
ま
れ
る
か
に
よ
っ
て
が
ら
り
と
風
景
が

変
わ
る
も
の
で
す
。
病
院
長
の
最
後
の
2
年
間
は
縁
あ
っ
て
全
国

国
立
病
院
長
会
の
副
会
長
に
選
ば
れ
、
同
時
に
関
東
甲
信
越
院
長

会
の
会
長
と
し
て
活
躍
の
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

厚
生
労
働
省
や
人
事
院
に
行
く
機
会
が
多
々
あ
り
、
三
四
会
員
で
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技
官
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
後
輩
を
含
め
、
い
ろ
い
ろ
な
お
役
人

さ
ん
た
ち
と
接
触
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
機
会
は
国
立
病
院
な

ら
で
は
の
も
の
で
決
し
て
他
の
設
立
母
体
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重

な
体
験
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
自
由
に
院
外
で
活
動
で
き

た
の
も
、
優
秀
な
後
輩
の
活
躍
が
支
え
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
埼
玉
病
院
は
独
立
行
政
法
人
と
な
っ
た
今
、
6
階
建
て
の
新
病

院
が
出
来
上
が
り
、
整
形
外
科
に
限
ら
ず
慶
應
医
学
部
全
体
の
ご

支
援
で
多
く
の
医
師
が
活
躍
し
地
域
医
療
支
援
病
院
、
地
域
が
ん

診
療
連
携
拠
点
病
院
等
に
指
定
さ
れ
、
活
気
あ
ふ
れ
る
病
院
と
し

て
活
動
し
て
い
る
の
は
実
に
喜
ば
し
い
状
態
で
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
た
だ
い
た
関
係
の
皆
様
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

４
．
お
わ
り
に

　
平
成
14
年
に
埼
玉
病
院
を
定
年
退
職
後
、
医
学
部
の
先
輩
で
あ

り
埼
玉
病
院
の
先
輩
院
長
で
も
あ
る
病
理
の
松
山
春
郎
先
生
（
24

回
）
の
ご
紹
介
で
、
現
在
の
三
鷹
病
院
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き

早
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
開
業
経
験
の
な
い
勤
務
医
の
み
で
過
ご

せ
た
の
も
、
本
教
室
の
バ
ッ
ク
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
と

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
感
謝
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
教
室
開
講
９０
周
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
去
る
6
月
16
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
の
記
念
式
典
は
大
谷
清

前
同
窓
会
長
お
よ
び
堀
内
行
雄
新
会
長
の
も
と
早
く
か
ら
ご
準
備

さ
れ
、
大
変
盛
会
裡
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
神
奈
川
Ｂ
Ｒ
Ｂ
整

形
外
科
研
究
会
を
代
表
し
て
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

来
賓
の
方
々
、
教
室
Ｏ
Ｂ
な
ら
び
に
教
室
員
が
大
勢
出
席
さ
れ
一

堂
着
席
で
な
か
な
か
壮
観
で
し
た
。
何
よ
り
も
教
室
員
が
増
え
た

こ
と
は
驚
き
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
の
集
会
が
で
き
る
の
は
さ
す
が

に
慶
應
と
思
っ
た
次
第
で
す
。
こ
れ
ま
で
教
室
発
展
お
よ
び
教
室

員
育
成
に
ご
尽
力
さ
れ
た
戸
山
芳
昭
教
授
、
教
室
ス
タ
ッ
フ
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
れ
わ
れ
神
奈
川
Ｂ
Ｒ
Ｂ
整
形
外
科
研
究
会
は
整
形
外

科
同
窓
会
の
支
部
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
会
は
県
内

の
勤
務
医
お
よ
び
開
業
医
の
同
窓
会
支
部
組
織
と
し
て
、
学
術
研

修
会
や
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
を
通
じ
て
若
手
の
人
材
育
成
や
親
睦
の

場
を
作
り
、
日
常
診
療
な
ど
の
情
報
連
携
の
場
と
し
て
も
お
役
に

教
室
開
講
９０
周
年
に
あ
た
り

神
奈
川
Ｂ
Ｒ
Ｂ
整
形
外
科
研
究
会
一
同
よ
り

有
　
馬
　
　
亨
（
42
回
）
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立
つ
こ
と
で
す
。

　
古
く
は
大
内
正
夫
先
生
が
神
奈
川
済
生
会
病
院
の
院
長
を
し
て

お
ら
れ
た
昭
和
40
年
代
に
遡
り
ま
す
が
、
今
日
の
よ
う
な
研
究
会

は
平
成
16
年
よ
り
富
田
恭
弘
先
生
を
会
長
と
し
て
組
織
体
制
を
新

た
に
し
て
発
足
し
て
か
ら
で
す
。
昨
年
、
富
田
先
生
の
ご
病
気
が

発
覚
し
て
会
長
を
退
か
れ
、
私
が
後
任
と
し
て
引
き
継
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
富
田
先
生
に
は
今
年
５
月
に
ご
他
界

さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
と
と
も
に
、
本
会
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
神
奈
川
に
は
関
連
病
院
と
し
て
昔
か
ら
川
崎
市
立
川
崎

病
院
、
済
生
会
神
奈
川
病
院
、
伊
勢
原
協
同
病
院
、
け
い
ゆ
う
病

院
、
関
連
大
学
と
し
て
は
東
海
大
学
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
院
長
、

副
院
長
職
、
教
授
職
と
し
て
慶
應
同
窓
の
Ｂ
Ｒ
Ｂ
会
員
が
活
躍
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
整
形
外
科
部
長
と
し
て
平
塚
市
民
病
院
、

川
崎
市
立
井
田
病
院
、
さ
ら
に
最
近
で
は
、
済
生
会
横
浜
市
東
部

病
院
、
済
生
会
横
浜
市
南
部
病
院
、
国
際
親
善
病
院
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
医
局
員
の
派
遣
の
な
く
な
っ
た
病
院
と
し
て
は
西

湘
地
区
の
小
田
原
市
立
病
院
、
国
立
箱
根
病
院
の
二
つ
の
施
設
が

あ
り
し
た
が
、
い
ず
れ
も
長
い
歴
史
の
病
院
で
あ
っ
た
だ
け
に
残

念
な
想
い
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
神
奈
川
で
は
開
業
医
も
多
く
、
県
お
よ
び
市
医
師
会
等
に

お
い
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
富
田
先
生
は
神
奈

川
県
医
師
会
副
会
長
や
多
く
の
役
職
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
し
、
今

日
で
は
小
林
信
男
君
が
県
医
師
会
理
事
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
ま

す
。

　
さ
て
、
本
Ｂ
Ｒ
Ｂ
会
の
役
員
は
会
長
、
副
会
長
を
含
む
執
行
委

員
、
常
任
幹
事
、
一
般
幹
事
で
運
営
さ
れ
、
と
く
に
こ
れ
ま
で
執

行
役
員
と
し
て
堀
内
行
雄
君
（
同
窓
会
長
と
な
り
別
格
）、
小
林

信
男
君
（
副
会
長
）、坂
巻
豊
教
君
、佐
々
木
孝
君
、石
黒
隆
君
（
監

事
）、
高
畑
武
司
君
（
事
務
局
）
に
よ
り
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
組
織
と
し
て
は
病
院
の
場
合
は
施
設
単
位
で
構
成
さ
れ
、
開

業
の
場
合
は
個
人
単
位
で
す
。

　
毎
年
２
月
の
総
会
で
は
学
術
研
修
会
と
し
て
県
内
会
員
と
県
外

同
窓
会
員
か
ら
各
１
題
ず
つ
計
2
題
の
日
整
会
研
修
講
演
、
つ
い

で
功
労
賞
の
授
与
式
、
病
院
活
動
状
況
、
全
員
懇
親
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
１０
月
に
は
シ
ニ
ア
会
員
と
現
役
拡
大
幹
事
会
と
の

合
同
懇
親
会
を
長
老
の
今
井
望
先
生
、
矢
部
裕
先
生
を
交
え
て
行

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
東
海
大
の
渡
辺
雅
彦
君
が
教
授
に
就
任
し

祝
賀
会
を
兼
ね
て
行
い
ま
し
た
。
本
会
に
と
り
ま
し
て
も
今
後
の

活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
写
真
）。

　
そ
の
他
、
ゴ
ル
フ
同
好
会
に
関
し
て
は
か
つ
て
の
名
人
、
故
米

谷
晴
夫
先
生
（
36
回
、
小
田
原
市
立
病
院
部
長
）
か
ら
の
流
れ
を

ふ
み
毎
年
２
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
い
、
と
く
に
若
手
の
参
加
者

を
募
っ
て
お
り
ま
す
（
ゴ
ル
フ
幹
事

　
石
黒
隆
君
）。
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当
会
で
は
毎
年
、
機
関
紙
と
し
て
神
奈
川
Ｂ
Ｒ
Ｂ
ニ
ュ
ー
ス
を

発
行
し
て
い
ま
す
が
今
年
で
第
6
号
に
な
り
ま
す
。
来
年
は
特
別

記
念
誌
と
し
て
冊
子
を
発
行
す
る
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
教
室
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
神
奈
川
に
出
張
な
い
し
、

開
業
さ
れ
ま
し
た
ら
神
奈
川
Ｂ
Ｒ
Ｂ
会
に
気
軽
に
ご
出
席
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
最
後
に
教
室
１
０
０

周
年
に
向
け
て
の
更
な

る
ご
発
展
と
皆
様
の
ご

活
躍
を
祈
り
ま
す
。

平成 23 年秋季、神奈川 BRB 整形外科研究会幹事会およびシニア会員に
よる渡辺雅彦君の東海大教授就任祝賀会（前列中央に富田恭弘先生）

　
慶
大
整
形
外
科
開
講
90
周
年
の
年
に
発
行
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
」

に
寄
稿
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
医
局
員
と
し
て
何
ら
目
覚
ま
し
い

働
き
も
せ
ず
に
齢
を
重
ね
て
、
現
医
局
員
中
最
高
齢
に
あ
る
ら
し

い
の
で
、
医
局
生
活
の
思
い
出
を
書
け
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
個
人
的
な
こ
と
が
多
く
、
つ
ま
ら
な
い
文
に
な
る
こ
と
を
承

知
で
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
私
は
１
９
７
２
年
の
卒
業
で
51
回
生
で
す
。
親
し
い
同
級
生
た

ち
は
、「
あ
い
つ
は
内
科
か
小
児
科
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
た
よ

う
で
、
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
私
が
整
形
外
科
を
選
ん
だ
時
、
少

し
意
外
に
感
じ
た
よ
う
で
す
。
整
形
外
科
に
し
た
理
由
は
主
に
二

つ
で
、
子
供
の
頃
か
ら
工
作
（
ラ
ジ
オ
、
鉄
道
模
型
な
ど
）
が
好

き
で
、
整
形
の
手
術
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
た
こ
と

が
ひ
と
つ
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
学
部
に
進
ん
だ
最
初
の
年
の

懇
親
会
で
泉
田
重
雄
先
生
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
、
浦
和
に
伺
っ

て
色
々
な
お
話
を
お
聞
き
し
、
整
形
外
科
は
面
白
そ
う
だ
と
感
じ

た
だ
け
で
な
く
、
あ
の
先
生
の
教
室
な
ら
入
っ
て
み
た
い
と
い
う

気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

入
局
後
の
40
年
を
振
り
返
っ
て

臼
　
井
　
　
宏
（
51
回
）
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整
形
外
科
1
年
目
は
、
病
棟
の
グ
ル
ー
プ
が
土
方
チ
ー
ム
と
石

井
チ
ー
ム
で
、
ど
ち
ら
も
凄
い
先
生
が
ト
ッ
プ
で
、
し
か
も
お
互

い
張
り
合
う
よ
う
に
早
朝
か
ら
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
あ
り
、
宿
題

が
出
ま
し
た
。
神
様
の
よ
う
に
何
で
も
知
っ
て
い
る
お
二
人
が
、

私
た
ち
の
僅
か
10
年
ほ
ど
し
か
先
輩
で
な
い
こ
と
に
驚
き
と
尊
敬

の
念
を
感
じ
た
も
の
で
す
。
冨
士
川
先
生
の
上
腕
骨
骨
折
の
手
術

に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
筋
鉤
を
引
い
て
い
ま
し
た
が
、
終
わ
っ

た
直
後
に
「
橈
骨
神
経
麻
痺
が
起
こ
っ
た
ら
、
筋
鉤
を
引
い
て
い

た
君
の
責
任
だ
」
と
言
わ
れ
て
、
本
当
に
縮
み
上
が
っ
た
の
を
今

で
も
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
の
後
は
、
大
田
原
日
赤
、
総
合
太
田
、
国
立
塩
原
、
芳
賀
日

赤
と
北
関
東
の
病
院
専
門
に
、
半
年
の
慶
應
勤
務
を
は
さ
ん
で
出

張
し
ま
し
た
。
各
病
院
で
、
医
長
の
先
生
方
を
は
じ
め
多
く
の
先

輩
か
ら
、
手
術
は
も
ち
ろ
ん
、
整
形
外
科
全
般
に
つ
い
て
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
私
の
整
形
外
科
の
基
礎
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
教
え
て
頂
い
た
先
生
方
の
う
ち
、
阿
久
津
壽
一
先
生
、
関
宏

先
生
、
大
森
先
生
、
浅
葉
先
生
は
残
念
な
が
ら
既
に
故
人
と
な
ら

れ
ま
し
た
。
芳
賀
日
赤
時
代
の
最
大
の
思
い
出
は
、
私
が
頚
椎
の

手
術
で
、
椎
骨
動
脈
損
傷
を
起
こ
し
て
、
一
時
心
停
止
に
な
る
ほ

ど
の
大
出
血
を
生
じ
た
こ
と
で
す
。
医
長
の
村
田
先
生
が
冷
静
に

止
血
し
て
下
さ
り
、
患
者
さ
ん
は
永
続
的
な
後
遺
症
を
残
さ
ず
退

院
し
ま
し
た
。
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
と
同
時
に
、
村
田
先
生
に

感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
出
張
病
院
を
回
る
う
ち
に
、
中
心
性
頚
髄
損
傷
、
あ
る
い
は
そ

れ
に
近
い
患
者
さ
ん
を
少
な
か
ら
ず
経
験
し
、
平
林
助
教
授
に
お

願
い
し
て
、
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
関
連

病
院
に
も
聞
い
て
い
た
だ
き
、
静
岡
日
赤
と
飯
田
市
立
病
院
か
ら

も
症
例
を
お
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
症
例
豊
富
な
関
連

病
院
を
多
く
持
つ
慶
応
の
伝
統
の
お
蔭
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
と
き
の
論
文
は
、
当
時
の
東
大
津
山
教
授
に
、
雑
誌
「
整
形
外

科
」
の
編
集
後
記
で
身
に
余
る
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
私

の
論
文
で
最
も
引
用
さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。（
如
何
に
他

の
業
績
が
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
）

　
私
は
実
は
手
の
外
科
班
を
最
初
希
望
し
た
の
で
す
が
、
同
級
生

12
人
中
4
人
（
市
川
君
、
石
黒
君
、
平
松
君
、
三
枝
君
）
が
手
を

挙
げ
て
、
内
西
先
生
が
締
切
り
と
言
わ
れ
た
の
で
、
膝
班
と
な
り
、

間
も
な
く
塩
原
先
生
、
芦
沢
先
生
の
研
究
に
続
い
て
病
理
学
の
山

口
助
教
授
の
指
導
を
受
け
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
、
小
児
股
関
節

班
と
な
り
ま
し
た
。

　
6
年
目
に
国
立
東
京
第
二
病
院(

現
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー)

に

移
り
、
野
末
先
生
、
岡
田
菊
三
先
生
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
出
張
し
た
の
は
外
傷
が
主
体
ま
た
は
リ
ハ
ビ
リ
主
体
の
病

院
だ
っ
た
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
症
例
が
来
る
東
二
は
、
新
し
い
臨
床

経
験
を
積
む
の
に
最
適
で
し
た
。
脊
椎
、
小
児
、
腫
瘍
な
ど
多
く
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の
手
術
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
工
股
関
節
置
換
術
も
岡

田
先
生
に
教
え
て
頂
い
た
の
が
最
初
で
す
。
当
時
は
ミ
ュ
ー
ラ
ー

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
中
殿
筋
前
縁
か
ら
侵
入
し
て
い
て
、
そ
の
後
長

い
間
後
方
が
定
番
と
な
り
、
こ
の
10
年
ほ
ど
い
わ
ゆ
る
Ｍ
Ｉ
Ｓ
と

し
て
前
方
が
見
直
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
先
祖
帰
り
の
よ
う
な
感

が
あ
り
ま
す
。
岡
田
先
生
は
、
椎
間
関
節
造
影
を
熱
心
に
行
わ
れ

て
お
り
、
私
も
頚
椎
、
腰
椎
、
Ｃ
１
／
２
の
関
節
造
影
ま
で
随
分

や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
岡
田
先
生
は
ご
自
分
で
臨
床
の
中

か
ら
発
見
さ
れ
た
テ
ー
マ
で
、
解
剖
な
ど
の
基
礎
研
究
も
加
え
て

立
派
な
学
位
論
文
に
さ
れ
た
わ
け
で
、
あ
る
意
味
で
模
範
的
な
医

局
員
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
最
近
そ
の
ご
業

績
が
海
外
で
も
評
価
さ
れ
て
、
多
少
は
お
手
伝
い
し
た
者
と
し
て

嬉
し
い
限
り
で
す
。
私
は
、
東
二
の
裏
で
う
さ
ぎ
を
飼
い
な
が
ら
、

病
理
の
山
口
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
骨
壊
死
発
生
に
関
す
る
実
験

を
細
々
と
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
3
年
と
少
し
在
籍
し
た
東
二
の
最
後
の
2

�

3
カ

月
に
戸
山
現
教
授
と
一
緒
の
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　
慶
應
に
帰
っ
て
1
年
と
少
し
経
て
、
泉
田
教
授
か
ら
、
開
業
さ

れ
た
関
先
生
の
後
任
と
し
て
東
海
大
に
行
き
な
さ
い
と
お
話
が
あ

り
、
家
田
先
生
、
石
倉
先
生
ら
と
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
た
慶
應

を
離
れ
て
、
東
海
大
に
赴
任
し
ま
し
た
。
今
井
教
授
、
福
田
助
教

授
、
有
馬
講
師
の
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。
ポ
リ
ク
リ
の
時
に

佐
々
木
正
先
生
、
小
川
清
久
先
生
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
今
井

先
生
が
大
学
院
生
時
代
に
書
か
れ
た
内
側
側
副
靱
帯
損
傷
と
関
節

造
影
に
関
す
る
論
文
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
し
、
私
の
北
関
東

時
代
に
国
立
栃
木
の
医
長
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、
私
の
方
は
存
じ

上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
今
井
先
生
は
こ
い
つ
で
大
丈
夫
か
と
不
安

に
思
わ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
股
関
節
の
症
例
を

何
と
か
こ
な
し
な
が
ら
、
外
傷
を
は
じ
め
と
す
る
、
膝
・
肩
・
腫

瘍
・
脊
椎
以
外
の
分
野
の
症
例
に
若
い
先
生
た
ち
と
一
緒
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
う
に
も
研
究
能
力
が
な
い
と
い
う
か
、

折
角
の
骨
壊
死
の
テ
ー
マ
も
も
の
に
で
き
ず
、
約
7
年
間
で
大
学

を
去
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
教
室
も
退
か
せ
て
い
た
だ
き
、
医
学
部
の
同
期
が
経
営
す
る
47

床
ほ
ど
の
病
院
で
、
ひ
と
り
整
形
外
科
を
数
年
続
け
、
開
業
も
考

え
て
い
た
時
に
、
国
立
療
養
所
神
奈
川
病
院
の
山
本
三
希
雄
先
生

（
東
邦
大
卒
で
、
当
時
東
海
大
学
非
常
勤
講
師
）
か
ら
お
誘
い
が

あ
っ
て
、
同
院
整
形
外
科
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
海

大
学
か
ら
1

�

2
名
の
1
年
間
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
医
師
が
出
張

し
て
き
て
お
り
、
股
関
節
以
外
の
症
例
も
含
め
て
楽
し
く
仕
事
を

す
る
う
ち
に
、
戸
山
教
授
か
ら
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
医
長
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。
教
室
を
完
全
に
退
室
し
て
い
た
小
生
に
お
話
が
来

た
の
は
、
戸
山
先
生
と
わ
ず
か
な
期
間
で
す
が
一
緒
に
仕
事
を
さ

せ
て
頂
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
か
と
思
う
と
、
人
の
運
命
は
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不
思
議
と
感
じ
ま
す
。
神
奈
川
病
院
で
多
少
症
例
が
少
な
い
な
と

感
じ
て
い
た
こ
と
、
と
に
か
く
最
も
勉
強
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い

る
か
つ
て
の
東
二
で
あ
る
こ
と
が
理
由
と
な
っ
て
、
再
び
教
室
員

に
し
て
い
た
だ
き
、
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
に
赴
任
し
ま
し
た
。

　
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
前
医
長
は
加
藤
哲
也
先
生
と
い

う
こ
と
で
、
先
ず
は
私
に
務
ま
る
も
の
か
が
心
配
で
し
た
。
矢
吹

先
生
ら
と
股
関
節
外
科
を
続
け
な
が
ら
、
電
子
カ
ル
テ
導
入
な
ど

の
整
形
外
科
以
外
の
仕
事
が
増
え
、
２
０
０
６
年
か
ら
副
院
長
と

な
り
ま
し
た
。
次
か
ら
次
と
生
じ
る
大
病
院
の
色
々
な
問
題
に
取

り
組
む
の
は
大
変
で
か
つ
極
め
て
多
忙
で
し
た
が
、
新
し
い
こ
と

は
そ
れ
な
り
に
興
味
深
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
4
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。

　
２
０
１
０
年
か
ら
山
岸
先
生
の
後
任
で
、
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー

の
院
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
岩
原
先
生
が
所
長
を
さ
れ
た
時
代
が

あ
り
、
私
ど
も
が
、
手
術
方
法
の
論
文
を
バ
イ
ブ
ル
の
よ
う
に
読

ま
せ
て
い
た
だ
い
た
大
谷
先
生
が
院
長
を
さ
れ
、
そ
の
後
柴
崎
先

生
、
山
岸
先
生
が
発
展
さ
せ
た
こ
の
病
院
に
、
脊
椎
外
科
医
で
も

な
い
私
が
院
長
と
い
う
こ
と
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
も
た

ち
ま
ち
2
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
昭
和
30
年
代
、
40
年
代
築
の

老
朽
化
し
た
建
物
、
整
形
外
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
以
外

の
医
師
不
足
、
累
積
債
務
な
ど
の
問
題
を
何
ら
解
決
で
き
ず
に
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
整
形
外
科
は
、
脊
椎
手
術
が
年
間
５
０
０
件
を

超
え
る
な
ど
、
さ
す
が
に
伝
統
の
重
み
を
感
じ
ま
す
。

　
途
中
10
年
以
上
も
教
室
員
で
な
い
時
期
が
あ
る
私
も
、
卒
後
41

年
に
な
る
来
春
は
定
年
を
迎
え
ら
れ
そ
う
で
す
。
何
ら
の
研
究
成

果
も
残
せ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
教
室
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
各
出

張
病
院
の
先
生
た
ち
に
教
わ
り
、
多
少
の
恩
返
し
と
し
て
後
輩
を

指
導
し
な
が
ら
来
ま
し
た
。
基
礎
研
究
の
面
で
も
目
覚
ま
し
い
発

展
を
遂
げ
て
い
る
慶
應
整
形
外
科
が
、
１
０
０
周
年
に
向
か
っ
て

更
に
臨
床
、
研
究
、
教
育
の
す
べ
て
の
面
で
飛
躍
す
る
よ
う
祈
っ

て
お
り
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
に
投
稿
す
る
の
は
ほ
ぼ
10
年
ぶ
り
と
思
い
ま
す
。
前

回
は
、
学
会
発
表
に
お
け
る
ス
ラ
イ
ド
作
成
の
時
代
的
変
遷
に
つ

い
て
の
思
い
出
話
を
書
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
10
年
間
に
、
当
時

予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
環
境
の
変
化
や
、
学
会
な
ど
で
の
役
職

を
経
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
10
年
を
振
り
返
り
、
少

し
感
想
め
い
た
も
の
を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
32
歳
か
ら
済
生
会
神
奈
川
県
病
院
に
勤
務
し
、
外
傷
の
手
術
と

外
来
に
明
け
暮
れ
、
合
間
を
縫
っ
て
手
の
外
科
、
骨
折
を
中
心
と

し
た
学
会
発
表
、
論
文
執
筆
な
ど
を
行
っ
て
、
日
本
手
の
外
科
学

会
、
日
本
骨
折
治
療
学
会
の
評
議
員
な
ど
こ
そ
し
て
い
ま
し
た
が
、

学
会
の
運
営
に
は
殆
ど
無
関
係
で
あ
っ
た
平
成
12
年
の
あ
る
日
の

朝
、
石
名
田
洋
一
先
生
（
40
回
）
か
ら
の
電
話
を
外
来
で
受
け
た

の
が
、
後
に
思
え
ば
大
き
な
転
機
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
考
え
も
し

な
か
っ
た
方
向
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
電
話
は
、
日
本
整
形
外
科
勤
務
医
会
の
事
務
局
を
せ
よ
と

い
う
も
の
で
し
た
。
勤
務
医
会
に
所
属
は
し
て
い
た
も
の
の
、
事

務
局
を
担
当
す
る
と
い
う
こ
と
は
さ
ぞ
大
変
な
こ
と
な
の
で
あ
ろ

う
と
（
そ
の
時
は
ま
だ
十
分
に
解
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
）

想
像
し
、
ご
辞
退
申
し
上
げ
た
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
お
断
り
の

し
よ
う
の
な
い
状
況
で
、
結
局
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
整
形
外
科
勤
務
医
会
は
、
当
時
１
３
０
０
名
ほ
ど
の
会
員

を
抱
え
る
団
体
で
、
年
間
に
1
回
の
総
会
、
3
回
の
名
誉
会
員
・

役
員
・
幹
事
会
を
開
催
し
、
2
か
ら
3
回
の
会
報
を
発
行
し
、
会

費
の
納
入
を
促
し
、
会
員
名
簿
を
管
理
す
る
と
い
う
の
が
、
事
務

局
の
主
な
業
務
で
し
た
。
お
引
き
受
け
し
た
当
初
は
、
ほ
と
ん
ど

一
人
で
こ
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
名
簿
更
新
の
作
業
だ
け

で
も
結
構
な
時
間
が
と
ら
れ
、
幸
い
得
意
で
あ
っ
た
フ
ァ
イ
ル
メ

ー
カ
ー
で
あ
っ
た
も
の
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
往
復
の
搭
乗
待
ち
や
機

内
で
の
作
業
と
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
し
た
。
ま
た
、
毎
年
秋

に
は
翌
年
の
日
本
整
形
外
科
学
会
功
労
賞
に
該
当
す
る
先
生
が
た

を
名
簿
か
ら
選
び
出
し
て
、
自
薦
し
て
い
た
だ
く
依
頼
を
送
る
と

い
う
気
の
張
る
業
務
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
上
、
会
費
の
督
促
業

務
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
た
た
め
も
あ
っ
て
、
徐
々
に
繰
越
金
が

減
り
、
会
報
を
自
宅
の
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
す
る
こ
と

に
な
り
、
15
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
会
報
を
１
３
０
０
部
印
刷
し
て
、
こ

れ
ま
た
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
ー
で
宛
名
と
ロ
ゴ
を
印
字
し
た
袋
に
詰

め
、
こ
れ
も
節
約
の
た
め
、
ま
だ
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
か
っ
た

ク
ロ
ネ
コ
メ
ー
ル
便
で
送
る
た
め
の
シ
ー
ル
貼
り
を
す
る
と
い
う

こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
済
生
会
神
奈
川
県
病
院

　
院
長
補
佐

佐
　
々
　
木
　
　
孝
（
52
回
）
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よ
う
な
作
業
で
春
の
連
休
が
ほ
と
ん
ど
つ
ぶ
れ
た
と
い
う
よ
う
な

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
、
3
年
目
か
ら
は
、
事
務
仕
事
に
有

能
な
看
護
師
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
平
成
13
年
か
ら

の
6
年
間
は
、
空
い
た
時
間
と
い
う
も
の
の
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態

で
し
た
。
こ
の
間
、
平
成
13
年
か
ら
4
年
間
会
長
を
務
め
ら
れ
た

三
笠
元
彦
先
生
（
44
回
）、
平
成
17
年
か
ら
会
長
を
務
め
ら
れ
た

立
花
新
太
郎
先
生
（
東
大
、
当
時
虎
の
門
病
院
副
院
長
）
に
は
、

大
変
多
く
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
に
は
事
務
局
担
当
を
三
上
容
司
先
生
（
東
大
、
横
浜

労
災
病
院
副
院
長
）
に
お
受
け
頂
き
、
こ
の
業
務
か
ら
は
解
放
さ

れ
た
わ
け
で
す
が
、
事
務
局
を
務
め
た
6
年
間
に
、
日
本
整
形
外

科
学
会
の
代
議
員
を
3
期
務
め
、
労
働
産
業
委
員
会
委
員
、
委
員

長
と
し
て
骨
折
療
養
期
間
調
査
、
整
形
外
科
医
の
労
働
環
境
調
査

な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
に
日
本
整
形
外
科
学
会
監
事
に
勤
務
医
会
か
ら
推
薦

さ
れ
就
任
し
た
と
こ
ろ
、
働
く
監
事
に
な
れ
と
い
う
不
思
議
な
言

葉
を
中
村
耕
三
理
事
長
（
東
大
、
教
授
）
か
ら
頂
戴
し
、
日
本
整

形
外
科
学
会
初
の
回
答
義
務
の
あ
る
調
査
と
し
て
「
手
術
調
査
」

を
担
当
せ
よ
と
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
監
事
の
本
分
は
理
事
と
違
い

現
実
業
務
を
分
担
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
お
断
り
す
る
と
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
か
か
わ
る
こ
と
に
な
り
、
里
見
和
彦
理
事
（
49

回
）、
牧
野
正
晴
委
員
長
（
新
潟
大
、
新
潟
逓
信
病
院
）
の
体
制
で
、

池
上
博
泰
先
生
（
64
回
）
を
含
む
委
員
会
が
構
成
さ
れ
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
調
査
を
経
て
、
平
成
21
年
6
～
7
月
に
教
育
研
修
施
設
を
対

象
に
し
た
全
手
術
登
録
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
5
月
か
ら
は
日
本
整
形
外
科
学
会
理
事
を
拝
命
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
本
調
査
は
担
当
理
事
と
し
て
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
非
常
に
面
倒
な
入
力
作
業
を
さ
れ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
幸
い
に
も
約
90
％
の
施
設
か
ら
回
答
が
得
ら
れ
、

整
形
外
科
が
現
在
の
医
療
の
中
で
担
っ
て
い
る
役
割
を
分
析
し
、

対
外
的
に
も
表
明
す
る
こ
と
の
で
き
る
デ
ー
タ
が
収
集
で
き
ま
し

た
。
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
は
第
84
回
日
整
会
で
の
ｗ
ｅ
ｂ
発
表
と

な
り
、
日
整
会
誌
に
も
掲
載
予
定
で
す
。

　
日
本
整
形
外
科
学
会
の
理
事
と
し
て
は
社
会
保
険
等
委
員
会
を

併
せ
て
担
当
し
ま
し
た
。
同
時
期
に
、
日
本
手
の
外
科
学
会
な
ら

び
に
日
本
骨
折
治
療
学
会
に
お
き
ま
し
て
も
社
会
保
険
等
委
員
会

の
担
当
理
事
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
学

会
の
委
員
の
皆
様
と
一
緒
に
外
保
連
（
外
科
系
学
会
社
会
保
険
委

員
会
連
合
）
を
通
じ
た
要
望
活
動
を
し
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
医

療
課
の
担
当
官
へ
の
直
接
説
明
の
機
会
を
持
つ
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
厚
生
労
働
省
の
公
式
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
も
3
回
8
コ
マ
参
加

し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
図
解
し
た
説
明
方
法
で
理
解
が
得
ら
れ

や
す
く
な
っ
た
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

　
幸
い
に
も
、
外
科
系
全
体
に
対
す
る
追
い
風
も
あ
り
、
平
成
22
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年
な
ら
び
に
平
成
24
年
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
手
術
点
数
の
大

幅
な
増
額
や
、
多
く
の
新
規
術
式
の
収
載
と
い
う
成
果
が
上
が
り

ま
し
た
。

　
日
本
整
形
外
科
学
会
の
理
事
は
平
成
23
年
5
月
で
任
期
満
了
と

な
っ
た
の
で
す
が
、
社
会
保
険
等
委
員
会
に
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
、
ｗ
ｅ
ｂ
調
査
に
は
引
き
続
き
委
員
と
し
て
残
留
し
て
い
ま

す
。
平
成
24
年
新
患
調
査
に
も
皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た

だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
手
術
調
査
２
０
０
９
と
新
患
調
査
２
０
１
２
は
一
対
の
デ
ー
タ

と
な
っ
て
、
整
形
外
科
の
現
在
あ
る
姿
を
示
し
、
今
後
を
考
え
る

貴
重
な
資
料
と
な
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
日
本
整
形
外
科
学
会
の
理
事
会
に
、
監
事
、
理
事
と
し
て
2
期

4
年
間
い
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
間
に
、
平
成
20
年
か
ら
は
日
本

手
の
外
科
学
会
の
社
会
保
険
等
委
員
会
担
当
理
事
を
拝
命
、
さ
ら

に
平
成
21
年
に
は
日
本
骨
折
治
療
学
会
の
社
会
保
険
等
委
員
会
担

当
理
事
も
拝
命
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
三
学
会
の
活
動
に
は
共
通
点

が
多
く
、
混
乱
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、
関
連
学
会
摺
合

せ
の
う
え
ま
と
め
て
要
望
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
会
の
委
員
会
と
理
事
会
に
す
べ
て
出
席
す
る

と
い
う
時
間
的
な
問
題
以
外
は
あ
ま
り
苦
痛
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
こ
の
10
年
の
最
後
を
締
め
く
く
る
重
大
な
仕
事
が
待
っ
て
い
ま

し
た
。
平
成
22
年
4
月
に
日
本
手
の
外
科
学
会
（
同
年
5
月
14
日

一
般
社
団
法
人

　
日
本
手
外
科
学
会
と
し
て
登
記
）
理
事
長
を
拝

命
し
た
の
で
す
。
当
時
、
日
本
手
外
科
学
会
は
、
学
会
の
赤
字
基

調
を
黒
字
に
転
換
し
健
全
な
財
政
状
況
と
す
る
こ
と
、
法
人
化
直

後
の
体
制
を
固
め
る
こ
と
、
手
外
科
学
会
認
定
専
門
医
を
公
的
な

も
の
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
日
本
医
学
会

へ
の
加
盟
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
が
山
積
し
て
い
ま
し
た
。
法
人

化
は
事
実
上
、
三
浪
明
男
前
理
事
長
（
北
大
、
教
授
）
時
代
に
確

定
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
最
後
の
書
類
提
出
の
段
階
で
し
た

の
で
、
定
款
・
諸
規
則
の
わ
ず
か
な
文
言
の
修
整
を
経
て
、
就
任

直
後
に
法
務
局
に
届
け
出
が
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
手
外
科
学
会
専
門
医
を
公
的
な
も
の
と
す
る
要
望
活
動
は

困
難
を
極
め
ま
し
た
。
す
で
に
、
三
浪
明
男
前
理
事
長
の
平
成
21

年
9
月
か
ら
動
き
始
め
て
い
た
の
で
す
が
、
法
人
化
が
前
提
で
し

た
の
で
、
現
実
の
要
望
活
動
は
平
成
22
年
の
6
月
か
ら
開
始
と
な

り
、
厚
生
労
働
省
医
政
局
総
務
課
と
専
認
構
（
日
本
専
門
医
制
評

価
・
認
定
機
構
）
に
度
々
通
い
な
が
ら
、
学
会
内
部
で
の
理
事
会

や
各
種
委
員
会
と
の
調
整
活
動
を
、
そ
れ
こ
そ
毎
週
の
よ
う
に
行

わ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
専
認
構
が
専
門
医
制
度
整

備
指
針
第
三
版
で
示
し
て
い
る
事
項
を
満
足
す
る
も
の
に
、
学
会

の
諸
規
則
を
合
致
さ
せ
る
こ
と
も
、
多
く
の
分
野
に
及
ん
で
い
た

た
め
、
各
種
委
員
会
を
頻
繁
に
開
催
し
、
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
も
十
分
に
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活
用
し
て
専
門
医
制
度
本
体
を
大
幅
に
改
定
し
な
が
ら
進
ん
で
い

き
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、
落
合
直
之
広
報
・
渉
外
担
当
理
事
（
筑

波
大
、
教
授
）
の
大
き
な
助
力
を
頂
き
、
困
難
と
思
わ
れ
て
い
た

日
本
医
学
会
へ
の
加
盟
が
平
成
22
年
3
月
に
実
現
し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
日
本
手

外
科
学
会
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
、
3
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た

日
米
合
同
手
外
科
会
議
は
抄
録
の
発
行
を
も
っ
て
開
催
と
さ
れ
て

会
合
は
中
止
、
4
月
に
青
森
で
予
定
さ
れ
て
い
た
学
術
集
会
は
急

遽
ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
な
り
、
ｗ
ｅ
ｂ
で
ほ
ぼ
す
べ
て
の
演
題
の
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
付
き
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
藤
哲

会
長
（
弘
前
大
、
教
授
）
ほ
か
関
係
者
の
超
人
的
な
ご
努
力
で
、

所
定
の
4
月
15
日
に
は
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
会
長
挨
拶
か

ら
始
ま
る
、
各
演
題
の
閲
覧
が
可
能
で
参
加
単
位
の
取
得
も
可
能

な
立
派
な
ｗ
ｅ
ｂ
学
会
と
な
り
、
普
段
並
列
に
行
わ
れ
て
い
て
聞

く
こ
と
が
で
き
な
い
演
題
も
視
聴
可
能
で
あ
っ
た
と
好
評
で
し

た
。

　
理
事
長
在
任
中
に
は
、
臨
時
総
会
を
含
め
て
3
回
の
総
会
が
あ

り
、
過
去
に
特
例
措
置
で
専
門
医
と
な
っ
て
い
た
先
生
方
に
も
専

門
医
試
験
を
追
加
受
験
し
て
頂
く
と
い
う
こ
と
も
決
定
し
、
青
森

で
予
定
さ
れ
て
い
た
学
会
の
第
2
日
目
に
あ
た
る
4
月
16
日
に
特

例
措
置
の
専
門
医
も
対
象
と
し
た
初
め
て
の
試
験
が
東
京
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
行
わ
れ
、
矢
部
裕
名
誉
教
授
（
36
回
）

に
も
受
験
し
て
頂
い
た
こ
と
は
、
恐
縮
の
極
み
で
あ
り
ま
し
た
と

と
も
に
、
率
先
し
て
受
け
て
い
た
だ
け
た
こ
と
を
誠
に
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
医
政
局
総
務
課
、
専
認
構
と
の
交
渉
は
平
成
23
年
の
年
末
ま
で

続
き
、
整
形
外
科
と
形
成
外
科
の
両
基
盤
学
会
の
上
に
乗
る
サ
ブ

ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
ー
と
認
め
ら
れ
よ
う
と
す
る
交
渉
の
中
で
は
、

両
基
盤
学
会
と
の
困
難
な
調
整
が
必
要
な
局
面
も
あ
り
、
何
度
も

座
礁
し
か
け
な
が
ら
平
成
24
年
4
月
に
は
理
事
長
と
し
て
最
後
の

総
会
を
迎
え
、
全
議
案
に
賛
同
を
い
た
だ
き
、
専
認
構
か
ら
の
最

終
結
果
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
理
事
長
の
任
を
不
完
全
な
が
ら

も
了
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
平
成
23
年
7
月
に
は
第
37
回
日
本
骨
折
治
療
学
会
を

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
す
る
こ
と
も
無
事
に
で
き
ま
し
た
。
こ

の
件
は
別
項
に
書
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
日
本
整
形
外
科
学
会
理
事
、
日
本
手
外
科
学
会
理
事
と

も
に
任
期
満
了
し
、
さ
ら
に
は
日
本
骨
折
治
療
学
会
理
事
も
残
り

1
年
を
切
り
、
こ
の
10
年
間
は
結
構
大
変
だ
っ
た
な
ー
と
感
慨
に

浸
る
間
も
な
く
、
平
成
24
年
5
月
よ
り
日
本
整
形
外
科
勤
務
医
会

会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
各
種
学
会
の
役
員
と

は
ま
た
色
合
い
の
違
う
役
職
で
、
過
去
に
事
務
局
を
担
当
し
て
い

た
と
は
い
え
、
そ
の
間
は
三
笠
元
彦
前
々
会
長
、
立
花
新
太
郎
前

会
長
の
組
織
拡
大
活
動
や
、
日
本
整
形
外
科
勤
務
医
会
の
プ
レ
ゼ
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ン
ス
を
高
め
る
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
集
会
で
の
シ
ン
ポ
・
パ

ネ
ル
の
提
案
、
各
地
で
の
日
本
整
形
外
科
勤
務
医
会
の
認
知
度
を

上
げ
る
た
め
の
活
動
な
ど
の
多
く
の
業
績
を
見
て
ま
い
り
ま
し
た

だ
け
に
、
新
た
な
重
責
に
気
を
引
き
締
め
な
お
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
多
く
の
、
人
生
の
中
で
初
め
て
体
験
す
る
重
い
職
を
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
10
年
で
し
た
。
す
べ
て
は
冒
頭
で
ご
紹
介
し
た
電

話
一
本
に
始
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
六
十
で
定
年
し
て
、
歴

史
学
へ
の
道
を
と
い
う
夢
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
想
像
も

し
な
か
っ
た
方
向
に
向
か
い
微
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
戸
山
芳
昭
教
授
（
54
回
）、
堀
内
行

雄
先
生
（
52
回
）
を
は
じ
め
と
し
、
教
室
の
皆
様
の
大
変
大
き
な

ご
援
助
、
ご
支
持
が
あ
っ
て
こ
そ
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
も

の
と
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
開
講
90
周
年
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
現
在
の
教
室
員
の
先
生
方
や
同
窓
会
役
員

の
皆
様
の
ご
努
力
で
6
月
16
日
記
念
式
典
が
厳
か
に
又
楽
し
く
行

わ
れ
た
事
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
が
入
局
し
て
３９
年
目
を
迎
え
た
事
に
な
り
ま
す
。
私
が
お
世

話
に
な
っ
た
歴
代
の
教
授
で
あ
る
池
田
先
生
、
泉
田
先
生
（
泉
田

先
生
に
は
私
ど
も
仲
人
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
浦
和
の
御
自

宅
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
が
先
生
が
い
れ
て
下
さ
っ
た
お
茶
の
味
や

優
し
く
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
奥
様
を
忘
れ
る
事
が
で
き
ま
せ

ん
。）、
矢
部
先
生
（
博
士
論
文
の
完
成
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
真
夜
中
ま
で
古
い
教
授
室
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た
事

を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。）
そ
し
て
現
職
の
戸
山
先
生
（
永

寿
病
院
の
新
築
開
院
時
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。）
の
御
尽

力
で
慶
應
の
整
形
外
科
学
教
室
が
素
晴
ら
し
く
発
展
し
て
い
る
事

に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
、
と
思
い
ま
す
。
私
の
同
期
の
52
回

生
は
16
名
で
当
時
は
画
期
的
な
新
入
局
者
の
数
で
し
た
。
堀
内
先

教
室
開
講
90
周
年
に
よ
せ
て

：

近
況
報
告

公
益
財
団
法
人

　
ラ
イ
フ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
研
究
所
付
属

　
永
寿
総
合
病
院
、
柳
橋
病
院

　
名
誉
理
事
長

崎
　
原
　
　
宏
（
52
回
）
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生
、
佐
々
木
先
生
な
ど
今
で
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
私
が
勤
め
て
お
り
ま
す
永
寿
総
合
病
院
も
赴
任
し
て
30
年

近
く
に
な
り
ま
す
が
赴
任
当
時
は
小
川
正
三
先
生
と
私
の
2
人
で

し
た
。
現
在
は
平
石
先
生
、
本
間
先
生
、
河
野
先
生
、
竹
島
先
生
、

そ
し
て
新
鋭
の
福
田
先
生
と
５
人
の
所
帯
に
な
り
各
専
門
分
野
等

で
ご
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
思
え
ば
平
成
6
年
6
月
、
原
田
先
生

（
29
回
生
、
内
科
）
の
あ
と
を
受
け
て
永
寿
総
合
病
院
の
院
長
に

就
任
し
て
か
ら
は
管
理
職
に
不
慣
れ
な
私
を
亡
く
な
ら
れ
た
原
田

先
生
、
小
川
正
三
先
生
（
29
回
）
の
ご
指
導
、
永
寿
総
合
病
院
の

職
員
の
皆
様
の
ご
協
力
で
何
と
か
職
責
を
果
た
す
事
が
で
き
ま
し

た
。
又
18
年
4
月
に
は
同
じ
台
東
区
内
に
あ
っ
た
東
京
都
自
動
車

健
保
組
合
連
合
会
が
経
営
し
て
い
た
柳
橋
病
院
を
健
保
組
合
解
散

に
伴
い
継
承
し
現
在
病
院
長
を
し
て
お
り
ま
す
。
私
共
の
財
団
の

運
営
す
る
病
床
は
２
０
０
床
か
ら
４
８
０
床
に
ふ
え
ま
し
た
。
こ

れ
も
慶
應
大
学
医
学
部
、
整
形
学
教
室
そ
し
て
台
東
区
の
行
政
、

町
会
を
は
じ
め
地
元
の
皆
様
、
そ
し
て
故
大
内
正
夫
先
生
、
湯
沢

先
生
、
上
野
先
生
、
三
上
先
生
な
ど
近
く
の
同
窓
の
整
形
外
科
の

先
生
な
ど
多
く
の
方
々
の
お
陰
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
私
事
で
す
が
こ
の
度
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
頂
き
ま
し
た
。

受
賞
の
理
由
は
正
直
に
い
い
ま
し
て
わ
か
り
ま
せ
ん
。
長
い
間
の

医
療
界
へ
の
貢
献
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
私
自
身
と
し
て
は
身
に
覚

え
が
あ
り
ま
せ
ん
。
強
い
て
思
う
な
ら
、
病
院
長
と
し
て
日
の
浅

か
っ
た
私
を
当
時
の
浅
草
医
師
会
長
で
あ
っ
た
野
中
先
生
（
現
在

の
東
京
都
医
師
会
長
）
が
病
院
部
会
を
作
ら
れ
私
を
担
当
理
事
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
東
京
都
の
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
病
診
連
携
事
業
や
介
護
保
険
の
創
設
な
ど
を
通
じ
て
医
療
政
策

を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
東
京
都
医
師
会
病
院
委

員
会
の
委
員
を
１０
年
間
い
た
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
現
在
行
わ
れ

て
い
る
３
６
５
日
全
夜
間
休
日
固
定
制
の
救
急
体
制
、
新
臨
床
研

修
医
制
度
の
地
域
医
療
研
修
、
そ
し
て
医
療
に
お
け
る
機
能
分
担

制
度
な
ど
い
た
し
ま
し
て
平
成
２０
年
東
京
都
医
師
会
功
労
賞
を
戴

き
ま
し
た
。
こ
の
間
日
本
病
院
会
の
東
京
都
支
部
の
理
事
に
な
り

中
野
総
合
病
院
の
池
澤
先
生
、
江
戸
川
病
院
の
加
藤
先
生
な
ど
に

お
世
話
に
な
り
、
平
成
９
年
４
月
に
東
京
都
病
院
協
会
の
創
設
に

参
画
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
平
成
１０
年
か
ら
日
本
病
院
会
の
評
議

員
、
そ
し
て
理
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
中
小
病
院
委
員
会
、
医

業
経
営
税
制
委
員
会
な
ど
に
い
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
損
税
と
い
わ
れ
る
医
療
に
か
か
わ
る
消
費
税
、
い
ま
で
は
控
除

対
象
外
消
費
税
と
申
し
ま
す
が
医
療
界
に
と
っ
て
は
深
刻
な
問
題

で
す
。
だ
い
ぶ
厚
労
省
の
理
解
は
進
み
ま
し
た
が
、
財
務
省
の
壁

は
な
お
厚
い
も
の
が
あ
り
解
決
は
１０
％
に
上
が
る
時
期
に
ず
れ
込

み
そ
う
で
す
。
ま
た
医
療
法
人
改
革
は
小
泉
改
革
の
余
波
で
は
あ

り
ま
す
が
、
非
営
利
性
を
担
保
す
る
持
分
な
し
法
人
の
移
行
へ
は

な
お
解
決
の
メ
ド
が
立
ち
ま
せ
ん
。
医
療
に
お
け
る
未
収
金
の
問
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題
は
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
な
ど
受
け
て
面
白
い
体
験
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
国
民
健
康
保
険
で
の
未
収
金
は
代
理
徴
収
の
実
現
、
出
産

に
か
か
わ
る
代
理
請
求
制
度
、
高
額
医
療
制
度
で
は
現
物
支
給
な

ど
が
実
現
し
マ
ア
マ
ア
の
成
果
で
し
た
。
現
在
は
厚
生
労
働
省
の

医
療
材
料
の
流
通
に
か
ん
す
る
改
善
検
討
会
に
で
て
い
ま
す
が

６５
万
点
に
の
ぼ
る
医
療
材
料
の
コ
ー
ド
化
は
な
お
困
難
な
状
況
で

す
。
以
上
動
い
た
わ
り
に
は
成
果
が
乏
し
い
思
い
で
す
が
、
日
本

病
院
会
会
長
の
堺
先
生
が
「
御
苦
労
さ
ん
」
と
い
う
お
気
持
ち
で

ご
推
薦
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
堺
先
生
や
日
本
病
院
会
の
会

員
に
も
感
謝
い
た
し
た
く
思
い
ま
す
。

　
さ
て
私
ど
も
の
病
院
は
慶
應
病
院
に
も
近
く
関
連
病
院
と
し
て

お
役
に
た
て
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

人
事
の
交
流
な
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
尾
に
な
り
ま
す
が
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教
室

の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
多
く
の
診
療
科
の
勧
誘
を
振
り
切
っ
て
、
Ｉ
教
授
の
ナ
マ
ズ
の

天
ぷ
ら
に
つ
ら
れ
、
整
形
外
科
に
入
室
し
た
の
は
、
１
９
７
４
年

4
月
で
あ
る
。
そ
し
て
、
教
室
を
離
れ
た
の
は
、
昨
年
の
２
０
１
１

年
9
月
と
、
実
に
47
年
も
の
長
い
間
、
お
世
話
に
な
っ
た
わ
け
で

あ
り
、
教
室
開
講
90
周
年
を
考
え
る
と
約
半
分
と
な
る
。
長
い
間
、

よ
く
我
慢
し
た
と
も
、
無
事
だ
っ
た
、
と
も
思
う
わ
け
だ
が
、
47

年
間
も
の
間
、
何
か
目
的
を
持
っ
て
行
動
し
た
と
い
う
記
憶
が
な

い
。
そ
れ
で
も
何
と
か
食
っ
て
い
け
た
の
は
、
多
く
の
先
輩
方
の

指
導
を
受
け
た
お
陰
と
、
少
し
は
思
っ
て
は
い
る
が
、
教
室
に
対

し
て
ギ
ブ
と
テ
イ
ク
を
考
え
る
と
、
テ
イ
ク
よ
り
ギ
ブ
の
方
が
、

か
な
り
多
い
の
で
は
な
い
か
と
、
つ
い
つ
い
考
え
て
し
ま
う
。
こ

の
47
年
間
に
つ
い
て
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
、
レ
ジ
デ
ン
ト
時
代

か
ら
、
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
、
い
っ
て
よ
い
と
思

う
が
、
47
年
間
の
思
い
出
を
、
だ
ら
だ
ら
と
述
べ
て
も
仕
方
が
な

い
。
そ
こ
で
、レ
ジ
デ
ン
ト
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
る
。
た
だ
、我
々

の
レ
ジ
デ
ン
ト
時
代
は
、
現
在
の
も
の
と
全
く
違
っ
て
い
た
。
よ

レ
ジ
デ
ン
ト
時
代

矢
　
部
　
啓
　
夫
（
53
回
）
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く
い
え
ば
、
お
お
ら
か
、
い
い
か
え
れ
ば
、
い
い
加
減
。
そ
し
て
、

レ
ジ
デ
ン
ト
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ア
ー
の
区
別
も
曖
昧
だ
っ
た
よ

う
に
思
え
る
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
時
代
と
し
て
、入
局
初
日
に
医
局
長
か
ら
「
先

輩
を
立
て
る
よ
う
に
」
と
訓
示
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
初
め
て
教
わ

っ
た
、
物
事
に
は
建
前
と
本
音
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。
そ
し
て
、

オ
ー
ベ
ン
の
後
を
金
魚
の
フ
ン
の
ご
と
く
、
つ
い
て
回
っ
て
い
る

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
は
勿
論
、
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
な
ど
も

な
く
、
安
全
か
つ
自
由
に
行
動
で
き
た
。
同
級
生
に
「
お
い
、
○

○
先
生
が
、
お
前
を
探
し
て
い
た
ぞ
」
と
い
わ
れ
て
も
、
無
視
す

る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
の
た

ま
り
場
で
、
無
駄
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
も
多
か
っ
た
。
当
時
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
は
1
ヵ
月
交
代
で
伊
勢
慶
應
に
行
く
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
皆
、
嬉
々
と
し
て
、
東
京
を
離
れ
た
。
私
を
含
む
３

名
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
時
代
の
最
後
、
出
張
前
で
あ
っ
た
た
め
、

6
週
間
の
伊
勢
出
張
と
な
っ
た
。
伊
勢
で
の
仕
事
は
、
全
く
の
雑

用
で
あ
り
、「
面
白
く
な
い
な
」
と
、
誰
か
が
口
に
し
た
。「
た
だ
、

同
じ
薬
の
名
前
を
書
く
の
は
つ
ま
ら
な
い
、
処
方
を
勝
手
に
変
え

よ
う
か
」
と
、
誰
か
が
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
平
気
で
提

案
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
私
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
日
か
ら
、

3
人
で
鎮
痛
剤
の
do
処
方
を
全
て
、
他
の
鎮
痛
剤
に
書
き
換
え
た
。

す
る
と
、「
薬
屋
が
、
月
2
万
錠
が
5
千
錠
に
な
っ
た
と
、
真
っ

青
な
顔
し
て
飛
び
込
ん
で
き
た
ぞ
」
と
K
先
生
に
い
わ
れ
た
。
そ

の
結
果
、
我
々
3
人
は
、『
豚
捨
』
に
招
待
さ
れ
た
。

　
入
室
２
年
目
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
出
張
は
、
大
田
原
日
赤
で
あ

り
、
部
長
が
Ｏ
Ｍ
先
生
、
二
番
手
が
Ｏ
Ｇ
先
生
と
、
二
人
と
も
強

烈
な
個
性
派
で
あ
り
、「
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
な

ん
か
を
出
張
さ
せ
て
よ
い
の
か
、
潰
れ
る
ぞ
」
と
い
っ
た
議
論
が
、

医
局
内
で
行
わ
れ
て
い
た
。
上
司
２
人
が
必
ず
喧
嘩
す
る
、
う
ま

く
い
か
な
い
と
こ
ろ
に
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
を
出
張
さ
せ
た
結
果
、

ど
う
な
る
か
と
、
周
り
は
お
お
い
に
期
待
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
出
張
し
て
み
る
と
、
両
先
生
と
も
非
常
に
面
倒
見
が
よ

く
、
楽
し
く
、
勉
強
？
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
卒
業
2
年

目
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
殆
ど
の
学
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

週
1
回
半
日
、
手
術
を
経
験
す
る
た
め
と
い
っ
て
、
羽
賀
日
赤
に

も
行
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
Ｏ
Ｇ
先
生
に
は
、
２
＋
２
は
４
と
ス

ト
レ
ー
ト
に
い
う
よ
り
、
１
＋
１
は
３
だ
か
ら
２
＋
２
は
５
だ
ろ

う
、
と
い
っ
た
方
が
、
正
し
い
、
間
違
っ
て
い
る
に
関
係
な
く
、

説
得
力
が
あ
る
こ
と
を
、
教
え
て
も
い
た
だ
い
た
。
あ
る
日
、「
で

け
え
の
が
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
す
る
な
、座
り
な
よ
、目
障
り
だ
よ
」
と
、

い
つ
も
の
よ
う
に
、
Ｏ
Ｍ
部
長
に
い
っ
た
こ
と
を
、
運
悪
く
、
月

1
回
、
手
の
外
科
外
来
に
み
え
て
い
た
Ｕ
Ｃ
先
生
に
聞
か
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
後
、
次
の
出
張
先
（
国
立
埼
玉
）
が
決
ま
っ
て
か

ら
、「
今
度
の
出
張
先
の
医
長
さ
ん
は
、
Ｏ
Ｍ
の
よ
う
に
お
兄
さ
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ん
で
は
な
い
の
で
、
今
の
よ
う
な
わ
け
に
は
い
か
な
い
ぞ
、
く
れ

ぐ
れ
も
言
葉
に
は
注
意
す
る
よ
う
に
」
と
何
回
も
念
を
押
す
よ
う

に
い
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
大
田
原
の
最
後
、
Ｏ
Ｍ
部
長
に
「
お
前

の
巻
き
舌
が
、
こ
の
1
年
で
直
っ
て
よ
か
っ
た
。
初
め
の
こ
ろ
は
、

こ
れ
は
ダ
メ
だ
、
ど
う
な
る
か
と
思
っ
た
よ
」
と
変
な
褒
め
方
を

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
車
で
大
田
原
を
去
る
と
き
、
矢
板
イ
ン
タ
ー

に
入
る
ま
で
、
な
ぜ
か
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

る
。

　
３
年
生
の
と
き
は
、
国
立
埼
玉
病
院
に
出
張
し
た
。
国
立
埼
玉

は
、
Ｉ
Ｓ
医
長
、
二
番
手
が
Ｏ
Ｇ
先
生
と
、
や
は
り
３
人
病
院
で
、

Ｏ
Ｇ
先
生
は
、
変
わ
り
者
と
い
う
噂
が
あ
っ
た
が
、
全
く
普
通
の

人
で
あ
り
、
期
待
が
は
ず
れ
て
し
ま
っ
た
。
外
傷
が
中
心
で
あ
っ

た
大
田
原
と
違
っ
て
、
変
性
疾
患
が
多
く
、
種
類
も
豊
富
で
、
殆

ど
全
て
の
症
例
が
初
め
て
の
経
験
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
種
々

の
手
術
法
を
調
べ
た
り
、
か
た
っ
ぱ
し
か
ら
文
献
を
集
め
た
り
、

結
構
、
机
の
前
に
座
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
手
術
前
日
に
は
、
手

術
に
関
連
し
た
文
献
を
、
机
の
上
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
も
多
か

っ
た
。「
先
生
、
あ
の
ひ
と
の
こ
と
、
学
生
時
代
か
ら
よ
く
知
っ

て
い
る
け
ど
、
勉
強
す
る
よ
う
な
ひ
と
で
は
な
い
、
何
か
お
か
し

い
」
と
Ｉ
Ｓ
先
生
に
い
っ
た
ヤ
ツ
が
い
る
。
ほ
っ
と
け
、
バ
カ
。

そ
し
て
、
手
術
室
内
を
飛
び
回
る
ハ
エ
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
入
り
の

水
鉄
砲
で
落
と
せ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
遊
び
も
盛
ん

で
、
成
増
の
ス
ナ
ッ
ク
で
朝
ま
で
飲
ん
で
、
明
る
く
な
っ
て
か
ら
、

病
院
ま
で
帰
る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
初
め
て
、
三
日
酔
い
を
経

験
し
た
の
も
、
埼
玉
時
代
で
あ
る
。

　
４
年
生
の
と
き
の
出
張
先
は
、
静
岡
日
赤
で
あ
り
、
初
め
て
の

5
人
病
院
で
あ
っ
た
。
部
長
は
Ｋ
Ｙ
先
生
、
そ
の
下
に
Ｎ
Ｇ
先
生
、

Ｏ
Ｈ
先
生
、
私
は
4
番
手
と
な
り
、
初
め
て
下
が
で
き
た
。
整
形

外
科
ス
タ
ッ
フ
は
、
皆
さ
ん
非
常
に
温
厚
な
方
で
あ
っ
た
が
、
引

継
ぎ
の
と
き
の
不
満
も
あ
っ
て
、
私
の
歓
迎
会
の
二
次
会
で
、
前

任
者
の
２
年
先
輩
を
な
じ
り
倒
す
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
始
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
初
め
の
頃
は
、
温
暖
な
地
域
で
育
ち
、
動
き
が
緩

慢
に
み
え
た
、
回
り
の
ス
タ
ッ
フ
と
リ
ズ
ム
が
合
わ
ず
、
レ
ジ
ャ

ー
中
心
に
み
え
た
病
院
全
体
の
雰
囲
気
に
も
合
わ
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
塊
の
よ
う
な
、
い
つ
も
、
こ
う
だ
っ
た

ら
、
あ
あ
だ
っ
た
ら
と
、
ぼ
や
き
続
け
る
、
Ｏ
Ｈ
先
生
に
付
き
合

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
外
来
で
は
、
再
来
を
Ｎ
Ｇ
先

生
と
二
人
で
診
療
を
行
っ
て
い
た
が
、
カ
ル
テ
を
振
り
分
け
る
看

護
師
に
、
変
形
性
の
病
名
が
付
い
て
い
る
の
は
全
て
、
Ｎ
Ｇ
先
生

に
配
る
よ
う
に
と
い
っ
て
お
い
た
。
従
っ
て
、
結
構
、
暇
と
な
り
、

筒
井
康
隆
の
『
俗
物
図
鑑
』
な
ど
を
、
周
り
を
無
視
し
て
読
ん
だ

り
し
て
い
た
。
回
診
を
終
え
て
、
部
長
が
外
来
に
来
ら
れ
て
も
、

無
視
し
て
読
ん
で
い
た
。
外
来
や
手
術
の
な
い
と
き
、
朝
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
子
供
と
静
岡
駅
で
待
ち
合
わ
せ
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て
、
弁
天
島
に
潮
干
狩
り
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
夕
方
、
病

院
に
帰
っ
て
、
1
日
中
い
た
か
の
よ
う
な
顔
を
し
た
。
静
岡
の
1

年
間
の
殆
ど
は
、
単
身
赴
任
で
あ
り
、
簡
単
に
、
煮
た
り
焼
い
た

り
と
、
自
炊
す
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
時
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
作

る
の
で
、
料
理
が
出
来
上
が
る
前
に
、
こ
ち
ら
が
出
来
上
が
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。

　
静
岡
の
1
年
が
終
了
し
、
5
年
生
に
な
っ
て
大
学
に
戻
っ
た
。

そ
の
当
時
、
医
師
と
看
護
師
の
間
に
は
険
悪
な
ム
ー
ド
が
漂
っ
て

い
た
。
特
に
、
手
術
室
で
は
3
婆
と
我
々
が
呼
ん
で
い
た
、
認
知

症
と
思
わ
れ
る
、
看
護
師
が
手
洗
い
を
し
た
と
き
な
ど
は
、
怒
号

が
飛
び
交
う
な
ど
、
悲
惨
な
結
果
を
生
ん
で
い
た
。
そ
の
頃
は
現

在
ほ
ど
、
臨
床
班
別
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
脊
椎
の
手
術
な
ど
も
多

く
、
術
者
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
教
室
で
は
、
教
室

主
任
の
選
挙
な
ど
、
俗
に
言
う
Ｔ
Ｒ

�

Ｋ
Ｍ
戦
争
の
真
っ
只
中
で

あ
っ
た
が
、
教
室
員
同
士
の
雰
囲
気
は
決
し
て
悪
く
な
か
っ
た
。

半
年
の
慶
應
の
後
は
、
月
ヶ
瀬
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
に
出
張
し
た
。
Ｔ

Ｒ
の
牙
城
で
あ
っ
た
月
ヶ
瀬
で
は
、
私
が
来
た
ら
、
皆
で
苛
め
る
、

ケ
ツ
の
毛
ま
で
抜
い
て
や
る
、
と
話
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
Ｕ
Ｚ

先
生
、
Ｋ
Ｂ
先
生
を
は
じ
め
、
リ
ハ
ビ
リ
の
連
中
も
親
切
か
つ
良

い
雰
囲
気
で
、
十
分
、
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
Ｍ

Ｒ
先
生
た
ち
と
、
休
み
の
と
き
や
平
日
で
も
、
毎
日
の
よ
う
に
、

仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
沼
津
に
釣
り
に
出
か
け
た
。
黒
鯛
や
メ

ジ
ナ
も
釣
っ
た
が
、
ゴ
ン
ズ
イ
や
金
魚
の
よ
う
な
魚
か
オ
ケ
ラ
が

多
か
っ
た
。
月
ヶ
瀬
を
去
る
と
き
、
リ
ハ
ビ
リ
科
の
Ｉ
Ｓ
先
生
に

「
月
ヶ
瀬
に
来
て
、
リ
ハ
ビ
リ
で
は
治
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

と
い
っ
て
、
嫌
な
顔
を
さ
れ
た
。

　
レ
ジ
デ
ン
ト
の
最
後
は
、
浦
和
市
立
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
、

整
形
外
科
は
Ｆ
Ｋ
部
長
と
二
人
の
み
で
、
外
来
、
病
棟
を
し
切
っ

て
い
た
。
手
術
の
と
き
は
、
Ｉ
Ｓ
先
生
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
た
が
、
私
が
赴
任
す
る
前
、
Ｉ
Ｓ
、
Ｆ
Ｋ
両
先
生
が
手
術
の

途
中
、
お
互
い
の
意
見
を
主
張
し
、
麻
酔
が
か
か
っ
た
ま
ま
、
切

開
さ
れ
た
ま
ま
で
も
、
シ
ャ
ー
カ
ス
テ
ン
の
前
で
1
時
間
、
2
時

間
と
、
議
論
が
続
く
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。「
先

生
が
来
て
か
ら
、
手
術
が
早
く
な
っ
た
」
と
麻
酔
科
の
Ｓ
Ｚ
先
生

に
感
謝
さ
れ
た
。
手
術
が
早
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
手
洗
い
看

護
師
が
パ
ニ
ッ
ク
と
な
り
、
手
洗
い
の
看
護
師
は
２
人
に
な
っ
た
。

病
棟
に
重
傷
者
が
い
る
と
き
な
ど
、
殆
ど
毎
晩
の
よ
う
に
電
話
が

あ
り
、
酔
っ
払
っ
て
寝
て
い
る
の
で
、
翌
日
、
覚
え
て
い
な
い
こ

と
も
多
か
っ
た
。
カ
ミ
さ
ん
に
聞
く
と
、
ま
と
も
に
返
事
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
が
、
覚
え
て
い
な
の
も
ま
ず
い
か
な
と
考
え
、
親

子
電
話
に
し
て
、
話
の
内
容
を
カ
ミ
さ
ん
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
た
。
当
直
で
は
、
起
こ
さ
れ
る
た
び
、
寝
酒
と
い
っ

て
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
ん
で
い
た
。
当
直
明
け
の
朝
、
二
日
酔
い

と
い
っ
た
こ
と
も
た
び
た
び
あ
っ
た
。
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浦
和
市
立
に
在
職
中
に
レ
ジ
デ
ン
ト
の
6
年
間
を
終
え
た
。
こ
の

よ
う
に
、
ハ
ッ
ピ
ー
な
レ
ジ
デ
ン
ト
時
代
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
私
の
行
為
な
ど
、
全
て
時
効
で
あ
り
、
今
で
は
考
え
ら
れ

な
い
、
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
、
そ
の
当
時
は
許

さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
そ
の
当
時
、
厳
し
い
医
長
さ
ん
が
多
く
、

私
の
出
張
先
の
先
生
方
も
、
厳
し
さ
で
は
有
名
な
方
が
多
か
っ
た

が
、
幸
い
に
も
、
私
自
身
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
も
合
わ
ず
、
楽
し
く

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
、
私
の
後
任
者
な
ど
の
不
幸

な
話
し
を
聞
く
こ
と
も
多
か
っ
た
。
私
の
在
任
中
、
フ
ラ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
い
た
た
め
、
そ
の
分
、
後
任
者
が
被
害
を
被

っ
た
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
文
を
お
借
り
し
て
、
誤
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
開
講
時
代
は
開
講
な
り
の
苦
労
が
、
教
室
が
大

き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
多
く
の
問
題
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た

と
い
え
る
。
近
年
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
、
気
を
配
ら
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
も
多
々
あ
る
と
考
え
る
と
、
我
々
の
レ
ジ
デ
ン
ト
時

代
は
、
あ
る
意
味
で
は
最
も
ハ
ッ
ピ
ー
な
時
代
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
従
っ
て
、
若
い
先
生
方
に
は
毒
と
し
か
な
ら
な
い
文
章

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
し
か
ら
ず
。
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第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
（
平
成
23
年
5
月
12
日

～
15
日
）
は
平
成
23
年
3
月
11
日
午
後
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大

震
災
」
に
よ
る
各
方
面
へ
の
影
響
を
鑑
み
、
従
来
の
参
加
型
学
術

集
会
か
ら
開
催
形
式
を
変
更
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
震
災
は
千
年
に
一
度
と
い
う
未
曾
有
の
地
震
津
波
災
害
と

な
り
、
多
く
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
福
島
原

発
が
壊
滅
的
損
害
を
生
じ
て
大
量
の
放
射
性
物
質
が
漏
洩
し
、
そ

の
収
束
の
目
途
は
未
だ
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
震
災
か
ら
1
年
半

以
上
経
過
し
た
現
在
で
も
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
々
が
33
万
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
医
師
の
一
人
と
し
て
、
国

民
の
健
康
を
守
る
べ
き
立
場
に
あ
る
者
と
し
て
、
ま
た
国
民
の
一

人
と
し
て
、
心
痛
む
思
い
で
あ
り
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

に
深
い
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、
全
て
の
被
災
者
の
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
そ
し
て
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
確
か
に
医
療
の
進

歩
、
社
会
の
発
展
、
そ
し
て
復
興
に
も
科
学
の
力
は
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
学
会
も
、
研
究
も
重
要
で
す
が
、
今
回
の
大
震
災

で
は
医
学
者
・
医
療
者
に
医
学
・
医
療
の
原
点
と
は
何
か
、
そ
の

時
、
医
師
と
し
て
、
整
形
外
科
医
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
、
何
が

出
来
る
か
、
真
に
問
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
原
点
に

は
、
わ
れ
わ
れ
は
一
人
の
人
間
と
し
て
、
自
分
自
身
そ
し
て
家
族

の
健
康
、
安
全
を
守
る
こ
と
は
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
す
が
、
次

に
、
ま
た
時
に
は
同
じ
く
ら
い
に
、
職
業
が
医
師
で
あ
る
以
上
、

国
民
の
健
康
を
守
り
、
疾
病
・
外
傷
か
ら
患
者
さ
ん
を
救
う
責
務

が
あ
り
ま
す
。
本
学
会
の
テ
ー
マ
と
し
た
「
整
形
外
科
―
原
点
と

挑
戦
」
か
ら
、
こ
の
現
状
に
対
し
て
医
師
と
し
て
の
原
点
と
は
何

か
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
現
状

を
鑑
み
、
医
師
は
現
地
で
地
域
医
療
に
当
た
る
こ
と
が
最
優
先
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
加
え
て
、
可
能
な
限
り
東
北
地
方
へ
の
医
療

支
援
を
考
え
る
べ
き
と
の
判
断
か
ら
、
従
来
の
参
加
型
学
術
総
会

の
開
催
形
式
を
変
更
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
の
開
催
と
し
、
演
題
は
全

て
日
整
会
誌
抄
録
号
（
第
85
巻
2 

号
、
3
号
）
に
よ
る
紙
上
発
表

と
致
し
ま
し
た
。
い
ま
振
り
返
っ
て
も
、
現
地
の
医
療
状
況
や
電

力
不
足
、
余
震
の
可
能
性
、
放
射
性
物
質
漏
洩
等
々
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
本
学
会
参
加
の
た
め
全
国
か
ら
1
万
人
規
模
の
整
形
外
科

医
、
医
療
関
係
者
が
一
同
に
、
そ
れ
も
数
日
間
、
横
浜
に
集
ま
っ

て
頂
く
こ
と
は
控
え
る
べ
き
で
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
と
の
判

断
は
正
し
い
選
択
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
意

見
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
決
し
て
悔
い
は
無
く
、
医
師
と
し

第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
を
終
え
て
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て
当
然
の
選
択
、
正
し
い
選
択
で
あ
っ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
そ
の
学
術
総
会
の
会
期
は
当
初
の
予
定
通
り
平
成
23
年

5
月
12
日
（
木
）
か
ら
15
日
（
日
）
ま
で
の
4
日
間
、
参
加
登
録

期
間
は
4
月
26
日
か
ら
7
月
12
日
ま
で
と
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
期
間

は
5
月
12
日
か
ら
7
月
12
日
ま
で
の
2
ヶ
月
間
と
致
し
ま
し
た
。

開
会
式
も
従
来
型
と
異
な
り
、
極
限
ら
れ
た
方
の
参
加
に
よ
る
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
開
催
と
致
し
ま
し
た
。
会
場
は
東
京
の
三
田
に
あ
る
慶
應

義
塾
大
学
の
ホ
ー
ル
を
使
用
し
、
当
日
は
日
整
会
側
よ
り
中
村
耕

三 

日
整
会
理
事
長
と
副
理
事
長
4
名
、
岩
本
幸
英 

日
整
会
次
期

理
事
長
、
第
85
回
日
整
会
学
術
総
会
会
長 

久
保
俊
一
教
授
の
7

名
、
そ
し
て
慶
應
側
か
ら
私
を
含
め
学
術
総
会
担
当
教
室
ス
タ
ッ

フ
9
名
が
登
壇
し
、
黙
祷
を
捧
げ
た
後
に
開
会
式
を
ラ
イ
ブ
に
て

放
映
致
し
ま
し
た
（
図
１
）。
閉
会
式
は
行
わ
な
い
た
め
、
こ
こ

で
会
長
メ
ダ
ル
も
次
期
会
長
に
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
（
図
２
）。

　
さ
て
、
本
学
術
総
会
で
は
、
会
長
講
演
と
し
て
「
整
形
外
科

；

原
点
と
挑
戦
―
心
、
技
術
、
科
学
」
を
、
基
調
講
演
は
3
題
、
特

別
講
演
を
2
題
、
海
外
招
待
講
演
を
各
国
整
形
外
科
学
会
の
会
長

講
演
を
含
め
27
題
、
教
育
研
修
講
演
も
45
題
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
参
加
型
学
会
を
変
更
し
た
た
め
、
こ
れ
ら
は
全
て
中
止
と

致
し
ま
し
た
。
次
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
38
題
、
パ
ネ
ル
も
16
題

企
画
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
も
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
一
般

演
題
を
頂
き
ま
し
た
が
、
一
般
口
演
へ
の
採
用
率
は
19.

4
％
、

ポ
ス
タ
ー
も
含
め
た
全
体
の
採
用
率
は
67.

1
％
で
し
た
。
国
際

学
会
で
も
高
い
評
価
を
受
け
ら
れ
そ
う
な
素
晴
ら
し
い
演
題
が
揃

い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
演
題
に
対
し
て
は
日
整
会
理
事
会
の
ご
英

断
に
よ
り
、
こ
れ
ら
全
て
の
演
題
を
参
加
登
録
し
て
頂
け
れ
ば
個

人
の
業
績
と
し
て
認
め
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
開
催
を
選
択
し
た
理
由
に
つ
い
て
も
う

少
し
触
れ
て
お
き
ま
す
。
先
ず
一
番
の
理
由
は
、
本
学
術
総
会
に

参
加
、
発
表
を
予
定
さ
れ
て
い
た
先
生
方
に
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

演
題
を
何
と
か
ご
自
身
の
業
績
と
し
て
残
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
、
そ
し
て
次
に
、
学
会
に
参
加
し
た
く
て
も
参
加
出
来

な
い
被
災
地
の
先
生
方
、
医
療
支
援
に
向
か
っ
て
い
る
先
生
方
、

そ
し
て
余
震
や
節
電
を
含
め
厳
し
い
医
療
環
境
下
で
働
い
て
い
る

先
生
方
、
今
回
の
学
会
に
参
加
し
な
い
と
専
門
医
継
続
が
難
し
い

先
生
方
へ
の
配
慮
な
ど
も
必
要
と
の
考
え
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
学
会

開
催
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
た
だ
し
今
回
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
開
催
と

い
う
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
会
員
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
実
際
、
当
初
の
会
場

で
あ
っ
た
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
は
4
日
間
で
全
国
か
ら
40
名
弱
の

会
員
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
担
当
者
を
配
置
し
て
現
地
で
の
対
応

は
行
い
ま
し
た
が
、
誠
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
加
え

て
、
全
員
懇
親
会
、
晩
餐
会
、
閉
会
式
、
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
な
ど

の
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
全
て
中
止
と
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
、



− 112 −

こ
の
状
況
の
中
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
り
、
最
終
４
７
２
８

名
と
多
く
の
会
員
か
ら
参
加
登
録
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内

外
か
ら
励
ま
し
や
心
配
の
手
紙
、
メ
イ
ル
、
電
話
を
多
数
頂
き
ま

し
た
。
本
誌
上
を
お
借
り
し
、
改
め
て
皆
様
方
に
感
謝
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
学
会
開
催
形

式
変
更
を
ご
理
解
頂
け
た
も
の
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
の
大
震
災
で
、
実
際
、
多
く
の
方
々
が
亡
く
な

り
、
被
災
し
、
震
災
後
1
年
半
経
過
し
た
現
在
で
も
、
高
齢
者
の

多
い
避
難
所
で
は
要
介
護
者
が
急
増
し
て
お
り
ま
す
。
整
形
外
科

は
震
災
初
期
の
外
傷
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
と
そ
の
後
の
要
介
護
防

止
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
診
療
科
で
す
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
２
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
願
っ
て
お

り
ま
す
が
、
図
ら
ず
も
今
回
の
災
害
は
わ
れ
わ
れ
整
形
外
科
医
を

含
め
全
て
の
医
学
者
・
医
療
者
に
本
学
術
総
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る

“
医
学
・
医
療
の
原
点
と
は
何
か
、
整
形
外
科
の
原
点
と
は
何
か”

を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
特
に
若
い
先
生

方
に
は
、
こ
れ
を
機
会
に
も
う
一
度
“

医
学
・
医
療
の
原
点
を
見

つ
め
直
し
、
整
形
外
科
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
考
え
、
そ
の
上

で
整
形
外
科
の
更
な
る
発
展
に
向
け
限
り
な
い
挑
戦
を
続
け
て
頂

く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
開
会
式
で
私
が
述
べ
た
「
開
会
の
辞
」
を
原
文
の
ま
ま

以
下
に
記
し
、
記
録
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
図
３
）。

■
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会

：

開
会
式

（
平
成
23
年
5
月
12
日
（
木
）：

慶
應
義
塾
大
学
北
館
ホ
ー
ル
に
て
）

　『
皆
様
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学

会
学
術
総
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
慶
應
大
学
の
戸
山
で
ご

ざ
い
ま
す
。
本
学
術
総
会
の
開
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
言
、
ご

挨
拶
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
回
は
学
会
の
開
催
形
式
が
変
更
と

な
り
ま
し
た
が
、
先
ず
は
、
こ
の
伝
統
あ
る
本
学
術
総
会
を
担
当

さ
せ
て
頂
く
こ
と
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
今
日
ま
で
、
教
室

一
丸
と
な
り
、
学
会
の
成
功
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
ま
で
、
ご
支
援
ご
協
力
頂
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
3
月
11
日
午
後
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
は
未

曾
有
の
地
震
津
波
災
害
と
な
り
、
多
く
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま

し
た
。
医
師
の
一
人
と
し
て
、
国
民
の
健
康
を
守
る
べ
き
立
場
に

あ
る
者
と
し
て
、
ま
た
国
民
の
一
人
と
し
て
、
心
痛
む
思
い
で
あ

り
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
深
い
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

そ
し
て
全
て
の
被
災
者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
今
日
こ
の
時
点
で
も
多
く
の
方
々
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
が
痛
み
ま
す
。
被
災
地
域
の
一
日
も
早
い

復
旧
復
興
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
3. 

11
後
1
ヶ
月
間
で
の
岩
手
・
宮

城
・
福
島
3
県
の
救
急
搬
送
件
数
は
1
万
件
を
超
え
、
避
難
所
か
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ら
の
搬
送
も
１
５
０
０
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
現
地
の
医
療
関
係

者
は
不
眠
不
休
に
近
い
状
態
で
治
療
に
当
た
ら
れ
、
現
在
も
全
国

か
ら
多
く
の
医
療
チ
ー
ム
が
支
援
の
た
め
現
地
入
り
し
て
お
り
ま

す
。
実
際
、
そ
の
中
に
は
整
形
外
科
医
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
医

療
の
進
歩
、
社
会
の
発
展
、
そ
し
て
復
興
に
も
科
学
の
力
は
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
学
会
も
、
研
究
も
重
要
で
す
が
、
今
回
の

大
震
災
で
は
医
学
者
・
医
療
者
に
医
学
・
医
療
の
原
点
と
は
何
か
、

い
ま
医
師
と
し
て
、
整
形
外
科
医
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
、
何
が

出
来
る
か
、
ま
た
求
め
ら
れ
て
い
る
か
が
真
に
問
わ
れ
て
い
る
と

判
断
致
し
ま
し
た
。
そ
の
原
点
に
は
、
我
々
は
一
人
の
人
間
と
し

て
、
自
分
自
身
そ
し
て
家
族
の
健
康
、
安
全
を
守
る
こ
と
は
最
優

先
さ
れ
る
べ
き
で
す
が
、
次
に
、
ま
た
時
に
は
同
じ
く
ら
い
に
、

職
業
が
医
師
で
あ
る
以
上
、
国
民
の
健
康
を
守
り
、
疾
病
・
外
傷

か
ら
患
者
さ
ん
を
救
う
責
務
が
あ
り
ま
す
。
図
ら
ず
も
本
学
会
の

テ
ー
マ
と
し
た
「
整
形
外
科
―
原
点
と
挑
戦
」
か
ら
、
こ
の
現
状

に
対
し
て
医
師
と
し
て
の
原
点
と
は
何
か
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
次
第
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
現
状
を
鑑
み
、
医
師
は
現
地
で

地
域
医
療
に
当
た
る
こ
と
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
加
え

て
、
可
能
な
限
り
東
北
地
方
へ
の
医
療
支
援
を
考
え
る
べ
き
と
の

判
断
か
ら
、
従
来
の
参
加
型
学
術
総
会
の
開
催
形
式
を
変
更
し
て

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
の
開
催
と
し
、
講
演
は
抄
録
号
に
よ
る
紙
上
発
表
と

致
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
学
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
会
長
講
演
は
「
整
形

外
科

；

原
点
と
挑
戦
―
心
、
技
術
、
科
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

基
調
講
演
は
3
題
、
特
別
講
演
を
2
題
、
海
外
招
待
講
演
は
各
国

整
形
外
科
学
会
の
会
長
講
演
を
含
め
27
題
、
教
育
研
修
講
演
も
45

題
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
参
加
型
学
会
を
変
更
し
た
た

め
、
こ
れ
ら
は
全
て
中
止
と
致
し
ま
し
た
。
次
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
38
題
、
パ
ネ
ル
も
16
題
企
画
致
し
ま
し
た
。
ま
た
今
回
も
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
一
般
演
題
を
頂
き
ま
し
た
が
、
一
般
口
演
へ

の
採
用
率
は
19.

4
％
、
ポ
ス
タ
ー
も
含
め
た
全
体
の
採
用
率
は

67.

1
％
で
し
た
。
国
際
学
会
で
も
高
い
評
価
を
受
け
ら
れ
そ
う

な
素
晴
ら
し
い
演
題
が
揃
い
ま
し
た
。
是
非
と
も
、
日
整
会
抄
録

号
か
ら
全
て
の
演
題
に
目
を
通
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
が
本
学
術
総
会
の
概
要
で
す
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
開
催
を
選
択

し
た
理
由
は
、
学
術
総
会
に
参
加
、
発
表
を
予
定
さ
れ
て
い
た
先

生
方
に
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
演
題
を
何
と
か
ご
自
身
の
業
績
と
し

て
残
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
学
会
に
参
加
し

た
く
て
も
参
加
出
来
な
い
被
災
地
の
先
生
方
、
医
療
支
援
に
向
か

っ
て
い
る
先
生
方
、
そ
し
て
余
震
や
節
電
を
含
め
厳
し
い
医
療
環

境
下
で
働
い
て
い
る
先
生
方
、
今
回
の
学
会
に
参
加
し
な
い
と
専

門
医
継
続
が
難
し
い
先
生
方
へ
の
配
慮
か
ら
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
学
会

開
催
に
変
更
し
た
次
第
で
す
。

　
こ
こ
で
、
こ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
学
会
開
催
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
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て
お
き
ま
す
。
先
ず
、
学
術
総
会
会
期
は
当
初
通
り
本
日
5
月
12

日
か
ら
15
日
（
日
）
ま
で
の
4
日
間
と
し
、
参
加
登
録
期
間
は
4

月
26
日
か
ら
7
月
12
日
ま
で
の
約
2
ヶ
月
間
と
し
て
お
り
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
期
間
は
本
日
か
ら
7
月
12
日
ま
で
で
す
。
開
会
式
も

従
来
型
と
異
な
り
、
極
限
ら
れ
た
方
の
参
加
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
開

催
と
し
ま
し
た
。
今
、
皆
さ
ん
に
は
ラ
イ
ブ
で
放
映
さ
れ
て
い
る

は
ず
で
す
。
こ
の
参
加
登
録
は
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
受
付
で
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
登
録
を
し
た
上
、
参
加
費
を

お
支
払
い
頂
い
た
先
生
方
に
は
日
整
会
側
か
ら
参
加
章
が
送
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
学
会
参
加
単
位
の
取
得
は
、
こ
の
参
加
登
録
と
参

加
費
を
支
払
っ
た
上
で
、
教
育
研
修
講
演
を
除
く
シ
ン
ポ
・
パ
ネ

ル
・
一
般
演
題
の
中
か
ら
5
演
題
を
選
び
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を

書
い
て
申
請
頂
け
れ
ば
従
来
通
り
8
単
位
が
取
得
可
能
で
す
。
こ

の
参
加
登
録
に
よ
り
演
者
・
共
同
演
者
の
先
生
方
も
ご
自
身
の
業

績
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
か
、
多
く
の
先
生
方
、
一

人
で
も
多
く
の
会
員
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
他
に
は
、
全
員
懇
親
会
、
晩
餐
会
、
閉
会
式
、
野
球
・
サ
ッ
カ

ー
な
ど
の
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
全
て
中
止
と
致
し
ま
し
た
。
予

選
を
勝
ち
抜
き
、
本
戦
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
先
生
方
に
は
、
大

変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
、
ご
容
赦
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
回
の
大
震
災
で
、
実
際
、
多
く
の
方
が
亡
く
な
り
、
被
災
し
、

震
災
後
2
ヶ
月
経
過
し
た
現
在
で
も
、
高
齢
者
の
多
い
避
難
所
で

は
要
介
護
者
が
急
増
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
整
形
外
科
は
震
災
初

期
の
外
傷
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
と
そ
の
後
の
要
介
護
防
止
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
診
療
科
で
す
。
今
後
、
今

回
の
よ
う
な
事
態
が
２
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す

が
、
図
ら
ず
も
今
回
の
災
害
は
我
々
整
形
外
科
医
を
含
め
全
て
の

医
学
者
・
医
療
者
に
本
学
術
総
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
“

医
学
・
医

療
の
原
点
と
は
何
か
、
整
形
外
科
の
原
点
と
は
何
か”
を
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
特
に
若
い
先
生
方
に
は
、

こ
れ
を
機
会
に
も
う
一
度
“

医
学
・
医
療
の
原
点
を
見
つ
め
直
し
、

整
形
外
科
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
考
え
、
そ
の
上
で
整
形
外
科

の
更
な
る
発
展
に
向
け
限
り
な
い
挑
戦
を
続
け
て
頂
く
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。
整
形
外
科
―
次
の
百
年
に
向
け
て
挑
戦
下
さ

い
！

　
厳
し
い
ご
挨
拶
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て

開
会
の
辞
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。』
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図１

図２

図３
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戸
山
芳
昭
教
授
（
54
回
）
が
会
長
を
務
め
ら
れ
た
第
84
回
日
本

整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
は
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
予
定
し
て
い

た
参
加
者
が
一
堂
に
会
す
る
従
来
型
の
学
会
と
は
形
式
を
変
え
、

日
整
会
史
上
初
め
て
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
で
平
成
23
年
5
月
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
形
式
を
変
え
る
に
至
っ
た
経
緯
、
新
形
式
で
の
学
会

開
催
の
詳
細
に
つ
い
て
、
当
時
同
学
術
総
会
事
務
局
長
を
担
当
し
、

戸
山
教
授
と
日
整
会
理
事
会
と
の
間
で
連
絡
係
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
私
、
須
田
よ
り
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
前
号
の
『
ふ
る
さ
と
』
発
刊
後
、
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会

学
術
総
会
開
催
に
向
け
、
準
備
は
着
々
と
進
み
、
平
成
23
年
1
月

開
催
の
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
集
会
運
営
委
員
会
で
は
、
一
般

演
題
の
応
募
が
１
５
６
３
題
あ
り
、
厳
正
な
査
読
の
結
果
、
う
ち

１
０
４
９
題
（
67.

1
％
）
を
採
用
し
た
こ
と
、
口
演
演
題
の
採

用
率
が
19.

4
％
と
狭
き
門
で
あ
っ
た
こ
と
が
戸
山
教
よ
り
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
般
演
題
に
演
者
指
定
口
演
も
含
め
た

抄
録
集
（
日
整
会
誌
第
85
巻
2
、
3
号
）
が
発
行
さ
れ
、
学
会
事

前
参
加
登
録
や
宿
泊
の
申
し
込
み
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
始
ま

り
、
3
月
初
め
の
時
点
で
は
、
本
番
に
向
け
、
開
会
式
や
晩
餐
会

（
会
長
招
宴
）、
全
員
懇
親
会
な
ど
式
典
関
連
の
準
備
を
残
す
の
み

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
3
月
11
日
に
学
会
運
営
の
大
き
な

転
換
を
迫
ら
れ
る
大
惨
事
が
発
生
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で

す
。
日
を
追
う
ご
と
に
明
ら
か
と
な
る
被
害
の
大
き
さ
、
原
発
事

故
の
発
生
な
ど
か
ら
、
方
向
性
の
転
換
を
決
断
す
る
の
に
長
い
時

間
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
室
で
は
、
北
関
東
、
茨
城
地

方
を
中
心
に
関
連
病
院
の
被
災
状
況
の
把
握
、
教
室
員
な
ら
び
に

ご
家
族
の
安
否
の
確
認
を
ま
ず
行
い
、
慶
應
病
院
自
体
の
機
能
回

復
に
も
努
め
る
一
方
、
震
災
翌
週
に
は
臨
時
で
第
84
回
日
整
会
準

備
委
員
会
を
教
室
内
の
メ
ン
バ
ー
で
開
催
し
、
学
術
総
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
そ
の
席
で
戸
山
教
授
よ
り
、
学
会

の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
整
形
外
科

�

原
点
と
挑
戦

�

」
に
照
ら
し
、
ま

さ
に
医
師
と
し
て
の
原
点
と
は
何
か
が
問
わ
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
学
会
員
が
医
師
と
し
て
の
責
務
に
集
中
で
き
る
よ

う
、
参
加
者
が
一
堂
に
会
す
る
従
来
型
の
学
会
は
中
止
と
し
た
い
。

し
か
し
、
そ
れ
ま
で
の
様
々
な
準
備
、
学
会
で
の
発
表
を
心
待
ち

に
し
て
い
た
演
者
や
、
支
援
い
た
だ
い
た
同
窓
会
の
諸
先
生
の
気

持
ち
等
を
考
慮
し
て
、
学
会
は
形
を
変
え
て
開
催
し
よ
う
、
と
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
す

る
、
会
期
を
秋
に
ず
ら
し
て
春
と
同
規
模
の
学
会
を
行
う
、
な
ど

の
可
能
性
に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
医
師
と
し

第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
を
終
え
て

 

須
　
田
　
康
　
文
（
65
回
）
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て
の
原
点
に
返
る
と
の
基
本
方
針
か
ら
前
者
が
、
震
災
、
原
発
事

故
に
よ
る
被
害
が
と
て
も
秋
に
落
ち
着
く
も
の
と
は
思
え
な
い
規

模
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
運
営
上
多
方
面
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮

し
後
者
も
現
実
的
で
は
な
い
と
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
形
式
を
変
更
し
第
84
回
日
整
会
学
術
総
会
は
会
期
通
り
開
催

す
る
と
の
教
室
の
方
針
が
固
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
日
本
医

学
会
総
会
の
対
応
も
参
考
に
、
第
84
回
日
整
会
学
術
総
会
も
Ｗ
Ｅ

Ｂ
形
式
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
変
更
の
内
容
は
、
日
整
会
理

事
会
の
承
認
を
経
て
、
3
月
24
日
付
け
で
、
第
84
回
学
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ら
び
に
日
整
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
第
84
回
日
整
会
学
術
総
会
の
開
催
形
式
を
変
え
る
と
の

方
針
が
正
式
に
打
ち
出
さ
れ
て
か
ら
、
会
期
の
5
月
12
日
ま
で
残

す
と
こ
ろ
わ
ず
か
1
ヵ
月
半
と
な
り
、
準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

総
出
で
最
後
の
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
戸
山
教
授
な
ら
び

に
学
会
実
行
委
員
長
の
千
葉
一
裕
先
生
（
62
回
）
の
監
督
下
、
中

村
俊
康
先
生
（
67
回
）
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
基
本
構
造
を
構
築
し
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
松
本
守
雄
先
生
（
65
回
）
が
監
修
し
、
森

岡
秀
夫
先
生
（
67
回
）
が
企
業
広
告
を
新
た
に
募
り
、
中
村
雅
也

先
生
（
66
回
）
が
海
外
か
ら
の
招
待
演
者
な
ら
び
に
関
連
の
交
通
・

宿
泊
関
連
の
キ
ャ
ン
セ
ル
の
諸
手
配
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
開

会
式
を
ラ
イ
ブ
中
継
す
る
と
の
方
針
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、
奥
山

訓
子
先
生
（
73
回
）
が
慶
應
義
塾
大
学
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

村
井
研
究
室
、
慶
應
義
塾
大
学
Ｄ
Ｍ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
方
々
に

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
開
会
式
の
準
備
に
当
た
り
ま
し
た
。

私
は
、
教
室
内
と
日
整
会
理
事
会
と
の
間
の
連
絡
係
を
担
当
し
、

教
室
の
方
針
を
日
整
会
理
事
会
に
伝
え
承
認
を
得
る
、
あ
る
い
は

日
整
会
理
事
会
か
ら
の
注
文
を
戸
山
教
授
、
教
室
内
ス
タ
ッ
フ
に

伝
え
、
方
向
性
に
修
正
を
加
え
る
、
教
室
と
日
整
会
双
方
で
決
ま

っ
た
こ
と
を
、
学
会
員
に
周
知
す
べ
く
日
整
会
広
報
ニ
ュ
ー
ス
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
原
案
を
作
成
す
る
と
い
っ
た
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
3
月
下
旬
か
ら
4
月
上
旬
に
か
け
て
は
、
当
時
日
整
会
の
理

事
長
で
あ
っ
た
中
村
耕
三
東
京
大
学
前
教
授
、
日
整
会
学
術
集
会

運
営
委
員
会
委
員
長
で
副
理
事
長
の
三
浪
明
男
北
海
道
大
学
前
教

授
と
、
学
会
参
加
費
を
い
く
ら
に
す
る
か
、
参
加
単
位
取
得
方
法

を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、
誌
上
発
表
を
演
者
の
業
績
と
し
て
よ
い

か
な
ど
、
細
部
に
わ
た
る
合
意
を
教
室
、
日
整
会
理
事
会
双
方
で

得
る
た
め
、
連
日
電
子
メ
ー
ル
や
電
話
で
情
報
交
換
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
整
会
と
の
交
渉
で
は
、
当
時
日
整
会
副
理
事
長

を
担
当
さ
れ
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
教
室
内
学
会
準
備
委
員
会

に
も
参
加
い
た
だ
い
て
い
た
堀
内
行
雄
先
生
（
52
回
）
に
も
た
い

へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
川
崎
市
立
川
崎
病
院
長
と
し
て
震

災
直
後
の
対
応
に
お
忙
し
い
中
、
教
室
と
日
整
会
理
事
会
の
ち
ょ

っ
と
し
た
意
見
の
相
違
を
双
方
に
誤
解
の
な
い
よ
う
咀
嚼
し
伝
え

て
い
た
だ
く
な
ど
教
室
と
日
整
会
の
た
め
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
。
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心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
準
備
を
経
て
、
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総

会
を
当
初
の
予
定
通
り
平
成
23
年
5
月
12
日
（
木
）
か
ら
5
月
15

日
（
日
）
に
開
催
す
る
こ
と
、
う
ち
5
月
12
日
に
は
開
会
式
を
挙

行
し
、
そ
の
模
様
を
7
月
12
日
ま
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
す
る
こ
と
、
学

術
発
表
は
日
整
会
誌
第
85
巻
第
2
、
3
号
に
よ
る
誌
上
発
表
と
し
、

抄
録
集
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
閲
覧
可
能
と
す
る
こ
と
、
参
加
登
録
期
間

を
4
月
26
日
か
ら
7
月
12
日
ま
で
と
す
る
こ
と
、
参
加
費
を
1
万

円
に
す
る
こ
と
な
ど
の
方
針
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

ま
た
参
加
登

録
を
条
件
で
、
一
般
演
題
、
シ
ン
ポ
・
パ
ネ
ル
演
題
の
発
表
が
演

者
の
業
績
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
戸
山
会
長

の
強
い
思
い
か
ら
で
し
た
。
同
窓
会
員
の
う
ち
、
教
室
開
講
90
周

年
記
念
事
業
に
寄
附
を
頂
戴
し
た
先
生
方
に
は
、
参
加
登
録
費
を

無
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
5
月
12
日
午
前
11
時
か
ら
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ

ャ
ン
パ
ス
北
館
ホ
ー
ル
で
開
会
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
教
室
か
ら

は
戸
山
教
授
を
筆
頭
に
、
学
術
集
会
準
備
委
員
会
各
委
員
長
（
千

葉
一
裕
先
生
、
松
本
守
雄
先
生
、
矢
部
啓
夫
先
生
（
53
回
）、
池

上
博
泰
先
生
（
64
回
）、
中
村
雅
也
先
生
、
森
岡
秀
夫
先
生
、
中

村
俊
康
先
生
、
須
田
）
が
出
席
し
、
日
整
会
か
ら
は
中
村
耕
三
理

事
長
、
岩
本
幸
英
新
理
事
長
、
久
保
俊
一
第
85
回
日
整
会
学
術
総

会
会
長
、
三
浪
明
男
副
理
事
長
、
里
見
和
彦
副
理
事
長
（
49
回
）、

米
延
策
雄
副
理
事
長
、
堀
内
行
雄
副
理
事
長
に
お
出
で
い
た
だ
き
、

壇
上
で
開
会
式
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
司
会
は
学
会
秘
書

の
本
江
さ
ん
が
担
当
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
の
上
映
後
、

開
会
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
へ

の
黙
祷
、
登
壇
者
紹
介
の
の
ち
、
戸
山
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
お
見
舞
い
に
続
き
、
医
師
と
し
て
の

原
点
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
会
開
催
形
式
を
変
更
す
る

に
至
っ
た
こ
と
や
整
形
外
科
の
未
来
に
つ
い
て
熱
い
思
い
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
い
で
中
村
日
整
会
理
事
長
に
挨
拶
い
た

だ
い
た
の
ち
、
会
長
メ
ダ
ル
の
引
き
継
ぎ
を
行
い
、
恙
な
く
約
45

分
間
の
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
開
会
式
の
一
部
は
、

教
室
開
講
90
周
年
記
念
用
に
作
製
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
教
室
の
歩
み
』

で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
学
会
会
期
中
（
5
／
12
～

15
）、
当
初
の
開
催
地
で
あ
る
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
ス
タ
ッ
フ
を

配
置
し
た
と
こ
ろ
、
4
日
間
で
述
べ
40
名
を
超
え
る
学
会
員
の
方

が
開
催
形
式
の
変
更
を
ご
存
じ
で
は
な
く
現
地
に
お
出
で
に
な
り

ま
し
た
。
う
ち
1
名
は
被
災
地
の
南
相
馬
市
か
ら
の
ご
来
場
で
し

た
。
横
浜
に
お
出
で
に
な
っ
た
方
々
へ
は
形
式
変
更
を
周
知
で
き

ず
申
し
訳
な
い
思
い
で
お
り
ま
す
。

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と
い
う
変
則
的
な
学
会
形
式
で
は
あ
り
な
が
ら
、

最
終
的
に
は
４
７
２
８
名
と
多
数
の
日
整
会
会
員
に
参
加
登
録
い

た
だ
け
ま
し
た
。
様
々
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
参
加
い
た
だ
い
た
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会
員
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
終
了

後
、
池
上
博
泰
先
生
に
会
計
業
務
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
学
会
形

式
の
変
更
を
早
々
に
決
断
し
た
こ
と
や
、
そ
の
後
の
社
会
の
流
れ

か
ら
、
各
種
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
低
目
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
、
そ
し
て
多
く
の
日
整
会
会
員
に
参
加
い
た
だ
け
た
こ
と
か
ら
、

結
果
と
し
て
、
赤
字
を
計
上
せ
ず
会
の
運
営
を
行
え
た
こ
と
は
偶

然
と
は
い
え
幸
運
で
し
た
。

　
お
よ
そ
2
年
の
準
備
期
間
を
経
て
、
い
よ
い
よ
本
番
を
待
つ
の

み
と
い
っ
た
段
階
で
の
学
会
開
催
形
式
の
変
更
に
、
複
雑
な
思
い

を
抱
か
れ
た
先
生
は
、
同
窓
会
員
の
先
生
方
に
も
少
な
か
ら
ず
い

ら
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
と
続
発
し

た
原
発
事
故
が
残
し
た
爪
痕
の
大
き
さ
を
考
え
る
と
、
第
84
回
日

本
整
形
外
科
学
会
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
と
は
い
え
開
催
で
き
た
こ
と
は
よ

し
と
す
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
平
成
21
年
4
月
27
日
の
第
１
回
学
会
準
備
委
員
会
か
ら
学
会
開

催
に
向
け
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
戴
し
て
き
た
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

の
臼
井
宏
先
生
（
51
回
）、
佐
々
木
孝
先
生
（
52
回
）、
堀
内
行
雄

先
生
、
松
本
秀
男
先
生
（
57
回
）、
大
谷
俊
郎
先
生
（
59
回
）、
柳

本
繁
先
生
（
59
回
）、
鎌
田
修
博
先
生
（
61
回
）、
教
室
開
講
90
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
長
の
大
谷
清
前
同
窓
会
長
（
37
回
）、
冷

た
い
雨
の
降
り
し
き
る
中
、
開
会
式
に
出
席
い
た
だ
い
た
日
整
会

の
諸
先
生
方
、
裏
方
と
し
て
学
会
運
営
に
関
与
頂
い
た
多
く
の

方
々
、
そ
し
て
長
い
間
ご
支
援
い
た
だ
い
た
同
窓
会
の
皆
様
に
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

す
が
教
室
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ

し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平
成
21
年
10
月
に
千
葉
一
裕
前
脊
椎
脊
髄
班
チ
ー
フ
（
62
回
）

の
後
を
う
け
て
、
私
、
松
本
が
チ
ー
フ
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
脊
椎
班
の
現
況
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

脊
椎
・
脊
髄
診
療
班
の
伝
統
的
な
モ
ッ
ト
ー
は
患
者
さ
ん
の
立
場

に
立
っ
た
脊
椎
・
脊
髄
外
科
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
病
変
部
の
み

に
目
を
と
ら
わ
れ
ず
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
ご
希
望
や
背
景
を
十

分
に
考
慮
し
た
治
療
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
方
で

病
気
に
は
厳
し
く
対
応
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
お
り
、
ど
ん
な
に

困
難
な
疾
患
で
も
可
能
性
が
あ
れ
ば
治
療
に
挑
戦
し
、
あ
ら
ゆ
る

脊
椎
脊
髄
疾
患
に
対
応
し
、
当
科
が
最
後
の
砦
に
な
り
得
る
よ
う

ス
タ
ッ
フ
一
同
技
術
を
磨
い
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
す
る
内
視
鏡
下
手
術
、
頚

椎
症
性
脊
髄
症
や
頚
椎
後
縦
靭
帯
骨
化
症
に
対
す
る
脊
柱
管
拡
大

術
、
胸
椎
後
縦
靭
帯
骨
化
症
に
対
す
る
除
圧
固
定
術
、
腰
椎
す
べ

り
症
に
対
す
る
後
方
進
入
腰
椎
椎
体
間
固
定
術
、
腰
部
脊
柱
管
狭

窄
症
に
対
す
る
棘
突
起
縦
割
式
椎
弓
切
除
術
、
脊
髄
腫
瘍
摘
出
術
、

脊
椎
腫
瘍
摘
出
・
脊
柱
再
建
術
、
脊
椎
変
形
の
矯
正
固
定
術
、
骨

粗
鬆
症
性
椎
体
骨
折
に
対
す
るb

alloon k
y
p
h
op

lasty

な
ど
先

進
的
な
手
術
を
含
め
、
年
間
５
０
０
例
近
い
手
術
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
側
弯
症
を
は
じ
め
と
し
た
脊
柱
変
形
（
年
間
約
１
０
０

例
）、
脊
髄
腫
瘍
（
年
間
約
１
０
０
例
）、
脊
椎
悪
性
腫
瘍
、
再
手

術
例
な
ど
難
易
度
の
高
い
手
術
も
多
く
手
が
け
て
お
り
、
他
施
設

や
遠
く
都
外
か
ら
の
紹
介
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
当
班
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
臨
床
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
国

内
外
の
学
会
や
雑
誌
に
お
い
て
多
数
の
発
表
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
脊
柱
変
形
は
松
本
守
雄
（
65
回
）、
渡
辺
航
太
（
76
回
）、
頚

椎
疾
患
・
脊
髄
腫
瘍
は
中
村
雅
也
（
66
回
）、
岩
波
明
生
（
77
回
）、

腰
椎
疾
患
は
石
井
賢
（
72
回
）、
細
金
直
文
（
76
回
）、
日
方
智
宏

（
79
回
）
が
主
と
な
り
、
臨
床
研
究
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

関
連
病
院
も
参
加
し
た
大
規
模
な
臨
床
研
究
が
行
え
る
よ
う
に
ク

ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
レ
ジ
ス
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し

ま
し
た
の
で
、
来
年
度
よ
りpan 

慶
應
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
を

開
始
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
慶
應
の
関
連
病

院
有
志
が
参
加
し
て
多
施
設
臨
床
研
究
を
行
うK

eio S
p
in

e 

R
esearch G

rou
p 

（K
S
R

G

）
を
昨
年
の
2
月
に
立
ち
上
が
り
ま

脊
椎
脊
髄
班
の
現
況

 

松
　
本
　
守
　
雄
（
65
回
）

各
臨
床
班
の
現
況
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し
た
。
若
手
も
参
加
し
て
頚
椎
、
腰
椎
、
脊
柱
変
形
の
領
域
で

sm
all g

rou
p

に
分
か
れ
てresearch q

u
estion

を
出
し
合
い
、

臨
床
研
究
を
進
め
て
い
く
体
制
が
起
動
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
先
輩

が
種
を
蒔
い
て
、
育
て
て
、
後
進
が
収
穫
す
る
と
い
う
慶
應
脊
椎

班
の
良
き
臨
床
研
究
の
伝
統
を
新
し
い
形
で
発
展
さ
せ
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
臨
床
研
究
を
通
し
て
、
若
手
の
研
究

マ
イ
ン
ド
、
臨
床
能
力
を
向
上
さ
せ
、
次
代
の
慶
應
を
担
う
脊
椎

脊
髄
外
科
医
の
育
成
に
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
脊
椎

領
域
で
はC

ervical Spine R
esearch Society, International 

S
ociety for th

e S
tu

d
y of th

e L
u
m

b
ar S

p
in

e, S
coliosis 

R
esearch S

ociety

が
主
た
る
国
際
医
学
会
に
な
り
ま
す
が
、

K
eio S

p
in

e R
esearch G

rou
p

が
こ
れ
ら
3
つ
の
学
会
でoral 

presentation

の
常
連
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

　
一
方
、
基
礎
的
研
究
と
し
て
は
中
村
雅
也
准
教
授
が
率
い
る
脊

髄
再
生
、
理
化
学
研
究
所
と
の
共
同
研
究
で
あ
る
椎
間
板
や
側
弯

症
の
原
因
遺
伝
子
同
定
、
椎
間
板
の
加
齢
変
化
に
関
す
るM

R
I

や
軟
骨
代
謝
マ
ー
カ
ー
を
用
い
た
研
究
、
石
井
講
師
が
率
い
る
感

染
制
御
の
た
め
の
研
究
、
新
し
い
医
療
用
デ
バ
イ
ス
・
材
料
の
開

発
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
長
年
、
京
セ
ラ
と
共
同
で
開
発
し

て
き
た
脊
椎
椎
弓
根
ス
ク
リ
ュ
ー
シ
ス
テ
ムA

ssocia ®

が
保
険

収
載
さ
れ
、
現
在
、
大
学
で
腰
椎
後
方
固
定
術
に
使
用
し
て
お
り

ま
す
。
本
シ
ス
テ
ム
は
解
剖
や
放
射
線
学
的
基
礎
研
究
、
生
体
工

学
的
研
究
に
基
づ
い
た
日
本
人
の
体
格
に
適
し
たlow

 profile

の

シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
今
後
、
器
具
の
改
良
や
低
侵
襲
手
術
へ
の
対

応
可
能
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
も
そ
ろ
え
ま
す
の
で
、
近
々
関
連
病
院

の
先
生
方
に
も
ご
使
用
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
脊
椎
脊
髄
班
の
活
動
は
活
発
で
す
が
、
一
方
で
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の
悪
さ
を
嘆
く
メ
ン
バ
ー
が
い
る
の
も
事
実
で
有
り
、
し
ば

し
ば
レ
ジ
デ
ン
ト
の
芸
の
ネ
タ
に
さ
れ
て
い
る
様
な
状
態
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
少
し
で
も
改
善
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
力
の
あ
る
若
手
を
多
く
育
て
る
こ
と
が

遠
回
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最
も
確
実
な
方
法
と
思
い
ま
す
。
前

述
の
臨
床
研
究
も
そ
の
一
つ
で
す
が
、
手
術
手
技
の
講
習
会
や
各

種
講
演
会
、
大
学
病
院
で
の
手
術
見
学
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
・

機
会
を
通
じ
て
若
手
に
力
を
付
け
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
関
連
施
設
の
先
生
方
の
ご
指
導
が
不
可
欠
で
有
り
ま
す
し
、

事
実
、
多
く
の
若
手
が
ご
指
導
を
受
け
て
成
長
し
て
お
り
ま
す
。

本
紙
面
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続

き
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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２
０
１
０
年
以
降
の
脊
髄
診
療
班
の
現
状
を
ご
報
告
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
松
本
守
雄
准
教
授
を
脊
椎
脊
髄
班
チ
ー
フ
と
す
る
体
制

と
な
り
既
に
3
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
私
は
脊
髄
班
を

任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
勿
論
、
脊
椎
疾
患
の
手
術
も
行
い
ま
す
が
、

時
間
的
な
制
約
も
あ
り
主
に
脊
髄
疾
患
を
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
は
私
と
石
井
賢
（
72
回
）
先
生
、
さ
ら
に
昨
年
か
ら
岩
波

明
生
先
生
（
77
回
）
が
加
わ
っ
て
、
脊
髄
疾
患
の
治
療
に
当
た
っ

て
お
り
ま
す
。

　
慶
應
の
関
連
病
院
の
先
生
方
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
他
大

学
や
病
院
か
ら
の
紹
介
患
者
も
増
え
、
年
間
約
８０
例
の
手
術
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
最
も
手
術
件
数
が
多
い
の
が
脊
髄
腫

瘍
で
す
。
私
が
帰
室
さ
せ
て
頂
い
た
２
０
０
０
年
以
降
の
症
例
だ

け
で
も
既
に
８
０
０
例
を
越
え
、
特
に
髄
内
腫
瘍
は
２
０
０
件
以

上
に
な
り
、
脳
外
科
を
含
め
た
他
大
学
・
他
施
設
と
比
較
し
て
も

格
段
に
多
く
の
症
例
数
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
訳
は
上
衣
腫
、

星
細
胞
腫
、
血
管
芽
細
胞
腫
、
海
綿
状
血
管
腫
な
ど
で
、
星
細
胞

腫
を
除
い
た
ほ
ぼ
全
症
例
で
腫
瘍
全
摘
出
が
可
能
で
あ
り
、
機
能

的
予
後
に
関
し
て
も
か
な
り
良
好
な
成
績
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
髄
内
腫
瘍
の
摘
出
術
後
に
し
ば
し
ば
生
じ
る
“

ジ
ン
ジ

ン
・
ピ
リ
ピ
リ
感”
と
表
現
さ
れ
る
脊
髄
障
害
性
疼
痛
に
関
し
て

は
、
い
ま
だ
そ
の
病
態
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
解

明
に
向
け
て
、
髄
内
腫
瘍
患
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
そ
の
発
症
に
は
脊
髄
後
角
と
脊
髄
視
床
路
が
関
与
す
る
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、fu

n
ction

al M
R

I

と
熱
刺
激
装
置

を
用
い
た
神
経
障
害
性
疼
痛
の
定
量
的
解
析
を
堀
内
陽
介
君
（
84

回
）
が
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

　
硬
膜
内
髄
外
腫
瘍
で
は
神
経
鞘
腫
や
髄
膜
腫
が
多
く
、
特
に
関

連
病
院
や
他
院
・
他
大
学
か
ら
ご
紹
介
頂
く
症
例
に
は
上
位
頚
髄

発
生
例
の
砂
時
計
腫
や
腹
側
発
生
例
の
髄
膜
腫
な
ど
の
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
術
中
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
やC

U
S
A

や
超
音
波
な

ど
の
最
新
手
術
器
機
を
駆
使
し
て
、
何
と
か
良
好
な
成
績
を
得
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
髄
膜
腫
の
治
療
方
針
に
関
し
て

は
、
異
な
る
術
式
の
長
期
治
療
成
績
を
検
討
し
た
結
果
、
可
能
な

限
り
腫
瘍
の
発
生
母
床
で
あ
る
硬
膜
ご
と
腫
瘍
を
摘
出
す
る
こ
と

が
、
腫
瘍
の
再
発
防
止
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
、
ほ
ぼ
全

例
で
腫
瘍
を
硬
膜
ご
と
摘
出
し
硬
膜
形
成
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
頚
髄
砂
時
計
腫
に
関
し
て
も
長
期
手
術
成
績
を
詳
細
に
検

討
し
た
結
果
、
腫
瘍
の
発
生
高
位
、
腫
瘍
の
タ
イ
プ
（
椎
間
孔
内

外
の
腫
瘍
の
大
き
さ
）、
患
者
の
年
齢
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し

脊
髄
診
療
班
の
現
況

中
　
村
　
雅
　
也
（
66
回
）
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て
、
必
ず
し
も
腫
瘍
の
全
摘
出
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
被
膜
内
亜
全
摘

で
あ
っ
て
も
長
期
的
に
安
定
し
た
成
績
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
報
告
は
、
従
来
の
髄
膜
腫
や
砂
時
計
腫
の

手
術
法
と
は
異
な
り
こ
と
も
あ
り
、
当
初
は
賛
否
両
論
で
し
た
が

症
例
を
重
ね
る
に
従
い
、
多
く
の
先
生
方
か
ら
賛
同
の
言
葉
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
比
較
的
稀
な
疾
患
で
あ
る
脊
髄
く
も
膜
嚢
腫
に
対
す
る

最
小
侵
襲
手
術
で
あ
る
脊
髄
鏡
を
用
い
た
新
た
な
術
式
の
治
療
成

績
や
脊
髄
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
す
る
ヘ
ル
ニ
ア
孔
拡
大
術
の
長
期
手
術

成
績
を
報
告
し
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
施
設
か
ら
患
者
さ
ん
の

紹
介
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
脊
髄
係
留
症
候
群
、

脊
髄
動
静
脈
奇
形
、
脊
髄
先
天
奇
形
な
ど
多
様
な
疾
患
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
年
間
約
８０
件
の
手
術
症
例
と
な
り
、
整
形

外
科
・
脳
外
科
を
含
め
て
も
そ
の
症
例
数
は
全
国
で
も
屈
指
の
施

設
と
言
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
が
故
に
、
せ
っ
か
く

関
連
病
院
や
Ｏ
Ｂ
の
先
生
方
か
ら
患
者
様
を
ご
紹
介
頂
い
て
も
可

及
的
早
期
の
入
院
・
手
術
が
な
か
な
か
困
難
な
場
合
が
あ
り
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
た
だ
、
昨
年
よ
り
岩
波
先
生
が
加
わ
っ
て
く
れ
た
こ

と
で
、
か
な
り
の
症
例
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
の
で
、
状
況
は
改
善
し
て
く
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
慶
應
の
整
形
外
科
に
は
岩
原
先
生
以
来
脈
々
と
し
た
脊
髄
外
科

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
長
い
歴
史
と
伝
統
に
恥
じ
な
い
た
め

に
も
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
脊
髄
外
科
に
精
進
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。



− 124 −

　
上
肢
班
の
報
告
で
す
。
こ
の
2
年
間
で
上
肢
班
に
と
っ
て
も
最

も
大
き
な
出
来
事
は
、
や
は
り
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
が
平

成
23
年
3
月
11
日
に
起
こ
っ
た
未
曾
有
の
大
地
震
の
余
波
に
よ
り

Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。
第
84
回
日
整
会
の
中
に
上

肢
班
な
ら
で
は
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
ネ
ル
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ

ー
デ
ー
を
企
画
し
て
い
ま
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
な
っ
た
こ
と
は

残
念
で
し
た
が
、
そ
の
一
部
は
日
本
整
形
外
科
学
会
誌
に
誌
上
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
公
開
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
平
成
23
年
7
月
1
、
2
日
に
佐
々
木
孝

会
長
（
52
回
）
の
下
で
、
第
84
回
日
整
会
と
同
じ
横
浜
パ
シ
フ
ィ

コ
で
第
37
回
日
本
骨
折
治
療
学
会
が
主
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

参
加
者
の
期
待
に
沿
う
素
晴
ら
し
い
学
会
の
お
手
伝
い
が
で
き
ま

し
た
。
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
中
で
の
学
会
で
あ
っ
た
た
め
、

冷
房
温
度
が
高
め
で
、
佐
々
木
会
長
自
ら
が
ク
ー
ル
ビ
ズ
姿
を
抄

録
の
最
初
に
掲
示
し
て
の
学
会
で
印
象
的
で
し
た
。
以
後
の
夏
の

学
会
で
ネ
ク
タ
イ
を
し
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。
原
発
事
故

後
、
海
外
で
は
日
本
は
危
険
と
み
な
さ
れ
て
い
た
中
、
招
待
講
演

に
ア
メ
リ
カ
か
らD
r Jorge O

rbey

、D
r W

illiam
 G

eissler

、

ド
イ
ツ
か
らD
r A

ndreas R
uecker

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
縁
も
あ
り
、D

r O
rb

ey

（Jorg
e

）
とD

r G
eissler

（W
ill

）
と
は
そ
の
後
の
い
く
つ
か
の
海
外
で
の
講
演
会
で
一
緒

に
過
ご
し
た
こ
と
か
ら
非
常
に
仲
の
良
い
友
人
と
な
れ
ま
し
た
。

今
後
も
必
ず
日
本
に
は
来
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

　
日
手
会
で
は
佐
々
木
孝
理
事
長
の
体
制
2
年
間
の
間
に
、
日
本

医
学
会
加
盟
、
日
手
会
専
門
医
が
日
本
整
形
外
科
学
会
と
日
本
形

成
外
科
学
会
の
2
階
建
て
専
門
医
に
な
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
広
告
可
能
専
門
医
の
道
も
開
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
の

代
議
員
会
で
は
日
本
形
成
外
科
学
会
よ
り
の
理
事
会
の
編
成
に
大

反
対
す
る
先
生
が
た
と
の
緊
迫
し
た
や
り
取
り
が
あ
り
ま
し
た

が
、
無
事
に
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
通
り
で
可
決
す
る
こ
と
が
で

き
、
何
よ
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
佐
々
木
先
生
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　
日
整
会
で
は
堀
内
行
雄
先
生
（
52
回
）
が
副
理
事
長
の
要
職
に

就
か
れ
ま
し
た
。
私
、
中
村
俊
康
も
堀
内
先
生
が
担
当
理
事
と
な

っ
て
い
る
情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会
に
属
し
て
い
ま
す
が
、
意
見
の

異
な
る
委
員
の
意
見
集
約
な
ど
難
し
い
か
じ
取
り
な
ど
を
す
ぐ
れ

た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
の
6
月
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
オ
ス
ロ

で
開
催
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
手
の
外
科
学
会
と
併
催
さ
れ
た
ヨ
ー

─
上
肢
班
─

中
　
村
　
俊
　
康
（
67
回
）
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ロ
ッ
パ
手
関
節
鏡
学
会
（E

u
rop

ean W
rist A

rth
roscop

y 

S
ociety

: E
W

A
S

）
で
私
が
会
長
に
指
名
さ
れ
、
無
事
に
今
年
度

6
月
の
ベ
ル
ギ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
のE

W
A

S

で
2
つ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
1
つ
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
運
営
い

た
し
、
盛
会
の
内
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
中
心
に
慶
應
の
上
肢
班
の
名
前
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
藤
和
毅
専
任
講
師
（
68
回
）
は
1
昨
年

の
9
月
にJS

S
H

-A
S
S
H

交
換
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
で
の
フ
ェ
ロ
ー

に
選
出
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
と
中
央
部
を
中
心
に
訪
問
・
講

演
を
行
い
、
ア
メ
リ
カ
で
慶
應
の
上
肢
班
の
名
前
を
高
め
て
く
れ

ま
し
た
。

　
さ
て
、
大
学
は
今
年
の
4
月
に
池
上
博
泰
専
任
講
師
（
64
回
）

が
東
邦
大
学
大
橋
病
院
准
教
授
と
し
て
転
出
さ
れ
、
上
肢
班
の
チ

ー
フ
に
中
村
俊
康
（
67
回
）
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
の
10
月
に
岡
崎
真
人
助
教
（
74
回
）
が
荻
窪
病
院
に
出
向
し
ま

し
た
。
お
二
人
に
代
わ
り
松
村
昇
助
教
（
80
回
）
が
昨
年
10
月
に
、

岩
本
卓
士
助
教
（
79
回
）
が
今
年
の
4
月
に
若
手
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
帰
室
い
た
し
ま
し
た
。
私
中
村
俊
康
と
佐
藤
和
毅
専
任
講
師

（
68
回
）
は
残
留
し
て
い
ま
す
が
、
一
気
に
若
返
っ
た
体
制
と
な

り
ま
し
た
。
チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト
は
中
山
政
憲
助
教
（
82
回
）、

阿
部
耕
治
助
教
（
82
回
）
森
岡
健
助
教
（
82
回
特
）
が
大
学
に
帰

室
し
、
月
曜
朝
の
回
診
、
木
曜
19
時
か
ら
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

中
心
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
他
の
班
よ
り
も
大
学
に

帰
室
す
る
の
が
若
干
遅
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
な
る
べ
く
早
く
、
多

く
の
先
生
に
帰
室
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
手

術
日
は
月
曜
全
日
に
2
枠
3
件
、
水
曜
午
前
中
1
枠
1
～
２
件
、

金
曜
午
後
に
1
枠
1
～
2
件
の
5

�

7
件
程
度
の
全
麻
手
術
と
月

曜
と
水
曜
に
4

�

10
件
程
度
の
外
来
手
術
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
患
者
さ
ん
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
さ
ら
に
田
島
康
介
君
（
80
回
）
は
大
学
の
救
急
部
に
出
向
し
、

大
学
で
の
救
急
外
傷
治
療
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
学
位
は
大
学
院

の
宮
本
裕
也
君
（
82
回
特
）、
中
山
政
憲
君
が
取
得
し
ま
し
た
。

小
原
由
紀
彦
君
（
78
回
）、斉
藤
毅
君
（
79
回
）、鈴
木
拓
君
（
83
回
）

は
論
文
投
稿
中
で
、
鎌
田
雄
策
君
（
81
回
）
は
ほ
ぼ
終
了
し
、
論

文
執
筆
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
ス
イ
ス
に
留
学
中
の
森
田

晃
造
君
（
74
回
）
は
10
月
よ
り
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に

短
期
留
学
後
に
帰
国
予
定
で
す
。
西
脇
正
夫
君
（
74
回
）
は
カ
ナ

ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
大
学
、
山
部
英
行
君
（
77
回
）
は
ア
メ
リ
カ
・

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
ア
ー
バ
イ
ン
校
に
留
学
し
て
い
ま

す
。
素
晴
ら
し
い
成
果
を
上
げ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
前
回
の
ふ
る
さ
と
で
も
書
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
手
の
外
科
班

の
学
位
研
究
は
私
の
指
導
す
る
バ
イ
オ
メ
カ
お
よ
び
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
仕

事
と
佐
藤
先
生
の
指
導
す
る
軟
骨
・
骨
折
の
仕
事
が
主
で
す
が
、
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か
つ
て
の
中
心
で
あ
っ
た
神
経
・
腱
の
研
究
の
立
て
直
し
を
図
る

べ
く
、
俊
英
た
ち
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
学
位
取

得
を
終
着
点
と
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
な
る
研
究
の
発
展
へ
と
昇

華
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
手
の
外
科
班
の
新
人
は
昨
年
度
4

名
、
今
年
度
は
4
名
で
し
た
。
着
実
に
班
に
加
わ
る
人
が
増
え
て

い
る
の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
矢
部
裕
名
誉
教
授
、
内
西
兼

一
郎
先
生
ら
が
作
り
育
て
ら
れ
た
手
の
外
科
班
の
バ
ト
ン
を
落
と

さ
な
い
よ
う
に
、
今
後
も
走
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
膝
関
節
班
は
臨
床
班
と
し
て
下
肢
班
に
属
し
て
い
ま
す
。
学
位

研
究
テ
ー
マ
は
軟
骨
代
謝
研
究
グ
ル
ー
プ
や
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス

研
究
グ
ル
ー
プ
な
ど
か
ら
授
与
さ
れ
る
た
め
、
矢
部
名
誉
教
授
時

代
の
よ
う
に
研
究
と
臨
床
双
方
を
膝
グ
ル
ー
プ
で
管
理
す
る
状
況

と
は
異
な
り
ま
す
。
膝
班
で
独
占
し
て
い
た
手
術
枠
も
、
現
在
は

そ
の
半
分
を
足
班
が
使
用
し
て
い
ま
す
の
で
手
術
症
例
数
を
関
連

病
院
な
ど
で
の
非
常
勤
手
術
で
稼
ぐ
状
況
で
す
。

　
膝
関
節
外
科
は
靭
帯
再
建
術
、
人
工
関
節
置
換
術
、
軟
骨
移
植

術
な
ど
、
手
技
的
に
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
て
、
手
術
器
械
や
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
も
以
前
に
比
し
て
優
れ
た
も
の
が
次
々
と
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。
膝
関
節
外
科
は
す
で
に
確
立
し
た
分
野
で
あ
る
と
認
識
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
患
者
満
足
度
が
よ
り
高
い
治
療
を
提
供
す
る
観
点

で
、
様
々
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
海
外
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

臨
床
の
学
会
に
出
席
す
る
だ
け
で
は
こ
の
流
れ
を
鋭
敏
に
と
ら
え

る
こ
と
は
困
難
で
す
の
で
、
若
手
医
師
に
は
日
整
会
基
礎
の
み
な

ら
ず
米
国
Ｏ
Ｒ
Ｓ
に
出
席
し
て
情
報
を
得
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。

国
内
外
で
慶
大
膝
グ
ル
ー
プ
が
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
得
る
に

─
膝
関
節
班
─

榎
　
本
　
宏
　
之
（
70
回
）
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は
先
見
性
と
創
造
性
に
富
む
基
礎
研
究
と
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ

ル
リ
サ
ー
チ
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
レ
ジ
デ

ン
ト
の
先
生
が
膝
関
節
外
科
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
と
幸
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
我
々
ス
タ
ッ
フ
も
努
力
し
ま
す
。

　
欧
州
と
米
国
で
の
Ａ
Ｃ
Ｌ
再
建
術
症
例
数
は
10
年
前
に
比
し
て

２
倍
以
上
に
増
大
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
手
術
手
技
が
向
上
し
て

普
遍
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
断
裂
後
の
再
々
建
術
の
占
め

る
割
合
は
10
年
前
に
比
し
て
む
し
ろ
増
加
し
て
15
％
強
で
す
。
そ

の
背
景
は
複
雑
で
す
が
、
グ
ラ
フ
ト
と
骨
孔
と
の
生
物
学
的
固
着

や
、
グ
ラ
フ
ト
内
細
胞
の
壊
死
に
伴
う
細
胞
外
基
質
の
再
構
築
が

予
想
以
上
に
遅
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
よ
り
望
ま
し
い
状
態

で
早
期
の
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
靭
帯

再
建
術
後
の
長
期
成
績
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
新
た
な
切
り

口
で
の
基
礎
研
究
成
果
と
、
そ
れ
に
立
脚
し
た
臨
床
面
で
の
革
新

が
必
要
で
す
。
す
で
に
海
外
で
は
サ
イ
ト
カ
イ
ン
や
成
長
因
子
を

多
く
含
む
多
血
小
板
血
漿
（P

R
P
; P

latelet rich plasm
a

）
を

Ａ
Ｃ
Ｌ
再
建
術
時
に
使
用
す
る
キ
ッ
ト
が
米
国
Ｆ
Ｄ
Ａ
で
認
可
さ

れ
臨
床
で
盛
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
く
遅
れ
た
国
内
承

認
時
に
は
Ｐ
Ｒ
Ｐ
の
効
果
に
関
す
る
国
外
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
多
く

発
表
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の
先
を
見
越
し
て
準
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
人
工
膝
関
節
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
耐
用
年
数
は
、

術
後
20
年
で
生
存
率
80
％
弱
ま
で
向
上
し
ま
し
た
が
、
患
者
満
足

度
は
人
工
股
関
節
に
比
し
て
依
然
と
し
て
低
い
で
す
。
日
常
生
活

レ
ベ
ル
で
の
歩
行
能
力
改
善
の
点
で
は
ほ
ぼ
解
決
し
ま
し
た
が
、

リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
膝
蓋
大
腿
関
節
の
問
題

や
、
活
動
度
の
高
い
若
年
者
へ
適
応
し
た
場
合
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

寿
命
な
ど
未
解
決
な
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

の
形
状
や
至
適
な
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
設
置
に
つ
い
て
新
た
な
切
り
口

で
の
解
析
が
必
要
で
す
。
軟
骨
修
復
術
お
よ
び
移
植
術
に
つ
い
て

も
約
１
３
０
年
と
い
わ
れ
る
軟
骨
基
質
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
半
減
期
が

大
き
い
障
壁
と
な
っ
て
お
り
、
理
想
的
な
軟
骨scaffold

や
基
質

合
成
を
飛
躍
的
に
加
速
す
る
成
長
因
子
や
サ
イ
ト
カ
イ
ン
に
つ
い

て
の
研
究
は
い
ま
だ
発
展
途
上
に
あ
り
ま
す
。
膝
関
節
外
科
手
術

の
患
者
満
足
度
と
臨
床
成
績
の
一
層
の
向
上
の
た
め
に
、
国
内
外

で
慶
大
膝
グ
ル
ー
プ
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
た
め
に
、
今
後

も
多
く
の
意
欲
あ
る
若
手
医
師
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
下
肢
班
は
膝
班
、
股
関
節
班
お
よ
び
足
班
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
グ
ル
ー
プ
横
断
的
な
研
究
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
若
手
医
師
教
育
を
目
的
と
す
る
下
肢
班
横
断
的

な
研
究
会
と
し
て
、
膝
班
と
股
関
節
班
合
同
で
「T

okyo K
nee 

and H
ip Scholarly A

lliance F
orum

」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

前
半
で
は
若
手
医
師
に
よ
る
症
例
検
討
、
後
半
で
は
外
部
講
師
に

よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
組
ん
で
い
ま
す
。
と
く
に
後
半
で
は
若
手
医

師
の
み
な
ら
ず
膝
と
股
関
節
メ
ン
バ
ー
全
員
に
刺
激
と
な
る
よ
う
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国
内
外
の
一
線
で
活
躍
中
の
講
師
を
招
聘
す
る
予
定
で
す
。
記
念

す
べ
き
第
一
回
目
で
は
大
阪
大
学
大
学
院
運
動
器
医
工
学
治
療
学

講
座
教
授
の
菅
野
伸
彦
先
生
に
ご
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
下

肢
班
に
興
味
を
も
つ
レ
ジ
デ
ン
ト
に
対
す
る
啓
発
お
よ
び
勧
誘
の

場
と
し
て
も
活
用
す
る
所
存
で
す
。
そ
の
他
、
東
京
医
科
歯
科
大

学
と
の
研
究
会
（
膝
と
歩
む
会
）、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
と
の

研
究
会
（T

okyo K
nee F

rontier

）、都
心
6
大
学
（
慶
應
、東
大
、

医
科
歯
科
大
、
日
大
、
日
医
大
、
順
大
）
で
構
成
さ
れ
る
お
茶
の

水
膝
ス
ポ
ー
ツ
懇
話
会
、
関
東
膝
を
語
る
会
な
ど
も
他
大
学
と
の

情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
チ
ー
フ
や
レ
ジ
デ
ン
ト
の
発
表
の
場
と

し
て
、
ま
た
次
世
代
を
担
う
膝
班
の
若
手
医
師
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
討
論
を
鍛
錬
す
る
場
と
し
て
引
き
続
き
活
用
し
て
お
り
ま
す
の

で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
将
来
の
膝
グ
ル
ー
プ
を
担
う
若
手
医
師
が
精
力
的
に
学
位
研
究

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
前
回
の
ふ
る
さ
と
発
刊
後
８
月
３１
日
現
在

で
以
下
の
メ
ン
バ
ー
の
方
が
学
位
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
ご
努
力
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

田
中
公
一
朗
先
生
（
７８
回
）	｢T

reatm
ent of collagen-induced 

	
  arthritis w

ith recom
binant 

	
  plasm

inogen-related protein

	
  B

: a novel inhibitor of 

	
  angiogenesis｣

畔
柳

　
裕
二
先
生
（
７８
回
）	｢A

 quantitative assessm
ent of 

	
  varus thrust in patients w

ith 

	
  m

edial knee osteoarthritis｣

今
後
も
ご
自
身
の
研
究
成
果
を
ぜ
ひ
臨
床
へ
還
元
い
た
だ
き
、
次

世
代
の
膝
班
を
担
う
人
材
に
大
き
く
飛
躍
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

後
進
の
指
導
な
ど
何
ら
か
の
形
で
膝
班
の
発
展
に
ご
貢
献
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
関
連
大
学
人
事
で
は
、
平
成
23
年
4
月
に
前
野
晋
一
先
生
（
76

回
）
が
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
准
教
授
、
同
年
5
月
に
斉

藤
聖
二
先
生
（
54
回
）
が
同
病
院
副
院
長
兼
教
授
、
同
年
７
月
に

月
村
泰
規
先
生
（
67
回
特
）
が
北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院
整
形

外
科
臨
床
教
授
に
御
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
関
連
病
院
で
は
内
田
尚

哉
先
生
（
72
回
）
が
川
崎
市
立
井
田
病
院
整
形
外
科
部
長
に
ご
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
真
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
ご

多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
今
後
も
膝
班
へ
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
御
願
い
い
た
し
ま
す
。
大
学
で
は
榎
本
宏
之
（
70
回
）
と

二
木
康
夫
先
生
（
72
回
）
が
平
成
24
年
10
月
1
日
に
専
任
講
師
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
恐
縮
で
す
が
、
同
窓
の
先
生
に
は
多
く
の
患
者
様

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
先
輩
方
に
よ
り
築
き

上
げ
ら
れ
た
慶
大
膝
グ
ル
ー
プ
の
伝
統
を
汚
さ
ぬ
よ
う
、
患
者
様
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へ
の
治
療
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
の
で
今
後
と
も
ご
支
援
い
た
だ

け
る
と
幸
甚
で
す
。
関
連
大
学
と
関
連
病
院
の
先
生
に
対
し
て
は
、

膝
グ
ル
ー
プ
の
若
手
や
専
修
医
の
ご
指
導
に
多
大
な
ご
貢
献
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
他
大
学
の

膝
関
節
外
科
医
が
増
加
し
、
各
関
連
病
院
に
お
け
る
膝
関
節
外
科

手
術
数
を
増
や
す
こ
と
が
困
難
な
状
況
下
で
多
大
な
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
存
じ
ま
す
。
今
後
も
慶
大
膝
グ
ル
ー
プ
が
確
固

な
組
織
と
し
て
存
続
し
て
一
層
発
展
す
る
た
め
に
は
密
接
な
連
携

が
不
可
欠
で
す
。
ぜ
ひ
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　
平
成
24
年
4
月
、
藤
田
貴
也
先
生
（
74
回
）
が
国
立
病
院
機
構

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
に
赴
任
さ
れ
た
人
事
異
動
に
伴
い
ま
し
て
、

私
が
股
関
節
班
チ
ー
フ
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
股
関

節
班
の
チ
ー
フ
と
い
う
大
役
を
任
さ
れ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
諸
先
輩
方
、
多
く
の
先
生
方

が
培
っ
て
こ
ら
れ
た
股
関
節
班
の
伝
統
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
今

後
精
進
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
ず
本
年
4
月
以
降
、
こ
の
慣
れ
な
い
新
米
チ
ー
フ

が
運
営
す
る
股
関
節
班
を
ご
支
援
・
ご
指
導
く
だ
さ
っ
て
い
る
戸

山
教
授
を
は
じ
め
医
局
の
諸
先
輩
方
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
平
成
15
年
10
月
よ
り
平
成
24
年
3
月

ま
で
の
長
期
に
渡
り
在
籍
さ
せ
て
頂
い
た
藤
田
保
健
衛
生
大
学
の

諸
先
生
方
に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。
特
に
山
田
治
基
教
授（
58
回
）、

安
藤
謙
一
先
生
（
52
回
）
に
は
股
関
節
外
科
の
臨
床
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
点
で
幅
広
く
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
最
近
2
年
間
の
股
関
節
班
の
全
体
的
な

流
れ
と
現
況
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

股
関
節
班
の
現
況

金
　
治
　
有
　
彦
（
73
回
）
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臨
床
面
に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在(

平
成
24
年
8
月)

、
金
治

有
彦
（
73
回
）、船
山
敦
先
生
（
76
回
）
の
二
人
の
ス
タ
ッ
フ
、チ
ー

フ
レ
ジ
デ
ン
ト
清
水
英
徳
先
生
（
84
回
）
と
専
修
医
（
卒
後
3
年
）

3
人
、
計
6
名
に
て
臨
床
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
10
月
か
ら
は
清

水
先
生
に
代
わ
っ
て
橘
田
祐
樹
先
生
（
85
回
）
が
チ
ー
フ
レ
ジ
デ

ン
ト
と
し
て
股
関
節
班
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
る
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。
船
山
先
生
は
手
術
技
量
に
優
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
若
手

医
師
か
ら
の
人
望
も
あ
り
、
私
の
赴
任
以
降
も
股
関
節
班
の
取
り

ま
と
め
に
尽
力
し
て
下
さ
っ
て
お
り
ま
し
て
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
清
水
先
生
は
体
格
か
ら
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、「
気
は

や
さ
し
く
て
力
持
ち
」
タ
イ
プ
の
好
青
年
で
、
股
関
節
班
に
配
属

さ
れ
た
専
修
医
だ
け
で
な
く
上
司
の
面
倒
見
も
よ
く
、
私
は
い
つ

も
助
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
お
二
人
と
も
い
つ
も
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
外
来
は
金
治
が
水
曜
日
午
前
中
（
2
診
）、
船
山

先
生
が
金
曜
日
午
前
中
（
6
診
）、
さ
ら
に
小
児
・
股
関
節
外
来

を
第
3
木
曜
日
午
後
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
手
術
枠
は
週
に
3
回

割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
枠
外
手
術
を
行

い
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　
股
関
節
疾
患
の
現
況
で
す
が
、
高
齢
化
に
伴
い
全
国
的
に
大
腿

骨
頸
部
骨
折
症
例
に
対
す
る
手
術
や
変
形
性
股
関
節
症
例
に
対
す

る
人
工
股
関
節
全
置
換
術
（T

H
A

）
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
慢
性
疾
患
が
主
体
の
大
学
で
はT

H
A

が
大
半
を
占
め
て

お
り
、
骨
切
り
手
術
の
件
数
は
や
は
り
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成

22
年
手
術
件
数
は
１
９
５
例
（
う
ちT

H
A

１
３
５
例
、
両
側
同

日M
IS-T

H
A

 

2
例
、
再
置
換
術
32
例
、
大
腿
骨
頸
部
骨
折
に
対

す
る
人
工
骨
頭
置
換
術
6
例
、
転
子
部
骨
折
に
対
す
るO

R
IF

 

10

例
、R

A
O

 

3
件
）、
平
成
23
年
手
術
件
数
は
震
災
の
影
響
か
例
年

よ
り
や
や
少
な
く
１
５
６
例
（
う
ちT

H
A

１
１
９
例
、
両
側
同

日M
IS-T

H
A

1
例
、
再
置
換
術
16
例
、
大
腿
骨
頸
部
骨
折
に
対

す
る
人
工
骨
頭
置
換
術
5
例
、
転
子
部
骨
折
に
対
す
るO

R
IF

 

4

例
、R

A
O

1
件
）
で
し
た
。
関
連
の
先
生
方
に
は
い
つ
も
患
者

様
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
近
年
、
股
関
節
外
科
の
分
野
で
はM

IS-T
H

A

が
広
く
普
及
し
、

そ
の
適
応
が
拡
大
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
大
学
で

は
主
に
側
臥
位
で
中
殿
筋
と
大
腿
筋
膜
張
筋
の
筋
間
か
ら
進
入
す

るm
odified W

atson-Jones approach

に
よ
る
手
術
が
行
わ
れ

て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
手
術
手
技
の
詳
細
に
つ
い
て
は
藤
田
貴
也

先
生
（
74
回
）
が
平
成
24
年
7
月
7
日
に
慶
應
手
術
手
技
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
ご
講
演
下
さ
い
ま
し
た
が
、
大
学
・
関
連
病
院
を
併
せ
る

と
現
在
６
０
０
例
以
上
の
手
術
実
績
が
あ
り
、
藤
田
・
船
山
両
先

生
に
よ
り
そ
の
良
好
な
成
績
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
そ
の
一
方
で
近
年
、
股
関
節
外
科
に
お
い
て
、
仰
臥
位

M
IS-T

H
A

が
注
目
を
浴
び
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
大
学
で
は
4

月
よ
り
仰
臥
位
で
中
殿
筋
と
大
腿
筋
膜
張
筋
の
筋
間
か
ら
進
入
す
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るanterolateral-supine approach

に
よ
るM

IS-T
H

A

（M
IS-

A
L
S

）
も
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
仰
臥
位
手
術
は
両
上
前
腸
骨
棘

を
解
剖
学
的
指
標
に
し
て
正
確
に
臼
蓋
カ
ッ
プ
を
設
置
可
能
で
あ

る
と
い
う
こ
と
、
脚
長
を
判
断
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に

は
体
位
変
換
を
要
し
な
い
た
め
両
側
同
日M

IS-T
H

A

を
行
い
や

す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
疼
痛
の
強
い
両
側

末
期
変
形
性
股
関
節
症
例
に
対
し
て
は
適
応
を
吟
味
し
て
両
側
同

日M
IS-T

H
A

を
施
行
し
、
術
後
2
週
で
自
宅
に
退
院
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　T
H

A

の
際
に
使
用
す
る
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
他
大
学
と
連
携

し
て
の
多
施
設
研
究
を
開
始
し
て
い
る
た
め
、
現
在
は
様
々
な
も

の
を
使
用
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
現
在
は
従
来
型
のfit and 

fill type

の
ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
、M

IS-T
H

A
が
行
い
や
す
い

M
/L

 taper 

型stem

も
使
用
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

慶
應
に
は
京
セ
ラ
と
共
同
で
開
発
し
たK

K
S

人
工
関
節
が
あ
り
、

そ
の
大
腿
骨
骨
髄
腔
に
理
想
的
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
形
状
か
ら
良
好

な
長
期
成
績
が
す
で
に
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
以
前
よ

り
使
用
頻
度
が
少
な
く
な
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、
外
側
フ
ィ
ン
な
ど
他
の
人
工
関
節
に
な
いK

K
S

人

工
関
節
の
特
徴
が
良
好
な
臨
床
成
績
に
与
え
て
い
る
影
響
に
つ
い

て
も
大
学
で
京
セ
ラ
と
共
同
で
研
究
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
ま
で
慶
應
で
は
柳
本
繁
先
生
（
59
回
）
がT

H
A

の

際
に
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
他
の
施
設
に
先
駆
け
て
導

入
し
、
そ
の
良
好
な
術
後
成
績
を
国
内
・
海
外
の
学
会
に
て
報
告

さ
れ
、
高
い
評
価
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
柳
本
先
生
は
平
成

20
年
3
月
に
日
本C

A
O

S

研
究
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
大
学
に
お
い
て
も
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
仰
臥
位M

IS-

T
H

A

、
側
臥
位M

IS-T
H

A

の
際
に
症
例
を
選
択
し
てC

T
-based 

fluoroscopy-m
atching

に
よ
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
使

用
し
、
そ
の
臨
床
成
績
や
有
用
性
を
比
較
・
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
人
工
股
関
節
再
置
換
術
に
関
し
ま
し
て
はprim

ary T
H

A

症

例
数
の
増
加
に
伴
い
、
や
は
り
手
術
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
大
学
で
は
大
腿
骨
側
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
セ
メ
ン
ト
レ

ス
ロ
ン
グ
ス
テ
ム
を
用
い
た
再
置
換
術
に
加
え
、
皮
質
骨
の
菲
薄

化
が
著
し
い
症
例
に
対
し
て
は
イ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
ボ
ー
ン
グ
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
法+

セ
メ
ン
ト
ロ
ン
グ
ス
テ
ム
を
用
い
た
再
置
換
術
を

開
始
し
ま
し
た
。
臼
蓋
側
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
通
り
イ
ン
パ
ク

シ
ョ
ン
ボ
ー
ン
グ
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
法
や
サ
ポ
ー
ト
リ
ン
グ
を
使
用

し
た
再
建
術
を
主
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
臼
蓋
側
、
大
腿
骨
側
と

も
に
広
範
な
骨
欠
損
に
対
し
ま
し
て
は
施
設
内
骨
銀
行
に
よ
る
同

種
骨
移
植
（
人
工
股
関
節
置
換
術
施
行
時
の
大
腿
骨
頭
を
保
存
）

に
よ
り
対
処
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
最
近
の
股
関
節
分
野
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
てF

A
I 
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（F
em

oro-acetabular im
pingem

ent

）
に
よ
る
股
関
節
唇
損
傷

の
病
態
解
明
と
治
療
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
4
月
よ
り
、
大

学
で
は
関
節
唇
損
傷
に
対
し
て
股
関
節
鏡
視
下
関
節
唇
縫
合
術
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
。
ま
たF

A
I

の
発
生
に
関
与
す
る
臼
蓋
側

pincer lesion
や
大
腿
骨
側cam

 lesion

の
切
除
・
形
成
も
、
症

例
を
選
ん
で
関
節
唇
縫
合
術
に
併
せ
て
施
行
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
関
節
鏡
視
下
手
術
は
低
侵
襲
で
あ
り
、
除
痛
効
果
も
あ
る

た
め
患
者
様
か
ら
高
い
満
足
度
が
得
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
股

関
節
鏡
視
下
手
術
は
適
応
が
拡
大
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
外
傷
症
例
に
つ
き
ま
し
て
は
ベ
ッ
ド
の
事
情
が
許
す
限
り
お

受
け
し
、
枠
外
手
術
に
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
に
お
い

て
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
腿
骨
頸
部
・
転
子
部
骨
折
症
例
に
対

す
る
手
術
で
す
が
、
船
山
先
生
は
骨
盤
骨
折
の
症
例
に
対
し
て

ilioinguinal approach

に
よ
る
手
術
を
大
学
お
よ
び
関
連
病
院

で
施
行
し
、
そ
の
良
好
な
成
績
を
国
内
・
国
際
学
会
に
て
報
告
し

て
お
り
ま
す
。

　
小
児
整
形
外
科
・
小
児
股
関
節
の
臨
床
に
関
し
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
大
学
で
も
4
月
か
ら
の
数
か
月
間
で
、
リ
ー
メ
ン
ブ
ュ
ー
ゲ

ル
に
て
整
復
不
可
能
で
あ
っ
た
Ｄ
Ｄ
Ｈ
症
例
の
牽
引
療
法
、
亜
脱

臼
性
股
関
節
症
に
対
す
る
骨
盤
骨
切
り
術
、
ペ
ル
テ
ス
病
の
装
具

療
法
や
総
排
泄
腔
外
反
症
の
骨
切
り
術
な
ど
、
決
し
て
症
例
数
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
小
児
整
形
・
小
児
股
関
節
の
臨
床
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
小
児
整
形
外
科
の
知
識
や
骨
切
り
術
の
技
術
の
伝
承

は
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
し
、
小
児
か
ら
成

人
ま
で
適
切
に
診
察
・
治
療
で
き
る
股
関
節
外
科
医
の
育
成
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
私
は
戸
山
教
授
を
は
じ
め
医
局

の
諸
先
輩
方
、
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
の
高
山
真
一
郎
（
57
回
）

先
生
、
関
敦
仁
先
生
（
65
回
）、
日
下
部
浩
先
生
（
70
回
）、
東
京

都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
下
村
哲
史
先
生
（
64
回
）
に
ご

指
導
頂
き
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
臨
床
・
教
育
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
股
関
節
班
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
月
2
回
木
曜
日
午
後
7
時
よ
り

臨
床
研
究
棟
1
階
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
症
例
検
討
や
学
会
予
演

会
、
学
位
研
究
進
捗
状
況
の
報
告
な
ど
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
の
で
、
症
例
で
お
困
り
の
若
い
先
生
な
ど
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
所
属
班
に
か
か
わ
ら
ず
是
非
御
参
加
下
さ
い
。
ま
た
榎
本
宏

之
先
生
（
70
回
）、
二
木
康
夫
先
生
（
72
回
）
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

股
関
節
グ
ル
ー
プ
と
膝
関
節
グ
ル
ー
プ
の
横
断
的
な
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
で
あ
る
「T

okyo K
nee &

 H
ip Scholarly A

lliance 

F
orum

」（
平
成
24
年
9
月
に
開
催
予
定
）
を
新
た
に
立
ち
上
げ

て
年
1
回
開
催
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
小
児
整

形
外
科
に
関
し
て
は
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
高
山
真
一
郎
先
生
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（
57
回
）
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
開
催
し
て
い
た
慶
應
小

児
整
形
外
科
研
究
会
（
平
成
24
年
9
月
に
開
催
予
定
）
を
今
後
も

継
続
し
て
年
1
回
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
実
り
あ
る
会

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
先
生
方
に
は

是
非
ご
参
加
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
に
研
究
面
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
臨
床
研
究
は
前
述
の

よ
う
に
、
変
形
性
股
関
節
症
に
対
す
るM

IS-T
H

A

の
有
用
性
、

M
IS-T

H
A

に
マ
ッ
チ
し
た
ス
テ
ム
の
使
用
経
験
、M

IS-T
H

A

後
の
深
部
静
脈
血
栓
症
の
病
態
解
明
と
そ
の
予
防
、K
K

S

人
工

関
節
の
長
期
成
績
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
有
用
性
、

臼
蓋
形
成
不
全
股
や
亜
脱
臼
股
に
正
確
に
ソ
ケ
ッ
ト
設
置
が
で

き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
器
具
の
有
用
性
、
骨
盤
骨
折
症
例
に
対
す
る

ilioinguinal approach

の
有
用
性
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
重
ね

て
い
ま
す
。
基
礎
研
究
に
つ
い
て
は
主
に
大
学
院
生
が
研
究
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
大
久
保
匡
先
生
（
82
回
）
は
変
形
性
関
節

症
の
関
節
軟
骨
に
お
け
る
血
管
新
生
因
子
（V

E
G

F

）
と
神
経
反

発
因
子
セ
マ
フ
ォ
リ
ン3A

の
軟
骨
細
胞
に
対
す
る
作
用
に
関
し

て
慶
應
義
塾
大
学
病
理
学
教
室
で
研
究
さ
れ
、
学
位
を
取
得
さ
れ

ま
し
た
。
大
久
保
先
生
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
宮
本

健
史
先
生
（
73
回
特
）
御
指
導
の
下
、
藤
江
厚
廣
先
生
（
85
回
）

は
特
発
性
大
腿
骨
頭
壊
死
症
の
原
因
遺
伝
子
を
解
析
す
る
基
礎
研

究
を
、
丹
藤
世
身
先
生
（
84
回
）
は
軟
骨
代
謝
・
骨
代
謝
に
関
す

る
実
験
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
二
人
と
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
宮
本
先
生
、
若
手
二
人
の
御
指
導
を
こ
れ
か
ら
も
何
卒
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
股
関
節
班
の
基
礎
研
究
を
今
後
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

榎
本
宏
之
先
生
（
70
回
）
に
ご
指
導
い
た
だ
き
下
肢
全
体
の
Ｃ
Ｔ

を
用
い
て
大
腿
骨
近
位
部
と
大
腿
骨
遠
位
部
や
膝
関
節
の
形
態
と

の
相
関
を
解
析
す
る
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
頸
部

前
捻
、
大
腿
骨
前
弯
、
大
腿
骨
遠
位
部
の
形
態
を
考
慮
し
た
う
え

で
正
確
に
大
腿
骨
に
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
べ

き
か
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
3
次
元
的
に
評
価
で
き
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
名
倉
武
雄
先
生
（
71
回
）
御
指
導
の
下
、

動
作
解
析
の
手
法
を
用
い
て
関
節
唇
損
傷
や
Ｆ
Ａ
Ｉ
の
発
生
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
析
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
す
る
方
向
で
動

い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
深
部
静
脈
血
栓
症
（
Ｄ
Ｖ
Ｔ
）
発
生
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
や
Ｄ
Ｖ
Ｔ
予
防
法
や
治
療
法
の
効
果
判

定
に
関
す
る
基
礎
研
究
を
行
う
た
め
に
、
堀
内
圭
輔
先
生
（
73
回
）

指
導
の
下
、
新
し
い
Ｄ
Ｖ
Ｔ
モ
デ
ル
動
物
の
作
成
を
開
始
す
る
予

定
で
お
り
ま
す
。
榎
本
先
生
、
名
倉
先
生
、
堀
内
先
生
、
今
後
と

も
何
卒
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
24
年
3
月
を
も
ち
ま
し
て
坂
巻
豊

教
先
生
（
50
回
）
が
ご
退
官
を
迎
え
ら
れ
、
平
成
24
年
3
月
に
都

内
で
退
官
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
股
関
節
班
主
催
で
執
り
行
い
、
お
祝
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い
申
し
上
げ
た
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
坂
巻
先
生
は

慶
大
股
関
節
班
を
長
き
に
わ
た
っ
て
導
い
て
こ
ら
れ
、
平
成
20
年

12
月
に
は
第
19
回
日
本
小
児
整
形
外
科
学
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
ご
功
労
、
慶
大
股
関
節
班
に
対
す
る
多

大
な
る
御
貢
献
に
敬
意
を
表
し
、
班
の
メ
ン
バ
ー
を
代
表
し
て
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
、
慶
大
股
関
節
班
が
同
門
の
先
生
方
、
他
大
学
、
他
施
設

の
先
生
方
か
ら
も
さ
ら
に
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
現
行
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
気
を
引
き
締
め
て
全
力
で
臨
床
・
研
究
に
当
た
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
諸
先
輩
方
や
関
連
病
院
の
先
生
方

か
ら
の
御
指
導
・
ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
慶
大
足
の
外
科
班
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
2
年
間
で
最
も
大
き

な
出
来
事
は
、
長
ら
く
慶
大
整
形
関
連
病
院
で
ご
活
躍
い
た
だ
い

て
い
た
宇
佐
見
則
夫
先
生
（
58
回
）
が
、
至
誠
会
第
二
病
院
整
形

外
科
部
長
を
最
後
に
退
室
さ
れ
、
平
成
24
年
3
月
よ
り
「
う
さ
み

整
形
外
科
」
を
開
院
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
豊
富
な
臨
床
例
を
背
景

に
後
輩
医
師
た
ち
を
多
数
指
導
し
、
ま
た
技
術
と
優
し
さ
を
兼
ね

備
え
た
整
形
外
科
医
を
輩
出
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
先
生
が
関
連
病
院
よ
り
去
ら
れ
る
こ
と
は
私
ど

も
足
の
外
科
班
後
輩
た
ち
に
と
り
ま
し
て
と
て
も
寂
し
く
そ
し
て

と
て
も
痛
い
で
き
ご
と
で
す
。
し
か
し
、
教
室
を
離
れ
ら
れ
ま
し

て
も
、
複
数
個
所
よ
り
手
術
執
刀
の
オ
フ
ァ
ー
が
お
あ
り
で
、
引

き
続
き
外
来
に
手
術
に
、
学
会
に
と
ご
活
躍
で
す
。
大
学
で
隔
週

火
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
足
の
外
科
班
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
も
参

加
い
た
だ
き
、
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
毎
回
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
で
宇
佐
見
先

生
に
は
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
慶

大
足
の
外
科
班
の
ス
タ
ッ
フ
の
頼
り
な
さ
に
「
喝
」
を
入
れ
ね
ば

足
の
外
科
班
の
現
況

須
　
田
　
康
　
文
（
65
回
）
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と
の
お
気
持
ち
の
表
れ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
永
寿
総
合
病
院
平

石
英
一
整
形
外
科
部
長
（
62
回
）、
昨
年
10
月
よ
り
慶
大
ス
ポ
ー

ツ
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
に
な
ら
れ
た
橋
本
健
史
先
生
（
63

回
）
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
気
を
引

き
締
め
て
、
宇
佐
見
先
生
を
は
じ
め
、
同
門
の
先
生
方
に
信
頼
さ

れ
、
安
心
い
た
だ
け
る
よ
う
班
の
構
築
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で

す
の
で
今
し
ば
ら
く
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
慶
大
足
の
外
科
を
全
国
区
に
引
き
上
げ

休
む
こ
と
な
く
引
っ
張
り
続
け
て
い
た
だ
い
た
井
口
傑
先
生
（
49

回
）
が
、
昨
年
10
月
日
本
靴
医
学
会
の
理
事
長
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
い
間
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
先
生
に
も
引
き
続
き
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
学
会
等
で
ご

意
見
番
と
し
て
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
慶
大
足
の
外
科
で
こ
れ
ま
で
ト
ッ
プ
と
し
て

班
を
指
導
い
た
だ
い
て
き
た
2
名
の
先
生
方
が
進
路
を
変
え
ら
れ

る
中
、
大
学
ス
タ
ッ
フ
は
、
豊
富
な
臨
床
例
を
外
来
、
手
術
で
担

当
し
な
が
ら
、
慶
大
足
の
外
科
班
の
伝
統
を
引
き
継
が
せ
て
い
た

だ
く
べ
く
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
21
年
に
帰
室
し
た
早
稲
田

明
生
先
生
（
70
回
）
は
、
前
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
熱
血

指
導
が
定
評
で
、
多
数
の
チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト
、
レ
ジ
デ
ン
ト
が

足
の
外
科
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
外
反
母
趾
、
変
形
性

足
関
節
症
に
対
す
る
低
位
脛
骨
骨
切
り
術
、
足
部
・
足
関
節
疾
患

へ
の
関
節
鏡
の
応
用
、
足
壊
疽
へ
の
Ｖ
Ａ
Ｃ
療
法
は
、
当
班
の
定

番
手
術
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
積
極
果
敢
に
手
術

を
担
当
い
た
だ
い
た
早
稲
田
先
生
で
す
が
、
本
年
4
月
に
は
荻
窪

病
院
へ
と
出
向
さ
れ
、
引
き
続
き
現
地
で
足
の
外
科
症
例
を
多
数

担
当
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
班
の
要
と
し
て
、
後
輩
た
ち
の
リ
ー
ド
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
早
稲
田
先
生
に
代
わ
っ
て
大
学
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
帰

室
し
て
く
れ
た
の
は
池
澤
裕
子
先
生
（
76
回
）
で
す
。
至
誠
会
第

二
病
院
で
宇
佐
見
先
生
の
指
導
の
下
、
豊
富
な
臨
床
経
験
を
積
ん

で
本
年
2
月
に
大
学
に
戻
り
ま
し
た
。
4
月
か
ら
は
早
稲
田
先
生

を
引
き
継
ぎ
、
相
当
数
の
症
例
を
担
当
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

隔
週
火
曜
日
午
後
7
時
半
よ
り
大
学
外
来
で
開
催
の
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
の
主
任
と
し
て
、月
１
回
の
若
手
を
対
象
と
し
た
勉
強
会
（
毎

回
テ
ー
マ
を
一
疾
患
に
絞
り
レ
ク
チ
ャ
ー
）、
症
例
検
討
、
予
演

会
を
切
り
盛
り
し
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
後
一
時

休
止
し
て
お
り
ま
し
た
勉
強
会
を
今
年
4
月
か
ら
復
活
さ
せ
ま
し

た
が
、
チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト
、
レ
ジ
デ
ン
ト
に
は
好
評
で
す
。
私
、

須
田
は
慶
大
足
の
外
科
班
チ
ー
フ
と
し
て
、
足
の
外
科
全
般
の
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
臨
床

例
は
引
き
続
き
外
反
母
趾
に
特
化
し
、
低
侵
襲
中
足
骨
骨
切
り
術

（D
L
M

O

法
）
を
ほ
ぼ
す
べ
て
の
外
反
母
趾
例
に
適
応
し
て
い
る
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状
況
で
す
。
症
例
数
も
６
０
０
を
超
え
、
中
長
期
成
績
も
出
て
き

て
お
り
ま
す
。
結
果
は
随
時
日
整
会
学
術
総
会
、
日
本
足
の
外
科

学
会
等
で
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
外
反
母
趾
以
外

の
症
例
は
主
に
池
澤
先
生
に
担
当
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
須

田
、
池
澤
先
生
の
担
当
症
例
は
、
膝
班
榎
本
宏
之
講
師
（
70
回
）、

二
木
康
夫
講
師
（
72
回
）
と
の
毎
週
火
曜
、
金
曜
朝
に
開
催
す
る

合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
十
分
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
慶
大
足
の

外
科
外
来
は
、
毎
週
月
火
曜
日
午
前
（
担
当

：

池
澤
）、
木
曜
日

午
前
（
担
当

：

須
田
）、
金
曜
日
午
後
専
門
外
来
（
担
当

：
須
田
、

池
澤
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
員
の
先
生
方
に
は
多
数
患
者

様
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
手
術
は
毎

週
水
曜
日
午
前
、
午
後
の
全
麻
枠
内
で
4
～
5
例
、
金
曜
日
午
前

の
外
来
手
術
枠
で
局
麻
下D

L
M

O

法
を
中
心
に
3
～
4
例
と
、

週
に
7
～
9
例
を
須
田
、
池
澤
の
両
名
で
担
当
し
て
お
り
ま
す

が
、
手
術
を
待
機
さ
れ
る
患
者
様
の
数
は
一
向
に
減
る
気
配
が
な

く
、
紹
介
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り

ま
す
。
先
ほ
ど
の
早
稲
田
先
生
に
加
え
、
公
務
員
共
済
組
合
立
川

病
院
（
小
久
保
哲
郎
先
生
（
75
回
））、
済
生
会
横
浜
市
南
部
病
院

（
水
谷
憲
生
先
生
（
71
回
））
や
、
国
立
病
院
機
構
東
京
医
療
セ
ン

タ
ー
（
松
崎
健
一
郎
先
生
（
72
回
））、
公
立
福
生
病
院
（
畔
柳
裕

二
先
生
（
78
回
））、足
利
赤
十
字
病
院
（
家
田
友
樹
先
生
（
80
回
））

も
大
学
と
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
症
例
で
お
困
り

の
先
生
は
、
大
学
を
含
む
上
記
病
院
に
ど
う
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
若
手
の
竹
島
憲
一
郎
先
生
（
85
回
）、
関
広
幸
先
生
（
86
回
）

も
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
も
と
足
の
外
科
手
術
を
中
心
に
活
躍

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
将
来
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
前
号
で
も
お
伝
え
し
た
通
り
、
慶
大
足
の
外
科
班
で
は
、
若
手

へ
の
教
育
に
重
点
を
置
い
た
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
先
程
の

外
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
の
勉
強
会
に
加
え
、今
年
11
月
よ
り
「
考

え
る
足
」
と
い
う
研
究
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
足
の
外
科
全
般

に
関
す
る
研
究
会
は
、
関
東
足
の
外
科
研
究
会
等
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
若
手
の
先
生
の
症
例
報
告
を
足
の
外
科
学
会

の
専
門
医
（
重
鎮
）
が
コ
メ
ン
ト
す
る
と
の
内
容
で
、
一
方
通
行

的
な
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
「
考
え
る
足
」
で
は
、
毎
回
テ
ー

マ
を
一
つ
に
絞
り
、
専
門
医
2
名
で
、
通
常
臨
床
で
遭
遇
す
る
機

会
が
多
い
も
の
の
、
治
療
適
応
や
術
後
療
法
な
ど
で
議
論
の
的
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
徹
底
討
論
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
そ
の
内

容
に
因
ん
だ
症
例
検
討
を
行
い
、
参
加
者
全
員
が
議
論
に
参
加
で

き
る
よ
う
な
形
態
を
と
る
ユ
ニ
ー
ク
な
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
若

手
の
先
生
に
は
教
科
書
で
は
わ
か
り
に
く
い
部
分
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
知
識
の
整
理
を
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
11
月
10
日
に
第
1
回
は
テ
ー

マ
を
足
関
節
果
部
骨
折
と
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
以
降

も
毎
年
1
回
秋
に
開
催
予
定
で
す
。
は
じ
め
は
同
門
の
先
生
方
を
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中
心
に
、
進
展
す
れ
ば
関
東
地
区
の
若
手
で
足
の
外
科
を
志
す
先

生
に
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、
学
位
テ
ー
マ
と
し
て
、
小
久
保
先

生
の
論
文
『E

ffect of the posterior tibial and peroneal 

lon
g
u
s on

 th
e m

ech
an

ical p
rop

erties of th
e foot arch

』

がF
oot and A

nkle International

に
今
年
掲
載
さ
れ
、
小
久

保
先
生
は
近
く
学
位
審
査
に
臨
む
予
定
で
す
。
早
稲
田
先
生
は
論

文
『Standard grow

th of the foot arch in childhood and 

adolescence-D
erived from

 the m
easurem

ents results of 

the 10,155 children-

』
を
英
文
誌
に
投
稿
し
ま
し
た
。
採
用
と

な
れ
ば
学
位
審
査
が
待
っ
て
お
り
ま
す
。
若
手
の
先
生
に
は
基
礎

研
究
の
テ
ー
マ
が
授
与
さ
れ
、
一
方
ス
タ
ッ
フ
で
は
豊
富
な
臨
床

例
を
基
盤
に
新
た
な
臨
床
研
究
を
立
ち
上
げ
る
計
画
で
す
。

　

　
最
後
に
、
学
会
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
日
本
足

の
外
科
学
会
は
平
成
24
年
10
月
に
奈
良
県
立
医
科
大
学
名
誉
教
授

高
倉
義
典
先
生
よ
り
理
事
長
が
交
代
と
な
り
ま
す
。
本
号
発
刊
時

に
は
後
任
の
理
事
長
が
決
ま
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
理
事

の
改
選
も
あ
り
、慶
應
グ
ル
ー
プ
が
ど
こ
ま
で
食
い
込
め
る
か
（
継

続

：

宇
佐
見
則
夫
先
生
、
任
期
満
了

：

井
口
傑
先
生
）、
そ
の
結

果
も
10
月
に
は
明
ら
か
と
な
り
ま
す
。
評
議
員
に
は
昨
年
小
久
保

哲
郎
先
生
が
加
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
井
口
傑
先
生
が
理
事
長
を
退

任
さ
れ
た
日
本
靴
医
学
会
で
は
、
須
田
が
第
27
回
日
本
靴
医
学
会

学
術
集
会
会
長
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
期
は
平
成
25

年
9
月
27
日
、
28
日
、
会
場
は
日
吉
に
あ
り
ま
す
協
生
館
藤
原
洋

記
念
ホ
ー
ル
で
す
。
産
学
一
体
の
学
会
で
す
の
で
、
通
常
の
医
療

の
学
会
と
は
異
な
る
趣
で
会
を
催
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

慶
應
縁
の
地
で
の
開
催
で
す
の
で
、
ご
興
味
が
お
有
り
の
先
生
は

是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
慶
大
足
の
外
科
班
が
、
多
く
の
先
生
方
か
ら
高
い
評
価
を
い
た

だ
け
る
よ
う
今
後
と
も
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
同
窓
会
員

の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
22
年
4
月
か
ら
腫
瘍
班
の
チ
ー
フ
を
拝
命
し
、
早
い
も
の

で
2
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
腫
瘍
班
に
は
大
き
な
変
化
が
あ

っ
た
。
平
成
23
年
9
月
末
で
、
前
腫
瘍
班
チ
ー
フ
の
矢
部
啓
夫
先

生
（
53
回
）
が
慶
應
を
退
職
さ
れ
、
10
月
か
ら
医
療
法
人
全
心
会

伊
豆
慶
友
病
院
（
前
慶
應
義
塾
大
学
月
ヶ
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
）
の
院
長
に
な
ら
れ
た
。
私
に
と
っ
て
は
、
大
き
な

後
ろ
盾
を
失
っ
た
気
持
ち
で
あ
っ
た
が
、
活
気
の
あ
る
若
手
班
員

に
支
え
ら
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
2
年
間
に
起

き
た
腫
瘍
班
の
主
な
ニ
ュ
ー
ス
を
報
告
し
序
章
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
す
る
。

　
平
成
24
年
1
月
か
ら
保
坂
聖
一
君
（
81
回
特
）
が
、
静
岡
県
立

静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
赴
任
し
た
。
こ
れ
は
、
慶
應
義
塾
大
学
と

静
岡
県
が
平
成
22
年
12
月
に
事
業
連
携
協
定
を
締
結
し
、
ま
た
平

成
25
年
度
か
ら
始
ま
る
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
・
大
学
院
医
学
研

究
科
と
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
連
携
大
学
院
制
度
に
繋

が
る
人
事
の
第
一
歩
で
あ
る
。
腫
瘍
班
が
掲
げ
て
い
る
他
大
学
と

の
交
流
と
い
う
点
で
も
、
彼
の
勇
気
と
努
力
に
感
謝
し
た
い
。

　

　
　
次
に
、
平
成
24
年
7
月
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
・
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
の
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
帰

国
し
た
小
林
英
介
君
（
80
回
）
が
、
他
大
学
と
の
競
争
に
打
ち
勝

ち
8
月
に
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
骨
・
軟
部
腫
瘍
科

の
ス
タ
ッ
フ
に
採
用
さ
れ
た
。
昨
今
選
考
が
厳
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
に
新
規
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
彼
の
長

年
の
努
力
と
成
果
の
賜
物
と
思
い
、
腫
瘍
班
と
し
て
は
実
に
嬉
し

い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
数
々
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
、
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
副
院
長
の
中
馬
広
一
先
生
、
同
医

長
の
川
井 

章
先
生
、
そ
し
て
何
よ
り
も
戸
山
芳
昭
教
授
に
感
謝

し
た
い
。
最
後
に
、
時
期
は
前
後
す
る
が
平
成
24
年
4
月
か
ら
私

が
教
室
幹
事
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
ニ
ュ
ー

ス
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
大
学
ス
タ
ッ
フ
に
多

大
な
迷
惑
を
か
け
て
い
る
現
状
が
あ
る
が
、渡
部
逸
央
君
（
76
回
）、

須
佐
美
智
郎
君
（
77
回
）、
中
山
ロ
バ
ー
ト
君
（
80
回
）
が
獅
子

奮
迅
の
活
躍
を
見
せ
、
臨
床
業
務
を
活
発
に
遂
行
し
て
い
る
様
子

を
影
か
ら
見
る
こ
と
が
今
の
私
の
喜
び
で
も
あ
る
。
ま
た
、
腫
瘍

班
の
研
究
部
門
を
担
当
す
る
堀
内
圭
輔
君
（
73
回
）
は
、
我
々
の

学
術
的
・
精
神
的
な
支
え
と
し
て
、
年
々
存
在
感
が
高
ま
っ
て
い

る
。
彼
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
研
究
を
行
っ
て
き
た
「
エ
ク
ド

ド
メ
イ
ン
・
シ
ェ
デ
ン
グ
に
よ
る
運
動
器
・
造
血
器
の
機
能
調
節

機
構
の
解
明
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
平
成
23
年
度
慶
應
医
学
賞
医
学

腫
瘍
班

森
　
岡
　
秀
　
夫
（
67
回
特
）
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研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
我
々
一
同
の
喜
び
で
あ
り
、
今

後
独
立
性
を
も
っ
て
大
き
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　
以
上
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
に
関
係
す
る
ニ
ュ
ー
ス
の
他
に
、
本

年
8
月
に
稼
働
を
開
始
し
た
3
号
館
南
棟
４
Ｆ
に
腫
瘍
セ
ン
タ
ー

が
移
転
し
、
こ
れ
に
伴
い
骨
転
移
外
来
を
開
設
し
た
こ
と
が
あ
る
。

近
年
、
病
的
骨
折
や
脊
髄
圧
迫
な
ど
の
骨
関
連
事
象
を
予
防
す
る

ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
製
剤
や
新
た
な
薬
剤
と
し
て
抗

R
A

N
K

L

抗
体
の
よ
う
な
分
子
標
的
治
療
薬
が
出
現
し
た
こ
と
に

よ
り
、
骨
転
移
に
対
す
る
治
療
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
た
。
こ
れ
ら

の
薬
物
療
法
を
中
心
に
診
療
を
行
う
骨
転
移
専
門
外
来
を
開
設
す

る
こ
と
は
、
全
国
的
に
見
て
画
期
的
な
試
み
と
言
え
る
。
ま
た
こ

れ
と
期
を
同
じ
く
し
て
、
骨
転
移
と
肉
腫
を
区
別
し
て
診
療
す
る

目
的
で
、
従
来
の
整
形
外
科
腫
瘍
外
来
を
サ
ル
コ
ー
マ
（
肉
腫
）

外
来
と
改
名
し
た
。
こ
こ
は
肉
腫
に
関
す
る
専
門
外
来
と
し
て
、

他
の
診
療
科
か
ら
も
わ
か
り
や
す
い
形
の
外
来
に
な
る
と
期
待
し

て
い
る
。
慶
應
病
院
全
体
が
予
約
制
に
な
り
、
他
の
診
療
科
も
専

門
外
来
が
増
え
て
い
る
。
我
々
も
こ
の
現
状
を
鑑
み
、
が
ん
診
療

拠
点
病
院
と
な
っ
た
慶
應
病
院
の
中
で
、
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
運
動
器
に
関
す
る
腫
瘍
に
関
し
て
総
合
的
か
つ
高
い
レ
ベ
ル

で
診
療
で
き
る
よ
う
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
本
年
4
月
か
ら
慶
大
整

形
腫
瘍
班
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.keio-m
og.jp/

）
が
立
ち
上

が
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
デ
ザ
イ
ン
・
内
容

と
も
に
好
評
で
あ
り
、
医
療
関
係
者
の
み
な
ら
ず
一
般
の
方
も
か

な
り
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
慶
大
整
形
腫
瘍
班
と
し
て
、
本
院

だ
け
で
な
く
、
東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合
病
院
、
立
川
病
院
、
栃

木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
静
岡
が
ん

セ
ン
タ
ー
、
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
、
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
、
そ
し

て
杏
林
大
学
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
い
る
他
の
施
設
も
参

加
す
る
大
作
と
な
っ
て
い
る
。
通
常
の
診
療
情
報
か
ら
治
験
や
臨

床
試
験
な
ど
の
最
新
治
療
の
情
報
ま
で
、
様
々
な
情
報
発
信
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
か
ら
管
理

ま
で
、
一
手
に
引
き
受
け
て
い
る
腫
瘍
班
秘
書
の
根
本
恵
里
さ
ん

に
感
謝
し
た
い
。

　
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
本
論
に
入
り
、
最
近
の
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
の
状

況
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
は
極
め
て
少
な

い
人
員
な
が
ら

　
１） 

診
療
、　
２） 

臨
床
研
究
、　
３） 

基
礎
研
究
、

４） 
留
学
を
含
む
国
際
交
流
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
活
動
し

て
い
る
極
め
て
魅
力
的
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。

本
稿
執
筆
時
の
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
診
療

部
門
で
は
私
と
渡
部
、
須
佐
、
中
山
の
4
名
で
あ
り
、
研
究
部
門

は
そ
の
責
任
者
と
し
て
堀
内
、大
学
院
生
の
森

　
智
章
君
（
84
回
）、
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岩
井
さ
や
か
君
（
85
回
特
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（
臨
床
に
つ
い
て
）

　
大
学
の
外
来
診
療
は
毎
週
（
金
）
午
前
が
私
、
第
一
と
第
三
を

除
く
（
土
）
午
前
が
渡
部
、須
佐
、毎
週
（
月
）
は
中
山
が
担
当
し
、

骨
転
移
外
来
は
毎
週
（
火
）（
金
）
午
後
に
腫
瘍
班
、
脊
椎
班
の

医
師
が
交
代
で
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ル
コ
ー
マ
外
来
は
第

一
と
第
三
（
金
）
午
後
に
渡
部
と
須
佐
が
担
当
し
運
動
器
の
腫
瘍

に
関
す
る
す
べ
て
の
分
野
に
対
応
で
き
る
布
陣
を
引
い
て
い
る
。

現
在
、
慶
應
病
院
は
完
全
予
約
制
で
初
診
患
者
は
す
べ
て
紹
介
で

あ
る
が
、
緊
急
性
が
高
い
患
者
の
場
合
、
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
を
い

た
だ
け
れ
ば
対
応
す
る
こ
と
は
可
能
な
状
況
で
あ
る
。
同
門
の
先

生
方
に
は
、
多
く
の
患
者
様
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
悪
性
疾
患
の
手
術
に
つ
い
て
は
、

国
立
が
ん
研
究
所
中
央
病
院
と
ほ
ぼ
同
じ
手
術
件
数
を
誇
る
。
近

年
、
重
要
視
さ
れ
て
い
る
チ
ー
ム
医
療
を
重
視
し
て
お
り
、
再
建

や
臓
器
の
合
併
切
除
な
ど
、
形
成
外
科
や
呼
吸
器
外
科
、
時
に
一

般
消
化
器
外
科
、
泌
尿
器
科
と
の
合
同
手
術
も
あ
る
。
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
が
ん
診
療
を
反
映
し
、
心
疾
患
な
ど
の
合
併
症
を
有

す
る
患
者
も
多
く
、
内
科
専
門
医
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、

診
療
を
行
え
る
の
は
大
学
病
院
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点

か
ら
国
立
が
ん
研
究
所
中
央
病
院
か
ら
の
紹
介
患
者
も
あ
り
、
ス

タ
ッ
フ
の
交
流
が
患
者
の
利
益
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
人
事
交

流
や
医
療
連
携
な
ど
、
今
後
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
臨
床
研
究
に
つ
い
て
）

　
近
年
、
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
の
高
い
臨
床
研
究
を
行
う
た
め
に
、

多
施
設
共
同
研
究
を
行
う
研
究
グ
ル
ー
プ
が
様
々
な
分
野
で
多
数

存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
国
際
的
に
通
用
す
る
症
例
数
を
用
い
て
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
海
外
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
我
々
の
領
域
で
は
以
前
矢
部
啓
夫
先
生
が
代
表
幹
事
を
さ
れ

て
い
た
骨
軟
部
肉
腫
治
療
研
究
会
（Jap

an
ese M

u
scu

losk
eletal 

O
n
colog

y G
rou

p
: JM

O
G

）
と
日
本
臨
床
腫
瘍
グ
ル
ー
プ

（Japanese C
linical O

ncology G
roup: JC

O
G

）
が
そ
の
代
表

格
で
あ
る
。
我
々
は
、
そ
の
両
方
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
が
、

特
に
後
者
は
厚
生
労
働
省
の
い
わ
ゆ
る
班
研
究
と
し
て
行
わ
れ
て

お
り
、
常
に
多
数
の
症
例
を
登
録
し
て
い
る
。
現
在JC

O
G

で
行

っ
て
い
る
研
究
は
「
骨
肉
腫
術
後
補
助
化
学
療
法
に
お
け
る

Ifosfam
id

e 

併
用
の
効
果
に
関
す
る
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
第
Ⅲ
相
臨

床
試
験
」
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
他
、
抗
が
ん
剤
や
分
子
標
的
治
療

薬
な
ど
の
複
数
の
治
験
を
行
う
こ
と
で
、
他
の
施
設
で
は
入
手
で

き
な
い
新
規
薬
剤
を
用
い
た
治
療
を
可
能
な
状
態
に
し
て
お
り
、

患
者
の
治
療
法
の
選
択
肢
を
確
保
し
て
い
る
。



− 141 −

　
ま
た
現
在
、
日
々
の
臨
床
成
績
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
（K

eio 

T
um

or R
egistry: K

T
R

）
し
、
日
本
整
形
外
科
学
会
骨
・
軟
部

腫
瘍
登
録
と
合
わ
せ
て
、
臨
床
研
究
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る

シ
ス
テ
ム
作
り
が
進
ん
で
い
る
。
デ
ー
タ
収
集
・
整
備
な
ど
に
尽

力
し
て
い
る
、
渡
部
と
中
山
に
感
謝
し
た
い
。

（
基
礎
研
究
に
つ
い
て
）

　
腫
瘍
班
の
基
礎
研
究
に
つ
い
て
は
堀
内
君
が
統
括
し
て
お
り
、

研
究
拠
点
は
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
９
Ｓ
５
で
あ
る
。
現
在
、
腫
瘍
班

の
若
手
は
全
員
大
学
院
に
進
ん
で
お
り
、
学
内
先
端
医
科
学
研
究

所
遺
伝
子
制
御
研
究
部
門
の
佐
谷
秀
行
教
授
の
下
で
岩
井
が
骨
肉

腫
の
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
用
い
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
来

年
4
月
か
ら
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
く
慶
應
義
塾

大
学
医
学
部
・
大
学
院
医
学
研
究
科
と
連
携
大
学
院
制
度
を
と
っ

て
い
る
国
立
が
ん
研
究
所
内
の
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
テ
ィ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
近
藤 

格
先
生
の
下
で
浅
野
尚

文
君
（
83
回
特

：
現

　
国
立
が
ん
研
究
所
中
央
病
院
骨
・
軟
部
腫

瘍
科
レ
ジ
デ
ン
ト
）
が
、
弘
貫 

透
君
（
87
回
）
が
リ
サ
ー
チ
パ

ー
ク
９
Ｓ
５
で
研
究
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
現
在
、
大

学
院
4
年
の
森
は
臨
床
研
究
棟
整
形
外
科
研
究
室
で
宮
本
健
史
先

生
（
73
回
特
）
の
指
導
の
下
で
の
様
々
な
業
績
を
あ
げ
、
来
春
か

ら
臨
床
に
復
帰
す
る
予
定
で
あ
る
。
宮
本
先
生
の
尽
力
に
感
謝
し

た
い
。
こ
れ
か
ら
も
一
人
で
も
多
く
の
若
手
が
我
々
の
グ
ル
ー
プ

を
通
じ
て
が
ん
研
究
を
志
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

（
国
外
留
学
に
つ
い
て
）

　
腫
瘍
班
は
、
相
も
変
わ
ら
ず
海
外
志
向
が
強
く
、
常
に
誰
か
が

米
国
を
中
心
と
し
た
海
外
の
一
流
施
設
で
勤
務
し
て
い
る
。
現
在

は
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
テ
キ
サ

ス
大
学
・
Ｍ
Ｄ
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
癌
セ
ン
タ
ー
に
西
本
和
正
君
（
73

回
）
が
留
学
し
て
い
る
。
現
在
は
様
々
な
連
携
協
定
が
あ
り
、
海

外
の
大
学
と
人
事
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
私
が
留
学
し

た
頃
は
、
誰
の
紹
介
も
な
く
自
分
で
交
渉
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

若
手
の
海
外
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
後
押
し
さ
れ
る
形
で
、
現
在
東

ア
ジ
ア
を
中
心
に
臨
床
と
基
礎
の
両
面
で
交
流
を
深
め
る
計
画
が

あ
る
。
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
医
学
部
整
形
外
科
の
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
の

レ
ジ
デ
ン
ト
を
受
け
入
れ
、
ま
た
当
方
の
ス
タ
ッ
フ
を
現
地
に
派

遣
す
る
案
が
あ
る
な
ど
、
腫
瘍
班
の
海
外
進
出
は
新
た
な
段
階
に

進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
関
連
大
学
・
病
院
の
状
況
に
つ
い
て
）

腫
瘍
班
の
関
連
施
設
に
つ
い
て
は
、
近
年
発
展
し
現
在
進
行
形
で

あ
る
。

①
東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合
病
院

：

穴
澤
（
69
回
特
、
准
教
授
）
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が
千
葉
県
西
部
と
東
京
東
部
地
域
を
中
心
に
悪
性
を
含
む
多
く

　
の
症
例
を
担
当
し
て
い
る
。
千
葉
大
の
関
連
病
院
で
あ
る
千
葉

　
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流
も
深
く
、
ま
た
国
内
・
海
外
の
学

　
会
発
表
が
多
い
た
め
、
全
国
的
な
知
名
度
を
持
っ
て
活
躍
し
て

　
い
る
。

②
国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
立
川
病
院

：

鈴
木
（
69
回
、
部

　
長
）
が
良
性
腫
瘍
を
中
心
に
診
療
を
担
当
し
て
い
る
。
彼
は
、

　
以
前
か
ら
化
学
療
法
後
の
支
持
療
法
を
中
心
に
診
療
連
携
に
積

　
極
的
で
あ
り
、
慶
應
か
ら
治
療
後
の
患
者
管
理
を
依
頼
す
る
こ

　
と
が
多
い
。
ま
た
、
菊
田
（
81
回
）
は
大
学
院
時
代
国
立
が
ん

　
研
究
所
で
研
究
を
行
っ
て
い
た
経
験
を
生
か
し
、
現
在
で
も

　
様
々
な
研
究
を
継
続
し
て
い
る
。「
粘
液
線
維
肉
腫
の
浸
潤
再

　
発
に
関
わ
る
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
開
発
の
た
め
の
プ
ロ
テ
オ
ー

　
ム
解
析
お
よ
び
粘
液
線
維
肉
腫
外
科
的
切
除
後
組
織
学
的
断
端

　
評
価
へ
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
応
用
」
で
日
本
シ
グ
マ
ッ
ク
ス

　
奨
励
賞
を
獲
得
し
て
お
り
、
彼
の
努
力
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
は

　
喜
ば
し
い
。

③
杏
林
大
学

：
森
井
（
70
回
、
准
教
授
）
が
臨
床
・
研
究
の
両
面

　
で
活
躍
し
て
い
る
。
特
に
本
年
は
第
45
回
日
本
整
形
外
科
学
会

　
骨
・
軟
部
腫
瘍
学
術
集
会
の
事
務
局
と
し
て
多
忙
を
極
め
、
結

　
果
と
し
て
本
学
会
始
ま
っ
て
以
来
の
参
加
者
を
獲
得
で
き
た
こ

　
と
は
、
我
々
と
し
て
も
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
今
後
、

　
慶
應
と
杏
林
の
研
修
交
流
を
は
か
り
、
日
本
の
中
で
最
も
人
気

　
の
あ
る
骨
・
軟
部
腫
瘍
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
他
大
学
か

　
ら
受
け
入
れ
で
き
る
よ
う
に
、
二
人
で
努
力
し
た
い
と
思
っ
て

　
い
る
。

④
栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

：

竹
内
（
77
回
、
医
長
）
が
慶
應
の

　
北
関
東
に
あ
る
関
連
病
院
か
ら
、
骨
肉
腫
を
含
む
多
く
の
悪
性

　
疾
患
の
紹
介
先
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
そ
の
診
療
内
容
は
大

　
学
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
り
、
今
後
他
大
学
か
ら
の
研
修
も
受
け
入

　
れ
可
能
な
レ
ベ
ル
と
考
え
て
い
る
。
竹
内
の
頑
張
り
に
感
謝
し

　
た
い
。

⑤
国
立
が
ん
研
究
所
中
央
病
院

：

本
年
8
月
か
ら
小
林
（
英
）
が

　
骨
・
軟
部
腫
瘍
科
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
採
用
さ
れ
、
浅
野
が
レ
ジ

　
デ
ン
ト
と
し
て
勤
務
す
る
複
数
体
制
に
な
っ
て
い
る
。
ご
存
じ

　
の
よ
う
に
、
本
施
設
は
我
が
国
の
が
ん
治
療
の
中
枢
機
関
で
あ

　
り
、
そ
こ
に
2
名
が
勤
務
し
て
い
る
現
況
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

　
だ
と
思
う
。
今
後
、
中
央
病
院
で
は
対
応
で
き
な
い
脊
椎
疾
患

　
や
合
併
症
を
有
す
る
例
な
ど
、
医
療
連
携
も
盛
ん
に
な
る
と
考

　
え
ら
れ
る
。

⑥
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー

：

本
年
1
月
か
ら
保
坂
（
81
回

　
特
）
が
副
医
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。
静
岡
に
は
、
静
岡
赤

　
十
字
病
院
、
静
岡
市
立
清
水
病
院
な
ど
関
連
病
院
が
多
い
た
め
、

　
こ
れ
ら
の
施
設
と
医
療
連
携
が
進
む
も
の
と
考
え
る
。
本
施
設
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は
、
名
古
屋
大
学
の
関
連
病
院
で
あ
っ
た
が
、
総
長
の
山
口
建

　
先
生
（
53
回
、
慶
大
卒
）、
副
院
長
の
高
橋 

満
先
生
、
部
長
の

　
片
桐
浩
一
先
生
に
は
現
在
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

　
ら
の
先
生
方
に
、
感
謝
の
念
が
堪
え
な
い
。

⑦
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
、国
立
病
院
機
構
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

：
　

前
者
は
小
児
が
ん
の
拠
点
病
院
と
し
て
、
慶
應
小
児
科
の
腫
瘍

　
グ
ル
ー
プ
が
多
く
勤
務
し
て
お
り
、
肉
腫
に
関
す
る
診
療
援
助

　
を
目
的
に
、
本
年
9
月
か
ら
第
一
と
第
三
（
火
）
午
前
に
私
が

　
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
る
。
後
者
は
、
吉
山
（
現
杏
林
大
学
、

　
80
回
特
）
が
月
に
一
回
（
水
）
午
後
に
外
来
診
療
を
行
っ
て
い

　
る
。
骨
・
軟
部
腫
瘍
の
専
門
性
の
高
さ
を
考
え
る
と
、
地
域
の

　
診
療
拠
点
に
腫
瘍
の
専
門
外
来
を
置
き
、
大
学
や
が
ん
セ
ン
タ

　
ー
と
連
携
す
る
方
法
も
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
点
か
ら
は
良
い
方

　
法
か
も
し
れ
な
い
。

　
最
後
に
、
腫
瘍
班
で
地
域
医
療
に
当
た
ら
れ
て
い
る
先
生
方
に

は
、
日
々
我
々
に
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
深
く
感
謝
し
た
い
と
思
う
。
先
生
方
の
存
在
は
、
我
々
に

と
っ
て
大
き
な
力
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
暖
か
く
そ
し
て
時
に
厳

し
く
ご
指
導
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

矢部啓夫先生を囲む会（平成 23 年 9 月 23 日、新橋のイタリアンレストランにて）
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は
じ
め
に
、
本
年
１１
月
３
日
と
４
日
に
当
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合

セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
第
23
回
日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
に
慶

應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
同
窓
の
先
生
方
よ
り
、
多
大
な
ご

寄
付
を
頂
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。
更
に
皆
様
に
多

く
の
演
題
も
ご
応
募
頂
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
準
備
は
順
調
に
進
ん

で
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
は
前
身
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
引
き
継
ぎ
、
平
成
２１
年
２
月
１
日
に
開
設
し
て
以
来
、

３
年
半
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
紆
余
曲
折
は
あ
り
ま

し
た
が
、
開
設
当
初
か
ら
の
目
標
は
「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の

Identity

を
確
立
す
る
」
で
す
。

　「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
と
は
運
動
が
人
間
の
体
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
研
究
す
る
医
学
の
一
分
野
で
あ
る
。」
と

辞
書
に
は
書
か
れ
て
い
ま
す
。
何
と
な
く
イ
メ
ー
ジ
は
湧
き
ま
す

が
、
具
体
的
に
「
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
ス
ポ
ー
ツ
医
学
か
？
」

と
言
わ
れ
る
と
返
答
に
困
り
ま
す
。
事
実
、
整
形
外
科
、
内
科
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
小
児
科
、
産
婦
人
科
、
精
神
科
と
い

っ
た
既
存
の
診
療
科
と
新
し
い
領
域
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
医
学
と
の

間
の
線
引
き
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
あ
ま

り
や
ら
な
い
人
が
、
た
ま
た
ま
ス
ポ
ー
ツ
中
に
怪
我
を
し
た
場
合
、

こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
領
域
か
否
か
判
断
に
迷
い
ま
す
。
ど
こ

ま
で
が
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
領
域
か
？
？
？
「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の

Id
en

tity

」
は
ま
だ
ま
だ
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま

せ
ん
。

　
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
も
整
形
外
科
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
ん
で
い
る
人
、
内
科
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
、
小
児
科
、
婦
人
科
、
脳
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、

歯
科
な
ど
様
々
な
既
存
の
診
療
科
か
ら
同
様
の
志
を
持
つ
人
、
更

に
は
現
場
で
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
や
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

担
当
し
て
い
る
Ｐ
Ｔ
や
ト
レ
ー
ナ
ー
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
診
療
科
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
集
ま
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
現
状
で
は
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
自
体
も
各
診
療
科

の
集
合
体
で
す
。
し
か
し
、
本
当
は
「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
」
と
い
う

一
つ
の
独
立
し
た
医
学
領
域
が
あ
り
、
そ
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
・

障
害
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
、
ス
ポ
ー
ツ
心
理
、
運
動
療
法
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
な
ど
の
様
々
なsu

b
sp

ecialty

が

ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー

松
　
本
　
秀
　
男
（
57
回
）

大
学
各
部
門
の
現
況
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あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
ス
ポ
ー
ツ
医
学
が
本
来
目
指
すId

en
tity

で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
のId

en
tity

を
確
立
す
る
」
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め

て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
臨
床
面
で
は
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
に
対
す
る
治
療
に
つ
い
て
、

単
に
外
傷
だ
け
を
治
療
す
る
の
で
は
な
く
、「
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
を

目
指
す
」
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手

が
怪
我
を
し
た
ら
、
ま
ず
、
そ
の
怪
我
の
評
価
ば
か
り
で
な
く
、

全
身
の
筋
力
、
柔
軟
性
、
俊
敏
性
、
心
肺
機
能
な
ど
の
運
動
機
能

を
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。
そ
し
て
、
試
合
や
合
宿
な
ど
の
活
動

日
程
を
考
え
な
が
ら
、
治
療
計
画
を
立
て
ま
す
。
そ
の
際
に
本
人

や
家
族
ば
か
り
で
な
く
、
所
属
す
る
チ
ー
ム
の
監
督
や
コ
ー
チ
、

更
に
は
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
も
交
え
て
復
帰
ま
で
の
メ
ニ
ュ
ー
を
決

定
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
怪
我
し
た
順
番
に
手
術
を
す
る
の
で

は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
の
時
期
を
考
え
て
、
そ
こ
を
目
標
に
治

療
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
一
度
治
療
計
画
が
決
ま
っ
た
ら
、
治
療
期
間
中
に
手
術

部
位
だ
け
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
全
身
の
運
動
機
能
が
落
ち
な

い
よ
う
に
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
へ
のm

otiv
ation

も
落
ち
な

い
よ
う
に
、
様
々
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
復

帰
を
目
指
し
ま
す
。
最
低
で
も
怪
我
す
る
前
の
状
態
に
戻
す
こ
と
、

で
き
れ
ば
怪
我
す
る
前
よ
り
良
い
状
態
で
復
帰
す
る
こ
と
が
目
標

で
す
。「
怪
我
し
て
良
か
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
臨
床
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
般
の
人
の
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
に
代
表
さ
れ
る
生
活
習
慣
病
に
対
す
る
個
別
化
し
た
運

動
療
法
メ
ニ
ュ
ー
の
処
方
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
ら
の
生
活
習

慣
病
に
対
し
て
は
、
内
科
の
先
生
が
一
律
に
１
日
一
万
歩
、
歩
き

ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
必

要
な
カ
ロ
リ
ー
消
費
量
は
異
な
り
ま
す
し
、
カ
ロ
リ
ー
消
費
に
必

要
な
運
動
能
力
も
異
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合

セ
ン
タ
ー
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
必
要
カ
ロ
リ
ー
消
費
量
を
求

め
、
更
に
は
心
肺
機
能
検
査
や
運
動
機
能
検
査
を
行
な
っ
て
、
カ

ロ
リ
ー
消
費
に
必
要
な
運
動
能
力
を
評
価
し
、
単
に
歩
行
を
勧
め

る
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ウ
ィ
ミ
ン
グ
、
上
肢
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
な

ど
を
用
い
た
、
個
別
化
し
た
運
動
療
法
を
処
方
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
か
ら
慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
も
３
号
館
で
の
人
間
ド
ッ
ク

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し
て
運
動
器
ド

ッ
ク
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
個
別
化
し
た
運
動
処
方
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
更
に
希
望
者
に
は
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
呼
気
ガ
ス
分
析

や
負
荷
心
電
図
、
更
に
は
バ
イ
オ
デ
ッ
ク
ス
を
用
い
た
筋
力
測
定

な
ど
の
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
運
動
器
検
診
を
行
い
、
よ
り
詳

細
な
運
動
処
方
と
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
な
う
予
定
で

す
。
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現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
の
常
勤
ス
タ
ッ
ッ
フ
は
、

私
と
内
科
出
身
の
76
回
の
東
浩
一
郎
先
生
の
2
名
で
す
が
、
整
形

外
科
の
同
窓
か
ら
看
護
医
療
学
部
の
大
谷
俊
郎
教
授
（
59
回
）
と

非
常
勤
講
師
の
岩
本
潤
先
生
（
69
回
）
に
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。
日
吉
の
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
勝

川
史
憲
教
授
、
石
田
浩
之
准
教
授
、
小
熊
祐
子
准
教
授
な
ど
に
も

ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
臨
床
を
中
心
に
ご
協
力
頂
い
て
い
ま
す
。
整
形

外
科
の
同
窓
か
ら
は
更
に
、
竹
田
毅
先
生
（
47
回
）
を
筆
頭
に
、

宇
佐
見
則
夫
先
生
（
58
回
）、
池
上
博
康
先
生
（
64
回
）、
豊
田
敬

先
生
（
67
回
）、
佐
藤
和
毅
先
生
（
69
回
）、
榎
本
宏
之
先
生
（
70

回
）、
二
木
康
夫
先
生
（
72
回
）、
船
山
敦
（
76
回
）、
松
村
昇
先

生
（
81
回
）
に
臨
床
、
研
究
、
教
育
各
方
面
で
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
整
形
外
科
学
教
室
同
門
の
先
生
方
の
ご
協
力
を
頂

か
な
く
て
は
、
と
て
も
臨
床
が
回
っ
て
い
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
整
形
外
科
専
門
医
の
岩
本
航
先
生
が
ス
ポ

ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
加
わ
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
最
近
ス
ポ
ー
ツ
医
学
領
域
で
は
超
音
波
診
断
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
岩
本
航
先
生
は
あ
っ
と
い
う
間
に
そ
の
道
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
り
、
昨
年
、
今
年
と
い
く
つ
も
日
本
整
形

外
科
教
育
研
修
講
演
の
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
今
後
の
更
な
る
発
展
を
模
索
し
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合

セ
ン
タ
ー
独
自
の
専
修
医
教
育
シ
ス
テ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
整
形
外
科
医
コ
ー
ス
と
、
ス
ポ
ー
ツ
内
科
医
コ
ー
ス
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
医
コ
ー
ス
は
整
形
外
科
を
中
心
と
し
た
ス
ポ

ー
ツ
医
学
の
専
門
的
知
識
お
よ
び
技
術
を
習
得
し
、
日
本
体
育
協

会
ス
ポ
ー
ツ
認
定
医
お
よ
び
日
本
整
形
外
科
学
会
専
門
医
の
両
方

を
取
得
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
内
科
医
コ
ー
ス
は
同

様
に
内
科
を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
専
門
的
知
識
お
よ
び

技
術
を
習
得
し
、
日
本
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
認
定
医
お
よ
び
日
本

内
科
学
会
専
門
医
の
両
方
を
取
得
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
こ
れ

ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
と
ス
ポ

ー
ツ
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
日
吉
）
で
の
研
修
に
加
え
て
、
整
形

外
科
学
教
室
や
内
科
学
教
室
等
関
連
各
科
に
ご
協
力
頂
き
、
教
育

関
連
施
設
で
の
研
修
を
含
め
、
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
や
疾
患
の
予
防
と

治
療
、
更
に
、
運
動
生
理
学
、
運
動
心
理
学
、
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ

ッ
ク
法
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
と
し
て
不
可
欠
な
領
域
の
研

修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２３
年
度
に
は
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
コ
ー
ス
に
清
水
千
華
子

先
生
、
ス
ポ
ー
ツ
内
科
コ
ー
ス
に
は
田
畑
尚
吾
先
生
の
２
名
が
参

加
致
し
ま
し
た
。
平
成
２４
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
コ
ー
ス
に

新
庄
琢
磨
先
生
、
岩
下
孝
粋
先
生
、
塚
原
由
佳
先
生
の
３
名
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
平
成
２５
年
度
の
数
名
の
入
局
予
定
者
が
お
り
ま

す
。
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
は
「
ス
ポ
ー
ツ
医
学

のIdentity

を
確
立
す
る
」
を
目
標
に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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整
形
外
科
同
門
に
先
生
方
！
よ
ろ
し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

　
２
０
１
１
年
１０
月
１
日
よ
り
慶
應
義
塾
大
学
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研

究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
ス
ポ
研
）
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
橋
本
で

す
。
ス
ポ
研
は
整
形
外
科
医
局
か
ら
の
初
め
て
の
派
遣
で
す
の
で
、

少
し
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ポ
研
は
１
９
８
９
年
４
月
に
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
研
究
、
普
及

実
践
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
日
吉
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
日
吉
駅
を
降
り
て
銀
杏
並
木
を
登
っ
て
す
ぐ
右
の
保
健
管

理
セ
ン
タ
ー
の
隣
に
あ
り
ま
す
。
私
は
医
学
部
予
科
２
以
来
、
３２

年
振
り
に
日
吉
に
通
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
存
知
の
先
生
も
多
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
当
時
と
変
わ
ら
な
い
の
は

銀
杏
並
木
と
記
念
館
く
ら
い
で
あ
り
ま
し
て
、
あ
と
は
、
来
往
舎

だ
の
、
協
生
館
だ
の
と
い
っ
た
真
新
し
い
建
物
が
立
ち
並
ん
で
い

ま
す
。
非
常
に
立
派
に
な
り
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
戸
山
教
授
が
所
長
で
あ
り
、
そ
の
下
に
医
師
５
名

と
保
健
師
な
ど
の
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
４
名
（
保
健
師
２
名
、
臨
床

検
査
技
師
１
名
、
健
康
運
動
指
導
師
１
名
）
の
合
計
１０
名
で
す
。

副
所
長
が
内
科
の
勝
川
教
授
（
専
門
は
代
謝
）
で
あ
り
、
そ
の
下

慶
應
義
塾
大
学
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究

セ
ン
タ
ー
赴
任
に
あ
た
っ
て橋

　
本
　
健
　
史
（
63
回
）
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に
内
科
の
准
教
授
が
２
名
（
代
謝
）、専
任
講
師
が
１
名
（
循
環
器
）

と
私
橋
本
で
す
。
ま
た
、
若
野
先
生
ほ
か
、
管
理
栄
養
士
等
多
く

の
研
究
員
が
お
り
ま
す
。

　
松
本
教
授
の
主
宰
さ
れ
て
い
る
、
医
学
部
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
ス
ポ
総
）
と
ど
こ
が
違
う
の
か
と
よ
く
質
問

さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
総
は
信
濃
町
に
あ
り
、
外
来
を
持
ち
、
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
か
た
の
診
察
、
治
療
も
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
選
手
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
深
く
か
か
わ
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
ポ
研
は
日
吉
に
あ
り
、
主

に
慶
應
義
塾
体
育
会
の
選
手
を
み
て
お
り
ま
す
。
一
般
の
外
来
診

療
は
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
病
棟
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ラ
グ
ビ
ー
部
、
野
球
部
と
い
っ
た
、
体
育
会
選
手
が
外
傷
の

急
性
期
に
受
診
し
た
り
、
彼
ら
の
慢
性
疾
患
の
診
断
、
治
療
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
学
時
、
お
よ
び
定
期

的
に
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
心
疾
患
等
の
リ
ス
ク
が
な

い
か
ど
う
か
を
み
て
い
ま
す
。
熱
中
症
予
防
、
栄
養
学
、
メ
ン
タ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
の
指
導
を
お
こ
な
い
、
慶
應
体
育
会
選
手
が

安
全
に
高
い
レ
ベ
ル
の
競
技
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
慶
應
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
大
学
の
運
動
選
手
や

国
体
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
も
有
料
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
般
に
む
け
た
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
講
演
活
動
を
お
こ
な
っ
た
り
、

書
籍
等
を
出
版
し
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
ま
で
は
、
設
立
の
経
緯
も
あ
り
、
内
科
中
心
で
行
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
が
赴
任
し
て
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
、

障
害
と
い
っ
た
、
整
形
外
科
的
な
疾
患
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
検
査
治
療
機
器
と
し
て
は
、
ま
だ
、
エ
コ
ー
と
ギ

プ
ス
く
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
う
ち
、
揃
え
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
X
線
検
査
と
か
薬
の
処
方
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
、
日
吉
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

い
う
と
こ
ろ
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
現
在
、
火
曜
日
に

ス
ポ
総
の
岩
本
潤
先
生
（
脊
椎
）、
金
曜
日
午
前
に
佐
藤
和
毅
先

生
（
上
肢
）、
午
後
に
大
谷
教
授
（
下
肢
、
膝
）
と
橋
本
（
下
肢
、

足
）
が
相
互
に
協
力
し
な
が
ら
外
来
担
当
を
し
て
お
り
ま
す
。
夜

間
、
休
日
は
数
名
で
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
を
と
っ
て
お
り
、
救
急
時

に
は
、
近
隣
の
済
生
会
横
浜
市
東
部
病
院
と
川
崎
市
立
井
田
病
院

に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
山
中
先
生
、
内
田
先
生
い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
体
育
会
各
部
と
連
絡
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
べ
く
、
現
在
、
各
部
の

練
習
現
場
を
ひ
と
つ
づ
つ
、
ま
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
三
田

で
お
こ
な
わ
れ
た
、
新
人
選
手
宣
誓
式
や
監
督
会
議
に
も
出
席
し

て
ス
ポ
研
の
広
報
、
宣
伝
を
お
こ
な
い
、
各
部
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を

集
め
た
ト
レ
ー
ナ
ー
会
議
を
定
期
的
に
開
い
て
、
情
報
交
換
を
し

て
い
ま
す
。

　
体
育
会
の
選
手
た
ち
は
、
皆
礼
儀
正
し
く
、
ひ
た
す
ら
、
競
技
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に
う
ち
こ
ん
で
い
る
姿
に
は
感
動
し
ま
す
。
こ
の
若
者
た
ち
が
い

る
か
ぎ
り
、
わ
が
日
本
は
大
丈
夫
だ
と
さ
え
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。
た
だ
、
練
習
現
場
を
見
ま
す
と
、
人
工
芝
の
毛
先
が
ほ
と

ん
ど
擦
り
切
れ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
し
て
、
み
な
け

っ
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
環
境
で
す
。
毎
年
入
っ
て
く
る
５
０
０

有
余
名
の
体
育
会
選
手
た
ち
が
、
け
が
等
の
支
障
な
く
、
立
派
な

競
技
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
今
後
、
実
地
の
指
導
と
研
究
活
動

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
諸
先
生
方
の
御
指

導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
０
６
年
4
月
か
ら
看
護
医
療
学
部
に
異
動
し
て
6
年
、

２
０
０
７
年
4
月
か
ら
は
大
学
院
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
の

教
授
も
兼
務
し
て
5
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

看
護
医
療
学
部
学
部
の
近
況

看
護
医
療
学
部
開
設
10
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
２
０
０
１
年
に
4
年
制
の
学
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
看
護
医

療
学
部
は
、
学
部
開
設
10
年
の
記
念
行
事
を
行
う
予
定
で
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
3
・
11
の
影
響
で
い
っ
た
ん
全
て
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
各
方
面
の
ご
助
力
も
あ
っ
て
、

２
０
１
１
年
11
月
23
日
に
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｓ

Ｆ
Ｃ
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
に
お
い
て
、
清

家
塾
長
の
ご
祝
辞
、
阿
川
理
事
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
に
続
い
て
「
看

護
の
シ
ン
カ
─
原
点
か
ら
未
来
へ
─
」
と
題
し
た
看
護
医
療
学
部

開
設
10
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

看
護
医
療
学
部
・
大
学
院
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
科
便
り
と
大
谷
の
近
況

看
護
医
療
学
部
教
授

　
　
大
　
谷
　
俊
　
郎
（
59
回
）
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l
医
療
系
三
学
部
合
同
教
育

　
２
０
０
８
年
4
月
に
共
立
薬
科
大
学
と
合
併
し
て
誕
生
し
た
慶

應
義
塾
大
学
薬
学
部
・
大
学
院
薬
学
研
究
科
と
、
医
学
部
、
看
護

医
療
学
部
と
の
3
学
部
合
同
教
育
の
実
施
は
、
常
任
理
事
と
な
ら

れ
た
戸
山
芳
昭
先
生
の
強
力
な
後
押
し
で
実
現
し
た
も
の
で
、
今

や
医
療
系
3
学
部
を
持
つ
慶
應
義
塾
大
学
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
昨
年
の
3
学
部
合
同
後
期
教
育
で
の

討
論
会
で
は
、
腎
不
全
患
者
を
模
擬
症
例
と
し
た
学
部
横
断
的
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
病
態
の
分
析
と
治
療
方

針
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
偏
り
が
ち
な
医
学
部
の
学
生
の
意
見

に
対
し
て
、
看
護
の
視
点
か
ら
み
た
患
者
ケ
ア
の
問
題
と
そ
れ
に

必
要
な
情
報
や
考
え
方
が
提
起
さ
れ
る
と
学
生
間
に
新
鮮
な
驚
き

が
起
こ
り
、
医
学
部
の
学
生
か
ら
「
今
ま
で
考
え
た
こ
と
も
な
か

っ
た
見
方
を
知
っ
て
勉
強
に
な
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
出
て
く
る

な
ど
、
大
変
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
度
は
「
慶
應
義
塾
大
学
医
療
系
三
学
部
合
同
教
育

２
０
１
２
─
グ
ル
ー
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
患
者
中
心
の
医
療
実

践
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
─
」
と
銘
打
っ
て
、
初
期
教
育
（
５
月
＠
日

吉
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
中
期
教
育
（
９
月
＠
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）、
後
期
教
育
（
５

月
＠
信
濃
町
、
芝
共
立
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
Ｆ
Ｄ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
4
月
＠
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
4
つ
の
企
画
が
走
っ
て
い
ま

す
。

保
健
師
・
助
産
師
の
選
択
制
へ
の
移
行

　
ご
子
息
や
お
嬢
様
が
慶
應
の
看
護
医
療
学
部
を
目
指
し
て
お
ら

れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
参
考
ま
で
に
経

緯
を
報
告
し
て
お
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
看
護
医
療
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、い
わ
ゆ
る
「
統

合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
呼
ば
れ
、
少
な
く
と
も
制
度
上
は
希
望
す

れ
ば
4
年
間
で
看
護
師
、
保
健
師
、
助
産
師
の
3
つ
の
国
家
試
験

受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
。
入
っ
て
く
る
学
生
に
は

大
変
魅
力
的
で
人
気
が
高
く
、
統
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
廃
止
あ
る

い
は
変
更
す
る
こ
と
に
よ
る
入
学
希
望
者
の
減
少
を
恐
れ
て
こ
れ

ま
で
ど
の
看
護
系
大
学
も
こ
の
制
度
を
維
持
し
、
文
科
省
も
追
認

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
現
実
の
問
題
と
し
て
は
学
部
4

年
で
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
単
位
数
は
必
修
１
０
４
単
位
、

選
択
20
単
位
以
上
の
計
１
２
４
単
位
以
上
と
な
り
ま
す
。
単
科
の

看
護
大
学
と
比
べ
て
、
総
合
大
学
で
あ
る
事
を
大
き
な
魅
力
と
し

て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
慶
應
義
塾
大
学
の
看
護
医
療
学
部
で
は
あ

り
ま
す
が
、
学
生
が
学
部
を
超
え
て
Ｓ
Ｆ
Ｃ
や
三
田
の
単
位
を
取

る
と
い
う
よ
う
な
学
部
横
断
的
な
動
き
が
、
過
密
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
あ
る
が
故
に
や
や
窮
屈
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
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そ
れ
に
加
え
て
、
4
年
制
看
護
大
学
の
急
激
な
増
加
の
た
め
に
、

慶
應
義
塾
の
看
護
医
療
学
部
で
も
1
学
年
１
０
５
人
全
員
の
保
健

所
実
習
先
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

保
健
師
の
資
格
を
と
っ
て
も
実
際
に
保
健
士
に
な
る
人
は
そ
う
多

く
な
い
と
い
う
現
実
と
合
わ
せ
て
、
現
実
的
な
解
決
策
と
し
て
第

4
学
年
に
選
択
制
の
保
健
師
コ
ー
ス
を
別
に
設
け
て
人
数
を
制
限

す
る
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
走
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
度
の
新
入
生
が
4
年
生
に
な
る
4
年
後
か
ら
は
、
看

護
医
療
学
部
の
第
4
学
年
は
看
護
師
の
国
家
試
験
だ
け
を
受
け
る

グ
ル
ー
プ
と
、
看
護
師
＋
保
健
師
の
国
家
試
験
を
受
け
る
グ
ル
ー

プ
（
定
員
20
名
）
と
、
看
護
師
と
助
産
師
の
国
家
試
験
を
受
け
る

グ
ル
ー
プ
（
定
員
6
名
）
の
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
後
者
2
つ
の
併
願
は
可
能
で
す
が
、
選
考
を
通
っ

て
も
進
め
る
の
は
ど
ち
ら
か
一
方
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
今

年
の
新
入
生
か
ら
一
粒
で
3
度
美
味
し
か
っ
た
「
統
合
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
」
は
廃
止
さ
れ
、
最
大
2
つ
ま
で
の
時
代
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
学
院
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
（
健
マ
ネ
）
の
近
況

　
健
マ
ネ
は
看
護
学
専
修
、医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
修
（
医
マ
ネ
）、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
修
（
ス
ポ
マ
ネ
）
の
3
専
修
か
ら
な

る
独
立
大
学
院
で
す
。
修
士
課
程
（
2
年
）
で
は
専
修
ご
と
の
定

員
は
設
け
ず
、
3
専
修
合
わ
せ
て
1
学
年
40
名
を
定
員
と
す
る
修

士
課
程
の
学
生
を
募
集
し
て
お
り
、
博
士
課
程
に
進
む
学
生
も

徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
研
究
科
の
詳
細
は
２
０
０
８
年「
ふ

る
さ
と
」
の
１
５
６

�

１
５
９
ペ
ー
ジ
や
、
２
０
１
０
年
「
ふ
る

さ
と
」
の
１
２
０

�

１
２
２
ペ
ー
ジ
等
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
看
護
を
除
く
2
専
修
は
、
学
生
の
殆
ど
が
非
医

療
系
の
学
生
で
占
め
ら
れ
、「
健
康
」
や
「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
様
々
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
言
わ
れ
て
も
ピ

ン
と
来
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
参
考
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
専
修
の
今
年
の
研
究
テ
ー
マ
を
表
１
に
ま
と
め
て
お
き
ま

す
。
表
中
の
3
、
4
、
6
が
大
谷
の
担
当
で
す
。

博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
型
）

　
平
成
23
年
度
の
大
き
な
出
来
事
と
し
て
、
文
部
科
学
省
が
公
募

し
た
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
オ
ー
ル
ラ
ウ

ン
ド
型
）
に
、
慶
應
義
塾
が
応
募
し
た
「
超
成
熟
社
会
の
サ
イ
エ

ン
ス
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
文
科
省

が
大
学
院
改
革
の
目
玉
と
位
置
づ
け
て
公
募
し
た
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
、
中
で
も
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
型
（
一
校
40
億
の
予
算
、

た
だ
し
ま
だ
全
額
は
執
行
さ
れ
ず
）
に
は
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
、

慶
應
義
塾
大
学
の
3
大
学
の
み
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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最
初
は
私
も
何
の
事
だ
か
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
で
し
た
が
、
オ

ー
ル
慶
應
で
応
募
す
る
の
で
健
マ
ネ
も
参
加
す
る
よ
う
に
と
い
う

戸
山
先
生
の
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、
私
が
代
表
と
な
る
形
で
健
康

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
も
末
席
に
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
採
択
さ
れ
た
慶
應
義
塾
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
超
成
熟
社
会
発
展
の

サ
イ
エ
ン
ス
」
の
概
要
は
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
日
本
は
す
で
に
人
類
が
未
経
験
の
超
高
齢
化
、
超
成
熟
社
会
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
人
類
の
安
定
的
な
発

展
に
欠
か
せ
な
い
「
量
か
ら
質
へ
の
転
換
」
を
図
る
た
め
の
先
導

者
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
学
問
と
し
て
そ
れ
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
新
し
い
大
学
院
の
改
革
が
必
要
で
、
5
年
間

一
貫
の
文
理
融
合
型
大
学
院
教
育
を
行
い
、
最
大
で
修
士
2
つ
博

士
1
つ
を
最
短
5
年
間
で
取
る
野
心
的
な
コ
ー
ス
設
定
を
特
徴
と

す
る
。
授
業
は
全
て
英
語
で
行
い
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
は
産

学
官
で
取
り
組
む
授
業
（
各
方
面
か
ら
講
師
を
招
く
）、
最
低
6

か
月
の
海
外
特
別
研
修
（
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）、
官
公
庁

や
国
際
的
な
一
流
企
業
を
含
む
豊
富
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の

確
保
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

 1 尿中の代謝物質の網羅的解析による生化学的疲労マーカー候補物質の探索

 2 社会事業としての Jクラブの可能性の検証：横浜 FC「足長ドリームシート」を事例として

 3 多世代でのスポーツ経験とライフスキルの関連
  －総合型地域スポーツクラブに参加する小学生を対象にした横断研究－

 4 日本におけるバスケットボール国際審判員の技術獲得の過程に関する研究

 5 地方私立大学のスポーツを通した地域貢献に関する研究 －山口県内の大学の事例から－

 6 スポーツチームの強化における統計学的分析の適用

 7 ゴルフ場に於ける内科的事故とその救急時対応策 EAP（Emergency Action Plan）の
  現状把握調査 －ゴルフ場業界への提案を目標として－

 8 公共スポーツ施設の有効活用に関する研究：世田谷区内の公共野球場を事例として

 9 アマチュアスポーツの自主的リーグ運営に関する研究　軟式野球の私設リーグを事例として

 10 高齢者における味覚と食事摂取・身体活動・健康関連 QOLとの関連
  －中之条研究における横断的検討－

 11 トライアスロン大会参加がトライアスリートの運動実施に与える促進要因について

 12 bjリーグ・クラブの経営基盤安定化を目的とする事業戦略に関する研究

 13 スポーツ実施意欲に影響を与えるメッセージの研究： 20代女性の痩身意識に着目して

表１　2012年度　スポーツマネジメント専修修士課程学位論文予定題目
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塾
長
の
清
家
篤
先
生
も
ご
専
門
で
あ
る
「
高
齢
社
会
デ
ザ
イ
ン

論
（N

ew
 M

odels for A
ging Societies

）」
を
担
当
さ
れ
る
他
、

わ
れ
わ
れ
医
療
系
の
ス
タ
ッ
フ
も
共
通
科
目
と
し
て
設
置
さ
れ
る

「A
ging Society and H

ealth

」の
講
義
を
担
当
し
ま
す
。
ま
あ
、

こ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
動
い
て
い
る
の
か
と
い
う
事
を
ご
理
解

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

大
谷
の
近
況

　「
先
生
は
信
濃
町
に
も
来
る
の
で
す
か
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

実
は
孝
養
舍
（
旧
看
護
短
大
校
舎
）
の
1
階
に
部
屋
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
そ
こ
を
ベ
ー
ス
に
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
週
1
回
く
ら
い
の
ペ
ー
ス

で
出
向
く
生
活
パ
タ
ー
ン
で
す
。
各
方
面
の
ご
好
意
で
、
毎
週
金

曜
日
の
午
前
と
、
偶
数
週
木
曜
日
の
午
後
に
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合

セ
ン
タ
ー
で
外
来
診
療
も
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
医

学
部
時
代
と
違
う
の
は
「
教
育
」
の
占
め
る
割
合
が
増
え
た
事
と
、

「
研
究
指
導
」
の
対
象
が
医
学
と
は
異
な
る
分
野
に
及
ぶ
事
で
す
。

自
分
は
「
ス
ポ
ー
ツ
と
バ
イ
オ
メ
カ
を
専
門
と
す
る
膝
関
節
外
科

医
」
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
ブ
レ
な
い
つ
も
り

で
す
が
、
生
活
の
中
で
「
医
者
以
外
の
部
分
」
の
占
め
る
割
合
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
先
日
医
学
部
新
聞
７
２
８
号
に
載
っ
た
「
親
子
で
三
四
会
員
」

の
記
事
に
は
色
々
な
方
面
か
ら
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三
四

会
員
は
勿
論
で
す
が
、
あ
の
新
聞
は
事
務
の
方
々
に
も
し
っ
か
り

読
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
御
陰
さ
ま
で

２
０
１
２
年
3
月
で
満
87
歳
に
な
っ
た
父
も
元
気
に
週
5
日
開
業

医
を
続
け
て
お
り
ま
す
（
図
１
）。

　
ふ
る
さ
と
２
０
１
０
年
号
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
２
０
０
９
年

3
月
に
全
塾
体
育
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
部
長
を
拝
命
し
て

以
来
、
医
学
部
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
含
め
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
と
の
関
わ
り
が
深
ま
っ
て
お
り
、
体
育
会
の
男
女
チ
ー
ム
と

医
学
部
の
3
チ
ー
ム
を
合
わ
せ
て
年
間
40
試
合
く
ら
い
ベ
ン
チ
入

り
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。
試
合
の
殆
ど
は
春
秋
の
週
末
に
集
中

す
る
の
で
、
物
理
的
に
可
能
な
範
囲
で
「
ハ
シ
ゴ
」
す
る
こ
と
に

な
り
、
中
々
多
忙
で
す
。

　
も
う
す
ぐ
57
歳
に
な
り
ま
す
。
足
し
算
だ
っ
た
人
生
が
、
い
つ

の
間
に
か
引
き
算
に
な
っ
て
い
る
事
に
気
づ
き
ま
す
。
毎
年
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
っ
て
来
る
学
生
と
付
き
合
い
、
卒
業
し
て

行
く
学
生
と
肩
を
組
ん
で
部
歌
や
若
き
血
を
歌
う
時
が
一
番
幸
せ

な
今
日
こ
の
頃
で
す
。
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　図１　医学部新聞の依頼で撮ったスナップ（2012 年 6 月＠大谷整形外科）
　　　　いまだに私の手伝いを拒む卒後59年、開業47年になった32回生の父と。

　　　図２　第 70 回早慶バスケットボール定期戦 OB 戦でのスナップ　
トヨタに正社員として入社してこの身長でプロバスケットボール選手になった
二ノ宮（No.9）、九州電力のエースとしてチームを実業団日本一に導いた酒井

（No.5）、三菱商事で、とにかく目立つ事を活用してエリート商社マンの道を進
む岩下（No.7）と。就職先が超一流企業である事が他大学との大きな違い。
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早
い
も
の
で
前
回
の
“

ふ
る
さ
と”
で
研
究
の
進
捗
状
況
を
ご

報
告
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら
2
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
こ
の
2

年
間
に
多
く
の
研
究
成
果
を
世
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中

に
は
臨
床
応
用
の
一
歩
手
前
ま
で
来
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

本
稿
で
は
２
０
１
０
年
以
降
の
私
た
ち
の
脊
髄
再
生
研
究
の
成
果

と
今
後
の
展
望
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
先
ず
、
最
も
臨
床
応
用
に
近
い
研
究
が
急
性
期
脊
髄
損
傷
に
対

す
る
肝
細
胞
増
殖
因
子
（
Ｈ
Ｇ
Ｆ
）
で
す
。
ラ
ッ
ト
・
サ
ル
脊
髄

損
傷
に
対
す
る
Ｈ
Ｇ
Ｆ
の
有
効
性
を
報
告
し
た
の
ち
も
、
臨
床
応

用
に
向
け
て
多
く
の
基
礎
研
究
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
な

か
に
は
論
文
に
な
ら
な
い
、
し
か
し
臨
床
に
お
い
て
は
重
要
で
地

道
な
研
究
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
既
に
大
学
院
を
卒
業
し
た
北
村

和
也
君
（
81
回
）
を
始
め
多
く
の
大
学
院
生
が
協
力
し
な
が
ら
が

精
力
的
に
研
究
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、

本
年
度
か
ら
東
北
大
学
神
経
内
科
で
、
先
ず
安
全
性
を
検
証
す
る

た
め
に
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
発
症
後
早
期
の
患
者
に
対
す
る

Ｈ
Ｇ
Ｆ
の
第
1
相
治
験
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
ま
で
の
と
こ

ろ
特
に
有
害
事
象
は
み
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
結
果
を
受
け
て
来

年
度
に
は
急
性
期
脊
髄
損
傷
に
対
す
る
第
１
・
２
ａ
相
治
験
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

　
前
述
し
た
Ｈ
Ｇ
Ｆ
に
よ
る
急
性
期
治
療
で
機
能
回
復
が
得
ら
れ

れ
ば
、
そ
の
後
さ
ら
な
る
治
療
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
損
傷
の
程
度
が
強
く
亜
急
性
期
〜
慢
性
期
に
至
っ
て
も

完
全
麻
痺
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、
細
胞
移
植
治
療
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
損
傷
脊
髄
に
対
す
る
神

経
幹
細
胞
移
植
の
臨
床
応
用
を
目
指
し
て
、
数
多
く
の
基
礎
研
究

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
使
用
し
た
神
経
幹
細
胞
が
中
絶

胎
児
由
来
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
倫
理
的
問
題
の
た
め
、
い
ま
だ
臨

床
応
用
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
２
０
０
６
年
に
厚
生
労
働
省
か

ら
出
さ
れ
た
ヒ
ト
幹
細
胞
を
用
い
た
臨
床
研
究
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
も
、
ヒ
ト
胎
児
由
来
組
織
に
関
し
て
は
継
続
審
議
を
要

す
る
と
の
結
論
が
出
さ
れ
た
こ
と
も
追
い
打
ち
を
か
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
こ
の
倫
理
的
問
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
患
者

さ
ん
自
身
の
体
細
胞
か
ら
幹
細
胞
を
作
製
し
て
、
そ
れ
を
体
外
で

増
殖
さ
せ
て
損
傷
脊
髄
に
移
植
す
る
と
い
う
“

自
家
細
胞
移
植”

へ
と
方
向
転
換
し
て
、
基
礎
研
究
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

基
礎
研
究

：

脊
髄
損
傷
に
対
す
る
再
生
医
療
の
現
況

 

中
　
村
　
雅
　
也
（
66
回
）

各
研
究
部
門
の
現
況



− 156 −− 156 −

　
な
か
で
も
最
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
、
京
都
大
学

の
山
中
伸
弥
教
授
が
作
製
し
た
人
工
多
能
性
幹
細
胞
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
）
で
す
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
線
維
芽
細
胞
に
人
工
的
に
４
つ
の
遺

伝
子
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
細
胞
を
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
た
幹
細

胞
で
す
。
こ
の
細
胞
を
用
い
れ
ば
脊
髄
損
傷
患
者
さ
ん
自
身
の
皮

膚
や
血
液
か
ら
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
樹
立
し
、
神
経
幹
細
胞
へ
と
分
化

誘
導
し
て
患
者
さ
ん
自
身
に
移
植
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
第
一
段
階
と
し
て
、
辻
収
彦
君
（
82
回
）
が
世
界
に
先
駆
け

て
、
マ
ウ
ス
脊
髄
損
傷
に
対
す
る
マ
ウ
ス
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
神
経

幹
細
胞
移
植
の
有
効
性
を
報
告
し
た
こ
と
は
既
に
前
回
の
ふ
る
さ

と
で
報
告
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
今
年
大
学
院
を
卒
業
し
た
海

苔
聡
君
（
82
回
）
が
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
神
経
幹
細
胞
を
免
疫

不
全
マ
ウ
ス
の
損
傷
脊
髄
に
移
植
し
、
そ
の
有
効
性
と
安
全
性
を

P
roc N

atl A
cad Sci U

 S A

に
報
告
し
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で

取
り
上
げ
ら
れ
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
部

の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
株
か
ら
誘
導
し
た
神
経
幹
細
胞
を
移
植
す
る
と
腫

瘍
形
成
が
起
こ
り
、
こ
の
腫
瘍
は
マ
ウ
ス
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
み
ら
れ

た
奇
形
腫
と
は
異
な
る
神
経
膠
腫
様
腫
瘍
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
海
苔
君
と
と
も
に
大
学
院
4
年
生
の
小

林
喜
臣
君
（
83
回
）
が
こ
の
腫
瘍
を
詳
細
に
解
析
し
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
樹
立
時
に
遺
伝
子
導
入
し
た
Ｏ
Ｃ
Ｔ
3
／
4
が
移
植
後
に
再
活

性
す
る
こ
と
や
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
樹
立
時
の
不
完
全
な
リ
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
に
よ
る
染
色
体
の
不
安
定
性
が
腫
瘍
化
の
要
因
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
神
経
幹
細

胞
の
細
胞
表
面
マ
ー
カ
ー
に
着
目
し
た
安
全
性
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

法
を
現
在
開
発
中
で
す
。
ま
た
、
小
林
君
は
山
中
研
で
樹
立
さ
れ

た
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
中
で
最
も
安
全
と
考
え
ら
れ
る
細
胞
株
か

ら
誘
導
し
た
神
経
幹
細
胞
を
サ
ル
損
傷
脊
髄
に
移
植
し
、
そ
の
有

効
性
と
安
全
性
を
報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
我
々
の
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
を
用
い
た
脊
髄
再
生
医
療
の
実
現
に
向
け
たp

roof of 

concept

と
し
て
の
前
臨
床
研
究
の
最
終
段
階
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
幹
細
胞
を
用
い
た
脊
髄
再
生
医
療
の
実
現
に
は
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
、
細
胞
移
植
プ
ロ
ト
コ
ー
ル

の
策
定
、
損
傷
脊
髄
の
新
た
な
画
像
評
価
法
の
確
立
、
腫
瘍
化
へ

の
対
応
策
の
確
立
が
あ
り
ま
す
。

　
細
胞
移
植
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
大
学
院
4
年
生
の

高
野
盛
登
君
（
84
回
）
が
脊
髄
損
傷
患
者
の
年
齢
が
移
植
の
効
果

に
及
ぼ
す
影
響
を
基
礎
研
究
で
検
討
し
、
同
じ
脊
髄
損
傷
の
程
度

で
あ
っ
て
も
老
齢
マ
ウ
ス
の
神
経
障
害
は
若
年
マ
ウ
ス
よ
り
も
重

症
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
神
経
幹
細
胞
移
植
に
よ
り
老
齢
マ
ウ
ス

で
あ
っ
て
も
若
年
マ
ウ
ス
と
同
程
度
の
神
経
機
能
回
復
が
得
ら
れ

る
こ
と
と
明
ら
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
大
学
院
3
年
生
の
西
村

空
也
君
（
84
回
）
は
細
胞
移
植
時
期
（
亜
急
性
期
と
慢
性
期
）
を

詳
細
に
検
討
し
ま
し
た
。
先
ず
、
マ
ウ
ス
損
傷
脊
髄
に
対
す
る
慢
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性
期
と
亜
急
性
期
の
神
経
幹
細
胞
移
植
を
行
い
、
亜
急
性
期
移
植

と
比
較
し
て
慢
性
期
移
植
で
は
細
胞
の
生
着
や
分
化
に
違
い
は
無

か
っ
た
が
、
機
能
回
復
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
慢
性
期

移
植
に
お
い
て
は
軸
索
伸
展
阻
害
因
子
や
グ
リ
ア
瘢
痕
を
克
服
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
西
村

君
は
霊
長
類
脊
髄
損
傷
モ
デ
ル
を
用
い
た
網
羅
的
な
損
傷
脊
髄
内

の
微
小
環
境
の
検
討
を
行
い
、
細
胞
移
植
の
至
適
時
期
は
齧
歯
類

と
比
較
し
て
霊
長
類
で
は
や
や
遅
く
２
〜
４
週
で
あ
る
こ
と
も
明

ら
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
臨
床
研
究
に
向
け
て
極

め
て
重
要
な
情
報
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
学
院
3
年
生
の
岩
井
宏

樹
君
（
84
回
）
は
損
傷
脊
髄
に
対
す
る
神
経
幹
細
胞
の
移
植
部
位

と
移
植
細
胞
数
の
違
い
（
損
傷
中
心
部
、
損
傷
頭
尾
側
）
が
細
胞

の
生
存
率
と
機
能
回
復
に
与
え
る
影
響
を
検
討
し
、
あ
る
一
定
以

上
の
細
胞
数
を
移
植
す
れ
ば
最
終
的
に
生
着
す
る
細
胞
数
に
有
意

差
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
移
植
部
位
に
か
か
わ
ら
ず
細
胞
の

生
着
率
と
機
能
回
復
に
も
違
い
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ
き
、
臨
床
で
の
細
胞
数
と
移

植
部
位
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
岩
井
君
は
神

経
幹
細
胞
移
植
に
お
け
る
免
疫
反
応
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
損
傷
脊
髄
に
対
す
る
神
経
幹
細
胞
移
植
を
行

い
、
他
家
移
植
に
お
け
る
Ｍ
Ｈ
Ｃ
適
合
が
免
疫
拒
絶
に
及
ぼ
す
影

響
と
免
疫
抑
制
剤
の
必
要
性
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
損
傷
脊
髄
の
新
た
な
画
像
評
価
法
の
確
立
に
関
し
て
は
、
既
に

大
学
院
を
卒
業
し
た
藤
吉
兼
浩
君
（
80
回
）
が
確
立
し
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
撮
像
法
の
一
つ
で
あ
る
拡
散
テ
ン
ソ
ル
投
射
路
撮
影
と

q
-sp

ace im
ag

in
g

を
用
い
たm

y
elin m

ap

を
大
学
院
4
年
生

の
許
斐
恒
彦
君
（
82
回
）
が
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

許
斐
君
は
サ
ル
脊
髄
圧
挫
損
傷
後
の
経
時
的
な
拡
散
テ
ン
ソ
ル
投

射
路
撮
影
を
行
い
、
脊
髄
内
の
投
射
路
線
維
数
が
免
疫
組
織
染
色

に
よ
る
神
経
線
維
数
と
運
動
機
能
の
回
復
と
極
め
て
高
い
相
関
を

示
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、N

eu
roim

ag
in

g

に
報
告
し
て
く
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
脊
髄
内
の
髄
鞘
を
可
視
化
す
るm

y
elin m

ap

を
用
い
て
計
測
し
た
残
存
髄
鞘
面
積
に
よ
り
、
脊
髄
損
傷
後
早
期

に
予
後
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
基
礎
研
究
で
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
き
、
拡

散
テ
ン
ソ
ル
投
射
路
撮
影
とm

y
elin m

ap

の
臨
床
応
用
に
も
成

功
し
、
拡
散
テ
ン
ソ
ル
投
射
路
撮
影
が
頚
髄
症
の
手
術
適
応
の
タ

イ
ミ
ン
グ
や
予
後
予
測
を
行
う
上
で
有
用
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。
ま
た
、M

y
elin m

ap

は
脊
髄
損
傷
の
み
な
ら
ず
脊
髄

変
性
疾
患
や
多
発
性
硬
化
症
を
は
じ
め
と
す
る
脱
髄
性
疾
患
に
も

応
用
が
可
能
で
あ
り
、
神
経
内
科
、
小
児
科
、
精
神
神
経
科
と
も

共
同
で
臨
床
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
細
胞
移
植
後
の
腫
瘍
化
対
応
策
に
関
し
て
は
、
小
林
君
と
と
も

に
大
学
院
2
年
生
の
板
倉
剛
君
（
85
回
）
が
免
疫
拒
絶
を
利
用
し
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た
移
植
細
胞
由
来
腫
瘍
の
選
択
的
除
去
法
の
確
立
に
向
け
て
研
究

を
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
抗
腫
瘍
剤
に
よ
る
移
植
細
胞

由
来
腫
瘍
に
対
す
る
治
療
効
果
を
、
今
年
か
ら
我
々
の
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
っ
て
く
れ
た
大
学
院
1
年
生
の
西
山
雄
一
朗
（
86
回
）
と

川
端
走
野
（
86
回
）
が
検
討
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
西
山
君
は

移
植
細
胞
の
凍
結
・
融
解
が
移
植
後
の
生
着
に
及
ぼ
す
影
響
を
、

川
端
君
は
理
研
の
御
子
柴
先
生
と
の
共
同
研
究
で
損
傷
後
の
軸
索

再
生
を
マ
イ
ク
ロ
ピ
ノ
サ
ト
ー
シ
ス
に
着
目
し
て
検
討
し
て
い
ま

す
。

　
脊
髄
再
生
研
究
で
最
も
困
難
と
言
わ
れ
る
脊
髄
完
全
切
断
モ
デ

ル
を
用
い
た
再
生
研
究
に
大
学
院
1
年
生
の
堀
桂
子
君
（
86
回
）

は
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
損
傷
部
分
を
架
橋
す
る
た
め
に
独

自
の
ス
カ
フ
ォ
ー
ル
ド
を
用
い
て
幹
細
胞
移
植
の
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ス
カ
フ
ォ
ー
ル
ド
内
に
細
胞
を
封
入
し
、ex v

iv
o

で

培
養
す
る
こ
と
で
細
胞
数
や
分
化
を
制
御
で
き
る
こ
と
が
最
大
の

利
点
で
あ
り
、
画
期
的
な
ス
カ
フ
ォ
ー
ル
ド
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
大
学

院
生
の
張
亮
君
は
、
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
に
い
る
金
子
慎
二
郎
君

（
77
回
）
の
指
導
の
も
と
で
ラ
ッ
ト
脊
髄
完
全
損
傷
に
対
す
る
セ

マ
フ
ォ
リ
ン
３
Ａ
抑
制
剤
と
リ
ハ
ビ
リ
の
併
用
療
法
の
効
果
を
詳

細
に
検
討
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
二
つ
の
研
究
は
、
ま
さ

に
慢
性
期
脊
髄
損
傷
に
対
す
る
再
生
医
療
の
実
現
を
目
指
し
た
重

要
な
研
究
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
既
に
大
学
院
を
卒
業
し
た
安
田
明
正
君
（
82
回
）
は
、
損
傷
脊

髄
に
対
す
る
神
経
幹
細
胞
移
植
に
よ
る
運
動
機
能
回
復
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
特
に
オ
リ
ゴ
デ
ン
ド
ロ
サ
イ
ト
に
よ
る
再
髄
鞘
化
の
重
要
性

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
髄
鞘
形
成
不
全
マ
ウ
ス
由
来
の
神
経

幹
細
胞
を
マ
ウ
ス
損
傷
脊
髄
に
移
植
し
、
十
分
な
機
能
回
復
が
得

ら
れ
な
い
こ
と
をS

tem
 C

ells

に
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

脊
髄
損
傷
に
対
す
る
神
経
幹
細
胞
移
植
後
の
機
能
回
復
に
は
移
植

細
胞
由
来
オ
リ
ゴ
デ
ン
ド
ロ
サ
イ
ト
に
よ
る
軸
索
の
再
髄
鞘
化
が

重
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
多
岐
に
わ
た
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
結
集
し
て
、
い
よ
い

よ
臨
床
応
用
が
み
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
基
礎
研
究
の
み

な
ら
ず
、
実
際
に
臨
床
応
用
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
を
し
っ
か

り
議
論
す
る
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
こ
こ
ま
で
研
究
が
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
も

一
重
に
戸
山
芳
昭
教
授
を
始
め
、
諸
先
輩
先
生
方
の
ご
指
導
と
ご

支
援
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
を
か
り
て
深
謝
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
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運
動
器
科
学
研
究
室
（D

iO
R

: D
ivision of   

O
rthopaedic R

esearch

）
の
現
況
に
つ
い
て 

                          

〜
平
成
２４
年
７
月
現
在
〜

宮
　
本
　
健
　
史
（
７３
回
特
）

は
じ
め
に

　
運
動
器
科
学
研
究
室
は
平
成
２０
年
４
月
に
別
館
か
ら
整
形
外
科

学
教
室
の
医
局
が
現
在
の
臨
床
研
究
棟
へ
移
転
す
る
の
に
伴
い
設

置
さ
れ
た
、
ま
だ
新
し
い
研
究
室
で
あ
る
。
設
置
当
初
は
電
気
や

水
道
、
ガ
ス
な
ど
の
未
整
備
や
不
具
合
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

も
最
初
の
３
ヶ
月
程
度
の
こ
と
で
、
今
で
は
問
題
な
く
稼
働
し
て

い
る
。
開
設
当
初
に
掲
げ
た
理
念
は
少
し
も
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
、

北
里
柴
三
郎
初
代
医
学
部
長
が
目
指
し
た
基
礎
と
臨
床
の
連
携
、

さ
ら
に
は
そ
の
高
い
次
元
で
の
融
合
と
、
運
動
器
学
が
抱
え
る

様
々
な
難
題
の
解
決
を
目
指
し
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。

研
究
室
の
現
況

　
研
究
室
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
やw

estern b
lot

な
ど
の
一
般
生
化
学
を

行
う
部
分
と
、
培
養
を
専
門
に
行
う
培
養
室
を
備
え
、
ま
た
専
用

の
動
物
室
を
設
置
し
て
い
る
。
培
養
室
は
P2
レ
ベ
ル
を
、
ま
た
動

脊髄損傷再生医療チーム
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物
室
は
微
生
物
学
的
に
Ｓ
Ｐ
Ｆ
環
境
を
実
現
し
、
様
々
な
実
験
に

対
応
し
て
い
る
。
研
究
室
は
大
学
院
生
や
学
位
研
究
を
行
う
医
局

員
や
そ
の
指
導
者
の
他
、
歯
科
口
腔
外
科
の
大
学
院
生
、
中
国
か

ら
の
留
学
生
、
ポ
ス
ド
ク
、
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
な
ど
、
実
に
様
々
な

人
々
が
有
機
的
に
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
有
効
に
使
用
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
臨
床
班
の
所
属
の
面
か
ら
見
て
も
、
脊
椎
班
、
上
肢

班
、
下
肢
班
、
腫
瘍
班
と
班
を
超
え
て
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

他
の
研
究
室
と
の
共
同
研
究
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
設

置
か
ら
４
年
あ
ま
り
が
過
ぎ
た
こ
と
も
あ
り
、
運
動
器
科
学
研
究

室
で
実
施
し
た
研
究
に
よ
り
学
位
論
文
を
得
た
者
も
４
名
出
て
い

る
（
文
献
参
照
）。
運
動
器
科
学
研
究
室
で
は
４
ヶ
月
に
１
度
、

研
究
室
で
の
研
究
に
携
わ
る
全
て
の
人
が
一
同
に
会
し
て
、
研
究

進
捗
報
告
会
（D

R
E

A
M

: D
iO

R
 R

esearch M
eetin

g

）
を
実

施
し
、
研
究
者
は
そ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
と
り
ま
と
め
報
告
し
、

指
導
者
も
自
分
が
直
接
指
導
す
る
研
究
者
以
外
の
報
告
に
対
し
て

も
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

今
後
の
研
究
室
の
方
向
性

　
臨
床
教
室
の
医
局
の
中
に
あ
る
研
究
室
と
し
て
の
使
命
は
、
や

は
り
臨
床
応
用
で
あ
り
、
ま
た
臨
床
と
研
究
の
橋
渡
し
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
学
生
や
ま
た
医
師
で
も
、
臨
床
医
学
と
基
礎
研
究

が
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
日
常
的
に
耳
に
す
る
。

特
に
外
科
系
は
、
分
か
り
易
く
い
う
と
臨
床
医
学
と
は
主
に
手
術

等
の
技
術
や
投
薬
、
専
門
性
を
持
っ
た
診
断
な
ど
を
も
っ
て
患
者

に
あ
た
る
こ
と
で
あ
り
、
基
礎
研
究
と
は
主
に
動
物
実
験
や
細
胞

培
養
、
生
化
学
的
な
実
験
な
ど
を
行
い
、
個
人
の
興
味
や
学
位
に

供
さ
れ
る
も
の
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
実
は
残
念
な
が

ら
現
時
点
で
は
大
き
な
意
味
で
は
外
れ
て
い
な
い
。
臨
床
と
基
礎

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
は
、
そ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も
、
継
続

性
に
お
い
て
も
、
ま
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
的
に
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い

の
が
現
実
で
あ
る
。
臨
床
に
直
結
す
る
基
礎
研
究
で
は
、
あ
る
製

薬
会
社
が
開
発
し
た
製
剤
を
動
物
や
培
養
細
胞
に
投
与
す
る
、
い

わ
ゆ
る
“

ふ
り
か
け
実
験”
が
有
名
で
あ
り
、
物
事
の
真
理
を
追

求
す
る
基
礎
研
究
で
は
、
全
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
研
究
は
単

発
的
で
、
当
然
研
究
費
も
取
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
研
究
の
継
続
性

は
な
く
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
な
い
。
一
方
、
基
礎
研
究
で
も
あ
る
種

の
分
子
や
現
象
の
解
析
に
主
眼
が
お
か
れ
、
そ
れ
自
体
で
は
論
文

を
書
け
て
基
礎
研
究
と
し
て
成
立
し
て
も
、
臨
床
応
用
と
い
う
点

で
は
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
研
究
費
は
そ
の
分
子
の
機

能
や
あ
る
種
の
生
命
現
象
を
解
明
す
る
た
め
に
獲
得
さ
れ
、
ま
た

継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
た
臨
床
応
用
を

目
指
す
の
は
難
し
い
。
当
研
究
室
で
は
、
こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
打
破

し
、
手
術
や
外
来
と
同
等
の
臨
床
の
た
め
の
１
つ
の
手
段
あ
る
い

は
方
法
論
と
し
て
基
礎
研
究
が
あ
る
、
そ
ん
な
真
に
臨
床
応
用
を
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目
指
す
た
め
の
場
所
と
し
て
存
在
す
る
た
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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９
Ｓ
５
研
究
室

（
分
子
骨
代
謝
研
究
室
）
の
近
況

堀
　
内
　
圭
　
輔
（
73
回
）
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整
形
外
科
学
は
解
剖
学
を
基
盤
と
し
た
医
学
分
野
で
あ
り
、
主

な
対
象
疾
患
が
外
傷
や
関
節
の
変
形
性
疾
患
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

疾
患
・
病
態
を
マ
ク
ロ
の
レ
ベ
ル
で
と
ら
え
る
学
問
で
あ
る
と
一

般
的
に
考
え
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
，
骨
粗
鬆

症
を
は
じ
め
と
し
た
代
謝
性
骨
疾
患
、
骨
軟
部
腫
瘍
（
転
移
性
骨

腫
瘍
）、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
筋
委
縮
な
ど
の
疾
患
・
病
態
に
対
す

る
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
・
認
識
は
近
年
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
疾
患
の
診
断
・
治
療
を
考
え
る
上
で
、
従
来
の
マ
ク
ロ
的

な
知
識
・
技
術
と
併
せ
、
細
胞
レ
ベ
ル
・
分
子
レ
ベ
ル
で
の
ミ
ク

ロ
的
な
視
野
を
持
つ
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
臨
床
の
場
に

お
い
て
も
今
後
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
総
合
医
科
学
研
究
棟
９
Ｓ
５
研
究
室
（
分
子
骨
代
謝
研
究
室
）

は
、
中
外
製
薬
株
式
会
社
と
の
共
同
研
究
を
基
盤
と
し
て

２
０
０
４
年
10
月
に
開
室
し
、
２
０
１
２
年
で
8
年
目
を
迎
え
ま

し
た
．
バ
イ
オ
メ
カ
研
究
室
に
続
き
、
本
医
局
で
は
2
番
目
に
長

い
歴
史
の
あ
る
研
究
室
で
あ
り
ま
す
。
本
研
究
室
は
従
来
骨
代
謝

学
を
中
心
に
研
究
す
る
場
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
骨
代
謝
の
み



− 166 −

な
ら
ず
、
骨
軟
部
腫
瘍
を
含
め
運
動
器
学
全
般
を
広
く
対
象
と
し

て
研
究
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ハ
ー
ド
面
で
は
共
焦
点
顕
微

鏡
，
サ
ー
マ
ル
サ
イ
ク
ラ
ー
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
Ｐ
Ｃ
Ｒ
、
ル
ミ
ノ

メ
ー
タ
ー
等
々
、
極
め
て
充
実
し
た
設
備
が
整
っ
て
お
り
、
基
本

的
な
分
子
生
物
学
・
細
胞
生
物
学
的
な
実
験
は
ほ
ぼ
全
て
自
前
で

行
え
る
状
態
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
メ
ン
バ
ー
は
大
学
院
生
3
名
、
木
場
健
先

生
（
大
学
院
2
年
）、
水
落
裕
先
生
（
大
学
院
1
年
）、
水
野
早
希

子
先
生
（
大
学
院
1
年
）、
研
究
員
2
名
、
依
田
昌
樹
氏
、
東
門

田
誠
一
氏
、
実
験
助
手
2
名
、
山
梨
静
枝
さ
ん
、
須
恵
香
里
さ
ん
、

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
内
川
伸
一
先
生
（
80
回
）、

斎
藤
憲
太
先
生
（
81
回
）、
歌
島
大
輔
先
生
（
85
回
特
）
が
研
究

室
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
松
崎
健
一
郎
先
生
（
72
回
）、

金
子
博
徳
先
生
（
73
回
）、
日
方
智
宏
先
生
（
79
回
）
に
は
臨
床

研
究
の
面
で
参
加
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
ミ
ィ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
週

に
一
度
定
期
的
に
行
い
、
そ
れ
以
外
に
も
、
大
学
院
生
、
研
究
員

と
は
月
に
一
度
は
一
対
一
で
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
主
な
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
研
究
テ
ー
マ
を
以
下
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　
木
場
健
先
生
、
小
生
に
と
っ
て
は
第
一
期
生
と
も
い
え
る
院
生

で
す
。
風
貌
が
示
す
通
り
、
筋
肉
に
対
す
る
飽
く
な
き
憧
憬
と
愛

情
を
持
っ
て
お
り
、
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
対
し
極
め
て
深
い
専

門
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
研
究
室
で
は
種
々
の
サ
プ
リ
メ

ン
ト
・
プ
ロ
テ
イ
ン
製
剤
を
日
々
摂
取
し
、
身
を
持
っ
て
筋
生
理

学
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
い
う
、
学
問
に
対
す
る
強
い
意
志
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
一
方
で
、
９
Ｓ
５
研
究
室
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ

ー
と
し
て
も
重
要
な
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
，
小
胞
体
ス

ト
レ
ス
関
連
分
子
と
筋
委
縮
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
注
目
し
た
新
規
性
の

高
い
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
バ
ー
ベ
ル
と
と
も
に
ピ
ペ
ッ
ト
マ

ン
を
持
つ
時
間
を
少
し
増
や
せ
ば
、
よ
り
大
き
く
成
長
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
水
落
裕
先
生
、
一
見
静
か
で
、
何
の
話
を
し
て
も
“

暖
簾
に
腕

押
し
（
Ｋ.

Ｔ.

先
生
談
）”
か
と
思
わ
せ
る
院
生
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
第
一
印
象
は
大
き
な
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
研
究
室
参
加
後
す

ぐ
に
判
明
し
ま
し
た
。
水
落
先
生
に
は
大
田
原
赤
十
字
病
院
で
鍛

え
ら
れ
た
精
神
力
と
持
ち
前
の
真
面
目
さ
が
あ
り
、
一
人
で
淡
々

と
実
験
を
こ
な
し
て
ゆ
く
研
究
者
に
成
長
す
る
も
の
と
強
く
期
待

さ
れ
ま
す
。
ま
た
，
表
面
上
は
ク
ー
ル
な
が
ら
、
何
か
秘
め
た
も

の
を
持
っ
て
お
り
、
奥
の
深
い
人
間
で
あ
る
こ
と
に
疑
念
の
余
地

は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
中

心
に
、
骨
芽
細
胞
に
お
け
る
機
能
の
解
析
を
試
み
て
い
ま
す
。
本

研
究
テ
ー
マ
の
成
功
は
当
研
究
室
の
維
持
・
運
営
に
と
っ
て
も
極

め
て
重
大
で
あ
り
、
水
落
先
生
に
期
待
す
る
処
は
個
人
的
に
も
大

で
あ
り
ま
す
。
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水
野
早
希
子
先
生
、
慶
應
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校
出
身
で
す
。“
能

力
を
隠
す
、“
興
味
が
無
い
ふ
り
を
す
る
、
で
も
“

要
領
よ
く
仕

事
を
こ
な
す”
と
い
う
よ
う
な
話
を
手
外
科
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
耳

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
研
究
室

に
参
加
し
て
ま
だ
半
年
で
す
が
、
め
き
め
き
と
知
識
と
技
術
を
身

に
付
け
て
い
ま
す
。
研
究
テ
ー
マ
と
し
てA

D
A

M
10

-N
otch

シ

グ
ナ
リ
ン
グ
の
筋
代
謝
お
よ
び
軟
骨
代
謝
に
お
け
る
機
能
解
析
に

従
事
し
て
い
ま
す
。
他
科
で
は
女
性
医
師
が
臨
床
だ
け
で
な
く
、

研
究
の
場
に
お
い
て
も
活
躍
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し
た

が
、
水
野
先
生
は
将
来
的
に
本
医
局
を
代
表
す
る
女
性
医
師
・
研

究
者
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
上
記
の
如
く
大
学
院
生
以
外
に
依
田
昌
樹
氏
（
東
北
大
学

卒
、
農
学
博
士
）、
東
門
田
誠
一
氏
（
東
京
理
科
大
学
卒
、
医
学

博
士
）
に
研
究
室
に
参
加
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
二
人
と
も
研
究

室
の
運
営
に
は
欠
か
せ
な
い
優
秀
な
研
究
員
で
あ
り
、
東
門
田
氏

が
分
子
生
物
学
・
細
胞
生
物
学
を
得
意
と
す
る
一
方
、
依
田
氏
は

動
物
実
験
やF

A
C

S

な
ど
を
習
熟
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
依
田
氏

がA
D

A
M

10-N
otch

に
よ
る
造
血
機
能
、
東
門
田
氏
が
小
胞
体

ス
ト
レ
ス
と
骨
芽
細
胞
分
化
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
英
論
文
を
発

表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
も
引
き
続
き
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

ー
マ
を
持
ち
研
究
を
継
続
す
る
一
方
、
大
学
院
生
の
指
導
に
も
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
保
坂
聖
一
先
生
が
本
年
、
滑
膜
肉
腫
に
対
す
る
分
子

標
的
薬
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
論
文
を
発
表
さ
れ
、
学
位
申
請
中
で

す
。
ま
た
、
内
川
先
生
が
、IL

1

受
容
体
の
機
能
修
飾
、
斎
藤
先

生
が
、T

A
C

E

の
軟
骨
代
謝
に
お
け
る
機
能
解
析
、
に
関
す
る
テ

ー
マ
で
そ
れ
ぞ
れ
論
文
を
準
備
中
で
あ
り
ま
す
。

　
９
Ｓ
５
研
究
室
は
ま
だ
人
数
的
に
は
若
干
少
な
い
で
す
が
、
和

気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
楽
し
く
真
剣
に
研
究
に
従
事
し
て

い
ま
す
。
ま
た
大
変
幸
運
な
こ
と
に
、
研
究
室
に
参
加
し
て
頂
い

て
い
る
大
学
院
生
、
研
究
員
・
実
験
助
手
は
皆
、
明
朗
な
性
格
を

有
し
て
お
り
、
極
め
て
良
好
な
人
間
関
係
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

飲
み
会
な
ど
も
当
然
な
が
ら
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
す
。
一
方
、

年
に
数
本
の
英
論
文
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
発
表
し
て
お
り
、
高
い

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
維
持
さ
れ
て
い
る
も
の
と
自
負
し
て

い
ま
す
。
よ
く
言
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、
ベ
ン
チ
か
ら
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
の
距
離
は
必
ず
し
も
近
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
少
し
で
も
埋
め
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
基
礎
研
究
を
通
し
て
臨
床
の
疑
問
を
解
い
て
み
た

い
、
と
い
う
よ
う
な
意
欲
的
な
若
手
医
局
員
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
末
筆
な
が
ら
、
研
究
室
の
運
営
に

多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
戸
山
芳
昭
教
授
、

千
葉
一
裕
先
生
、
松
本
守
雄
准
教
授
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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バ
イ
オ
メ
カ
研
究
室
は
、
医
学
部
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
医

科
学
研
究
棟
（
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
）
6
階
６
Ｎ
６
ユ
ニ
ッ
ト
に
て

研
究
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
２
０
０
２
年
4
月
同
じ
建
物
の
1

階
（
１
Ｓ
５
）
に
研
究
室
が
新
設
さ
れ
現
在
の
体
制
に
な
っ
て
か

ら
ち
ょ
う
ど
10
年
に
な
り
ま
す
。
前
回
の
『
ふ
る
さ
と
』
以
降
の

2
年
間
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

１
、
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
研
究
室
の
構
成

　
研
究
室
は
大
学
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｂ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

２
０
１
０
年
4
月
よ
り
5
年
間
の
契
約
（
設
施
設
使
用
料
年
間

８
４
０
万
）
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
研
究
室
代
表

：
須
田
康
文
（
65
回
）

　
研
究
室
主
任

：
名
倉
武
雄
（
71
回
）

　
研
究
室
機
器
・
ソ
フ
ト
管
理

：

桐
山
善
守
（
84
回
特
）

後
述
す
る
学
位
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
て
、
中
村
俊
康
先
生
、
佐

藤
和
穀
先
生
、
榎
本
宏
之
先
生
に
研
究
指
導
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
特
に
中
村
俊
康
先
生
に
は
、
今
の
研
究
室
が
設
立
さ
れ
る
段

階
か
ら
い
ろ
い
ろ
尽
力
い
た
だ
き
、
現
在
で
も
4
名
も
の
チ
ー
フ

レ
ジ
デ
ン
ト
の
学
位
研
究
に
関
す
る
直
接
指
導
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
桐
山
先
生
に
は
、
機
器
ソ
フ
ト
管
理

以
外
に
、
研
究
に
関
係
す
る
基
本
・
応
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
、
力

学
的
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
有
限
要
素
法
）
な
ど
を
担
当
し
て
も

ら
い
、
後
述
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
部
分
を
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
サ
イ
ド
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

２
、
運
動
器
生
体
工
学
寄
付
講
座
（
久
光
寄
付
講
座
）
の
継
続

　
久
光
製
薬
の
ご
厚
意
に
よ
り
２
０
０
９
年
4
月
に
開
設
さ
れ
た

運
動
器
生
体
工
学
寄
付
講
座
が
２
０
１
２
年
3
月
で
予
定
の
3
年

を
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
3
年
間
に
寄
付
講
座
の
資
金
に
よ
り
、

研
究
室
内
の
設
備
・
ハ
ー
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
3
次
元
動
作
解
析
カ
メ
ラ
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
、
バ
イ
プ
レ
ー
ン
超
音
波
装
置
や
３
Ｄ
ボ
デ
ィ
ー
ス

キ
ャ
ナ
ー
の
設
置
な
ど
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
研
究
室
の
運
営
・

維
持
に
は
本
寄
付
講
座
の
継
続
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。
東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
製
薬
関
係
も
業
績
は
芳
し
く
な
い
と
い
う
話
も

聞
い
て
お
り
、
継
続
の
可
否
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
し

か
し
戸
山
教
授
に
様
々
な
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
、
ま
た
諸
関
係
者

の
水
面
下
の
努
力
も
あ
り
、
昨
年
末
に
無
事
継
続
が
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
期
間
は
２
０
１
２
年
4
月
―
２
０
１
４
年
3
月
の
3
年

バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
研
究
室
の
現
況

名
　
倉
　
武
　
雄
（
71
回
）
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間
で
す
。
引
き
続
き
、
大
変
恵
ま
れ
た
環
境
で
研
究
が
で
き
る
体

制
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
研
究
室
一
同
そ
の
事
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
こ
の
貴
重
な
資
金
を
無
駄
に
せ
ぬ
よ
う
日
々
精
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

３
、
研
究
室
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
現
在
研
究
室
で
は
２
０
余
り
（
う
ち
学
位
関
連
11
）
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

現
在
進
行
中
の
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

学
位
関
連
（
担
当
者
お
よ
び
学
年
、
指
導
者
）

―
現
在
研
究
進
行
中
―

M
P
F

L

の
機
能
に
関
す
る
生
体
力
学
的
検
討
（
松
本
浩
明
─
80
回
、

野
村
栄
貴
）

T
F

C
C

損
傷
の
損
傷
形
態
と
力
学
的
不
安
定
性
の
検
討
（
福
岡
昌

利
─
80
回
、
中
村
俊
康
）

手
関
節
不
安
定
性
出
現
機
構
の
解
明
（
別
所
祐
貴
─
80
回
、
中
村

俊
康
）

内
在
筋
麻
痺
指
の
運
動
解
析
と
3
次
元
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
鎌
田
雄
策
─
81
回
、
中
村
俊
康
）

投
球
動
作
に
お
け
る
肘
関
節
応
力
解
析
に
関
す
る
研
究
（
堀
内
孝

一
─
83
回
、
佐
藤
和
穀
）

母
指
Ｃ
Ｍ
関
節
お
よ
び
Ｓ
Ｔ
Ｔ
関
節
運
動
の
解
析
（
河
野
友
祐
─

83
回
、
中
村
俊
康
）

新
た
な
Ａ
Ｃ
Ｌ
再
建
術
を
目
指
し
た
戦
略
的
基
礎
研
究
（
竹
内
弘

毅
─
83
回
、
榎
本
宏
之
）

膝
関
節
3
次
元
骨
格
座
標
系
を
用
い
た
新
た
な
骨
指
標
の
検
索
と

動
作
解
析
（
下
沢
寛
─
83
回
、
榎
本
宏
之
）

超
音
波
に
よ
る
骨
関
節
の
3
次
元
画
像
構
築
と
動
作
解
析
（
大
木

聡
─
84
回
［
大
学
院
］、
名
倉
武
雄
・
桐
山
善
守
）

上
腕
骨
頭
後
捻
の
臨
床
的
意
義
（
森
岡
健
─
82
回
、
松
村
昇
）

成
長
期
関
節
軟
骨
の
物
性
値
と
非
侵
襲
的
計
測
手
法
の
確
立
（
橘

田
祐
樹
─
85
回
、
名
倉
武
雄
）

―
実
験
終
了
・
投
稿
中
―

橈
骨
変
形
治
癒
がD

R
U

J

の
安
定
性
に
与
え
る
影
響
（
斉
藤
毅
─

79
回
、
中
村
俊
康
）

膝
関
節
の
3
次
元
動
態
解
析
に
よ
る
靭
帯
損
傷
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
（
武
田
健
太
郎
─
79
回
、
名
倉
武
雄
）

3
次
元
動
作
解
析
に
よ
るA

C
L

再
建
術
の
機
能
的
評
価
（
長
谷

川
貴
之
─
80
回
、
大
谷
俊
郎
）

ス
ポ
ー
ツ
動
作
の
下
肢
挙
動
解
析
（
谷
川
英
徳
─
81
回
、名
倉
武
雄
）

肩
甲
胸
郭
運
動
の
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
（
大
木
聡
─
84
回 

［
大
学

院
］、
名
倉
武
雄
・
松
村
昇
）

受
託
研
究
・
共
同
研
究
（
企
業
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
、
担
当
者
）
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H
igh P

erform
ance Sports T

K
A

の
開
発
（
ジ
ン
マ
ー
、
松

本
秀
男
・
名
倉
武
雄
・
桐
山
善
守
）

変
形
性
膝
関
節
症
の
病
態
と
治
療
法
評
価
（
ジ
ン
マ
ー
、
名
倉
武

雄
・
二
木
康
夫
）

人
工
手
関
節
の
開
発
（
ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
、
中
村
俊
康
）

縫
合
糸
の
張
力
計
測
（
エ
チ
コ
ン
、
松
本
秀
男
、
桐
山
善
守
）

ヒ
ト
足
部
筋
骨
格
形
態
と
2
足
歩
行
の
適
応
機
能
解
明
（
文
科
省

科
研
費
基
盤
Ｓ
・
基
盤
Ａ
、
細
田
耕
［
大
阪
大
］、
荻
原
直
道 

［
理

工
学
部
］、
名
倉
武
雄
）

　
上
記
以
外
に
医
局
内
の
諸
先
生
や
関
連
病
院
の
先
生
方
よ
り
、

臨
床
例
や
経
験
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ

き
、
工
学
的
手
法
を
用
い
て
実
験
・
検
証
を
行
っ
て
い
る
“

臨
床

持
込
み
型”
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
い
く
つ
か
進
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
散
発
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
成
果

に
よ
っ
て
は
学
位
テ
ー
マ
や
よ
り
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
発
展

す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
臨
床
サ
イ
ド
の
疑
問
に
比
較
的

早
く
答
え
を
出
せ
る
の
が
バ
イ
オ
メ
カ
研
究
の
利
点
で
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
申
し
出
に
は
桐
山
先
生
を
中
心
に
な
る
べ
く
対
応
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
整
形
外
科
バ
イ
オ
メ
カ
研
究
会

（
年
4
回
、
火
曜
日
19
時
）
お
よ
び
バ
イ
オ
メ
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ミ
ー
テ
イ
ン
グ
（
年
4
回
、
土
曜
午
後
）
に
て
進
捗
状
況
や
成
果

の
発
表
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
整
形
外
科
バ
イ
オ
メ
カ
研
究
会
は

中
村
俊
康
先
生
に
世
話
人
を
ご
担
当
い
た
だ
き
、
平
成
10
年
10
月

に
第
１
回
が
開
催
以
来
、
現
在
ま
で
75
回
の
開
催
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
で
は
、
松
本
秀
男
先
生
、
大

谷
俊
郎
先
生
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
研

究
者
お
よ
び
指
導
者
が
現
時
点
で
の
問
題
点
や
今
後
の
進
め
方
な

ど
実
践
的
な
話
し
会
い
を
も
つ
場
と
し
て
お
り
ま
す
。

４
、
研
究
室
‐
2
年
間
の
動
向

　
前
回
の
『
ふ
る
さ
と
』
以
降
こ
の
2
年
間
に
、新
た
な
学
位
テ
ー

マ
に
取
り
組
む
４
名
（
堀
内
孝
一
、
河
野
友
祐
、
森
岡
健
、
橘
田

祐
樹
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
者
の
も
と
研
究
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

ま
た
榎
本
先
生
が
学
位
研
究
を
指
導
し
て
い
る
2
名
（
竹
内
弘
毅
、

下
沢
寛
）
に
つ
い
て
も
、
研
究
室
内
の
機
器
・
ソ
フ
ト
を
用
い
て

新
た
に
研
究
遂
行
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
、

骨
・
軟
骨
・
靭
帯
のB

asic &
 B

iological

な
実
験
に
つ
い
て
も

バ
イ
オ
メ
カ
的
手
法
を
取
り
入
れ
、
教
室
内
で
様
々
な
共
同
研
究

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
位
取
得
に
関
し
て
は
、
畔
柳
裕
二
（
78
回
、
変
形
性
膝
関
節
症

の
動
作
解
析
、
指
導

：

名
倉
武
雄
）
が
本
年
無
事
学
位
を
取
得
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
小
久
保
哲
郎
（
75
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回
、
足
ア
ー
チ
の
機
能
解
剖
、
指
導
者

：

橋
本
健
史
）
が
学
位
申

請
中
で
す
。

　
２
０
１
１
年
10
月
に
フ
ラ
ン
ス
留
学
よ
り
帰
室
し
た
松
村
昇

（
81
回
）
先
生
の
活
躍
に
も
触
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
彼
は
自
身

の
学
位
研
究
（
鎖
骨
骨
折
が
肩
甲
胸
郭
関
節
に
及
ぼ
す
影
響
）
を

A
m

erican Journal of Sports M
edicine (im

pact factor 3.8)

に
１
発
で
通
し
、
こ
の
論
文
1
本
に
て
学
位
取
得
を
果
た
す
と

い
う
離
れ
業
を
達
成
し
ま
し
た
。（
バ
イ
オ
メ
カ
関
連
論
文
で
は

im
pact factor

は
せ
い
ぜ
い
1
点
前
後
が
良
い
と
こ
ろ
、
学
位
に

は
最
低
英
文
2
本
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
そ
の
パ
ワ
ー
を
後

輩
の
指
導
に
も
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
大
木
聡
君
（
大
学
院
）
の

研
究
（
肩
甲
胸
郭
運
動
の
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
）
は
実
質
的
に
松

村
先
生
が
実
験
の
指
導
を
担
当
、新
た
な
学
位
テ
ー
マ
の
指
導
（
森

岡
健
先
生
）
に
も
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
研
究

室
内
で
は
指
導
者
（
松
本
秀
男
先
生
、
中
村
俊
康
先
生
、
名
倉
）

の
得
意
分
野
で
あ
る
手
関
節
・
膝
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
く
、

肩
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
手
薄
で
し
た
。
し
か
し
、
松
村
先
生
の
登

場
に
よ
り
研
究
室
に
新
た
な
灯
が
と
も
り
、
こ
の
分
野
で
の
今
後

の
発
展
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
研
究
室
待
望
の
大
学
院
生
・
大
木
君
も
元
気
で
す
。
上
記
の
よ

う
に
彼
は
松
村
先
生
の
指
導
を
う
け
、
１
年
生
の
7
月
よ
り
実
験

を
計
画
・
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
約
1
年
間
に
わ
た
り
徹
夜
で
過
酷

な
（
残
虐
な
？？
）
実
験
を
繰
り
返
し
、
短
期
間
に
膨
大
な
デ
ー
タ

を
取
得
し
ま
し
た
。
通
常
な
ら
処
理
に
何
か
月
も
か
か
る
と
こ
ろ

を
、
自
作
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
こ
れ
ら
を
難
な
く
処
理
し
、
2
年
生

の
10
月
に
は
論
文
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
松
村
先
生
に
な
ら
い

A
m

erican Journal of Sports M
edicine

に
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、

m
inor revision

を
経
て
難
な
く
ア
ク
セ
プ
ト
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
3
年
生
の
現
在
、
2
本
目
の
論
文
投
稿
、
お
よ
び
超
音
波
に

よ
る
骨
関
節
画
像
の
3
次
元
構
築
と
う
いchallenging

な
テ
ー

マ
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
卒
業
時
の
成
績
か
ら
も
優
秀
で
あ

る
と
折
り
紙
つ
き
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
才
能
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
淡
々
か
つ
黙
々
と
物
事
に
取
り
組
み
次
々
と
結
果
を
出
し
て

い
く
パ
ワ
ー
は
底
知
れ
ず
、
今
後
そ
の
可
能
性
を
さ
ら
に
伸
ば
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。（
指
導
者
の
力
不
足
が

否
め
ま
せ
ん
が
）
こ
の
よ
う
に
研
究
室
内
に
次
世
代
の
優
秀
な
パ

ワ
ー
あ
る
人
材
が
育
っ
て
お
り
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
例
年
通
り
、
毎
年
3

�

4
名
の
医
学
部
4
年
生
を
自
主
学
習
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
度
は

上
妻
嵩
英
君
、
橋
本
健
司
君
と
吉
村
拓
馬
君
、
辻
阪
亮
介
君
の
4

名
が
そ
れ
ぞ
れ
腓
腹
筋
内
側
頭
モ
デ
ル
を
用
い
た
3
次
元
有
限
要

素
解
析
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
動
作
に
お
け
る
膝
関
節
の
３
Ｄ
キ
ネ
マ

テ
ィ
ク
ス
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
２
０
１
２
年
度
は
工
藤
裕

実
さ
ん
、
吉
津
亜
矢
帆
さ
ん
と
北
岡
壮
太
郎
君
、
水
野
翔
大
君
が
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そ
れ
ぞ
れ
テ
ニ
ス
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
初
期
ス
テ
ッ
プ
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
係
、
テ
ニ
ス
肘
の
成
因
解
明
の
た
め
の
前
腕

筋
電
図
解
析
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
学
生
に
は
国
内
学
会
、
日
本

語
論
文
作
成
を
最
低
ラ
イ
ン
と
し
て
、
可
能
で
あ
れ
ば
国
際
学
会

で
の
発
表
に
挑
戦
す
る
よ
う
に
研
究
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
過
去
に
本
研
究
室
で
自
主
学
習
を
し
た
メ
ン
バ
ー

が
、
毎
年
1

�

2
名
整
形
外
科
に
入
局
を
し
て
く
れ
て
お
り
、
こ

の
点
も
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
研
究
室
秘
書
は
昨
年
12
月
に
竹
村
真
奈
さ
ん
が
期
間
満
了
に
て

退
職
さ
れ
、
今
年
1
月
よ
り
山
下
朱
美
さ
ん
が
勤
務
さ
れ
て
い
ま

す
。

　４
、
お
わ
り
に

　
現
在
の
研
究
室
体
制
に
な
り
早
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
一
つ

の
節
目
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
室
内
の
関
連
業
績

を
ま
と
め
る
作
業
に
取
り
掛
か
か
り
ま
し
た
。
年
末
ま
で
に
は
バ

イ
オ
メ
カ
研
究
室
業
績
集
と
し
て
お
披
露
目
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
で
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

け
て
い
る
の
は
、
ひ
と
え
に
戸
山
教
授
を
は
じ
め
諸
先
生
方
の
尽

力
・
支
援
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
大
変
感
謝
し
お
て
り
ま
す
。
し

か
し
戸
山
教
授
の
任
期
等
を
考
え
る
と
、
今
後
ゆ
る
ぎ
な
い
研
究

室
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
資
金
面
な
ど
に
つ
い
て
次
の
ス

テ
ッ
プ
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
た
な
受
託
研
究
や

競
争
的
資
金
獲
得
が
で
き
る
よ
う
、
メ
ン
バ
ー
一
同
、
一
丸
と
な
っ

て
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
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東
海
大
学
の
現
況
に
つ
い
て
、
原
稿
の
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
渡
辺
雅
彦
先
生
も
寄
稿
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
持
田
か

ら
は
主
に
人
事
と
研
究
面
の
ご
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

　
東
海
大
学
医
学
部
外
科
学
系
整
形
外
科
学
は
１
９
７
４
年
の
開

講
で
す
。
ま
も
な
く
40
年
を
む
か
え
ま
す
。
同
門
会
（
星
整
会
）

の
会
員
は
物
故
者
、
退
会
者
を
除
い
て
１
５
３
名
で
す
が
、
現
有

の
領
域
員
（
医
局
員
の
こ
と
）
は
伊
勢
原
本
院
、
大
磯
分
院
、
八

王
子
分
院
と
関
連
病
院
な
ら
び
に
学
内
関
連
領
域
へ
の
出
向
を
含

め
て
64
名
で
す
。
東
海
大
学
医
学
部
全
体
で
は
、
研
修
医
マ
ッ
チ

ン
グ
開
始
以
降
、
新
人
の
獲
得
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
が
、
整
形
外

科
学
領
域
は
１
９
８
３
年
以
降
、
新
規
加
入
ゼ
ロ
の
年
は
な
く
、

そ
の
記
録
は
既
に
30
年
間
連
続
し
て
い
ま
す
。
慶
應
で
は
入
局
者

が
い
な
い
年
な
ど
、
全
く
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

全
国
の
医
学
部
整
形
外
科
教
室
で
は
現
実
の
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
点
か
ら
は
毎
年
3
、
4
名
の
新
規
加
入
で
す
が
、
学
内

で
は
垂
涎
の
的
で
す
。
卒
業
生
中
心
に
基
礎
、
臨
床
と
も
力
を
付

け
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
組
織
が
活
力
を
持
っ
て
継
続
す
る
た

め
に
は
、
組
織
内
の
人
事
を
活
発
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
外
部

か
ら
も
色
々
な
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
持
っ
た
人
材
を
定
期
的
に
注
入

す
る
こ
と
が
大
切
と
感
じ
て
お
り
、
教
授
職
と
し
て
11
年
間
を
経

過
し
た
今
、
そ
の
時
期
に
来
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
来
年

以
降
、
学
外
か
ら
の
若
手
の
人
材
の
注
入
を
考
え
て
い
ま
す
が
、

２
０
１
１
年
4
月
に
66
回
生
の
渡
辺
雅
彦
先
生
が
専
任
教
授
に
昇

格
さ
れ
、
ま
た
２
０
１
２
年
3
月
に
は
、
50
回
生
の
岡
義
範
教
授

（
大
磯
病
院
）
が
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
こ
と
か
ら
も
、
丁
度
良

い
時
期
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
２
０
１
０
年
10
月
に
第
25
回
日
本
整
形
外
科
学
会
基
礎
学

術
集
会
を
京
都
で
主
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
基
礎
学
会

終
了
後
も
臨
床
に
つ
な
が
る
基
礎
研
究
を
粛
々
と
続
け
、
ま
た
臨

床
研
究
もstudy design

が
し
っ
か
り
し
た
発
表
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
脊
椎
脊
髄
領
域
が
多
数
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
四
肢
外
傷
に
関
し
て
も
質
の
高
い
発
表
が
増
加
し
、
と
か

く
経
験
論
的
な
発
表
の
多
い
整
形
外
科
学
外
傷
研
究
の
中
で
東
海

大
学
か
ら
の
発
表
は
際
立
ち
つ
つ
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
１
年
以
降
の
10
年
間
の
本
学
医
学
研
究
科
で
の
学
位
（
博

士
）
の
取
得
者
数
で
は
、
整
形
外
科
学
領
域
の
取
得
者
数
が
大
学

院
課
程
博
士
、
論
文
博
士
と
も
に
1
位
で
す
。
臨
床
系
、
基
礎
系
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関
連
大
学
便
り

東
海
大
学
の
現
況
と
今
後
に
つ
い
て

持
　
田
　
讓
　
治
（
54
回
）
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を
含
め
て
こ
の
10
年
間
の
学
位
（
博
士
）
取
得
者
の
17
％
が
整
形

外
科
学
領
域
で
あ
り
、
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
２
０
０
１

年
に
持
田
が
現
職
に
就
い
た
後
、
す
べ
て
の
整
形
外
科
学
臓
器
を

研
究
の
対
象
と
す
る
も
の
も
、
そ
の
研
究
手
法
は
「
再
生
」
の
み

に
統
一
し
ま
し
た
。
研
究
費
、
研
究
場
所
、
研
究
助
手
の
配
置
な

ど
の
面
か
ら
も
極
め
て
合
理
的
で
あ
り
、
多
数
の
学
会
発
表
と
論

文
掲
載
に
つ
な
が
っ
た
源
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
人
数
の

少
な
い
教
室
に
お
け
る
基
礎
研
究
の
進
め
方
と
し
て
、
間
違
っ
て

い
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

　
２
０
０
８
年
1
月
に
厚
生
労
働
省
の
「
ヒ
ト
幹
細
胞
を
用
い
る

臨
床
研
究
に
関
す
る
指
針
」
に
て
承
認
さ
れ
、
２
０
０
９
年
か
ら

実
際
の
臨
床
研
究
を
開
始
し
た
活
性
化
椎
間
板
髄
核
細
胞
を
用
い

た
椎
間
板
再
生
研
究
は
、
２
０
１
１
年
9
月
に
予
定
さ
れ
た
症
例

（
全
体
で
10
例
）
へ
の
移
植
術
が
終
了
し
ま
し
た
。
10
例
中
6
例

は
す
で
に
3
年
間
の
経
過
観
察
を
終
了
し
て
お
り
、
残
り
の
4
例

も
含
め
て
、
全
例
で
有
害
事
象
は
な
く
、
ま
た
椎
間
板
変
性
抑
制

効
果
も
良
好
で
す
。
今
後
次
の
段
階
に
向
け
て
高
度
医
療
な
ど
の

申
請
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
慶
應
の
医
局
で
過
ご
し
た
若
い
頃
に

漠
然
と
抱
い
て
い
た
臨
床
現
場
で
の
疑
問
を
、
東
海
大
学
の
場
で

基
礎
研
究
に
戻
し
、
橋
渡
し
研
究
を
経
て
臨
床
の
現
場
に
戻
せ
た

こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
椎
間
板
再
生
研
究
は
極

め
て
素
朴
な
疑
問
（
髄
核
組
織
は
本
当
に
不
要
な
も
の
か
？
）
か

ら
始
ま
っ
た
こ
と
で
す
が
、
小
型
動
物
、
中
型
動
物
、
大
型
動
物

のin vitro, in vivo

の
研
究
、
ヒ
ト
の
細
胞
を
使
っ
たin vitro

の
研
究
、
そ
し
て
厚
生
労
働
省
承
認
の
臨
床
研
究
に
至
る
ま
で
に

15
年
の
期
間
を
要
し
ま
し
た
。
自
分
で
も
よ
く
継
続
で
き
た
な
と

い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。
２
０
０
９
年
か
ら
3
年
間
に
亘
り
1
億

円
を
超
え
る
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
を
得
た
こ
と
が
そ
の
実
現
の

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
長
い
期
間
の
地
道
な
研

究
を
淡
々
・
粛
々
と
支
え
て
く
れ
た
東
海
大
学
の
多
く
の
若
い
仲

間
た
ち
の
熱
意
と
努
力
の
賜
物
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
彼
ら
に
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
藤
正
人
准
教
授
（
防
衛
医
科

大
学
校
出
身
）
に
よ
る
温
度
応
答
性
細
胞
シ
ー
ト
を
用
い
た
変
性

関
節
軟
骨
に
対
す
る
臨
床
研
究
も
、
同
様
に
幹
細
胞
の
指
針
を
通

過
し
、
す
で
に
臨
床
研
究
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
渡
辺
雅
彦
教
授

に
よ
る
脊
髄
再
生
研
究
も
、
慶
應
グ
ル
ー
プ
と
は
少
し
違
う
切
り

口
と
視
野
を
持
っ
て
継
続
さ
れ
て
お
り
、
次
の
5
年
間
で
更
に
発

展
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
医
学
は
「
実
学
」
の
科
学
で
す
。
従
っ
て
、
行
わ
れ
る
基
礎
研

究
は
臨
床
現
場
に
還
元
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
臨
床
に
大
き
く
影
響

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
東
海
大
学
で
は
、

第
25
回
日
整
会
基
礎
学
術
集
会
で
掲
げ
た
「
思
索
の
糸
を
つ
む
い

で
・
臨
床
を
科
学
す
る
基
礎
の
チ
カ
ラ
」
と
い
う
標
語
を
反
芻
し

つ
つ
、「
ラ
ボ
ベ
ン
チ
か
ら
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
直
接
つ
な
が
る
研
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究
」
を
今
後
も
ど
ん
ど
ん
と
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
信
濃
町
の
同

門
の
先
生
方
の
益
々
の
ご
教
示
と
応
援
を
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
同
窓
の
先
生
方
に
は
、
日
頃

よ
り
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
私
の
ボ
ス
で
あ
り
ま
す
持
田
讓
治
教
授
（
54
回
）

も
東
海
大
学
整
形
外
科
の
紹
介
文
を
寄
稿
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、

重
複
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
お
許
し
く
だ
さ

い
。
若
手
の
先
生
方
に
は
良
く
ご
存
じ
な
い
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
簡
単
に
東
海
整
形
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
東
海
大
学
医
学
部
は
神
奈
川
県
の
伊
勢
原
市
に
あ
り
ま
す
。

新
宿
か
ら
小
田
急
線
急
行
で
約
1
時
間
の
距
離
に
あ
り
、
厚
木
の

先
で
す
。
駅
か
ら
徒
歩
20
分
と
少
し
距
離
は
あ
る
の
で
す
が
、
一

つ
の
丘
全
体
が
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
信
濃
町
に
比
べ
ま

す
と
、
広
々
と
し
た
開
放
感
が
あ
り
ま
す
。（
私
は
二
子
玉
川
か

ら
東
名
高
速
を
使
い
車
で
通
勤
し
て
い
ま
す
が
、
渋
滞
が
な
け
れ

ば
50
分
弱
の
道
程
で
す
。）
付
属
病
院
は
伊
勢
原
本
院
の
他
、
大

磯
病
院
、
八
王
子
病
院
、
東
京
病
院
（
整
形
外
科
の
常
勤
医
は
い

ま
せ
ん
）
が
あ
り
ま
す
。
伊
勢
原
本
院
は
教
員
、
助
教
、
大
学
院

生
で
約
30
名
、
大
磯
病
院
と
八
王
子
病
院
は
5
‐
6
名
の
教
員
・

東
海
大
学
医
学
部
外
科
学
系
整
形
外
科
学
教	

  

授
を
拝
命
し
て

渡
　
辺
　
雅
　
彦
（
66
回
）
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助
教
で
診
療
・
教
育
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
幾
つ
か

の
数
人
規
模
の
関
連
病
院
に
領
域
員
（
東
海
大
学
で
は
医
局
で
は

な
く
領
域
と
称
し
ま
す
）
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
慶
應
の
同
窓
は
、

大
磯
病
院
院
長
を
お
つ
と
め
に
な
っ
た
岡
義
範
先
生
（
50
回
）
が 

２
０
１
２
年
3
月
に
退
任
さ
れ
た
後
は
、
持
田
教
授
と
私
の
2
人

だ
け
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
の
学
生
時
代
に
東
名
高
速
か
ら
見

え
た
（
現
在
は
防
音
壁
の
た
め
に
、
東
名
か
ら
東
海
大
学
付
属
病

院
は
見
え
ま
せ
ん
）
近
代
的
な
病
院
は
す
っ
か
り
古
く
な
り
現
在

は
医
学
部
棟
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
国
道
２
４
６
側

に
２
０
０
６
年
に
地
上
14
階
建
て
の
新
病
院
が
完
成
し
、
そ
ち
ら

で
日
々
の
診
療
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
病
院
の
ハ
ー
ド
ウ
エ

ア
は
日
本
で
も
有
数
の
充
実
度
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
人

的
な
面
で
も
、
持
田
先
生
と
私
は
有
馬
亨
先
生
（
42
回
）
が
開
か

れ
た
東
海
脊
椎
脊
髄
を
引
き
継
い
で
お
り
ま
す
が
、
今
井
望
名
誉

教
授
（
32
回
、
膝
）、
故
福
田
宏
明
名
誉
教
授
（
40
回
、
肩
）、
岡

先
生
（
手
）、戸
松
泰
介
先
生
（
46
回
、膝
）、臼
井
宏
先
生
（
51
回
、

股
）
が
ま
か
れ
た
種
が
東
海
大
の
卒
業
生
の
中
で
確
実
に
実
を
結

び
、
す
べ
て
の
パ
ー
ト
で
充
実
し
た
臨
床
を
提
供
で
き
る
体
制
が

整
っ
て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
西
部
の
同
窓
の
先
生
方
に
は
、
待
ち

時
間
等
で
の
患
者
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
こ
と
か
ら
、
更
な
る

連
携
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
さ
て
、
私
事
で
は
あ
り
ま

す
が
、
持
田
教
授
に
御
推
挙
い
た
だ
き
２
０
１
１
年
4
月
よ
り
教

授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
御
指
導
頂
き
ま
し
た
同
窓

の
先
輩
方
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
浅
学
非
才
の
身
で
は

あ
り
ま
す
が
、
拝
命
し
ま
し
た
資
格
に
人
間
的
に
も
学
問
的
に
も

ふ
さ
わ
し
い
医
師
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
ま

た
、
２
０
１
１
年
5
月
19
日
に
は
Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル
で
祝
賀
会
を
し
て
い
た
だ
き
、
矢
部
裕
名
誉
教
授
、

戸
山
芳
昭
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
同
窓
の
先
生
方
に
ご
臨

席
賜
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
．
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
東
海
大
学
は
教
員
資
格
と

職
責
は
異
な
る
と
の
考
え
方
か
ら
複
数
教
授
制
を
と
っ
て
お
り
、

今
回
昇
格
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
よ

り
教
授
選
考
や
学
位
審
査
等
の
仕
事
、
入
試
関
係
や
父
兄
と
の
交

流
連
携
等
の
教
員
と
し
て
の
新
た
な
仕
事
を
勉
強
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
が
、
整
形
外
科
医
と
し
ま
し
て
は
持
田
教
授
に
御
指
導

い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
准
教
授
時
代
以
上
に
領
域
全
体
に
目
を
配
り
、
教
育
に
、

基
礎
研
究
と
臨
床
研
究
に
、
臨
床
に
、
持
田
教
授
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
東
海
大
学

は
、
２
０
１
０
年
に
持
田
教
授
が
日
本
整
形
外
科
基
礎
学
術
集
会

を
主
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
か
ら
も
、
基
礎
研
究
が
大
変
盛
ん
で
す
。

新
入
領
域
員
の
数
は
毎
年
平
均
3
名
ほ
ど
で
す
が
、
整
形
外
科
で

は
ほ
と
ん
ど
の
研
修
医
が
大
学
院
へ
進
学
し
ま
す
。
他
科
と
比
較
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し
ま
す
と
、
非
常
に
高
い
進
学
率
で
す
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
持
田

教
授
指
導
の
椎
間
板
研
究
、
佐
藤
准
教
授
指
導
の
軟
骨
研
究
、
そ

し
て
私
の
脊
髄
研
究
の
ど
れ
か
に
属
し
、
一
生
懸
命
研
究
に
取
り

組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
私
の
脊
髄
部
門
で
は
、
慶
應
の
よ
う
な

ホ
ー
ム
ラ
ン
は
打
て
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
大
学
院
生
と
こ
つ

こ
つ
ヒ
ッ
ト
を
積
み
重
ね
社
会
に
還
元
で
き
る
よ
う
な
仕
事
を
続

け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
盛
ん
な
基
礎
研
究
の
一
方
で
、
臨

床
報
告
が
少
な
い
こ
と
は
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

retrosp
ectiv

e

な
分
析
を
積
み
重
ね
文
献
的
な
検
討
を
加
え
る
こ

と
が
、
一
人
一
人
の
患
者
さ
ん
へ
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
な
く
、

新
た
なp

rosp
ectiv

e stu
d
y

へ
の
発
想
に
も
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
私
はsu

b
staff 

と
し
て
12
年
生
で
帰
室
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
時
に
、
戸
山
教
授
か
ら
年
間
8
回
の
学
会
発
表
を
す
る
よ
う
御

指
導
を
う
け
、
い
つ
も
次
の
ネ
タ
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
一
人
一
人
の
患
者
さ
ん
を
た
だ
治
療
す
る
の
で
は
な
く
、
科
学

的
な
眼
で
観
察
し
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
事
か
ら
、
本
来
な
ら
報
告
す
べ
き
新
治
験
が

あ
り
学
会
発
表
を
行
う
も
の
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
キ
ャ
リ
ア
の

あ
る
過
程
に
お
い
て
は
「
先
に
学
会
あ
り
き
」
も
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
は
学
会
の
抄
録
の
締
め
切
り
が

近
づ
き
ま
す
と
、領
域
の
助
教
や
講
師
の
先
生
に
「
な
に
だ
す
の
？

な
に
だ
す
の
？
」
と
迫
り
若
干
嫌
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
徐
々
に
中
堅
の
臨
床
研
究
報
告
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

小
さ
な
歩
み
で
す
が
、
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
皆
が
自
発
的
か
つ

活
発
な
学
会
活
動
へ
と
向
か
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
東
海
大
整
形
の
最
大
の
う
り
は
、
そ
の
雰
囲
気
の
良
さ
で
す
。

仲
の
良
い
、
一
致
団
結
し
た
体
育
会
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
だ
け

れ
ば
良
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
熱
いh

osp
itality m

in
d

を
持
っ
て
い
ま
す
。
臨
床
、

基
礎
研
究
、
す
べ
て
に
お

い
て
東
海
大
整
形
は
開
か

れ
た
領
域
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
同
窓
の
先
生
方
で
、

東
海
大
の
活
動
に
少
し
で

も
興
味
を
も
た
れ
る
先
生

が
居
ら
れ
ま
し
た
ら
、
い

つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
い
つ
で
も
お
迎
え
に

あ
が
り
ま
す
。
お
互
い
の

発
展
に
つ
な
が
る
す
ば
ら

し
い
連
携
が
で
き
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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防
衛
医
科
大
学
校
整
形
外
科
学
講
座
は
昭
和
51
年
（
１
９
７
６

年
）
に
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
下
村
裕
教
授
、
第
２
代
新
名
正

由
教
授
、
第
３
代
冨
士
川
恭
輔
教
授
と
引
き
継
が
れ
、
平
成
16
年

に
冨
士
川
教
授
の
後
を
根
本
が
継
い
で
8
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
防
衛
医
大
の
特
色
は
一
般
医
学
の
他
に
防
衛
医
学
の
教
育
・
研

究
・
臨
床
を
行
う
こ
と
で
す
。
防
衛
医
学
と
は
安
全
保
障
に
関
す

る
医
学
で
す
が
、
国
民
の
安
全
と
安
心
の
た
め
の
医
学
と
言
っ
て

も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
教
官
定
員
は
各
講
座
原
則
10
名
で
す
が
、
現
在
11
名
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。
慶
應
卒
業
生
が
8
名
、
防
衛
医
大
卒
業
生
が
2
名
、

日
大
薬
学
部
卒
業
生
が
1
名
で
す
。
慶
應
同
窓
会
員
は
、
根
本
の

他
に
、
朝
妻
孝
仁
准
教
授
（
57
回
）、
有
野
浩
司
講
師
・
医
局
長

（
66
回
）、谷
戸
祥
之
講
師
（
68
回
）、三
尾
健
介
指
定
講
師
（
74
回
）、

今
林
英
明
指
定
講
師
（
74
回
）、
城
本
雄
一
郎
助
教
（
78
回
）、
田

中
公
一
朗
助
教
（
78
回
）
の
計
8
名
で
す
。
防
衛
医
大
卒
業
生
は
、

吉
原
愛
雄
講
師
（
67
回
特
）、
尼
子
雅
敏
指
定
講
師
（
69
回
特
）

の
2
名
で
す
。
薬
学
部
卒
業
生
は
尾
熊
丈
実
助
教
（
昭
和
55
年
卒
）

で
す
。
な
お
、
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
部
長
は
小
林
龍
生

准
教
授
（
60
回
）
で
す
。

　
臨
床
は
脊
椎
・
脊
髄
班
（
朝
妻
、
谷
戸
、
今
林
）、
手
・
上
肢

班
（
根
本
、
有
野
、
尼
子
）、
股
関
節
班
（
吉
原
、
城
本
）、
膝
関

節
班
（
三
尾
、
田
中
）
の
4
個
の
診
療
班
体
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

脊
椎
・
脊
髄
班
で
は
側
彎
症
、in

stru
m

en
tation

、n
av

ig
ation 

surgery

。
手
・
上
肢
班
は
末
梢
神
経
、
音
楽
家
の
手
（m

usician ’
s 

hand

）
の
障
害
、
肩
・
肘
関
節
鏡
視
下
手
術
、
股
関
節
班
で
は
人

工
関
節
、
骨
切
術
、
膝
関
節
班
で
は
靭
帯
再
建
、
人
工
関
節
が
多

い
の
が
特
徴
で
す
。
現
在
、
骨
軟
部
悪
性
腫
瘍
の
み
は
部
外
の
専

門
病
院
に
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
以
外
は
全
て
の
領
域
を
カ

バ
ー
し
て
い
ま
す
。
受
診
患
者
の
90
％
以
上
は
自
衛
官
以
外
の
一

般
人
で
あ
り
、
関
東
地
方
以
外
か
ら
も
紹
介
患
者
が
受
診
し
て
い

ま
す
。

　
防
衛
医
大
の
学
生
教
育
は
い
わ
ゆ
る
系
別
教
育
で
す
。
当
講
座

が
中
心
と
な
っ
て
運
動
器
系
の
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
整
形
外

科
の
他
、
生
理
学
、
病
理
学
、
放
射
線
医
学
、
小
児
科
学
、
神
経

内
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
に
参
加
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｓ
Ｌ
で
は
学
生
が
３
週
間
配
属
さ
れ
ま
す
。
教
官
全
員
で
ク
ル

ズ
ス
を
担
当
し
ま
す
。
学
生
を
２
人
ず
つ
ペ
ア
に
し
て
ギ
プ
ス
実

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
互
い
に
ギ
プ
ス
を
巻
い
て
電
動
カ
ッ

タ
ー
で
切
る
実
習
は
患
者
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
の
に
大
変
効
果

防
衛
医
科
大
学
校
整
形
外
科
学
講
座

根
　
本
　
孝
　
一
（
55
回
）
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的
で
あ
り
、
学
生
は
真
剣
に
学
習
し
て
い
ま
す
。
当
科
医
局
員
の

懇
切
丁
寧
な
指
導
は
学
生
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
防
衛
医
大
で
は
以
前
か
ら
研
修
医
の
ロ
ー
テ
ー
ト
を
行
っ
て
お

り
、
整
形
外
科
は
必
修
診
療
科
目
で
す
。
い
わ
ゆ
る
マ
ッ
チ
ン
グ

と
は
無
関
係
で
す
。
整
形
外
科
の
人
気
は
高
く
、
今
年
の
新
卒
者

は
8
人
が
入
局
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
は
皆
自
衛
官
で
す

か
ら
、
防
衛
省
の
人
事
で
移
動
し
ま
す
。
折
角
、
整
形
外
科
専
門

医
に
育
て
上
げ
て
も
医
局
に
は
原
則
と
し
て
残
せ
な
い
の
が
残
念

で
す
。
自
衛
隊
は
元
来
健
康
な
青
壮
年
の
集
団
な
の
で
疾
病
は
少

な
い
の
で
す
が
、
外
傷
・
障
害
は
多
い
の
で
す
。
自
衛
隊
医
官
と

し
て
現
場
に
出
て
最
も
必
要
と
さ
れ
る
診
療
科
が
整
形
外
科
で

す
。
米
軍
衛
生
部
に
お
い
て
も
最
も
活
躍
し
て
い
る
診
療
科
は
整

形
外
科
で
す
。

　
現
在
行
っ
て
い
る
基
礎
研
究
の
テ
ー
マ
は
、
末
梢
神
経
損
傷
、

微
小
重
力
環
境
、
高
圧
酸
素
療
法
、
骨
代
謝
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
な

ど
で
す
。
基
礎
医
学
講
座
や
防
衛
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
各
部
門
と

の
連
携
の
下
で
、
研
究
科
（
一
般
大
学
の
大
学
院
に
相
当
）
学
生

及
び
若
手
教
官
が
熱
心
に
実
験
的
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

2
名
の
研
究
科
学
生
が
お
り
ま
す
が
、
10
月
か
ら
更
に
2
名
が
加

わ
り
ま
す
。
臨
床
研
究
は
各
教
官
が
専
門
分
野
に
つ
い
て
幅
広
く

行
っ
て
い
ま
す
。
研
究
費
の
面
で
は
、
防
衛
医
大
は
充
分
と
は
言

え
な
い
ま
で
も
他
大
学
に
比
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
言
っ
て
良
い

で
し
ょ
う
。
外
国
留
学
中
は
、
教
官
、
研
究
科
学
生
と
も
に
身
分

と
給
与
が
保
障
さ
れ
ま
す
。
教
官
11
名
中
6
名
に
外
国
留
学
の
経

験
が
あ
り
ま
す
。

　
日
整
会
学
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
（
平
成
21
〜
23
年
度
の
３
年

間
）
と
し
て
、『
大
規
模
集
団
に
お
け
る
運
動
器
外
傷
・
障
害
の

疫
学
的
研
究
』
を
実
施
し
、
今
年
5
月
の
日
整
会
総
会
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
研
究
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
青
年
期
の
運
動
器
外
傷
・

障
害
の
大
部
分
が
運
動
に
よ
る
受
傷
で
あ
り
、
背
景
に
は
誤
っ
た

方
法
で
の
運
動
や
過
度
な
運
動
、
不
適
切
な
環
境
・
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
で
の
運
動
が
関
与
し
て
い
ま
す
。
整
形
外
科
の
立
場
か
ら
運

動
に
伴
う
外
傷
・
障
害
の
予
防
を
積
極
的
に
啓
蒙
す
る
必
要
が
あ

り
、
国
民
に
広
く
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
、『
運
動
習
慣
病

(ex
ercise related d

isease)

』
の
概
念
を
提
唱
し
ま
し
た
。
競

技
能
力
の
向
上
の
み
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
運
動
器
の
外
傷
・

障
害
を
予
防
し
て
、
適
切
な
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
。

　
今
年
４
月
か
ら
は
、
防
衛
医
学
推
進
研
究
（
平
成
24
〜
26
年
度

の
３
年
間
）
と
し
て
『
自
衛
官
の
運
動
器
外
傷
・
障
害
の
実
態
と

予
防
に
関
す
る
疫
学
的
研
究
』
を
開
始
し
ま
し
た
。
疫
学
デ
ー
タ

は
医
療
政
策
や
医
学
教
育
に
お
け
る
優
先
度
を
決
定
す
る
上
で
重

要
で
す
。
整
形
外
科
に
限
ら
ず
疫
学
の
重
要
性
は
増
大
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
疫
学
研
究
を
行
う
上
で
、
自
衛
隊
は
母
集
団
が
大
き
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く
し
か
も
脱
落
が
な
い
と
い
う
大
き
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
防
衛
医
大
特
別
研
究
（
平
成
24
〜
26
年
度
の
３
年
間
）

と
し
て
、『
末
梢
神
経
障
害
の
病
態
解
明
と
再
生
・
治
療
に
関
す

る
研
究
』
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
整
形
外
科
、
神
経
内
科
、

耳
鼻
咽
喉
科
、
解
剖
学
、
分
子
生
体
制
御
学
の
５
講
座
の
共
同
研

究
で
す
。

　
当
講
座
は
、
平
成
27
年
に
第
58
回
日
本
手
外
科
学
会
学
術
集
会

を
担
当
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
具
体
的
な
準
備

の
検
討
に
入
り
ま
す
が
、
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
国
民
が
自
衛
隊
に
寄
せ
る
期
待
は
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
医
療
部
門
は
自
衛
隊
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
整
形
外
科
は

自
衛
隊
医
療
に
お
い
て
最
も
必
要
性
の
高
い
診
療
科
で
す
。
東
日

本
大
震
災
で
も
多
く
の
自
衛
隊
医
官
が
災
害
救
援
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
当
講
座
の
責
務
は
、
整
形
外
科
の
高
度
な
臨
床
能
力
を
有
す
る

自
衛
隊
医
官
の
育
成
で
す
。
今
後
も
教
育
・
研
究
・
臨
床
の
一
層

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
医
療
の
一
翼
を
担
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
の
先
生
方
の
一
層
の
御
指
導
御
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
藤
田
保
健
衛
生
大
学
病
院
は
桶
狭
間
の
戦
い
の
あ
っ
た
名
古
屋

市
の
東
に
位
置
す
る
豊
明
市
に
立
地
し
、
約
１,
５
０
０
床
の
病

床
を
有
す
る
特
定
機
能
病
院
で
す
。
豊
明
市
に
は
市
民
病
院
が
な

い
関
係
上
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
ウ
オ
ー
ク
イ
ン
の
患
者
か

ら
３
次
救
急
患
者
ま
で
広
く
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
本
学
の
建

学
理
念
は
「
独
創
一
理
」
と
い
い
、
創
造
力
で
自
分
自
身
に
よ
り

新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
行
く
と
い
う
創
設
者
で
あ
る
藤
田
啓

介
先
生
の
提
唱
し
た
言
葉
で
す
。
こ
の
理
念
の
も
と
、
常
に
現
場

主
義
で
良
き
臨
床
医
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
学
整
形
外
科
学
教
室
は
、
股
関
節
・
小
児
班
、
脊
椎
・
脊
髄

班
、
膝
・
リ
ウ
マ
チ
班
、
上
肢
・
手
の
外
科
班
、
骨
・
軟
部
腫
瘍

班
の
５
診
療
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
ま
で
は
外

傷
班
が
組
織
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
教
室
員
人
数
の
う
え
で
独

立
し
た
臨
床
班
と
し
て
維
持
す
る
の
が
困
難
と
な
り
、
外
傷
患
者

は
各
臨
床
班
が
責
任
を
も
っ
て
受
け
持
つ
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
慶
應
か
ら
は
山
田
治
基
（
股
関
節
・
リ
ウ
マ
チ
、
58
回
）、
鈴

藤
田
保
健
衛
生
大
学
整
形
外
科
学
教
室

山
　
田
　
治
　
基
（
58
回
）
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木
克
侍
（
上
肢
・
手
の
外
科
、
５９
回
）、
寺
田
信
樹
（
上
肢
・
手

の
外
科
、
坂
文
種
報
徳
会
病
院
、
６５
回
）
小
宮
浩
一
郎
（
膝
・
リ

ウ
マ
チ
、
坂
文
種
報
徳
会
病
院
、
７４
回
特
）
の
４
名
が
在
籍
し
て

お
り
ま
す
。
平
成
２４
年
３
月
末
に
永
ら
く
当
院
の
脊
椎
班
を
運
営

さ
れ
て
き
た
中
井
定
明
教
授
（
５２
回
）
が
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

中
井
先
生
は
藤
田
保
健
衛
生
大
学
整
形
外
科
の
看
板
教
授
で
あ

り
、
永
年
の
教
室
お
よ
び
病
院
に
対
す
る
先
生
の
ご
貢
献
に
本
紙

面
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
坂
文
種
報
徳

會
病
院
整
形
外
科
の
寺
田
信
樹
先
生
は
昨
年
、
第
一
教
育
病
院
の

鈴
木
克
侍
先
生
は
本
年
、
そ
れ
ぞ
れ
教
授
に
昇
格
さ
れ
、
大
学
の

な
か
に
も
新
し
い
流
れ
が
出
来
つ
つ
あ
り
ま
す
。
事
実
、
手
の
外

科
の
症
例
数
が
最
近
、
飛
躍
的
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
約
８
年

間
、
当
教
室
に
在
籍
し
て
く
だ
さ
っ
た
金
治
有
彦
先
生
（
小
児
・

股
関
節
、
７３
回
）
は
本
年
４
月
か
ら
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
の

股
関
節
班
の
責
任
者
と
し
て
帰
室
さ
れ
ま
し
た
。
慶
應
の
股
関
節

に
新
風
を
吹
き
込
む
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
の
第
１
教
育
病
院
（
豊
明
）
の
中
央
手
術
室
で
の
手
術

件
数
は
は
じ
め
て
１
０
０
０
件
を
突
破
し
、
病
院
内
で
も
眼
科
、

脳
外
科
に
続
い
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
麻
酔
科
医
師
が
手
術
件

数
の
割
に
は
少
な
く
、
整
形
外
科
医
が
麻
酔
を
担
当
す
る
こ
と
も

あ
る
の
が
現
状
で
す
。
私
の
専
門
と
す
る
股
関
節
領
域
で
は
、
侵

襲
の
少
な
い
小
皮
切
に
よ
る
人
工
股
関
節
置
換
術
（M

in
im

ally 

Incision Surgery

：M
IS-T

H
R

法
）
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、

全
Ｔ
Ｈ
Ｒ
の
三
分
の
二
以
上
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
術
後
早
期
の

脱
臼
は
、
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
経
験
し
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
過
去

に
反
対
側
を
手
術
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
か
ら
、
今
回
は
術
後
が

大
変
、
楽
に
な
っ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
教
室

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
もM

IS
-T

H
R

を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、

年
輩
の
方
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
初
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が

少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
ま
す
。
早
く
社
会
復
帰
し
た
い
と
い
う
患
者

さ
ん
の
希
望
を
か
な
え
る
術
式
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
藤
田
保
健
衛
生
大
学
病
院
は
星
長
清
隆
先
生
（
５４
回
、
泌
尿
器

科
）
が
院
長
と
し
て
旗
を
振
り
、
生
き
残
り
を
か
け
て
新
機
軸
を

多
数
、
実
践
し
て
お
り
ま
す
。
ダ
ビ
ン
チ
を
用
い
た
腹
腔
鏡
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
開
設
（
ブ
タ
を
実
験
動
物
と
し
て
使
用
）、

麻
酔
医
師
の
ア
シ
ス
ト
を
す
る
麻
酔
看
護
師
の
育
成
を
目
標
と
す

る
学
科
の
新
設
、
臓
器
移
植
講
座
の
新
設
、
緩
和
病
棟
の
設
置
な

ど
矢
継
ぎ
早
に
改
革
が
行
わ
れ
て
お
り
、
目
の
回
る
ス
ピ
ー
ド
で

す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
証
券
会
社
の
言
い
な
り
に
資
金
運
用

し
て
い
た
本
学
園
は
、
多
額
の
損
失
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
平
成

２３
年
１２
月
末
に
す
べ
て
の
投
機
的
取
引
を
解
約
金
を
払
っ
て
解
約

し
、
今
後
経
済
状
況
の
悪
化
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
今
以
上
に
損

失
が
膨
ら
ま
な
い
経
営
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
報
告
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
２
年
後
に
７
５
０
床
の
新
病
棟
建
設
を
目
指
し
て
、
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現
在
そ
の
設
計
の
最
終
調
整
に
取
り
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
２４
年
度
は
２
人
の
入
局
者
が
あ
り
ま
し
た
が
２
人
と
も
女

性
医
師
で
す
。
一
人
は
金
沢
医
科
大
学
を
卒
業
し
て
、
本
大
学
病

院
で
初
期
臨
床
研
修
を
受
け
た
医
師
で
あ
り
、
も
う
１
人
は
本
学

卒
業
者
で
あ
り
、
２
人
と
も
フ
ァ
イ
ト
と
ハ
ー
ト
の
あ
る
将
来
、

有
望
な
医
師
で
す
。
現
在
、
大
学
病
院
に
勤
務
し
て
い
る
整
形
外

科
医
師
は
２１
人
で
す
が
、
こ
の
２
人
を
入
れ
る
と
５
人
が
女
性
医

師
と
な
り
ま
す
。
医
学
部
学
生
の
う
ち
、
女
性
の
比
率
は
本
学
で

は
３５
％
ぐ
ら
い
で
す
の
で
、
整
形
外
科
に
も
女
性
医
師
が
増
え
る

の
は
当
然
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
彼
女
た
ち
が
働
き
や
す

い
教
室
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
２４
年
３
月
に
は
名
古
屋
市
で
第
25
回
日
本
軟
骨
代
謝
学
会

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
演
題
数
は
９０
を
越
え
、
学
会

参
加
者
数
も
３
０
０
名
の
大
台
に
届
く
な
ど
、
盛
況
の
内
に
終
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
重
に
慶
大
整
形
教
室
の
先
生
方
の
ご

支
援
に
よ
る
も
の
と
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
２５
年
に
は
教
室
で
、
第
４２
回
リ
ウ
マ
チ
の

外
科
研
究
会
（
平
成
２５
年
８
月
３１
日
）
と
第
４１
回
日
本
関
節
病
学

会
（
平
成
２５
年
１１
月
２
，
３
日
）
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
引
き
続
き
、
先
生
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
学
病
院
の
存
在
意
義
は
言
う
ま
で
も
な
く
次
の
世
代
の
人
材

の
育
成
に
あ
り
ま
す
。
独
創
一
理
と
い
う
創
始
者
の
理
念
に
基
づ

き
、
自
分
で
考
え
、
自
分
で
行
動
で
き
る
整
形
外
科
医
を
育
て
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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教
室
創
立
90
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
6
月
の

記
念
式
典
も
粛
々
と
し
か
も
盛
会
に
行
わ
れ
、
同
門
と
し
て
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
戸
山
教
授
が
会
長
を
務
め
た
昨

年
の
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
は
、
せ
っ
か
く
入
念

に
準
備
し
て
き
た
だ
け
に
震
災
の
た
め
ｗ
ｅ
ｂ
開
催
に
な
り
誠
に

残
念
で
し
た
。
し
か
し
、
戸
山
教
授
の
迅
速
な
判
断
は
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
の
母
校
の
整
形
外
科
学
会
と
そ
の
関
連
学
会
に
お
け
る
臨

床
お
よ
び
基
礎
分
野
で
の
め
ざ
ま
し
い
活
躍
は
、
同
門
と
し
て
誇

ら
し
く
思
い
ま
す
し
、
ま
た
励
み
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
杏
林

大
学
は
私
が
昨
年
か
ら
里
見
和
彦
前
教
授
の
後
を
受
け
て
教
室
主

任
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
同
門
と
し
て
は
他
に
森
井
健
司
准
教
授

が
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
し
、
今
年
４
月
か
ら
は
吉

山
晶
助
教
が
加
わ
り
、
森
井
准
教
授
と
共
に
骨
軟
部
腫
瘍
の
臨
床

を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
7
月
に
は
当
教
室
の
望
月
一

男
教
授
が
会
長
で
第
45
回
日
本
整
形
外
科
学
会
骨
・
軟
部
腫
瘍
学

術
集
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
お
陰
様
で
過
去
最
高
の
参
加
数

で
、
学
会
の
内
容
も
大
変
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
戸
山
教
授
は
じ
め
慶
應
の
応
援
の
お
陰
と
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
戸
山
教
授
と
臼
井
先
生
の
ご
配
慮
に
よ
り
村
山
医

療
セ
ン
タ
ー
に
も
脊
椎
の
勉
強
で
当
教
室
か
ら
１
人
が
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
、
当
教
室
の
入
局
者
数
は
毎
年
１
人
が
続
い
て
お
り
、
医

局
運
営
も
大
変
苦
戦
し
て
お
り
、
関
連
病
院
か
ら
の
撤
退
も
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
幸
い
今
年
は
優
秀
な
４
人
が
入
り
な

ん
と
か
一
息
つ
け
ま
し
た
。
近
年
の
入
局
者
数
の
低
迷
は
整
形
外

科
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
杏
林
大
学
の
外
科
系
全
般
に
共
通

す
る
問
題
で
す
。
今
年
の
４
人
は
脳
外
科
と
共
に
外
科
系
と
し
て

は
最
も
多
い
人
数
で
し
た
。
来
年
は
久
し
ぶ
り
に
女
性
医
師
の
入

局
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
が
、
な
ん
と
か
今
年
と
同
じ
か
よ
り
多

い
新
入
医
局
員
の
確
保
を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
臨
床
で
は
、
昨
年
の
手
術
件
数
が
１,
０
０
０
例
を
超
え
、
内

訳
は
脊
椎
が
約
２
６
０
例
で
最
も
多
く
、
膝
と
股
関
節
の
人
工
関

節
置
換
術
が
併
せ
て
約
２
０
０
例
で
、
肩
関
節
の
内
視
鏡
手
術
が

近
年
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
も
教

室
か
ら
常
時
2
名
派
遣
し
て
お
り
、
骨
盤
骨
折
や
多
発
骨
折
を
中

心
に
多
く
の
症
例
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
脊
椎
外
傷
の
手
術
例
も

増
加
し
て
お
り
ま
す
。

母
校
の
教
室
創
立
90
周
年
記
念
に
よ
せ
て

 
　
　
杏
林
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教
室

市
　
村
　
正
　
一
（
59
回
）
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一
方
基
礎
研
究
で
は
、
森
井
准
教
授
が
継
続
的
に
研
究
・
発
表

し
、
ま
た
若
い
医
局
員
を
指
導
し
て
お
り
、
他
に
は
骨
代
謝
や
膝

の
バ
イ
オ
メ
カ
を
中
心
に
研
究
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
大
学

院
生
が
1
人
と
少
な
く
、
し
か
も
臨
床
も
兼
務
し
て
お
り
、
ま
た

多
忙
な
医
局
員
に
も
な
か
な
か
十
分
な
基
礎
研
究
の
時
間
が
取
れ

な
い
の
が
現
状
で
す
。
臨
床
お
よ
び
基
礎
研
究
を
充
実
し
、
発
展

す
る
た
め
に
も
医
局
員
の
増
加
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
若
い
医
師
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
、
希
望
の

も
て
る
教
室
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
教
室
員
一
丸
と
な
っ
て
日
々

奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
貴
教
室
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
す
る
と
共
に
、
こ

れ
か
ら
も
杏
林
大
学
整
形
外
科
学
教
室
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
京
女
子
医
科
大
学
附
属
膠
原
病
リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー
は

１
９
８
２
年
に
創
立
さ
れ
て
本
年
で
丁
度
30
年
目
の
節
目
に
当
た

り
ま
す
。
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
を
中
心
に
関
節
リ
ウ
マ
チ
（
Ｒ
Ａ
）

や
膠
原
病
、
痛
風
、
変
形
性
関
節
症
な
ど
を
対
象
に
診
療
を
行
っ

て
い
る
専
門
に
特
化
し
た
施
設
で
す
。
外
来
は
新
宿
区
河
田
町
の

膠
原
病
リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー
本
部
と
新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
に
あ
る

分
室
で
行
っ
て
お
り
、
病
棟
は
河
田
町
の
東
京
女
子
医
科
大
学
病

院
内
に
あ
る
中
央
病
棟
10
階
で
す
。

　
当
大
学
は
以
前
か
ら
セ
ン
タ
ー
方
式
の
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
昨
今
の
医
療
情
勢
に
よ
り
多
く
の
施
設
は
東
京

女
子
医
科
大
学
附
属
病
院
に
帰
属
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
当

セ
ン
タ
ー
の
外
来
部
門
は
以
前
と
同
様
に
独
立
し
た
セ
ン
タ
ー
形

式
を
維
持
し
つ
つ
、
入
院
部
門
で
あ
る
病
棟
は
大
学
病
院
に
属
す

る
と
い
う
変
則
的
な
形
態
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科
と
リ
ウ
マ
チ

関
節
外
科
（
整
形
外
科
）
の
2
科
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
セ
ン
タ

東
京
女
子
医
科
大
学
附
属

膠
原
病
リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー

桃
　
原
　
茂
　
樹
（
63
回
）
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ー
長
は
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科
の
山
中
寿
教
授
が
務
め
ら
れ
、
私

が
副
所
長
の
立
場
と
し
て
お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
仕
事
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
現
在
は
関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者
約
６,
０
０
０
人
、
膠

原
病
約
１,
５
０
０
人
、
痛
風
患
者
約
１,
５
０
０
人
の
方
々
が
通

院
さ
れ
て
お
り
、
単
独
施
設
で
は
世
界
最
大
級
の
リ
ウ
マ
チ
性
疾

患
診
療
施
設
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
が
公

開
し
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
参
加
医
療
施
設
の
中

で
リ
ウ
マ
チ
関
係
の
手
術
件
数
は
当
施
設
が
日
本
で
一
番
多
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
し
か
し
実
際
に
こ
こ
で
実
働
し
て
い
る
整
形
外
科
医
は
と
て
も

少
人
数
で
あ
り
、
同
窓
の
先
生
方
の
ご
支
援
な
く
し
て
高
度
医
療

を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
現
在
は
、
越

智
健
介
先
生
（
77
回
）、
吉
田
進
二
先
生
（
84
回
）
の
お
二
人
の

先
生
が
在
籍
さ
れ
、
臨
床
や
研
究
に
お
い
て
ご
活
躍
頂
き
、
当
施

設
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
も
し
同
門
の
若
い

先
生
方
で
こ
の
分
野
に
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
先
生
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
ら
、
一
度
施
設
を
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
ご
存
知
の
よ
う
に
最
近
Ｒ
Ａ
に
お
け
る
治
療
薬
の
進
歩

に
は
目
覚
し
い
も
の
が
あ
り
、
中
で
も
ガ
ン
や
他
の
自
己
免
疫
疾

患
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
生
物
学
的
製
剤
が
非
常
に
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
生
物
学
的
製
剤
を
使
用
し

始
め
て
約
10
年
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
現
在
、
本
邦
で
は
Ｔ
Ｎ
Ｆ

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
キ
メ
ラ
型
抗
Ｔ
Ｎ
Ｆ
α
抗
体
、
完
全
ヒ
ト

型
抗
Ｔ
Ｎ
Ｆ
α
抗
体
、
可
溶
性
Ｔ
Ｎ
Ｆ
レ
セ
プ
タ
ー
、
ま
た
Ｉ
Ｌ

�

６
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ヒ
ト
化
抗
Ｉ
Ｌ

�

６
受
容
体
抗
体
、
そ

し
て
Ｔ
細
胞
賦
活
化
に
関
与
す
る
薬
理
作
用
を
持
つC

T
L

A
4-

Ig
G

癒
合
蛋
白
が
認
可
さ
れ
使
用
し
て
お
り
、
今
後
Ｐ
Ｅ
Ｇ
化
さ

れ
た
Ｔ
Ｎ
Ｆ
阻
害
剤
も
近
々
認
可
さ
れ
る
予
定
で
す
（
ま
た
海
外

で
は
Ｂ
細
胞
に
対
す
る
抗
ヒ
ト
Ｃ
Ｄ
20
キ
メ
ラ
型
抗
体
製
剤
も
承

認
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　
こ
れ
ら
の
薬
剤
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
は
多
く
の
患

者
さ
ん
の
症
状
が
劇
的
に
改
善
す
る
こ
と
を
直
接
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
以
前
な
ら
重
症
化
し
た
で
あ
ろ
う
方
々
が
日
常

生
活
を
問
題
な
く
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
非
常
に
感
激
も
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
一
方
で
、
効
果
が
全
く
み
ら
れ
な
い
例
や
、
副
作
用
が

発
現
す
る
例
な
ど
も
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
高
価
な
薬
価

に
よ
る
患
者
さ
ん
へ
の
金
銭
的
負
担
、
個
々
の
症
例
で
の
薬
剤
選

択
の
問
題
、
寛
解
に
至
っ
て
も
薬
剤
中
止
の
可
否
な
ど
、
現
場
で

は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
依
然
と

し
て
外
科
的
治
療
の
対
象
と
な
る
症
例
も
い
ま
だ
全
く
減
ら
な
い

事
実
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｒ
Ａ
で
使
用
さ
れ
る
生
物
学
的
製
剤
が
、
消
化
器
科
、
眼
科
、

皮
膚
科
、
小
児
科
な
ど
他
科
の
領
域
で
の
疾
患
に
も
処
方
さ
れ
、
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医
学
的
情
報
が
科
の
領
域
を
超
え
て
共
有
す
る
時
代
に
も
な
っ
て

き
ま
し
た
。
本
邦
で
は
諸
外
国
と
異
な
り
整
形
外
科
医
が
Ｒ
Ａ
治

療
に
直
接
携
わ
る
こ
と
が
多
く
、
発
症
直
後
に
整
形
外
科
医
の
も

と
を
受
診
す
る
ケ
ー
ス
は
依
然
と
し
て
多
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

き
っ
と
同
門
の
先
生
方
の
と
こ
ろ
に
も
Ｒ
Ａ
の
診
断
や
治
療
を
求

め
ら
れ
て
こ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
整
形
外
科
医
が
こ
の
分
野
に
興
味
を
持
っ
て
積

極
的
に
参
加
し
て
頂
き
、
製
薬
会
社
に
よ
る
過
度
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
Ｒ
Ａ
治
療
に
益
々
真
摯
に
取
り

組
む
こ
と
が
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
同
窓
の
先
生
方
に
は
何
卒
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

図１　ＤＰＣ参加医療施設の中でリウマチ関係の手術件数は当施設が日本で一番でした
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２
０
１
１
年
3
月
11
日
東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年
4
ヵ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
い
ま
だ
震
災
の
爪
痕
が
東
日
本
を
中
心
と
し
て
い
た

る
と
こ
ろ
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
で
す
が
復
興
に
向

か
う
明
る
い
兆
し
が
少
し
ず
つ
見
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
慶
應
義
塾

整
形
外
科
学
教
室
に
目
を
転
じ
る
と
、
昨
年
は
震
災
の
影
響
で
主

催
す
る
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
が
参
加
型
か
ら
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
で
の
開
催
へ
と
変
更
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
に
入
り
4

月
に
25
人
の
新
医
局
員
入
局
、
そ
し
て
6
月
16
日
に
は
整
形
外
科

教
室
開
講
90
周
年
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
今
後
の
医
局
の
さ

ら
な
る
発
展
が
約
束
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
頼
も
し
く
感
じ
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
が
『
ふ
る
さ
と

－

関
連
病
院
便
り

－

』
に
寄
稿
す
る

の
は
今
回
で
6
回
目
と
な
り
ま
す
。
静
岡
市
立
清
水
病
院
在
職
中

に
3
回
、
そ
し
て
２
０
０
７
年
4
月
に
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
異
動

後
3
回
目
で
す
。
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
を
預
か
る
身
と
し
て
、
今

回
は
病
院
の
進
む
べ
き
将
来
像
に
つ
い
て
私
見
を
書
き
ま
す
。

【
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
】

・
１
９
４
５
年
12
月
に
海
軍
軍
医
学
校
第
二
附
属
病
院
、
海
軍
第

一
寮
品
廠
、
財
団
法
人
東
京
海
仁
会
病
院
の
3
施
設
が
厚
生
省
に

移
管
統
合
さ
れ
『
国
立
東
京
第
二
病
院
』
と
し
て
新
た
に
発
足
。

・
１
９
９
８
年
4
月
に
『
国
立
病
院
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
』
に
名

称
変
更
。

・
２
０
０
４
年
4
月
に
『
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
東
京
医

療
セ
ン
タ
ー
』
に
名
称
変
更
。

入
院
定
床
７
８
０
床
（
一
般
７
３
０
床
（
う
ち
救
命
救
急
病
床
30

床
）、
精
神
50
床
）

常
勤
医
師
数
約
１
３
０
人
、
非
常
勤
医
師
数
約
１
６
０
人

（
非
常
勤
内
訳
は
、
研
修
医
1
年
目
29
人
、
研
修
医
2
年
目
30
人
、

後
期
研
修
医
１
０
３
人
）

整
形
外
科
医
は
常
勤
6
人
、
非
常
勤
4
人
（
慶
應
医
局
員
7
人
）

【
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
の
役
割
】

　
高
度
総
合
医
療
施
設
に
位
置
づ
け
ら
れ
、「
政
策
医
療
」
を
担

う
と
と
も
に
、
東
京
都
の
三
次
救
急
指
定
病
院
、
同
エ
イ
ズ
治
療

拠
点
病
院
、
同
災
害
医
療
拠
点
病
院
、
同
認
定
が
ん
診
療
病
院
と

し
て
関
東
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
高
度
で
総
合
的
な
医
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。
運
営
方
針
の
ひ
と
つ
に
『
教
育
、
研
修
、
研
究
を

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

高
　
橋
　
正
　
明
（
63
回
）

− 187 −

関
連
病
院
便
り
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推
進
し
、
良
き
医
療
人
の
育
成
に
努
め
ま
す
』
と
あ
り
ま
す
が
、

現
在
病
院
か
ら
整
形
外
科
に
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
救
急

患
者
対
応
で
す
。

　
現
状
は
‥
‥
以
前
外
科
系
当
直
は
外
科
系
の
医
師
全
員
で
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
人
が
足
り
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
消
化

器
外
科
・
脳
外
科
・
整
形
外
科
と
専
門
に
分
け
当
直
し
て
い
ま
す
？

病
院
と
し
て
は
毎
日
整
形
外
科
医
の
当
直
を
希
望
し
て
い
ま
す
が

（
勿
論
不
可
能
で
す
）、
実
現
す
る
に
は
整
形
外
科
医
を
増
員
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
中
の
救
急
対
応
も
然
り
で
す
。
レ

ジ
デ
ン
ト
を
含
め
13
人
い
た
時
は
、
少
な
く
と
も
平
日
勤
務
時
間

内
で
の
救
急
車
対
応
は
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
の
10
人
で
は
外
来
お
よ
び
手
術
に
人
手
が
と
ら
れ
救
急
要
請

を
断
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
病
棟
ま
で
が
疎
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
す
ぐ
に
で
も
、
医
局
に
増
員
を
お
願
い
し
た
い
状
況
で
す
。

【
関
連
病
院
と
し
て
の
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
整
形
外
科
】

　
臨
床
（
手
術
）
に
つ
い
て

：

現
在
行
っ
て
い
る
約
７
５
０
件
の

手
術
の
内
訳
は
、
外
傷
（
骨
折
）
と
慢
性
疾
患
（
人
工
関
節
、
脊

椎
疾
患
な
ど
）
が
凡
そ
7

：

3
ぐ
ら
い
で
す
。
マ
ン
パ
ワ
ー
が
あ

れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
外
傷
お
よ
び
慢
性
疾
患
の
手
術
件
数
は
伸
び
ま

す
。
将
来
的
に
は
慶
應
関
連
病
院
の
中
で
外
傷
病
院
と
し
て
位
置

づ
け
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
研
修
病
院
に
つ
い
て

：

①
病
院
自
体
が
プ
チ
大
学
で
、
研

修
し
て
い
る
非
常
勤
医
師
が
約
１
６
０
人
働
い
て
い
ま
す
。
特
に

約
60
人
の
初
期
研
修
医
に
対
し
て
は
、
4
週
間
整
形
外
科
が
必
修

な
の
で
わ
れ
わ
れ
が
指
導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
ス

タ
ッ
フ
は
指
導
者
と
し
て
初
期
研
修
医
の
教
育
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
②
昨
年
度
は
、
当
院
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
学
会
報
告
は
12
件

で
し
た
。
主
に
症
例
報
告
（
レ
ジ
デ
ン
ト
）
を
中
心
に
学
会
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
③
東
京
医
療
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

が
管
理
棟
7
階
に
２
０
１
２
年
6
月
に
開
設
さ
れ
、
内
視
鏡
下
縫

合
・
結
紮
セ
ミ
ナ
ー
が
6
月
18

－

20
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ

若
い
整
形
外
科
医
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
有
効
利
用
し
、

マ
イ
ク
ロ
と
内
視
鏡
下
で
の
技
術
を
習
得
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
（
ダ
ビ
ン
チ
が
使
え
ま
す
）。

　
研
究
に
つ
い
て

：

感
覚
器
セ
ン
タ
ー
が
管
理
棟
に
併
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
実
績
は
な
い
で
す
が
、
整
形
外
科
関
連
の
研
究
も

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
平
成
23
年
度
学
会
活
動
実
績
（
教
育
）】

1）
　
直
達
外
力
に
よ
り
生
じ
た
大
腿
部
血
腫
の
一
例

　
　
第
3
回
日
本
膝
ス
ポ
ー
ツ
関
節
鏡
整
形
外
科
学
会

　
札
幌
市

　
　
２
０
１
１.

6
（
論
文
掲
載
）

2）
　SC

O
R

P
IO

N
®

を
用
い
た
不
安
定
型
鎖
骨
遠
位
端
骨
折
の
治

　
　
療
成
績
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第
37
回
日
本
骨
折
治
療
学
会   

横
浜
市   

２
０
１
１.

7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
投
稿
中
）

3）
　
整
復
に
難
渋
し
たN

eer

分
類2 part

上
腕
骨
外
科
頸
骨
折

　
　
の
4
例

　
　
第
37
回
日
本
骨
折
治
療
学
会

　
横
浜
市

　
２
０
１
１.

7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
論
文
採
択
）

4）
　
胸
骨
偽
関
節
の
一
例

　
　
第
37
回
日
本
骨
折
治
療
学
会

　
横
浜
市

　
２
０
１
１.

7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
論
文
採
択
）

5）
　
上
肢
に
発
症
し
た
壊
死
性
筋
膜
炎
2
例
の
治
療
経
験
（
論
文

　
　
掲
載
）

　
　
第
34
回
日
本
骨
・
関
節
感
染
症
学
会

　
淡
路
市 

２
０
１
１.

7

6）
　N

C
B

-P
H

を
用
い
た
Ｍ
Ｉ
Ｓ
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
よ
る
上
腕
骨
近

　
　
位
端
骨
折
手
術
手
技

　
　
第
60
回
東
日
本
整
形
災
害
外
科
学
会

　
つ
く
ば
市

　

　
　
２
０
１
１.

8
（
論
文
掲
載
）

7）
　
ガ
ン
グ
リ
オ
ン
に
よ
る
肩
甲
上
神
経
麻
痺
を
呈
し
た
プ
ロ
ス

　
　
ポ
ー
ツ
選
手
に
対
す
る
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
．

　
　
第
65
回
国
立
病
院
総
合
医
学
会

　
岡
山
市

　
２
０
１
１.

10

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
投
稿
予
定
な
し
）

8）
　
肩
甲
骨
体
部
骨
折
に
対
す
る
手
術
治
療
経
験

　
　
─
上
角
及
び
下
角
骨
折
の
２
例
─

　
　
第
38
回
日
本
肩
関
節
学
会

　
福
岡
市

　
２
０
１
１.

10

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
論
文
採
択
）

9）
　
当
院
に
お
け
る
小
児
上
腕
骨
顆
上
骨
折
の
経
験
．

　
　
第
11
回
世
田
谷
区
医
師
会
学
会

　
東
京
都

　
２
０
１
１.

12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
投
稿
予
定
な
し
）

10）
　
大
腿
骨
転
子
下
骨
折
の
経
験
．

　
　
第
18
回
救
急
整
形
外
傷
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

グ
ア
ム
島  

２
０
１
２.

3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
投
稿
予
定
）

11）
　
上
腕
骨
頚
部
骨
折
骨
接
合
術
に
お
け
る
骨
内
支
柱
と
し
て
の

　
　
人
工
骨
使
用
経
験

　
　
第
52
回
関
東
整
形
災
害
外
科
学
会  

横
浜
市   

２
０
１
２.

3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
投
稿
中
）

12）
　
急
激
に
脊
髄
対
麻
痺
を
き
た
し
た
頸
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の

　
　

1
例

　
　
第
52
回
関
東
整
形
災
害
外
科
学
会  

横
浜
市   

２
０
１
２.

3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
投
稿
中
）

【
平
成
24
年
7
月
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
紹
介
】

・
横
井
整
形
外
科
医
長
（
51
回
）
膝
関
節
専
門

・
高
橋
整
形
外
科
医
長
（
63
回
）
肩
関
節
専
門

・
松
崎
医
師
（
72
回
）
膝
関
節
・
足
専
門

・
藤
田
医
師
（
74
回
）
股
関
節
専
門

・
加
藤
医
師
（
80
回
）
脊
椎
専
門
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・
斉
藤
医
師
（
81
回
）
上
肢
（
特
に
手
）
専
門

・
福
原
医
師
（
87
回
）
専
門
な
し

・
そ
の
他
、
慶
應
医
局
員
以
外
の
整
形
外
科
医
（
3
人
）

橋
本
医
師
（
レ
ジ
デ
ン
ト
、
卒
後
10
年
、
内
科
認
定
医
、
東
京
医

歯
大
）、
川
上
医
師
（
レ
ジ
デ
ン
ト
4
年
、
佐
賀
大
）、
入
村
医
師

（
レ
ジ
デ
ン
ト
2
年
、
神
戸
大
）

将
来
の
進
路
が
3
人
と
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
慶
應
医
局
に
入

局
す
る
よ
う
に
積
極
的
に
勧
め
て
い
ま
す
。

【
新
任
ス
タ
ッ
フ
か
ら
一
言
】

◎
藤
田
（
２
０
１
２
年
４
月
よ
り
勤
務
）

：

股
関
節
班
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
6
年
間
、
股
間
節
班
チ
ー
フ
と
し
て
3
年
3
ヶ
月
の
間
、

慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
Ｈ
24
年
4
月
に

当
院
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
当
院
は
、
自
宅
か
ら
も
近
く
駒
沢

公
園
を
通
っ
て
15
分
く
ら
い
か
け
て
毎
日
徒
歩
で
通
勤
し
て
お
り

ま
す
。
11
年
前
に
も
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
と
は

違
い
、
独
立
行
政
法
人
と
な
っ
て
い
て
、
勤
務
し
て
い
る
医
師
の

数
も
多
く
、（
常
勤
医
師
１
２
９
人
非
常
勤
１
５
５
人
）
組
織
立

っ
て
い
る
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
当
院
を
訪
れ
た
患
者
さ
ん

は
そ
の
敷
地
の
広
さ
と
絶
対
に
満
車
に
な
る
こ
と
が
な
い
駐
車
場

の
広
さ
に
驚
か
れ
ま
す
。

　
当
院
に
来
て
7
／
19
ま
で
の
約
3
ヶ
月
で
人
工
股
関
節
置
換
術

25
件
（
う
ち
筋
間
進
入
前
側
方M

IS

―T
H

A

22
件
）、
人
工
股
関

節
再
置
換
術
5
件
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
間
１
２
０
例
く
ら
い
の

ペ
ー
ス
で
股
関
節
の
手
術
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
股
関

節
疾
患
の
症
例
数
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
臨
床
面
で
は
、
手
術
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
導
入
、
筋
間
進
入
前
側
方

M
IS

-T
H

A

の
導
入
に
伴
う
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
変
更
・
リ
ハ

ビ
リ
の
早
期
化
も
完
了
し
、
同
種
骨
バ
ン
ク
の
方
法
の
変
更
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
先
進
医
療
「
実
物
大
臓
器
立
体
モ
デ
ル
に
よ

る
手
術
支
援
」
の
関
東
信
越
厚
生
局
へ
の
申
請
も
終
え
許
可
を
待

っ
て
い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
。

　
臨
床
研
究
も
開
始
し
て
お
り
「
人
工
股
関
節
全
置
換
術
に
お
け

る
表
面
酸
化
処
理
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
合
金
（O

X
IN

IU
M

）
の
耐
摩

耗
性
に
関
す
る
多
施
設
共
同
研
究
」
の
倫
理
委
員
会
の
審
査
も
終

了
し
、「
特
発
性
大
腿
骨
頭
壊
死
症
発
症
機
構
解
明
の
た
め
の
観

察
研
究
」
の
倫
理
委
員
会
へ
の
審
査
申
請
中
で
す
。

　
当
院
は
目
黒
区
・
世
田
谷
区
で
一
番
大
き
な
病
院
と
し
て
3
次

救
急
・
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
を
有
し
ま
す
の
で
、
若
い
医
局
員
の

先
生
に
は
地
方
に
赴
任
す
る
こ
と
な
く
外
傷
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
事
が
で
き
、
さ
ら
に
Ｔ
Ｈ
Ａ
・
Ｔ
Ｋ
Ａ
や
脊
椎
外
科
な
ど
の

変
性
疾
患
も
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
慶
應
病
院
か
ら
至
近
な
施

設
と
し
て
関
連
病
院
の
中
で
特
色
を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

◎
加
藤
（
２
０
１
２
年
４
月
よ
り
勤
務
）

：

都
心
で
は
な
か
な
か
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見
ら
れ
な
い
脊
椎
外
傷
か
ら
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
や
変
性
側
弯
な

ど
の
変
性
疾
患
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
疾
患
を
診
察
す
る
こ
と

が
で
き
、
手
術
療
法
を
中
心
に
精
力
的
に
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

脊
椎
に
興
味
の
あ
る
先
生
は
是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

【
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
の
給
料
は
ど
れ
く
ら
い
？
】

　
福
原
先
生
（
卒
後
4
～
5
年
目
）
の
給
料
は
？
超
過
勤
務
を
入

れ
る
と
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
？
病
院
で
支
給
さ
れ
る
給
料
（
超

過
勤
務
込
）
と
駒
沢
病
院
当
直
（
月
平
均
2
回
）
を
入
れ
て
年
収

８
５
０
万
円
ぐ
ら
い
の
よ
う
で
す

【
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
で
ア
ル
バ
イ
ト
は
で
き
ま
す
か
？
】

　
病
院
に
届
け
出
を
す
れ
ば
ア
ル
バ
イ
ト
は
で
き
ま
す
。
週
40
時

間
勤
務
が
原
則
で
す
。
1
日
10
時
間
勤
務
に
す
れ
ば
1
日
研
究
日

に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
で
は
午
後
か
ら
半

日
研
究
日
を
と
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

【
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
の
当
直
は
？
】

　
55
歳
以
上
は
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
お
よ
そ
整
形
外
科
ス
タ

ッ
フ
は
月
2
回
、
レ
ジ
デ
ン
ト
は
月
3
回
ほ
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

当
直
の
翌
日
は
午
後
か
ら
休
み
で
す
が
、
人
手
が
少
な
い
た
め
超

過
勤
務
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
人
が
増
え
れ
ば
ゆ
っ

く
り
と
休
め
ま
す
。

【
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
治
験
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
】

　
参
加
し
た
治
験
費
は
、
学
会
年
会
費
・
学
会
参
加
費
お
よ
び
交

通
宿
泊
費
（
病
院
規
定
）・
研
修
会
費
に
使
え
ま
す
（
立
て
替
え

払
い
で
後
日
戻
っ
て
き
ま
す
）。

慶
應
整
形
外
科
医
局
員
が
増
え
、
多
く
の
関
連
病
院
の
増
員
希
望

が
実
現
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
も
、
今
ま
で
以

上
に
積
極
的
に
入
局
を
勧
め
て
い
き
ま
す
。
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北
里
研
究
所
病
院
は
、
港
区
白
金
に
あ
る
病
床
２
９
４
床
の
中

規
模
病
院
で
あ
り
港
区
、
品
川
区
、
渋
谷
区
、
目
黒
区
な
ど
を
中

心
と
し
た
都
心
部
の
地
域
医
療
を
担
っ
て
い
ま
す
。
北
里
研
究
所

は
、
北
里
柴
三
郎
先
生
が
福
沢
諭
吉
先
生
の
ご
支
援
を
得
て
設
立

し
た
結
核
療
養
所
で
あ
る
「
土
筆
ヶ
岡
（
つ
く
し
が
お
か
）
養
生

園
」
が
そ
の
前
身
と
な
っ
て
大
正
3
年
（
１
９
１
４
年
）
に
創
立

さ
れ
ま
し
た
。
再
来
年
に
は
創
立
１
０
０
年
を
迎
え
る
由
緒
あ
る

施
設
で
す
。
北
里
研
究
所
病
院
は
、
北
里
研
究
所
の
付
属
病
院
と

し
て
大
正
6
年
（
１
９
１
７
年
）
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
の
際
に
消
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
昭
和
29
年

（
１
９
５
４
年
）
北
里
柴
三
郎
先
生
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
て

再
建
さ
れ
、
平
成
11
年
に
は
10
階
建
て
の
新
病
院
棟
が
完
成
し
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
本
院
は
も
と
も
と
慶
應
の
内
科
学
教
室
の

基
幹
関
連
病
院
で
あ
り
、
内
科
、
外
科
を
は
じ
め
多
く
の
先
生
方

が
慶
應
よ
り
赴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
整
形
外
科
は
初
代
の
芝
田
仁
先
生
（
39
回
）、
第
2
代
の
阿
部

均
先
生
（
56
回
）
そ
し
て
第
3
代
の
月
村
泰
規
先
生
（
67
回
）
の

ご
尽
力
に
よ
っ
て
実
績
を
重
ね
病
院
内
で
の
勢
力
を
伸
ば
し
、
現

在
で
は
当
院
で
最
も
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ら
び
に
収
益
性
が
高
い

科
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
本
年
2
月
よ
り
第
4
代
目
の
部
長
と

し
て
こ
ち
ら
に
赴
任
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
阿
部
先
生
、
月
村
先

生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
ら
少
し
ず
つ
慣
ら
し
運
転
を
続
け
て

い
る
状
況
で
す
。
初
心
者
マ
ー
ク
が
外
れ
る
に
は
も
う
少
し
時
間

が
か
か
り
そ
う
で
す
。
阿
部
均
先
生
は
、
病
院
顧
問
、
北
里
メ
デ

ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
社
社
長
、
リ
ビ
エ
ラ
サ
テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

担
当
な
ど
主
に
病
院
の
管
理
業
務
を
精
力
的
に
こ
な
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。
一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
ロ
コ
モ
外

来
を
は
じ
め
週
3
回
の
外
来
を
ご
担
当
い
た
だ
い
て
お
り
整
形
外

科
な
ら
び
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
サ
ポ
ー
ト
頂
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
月
村
先
生
は
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
な
ら
び
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
部
長
と
し
て
、
さ
ら
に
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
長

と
し
て
当
科
の
運
営
、
臨
床
の
ま
さ
に
要
と
し
て
大
活
躍
さ
れ
て

お
り
、
不
慣
れ
な
私
を
全
面
的
に
支
え
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
現
在
の
整
形
外
科
の
人
員
は
以
下
の
7
名
で
す
。

千
葉
一
裕
（
62
回
）

：	

整
形
外
科
部
長
、
脊
椎
セ
ン
タ
ー
長

月
村
泰
規
（
67
回
）

：	

ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
部
長
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー	

	

シ
ョ
ン
科
部
長
、
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
長

金
子
博
德
（
73
回
）

：	

整
形
外
科
医
長
、
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
副
セ

	

ン
タ
ー
長

北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院

　
千
　
葉
　
一
　
裕
（
64
回
）
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辻
　
　
崇
（
74
回
）

：	

整
形
外
科
医
長
、
脊
椎
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン

	

タ
ー
長

斉
藤
良
彦
（
Ｈ
16
年
東
京
医
大
卒
）

有
井
大
典
（
86
回
）

星
野

　
裕
（
89
回
）

　
整
形
外
科
の
定
床
は
56
床
で
す
が
常
時
定
員
を
オ
ー
バ
ー
し
て

他
病
棟
の
ベ
ッ
ド
を
借
り
て
い
る
の
は
大
学
と
同
じ
で
す
。
外
来

は
午
前
が
整
形
外
科
と
し
て
3
枠
、
午
後
は
2

�

３
枠
で
ス
ポ
ー

ツ
整
形
外
科
、
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
、
骨
粗
鬆
症
外
来
、
ロ
コ
モ

外
来
、
脊
椎
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
専
門
外
来
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

初
診
も
含
め
て
原
則
予
約
制
で
す
が
、
本
院
は
午
後
も
ほ
ぼ
す
べ

て
の
診
療
科
が
通
常
の
外
来
を
開
い
て
い
る
珍
し
い
病
院
で
あ

り
、
実
際
に
は
予
約
外
患
者
も
1
日
平
均
40
名
ほ
ど
訪
れ
ま
す
。

さ
ら
に
2
次
救
急
病
院
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
近
隣
の
救
急
患
者

の
搬
入
が
少
な
く
無
い
た
め
、
か
な
り
忙
し
い
状
況
で
す
が
、
一

方
で
頚
部
骨
折
や
四
肢
外
傷
な
ど
の
症
例
に
は
事
欠
か
ず
、
手
術

が
大
好
き
な
若
手
の
先
生
た
ち
は
皆
喜
々
と
し
て
診
療
に
励
ん
で

い
ま
す
。
手
術
件
数
は
毎
年
７
０
０
件
前
後
で
す
が
、
本
年
度
は

８
０
０
件
を
目
指
し
一
同
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
科
の
一
番
の
特
徴
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
１
９
８
６
年
に
阿

部
先
生
が
立
ち
上
げ
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
尽
き
ま
す
。
阿

部
先
生
、
月
村
先
生
の
長
年
の
ご
努
力
の
賜
物
で
都
内
で
も
有
数

の
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
・
障
害
の
手
術
症
例
数
を
誇
っ
て
お
り
、
膝
靱

帯
・
半
月
板
や
肩
腱
板
損
傷
な
ど
に
対
す
る
関
節
鏡
視
下
手
術
が

年
間
約
３
０
０
件
、
そ
の
他
に
も
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
四
肢
外
傷
手

術
も
数
多
く
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
手
術
だ
け
で
は
な
く
、
私

が
今
ま
で
赴
任
し
た
数
多
く
の
病
院
の
中
で
も
最
も
充
実
し
た
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
多
く
の
Ｐ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
の

指
導
の
も
と
で
早
期
の
競
技
復
帰
に
向
け
た
積
極
的
か
つ
系
統
的

な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
院

に
は
複
数
名
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
擁
す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
本
格
的
な
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
か
ら

一
般
人
を
対
象
と
し
た
健
康
増
進
の
た
め
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
さ

ら
に
は
高
齢
者
向
け
の
ロ
コ
モ
体
操
ま
で
、
多
様
な
運
動
療
法
を

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
も
確
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
社
会
人
・
学
生
競
技
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
、
障
害
、

そ
し
て
中
高
年
の
健
康
増
進
に
ま
で
対
応
出
来
る
体
制
が
整
っ
て

お
り
、
そ
の
充
実
ぶ
り
に
は
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
加
え
て
ス

ポ
ー
ツ
医
学
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
、
障
害
の
予
防

を
目
的
と
し
た
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
東
工
大
、
上
智
大
な
ど

と
の
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
オ
メ
カ
に
関
す
る
共
同
研
究
な
ど
基
礎
・
臨

床
を
含
め
た
学
術
分
野
で
も
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

積
み
重
ね
も
あ
り
、
慶
應
、
上
智
、
東
工
大
、
電
通
を
は
じ
め
多
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く
の
学
生
な
ら
び
に
社
会
人
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ

グ
ビ
ー
の
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を
引
き
受
け
て
お
り
社
会
的
評
価
も

極
め
て
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
慶
應
の
関
連
病
院
網
に

と
っ
て
も
大
切
な
資
産
と
言
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
整

形
外
科
学
教
室
な
ら
び
に
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
と
一
層

の
協
力
体
制
を
構
築
し
、
よ
り
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
医
療
の
提
供

は
も
ち
ろ
ん
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
研
究
・
教
育
の
充
実
の
た
め
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
当
科
で
は
近
年
の
患
者
の
高
齢
化
に
対
応
す
べ
く
人
工

関
節
セ
ン
タ
ー
も
開
設
さ
れ
膝
、
股
、
肩
関
節
を
併
せ
て
年
間

1
5
0
件
近
い
人
工
関
節
手
術
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も

都
内
で
有
数
の
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
血
栓
予
防
・
早
期
発
見

の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
に
基
づ
き
早
期
に
術
後
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
開
始
さ
れ
、
80
歳
以
上
の
超
高
齢
者
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
復

帰
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
手
術
が
極
め
て

多
く
、
今
後
ま
す
ま
す
症
例
が
増
え
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
従
来
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
が
当

科
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
私
の
専
門
で
あ
る
脊
椎

脊
髄
外
科
に
関
し
て
は
周
囲
に
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
、
済
生
会
中

央
病
院
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
な
ど
都
内
で
も
有
名
な

脊
椎
セ
ン
タ
ー
を
擁
す
る
大
病
院
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
今
ま
で
植
田
、
森
末
、
三
宅
と
選
り
す
ぐ
り
の
脊
椎
班
員
が

孤
軍
奮
闘
し
て
は
い
た
も
の
の
手
術
症
例
数
が
多
い
と
は
言
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
度
私
の
赴
任
に
合
わ
せ
て
脊
椎
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
上
げ
て
頂
き
、
さ
ら
に
教
室
の
御
配
慮
も
あ
っ
て
辻
崇
先
生

を
当
院
に
派
遣
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
脊
椎
専
門
医
が
2
名

の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
病
院
サ
イ
ド
に
も
働
き
か
け
脊
椎
手
術

器
具
を
、
特
に
1
台
し
か
な
か
っ
た
エ
ア
ト
ー
ム
は
3
台
に
、
増

や
し
て
も
ら
い
、
と
り
あ
え
ず
1
日
に
2
件
手
術
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
年
間
１
０
０
例
を
目
指
し
て
地
道
に
症

例
を
重
ね
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
の
先
生
方
か
ら
の
ご

紹
介
に
も
迅
速
に
対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
温
か
い
ご
支
援

を
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
ス
ポ
ー
ツ
、

人
工
関
節
と
並
ぶ
3
本
柱
と
し
て
当
科
の
売
り
物
の
一
角
を
担
え

る
よ
う
精
一
杯
努
力
す
る
所
存
で
す
。

　
さ
て
、
阿
部
先
生
の
お
働
き
か
け
も
あ
り
7
月
か
ら
病
院
長
補

佐
を
拝
命
し
病
院
の
管
理
に
も
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
関
与
す
る

事
と
な
り
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
業
務
に
戸
惑
っ
て
お
り
ま
す
が
北

里
研
究
所
病
院
そ
し
て
整
形
外
科
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
少

し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
当
院
で
は
7
名
の
整
形
外
科
医
が
力
を

併
せ
て
外
来
、
病
棟
そ
し
て
手
術
を
忙
し
い
な
が
ら
和
気
藹
々
と

こ
な
し
て
い
ま
す
。
一
同
や
り
が
い
が
あ
り
そ
し
て
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
整
形
外
科
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
整
形
外
科
が
病
院
全
体
の
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入
院
収
入
の
約
3
割
を
占
め
て
お
り
、
病
院
か
ら
の
期
待
も
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
整
形
外
科
の
増
員
に
つ
い
て
も
病
院
サ
イ

ド
は
か
な
り
積
極
的
で
、
北
里
大
学
か
ら
の
研
修
の
希
望
も
届
き

始
め
て
お
り
ま
す
が
、
是
非
慶
應
か
ら
派
遣
を
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
、
人
工
関
節
、
脊
椎
、
そ
し
て
外
傷

に
興
味
の
あ
る
若
い
先
生
方
が
一
人
で
も
多
く
当
院
で
の
研
修
を

希
望
し
て
下
さ
る
よ
う
、
そ
し
て
来
て
く
れ
た
先
生
が
来
て
良
か

っ
た
と
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
充
実
し
た
研
修
が
出
来
る
よ
う

ス
タ
ッ
フ
一
同
最
大
限
の
努
力
を
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
け
い
ゆ
う
病
院
は
財
団
法
人
神
奈
川
県
警
友
会
が
経
営
す
る
病

院
で
１
９
３
４
年
5
月
に
山
下
町
で
開
院
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
は

警
友
病
院
と
書
き
、
警
察
と
の
関
連
の
強
い
病
院
で
し
た
。

１
９
９
６
年
1
月
に
現
在
の
み
な
と
み
ら
い
に
移
転
し
、
け
い
ゆ

う
病
院
と
名
称
を
変
え
て
い
ま
す
。

　
私
が
、
初
め
て
“

け
い
ゆ
う
病
院”
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
は
、
今
か
ら
20
年
前
の
１
９
９
２
年
1
月
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
頃
は
、
ま
だ
、
警
友
病
院
の
時
代
で
、
木
内
準
之
助
（
48
回
）

部
長
以
下
4
名
の
医
局
員
ス
タ
ッ
フ
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
木
内
先
生
は
昔
か
ら
ギ
ャ
ン
ブ
ル
好
き
で
一
説
に
よ
る
と
闇

の
世
界
に
も
多
く
の
知
人
を
持
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
私
が
赴
任
し
た
こ
ろ
は
そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
は
ま
っ
た

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昔
の
警
友
病
院
は
、
古
い
建
物
で
、
階

段
は
昇
降
の
度
に
ギ
シ
ギ
シ
音
を
立
て
、
地
階
の
廊
下
に
は
裸
の

鉄
パ
イ
プ
が
渡
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
病
院
で
し
た
。
地
階
奥
に
あ

る
浴
室
を
当
直
な
ど
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
隣
は
霊
安

室
で
、
何
が
出
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
そ
の

け
い
ゆ
う
病
院

 

　
　
千
　
葉
　
和
　
宏
（
64
回
）
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よ
う
に
老
朽
化
し
た
建
物
で
し
た
が
、
公
的
病
院
の
メ
リ
ッ
ト
で

経
営
面
で
の
苦
労
は
あ
ま
り
な
く
、
昔
か
ら
通
院
し
て
い
る
地
元

の
患
者
さ
ん
を
相
手
に
、
ゆ
っ
た
り
と
仕
事
を
し
て
い
ら
れ
る
良

さ
の
あ
る
病
院
で
し
た
。
ま
た
一
方
で
、
他
の
公
的
病
院
と
違
っ

て
外
勤
も
一
日
出
し
て
い
た
だ
け
る
な
ど
、
ま
さ
に
半
公
半
民
の

良
さ
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
警
察
か
ら
も
特
別
に
扱

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
木
内
先
生
は
菊
の
花
と
警
友
病
院
の
名
前
を

プ
リ
ン
ト
し
た
プ
レ
ー
ト
を
作
成
し
、
そ
れ
を
車
内
に
置
い
て
お

く
こ
と
で
、
何
処
で
も
路
上
駐
車
し
て
問
題
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
私
自
身
、
大
分
県
に
旅
行
に
行
っ
て
ス
ピ
ー
ド
違

反
と
一
時
停
止
違
反
で
2
回
捕
ま
り
ま
し
た
が
、
2
回
と
も
、
警

友
病
院
の
名
前
を
出
す
だ
け
で
許
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
環
境
に
卒
後
6
年
で
配
属
さ
れ
、
木
内
先
生
に
執
刀
医
と
し

て
判
断
の
仕
方
・
責
任
の
取
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

医
者
と
し
て
一
人
前
に
な
れ
た
ご
指
導
を
木
内
先
生
に
し
て
い
た

だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
知
識
だ
け
で
な
く
、
ゴ

ル
フ
、
囲
碁
等
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ゴ
ル
フ

は
あ
ま
り
に
も
上
達
し
な
い
た
め
、
1
年
ほ
ど
で
お
誘
い
い
た
だ

け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
お
誘
い
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
代
わ
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
週
1
～
2
回
程
、

10
～
15
㎞
走
る
こ
と
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
お
り
、
か
な
り
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
注
い
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
医
局
人
事
で
７
年
半
、
群
馬

県
の
太
田
病
院
で
勤
務
い
た
し
ま
し
た
が
、
東
京
近
郊
の
病
院
へ

の
転
勤
を
許
さ
れ
た
と
き
に
、
選
択
肢
の
中
に
け
い
ゆ
う
病
院
を

挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
喜
ん
で
転
勤
を
希
望
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
２
０
０
１
年
の
7
月
の
こ
と
で
し
た
。
み
な
と

み
ら
い
は
横
浜
に
お
い
て
最
も
発
展
の
目
覚
ま
し
い
ま
さ
に
一
等

地
で
す
。
け
い
ゆ
う
病
院
は
そ
の
み
な
と
み
ら
い
に
近
代
的
な
高

層
建
築
と
し
て
美
し
い
外
観
を
誇
っ
て
お
り
、
医
局
員
ス
タ
ッ
フ

も
6
人
に
増
え
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
中
の
三
番
手
と
し
て

赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
病
院
の
そ
の
外
観
の
華
や
か
さ
は
今
も
健

在
で
、
入
院
患
者
の
お
見
舞
い
に
来
た
人
た
ち
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
乗
り
な
が
ら
、
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
内
装
に
よ
く
羨
望
の
た
め
息

を
つ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
外
見
の
華
や
か
さ
と
は
裏
腹

に
、
昔
の
半
公
立
の
い
い
と
こ
ろ
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り

ま
し
た
。
ま
ず
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
旧
病
院
資
産
価
値
下
落
の

た
め
、
移
転
時
に
１
０
０
億
円
の
借
金
が
で
き
、
独
立
採
算
の
た

め
き
っ
ち
り
と
し
た
返
済
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
返

済
の
た
め
、
増
収
増
益
の
圧
力
が
の
し
か
か
っ
て
い
る
よ
う
な
重

苦
し
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。
木
内
先
生
も
随
分
苦
労
さ
れ
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
経
費
節
減
の
圧
力
も
強
く
、
そ
の
頃
夏

の
空
調
の
電
気
代
が
1
日
１
０
０
万
円
か
か
っ
た
た
め
、
6
月
に

な
っ
て
も
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
の
冷
房
が
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
記

憶
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
厳
し
い
状
況
が
数
年
続
き
ま
し
た
が
、
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な
ん
と
か
借
金
の
借
り
換
え
が
で
き
、
計
画
的
な
返
済
が
軌
道
に

乗
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
は
締
め
付
け
も
随
分
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
神
奈
川
県
警
の
体
質
改
善
に
伴
い
、
昔
の
よ
う
な
メ
リ

ッ
ト
は
全
く
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
26
年
勤
務
さ
れ
た
木
内
先

生
は
２
０
０
６
年
4
月
30
日
で
部
長
職
を
退
か
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
に
、
2
番
手
だ
っ
た
鎌
田
修
博
先
生
（
61
回
）
が
部
長
に
な
ら

れ
ま
し
た
。
鎌
田
先
生
は
、
脊
椎
脊
髄
外
科
疾
患
の
手
術
を
数
多

く
行
い
な
が
ら
、
近
隣
の
開
業
の
先
生
と
の
交
流
を
精
力
的
に
行

う
こ
と
に
よ
り
紹
介
患
者
数
増
加
を
図
り
、
外
来
業
務
を
削
減
し

入
院
業
務
重
視
へ
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
収
益
の
効
率
化
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
会
活
動
、
労
働
外
活
動
（
ア
フ
タ
ー
フ

ァ
イ
ブ
）
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
中
に
も
遊

び
が
あ
り
、
厳
し
さ
の
中
に
も
や
さ
し
さ
の
あ
る
環
境
を
作
ら
れ

ま
し
た
。
病
院
全
体
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
２
０
０
９
年
4
月

に
副
院
長
に
昇
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
整
形
外
科
医
師
の
業
務
は

忙
し
く
、
手
術
、
外
来
、
病
棟
業
務
に
日
々
忙
殺
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
医
師
不
足
の
裏
返
し
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
２
０
１
１
年
度

の
医
師
一
人
当
た
り
の
収
益
は
整
形
外
科
が
内
科
、
婦
人
科
を
抜

き
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
ス
タ
ッ
フ
は
医
局
員
６
人
で
す

が
、
そ
の
う
ち
鎌
田
、
古
川
満
（
82
回
）、
蔵
本
哲
也
（
83
回
特
）

の
３
人
が
脊
椎
班
、私
（
64
回
）
が
股
関
節
班
、川
崎
俊
樹
（
80
回
）

が
膝
班
、
白
澤
英
之
（
87
回
特
）
が
肩
班
（
ま
だ
後
期
研
修
医
で

す
が
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
手
術
件
数
は
年
々
増
加
し
て
、

２
０
０
９
年
度
６
４
０
件
、
２
０
１
０
年
度
６
５
９
件
、
２
０
１
１

年
度
７
６
０
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
２
０
１
１
年
度
手
術
の
内

訳
は
脊
髄
・
脊
椎
手
術
２
５
４
件
、
骨
折
手
術
１
９
１
件
、
人
工

関
節
51
件
、
前
十
字
靱
帯
再
建
9
件
、
そ
の
他
の
関
節
鏡
手
術
42

件
で
し
た
。
２
０
１
１
年
4
月
よ
り
、
整
形
外
科
の
雑
務
を
こ
な

す
べ
く
私
が
整
形
外
科
部
長
を
命
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
私
は
股

関
節
疾
患
を
中
心
に
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
大
学
で
の
勤

務
は
１
年
間
ほ
ど
で
、
主
に
関
連
病
院
で
の
研
修
を
積
ん
で
参
り

ま
し
た
。
最
近
当
院
に
出
張
し
て
く
る
優
秀
な
後
輩
た
ち
の
専
門

性
の
高
さ
に
は
日
々
圧
倒
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
自
己

の
治
療
技
術
の
研
鑽
を
積
む
と
と
も
に
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
気
持

ち
よ
く
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
、
隙
間
を
埋
め
る
べ
く
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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6
年
間
勤
め
ま
し
た
北
里
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
を
平
成

23
年
6
月
に
退
職
し
ま
し
て
、
平
成
23
年
7
月
か
ら
は
医
療
法
人

庚
申
会
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
平
成
23
年
3
月
9
日
に
副
院
長
を
さ
れ
て
い
る
市
原
真
仁
先
生

（
49
回
）
に
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
お
話
を
う
か
が
い
に

行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
2
日
後
に
あ
の
悲
劇
的
な
東
北
大
震
災

が
起
き
て
し
ま
い
、
当
時
の
須
田
医
局
長
や
市
原
先
生
と
の
ご
相

談
を
す
る
時
間
も
な
か
な
か
取
れ
な
い
ま
ま
、
正
式
に
お
返
事
す

る
こ
と
が
6
月
間
近
と
な
っ
て
し
ま
い
関
係
さ
れ
た
方
々
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
は
平
成
19
年
5
月
に
開
設
さ
れ
た

病
院
で
、
町
田
市
の
北
部
小
山
ヶ
丘
の
相
模
原
を
見
渡
す
丘
陵
の

中
腹
に
あ
り
ま
す
。
京
王
相
模
原
線
の
多
摩
境
駅
（
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
橋
本
駅
の
ひ
と
つ
手
前
で
す
）
が
最
寄
り
駅
で
す
。
開
設
さ
れ

た
当
時
は
、
近
隣
に
は
住
宅
は
あ
ま
り
な
く
林
や
草
地
が
多
か
っ

た
そ
う
で
す
が
近
年
大
型
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
分
譲
住
宅
が
多
く
建

て
ら
れ
て
い
る
新
興
住
宅
地
で
、
人
口
も
ど
ん
ど
ん
増
加
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
当
院
の
院
長
は
北
島
和
一
先
生
（
49
回
腎
臓
内
科
）
で
、
市
原

先
生
と
同
級
生
と
の
こ
と
で
す
。
総
病
床
数
は
２
０
０
床
で
急
性

期
病
床
の
ほ
か
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
床
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
透
析
患
者
さ
ん
の
入
院
も
数
十
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
同

一
敷
地
内
に
老
健
施
設
が
隣
設
さ
れ
、
大
き
な
リ
ハ
ビ
リ
棟
に
は
、

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
（
私
も
少
々
利
用
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
）
も
併
設
さ
れ
、
屋
内
プ
ー
ル
ま
で
あ
り
ま
す
。
病

院
の
概
要
か
ら
お
分
か
り
に
な
る
よ
う
に
、
当
院
で
は
高
齢
の
患

者
さ
ん
が
多
く
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
当
院
の
ひ
と

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
部
門
は
理
学
療
法
士
19
名
、
作
業
療
法
士
17
名
、
言
語

療
法
士
3
名
が
所
属
す
る
大
所
帯
で
当
院
の｢

売
り｣

と
い
っ
て

も
良
い
で
し
ょ
う
。

　
昨
年
7
月
に
市
原
先
生
、
原
田
太
朗
先
生
（
78
回
特
）
の
2
名

体
制
に
私
が
増
員
と
い
う
形
で
赴
任
し
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
町
田

病
院
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
情
報
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

当
院
で
は
整
形
外
科
の
ほ
か
に
脊
椎
脊
髄
セ
ン
タ
ー
の
標
榜
も
行

っ
て
お
り
、
赴
任
し
て
脊
椎
の
手
術
が
と
て
も
多
い
こ
と
、
そ
れ

も
高
度
で
長
時
間
を
要
す
る
手
術
の
多
い
こ
と
に
と
て
も
驚
き
ま

医
療
法
人
庚
申
会
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
小
　
竹
　
森
　
一
　
浩
（
64
回
特
）
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し
た
。
市
原
先
生
も
ふ
れ
あ
い
町
田
の
脊
椎
・
脊
髄
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
誇
り
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
い
ま
ま
で

脊
椎
外
科
手
術
の
多
い
病
院
は
経
験
が
な
か
っ
た
も
の
で
す
か

ら
、
手
術
の
助
手
を
す
る
に
も
術
者
の
先
生
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
症
例
を
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
歳
に
な
っ
て
良
い
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
患
者
さ
ん
を
受
け
持
つ
こ
と
も
初
め

て
で
、
他
院
で
手
術
さ
れ
た
患
者
さ
ん
術
後
診
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
、
勉
強
に
な
る
こ
と
も
に
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ

い
ろ
な
面
で
難
し
さ
も
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
赴
任
以
前
か
ら
救
急
車
の
受
け
入
れ
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
外
傷
な
ど
の
一
般
整
形
外
科
や
手
の
外
科
の
症

例
は
あ
ま
り
な
く
、
最
初
の
数
ヶ
月
は
近
隣
の
整
形
外
科
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
や
救
急
隊
の
支
所
に
事
務
の
方
と
毎
週
の
よ
う
に
営
業
に

出
か
け
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
効
果
が
出
な
い
の
に
が
っ
か
り
し

た
も
の
で
す
。
赴
任
か
ら
4
～
5
ヶ
月
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
手
の
外

科
の
症
例
を
少
し
ず
つ
で
す
が
、
近
隣
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
患
者

さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
の

手
術
実
績
は
１
５
０
件
で
そ
の
う
ち
脊
椎
・
脊
髄
に
関
す
る
手
術

は
97
件
で
、
外
傷
・
手
の
外
科
に
関
す
る
手
術
は
37
件
で
し
た
。

　
当
院
に
は
内
科
・
整
形
外
科
・
脳
神
経
外
科
の
常
勤
医
が
い
ま

す
が
、
手
術
は
整
形
外
科
の
み
で
行
っ
て
い
ま
す
。
整
形
外
科
の

常
勤
医
は
平
成
24
年
7
月
の
時
点
で
市
原
真
仁
先
生
、
浅
野
拓
行

先
生
（
87
回
特
）、
小
竹
森
の
3
名
で
、
他
に
水
曜
日
に
箱
崎
彰

裕
先
生
（
79
回
）、
隔
週
木
曜
日
に
長
島
正
樹
先
生
（
80
回
）、
金

曜
日
に
西
山
雄
一
郎
（
86
回
特
）
先
生
、
土
曜
日
に
阿
部
耕
治
先

生
（
82
回
）
に
外
来
・
手
術
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
整
形
外
科
は
3
名
で
急
性
期
・
回
復
期
リ
ハ
合
わ
せ
て
50
数
名

の
入
院
患
者
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
手
術
は
主
に
水
曜
日
、
金
曜

日
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
収
ま
り
き
ら
な
い
と
き
に
は
月
曜
日
に
行

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
原
田
先
生
が
異
動
し
た
あ
と
、
脊
椎
の
手

術
は
市
原
先
生
が
症
例
を
選
ん
で
腕
を
振
る
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

視
力
が
落
ち
た
と
か
、
両
手
の
腱
鞘
炎
が
つ
ら
い
と
お
し
ゃ
ら
れ

て
い
ま
す
が
精
力
的
に
手
術
を
こ
な
す
姿
に
は
頭
が
下
が
る
思
い

で
す
。
外
傷
の
手
術
症
例
は
外
来
で
浅
野
先
生
が
目
を
皿
の
よ
う

に
し
て
探
し
て
い
ま
す
。
浅
野
先
生
の
目
に
留
ま
っ
た
症
例
は
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
で
相
談
・
検
討
を
し
た
後
に
手
術
と
な
り
ま

す
が
、
常
勤
の
麻
酔
医
が
お
り
ま
せ
ん
の
で
緊
急
手
術
は
な
か
な

か
行
う
の
は
難
し
く
、
受
け
入
れ
か
ら
手
術
ま
で
少
し
時
間
が
か

か
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
多
く
の
症
例
を
経
験
し
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
一
例
一
例
を
大
切
に
治
療
し
て
も

ら
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
若
い
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
時
に
、
少
し
で
も
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良
い
研
修
が
で
き
る
よ
う
に
市
原
先
生
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
教
室
開
講
90
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
方
、
藤
田
学
園
は
再
来
年
創
立
50
周
年
を
迎

え
、
ま
た
今
年
、
医
学
部
設
立
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

当
院
は
日
本
整
形
外
科
学
会
で
の
名
称
は
藤
田
保
健
衛
生
大
学
第

二
教
育
病
院
で
す
が
、
そ
の
正
式
名
称
は
「
藤
田
保
健
衛
生
大
学

坂
文
種
報
徳
会
病
院
」
で
す
。
も
と
は
報
徳
会
と
い
う
地
元
の
地

主
が
地
域
医
療
の
た
め
に
１
９
３
０
年
に
設
立
し
た
病
院
で
、
当

初
は
名
古
屋
大
学
の
ジ
ッ
ツ
で
し
た
が
１
９
７
２
年
の
医
学
部
発

足
に
先
立
ち
、
１
９
７
１
年
に
藤
田
学
園
に
移
管
さ
れ
大
学
付
属
病

院
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
１
９
７
３
年
に
豊
明
市
に
本
院
（
藤

田
保
健
衛
生
大
学
病
院
）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
現
在
は
分

院
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
慶
應
に
と
っ
て
、
伊
勢
慶
應
病

院
が
な
く
な
っ
た
現
在
で
は
最
も
西
に
あ
る
関
連
病
院
と
な
り
ま

し
た
。
私
が
当
院
に
赴
任
し
た
の
は
平
成
10
年
の
5
月
で
し
た
。

そ
の
当
時
は
ま
だ
ま
だ
お
元
気
な
関
恒
夫
教
授
、
現
在
本
院
教
授

の
山
田
治
基
助
教
授
、
そ
し
て
米
国
留
学
前
で
多
忙
な
中
村
俊
康

講
師
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
14
年
が
過
ぎ
人
は
大

藤
田
保
健
衛
生
大
学
坂
文
種
報
徳
会
病
院

 

　
　
寺
　
田
　
信
　
樹
（
65
回
）
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き
く
変
化
し
ま
し
た
が
、
建
物
だ
け
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
本
稿
で
は
当
院
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
当
院
の
最
寄
り
の
駅
は
Ｊ
Ｒ
尾
頭
橋
駅
で
名
古
屋
駅
か
ら
普
通

列
車
で
一
駅
、
約
2
分
で
到
着
し
ま
す
。
さ
ら
に
病
院
は
駅
の
ホ

ー
ム
か
ら
見
え
る
距
離
に
あ
り
、
徒
歩
5
分
以
内
の
距
離
で
す
。

新
幹
線
が
名
古
屋
駅
に
到
着
す
る
１

�

２
分
前
に
右
側
の
車
窓
か

ら
見
る
事
が
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
探
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
数
年
前
に
放
映
さ
れ
た
前
田
利
家
を
描
い
た
「
利

家
と
ま
つ
」
と
い
う
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
は
ま
さ
に
尾
頭
橋
か
ら

西
の
荒
子
（
あ
ら
こ
）
ま
で
の
地
域
で
、
病
院
南
側
の
道
は
佐
屋

街
道
と
呼
ば
れ
江
戸
時
代
に
東
海
道
五
十
三
次
唯
一
の
海
路
で
あ

る
七
里
の
渡
し
を
さ
け
て
陸
路
桑
名
へ
む
か
う
バ
イ
パ
ス
で
あ
る

な
ど
周
囲
に
歴
史
的
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
こ
の
地
域
は
昔
な
が
ら
の
下
町
で
、
小
さ
な
尾
頭
橋
商
店
街

の
一
角
に
病
院
が
あ
る
た
め
駐
車
場
が
狭
い
の
が
難
点
で
、
経
営

会
議
で
も
常
に
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
お
い
そ
れ
と
解
決
で
き
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
患
者
層
の
高
齢
化
が
す
す
み
、

駐
車
場
問
題
か
ら
も
自
転
車
通
院
可
能
な
距
離
の
老
人
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
東
京
で
暮
ら
し
て
い
る
と
名
古
屋
に
は
滅
多
に
縁
は

あ
り
ま
せ
ん
。
高
山
先
生
が
名
古
屋
の
患
者
は
「
こ
こ
が
痛
い
」

と
言
っ
て
人
の
体
を
触
っ
て
く
る
か
ら
嫌
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
確
か
に
そ
う
い
う
事
も
あ
り
ま
す
し
、
日
本
最
大
の

村
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
閉
鎖
的
で
あ
り
な
が
ら
馴
れ
馴
れ
し

い
所
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
名
古
屋
で
も
中
心
地
は
都
会
的
で
す

の
で
、
そ
う
い
う
事
は
当
院
周
辺
が
古
く
か
ら
の
名
古
屋
的
な
地

域
だ
か
ら
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
藤
田
学
園
は
創
立
50
周
年
記
念
行
事
と
し
て
病
院
施
設
新
築
を

計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
今
の
厳
し
い
不
況
の
影
響
を
う
け
て

大
き
な
赤
字
を
計
上
し
中
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
、

豊
明
本
院
で
は
日
本
最
大
規
模
の
低
侵
襲
画
像
診
断
治
療
セ
ン
タ

ー
と
新
病
棟
の
建
設
が
開
始
さ
れ
、
そ
し
て
次
は
坂
文
種
病
院
で

す
。
特
に
当
院
は
老
朽
化
が
す
す
み
耐
震
強
度
の
面
か
ら
も
立
て

替
え
の
時
期
が
来
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
も
後
回

し
に
な
り
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
故

関
教
授
の
頃
か
ら
改
築
案
は
あ
り
ま
し
た
の
で
、
優
に
10
年
以
上

前
か
ら
出
た
り
消
え
た
り
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
現
在
、
当
院
は

建
て
替
え
が
現
実
と
な
り
経
営
改
善
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
整
形
外
科
で
は
特
色
を
出
す
た
め
に
今
年

7
月
に
は
小
宮
先
生
を
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た
。
周
囲
を
、
名
古
屋
大
学
病
院
、
名
古
屋
市
立

大
学
病
院
そ
し
て
名
古
屋
エ
キ
サ
イ
会
病
院
（
手
の
外
科
）、
名

古
屋
三
菱
病
院
（
膝
関
節
）、
名
古
屋
第
一
日
赤
病
院
、
名
古
屋

第
二
日
赤
病
院
（
脊
椎
）、
名
城
病
院
（
脊
椎
）
等
の
名
古
屋
大

学
の
重
要
関
連
病
院
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
今
後
を
見
据
え
て
考
え
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た
結
果
で
す
。

　
当
院
は
総
勢
6
名
で
、
慶
應
出
身
者
と
し
て
は
現
在
、
74
回
の

小
宮
浩
一
郎
講
師
が
膝
関
節
疾
患
を
中
心
に
活
躍
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
藤
田
学
園
卒
業
生
で
肩
関
節
が
専
門
の
山
田
光

子
准
教
授
、
脊
椎
専
門
の
加
藤
慎
一
講
師
、
医
員
と
し
て
鈴
木
謙

次
助
教
、
古
井
豊
士
助
教
の
四
名
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
都
心
や
宇
都
宮
で
勤
務
し
て
い
た
頃
を
思
え
ば
近
隣
の
慶
應
関

連
病
院
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他
大
学
か
ら
学
ぶ
事
も
多
く
刺
激
は

豊
富
に
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
病
院
も
駅
に
近
く
、
新
幹
線
を
使
え

ば
2
時
間
で
東
京
に
着
き
ま
す
か
ら
、
短
期
で
も
結
構
で
す
し
、

当
院
へ
の
出
張
、
研
修
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

現在の医局員。右から、小宮先生、寺田、鈴木先生、山田先生、古井先生、加藤先生
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当
院
は
昭
和
24
年
に
病
床
50
床
で
開
設
、
改
築
・
増
築
を
重
ね

て
4
つ
の
病
棟
か
ら
成
る
４
４
３
床
（
結
核
床
、
緩
和
ケ
ア
床
を

含
む
）
に
ま
で
拡
大
し
、
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
公
立
病

院
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
緩
和
ケ

ア
病
棟
を
除
く
メ
イ
ン
の
3
病
棟
は
築
35
年
以
上
が
経
過
し
、
耐

震
性
に
も
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
病
院
の
建
築
計
画

が
進
め
ら
れ
、
平
成
21
年
4
月
に
着
工
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年

平
成
24
年
4
月
末
に
め
で
た
く
一
部
開
院
と
相
成
っ
た
わ
け
で
す

が
、
そ
の
建
設
の
最
中
の
平
成
23
年
3
月
11
日
、
奇
し
く
も
東
日

本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
致
命
的
な
打
撃
に
は
至

ら
な
か
っ
た
も
の
の
老
朽
化
・
耐
震
性
の
問
題
を
直
接
思
い
知
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
他
の
中
堅
以
上
の
病
院
で
は
被
害
は
お
そ

ら
く
最
小
限
で
留
め
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
当
院
で
は
改

築
に
際
し
て
良
く
も
悪
く
も
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
の
で
、
今

回
は
ま
ず
そ
の
こ
と
を
少
し
綴
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま

す
。

   

川
崎
市
で
は
、
震
度
5
強
以
上
の
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
、
原

則
と
し
て
全
職
員
が
緊
急
参
集
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
従
っ
て
院
内
で
勤
務
し
て
い
た
す
べ
て
の
職
員
に
は
待
機
命

令
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
看
護
師
な
ど
、
自
宅
に
居
て
参
集
不
可
能

な
職
員
も
い
ま
し
た
が
、
副
院
長
兼
看
護
部
長
は
出
先
か
ら
病
院

ま
で
6
時
間
か
け
て
歩
い
て
来
た
そ
う
で
す
。

   

第
1
波
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
さ
て
何
か
ら
手
を
つ
け
よ
う
か
。

私
は
ま
ず
、
病
棟
の
確
認
、
外
来
の
確
認
、
そ
の
他
思
い
つ
く
場

所
を
確
認
の
た
め
に
移
動
し
て
回
り
ま
し
た
。
そ
の
日
、
整
形
外

科
は
手
術
の
予
定
も
な
く
外
来
も
午
前
中
で
終
了
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
入
院
患
者
も
含
め
て
診
療
に
直
接
的
な
打
撃
を
受
け
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
院
内
の
い
く
つ
か
の
被
害
に
は
気

づ
い
て
お
り
、
さ
て
次
に
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
早
く
も
途
方
に

暮
れ
て
い
ま
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
職
員
の
ほ
と
ん
ど
は
私
と
同

じ
レ
ベ
ル
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
す
べ
て

が
決
し
て
無
秩
序
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
上
層
部
の
指
示
で

緊
急
の
対
策
委
員
会
が
招
集
さ
れ
、
各
部
署
の
部
長
級
以
上
が
参

集
し
ま
し
た
。
1
時
間
お
き
に
召
集
さ
れ
、
情
報
が
集
ま
っ
て
く

る
に
従
い
徐
々
に
深
刻
な
問
題
が
露
呈
し
て
き
ま
す
。
一
方
、
発

生
か
ら
1
時
間
後
に
入
っ
た
情
報
で
は
、
同
じ
川
崎
市
立
の
川
崎

病
院
で
は
ほ
ぼ
通
常
通
り
の
業
務
を
継
続
で
き
て
い
て
、
地
震
そ

の
も
の
に
対
し
て
あ
ま
り
深
刻
さ
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
の
時
点
で
当
院
の
被
害
が
普
通
で
は
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し

川
崎
市
立
井
田
病
院

 

　
内
　
田
　
尚
　
哉
（
72
回
）
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た
。

   
ま
ず
は
停
電
で
す
。
各
建
物
毎
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
家
発
電

装
置
の
う
ち
、
1
つ
が
作
動
し
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
ま
し
た
。

止
む
を
得
ず
1
病
棟
分
の
自
家
発
電
で
2
病
棟
を
賄
う
と
い
う
緊

急
対
応
を
採
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
、
燃
料
が
10
時
間
程
度
し
か
も

た
な
い
こ
と
が
判
明
、
日
没
が
2
時
間
後
に
迫
っ
て
い
る
状
況
で

し
た
の
で
、
さ
ら
に
緊
張
が
高
ま
り
ま
し
た
。
近
隣
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
で
燃
料
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
問
題
発
生
か

ら
3
時
間
も
後
の
こ
と
で
し
た
。
完
全
に
日
没
し
た
病
棟
で
照
明

が
つ
い
て
い
る
の
は
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
み
で
、
病
室
は
す

べ
て
真
っ
暗
で
し
た
。
医
局
も
対
策
委
員
会
の
本
部
た
る
庶
務
課

の
部
屋
も
同
様
で
し
た
。
余
談
で
す
が
、
以
前
に
販
促
品
と
し
て

も
ら
っ
た
電
池
式
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
の
小
さ
な
ス
タ
ン
ド
が
結
構
有
用

だ
っ
た
の
は
意
外
で
し
た
。

   

ま
た
、
た
っ
た
数
時
間
後
に
も
関
わ
ら
ず
、
食
料
や
飲
料
の
問

題
も
生
じ
ま
し
た
。
停
電
の
た
め
に
調
理
が
で
き
な
い
の
で
、
夕

食
は
す
べ
て
非
常
食
で
対
応
、
し
か
も
お
湯
が
な
い
た
め
、
ご
飯

は
水
で
1
時
間
以
上
か
け
て
戻
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。
院
内
の

売
店
に
頼
れ
る
か
と
思
い
き
や
、
地
震
の
直
後
に
臨
時
で
閉
店
し

て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
買
い
置
き
し
て
い
た
水
や

お
菓
子
類
が
少
し
あ
る
だ
け
で
、“
急
性
期”
の
精
神
安
定
剤
的

な
役
割
が
あ
る
も
の
だ
と
感
じ
た
の
で
し
た
。

   

一
方
で
、
建
物
の
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。
一
部
の
天
井
が
歪
ん

で
数
名
の
患
者
さ
ん
に
応
急
的
に
移
動
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
増

築
し
た
接
合
部
に
2
、
3
㎝
程
度
の
ず
れ
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
余
震
も
続
い
て
い
た
の
で
、
こ
の
ま
ま
待
機
し
て

い
て
も
よ
い
も
の
か
、
も
し
く
は
他
病
院
へ
の
転
院
移
送
も
考
慮

す
べ
き
か
と
考
え
ま
し
た
が
、
建
物
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
市
の

本
部
で
も
対
応
不
可
能
で
し
た
。
こ
こ
で
妙
案
、
新
病
院
の
建
設

が
同
じ
敷
地
内
で
進
行
中
で
し
た
の
で
、
工
務
店
の
方
に
お
願
い

を
し
て
検
分
を
し
て
い
た
だ
き
、
事
な
き
を
得
ま
し
た
。

   

津
波
の
被
害
な
ど
が
報
道
さ
れ
る
中
、
照
明
も
ま
ま
な
ら
な
い

病
院
が
本
当
に
復
旧
す
る
の
か
、
都
会
の
真
ん
中
で
準
サ
バ
イ
バ

ル
の
よ
う
な
状
態
で
生
き
た
心
地
が
し
な
い
ま
ま
過
ご
さ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
不
安
は
消
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
に
、
そ
の
後
の

余
震
な
ど
で
の
被
害
拡
大
は
な
く
、
し
か
し
病
院
機
能
は
最
低
限

を
保
つ
の
が
や
っ
と
の
状
態
で
し
た
が
、
発
生
か
ら
約
9
時
間
後

の
22
時
こ
ろ
に
は
停
電
が
復
旧
し
ま
し
た
。
上
級
の
職
員
以
外
の

参
集
義
務
が
解
除
さ
れ
、
2
時
間
後
に
は
す
べ
て
の
職
員
に
対
し

て
も
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
と
い
う
と
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で

一
晩
を
過
ご
し
、
翌
朝
最
後
の
対
策
委
員
会
を
経
て
帰
宅
し
た
の

で
し
た
。

   

“
急
性
期”
を
何
と
か
凌
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
数
週
間
は
、
余
震
の
影
響
や
不
意
の
停
電
、
さ
ら
に
は
計
画
停
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電
が
施
行
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
危
険
性
が
残
る
間
は
手

術
や
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
憂

き
目
に
遭
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
計
画
停
電
の
対
象
外

と
な
る
な
ど
に
よ
り
業
務
も
正
常
化
し
ま
し
た
。

   

次
の
災
害
が
来
る
前
に
早
く
新
病
院
に
移
り
た
い
と
い
う
焦
り

も
感
じ
つ
つ
、
震
災
の
影
響
で
第
1
期
工
事
の
完
了
が
5
ヶ
月
ほ

ど
遅
れ
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
4
月
末
に
一
部
開
院
に
こ
ぎ
つ
け
、

旧
病
院
か
ら
病
院
機
能
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
移
転
し
ま
し
た
。
地
上

7
階
地
下
1
階
建
て
の
免
震
構
造
で
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
も
含
め
て

２
９
２
床
、
今
後
災
害
医
療
に
も
対
応
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
屋

上
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
も
設
け
ま
し
た
。
な
お
、
現
在
第
2
期
工
事
が

進
行
中
、
さ
ら
に
第
3
期
工
事
で
外
構
も
整
備
し
て
平
成
26
年
度

に
全
面
開
院
、
総
病
床
数
は
３
８
３
床
と
な
る
予
定
で
す
。
井
田

山
の
小
高
い
丘
に
位
置
す
る
当
院
は
、
も
と
も
と
近
辺
に
は
高
い

建
造
物
が
な
く
、
当
院
自
体
が
さ
ら
に
高
層
化
し
た
こ
と
で
ど
の

方
向
で
も
一
見
に
値
す
る
眺
望
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
四

方
に
触
手
を
張
り
出
す
よ
う
な
構
造
と
、
そ
の
張
り
出
し
た
突
端

で
は
一
面
の
ガ
ラ
ス
張
り
に
す
る
こ
と
で
、
ど
こ
か
ら
で
も
素
晴

ら
し
い
眺
望
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
、
当
院
の
新
し
い
大
き
な

特
徴
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

   

当
院
で
は
緩
和
ケ
ア
と
結
核
病
棟
以
外
は
す
べ
て
混
合
病
棟
で

し
た
が
、
そ
の
中
で
今
回
、
唯
一
整
形
外
科
が
単
科
と
し
て
23
床

の
病
棟
を
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
第
2
期
工
事
完
了

ま
で
の
暫
定
的
な
措
置
と
な
り
ま
す
が
、
当
科
に
と
っ
て
は
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
と
共
に
よ
り
専
門
的
で
高
度
な
医
療
を
展
開
す
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
、
現
状
で
は
ま
ず
ま
ず
の
結
果
と
考
え
て
い
ま

す
。

   

人
事
に
つ
い
て
で
す
が
、
平
成
22
年
10
月
か
ら
私
内
田
が
部
長

を
勤
め
て
お
り
ま
す
。
平
成
13
年
4
月
か
ら
17
年
12
月
ま
で
若
野

紘
一
先
生
が
院
長
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
18
年
4
月
か
ら

は
小
柳
貴
裕
先
生
が
部
長
を
勤
め
ら
れ
、
22
年
7
月
に
川
崎
市
立

川
崎
病
院
整
形
外
科
部
長
に
異
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
斎

藤
毅
先
生
（
79
回
、
上
肢
）、
藤
中
太
郎
先
生
（
82
回
、
下
肢
）、

竹
内
弘
毅
先
生
（
83
回
、
下
肢
）
を
合
わ
せ
た
4
人
の
体
制
で
す
。

他
の
関
連
病
院
と
比
べ
て
平
均
年
齢
が
若
い
の
で
す
が
、
う
ま
く

利
点
に
繋
げ
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
小
柳
先
生
の
ご
尽
力
に
よ
り
こ
こ
数
年
の
手
術
件
数
の
伸
び
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
勢
い
に
乗
っ
て
平
成
23
年
度
に

は
３
０
３
件
と
、
初
め
て
３
０
０
件
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
手
術
が
１
１
３
件
と
圧
倒
的
に
多
く
、

そ
の
他
の
骨
折
手
術
が
続
き
ま
す
。
人
工
股
関
節
・
膝
関
節
置
換

術
は
合
わ
せ
て
48
件
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
手
術
室
に
は
空
気
清

浄
度
ク
ラ
ス
１
０
０
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 
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概
し
て
患
者
の
年
齢
層
は
か
な
り
高
齢
に
傾
い
て
お
り
、
平
均

で
約
30
人
の
入
院
患
者
が
す
べ
て
50
歳
以
上
、
最
も
多
い
年
齢
層

が
90
歳
代
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
理
由
の
ひ
と
つ

と
し
て
は
、
頭
部
外
傷
の
合
併
や
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
外
傷
が
疑
わ
れ

る
患
者
の
救
急
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
も
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
常
勤
の
脳
神
経
外
科

医
や
救
急
専
門
医
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
徐
々
に
好
転
し
て

い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

   

最
後
に
、
も
う
一
度
震
災
関
連
の
お
話
を
。
先
日
、
石
巻
赤
十

字
病
院
の
震
災
当
日
の
様
子
を
記
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
あ
た
か
も
そ
の
日
が
予
め
決
め
ら
れ
た
防
災
訓
練

の
日
で
あ
る
か
の
よ
う
に
す
べ
て
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、
30
分
を

過
ぎ
た
こ
ろ
に
は
、
人
的
お
よ
び
物
的
準
備
が
す
べ
て
整
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
、
残
念
な
が
ら
当
院
は
入
院
患
者
を

守
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
各
設
備
の
機
能
を
回
復
・
維
持
す
る
こ

と
に
精
一
杯
で
し
た
。
新
病
院
に
な
っ
て
ハ
ー
ド
面
は
格
段
に
良

く
な
り
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
面
で
も
そ
れ
に
見
合
う
井
田
病
院
整
形

外
科
と
な
る
よ
う
、
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
教
室
な
ら

び
に
同
窓
の
先
生
方
に
は
御
指
導
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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月
が
瀬
を
辞
め
て
１０
年
以
上
に
な
り
、
手
元
に
は
わ
ず
か
な
資

料
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
お
ぼ
つ
か
な
い
記
憶
を
頼
り
に
所
長
と

し
て
在
職
し
た
９
年
間
を
経
年
的
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

平
成
４
年
７
月
　
　
　
　
　
　
　
　

　
矢
部
裕
教
授
よ
り
呼
び
出
し
が
あ
り
、
齋
藤
正
也
先
生
の
後
任

と
し
て
翌
５
年
４
月
か
ら
月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
に
所
長
と
し
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
の
話
あ
り
、
少
な
か
ら
ず
迷

い
が
あ
っ
た
が
命
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

就
任
当
時
の
Ｋ
Ｔ
Ｒ
Ｃ
を
取
り
巻
く
環
境

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
、
都
市
部

に
お
け
る
大
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
整
備
、
拡
充
が
進
み
、
月

ヶ
瀬
の
よ
う
な
遠
隔
地
（
僻
地
）
の
温
泉
病
院
に
患
者
を
送
ら
な

く
て
も
済
む
よ
う
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の
入
院
患
者

数
も
平
成
２
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
経
常
収
支
が
下
降
線
を
た

ど
り
始
め
た
時
期
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
先
行
き
厳
し
い

状
況
に
あ
っ
た
。

　
就
任
後
、
東
京
、
神
奈
川
の
関
連
病
院
に
挨
拶
回
り
に
伺
っ
た

折
に
も
「
月
が
瀬
は
遠
い
し
、
家
族
の
方
が
嫌
が
る
ん
だ
ョ
。」、

「
付
き
添
い
が
要
る
ん
で
は⋯

⋯

。」
と
よ
く
い
わ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
済
生
会
神
奈
川
県
病
院
在
職
中
、
患
者
さ
ん
に
月
が
瀬
を

紹
介
し
て
も
同
じ
理
由
で
断
ら
れ
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
っ
た
こ

と
を
思
い
出
す
。

　
社
会
的
に
も
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
、
損
保
業
界
内
外
、
関
連
省
庁

等
で
一
私
学
の
施
設
で
あ
る
Ｋ
Ｔ
Ｒ
Ｃ
へ
の
自
賠
責
保
険
利
益
金

に
よ
る
助
成
に
対
す
る
見
直
し
の
意
見
が
次
第
に
強
く
な
っ
て
い

た
。

　
塾
内
で
も
一
部
常
任
理
事
よ
り
、
リ
ハ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
温
泉

は
必
要
か
、
都
市
部
に
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
？
な
ど
の
打
診
あ

り
、
伊
豆
の
温
泉
地
で
存
続
し
て
い
く
意
義
は
何
か
を
問
わ
れ
始

め
て
い
た
。
さ
ら
に
は
、
老
人
療
養
施
設
に
し
て
は
ど
う
か
な
ど

月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
Ｃ
）
で
の
９
年
間

前
月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

　

岩
　
田
　
清
　
二
（
４１
回
）

慶
應
義
塾
大
学

月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
閉
館
に
よ
せ
て
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と
い
う
意
見
す
ら
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
塾
で
の
決
算
報
告
・
予
算
折
衝
の

席
で
は
常
に
健
全
運
営
が
求
め
ら
れ
、
一
方
で
高
度
先
進
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
、
研
究
活
動
の
さ
ら
な
る
活
発
化
を
求
め

る
声
も
高
か
っ
た
。

　
当
時
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
Ｃ
に
は
常
勤
内
科
医
は
お
ら
ず
、
静
岡
日
赤
よ

り
神
経
内
科
の
岡
部
多
加
志
先
生
に
月
２
回
ほ
ど
来
て
頂
い
て
い

た
が
、
脳
卒
中
の
再
発
な
ど
の
救
急
時
に
は
順
天
堂
大
学
伊
豆
長

岡
病
院
な
ど
に
搬
送
し
て
い
た
。
大
学
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

施
設
な
の
に
な
ぜ
常
勤
の
内
科
医
あ
る
い
は
脳
神
経
外
科
医
が
い

な
い
の
か
？
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
安
心
し
て
患
者
を
送
れ
な
い
と
言

わ
れ
て
し
ま
う
状
況
で
あ
っ
た
。

　
非
常
勤
の
先
生
方
も
開
設
２０
周
年
記
念
誌
へ
の
寄
稿
文
中
で
内

科
医
の
常
勤
化
を
強
調
さ
れ
、
当
時
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

医
長
の
岡
島
康
友
講
師
（
５９
回
）
は
「
実
践
的
で
あ
る
べ
し
」
と

す
る
創
成
期
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
哲
学
を
受
け
継
ぎ
、
臨
床
に
役
立

つ
研
究
を
進
め
る
必
要
性
を
述
べ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
達
成
す
る

に
は
重
度
の
障
害
者
を
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
け
の
体
制
の
整
備

が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
入
院
患
者
の
高
齢
化
も
進
み
、
何
ら
か
の
生
活
習
慣
病

を
合
併
し
て
い
る
例
が
多
く
な
り
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
適
切
な
治

療
を
行
い
、
脳
卒
中
の
再
発
時
に
も
あ
る
程
度
の
対
応
可
能
な
診

療
体
制
を
整
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
内
科
医
の
常
勤
化
が
急
務
で

あ
る
と
考
え
、
信
濃
町
の
内
科
教
室
に
幾
度
と
な
く
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
回
っ
た
が
な
か
な
か
良
い
返
事
を
も
ら
え
な
か
っ
た
。

職
員
の
身
分
、
待
遇
の
改
善

　
セ
ン
タ
ー
内
に
向
け
て
は
、
職
員
の
士
気
の
高
揚
を
目
的
に
、

「
明
る
く
、
開
か
れ
た
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
セ
ン
タ
ー
」
に
し
た

い
と
公
約
し
、
就
任
前
よ
り
要
望
の
出
て
い
た
職
員
の
身
分
、
待

遇
の
改
善
に
着
手
し
た
。
６
年
４
月
に
は
医
学
部
に
倣
い
４
週
６

休
、
週
４０
時
間
制
を
導
入
し
、
７
～
８
年
度
に
か
け
て
大
幅
な
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
を
伴
う
給
与
基
準
表
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
ま
た
、

研
修
出
張
へ
の
支
援
も
強
化
し
、
の
ち
に
、
某
有
名
国
立
大
学
の

学
位
を
取
得
す
る
者
も
出
て
き
た
。

研
究
体
制

　
研
究
体
制
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
か
な
り
の
レ
ベ
ル
で
出
来
上

が
っ
て
お
り
、
各
部
門
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
可
能
な
限
り
の
支
援
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
平
成
６
年
７
月
、
以
前
よ
り
整
形
外
科
学
教
室
や
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
科
教
室
と
か
か
わ
り
の
深
か
っ
た
理
工
学
部
の
冨
田
豊

研
究
室
よ
り
大
学
院
生
が
出
向
・
常
駐
し
、
リ
ハ
科
と
の
学
際
的

研
究
、
某
電
機
メ
ー
カ
ー
と
の
産
学
共
同
研
究
が
推
進
さ
れ
、
冨

田
先
生
自
身
も
年
に
３
カ
月
ほ
ど
長
期
滞
在
さ
れ
て
治
療
的
電
気

刺
激
の
研
究
、
埋
め
込
み
型
電
気
刺
激
装
置
な
ど
リ
ハ
機
器
の
研
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究
・
開
発
の
指
導
・
実
践
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

平
成
８
年
、
遠
隔
画
像
診
断
な
ど
信
濃
町
ほ
か
他
施
設
と
の
円
滑

な
情
報
交
換
を
可
能
に
し
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
Ｃ
の
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
を
軽
減
す
べ
く
、
損
保
協
会
の
支
援
に
よ
る
Ｌ
Ａ
Ｎ
構
築
３

ヶ
年
計
画
が
開
始
さ
れ
た
が
、
先
生
に
は
そ
の
設
計
、
構
築
の
中

心
と
な
っ
て
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。
損
保
協
会
か
ら
の
研
究
助

成
は
こ
れ
が
最
後
と
な
り
、
終
了
後
は
名
目
上
「
医
研
セ
ン
タ
ー

運
用
協
力
費
」
と
し
て
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

斉
藤
正
也
前
所
長
ご
逝
去

　
小
生
の
就
任
時
に
は
療
養
中
と
は
い
え
ま
だ
お
元
気
で
、
い
ろ

い
ろ
ご
教
示
・
ご
指
導
い
た
だ
い
た
が
、
ま
も
な
く
ご
容
態
は
悪

化
し
、
平
成
７
年
１
月
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
っ
と

ご
指
導
を
お
願
い
し
た
か
っ
た
だ
け
に
大
変
残
念
で
あ
っ
た
。
あ

ら
た
め
て
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

内
科
医
の
常
勤
化
と
看
護
体
制
の
強
化

　
平
成
７
年
４
月
、
植
村
恭
夫
常
任
理
事
、
猿
田
享
男
医
学
部
長
、

小
川
聡
呼
吸
循
環
器
内
科
教
授
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
福

田
恵
一
講
師
（
現
循
環
器
内
科
教
授
）
が
週
１
回
来
院
し
て
診
療

（
入
院
患
者
及
び
職
員
の
健
康
管
理
）
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
内
科
医
常
勤
化
へ
の
道
が
少
し
見
え
て
き
た
。

　
ま
た
、
以
前
よ
り
進
め
て
き
た
看
護
職
の
増
員
へ
の
努
力
が
実

り
、
基
準
看
護
へ
の
目
途
が
立
ち
、
３
Ｆ
病
棟
か
ら
試
行
を
開
始

し
、
１０
月
に
は
全
病
棟
（
１
８
０
床
）
新
看
護
（
一
般
病
棟
）
に

移
行
し
て
、
全
面
的
に
開
設
以
来
の
付
添
看
護
を
廃
止
し
、
12
月

に
は
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
な
っ
た
。
移
行
に
当
た

っ
て
は
慶
應
病
院
か
ら
延
べ
９
名
の
看
護
婦
さ
ん
に
研
修
支
援
と

し
て
来
て
頂
き
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
感
謝
。

　
平
成
９
年
４
月
、
小
川
教
授
の
呼
吸
器
内
科
よ
り
岡
田
泰
昌
先

生
が
着
任
し
、
念
願
の
内
科
医
の
常
勤
化
が
実
現
し
た
。
そ
れ
を

機
に
洗
濯
棟
を
動
物
飼
育
室
と
動
物
実
験
室
に
改
修
し
、
彼
に
よ

り
導
入
さ
れ
た
生
体
組
織
の
膜
電
位
の
光
計
測
法
は
組
織
の
メ
カ

ニ
カ
ル
ス
ト
レ
ス
の
状
態 

をin v
iv

o

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
観
察

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
添
田
講
師
指
導
の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
い

た
「
脊
髄
圧
迫
時
の
病
態
（
興
奮
伝
達
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
の
解
明
」（
吉

田
英
彰
君
６８
回
）
や
骨
組
織
の
メ
カ
ニ
カ
ル
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る

反
応
」（
福
田
健
太
郎
君
６５
回
特
）
な
ど
の
研
究
に
も
活
用
さ
れ
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
の
後
も
、
内
科
の
充
実
を
求
め
て
努
力
し
た
が
叶
わ
な
か
っ
た
。

開
設
20
周
年
記
念
式

　
平
成
９
年
４
月
２３
日
セ
ン
タ
ー
開
設
２０
周
年
記
念
式
を
大
仁
ホ

テ
ル
で
盛
大
に
行
い
、
記
念
誌
も
発
行
し
た
。
当
日
来
賓
と
し
て

出
席
い
た
だ
い
た
方
々
の
ス
ピ
ー
チ
あ
る
い
は
記
念
誌
に
投
稿
を

お
願
い
し
た
方
々
の
コ
メ
ン
ト
は
Ｋ
Ｔ
Ｒ
Ｃ
の
将
来
に
向
け
て
の

か
じ
取
り
へ
の
大
き
な
参
考
と
な
っ
た
。
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整
形
外
科
医
長
の
交
代

　
平
成
１１
年
３
月
、
昭
和
６２
年
以
来
整
形
外
科
医
長
と
し
て
診
療
・

研
究
指
導
に
尽
力
し
、
小
生
に
と
っ
て
も
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

も
な
っ
て
く
れ
て
い
た
添
田
修
一
講
師
（
５５
回
特
）
が
退
職
し
、

一
時
的
に
外
来
患
者
数
、
入
院
患
者
数
が
減
少
し
た
が
、
１１
月
に

は
橋
本
健
史
講
師
（
６３
回
）
が
着
任
し
、
明
る
い
性
格
と
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
で
、
外
来
患
者
数
は
徐
々
に
回
復
し
、
整
形
外
科
に
対

す
る
地
域
の
需
要
の
増
大
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ

た
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

　
同
年
１１
月
よ
り
３
Ｆ
，
４
Ｆ
病
棟
を
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
棟
に
移
行
し
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
と
し

て
の
体
制
が
ほ
ぼ
整
い
、
病
床
数
は
１
６
８
床
と
や
や
少
な
く
な

っ
た
が
、
入
院
患
者
数
の
下
げ
止
ま
り
が
見
ら
れ
、
病
床
稼
働
率

が
上
昇
し
て
、
経
常
収
支
を
大
き
く
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
、
常

任
理
事
会
で
の
セ
ン
タ
ー
の
維
持
決
定
に
つ
な
が
る
大
き
な
要
因

の
一
つ
と
な
っ
た
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
タ
イ
ム

　
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
囲
碁
、
ゴ
ル
フ
な
ど
セ
ン
タ
ー
の

ク
ラ
ブ
活
動
に
も
一
部
員
と
し
て
可
能
な
限
り
顔
を
出
す
よ
う
に

し
、
活
動
後
の
二
次
会
で
さ
ら
に
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
近
く
の
農
家
か
ら
畑
を
３０
坪
ほ
ど
借
り
て
家
庭
菜
園
と

し
、
露
地
栽
培
の
野
菜
の
味
を
楽
し
み
つ
つ
、
物
言
わ
ぬ
が
手
を

か
け
れ
ば
必
ず
応
え
て
く
れ
る
作
物
を
相
手
に
気
分
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
し
て
い
た
。

お
わ
り
に

　
月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
在
職
中
は
１
年
１
年

が
長
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間

の
９
年
間
で
あ
っ
た
。
大
過
な
く
任
期
を
全
う
で
き
た
の
は
、
Ｋ

Ｔ
Ｒ
Ｃ
を
良
く
し
よ
う
と
職
務
に
励
ん
で
く
れ
た
職
員
の
熱
意
と

努
力
の
賜
物
で
あ
っ
た
。
職
員
の
み
な
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
い
た
歴
代

の
担
当
常
任
理
事
、
学
部
長
を
は
じ
め
学
内
の
諸
先
生
方
に
あ
ら

た
め
て
衷
心
よ
り
感
謝
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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２
０
１
１
年
９
月
３０
日
を
も
っ
て
慶
應
義
塾
大
学
月
が
瀬
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
閉
院
い
た
し
ま
し
た
。
戸
山
教
授

に
お
か
れ
ま
し
て
は
慶
應
義
塾
常
任
理
事
と
し
て
、
病
院
の
売
却

先
の
検
討
、
職
員
の
雇
用
へ
の
配
慮
、
地
域
医
療
へ
の
配
慮
等
、

何
度
も
現
地
に
足
を
運
ば
れ
、
ほ
ん
と
う
に
御
尽
力
し
て
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
１
９
９
９
年
１０
月
に
赴
任
し
て

か
ら
丸
１２
年
間
、
整
形
外
科
医
長
と
し
て
勤
務
し
た
た
の
で
感
慨

は
ひ
と
し
お
で
あ
り
ま
し
た
。
少
し
思
い
出
を
綴
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
の
起
源
は
１
９
４
１
年
８
月
に
解
説
さ
れ

た
、
月
ヶ
瀬
温
泉
治
療
学
研
究
所
に
遡
り
ま
す
。
し
か
し
、

１
９
５
８
年
９
月
、
狩
野
川
台
風
が
来
襲
し
、
す
べ
て
の
施
設
が

流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
台
風
は
伊
豆
で
の
死
者
・
行
方

不
明
９
３
０
名
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
で
あ
り
、
今
で
も
地
域
で

は
語
り
草
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
１
９
７
７
年
、
日
本
損

害
保
険
協
会
の
協
力
の
も
と
、
月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
セ
ン
タ
ー
長
は
斉
藤
正
也
教

授
で
、
第
２
代
が
岩
田
清
二
教
授
、
最
後
の
第
３
代
が
木
村
彰
男

教
授
で
し
た
。
整
形
外
科
医
長
は
、
磯
田
、
小
林
、
加
藤
、
横
井
、

添
田
、
森
岡
（
現
医
局
長
）
の
緒
先
生
が
務
め
ら
れ
、
私
が
第
７

代
で
最
後
の
医
長
で
あ
り
ま
し
た
。
整
形
外
科
医
員
は
、
私
が
赴

任
し
て
か
ら
、
吉
田
、
森
山
、
山
口
、
池
澤
、
池
田
、
竹
内
、
福
田
、

青
山
、
井
上
、
三
笠
、
原
藤
、
原
田
、
日
方
、
飯
塚
、
南
雲
、
岩
井
、

吉
岡
、
本
田
、
板
倉
の
各
先
生
に
き
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
本

当
に
遠
く
ま
で
き
て
、
よ
く
働
い
て
く
れ
、
研
究
も
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
が
赴
任
し
た
当
時
は
、
岩
田
セ
ン
タ
ー
長
の
も
と
、
整
形
外

科
は
橋
本
、
吉
田
、
森
山
、
山
口
の
４
人
体
制
で
あ
り
ま
し
た
。

内
科
に
岡
田
泰
昌
講
師
が
お
り
、
リ
ハ
ビ
リ
科
は
岡
島
副
セ
ン
タ

ー
長
（
現
在
、
杏
林
大
学
リ
ハ
ビ
リ
科
教
授
）
以
下
、
や
は
り
４

人
体
制
で
し
た
。
医
師
は
総
勢
１１
名
で
、
仲
良
く
働
い
て
お
り
ま

し
た
。
岡
田
先
生
は
脊
髄
の
呼
吸
器
中
枢
研
究
の
第
１
人
者
で
、

そ
の
指
導
の
も
と
、
吉
田
、
福
田
、
青
山
の
各
先
生
は
月
が
瀬
で

学
位
を
取
り
ま
し
た
。
地
域
医
療
の
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
元

で
は
「
慶
應
病
院
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
非
常
に
多

く
の
外
来
患
者
と
入
院
患
者
が
お
り
ま
し
た
。
私
の
外
来
な
ど
は
、

午
前
の
外
来
が
夜
の
８
時
、
９
時
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。
入
院
患

者
も
一
人
当
た
り
、
２０
か
ら
２５
名
を
受
け
持
ち
、
整
形
外
科
と
し

月
が
瀬
の
閉
院
に
あ
た
っ
て

橋
　
本
　
健
　
史
（
63
回
）
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て
、
９０
か
ら
１
０
０
名
く
ら
い
が
常
時
入
院
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
状
態
で
、
２
０
０
０
年
、
２
０
０
１
年
は
黒
字
が
続
き

ま
し
た
。

　
春
は
狩
野
川
沿
い
に
植
え
ら
れ
た
桜
が
満
開
と
な
り
、
入
院
患

者
さ
ん
を
招
待
し
て
、
お
花
見
会
を
し
ま
し
た
。
お
茶
会
を
し
た

り
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
り
し
ま
し
た
。
本
当
に
き
れ
い

な
桜
で
し
た
。
夏
は
花
火
大
会
を
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
の
若

い
衆
が
手
の
こ
ん
だ
脚
色
を
し
て
、
打
ち
上
げ
花
火
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
冬
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
お
こ
な
い
、
地
元
の
中
学
生

が
患
者
さ
ん
の
慰
問
に
き
て
い
た
だ
き
、
リ
ン
グ
ベ
ル
を
毎
年
奏

で
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
職
員
で
も
コ
ー
ラ
ス
部
を
つ
く
り
、
合

唱
を
い
た
し
ま
し
た
。
毎
年
末
に
は
整
形
外
科
忘
年
会
を
盛
大
に

行
い
、
各
先
生
が
た
に
は
、
思
い
出
深
い
か
く
し
芸
も
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
病
院
の
経
営
は
長
期
的
に
は
危
機
的
状
態
に
あ
り
ま

し
た
。
入
院
患
者
は
１
９
９
７
年
頃
を
頂
点
と
し
て
、
長
期
低
落

傾
向
に
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
原
因
と
し
て
、
い
く
つ
か
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
、
時
代
の
流
れ
と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
病

院
と
し
て
の
需
要
が
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
開
設
当
初
は
、

田
舎
の
空
気
の
よ
い
と
こ
ろ
で
ゆ
っ
く
り
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
と
い

う
風
潮
が
流
行
し
て
お
り
、
こ
れ
は
全
国
的
な
も
の
で
し
た
。
た

だ
、
最
近
は
都
市
部
に
た
く
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
病
院
が
で
き
、
ま

た
、
総
合
病
院
に
併
設
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
で
す
。
自
宅
近
く
に

立
派
な
リ
ハ
ビ
リ
病
院
が
あ
る
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
ま
で
は
行

き
ま
せ
ん
。
家
族
の
お
見
舞
い
も
た
い
へ
ん
で
す
。
そ
し
て
、
リ

ハ
ビ
リ
患
者
さ
ん
の
高
齢
化
が
進
み
、
孤
立
し
た
リ
ハ
ビ
リ
病
院

で
は
、
患
者
さ
ん
の
急
変
時
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
、
半
年

に
一
度
く
ら
い
、
救
急
車
に
同
乗
し
て
総
合
病
院
に
急
変
し
た
患

者
さ
ん
を
転
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
な
か

な
か
、
安
全
管
理
上
も
問
題
で
し
た
。
私
は
、
入
院
患
者
を
扱
う

重
度
の
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
か
ら
は
、
総
合
病
院
の
中

に
設
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
確
保
と
い
う
面
か
ら
も
難
し
い
時
代
と
な
り
ま
し

た
。
医
師
、
Ｐ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
に
は
地
元
の
ひ
と
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ

ん
。
皆
、
単
身
赴
任
で
す
。
近
く
に
は
コ
ン
ビ
ニ
も
ス
ー
パ
ー
も

な
く
、
出
前
を
し
て
く
れ
る
お
店
も
鮨
屋
が
１
件
あ
る
の
み
で
日

常
生
活
は
か
な
り
不
便
で
し
た
。
さ
ら
に
、
立
地
の
問
題
で
す
。

病
院
が
建
っ
て
い
た
場
所
は
、
護
岸
工
事
が
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
、
ほ
と
ん
ど
川
の
中
州
で
す
。
地
面
も
川
面
の
高
さ
か
ら
２
ｍ

ほ
ど
し
か
な
く
、
台
風
の
と
き
は
、
夜
中
も
見
回
り
に
い
き
ま
し

た
。
い
ざ
と
い
う
時
に
は
、
入
院
患
者
さ
ん
を
避
難
さ
せ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
堤
防
決
壊
ま
で
５０
㎝
と
い
う
と
き
も
あ
り
、
ひ

や
り
と
し
た
こ
と
も
一
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
は
り
、

川
の
近
く
に
病
院
な
ど
、
建
て
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
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以
上
を
考
え
ま
す
と
、
残
念
で
す
が
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面

に
お
い
て
、
撤
退
が
唯
一
の
選
択
肢
で
あ
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。

事
業
は
進
出
よ
り
も
撤
退
の
ほ
う
が
は
る
か
に
難
し
い
と
い
い
ま

す
。
こ
の
た
び
の
病
院
売
却
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
連

合
軍
の
ダ
ン
ケ
ル
ク
の
撤
退
に
匹
敵
す
る
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た

と
考
え
ま
す
。

　
最
後
に
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
戸
山
常
任
理
事
を
は
じ
め

と
し
た
慶
應
義
塾
理
事
の
諸
先
生
方
、
岩
田
教
授
、
木
村
教
授
の

歴
代
セ
ン
タ
ー
長
、
吉
田
、
南
雲
、
福
田
、
池
澤
先
生
等
整
形
外

科
学
教
室
の
ロ
ー
テ
ー
タ
ー
の
諸
先
生
、
内
科
の
岡
田
先
生
、
リ

ハ
ビ
リ
科
の
岡
島
先
生
、
正
門
先
生
（
現
東
海
大
学
教
授
）
は
じ

め
諸
先
生
方
、
瀬
尾
記
念
病
院
の
井
上
先
生
、
添
田
先
生
は
じ
め

諸
先
生
が
た
、
樋
口
整
形
外
科
の
樋
口
先
生
、
元
静
岡
赤
十
字
病

院
の
濱
田
先
生
、
順
天
堂
大
学
静
岡
病
院
整
形
外
科
の
金
子
教
授

（
現
順
天
堂
大
学
教
授
）、
大
林
、
最
上
両
先
生
、
伊
豆
赤
十
字
病

院
の
吉
田
院
長
、
月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
の
上
釜
、
西
島
、
林
お
よ
び

桜
井
の
各
事
務
長
さ
ん
、
佐
藤
次
長
、
そ
の
他
、
職
員
の
か
た
が

た
、
の
各
先
生
方
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
慶
應
義
塾
大
学
月
ヶ
瀬
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖
に
関
連
し

て
何
か
書
く
よ
う
に
と
、
指
名
さ
れ
た
が
、
閉
鎖
自
体
に
は
何
の

関
わ
り
も
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ふ
る
さ
と
が
発
行
さ
れ
た
と

き
ま
で
、
月
ヶ
瀬
に
留
ま
っ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
２
度
程
断
っ

た
。
し
か
し
、
ロ
バ
ー
ト
に
し
つ
こ
く
、
何
で
も
よ
い
か
ら
書
け

と
迫
ら
れ
て
、
仕
方
な
く
書
く
こ
と
と
し
た
。
何
し
ろ
整
形
外
科

教
室
に
入
室
以
来
、
今
日
ま
で
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
て
、
行
動
し
た
こ
と
が
な
い
。
浮
き
草
が
た
ま
た
ま
伊
豆
の

田
舎
に
引
っ
掛
か
っ
た
だ
け
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
昨
年
10
月
か

ら
、
朝
、
目
が
覚
め
る
と
、
昨
日
は
ど
こ
に
泊
ま
っ
た
の
か
な
と

い
う
確
認
か
ら
、
1
日
が
始
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
月
ヶ
瀬
勤
務

は
、
月
曜
日
、
水
曜
日
と
木
曜
日
に
、
金
曜
日
は
第
1
、
第
3
の

み
で
あ
る
。
従
っ
て
、
週
2
回
、
東
京
か
ら
新
幹
線
通
勤
を
行
い
、

三
島
か
ら
は
、
娘
夫
婦
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
１
９
７
０
年
代

の
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、
カ
ミ
サ
ン
の
お
古
の
９
年
目
の
車
で
、

30
分
か
ら
40
分
か
け
て
月
ヶ
瀬
ま
で
吹
っ
飛
ば
し
て
い
る
。
従
っ

て
、
以
前
の
東
京
、
横
浜
泊
ま
り
に
、
三
島
、
月
ヶ
瀬
泊
ま
り
が

慶
應
義
塾
大
学
月
ヶ
瀬
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

閉
鎖
後

矢
　
部
　
啓
　
夫
（
53
回
）
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加
わ
っ
た
。
そ
れ
に
月
1
回
ほ
ど
、
病
院
の
近
く
に
あ
る
、
天
城

湯
ヶ
島
の
温
泉
宿
に
も
泊
ま
り
、
温
泉
と
酒
を
満
喫
し
て
い
る
。

　
昨
年
7
月
、
慶
應
義
塾
大
学
月
ヶ
瀬
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
が
9

月
に
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
を
、
初
め
て
知
ら
さ
れ
た
。
全
く
関
心
が

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
時
ま
で
、
同
セ
ン
タ
ー
が
継
続
さ

れ
て
い
た
こ
と
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
。
当
然
、
閉
鎖
さ
れ
て
い
た

と
思
い
、「
え
！
ま
だ
月
ヶ
瀬
が
あ
っ
た
の
、
と
っ
く
に
な
く
な
っ

て
い
た
と
思
っ
て
い
た
」
と
答
え
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
伊
勢
慶

應
病
院
と
同
じ
切
東
喜
久
夫
君
が
率
い
る
、
全
心
会
に
譲
渡
さ
れ

る
こ
と
も
教
え
ら
れ
た
。
以
前
か
ら
、
慶
應
が
主
催
の
日
整
会
学

術
集
会
が
終
わ
り
、
9
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
北
京
で
開
催
さ
れ

る
国
際
患
肢
温
存
会
議
に
出
席
し
た
後
、
9
月
一
杯
で
、
い
さ
さ

か
長
く
な
っ
た
、
慶
應
を
卒
業
す
る
つ
も
り
で
い
た
。
卒
業
後
は
、

定
期
的
に
は
週
2
日
の
み
働
き
、
残
り
は
フ
リ
ー
タ
ー
と
し
て
、

役
者
、
芸
者
の
よ
う
に
、
お
座
敷
に
呼
ば
れ
る
と
、
お
座
敷
に
上

が
る
と
い
っ
た
生
活
を
予
定
し
て
い
た
、
従
っ
て
、
通
常
な
ら
断
っ

て
い
た
と
思
う
。
し
か
し
、
横
浜
、
東
京
で
の
生
活
が
長
く
な
っ

た
こ
と
に
加
え
て
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
そ
の
翌
日
に
は

双
子
の
孫
が
誕
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
東
京
で
の
生
活
が
中
心
と

な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
土
日
に
横
浜
に
帰
り
、
月
曜
か
ら

土
曜
日
ま
で
は
、
左
門
町
で
単
身
赴
任
し
て
い
た
が
、
毎
日
、
カ

ミ
さ
ん
の
顔
を
み
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
元
々
、
田
舎
志

向
が
強
く
、
い
ず
れ
は
三
浦
半
島
の
先
の
田
舎
に
逃
げ
て
、
釣
り

三
昧
で
も
と
考
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
何
を
間
違
っ
た
か
、
魔

が
さ
し
た
か
、
東
京
か
ら
逃
げ
、
田
舎
に
行
っ
て
、
少
し
ぐ
ら
い

手
伝
っ
て
も
よ
い
か
と
も
考
え
て
し
ま
っ
た
。「
10
月
か
ら
は
暇

に
な
る
。
十
分
時
間
が
で
き
る
」
と
常
々
い
っ
て
い
た
が
、
逆
に

時
間
が
な
く
な
り
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
完
全
に
埋
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。「
話
が
違
う
」
と
、
娘
が
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や

マ
レ
ー
シ
ア
、
台
湾
な
ど
、
い
く
つ
か
の
旅
行
を
計
画
し
て
い
た

カ
ミ
サ
ン
に
責
め
ら
れ
、
娘
た
ち
に
は
「
何
を
考
え
て
い
る
の
か
」

と
非
難
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
２
０
１
１
年
10
月
1
日
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
月
ヶ

瀬
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
は
、
新
た
に
、
全
心
会
伊
豆
慶
友
病
院
と

な
っ
た
。
職
員
の
多
く
は
、
慶
應
時
代
の
職
員
が
引
き
続
き
、
新

病
院
の
職
員
と
し
て
残
っ
た
が
、
医
師
は
勿
論
の
こ
と
、
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
療
法
士
な
ど
は
全
て
、
慶
應
月
ヶ
瀬

リ
ハ
セ
ン
タ
ー
の
消
滅
と
と
も
に
月
ヶ
瀬
を
去
っ
て
い
っ
た
。
新

病
院
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
も
、
職
員
の
退
職
が
続
い
た
。
そ
の
多

く
は
、
仕
事
量
が
増
え
て
、
月
ヶ
瀬
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
時
代
よ
り
忙

し
く
な
っ
た
、
自
分
に
は
で
き
な
い
と
い
う
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。

全
く
０
か
ら
の
出
発
の
た
め
、
患
者
数
は
少
な
く
、
仕
事
が
多
い

は
ず
は
な
い
。
慶
應
時
代
に
い
か
に
楽
を
し
て
、
そ
れ
な
り
の
給

料
を
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
月
ヶ
瀬
リ
ハ
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セ
ン
タ
ー
閉
鎖
ま
で
の
多
く
の
問
題
も
耳
に
す
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
新
病
院
と
は
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
述
べ

る
こ
と
で
も
な
い
と
思
う
。

　
月
ヶ
瀬
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
閉
院
イ
コ
ー
ル
同
地
で
の
医
療
施
設
が

消
滅
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
旧
ス
タ
ッ
フ
か
ら
周
辺
住
民
に
広
く

伝
え
ら
れ
て
い
た
。
お
陰
で
入
院
患
者
ゼ
ロ
、
外
来
患
者
ま
ば
ら
、

ゼ
ロ
の
日
も
あ
っ
た
状
態
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
比
較
的
楽
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
。
し
か
し
、徐
々
に
、新
病
院
の
存
在
が
、

伊
豆
市
を
中
心
に
周
辺
地
域
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
外
来
、

入
院
患
者
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
増
え
て
い
る
。
開
院
後
１
年
の
現

在
、
外
来
は
、
月
ヶ
瀬
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
時
代
の
3
倍
近
い
ス
ピ
ー

ド
で
こ
な
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
午
前
中
に
は
終
わ
ら
ず
、

午
後
ま
で
か
か
り
、限
界
に
近
付
い
て
い
る
。
病
棟
は
、一
般
病
棟
、

療
養
病
棟
を
含
め
て
約
１
０
０
床
を
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
患
者

数
の
増
加
に
よ
っ
て
、
忙
し
さ
が
増
し
て
い
が
、
雇
わ
れ
院
長
に

と
っ
て
は
、
決
し
て
う
れ
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
将
来
は
１
５
９

床
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
進
ん
で
い
る
が
、
看
護
師
の
数
な
ど
、
多

く
の
問
題
が
解
決
し
て
お
ら
ず
、
い
つ
１
５
９
床
オ
ー
プ
ン
で
き

る
か
不
明
で
あ
る
。

　
開
院
後
、
病
棟
の
改
装
を
は
じ
め
、
病
院
内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
必
要
と
な
る
。
建
物
自
体
は
非
常
に
強
固
で
、
東
日
本
大
震
災

程
度
の
地
震
で
は
ビ
ク
と
も
し
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と

が
、
か
え
っ
て
内
部
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
邪
魔
に
な
る
。
慶
應
リ

ハ
開
設
以
来
、
40
年
間
、
修
理
も
含
め
て
何
も
改
装
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
ボ
ロ
ボ
ロ
状
態
で
あ
り
、
空
調
、
水
周
り
を
は
じ
め
、

多
く
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
新
し
い
機
器
の
購

入
な
ど
も
あ
り
、
黒
字
に
な
る
ま
で
に
は
、
か
な
り
時
間
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
、
完
全
に
全
心
会
に
依
存
し
て
い
る
状
態

で
あ
る
。
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平
成
24
年
2
月
1
日
よ
り
千
葉
一
裕
先
生
（
62
回
）
の
後
任
と

し
て
教
室
主
任
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
千
葉
先
生
が
献
身
的
に

教
室
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
の
を
間
近
で
見
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

　
教
室
主
任
は
医
学
部
の
中
で
は
教
室
を
代
表
す
る
立
場
で
は
あ

り
ま
す
が
、
実
質
は
戸
山
教
授
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
教

授
に
指
示
を
頂
き
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
教
室
の
運
営
に
あ

た
っ
て
い
く
、
い
わ
ば
大
店
（
お
お
だ
な
）
の
番
頭
の
よ
う
な
存

在
と
自
認
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
医
学
部
や
病
院
の
様
々
な
会

議
に
は
教
室
代
表
と
し
て
出
席
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
教
室
の
立

場
を
危
う
く
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
教
室
員
の
意
向
を
で

き
る
だ
け
医
学
部
や
病
院
の
運
営
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
常
に
緊

張
感
を
持
っ
て
任
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

幸
い
、
現
教
室
ス
タ
ッ
フ
は
皆
、
教
室
の
運
営
に
大
き
な
エ
フ
ォ

ー
ト
を
払
っ
て
く
れ
て
お
り
、
教
室
内
の
会
議
で
も
建
設
的
な
意

見
を
出
し
て
く
れ
る
こ
と
か
ら
、
教
室
運
営
は
い
く
つ
か
の
問
題

に
は
直
面
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
を
解
決
し
つ
つ
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん

で
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
慶
應
大
学
整
形
外
科
教
室
は
名
実
と
も
に
日
本
で
も
最
大
の
教

室
の
一
つ
と
し
て
発
展
し
て
お
り
ま
す
が
、
進
歩
の
著
し
い
医
学

界
に
お
い
て
、
停
滞
は
後
退
と
同
義
と
考
え
、
臨
床
、
研
究
、
教

育
、
人
事
の
点
で
常
に
改
善
・
前
進
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
教
室
運
営
に
関
し
ま
し
て
教
室
、
同
窓
の
先
生

方
の
ご
協
力
・
ご
指
導
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

教
室
主
任
を
拝
命
し
て

 

松
　
本
　
守
　
雄
（
65
回
）

教
室
便
り



　
平
成
19
年
4
月
よ
り
本
年
3
月
末
ま
で
の
丁
度
5
年
間
、
教
室

幹
事
（
医
局
長
）
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
何
と
か
無
事
、

こ
の
大
役
を
務
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
、

同
窓
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
思
え
ば
こ
の
5
年
間
、
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成

19
年
10
月
に
は
戸
山
芳
昭
教
授
（
54
回
）
が
慶
應
義
塾
大
学
病
院

長
に
就
任
さ
れ
、
平
成
20
年
3
月
に
は
医
局
が
別
館
4
階
か
ら
臨

床
研
究
棟
2
階
へ
移
転
、
平
成
21
年
5
月
、
戸
山
教
授
が
慶
應
義

塾
常
任
理
事
の
職
に
就
か
れ
、
平
成
23
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
後
、
同
年
5
月
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
を
Ｗ

Ｅ
Ｂ
形
式
で
開
催
、
と
大
き
な
出
来
事
の
連
続
で
し
た
。
こ
う
し

た
出
来
事
に
対
し
て
は
、
そ
の
都
度
、
戸
山
教
授
、
千
葉
一
裕
前

教
室
主
任
（
62
回
）、
松
本
守
雄
教
室
主
任
（
65
回
）
と
相
談
の

上
教
室
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
確
認
し
、
そ
れ
を
実
行
に
移
す
と

い
っ
た
作
業
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
ひ
と
つ
の
課

題
を
乗
り
越
え
た
と
安
堵
し
た
途
端
、
次
の
課
題
が
到
来
す
る
と

い
っ
た
毎
日
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
終
わ
っ
て
し
ま
え
ば
あ

っ
と
い
う
間
の
5
年
間
で
し
た
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
不
安
と
緊
張

で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
こ
ろ
、
計
画
性
を

も
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
と
対
処
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
最
後
に
勢
い
に

任
せ
て
行
動
す
る
と
い
う
、
生
来
の
無
精
者
の
性
格
が
功
を
奏
し

5
年
間
を
過
ご
せ
た
と
自
分
な
り
に
分
析
し
て
い
ま
す
。
教
室
人

事
で
も
、
定
期
人
事
の
骨
子
が
出
来
上
が
り
、
い
よ
い
よ
教
授
、

准
教
授
の
承
認
を
得
る
と
こ
ろ
で
、
急
遽
欠
員
が
発
生
し
、
こ
れ

は
一
か
ら
や
り
直
し
と
焦
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
教
室
人
事
に
復
帰
さ
れ
る
先
生
、
開
業
や
留
学
の
予
定
を
変

更
さ
れ
る
先
生
が
現
れ
、
ピ
ン
チ
を
脱
し
た
と
の
経
験
も
一
度
な

ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
最
後
は
何
と
か
な
る
」
の
心
境
で

し
た
が
、
間
近
で
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
戸
山
先
生
、
千
葉
先
生
、

松
本
先
生
は
も
と
よ
り
、
先
代
の
教
室
幹
事
で
あ
っ
た
池
上
博
泰

先
生
（
64
回
）
を
は
じ
め
多
く
の
教
室
ス
タ
ッ
フ
の
先
生
や
同
門

の
先
生
方
に
は
、
多
々
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
お
詫
び
い
た
す
と
と
も
に
、

最
後
ま
で
暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
教
室
人
事
は
年
を
追
う
ご
と
に
多
種
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
新
研
修
医
制
度
も
始
ま
り
、
勤
務
先
は
自
分
で
開
拓
す
る
と

の
大
き
な
流
れ
が
、
若
手
だ
け
で
は
な
く
、
関
連
病
院
の
中
核
を
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教
室
幹
事
を
終
え
て

 

須
　
田
　
康
　
文
（
65
回
）
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担
う
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
生
に
も
波
及
し
は
じ
め
て
い
ま

す
。
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
あ
わ
せ
、
医
療
体
系
が
多

様
化
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
初
期
研

修
後
の
専
門
（
後
期
研
修
あ
る
い
は
専
修
）
医
教
育
の
重
要
性
か

ら
、
い
わ
ゆ
る
『
医
局
制
度
』
の
担
う
役
割
が
改
め
て
注
目
さ
れ

て
い
る
現
実
も
あ
り
ま
す
。
大
学
医
局
と
は
、
卓
越
し
た
研
究
者

を
育
て
る
場
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
整
形
外
科
全
般
を
広
く
理
解

し
、
か
つ
技
量
を
身
に
つ
け
た
臨
床
医
を
関
連
病
院
と
協
力
し
合

い
な
が
ら
育
て
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
教
室
で
は
、
入
局
さ
れ
た

先
生
を
将
来
様
々
な
場
面
で
活
躍
で
き
る
有
能
な
整
形
外
科
臨
床

医
に
育
て
る
と
の
観
点
か
ら
、
関
連
病
院
と
一
体
化
し
た
新
た
な

臨
床
教
育
制
度
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
松
本
守
雄
教

室
主
任
を
責
任
者
、
私
を
担
当
委
員
長
と
し
た
新
教
育
制
度
検
討

委
員
会
（
仮
称
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
年
内
か
ら
年
明
け
を
目

途
に
、
関
連
病
院
の
諸
先
生
の
意
見
も
う
か
が
い
な
が
ら
、
未
来

に
つ
な
が
る
新
た
な
教
育
制
度
の
構
築
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

将
来
、
こ
う
し
た
教
育
制
度
の
も
と
に
育
っ
た
先
生
が
、
大
学
あ

る
い
は
地
域
の
医
療
に
従
事
し
な
が
ら
、
後
輩
医
師
の
た
め
今
度

は
教
育
を
担
う
側
に
ま
わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
教
室
の
人
事
制
度

の
安
定
化
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
教
室
幹
事
は
退
任

し
ま
し
た
が
、
上
記
新
教
育
制
度
検
討
委
員
会
委
員
長
、
教
室
同

窓
会
担
当
と
し
て
、
慶
大
整
形
の
益
々
の
繁
栄
と
発
展
の
た
め
微

力
な
が
ら
努
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
化
し
て

い
る
今
、
私
の
後
任
と
し
て
教
室
幹
事
を
担
当
さ
れ
て
い
る
森
岡

秀
夫
先
生
（
67
回
）、
副
教
室
幹
事
の
佐
藤
和
毅
先
生
（
68
回
）

に
は
、
苦
労
の
絶
え
な
い
毎
日
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
決
し
て
優

し
く
は
な
い
業
務
で
す
が
、
普
段
お
話
し
す
る
機
会
が
少
な
か
っ

た
同
門
の
諸
先
生
、
他
の
医
療
機
関
、
あ
る
い
は
医
療
を
離
れ
た

分
野
の
方
々
と
の
多
く
の
出
会
い
は
、
先
生
方
に
と
っ
て
き
っ
と

大
き
な
財
産
と
な
る
は
ず
で
す
。
ど
う
か
、
健
康
に
は
留
意
さ
れ
、

教
室
の
た
め
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
私
で
で
き
る
こ
と
で
し

た
ら
い
つ
で
も
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
遠
慮
な
く
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
同
門
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
両
先

生
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
24
年
4
月
に
、
前
任
の
須
田
康
文
先
生
（
65
回
）
に
代
わ

っ
て
教
室
幹
事
（
医
局
長
）
を
戸
山
芳
昭
教
授
、
教
室
主
任
の
松

本
守
雄
准
教
授
か
ら
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
お
話
を
頂
い
た
時
は
、

正
直
お
受
け
し
て
い
い
も
の
か
迷
い
ま
し
た
。
私
は
、
昨
年
4
月

か
ら
腫
瘍
班
チ
ー
フ
を
任
せ
ら
れ
、
ま
た
腫
瘍
班
前
チ
ー
フ
の
矢

部
啓
夫
先
生
が
昨
年
10
月
に
慶
應
を
退
職
さ
れ
全
心
会
伊
豆
慶
友

病
院
の
院
長
に
な
ら
れ
た
ば
か
り
で
、
悪
性
疾
患
を
抱
え
る
重
い

臨
床
グ
ル
ー
プ
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
班
の
体
制
作
り
に
躍
起
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
一
番
の
原
因
で
す
。
お
話
を
頂
き
、
早
速
、
腫

瘍
班
の
ス
タ
ッ
フ
に
事
の
成
り
行
き
と
対
応
の
相
談
を
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
腫
瘍
班
の
メ
ン
バ
ー
は
、
自
分
に
と
っ
て
、

家
族
と
同
様
に
大
切
な
存
在
で
、
彼
ら
の
理
解
な
く
し
て
は
何
事

も
な
し
得
な
い
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
医
局
長
を

受
諾
し
て
も
臨
床
業
務
を
離
れ
る
つ
も
り
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ど
う
し
て
も
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
う

こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
色
々
意
見
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

す
べ
て
を
前
向
き
に
考
え
る
グ
ル
ー
プ
な
の
で
、
現
在
は
彼
ら
の

温
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
業
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場

を
借
り
て
、
腫
瘍
班
の
メ
ン
バ
ー
に
感
謝
の
弁
を
述
べ
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
メ
ン
バ
ー
が
各
自
で
問

題
意
識
を
持
ち
、
そ
の
解
決
能
力
の
育
成
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
私
の
せ
い
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
精
神
的
に

も
技
術
的
に
も
皆
が
独
立
し
て
き
て
お
り
、
少
し
寂
し
い
よ
う
な
、

で
も
頼
も
し
く
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
以
上
、
医
局
長
拝
命
時
の
心
の
葛
藤
を
述
べ
ま
し
た
が
、
自
分

が
入
局
し
た
時
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
役
職
へ
の
戸
惑
い
と
不
安

も
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
入
局
以
来
、す
べ
て
に
お
い
て
「
ノ

ー
」
と
言
わ
な
か
っ
た
私
の
ポ
リ
シ
ー
か
ら
考
え
る
と
、
前
に
進

む
の
み
で
あ
る
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
ト
ッ
プ
を
行

く
教
室
員
の
た
め
に
、
命
が
け
で
取
り
組
む
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

は
な
は
だ
不
慣
れ
な
こ
と
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る

か
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
し
ば
ら
く
の
間
、
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
こ
の
「
ふ
る
さ
と
」
が
同
窓
の
先
生
方
に
配
ら
れ
る
頃
に
は
、

医
局
長
業
務
を
仰
せ
つ
か
っ
て
半
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
同
窓
の
多
く
の
先
生
方
、
特
に
関
連
病
院
の
先
生

方
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
医
局
の
様
々
な
案
件
が
議
論
さ
れ
決
定

さ
れ
て
い
る
か
、
ご
存
じ
な
い
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

新
教
室
幹
事
よ
り
―
医
局
長
に
就
任
し
て
―

森
　
岡
　
秀
　
夫
（
67
回
特
）
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か
ら
先
を
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
戸
山
教
授
と
教
室
主
任
の
松
本
准
教
授
に
お
願
い
し
た

の
は
、
医
局
業
務
の
体
制
作
り
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
超
人
的
な

能
力
を
お
持
ち
の
須
田
前
医
局
長
の
よ
う
に
は
絶
対
に
仕
事
を
こ

な
せ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
副
医
局
長
を
新
設
し
佐

藤
和
毅
先
生
（
68
回
）
を
任
命
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
彼
は
、
前
任
の
須
田
先
生
の
頃
か
ら
、
そ
の
補
佐
を
務

め
ら
れ
、
そ
の
能
力
が
優
れ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
り
ま
し

た
。
私
は
、
彼
を
以
前
か
ら
よ
く
知
っ
て
お
り
、
心
を
通
じ
合
え

る
非
常
に
素
晴
ら
し
い
人
材
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
彼
に
は
申

し
訳
な
い
の
で
す
が
、
私
の
運
命
共
同
体
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
了
承
を
得
ま
し
た
。
佐
藤
君
に
は
関
連
病
院
人
事
と
並
ん
で
交

渉
ご
と
の
多
い
外
勤
を
中
心
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
他
に

も
教
室
内
の
様
々
な
業
務
を
分
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
朝

早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
休
日
も
な
く
、
私
に
付
き
合
っ
て
い
た
だ

い
て
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
関
連
病
院
に
関
す
る

案
件
な
ど
、
人
事
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
前
医
局
長

の
須
田
先
生
に
度
々
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
医

局
長
が
変
わ
っ
て
も
、
合
意
事
項
な
ど
で
き
る
限
り
踏
襲
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
素
晴
ら
し
く
そ
し
て
や

さ
し
い
家
庭
教
師
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
私
は
、
保
険
医
長
、
卒

訓
、
医
局
長
と
す
べ
て
須
田
先
生
の
後
を
歩
ん
で
お
り
、
ま
た
、

医
局
長
就
任
当
初
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
温
か
い
ご
指
導
を
頂

き
感
謝
の
念
が
堪
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
現
在
、
教
室
主
任
の
松
本

准
教
授
は
、
私
の
絶
大
な
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
ご
指
導
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。
落
と
し
て
し
ま
っ
た
仕
事
は
必
ず
松
本
先
生
が
拾

っ
て
く
だ
さ
る
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
は
兄
の
よ

う
な
存
在
で
す
。
松
本
先
生
は
、
教
室
主
任
の
み
な
ら
ず
慶
大
整

形
の
脊
椎
班
チ
ー
フ
と
い
う
要
職
を
兼
務
さ
れ
て
お
り
、
私
に
は

想
像
も
で
き
な
い
気
配
り
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
し
ば
ら

く
の
間
、
ご
指
導
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

他
、
平
成
24
年
6
月
に
中
村
雅
也
先
生
（
66
回
）
が
准
教
授
に
ご

就
任
に
な
り
、
現
在
、
教
室
執
行
部
の
会
議
で
ご
助
言
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
私
が
言
う
の
も
失
礼
の
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
が
、

非
常
に
能
力
の
高
い
方
な
の
で
、
今
後
教
室
発
展
の
た
め
に
力
を

発
揮
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、
戸
山
教
授
に
は
医
局
長
の
大
先
輩
と
し
て
、
事
務
的

な
こ
と
か
ら
、
医
局
長
の
理
念
ま
で
、
非
常
に
大
き
な
視
野
か
ら

ご
指
導
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
大
局
的
な
ご
意
見
を
、
私
な
り
に

理
解
し
、
実
行
に
移
す
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
理
解
が

間
違
わ
な
い
よ
う
に
、
教
授
の
目
を
見
て
聞
き
入
る
必
要
が
あ
り
、

先
輩
か
ら
手
術
の
指
導
を
受
け
て
い
た
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。
慶
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應
義
塾
の
理
事
や
学
術
会
議
の
会
員
な
ど
、
私
た
ち
教
室
員
の
雲

の
上
を
行
く
よ
う
な
存
在
に
な
り
、
教
室
以
外
の
お
仕
事
を
さ
れ

る
機
会
が
明
ら
か
に
多
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
留
守
を
預

か
る
身
と
し
て
、
一
日
も
早
く
成
長
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
以
上
、
こ
の
よ
う
な
方
々
の
ご
支
援
を
頂
き
、
日
々
仕
事
を
行

っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
中
で
私
な
り
に
教
室
で
経
験
し
て

き
た
役
職
が
こ
こ
に
き
て
大
い
に
役
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
卒
後
臨
床
研
修
担
当
主
任
（
現

　
専
修
医
担
当

主
任
）
で
す
。
研
修
医
の
整
形
外
科
へ
の
ロ
ー
テ
ー
ト
、
専
修
医

へ
の
採
用
、
専
修
医
教
育
な
ど
、
実
に
多
く
の
教
育
・
研
修
業
務

を
経
験
す
る
こ
の
役
職
を
経
た
後
に
医
局
長
業
務
を
行
う
こ
と

で
、
初
期
研
修
か
ら
医
師
の
生
涯
教
育
ま
で
さ
ら
に
長
い
期
間
で
、

入
局
者
の
人
生
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
実

際
、
須
田
前
医
局
長
も
、
同
職
を
ご
経
験
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
の
、
専
修
医
担
当
主
任
は
榎
本
宏
之
先
生
（
70
回
）
で

す
。
彼
と
は
、
毎
日
の
よ
う
に
専
修
医
教
育
と
人
事
に
つ
い
て
議

論
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
実
に
緻
密
な
考
え
を
持
っ
て
お
り
、

教
育
に
関
し
て
の
取
り
組
み
が
非
常
に
ま
じ
め
で
あ
り
、
慶
應
義

塾
大
学
病
院
研
修
指
導
医
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

も
務
め
て
い
ま
す
。
副
医
局
長
の
佐
藤
先
生
と
同
様
に
非
常
に
頼

り
に
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
教
室
員
の
人
事
に
つ
い
て
そ
の
体
制
作
り
の
試
み
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
基
本
的
に
、
今
ま
で
も
あ
っ
た
こ
と

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
関
連
病
院
の
人
事
を
決
め
る
上
で
、

大
き
く
三
本
の
柱
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
医
学
部
全
体
の
教
育
関
連
病
院
に
お
い
て
、
そ
の
病

院
が
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
で
あ
る
か
で
す
。
こ
れ
は
、
既
に
ご

存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
卒
後
教
育
・
臨
床
・

学
術
活
動
な
ど
を
総
合
的
に
評
価
し
、
医
学
部
関
連
病
院
と
し
て

の
重
要
度
を
表
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。
教
育
中
核
病
院
、
準
中

核
病
院
、
…
…
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
教
室
に
と

っ
て
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
く
、
各
病
院
の
重
要
性
の
尺
度
は
別

な
も
の
で
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
慶
大
整
形
の
関
連
病
院
で

あ
る
以
上
、
医
学
部
の
尺
度
も
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

次
に
、
そ
の
病
院
の
整
形
外
科
学
へ
の
貢
献
度
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
日
本
整
形
外
科
学
会
で
の
当
該
分
野
に
お
け
る
活
動
な
ど
も

含
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
最
近
整
備
が
進
ん
で
い
る
診
療
の
専
門

化
、
例
を
挙
げ
れ
ば
「
脊
椎
脊
髄
病
セ
ン
タ
ー
」
や
「
人
工
関
節

セ
ン
タ
ー
」、「
手
外
科
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
は
、
先
に
述
べ
た
総
合

的
尺
度
か
ら
は
評
価
さ
れ
な
く
と
も
、
整
形
外
科
と
し
て
極
め
て

重
要
度
の
高
い
分
野
の
拠
点
化
で
あ
り
、
優
れ
た
診
療
結
果
と
そ

れ
に
基
づ
く
学
術
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
推
察
し
ま
す
。
以
上
の

よ
う
な
柱
は
他
の
診
療
科
お
よ
び
他
大
学
で
も
重
視
し
て
い
る
分
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野
で
す
が
、
三
番
目
と
し
て
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
教
室

独
自
の
重
要
度
と
い
う
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
同
窓
・
同
門
の

大
切
さ
や
つ
な
が
り
は
慶
大
整
形
最
大
の
特
徴
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
決
し
て
順
位
付
け
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、

地
域
医
療
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
病
院
が
多
々
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
要
素
を
す
べ
て
考
慮
し
な
が
ら
医
局
人

事
は
決
め
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
は
、

ご
開
業
や
ご
留
学
、
ご
家
族
の
問
題
、
ご
病
気
な
ど
様
々
な
個
人

的
問
題
も
発
生
し
、
そ
の
補
填
や
収
拾
に
あ
た
る
こ
と
に
追
わ
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
医
局
長
と
し
て
、
大
義
を
持
っ
て

仕
事
に
当
た
れ
な
い
こ
と
は
、
私
自
身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
、
で
き
る
だ
け
遠
い
先
を
見
据
え
た
上

で
、
目
の
前
の
問
題
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
様
々
な
案
件
、
つ
ま
り
医
学
部
や
教
室
、
地
域

医
療
、
個
人
的
問
題
な
ど
考
慮
し
つ
つ
慶
應
伝
統
の
各
臨
床
班
の

発
展
を
達
成
す
る
人
事
を
行
う
こ
と
は
、
私
一
人
の
力
で
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
現
在
、
各
臨
床
班
の
チ
ー
フ

に
班
の
拠
点
病
院
化
を
進
め
る
べ
く
、
班
の
人
事
と
し
て
異
動
を

行
う
枠
を
設
け
て
い
ま
す
。
班
に
入
っ
た
ば
か
り
の
専
修
医
や
若

手
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
手
術
を
教
え
て
く
れ
る
熱
心
な
指
導
医

を
切
に
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
班
の
指
導
医
の
下
に
、
若

手
の
班
員
を
派
遣
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
専
門
医
取

得
後
、
系
統
的
に
、
ま
た
関
連
病
院
が
連
携
し
て
、
若
手
を
育
て

る
研
修
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
現
在
、
入
局
説
明
会
な
ど
で
、
慶
大
整
形
の
教
育
関
連
病
院
は

研
修
医
に
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
入
局
前
に
色
々
検
索

し
、
そ
こ
に
自
分
の
身
を
置
く
か
ど
う
か
、
大
学
病
院
を
見
る
よ

り
関
連
病
院
を
見
て
決
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
関
連
病
院
の
部
長
・

医
長
の
先
生
方
の
お
力
を
借
り
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
一
の
教
室
に

な
れ
る
よ
う
に
医
局
員
全
員
で
必
死
に
努
力
し
な
け
れ
ば
、
優
秀

な
研
修
医
は
他
大
学
や
有
名
市
中
病
院
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

慶
應
の
名
前
だ
け
で
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
て
は
、
決
し
て
入
局
者

を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え

て
、
卒
後
教
育
に
関
係
す
る
、
榎
本
先
生
（
70
回
）、
石
井
先
生

（
72
回
）、
船
山
先
生
（
76
回
）、
渡
辺
先
生
（
76
回
）
が
必
死
に

入
局
者
確
保
の
た
め
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
戦
国
武
将
の
武

田
信
玄
は
「
人
は
城
、
人
は
石
垣
、
人
は
堀
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
通
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
優
秀

な
研
修
医
が
入
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
が
、
教
室
に
と
っ
て
最
重

要
課
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
関
連
病
院
、
同
窓

の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
点
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご

協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
人
事
異
動
に
関
す
る
現
状
と
私
見
に
つ
い
て
述
べ
て
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み
た
い
と
思
い
ま
す
。
卒
後
臨
床
研
修
制
度
の
発
足
に
よ
り
、
医

局
の
あ
り
方
も
昔
と
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

昨
今
で
は
、
民
間
医
局
な
ど
と
い
う
も
の
も
あ
り
、
生
涯
を
教
室

に
さ
さ
げ
る
な
ど
と
考
え
る
医
局
員
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
が
入
局
し
た
こ
ろ
は
、
先
輩
か
ら
厳

し
い
指
導
を
受
け
な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し
、
そ
し
て
慶
大
整
形
外

科
の
教
室
員
と
し
て
の
誇
り
を
培
う
と
い
っ
た
、
誰
の
目
か
ら
見

て
も
当
た
り
前
の
よ
う
な
流
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
医
師
に
な
っ
た

以
上
、
早
く
一
人
前
に
な
り
た
い
、
早
く
手
術
が
う
ま
く
な
り
た

い
、
研
究
者
と
し
て
も
頑
張
り
た
い
と
思
う
あ
ま
り
、
自
分
の
生

活
を
顧
み
な
い
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
と
も
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
自
分
の
人
生
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
時
代
が

変
化
し
て
い
る
こ
と
も
認
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
異
動

の
連
絡
を
し
た
際
に
、
そ
の
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
入
局
後
間
も

な
い
若
手
で
も
、
様
々
な
条
件
や
要
求
を
提
示
し
て
く
る
方
が
い

ま
す
。
医
局
長
と
し
て
、
た
だ
一
つ
大
き
な
価
値
観
と
し
て
お
伝

え
し
た
い
の
は
、
苦
労
せ
ず
に
得
ら
れ
る
も
の
は
な
く
、
苦
労
は

必
ず
報
わ
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
。
つ

ま
り
、
ご
自
身
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
や
ご
希
望
を
検
討
す
る
際
に

は
、
人
事
異
動
の
履
歴
か
ら
見
た
教
室
へ
の
貢
献
度
が
重
要
視
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
般
企
業
の
人
事
シ

ス
テ
ム
も
同
様
と
思
い
ま
す
。
人
事
異
動
に
際
し
て
医
局
長
に
面

談
に
来
ら
れ
る
方
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
以
上
の

こ
と
を
勘
案
し
て
、
で
き
れ
ば
目
先
の
こ
と
で
は
な
く
長
い
人
生

設
計
で
ご
自
身
が
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
い
か
を
お
考
え
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
も
う
古
い
人
間
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
教
室
を
支
え
る
慶
大
整
形
外
科
に
見
合
う
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
整
形
外
科
医
の
人
生
を
皆
さ
ん
に
歩
ん
で
も

ら
い
た
い
、
そ
の
何
か
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
力
を
尽
く
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
取
り
と
め
の
な
い
お
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
医
局
長
に
な
っ
た
ば
か
り
の
世
間
知
ら
ず
と
し
て
、

お
許
し
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私
の
ポ
リ
シ
ー

と
し
て
、
毎
日
を
精
一
杯
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

目
の
前
に
い
る
患
者
に
対
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
自

問
自
答
し
て
参
り
ま
し
た
。
医
局
長
業
務
に
関
し
て
も
同
じ
だ
と

思
い
ま
す
。
一
生
懸
命
や
れ
な
く
な
っ
た
時
が
、
こ
の
仕
事
か
ら

身
を
引
く
時
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
こ
れ
か
ら
も
厳
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
で
き
れ
ば
幸
い
と

存
じ
ま
す
。
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5
月
23
日
の
教
室
運
営
会
議
で
２
０
１
２
ふ
る
さ
と
発
刊
に
つ

い
て
の
説
明
が
船
山
先
生
よ
り
な
さ
れ
ま
し
た
。
編
集
係
の
大
変

さ
、
大
学
の
医
局
の
事
務
の
仕
事
の
多
さ
、
ま
た
そ
れ
を
そ
つ
な

く
こ
な
す
ス
タ
ッ
フ
の
力
量
に
感
嘆
し
な
が
ら
、
説
明
を
聞
い
て

お
り
ま
し
た
。
学
生
教
育
担
当
よ
り
の
文
字
を
見
つ
け
、
ま
た
書

く
の
?
…
。
２
０
０
８
年
の
ふ
る
さ
と
に
女
性
医
師
便
り
の
原
稿

を
書
い
て
い
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
出
産
直
後
に

依
頼
が
来
て
、
床
上
げ
を
し
て
か
ら
執
筆
に
取
り
か
か
り
ま
し
た

が
、
1
～
2
時
間
毎
の
授
乳
の
合
間
で
は
な
か
な
か
時
間
が
取
れ

ず
に
体
調
を
崩
し
、
夫
に
は
執
筆
を
断
る
よ
う
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
け
し
て
楽
で
は
無
い
日
々
を
ど
の
よ
う
に
送
っ
て
い
る
か
を

書
物
に
残
し
た
い
と
い
う
思
い
と
、
そ
の
テ
ー
マ
を
組
ん
で
下
さ

っ
た
編
集
係
の
先
生
の
お
気
持
ち
に
答
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
何
と
か
書
い
た
原
稿
で
し
た
。
仕
事
を
始
め
て
以
来
、
一
番

辛
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
経
験
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
正
式
な
執
筆
依
頼

が
送
ら
れ
て
く
る
前
に
、
書
き
始
め
ま
し
た
。
学
生
教
育
担
当
の

話
を
頂
い
た
の
は
、
こ
れ
を
書
い
て
い
る
ち
ょ
う
ど
1
年
前
で
し

た
。
外
来
中
に
松
本
守
雄
先
生
か
ら
お
電
話
で
、
9
月
か
ら
大
学

に
戻
っ
て
き
て
教
育
担
当
を
し
て
欲
し
い
旨
を
告
げ
ら
れ
、

「
？
？
？
」。
周
囲
の
大
方
の
意
見
は
、
教
育
担
当
の
仕
事
内
容
が

よ
く
分
か
ら
ず
、
と
に
か
く
臨
床
か
ら
離
れ
る
の
は
私
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
が
な
い
か
ら
、
や
め
た
方
が
良
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

私
に
話
が
来
る
っ
て
よ
っ
ぽ
ど
困
っ
て
い
る
の
か
な
、
出
産
・
育

児
で
た
だ
で
さ
え
臨
床
面
で
遅
れ
て
い
る
の
に
大
丈
夫
か
な
、
大

学
は
遠
い
し
、
家
も
買
う
し
と
、
悩
み
ど
こ
ろ
が
有
り
過
ぎ
て
、

考
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
と
き
に
は
流
れ
に
逆
ら

わ
ず
に
道
を
選
ん
だ
方
が
、
意
外
な
展
開
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、

そ
う
思
っ
て
教
育
担
当
を
引
き
受
け
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
戸
山
教
授
の
教
育
に
対
す
る
強
い
思
い
、
前
任
の
奥
山
先
生
の

仕
事
ぶ
り
を
知
る
に
つ
れ
、
私
で
大
丈
夫
？
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
私
に
「
大
事
な
こ
と
は
学
生
に
整
形
外
科

の
面
白
さ
を
伝
え
る
こ
と
だ
よ
」
と
言
っ
て
下
さ
っ
た
方
が
お
り
、

そ
れ
な
ら
で
き
る
か
し
ら
と
思
っ
て
大
学
に
戻
っ
て
参
り
ま
し

た
。

　
教
育
担
当
の
仕
事
内
容
は
２
０
０
８
年
の
ふ
る
さ
と
で
奥
山
先

生
が
詳
述
し
て
お
り
、
今
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
動
い
て
お
り
ま
す
。

4
年
生
の
講
義
・
試
験
、
5
年
生
の
臨
床
実
習
、
6
年
生
の
外
科

学
生
教
育
担
当
よ
り

和
　
南
　
城
　
　
静
（
82
回
特
）
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系
選
択
実
習
に
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
内
の
ス
タ
ッ
フ
の
先
生
だ
け
で
は
な
く
、
関
連
病
院
の
先

生
方
と
も
メ
ー
ル
で
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
ま
で

パ
ソ
コ
ン
を
立
ち
上
げ
て
メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は
週
に
1

～
2
度
で
し
た
私
の
生
活
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｈ
Ｓ
が

鳴
ら
な
く
な
っ
た
代
わ
り
に
、
始
終
携
帯
で
メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
便
利
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り

あ
ま
り
好
き
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
文
章
も
拙
く
、
返
信
も
遅
く
、

気
分
を
害
さ
れ
た
方
々
に
は
大
変
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

　
臨
床
実
習
に
お
い
て
1
番
重
視
し
て
い
き
た
い
の
は
、
学
生
が

自
身
で
考
え
、
動
く
場
を
作
る
こ
と
で
す
。
今
ま
で
関
連
病
院
で

見
て
き
た
研
修
医
の
働
き
ぶ
り
を
み
る
と
、
5
年
生
か
ら
初
期
研

修
医
ま
で
の
実
力
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
出
身
大
学
や
実
習
病
院
に
よ
り
ま
す
が
。
そ
れ
は
、
本
当

の
意
味
で
の
実
習
を
行
う
場
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
私
が
大
学
に
戻
っ
て
か
ら
、
以
前
勤
め
て
い
た
病
院
の

看
護
師
に
、「
お
医
者
さ
ん
は
大
学
で
何
を
勉
強
し
て
く
る
の
？

診
察
ど
こ
ろ
か
問
診
も
取
れ
や
し
な
い
。」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
知
識
が
頭
に
入
っ
て
い
て
も
、
現
場
で
使
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
ま
だ
ま
だ

試
験
に
通
る
こ
と
が
最
大
の
目
標
で
、
現
場
で
必
要
な
こ
と
を
身

に
つ
け
る
こ
と
ま
で
は
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
で
き
る
だ
け
体
験
に
留
ま
ら
な
い
実
習
を
心
が
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
整
形
外
科
の
手
術
患
者
は
、
既
に
診
断
が
つ
き
手
術
を
予
定
さ

れ
て
入
院
す
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
学
生
は
カ
ル
テ
を
見

れ
ば
情
報
を
得
ら
れ
ま
す
。
自
分
で
診
察
を
し
な
く
て
も
、
レ
ポ

ー
ト
を
書
く
に
は
不
自
由
な
く
緊
張
感
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
の

4
月
か
ら
は
、
外
来
Ｐ
Ｂ
Ｌ
と
称
し
て
初
診
患
者
の
問
診
を
と
り
、

鑑
別
疾
患
、
診
察
・
検
査
・
治
療
を
そ
の
場
で
考
え
、
ス
タ
ッ
フ

の
診
察
を
見
学
し
た
後
に
、
他
の
学
生
に
自
分
が
診
た
症
例
を
説

明
す
る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
何
の
情
報
も
無
い
患
者
さ
ん
の
問

診
を
取
る
の
は
非
常
に
緊
張
す
る
よ
う
で
す
。
10
分
間
で
自
分
か

ら
は
何
も
質
問
で
き
ず
に
終
わ
る
学
生
、
既
往
歴
に
時
間
を
か
け

す
ぎ
て
整
形
外
科
疾
患
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
ら
れ
な
い
学
生
、

色
々
で
す
が
、
自
分
が
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
こ
か
ら
勉

強
を
始
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
医
学
的
な
知
識
だ
け
で
は
無
く
、
社
会
人
と
し
て
の
常
識

も
身
に
つ
け
て
欲
し
い
で
す
。
企
業
の
よ
う
に
社
会
人
と
し
て
の

マ
ナ
ー
を
教
え
ら
れ
る
機
会
も
無
く
、
マ
ナ
ー
を
知
ら
な
い
人
が

医
師
の
中
に
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
誰
に
も
注
意
さ
れ
な
か
っ
た

か
、
注
意
さ
れ
て
も
聞
か
な
か
っ
た
の
か
…
…
。
3
つ
子
の
魂

１
０
０
ま
で
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
今
更
言
っ
て
も
無
駄
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
挨
拶
、
態
度
、
責
任
な
ど
に
つ
い
て
事
あ
る
毎
に
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触
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
2
週
間
の
臨
床
実
習
を
充
実
さ
せ
て
、
学
生
の
達
成
感
や
充
実

感
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
は
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
が
学
生
の
実
力

に
ど
う
影
響
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
測
り
が
た
く
、
こ
れ
で
い
い

の
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
学
会
で
も
臨
床

実
習
の
評
価
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
だ
学
生
担
当
に
な
っ
て
1
年
足
ら
ず
で
、
専
門
的
に
は

何
も
言
え
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
勉
強
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　
医
者
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
患
者
さ
ん
と
の
関
わ
り
を

通
し
て
自
分
も
成
長
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
教
育
や
子
育
て
は
、
臨
床
よ
り
は
る
か
に
大
き
な
課
題
を
抱
え

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
世
で
言
わ
れ
て
い
る
教
育
方
法
が

本
当
に
正
し
い
の
か
信
じ
切
れ
な
い
し
、
入
れ
込
め
ば
入
れ
込
む

ほ
ど
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
し
…
…
。
家
で
も
大
学
で

も
ま
だ
ま
だ
だ
な
ー
と
思
う
毎
日
で
す
。

5 年生のある臨床実習班
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平
成
22
年
11
月
13
日
（
土
）、14
日
（
日
）
の
2
日
間
に
わ
た
り
、

横
浜
で
第
16
回
日
本
最
小
侵
襲
整
形
外
科
学
会
（
以
下M

IO
S

と

略
）
を
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
も
、
同
門
の
先
生
方
の
多
大
な
る
ご
支
援
の
賜

物
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
最
小
侵
襲
整
形
外
科
学
会
は
、
当
初
「
日
本
整
形
外
科
最

小
侵
襲
手
術
手
技
研
究
会
」
と
い
う
名
称
で
、
佐
々
木
孝
先
生

（
61
回
）、
中
井
定
明
先
生
（
61
回
）
ら
、
5
人
の
発
起
人
の
先
生

方
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
発
足
以
来
、
整
形
外
科
領

域
に
お
け
る
最
小
侵
襲
手
術
や
検
査
法
な
ど
に
つ
い
て
、
我
が
国

で
最
も
早
く
か
ら
学
会
活
動
を
行
っ
て
き
た
学
会
で
す
。
会
員
数

は
こ
こ
数
年
３
０
０
人
前
後
の
比
較
的
小
さ
な
学
会
で
す
。
私
が

発
足
当
初
か
ら
事
務
局
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
関
係
も
あ
っ
て
、

２
０
０
２
年
か
ら
は
世
話
人
の
一
人
に
加
え
て
い
た
だ
き
、
今
回

会
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
次
第
で
す
。
第
16
回M

IO
S

の
テ
ー
マ
は「
革

新
と
洗
練
」
で
し
た
。
最
小
侵
襲
の
革
新
的
な
治
療
・
診
断
法
を
、

臨
床
で
の
経
験
と
学
会
で
の
討
議
に
よ
り
さ
ら
に
洗
練
さ
せ
て
い

こ
う
と
い
う
趣
旨
で
す
。
教
育
研
修
講
演
と
し
て
慶
應
大
学
整
形

外
科
松
本
守
雄
先
生
（
65
回
）
に
よ
る
「
腰
椎
疾
患
に
対
す
る
低

侵
襲
後
方
手
術
の
歴
史
と
現
状
」
と
岡
山
済
生
会
総
合
病
院
整
形

外
科
今
谷
潤
也
先
生
の
「
上
肢
骨
折
に
対
す
る
最
小
侵
襲
手
術
に

つ
い
て
」、
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
はS

in
g
ap

or G
en

eral 

H
osp

ital

のY
u
e W

aim
u
n 

先
生
に
よ
る
「M

in
im

ally 

in
v
asiv

e tran
sforam

in
al lu

m
b
ar in

terb
od

y fu
sion

」
と
、

済
生
会
横
浜
市
東
部
病
院
リ
ウ
マ
チ
科
野
本 

聡
先
生
（
61
回
）

の
「
最
小
侵
襲
人
工
膝
関
節
置
換
術
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
を

行
い
ま
し
た
。
開
催
期
間
中
は
、
約
１
６
０
人
の
医
師
と
コ
・
メ

デ
ィ
カ
ル
が
集
ま
っ
て
熱
心
に
討
議
し
て
い
た
だ
き
、
2
日
間
の

学
会
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以
下
、
学
会
準
備

か
ら
終
了
ま
で
の
顛
末
に
つ
い
て
記
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

　
私
が
16
回M

IO
S

の
会
長
に
指
名
さ
れ
た
の
は
、
２
０
０
７
年

12
月
のM

IO
S

世
話
人
会
で
し
た
。
大
変
名
誉
あ
る
こ
と
と
喜
ぶ

一
方
で
、
学
会
開
催
経
験
の
な
い
私
と
し
て
は
不
安
も
感
じ
て
お

り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
何
も
か
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、

佐
々
木
孝
先
生
が
２
０
１
１
年
7
月
に
第
37
回
日
本
骨
折
治
療
学

会
を
開
催
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
運
営
事
務
局
を
ア

第
16
回
日
本
最
小
侵
襲
整
形
外
科
学
会

 
済
生
会
神
奈
川
県
病
院

　
整
形
外
科

　
部
長

　

山
　
中
　
一
　
良
（
61
回
）

学
会
開
催
報
告
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サ
ツ
ー
・
デ
ィ
・
ケ
イ
（
株
）
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
そ
の
ご
縁
で
第
16
回M

IO
S

も
担
当
し
て
い
た
だ
き
、

い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
年
の
第
15
回

M
IO

S
は
会
場
に
ホ
テ
ル
を
使
い
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
か
な
り

豪
華
な
も
の
で
し
た
。
会
長
で
あ
っ
た
湘
南
鎌
倉
病
院
の
平
川
一

男
先
生
に
開
催
費
用
を
教
え
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
予
想
し
て
い

た
も
の
の
倍
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
い
か
ん
と
思

い
、
ア
サ
ツ
ー
に
相
談
し
て
で
き
る
だ
け
出
費
を
押
さ
え
る
方
向

で
運
営
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
学
会
の
企
画
は
東
部

病
院
整
形
外
科
ス
タ
ッ
フ
で
行
い
、
東
部
病
院
か
ら
も
学
会
担
当

の
事
務
と
秘
書
を
充
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
や
封
筒

の
デ
ザ
イ
ン
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
自
分
で
作
成
し
ま
し
た
。
学
会

の
開
催
は
、
資
金
集
め
が
ひ
と
つ
の
大
き
な
仕
事
で
す
の
で
、
あ

ち
こ
ち
の
医
療
器
械
メ
ー
カ
ー
や
製
薬
会
社
に
会
場
内
器
械
展
示

の
要
請
や
、
共
催
セ
ミ
ナ
ー
の
持
ち
か
け
、
抄
録
集
へ
の
広
告
掲

載
な
ど
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
市
中
病
院
の
主
催
と
い
う
条
件
と

学
会
の
規
模
か
ら
か
予
想
以
上
に
集
ま
り
ま
せ
ん
。
当
時
注
目
さ

れ
始
め
て
い
た
整
形
外
科
領
域
の
超
音
波
検
査
を
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ

ミ
ナ
ー
と
し
て
計
画
も
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
局
展
示
前
で
の
ミ

ニ
セ
ミ
ナ
ー
に
縮
小
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
良
い
返
事
を
い

た
だ
け
た
の
は
、
や
は
り
、
日
頃
使
用
し
て
い
る
器
械
メ
ー
カ
ー

や
製
薬
会
社
で
し
た
。
し
か
し
、
開
催
日
が
近
づ
い
て
き
て
も
予

定
数
の
展
示
ブ
ー
ス
が
埋
め
ら
れ
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
運
営
困
難

と
言
う
見
通
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
心
苦
し
く
も
同

門
の
先
生
が
た
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
多
く
の
先
生
か
ら
、
多
大
な
ご
支
援
が
寄
せ

ら
れ
、
運
営
の
め
ど
が
立
ち
ま
し
た
。
こ
の
と
き
ほ
ど
慶
應
義
塾

大
学
の
同
窓
で
い
ら
れ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
開
催
の
数
ヶ
月
前
に
な
っ
て
、
学
会

開
催
日
がA

P
E

C

首
脳
会
議
と
重
な
る
こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。

A
P

E
C

は
み
な
と
み
ら
い
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
学
会
会
場

で
あ
る
横
浜
シ
ン
ポ
ジ
ア
は
そ
こ
か
ら
歩
い
て
い
け
る
ほ
ど
の
距

離
で
、
近
く
に
はV

IP

が
宿
泊
す
る
有
名
ホ
テ
ル
が
建
ち
並
ん
で

い
ま
す
。
当
然
、
学
会
周
辺
地
区
も
厳
し
い
警
備
網
が
し
か
れ
ま

す
。
し
か
し
、
今
更
開
催
日
を
変
更
す
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
の

で
、
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
と
心
を
決
め
準
備
を
進
め
ま
し

た
。

　
横
浜
の
街
は
、
学
会
の
数
週
間
も
前
か
ら
厳
戒
態
勢
が
し
か
れ

て
い
ま
し
た
．
神
奈
川
県
警
だ
け
で
な
く
、
全
国
各
地
か
ら
警
官

が
集
め
ら
れ
、
各
所
に
検
問
が
し
か
れ
、
み
な
と
み
ら
い
地
区
は

一
般
人
が
入
場
で
き
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
も

A
P

E
C

関
係
者
や
報
道
陣
に
よ
っ
て
予
約
が
集
中
し
た
た
め
、
学

会
員
の
中
に
は
学
会
会
期
中
連
泊
が
で
き
ず
に
1
日
だ
け
の
参
加

と
な
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。
オ
バ
マ
大
統
領
の
羽
田
空
港
到
着
と
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か
ち
合
っ
た
講
師
の
先
生
は
1
時
間
も
羽
田
上
空
で
待
た
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
Ｖ
Ｉ
Ｐ
が
空
港
に
到
着
す
る
時
刻
は
、
警
備
上
の
都

合
か
ら
到
着
直
前
に
な
ら
な
い
と
航
空
会
社
に
も
知
ら
さ
れ
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
屋
外
は
物
々
し
い
雰
囲
気
で
し
た
が
、
学
会

前
日
に
行
わ
れ
た
会
長
小
宴
で
は
、
日
本
の
ジ
ャ
ズ
発
祥
の
地
・

横
浜
に
ち
な
ん
で
神
奈
川
県
庁
職
員
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
ブ

ル
ー
・
ハ
ー
バ
ー
」
に
演
奏
と
歌
を
披
露
し
て
も
ら
い
、
世
話
人

や
講
師
、
座
長
の
先
生
方
を
交
え
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
学
会
当
日
は
、
整
形
外
科
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
に
東
部
病
院
の
看

護
師
や
リ
ハ
ビ
リ
の
Ｐ
Ｔ
／
Ｏ
Ｔ
も
、
受
付
や
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
、

進
行
係
、
写
真
班
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
、

大
変
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
学
会
と
い
う
も
の

が
初
め
て
と
言
う
職
員
も
い
て
、
受
付
予
定
者
が
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ

ア
を
着
て
登
場
し
た
の
で
、
急
遽
写
真
班
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

会
長
の
挨
拶
を
終
え
る
と
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
時
間
が

過
ぎ
て
い
き
ま
す
。「
ス
ポ
ー
ツ
障
害
に
対
す
る
最
小
侵
襲
治
療
」

「
超
音
波
の
利
用
」「
脊
椎M

IS

」「
外
傷
に
対
す
る
最
小
侵
襲
手
術
」

「
橈
骨
遠
位
端
骨
折
」「M

IS
-T

K
A

, T
H

A

」
な
ど
、
こ
の
学
会

の
特
徴
で
あ
る
整
形
外
科
の
広
い
領
域
に
わ
た
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

続
き
ま
す
。
途
中
、
座
長
の
先
生
が
セ
ッ
シ
ョ
ン
開
始
直
前
ま
で

現
れ
な
い
（
会
場
に
来
る
ま
で
に
何
度
も
職
務
質
問
に
あ
っ
た
そ

う
で
す
）
と
か
、
教
育
講
演
の
外
人
講
師
が
20
分
ぐ
ら
い
で
講
演

を
終
了
し
て
し
ま
う
、
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
あ
り
ま
し
た
が
、

一
般
演
題
58
題
、
講
演
4
題
を
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
一
般

演
題
の
う
ち
11
題
が
慶
應
出
身
の
演
者
に
よ
る
発
表
で
し
た
。
ま

た
、
17
人
の
座
長
の
う
ち
9
人
が
慶
應
出
身
の
先
生
に
つ
と
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
々
の
お
名
前
は
記
し
ま
せ
ん
が
、
お
忙
し

い
中
を
学
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
諸
先
生
に
紙
面
を
借
り
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
心
配
し
て
い
た
収
支
に
関
し
て
も
赤
字
を

出
さ
ず
に
学
会
を
運
営
す
る
が
で
き
ま
し
た
。
慶
應
同
窓
の
諸
先

生
方
の
ほ
か
、
東
部
病
院
お
よ
び
神
奈
川
Ｂ
Ｒ
Ｂ
か
ら
も
ご
援
助

い
た
だ
い
た
こ
と
を
こ
こ
に
申
し
添
え
ま
す
。

　
整
形
外
科
の
診
断
・
治
療
法
に
関
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
従
来
の
治
療
に
よ
る
成
績
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
の
も
の
を
い
か
に
小
さ
な
侵
襲
で
獲
得
す
る
か
、
と
い

う
最
小
侵
襲
手
術
の
考
え
方
は
現
在
で
は
一
般
化
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
重
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
若
い
先
生
方
に
は
特
に
、
領
域
を
超
え
た
こ
の
学
会
に

参
加
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
ア
イ
デ
ア
を
臨
床
の
場

に
い
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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会長挨拶

学会風景

スタッフ
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２
０
１
０
年
11
月
27
日
に
ニ
チ
イ
学
館
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
第
13
回
日
本
内
視
鏡
低
侵
襲
脊
椎
外

科
学
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
学
会
は
１
９
９
８

年
、
帝
京
大
学
溝
口
病
院
出
沢
明
教
授
ら
が
中
心
と
な
り
、
日
本

脊
椎
内
視
鏡
外
科
研
究
会
と
し
て
発
足
し
、
以
後
、
順
調
に
発
展

を
遂
げ
２
０
０
３
年
第
5
回
目
か
ら
現
在
の
日
本
内
視
鏡
低
侵
襲

外
科
学
会
と
名
を
変
え
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
学
会
翌
日
豚

を
用
い
た
脊
椎
内
視
鏡
下
手
術
技
術
講
習
会
（
日
本
整
形
外
科
学

会
主
催
）
が
神
戸
医
療
機
器
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
学
会
は
例
年
神
戸
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
低
侵
襲
脊
椎
手
術
が
め
ざ
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
、
患
者

の
方
々
に
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
論
を
待
ち
ま

せ
ん
。
低
侵
襲
脊
椎
手
術
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
筋
肉
や
骨
な
ど

の
脊
椎
支
持
組
織
を
極
力
温
存
し
つ
つ
従
来
法
と
同
等
以
上
の
効

果
を
上
げ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の

手
段
は
多
様
で
あ
り
、
新
た
な
術
式
の
開
発
、
内
視
鏡
や
顕
微
鏡

な
ど
の
光
学
機
器
、
鉗
子
、
レ
ト
ラ
ク
タ
ー
、
エ
ア
ト
ー
ム
な
ど

の
周
辺
手
術
機
器
の
開
発
・
改
良
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
本
学
術
集
会
で
は
『
脊
椎
低
侵
襲
手
術
の
創
意
と
先
導
』
と
い

う
テ
ー
マ
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
創
意
と
は
本
来
手

術
の
低
侵
襲
化
を
目
指
す
た
め
に
深
く
思
料
し
た
結
果
生
ま
れ
た

独
創
的
な
考
え
で
あ
り
ま
す
が
、
術
中
に
困
っ
た
末
に
行
っ
た
ち

ょ
っ
と
し
た
工
夫
やseren

d
ip

ity

が
創
意
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
数
々
の
創
意
の
う
ち
の
い

く
つ
か
が
先
導
と
な
っ
て
、
後
に
広
く
普
及
す
る
優
れ
た
術
式
に

育
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
内

視
鏡
、
顕
微
鏡
、
小
切
開
、
経
皮
法
な
ど
の
種
々
のaccess

法
を

用
い
た
低
侵
襲
脊
椎
手
術
を
広
く
と
り
あ
げ
、
手
術
手
技
や
器
具
、

手
術
計
画
や
術
中
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
合
併
症
予
防
策
、
後
療
法

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
脊
椎
脊
髄
外
科
医
が
創
意
を
凝
ら
し
て
い
る
こ

と
、
工
夫
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
他
に
先
駆
け
て
開
発
あ
る

い
は
導
入
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
発
表
・
議
論
い
た
だ
き
、
会
全

体
を
通
じ
て
低
侵
襲
脊
椎
手
術
の
将
来
へ
の
展
望
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
主
眼
に
し
ま
し
た
。
当
日
は
約
１
５
０
名
の
参
加
者
が

朝
８
時
か
ら
夕
方
6
時
過
ぎ
ま
で
熱
心
な
議
論
を
行
い
、
有
意
義

な
会
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
土
方
貞
久
先
生

（
東
京
電
力
病
院
顧
問
）
お
よ
び
白
石

　
建
先
生
（
東
京
歯
科
大

学
市
川
総
合
病
院
整
形
外
科
教
授
）
の
二
人
の
同
門
の
先
生
に
ご

講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
両
先
生
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
創
意
と
先
導

第
13
回
日
本
内
視
鏡
低
侵
襲
脊
椎
外
科
学
会

を
開
催
し
て

松
　
本
　
守
　
雄
（
65
回
）
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を
ま
さ
に
体
現
さ
れ
て
お
り
、
独
創
性
の
あ
る
治
療
法
を
開
発
す

る
に
至
っ
た
過
程
も
ふ
ま
え
大
変
参
考
に
な
る
お
話
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
、
参
加
者
が
み
な
大
き
な
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
本
学
会
を
開
催
す
る
に
当
た
り
ま
し
て
多

く
の
同
門
の
先
生
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
本
紙
面
を
お
借
り

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　 

「
行
く
に 

径(

こ
み
ち)
に
由
ら
ず
」（
論
語
）
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
常
に｢

大
道｣

を
歩
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。“
最

良
の
低
侵
襲
手
術”
を
目
指
し
て
忌
憚
の
な
い
討
論
が
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。

第12回日本内視鏡低侵襲脊椎外科学会プログラム

08:25-08:30 開会の挨拶  長谷川 和宏

08:30-09:30   一般演題 Ⅰ
 

座長
 八木　省次

   中野　恵介

Ⅰ-1） Upper migrated ヘルニアに対する内視鏡下経椎弓進入法の治療成績
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥永広会島田病院　　金田　国一

Ⅰ-2） 腰椎変性疾患に対する内視鏡下片側進入両側除圧術後に椎間関節嚢腫を
 生じた症例の検討
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥東京慈恵会医科大学整形外科　　中村　陽介

Ⅰ-3） MED再手術例の検討 ‥‥‥‥‥‥‥‥高松赤十字病院　　高田洋一郎

Ⅰ-4） 腰椎椎間板ヘルニアに対する内視鏡下椎間板摘出術は椎間関節にとって
 低侵襲であるか？
  ‥‥‥新潟中央病院整形外科・脊椎脊髄外科センター　　渡辺　　慶
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 Ⅰ-5） 腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡下片側進入両側除圧術（MEPD）
  ―椎間関節温存のために― ‥‥‥‥‥長崎大学整形外科　　田上　敦士

 Ⅰ-6） 腰椎椎間板ヘルニアに対する内視鏡下椎間板摘出術（MED）の適応と限界
   ─椎間関節切除評価と手術適応─
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥秋田赤十字病院　　高野　裕一

 Ⅰ-7） 腰椎椎間板ヘルニアに対する従来法とMED法の侵襲性の評価
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥東邦大学整形外科　　原　　　学

 Ⅰ-8） 腰部脊柱管狭窄症に対する片側開窓両側除圧術：顕微鏡と内視鏡の比較検討
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥九州厚生年金病院　整形外科　　土屋　邦喜

 SⅠ-1） 腰部脊柱管狭窄症に対する単椎間（L4/5）一側進入両側黄色靭帯切除術
  （unilateral partial hemilaminectomy with bilateral ligamentectomy: UPBILIT）
  の実際と臨床および放射線学的予後
   ‥‥‥藤枝平成記念病院脊髄脊椎疾患治療センター　　南　　　学

 SⅠ-2） 腰部脊柱管狭窄症に対する筋肉温存型腰椎椎弓間除圧術の手術手技
  アンケート調査による両手術法の比較
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥京都第二赤十字病院　　八田陽一郎

 SⅠ-3） 腰部脊柱管狭窄症に対する顕微鏡視下後方除圧術
  ─Semi-circumferential decompression（SCD）2475例の経験から─
   ‥‥‥‥‥‥‥‥広島市立安佐市民病院整形外科　　住田　忠幸

 SⅠ-4） 腰椎内外側病変に伴う 2根障害に対する内視鏡下後方除圧術の工夫
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥和歌山県立医科大学　　南出　晃人

 SⅠ-5） sMED（small incised Microendoscopic Discecftomy）の臨床成績
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥帝京大学溝口病院整形外科　　出沢　　明

 SⅠ-6） 特殊な腰椎病変に対する内視鏡下除圧術
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥慶應大学整形外科　　松本　守雄

 SⅠ-7） 腰椎分離症手術の低侵襲化の試み
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥徳島大学運動機能外科　　西良　浩一

 SⅠ-8） 腰部脊柱管狭窄症に対する顕微鏡下および内視鏡下片側進入両側除圧術
  の比較検討 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥川崎医大　　加納　健司

09:30-11:00   シンポジウムⅠ ：低侵襲腰椎除圧術 座長
 長谷川　徹

   吉田　宗人

11:00-11:10 休憩    



− 234 −

 SⅠ-1） 脊髄脊椎手術における手術用顕微鏡下手技の到達点と課題
   ‥‥‥‥藤枝平成記念病院脊髄脊椎疾患治療センター　　花北　順哉

 PⅠ-1） 内視鏡下後方除圧術を行った胸椎黄色靱帯骨化症の 1例
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥唐津赤十字病院整形外科　　生田　　光

 PⅠ-2） 内視鏡下に摘出した腰椎椎間関節嚢腫の一例
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥大和高田市立病院整形外科　　米田　正名

 PⅠ-3） 頚椎内視鏡下椎間孔拡大術後にC5/C6麻痺を来した一例
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥下関市立中央病院整形外科　　烏山　和之

 PⅠ-4） 腰椎椎間孔部狭窄に対する内視鏡下除圧術の小経験
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥札幌医大整形外科　　吉本　三徳

 PⅠ-5） 腰椎除圧術後に生じた稀な神経根性疼痛の一例
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥和歌山県立医科大学整形外科　　中村　憲太

 PⅠ-6） 胸髄症に対し円筒形リトラクターを用いた顕微鏡下手術についての検討
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥菅整形外科病院　　吉田　省二

 PⅡ-1） 腰部脊柱管狭窄症におけるRNRの、術後早期臨床結果に影響を及ぼす
  要因は何か？ ‥‥‥‥‥‥‥‥川崎医科大学付属病院　　射場　英明

 PⅡ-2） 全身合併症を有する腰椎椎間板ヘルニアに対する局所麻酔下脊椎内視鏡
  手術の有用性 ‥‥‥‥‥筑波大学人間総合科学研究科　　坂根　正孝

 PⅡ-3） 腰椎変性すべり症（DS）の椎間板ヘルニア（DH）合併例に関する検討
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥船橋整形外科病院　　粟飯原孝人

11:10-12:10 教育研修講演Ⅰ 座長 中村　博亮

12:10-12:20 総会

12:20-12:50 休憩、ランチ

12:50-13:25 ポスターセッションⅠ 座長 高橋　寛

12:50-13:25 ポスターセッションⅡ 座長 江原 宗平
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 PⅡ-4） 胸腔鏡手術により摘出し得た第9胸椎椎体に発生した
  subperiosteal osteoid osteoma の1例
   ‥‥‥‥‥‥‥‥滋賀医科大学整形外科学講座　　森　　幹士

 PⅡ-5） 内視鏡下片側侵入両側除圧術の手技獲得のための内視鏡補助下片側侵入
  両側除圧術の有用性について
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥聖路加国際病院整形外科　　伊藤　幹人

 PⅡ-6） 腰椎変性すべり症に対する脊椎内視鏡下後方除圧術の術後成績の検討
   ‥‥‥‥‥‥‥麻生総合病院脊椎脊髄病腰痛センター　　味八木二郎

 PⅢ-1） PELD法導入当初の20例の検討
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥三軒茶屋第一病院　　吉原　　潔

 PⅢ-2） 当院における内視鏡下腰椎椎間板ヘルニア摘出術の治療成績
  ―ラーニングカーブと問題点
   ‥‥‥‥‥麻生総合病院脊椎脊髄病腰痛センター　　小林　　奏

 PⅢ-3） 腰椎椎間板ヘルニアに対するMicro-endoscopic TLIFの治療成績
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥日本鋼管病院整形外科　　大森　一生

 PⅢ-4） 変性すべりを伴う腰部脊柱管狭窄症に対する顕微鏡下筋肉温存型腰椎椎弓
  間除圧術の成績
   ‥‥‥‥‥富永草野病院新潟脊椎脊髄病センター　　矢澤　　隆

 PⅢ-5） L5/S1椎間孔外狭窄に脊椎内視鏡手術を行った30例
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥あいち腰痛オペセンター　　柴山　元英

 PⅣ-1） 中心性巨大ヘルニアに対する内視鏡的片側進入両側摘出術
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥徳島大学運動機能外科学　　小坂　浩史

 PⅣ-2） 経皮的内視鏡下腰椎椎間板摘出術（PELD）の導入と工夫
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥済生会山形済生病院　　千葉　克司

 PⅣ-3） 脊椎内視鏡の腰椎再手術に対する有用性
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥長崎労災病院　　奥平　　毅

 PⅣ-4） Conjoined nerve rootを伴う腰部椎間板ヘルニアに対するMEDの経験
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥川崎医科大学附属病院　　萩原　　弘

12:50-13:25 ポスターセッションⅢ 座長 豊根　知明

12:50-13:25 ポスターセッションⅣ 座長 平泉　裕
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 PⅣ-5） 体重100 Kg以上の超肥満患者に対するMEDの有用性
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥徳島市民病院整形外科　　宇都宮理沙

 Ⅱ-1） ナビゲーションを用いたハングマン骨折に対する経皮的スクリュー固定術
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥神戸赤十字病院整形外科　　伊藤　康夫

 Ⅱ-2） PELD再手術例の解析と結果
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥あいち腰痛オペセンター　　伊藤不二夫

 Ⅱ-3） 神経障害を合併した骨粗鬆症性椎体骨折後偽関節に対する内視鏡下椎体
  形成術の治療成績 ‥‥‥‥‥‥大阪市立大学整形外科　　鈴木　亨暢

 Ⅱ-4） MEDの臨床成績：ヘルニア形態からみた検討
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥日本鋼管病院整形外科　　大森　一生

 Ⅱ-5） 腰椎後方内視鏡手術における内視鏡単独群とナビゲーションシステム併
  用群との比較 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥成尾整形外科病院　　篠原　道雄

 Ⅱ-6） 腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡下除圧術のラーニングカーブについて
  ─内視鏡下棘突起間正中進入椎弓間除圧術（ME-MILD）の経験から─
   ‥‥京都府立医大大学院運動器機能再生外科学（整形外科）　　原田　智久

 Ⅱ-7） 内視鏡下片側進入両側除圧術（MED）のラーニングカーブ─手術画像解析
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥済生会川口総合病院整形外科　　折井　久弥

 Ⅱ-8） 内視鏡下後方脊椎手術のリスクマネージメント
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥済生会川口総合病院整形外科　　江幡　重人

  Modern Possibilities of Minimal Invasive Fusion Technique
   ‥‥‥‥‥‥‥‥Otto von Guericke University　　Jõrg Franke

13:25-13:30 休憩

14:30-15:30 教育研修講演Ⅱ 座長 長谷川 和宏

15:30-15:40 休憩   

13:30-14:30 一般演題Ⅱ 座長
 江幡　重人

   蜂谷　裕道
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 SⅡ-1） 比較的低侵襲な片側 PLIF（TLIF）および対側facet fusion法について
  ～ open PLIF（TLIF）は本当に侵襲が大きいのか？
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥弘前記念病院整形外科　　三戸　明夫

 SⅡ-2） 脳神経外科医からみた脊椎脊髄手術における顕微鏡の必然性と適切な
  使用方法
   ‥‥総合南東北病院　脊椎脊髄疾患診断治療センター　　水野　順一

 SⅡ-3） Mini-Open TLIF－術後背筋障害軽減を可能とした新しい腰椎後方再建術
   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥獨協医科大学整形外科学教室　　種市　　洋

 SⅡ-4） Cloward concept を踏襲したMIS-TLIF の骨癒合率と成績
   ‥‥‥‥‥‥‥医療法人蜂友会はちや整形外科病院　　蜂谷　裕道

 SⅡ-5） 低侵襲脊椎後方固定術における傍脊柱起立筋侵襲度と術後腰痛の検討
  ─従来法との比較─ ‥‥‥‥‥慶應義塾大学整形外科　　石井　　賢

 SⅡ-6） 低侵襲脊椎固定用システムの比較
   ‥‥‥名古屋第二赤十字病院整形外科・脊椎脊髄外科　　佐藤　公治

 SⅡ-7） 片側進入両側除圧術に伴う片側ＰＬＩＦ片側ＰＳ固定術
   ‥‥‥‥‥帝京大学ちば総合医療センター整形外科　　豊根　知明

 SⅡ-8） 腰椎すべり症に対する小切開を用いた腰椎前方固定術（mini-ALIF）
   ‥‥‥‥‥国立病院機構岡山医療センター整形外科　　竹内　一裕

15:40-17:10 シンポジウムⅡ：低侵襲腰椎固定術 座長
 松本　守雄

   山縣　正庸

17:10-17:20 閉会の挨拶   長谷川 和宏
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平
成
23
年
２
月
6
日
（
日
曜
日
）
に
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ス
ン
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
第
２
回
研
究
会
を
日
吉
の
協
生
館
・
藤
原
洋
記
念
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
藤
原
洋
記
念
ホ
ー
ル
は

日
吉
駅
を
降
り
て
す
ぐ
右
側
に
で
き
た
慶
應
義
塾
大
学
と
地
域
連

携
で
完
成
し
た
協
生
館
の
中
に
有
り
、
約
５
０
０
名
収
容
可
能
な

素
晴
ら
し
い
ホ
ー
ル
で
す
。
最
近
、
日
吉
に
行
か
れ
て
い
な
い
同

窓
の
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
機
会
が
あ
れ
ば
訪

問
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ス
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
従
来
の
「
ス
ポ
ー

ツ
用
装
具
を
考
え
る
会
」
を
発
展
的
に
解
消
し
た
も
の
で
す
。
開

設
時
の
目
的
に
は
「
医
科
学
的
立
場
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
健

康
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
維
持
を
支
援
し
、
正
し
い
ス
ポ
ー
ツ
医

科
学
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
通
常
の

ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
学
会
や
研
究
会
と
異
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
に

係
わ
る
医
師
だ
け
で
は
な
く
、「
ト
レ
ー
ナ
ー
や
理
学
療
法
士
等

の
現
場
で
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
実
践
す
る
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場
を
作
る
」
こ
と
が
目
的
で
す
。
第
１
回
の
研

究
会
は
平
成
22
年
２
月
７
日(

日
曜
日)

に
早
稲
田
大
学
の
福
林

徹
先
生
の
下
で
、
早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
、
今
回

の
第
２
回
の
研
究
会
を
慶
應
義
塾
大
学
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン

タ
ー
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
会
は
一
般
演

題
の
公
募
は
な
く
、
２
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
教
育
研
修
講
演
、

そ
し
て
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時

の
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
勉
強
で
き
る
よ
う
に
企
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
第
２
回
研
究
会
で
は
、
ま
ず
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１
と
し

て
「
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
活
動
の
進
歩
」
を
テ
ー
マ
と
致
し
ま
し

た
。
ド
ー
ピ
ン
グ
の
問
題
は
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
志
す
者
に
と
っ
て

避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
す
。
近
年
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
開
発

や
遺
伝
子
導
入
な
ど
の
進
歩
に
伴
い
、
毎
年
ド
ー
ピ
ン
グ
の
対
象

と
な
る
薬
剤
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
世
界
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止
機
構

（W
A

D
A

）
や
日
本
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止
機
構
（JA

D
A

）
が
毎
年
、

そ
の
指
針
を
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
志
す
者
と

し
て
は
、
常
に
禁
止
薬
剤
等
を
勉
強
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
司
会
は
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
（JIS

S

）
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
小
松
裕
先
生
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
演
題
１
と
し
て

「
２
０
１
１
年
禁
止
表
の
と
ら
え
方
」
を
日
本
医
科
大
学
薬
理
学

教
授
の
鈴
木
秀
典
先
生
に
、
演
題
２
と
し
て
「
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る

ド
ー
ピ
ン
グ
の
検
出
」
を
三
菱
化
学
メ
デ
ィ
エ
ン
ス
・
ア
ン
チ
ド

第
2
回
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ス
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー

松
　
本
　
秀
　
男
（
57
回
）
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ー
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
長
の
陰
山
信
二
先
生
に
、演
題
３
と
し
て
「
競

技
者
生
物
学
的
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
丸
紅
健
康
開
発
セ
ン
タ
ー
の
山

澤
文
裕
先
生
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
30
分
の
総
合
討

論
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
の
現
状
の
考
え
方
と
、

実
際
の
方
法
に
つ
い
て
参
加
者
の
勉
強
に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
は
「
運
動
学
に
基
づ
い
た
機
能
改
善
と
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
」
を
テ
ー
マ
と
致
し
ま
し
た
。
司
会
は
慶
應
義

塾
大
学
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
石
田
浩
之
先
生
、
演
題

１
と
し
て
「
運
動
学
に
基
づ
き
、
切
り
返
し
動
作
に
着
目
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
に
つ
い
て
」
を

マ
ー
レ
接
骨
院
の
吉
田
雅
司
先
生
、
演
題
２
と
し
て
「
運
動
連
鎖

と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
首
都
大
学
東
京
の
跡
見
友
章
先
生
、

演
題
３
と
し
て
「
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
け
る
ト
レ
ー
ナ
ー

の
役
割
」
を
医
療
法
人
ア
レ
ッ
ク
ス
の
中
村
嵩
先
生
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
更
に
、
討
論
終
了
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
際
」
と
し
て
、
吉
田
雅
司
先
生
に
実
際

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
を
壇
上
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
教
育
研
修
講
演
は
大
阪
大
学
整
形
外
科
の
中
田
先
生
に
「
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ス
ン

：

動
的
バ
ラ
ン
ス
向
上
と

加
速
度
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
の
題
で
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
加
速

度
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
加
速
度
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
現
場
が
先
行
し
理
論
的
裏
づ
け
が
未

だ
不
十
分
な
領
域
の
一
つ
で
、
現
在
、
中
田
先
生
を
中
心
に
そ
の

Ｅ
Ｂ
Ｍ
を
確
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
し
て
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
気
仙
沼
市
立
病
院
整
形
外

科
の
高
橋
周
先
生
に
「
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
役
立
つ
運
動
器
エ
コ
ー
」

を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
超
音
波
診
断
も
「
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で

使
え
る
診
断
法
」
と
し
て
現
在
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
領
域
で
脚
光
浴

び
て
い
る
手
法
の
一
つ
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
は
今
後
著
し
く
発
展
す
る
学
問
で
す
。
但
し
、

こ
の
領
域
は
医
師
だ
け
で
は
十
分
な
こ
と
が
で
き
ず
、
現
場
で
活

躍
す
る
Ｐ
Ｔ
や
ト
レ
ー
ナ
ー
等
と
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
ス
ポ

ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
と
も
こ
の
様
な
研
究
会
を

通
し
て
、
現
場
と
密
接
に
協
力
出
来
る
体
制
を
取
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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平
成
23
年
7
月
1

�

2
両
日
に
、
第
37
回
日
本
骨
折
治
療
学
会

を
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
済
生
会
神
奈

川
県
病
院
は
、
済
生
会
横
浜
市
東
部
病
院
と
す
で
に
分
離
し
た
後

で
、
こ
の
時
点
で
動
員
可
能
な
人
員
は
（
小
生
を
含
め
て
）
3
名

と
厳
し
い
状
態
で
し
た
の
で
、
教
室
の
先
生
が
た
、
同
門
の
先
生

が
た
の
多
大
な
人
的
支
援
を
得
て
学
会
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
年
は
、
3
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、
戸
山
芳
昭

教
授
率
い
る
慶
應
主
管
の
第
84
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
集
会

や
、
第
54
回
日
本
手
外
科
学
会
な
ど
、
3
月
か
ら
5
月
に
か
け
て

の
多
く
の
学
会
が
ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
な
り
、
7
月
初
め
の
本
学
会
も

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
戸
山
教
授
か
ら
開
催
す
る
よ
う
に

と
励
ま
し
を
い
た
だ
き
、
余
震
と
計
画
停
電
を
恐
れ
な
が
ら
も
開

催
を
決
断
し
ま
し
た
。

　
学
会
の
テ
ー
マ
は
「
安
全
・
安
心
の
骨
折
治
療
」
と
し
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
は
、
と
か
く
新
し
い
内
固
定
材
料
の
使
用
経
験
の
披

露
の
場
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
骨
折
治
療
学
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

治
療
に
固
有
の
合
併
症
や
、
骨
折
治
療
全
般
を
通
じ
た
潜
在
的
な

リ
ス
ク
に
つ
い
て
検
討
す
る
機
会
を
設
け
た
い
と
い
う
発
想
か
ら

選
ん
だ
も
の
で
す
。

　
学
会
の
準
備
は
平
成
22
年
2
月
に
準
備
委
員
会
の
初
会
合
を
も

ち
、
以
後
12
回
の
準
備
委
員
会
を
開
催
す
る
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
は
、
会
場
の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
を
、
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る

か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
、
つ
い
で
、
準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

の
知
己
を
中
心
に
、
招
待
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
く
演
者
を
推
薦

し
、
可
能
で
あ
れ
ば
連
絡
を
取
る
と
い
う
段
取
り
へ
と
進
み
ま
し

た
。
学
会
と
し
て
正
式
に
招
待
す
る
外
国
か
ら
の
演
者
と
、
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
、
ヌ
ー
ン
タ
イ
ム
レ
ク
チ
ャ
ー
、
イ
ブ
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ン
ズ
オ
ン
な
ど
で
講
演
や
、
指
導
の
た
め
に
10
名

を
超
え
る
欧
米
か
ら
の
演
者
が
予
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
後
の
放
射
線
漏
れ
の
風
評
に
よ
り
海
外
か
ら
の
演
者
は
激
減

し
ま
し
た
。

　
ど
の
学
会
も
同
じ
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
か
と
思
い
ま
す
が
、
準
備

委
員
会
の
作
業
が
山
場
を
迎
え
た
の
は
、
抄
録
の
締
め
切
り
直
後

で
し
た
（
こ
の
時
点
が
ま
さ
に
3
月
11
日
と
重
な
り
ま
し
た
）。

こ
の
時
点
で
５
１
１
題
の
抄
録
を
す
べ
て
読
ん
で
ジ
ャ
ン
ル
分
け

を
す
る
と
い
う
超
人
的
な
作
業
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
各
ジ
ャ
ン
ル

の
中
で
、
詳
細
な
内
容
に
よ
っ
て
、
一
つ
ず
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

組
み
立
て
て
い
く
と
い
う
作
業
が
、
準
備
委
員
会
の
各
委
員
に
よ

第
37
回
日
本
骨
折
治
療
学
会
を
開
催
し
て

済
生
会
神
奈
川
県
病
院

　
院
長
補
佐

　
　
　
　

佐
　
々
　
木
　
　
孝
（
52
回
）
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っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
演
題
を
よ
り
適
切
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
動

す
る
作
業
も
相
当
数
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
回
は
東
日

本
大
震
災
と
放
射
能
漏
れ
問
題
の
結
果
と
し
て
、
海
外
か
ら
の
キ

ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
た
た
め
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
振
り
当
て
を
終
わ

り
抄
録
集
の
印
刷
段
階
に
到
達
し
た
の
は
5
月
12
日
の
第
11
回
準

備
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。
抄
録
集
は
5
月
26
日
校
了
と
な
り
、

学
会
3
週
間
前
発
送
の
め
ど
が
つ
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
学
会
前
日
の
理
事
会
、
評
議
員
会
、
会
長
招
宴
の
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
や
、
会
長
招
宴
で
の
音
楽
演
奏
な
ど
の
準
備
も
並
行

し
て
進
み
、
6
月
23
日
に
は
最
終
の
第
12
回
準
備
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
遺
漏
が
な
い
こ
と
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
招
宴
は
、
矢
部

　
裕
名
誉
教
授
の
お
言
葉
と
、
榊
田
喜
三

郎
先
生
の
乾
杯
の
ご
挨
拶
を
中
心
に
滞
り
な
く
進
み
、
途
中
に
は

震
災
被
災
地
か
ら
の
飛
び
入
り
で
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
横
浜

ら
し
さ
を
出
し
た
い
と
い
う
無
理
な
注
文
を
、
横
浜
産
の
食
材
に

よ
る
料
理
と
し
て
実
現
し
て
い
た
だ
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う

ち
に
、
滞
り
な
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
学
会
本
体
で
す
が
、
テ
ー
マ
演
題
10
題
、
9
つ
の
主
題

に
１
５
３
題
、
一
般
演
題
１
８
６
題
、
ポ
ス
タ
ー
１
７
２
題
、
合

計
５
１
１
題
の
発
表
が
あ
り
、
特
別
講
演
、
招
待
講
演
、
教
育
研

修
講
演
各
1
題
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
5
題
、
ヌ
ー
ン
タ
イ
ム

レ
ク
チ
ャ
ー
12
題
、
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ン
ズ
オ
ン
7
題

の
構
成
で
、
9
会
場
を
使
っ
て
の
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

　「
安
心
・
安
全
の
骨
折
治
療
」
と
い
う
、
具
体
的
に
は
何
を
指

す
の
か
わ
か
り
に
く
い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事

前
に
ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
会
長
挨
拶
の
内
容
と
し
て
の
説
明
や
、
各
種

セ
ミ
ナ
ー
の
共
催
者
に
こ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
講
演
内
容
に
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
テ
ー
マ
そ
の
も
の
で
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
組
む
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
ほ
か
に
、
特
別
講
演
「
一

般
整
形
外
科
医
の
た
め
の
骨
折
治
療
の
基
本

　

�

安
全
・
安
心
の

診
療
を
目
指
し
て

�

」
に
お
い
て
も
吉
田
健
治
先
生
（
聖
マ
リ
ア

病
院
）
が
、
テ
ー
マ
を
十
分
に
意
識
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
口
演
に
お
い
て
合
併
症
に
十
分
触
れ
て
い
た
だ
く

な
ど
、
意
図
し
た
通
り
の
内
容
で
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
と
こ
ろ
続
い
て
い
る
ロ
ッ
キ
ン
グ
プ
レ
ー
ト
全
盛
の
状
況

は
、
発
表
演
題
数
に
も
反
映
さ
れ
、
ま
た
、
橈
骨
遠
位
端
骨
折
関

連
の
演
題
の
多
さ
は
昨
今
の
傾
向
と
は
い
え
、
目
を
瞠
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
身
体
の
部
位
や
、
固
定
法
な
ど
に
よ
ら
な
い
テ
ー

マ
設
定
で
し
た
が
、
小
生
の
医
師
人
生
を
通
じ
て
の
主
な
仕
事
で

あ
り
ま
し
た
橈
骨
遠
位
端
骨
折
の
演
題
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と

は
、
創
外
固
定
の
発
表
を
始
め
た
こ
ろ
に
は
、
橈
骨
遠
位
端
骨
折

の
発
表
は
本
当
に
少
な
か
っ
た
こ
と
と
比
べ
て
隔
世
の
感
が
あ

り
、
ひ
そ
か
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相

次
い
だ
欧
米
か
ら
の
講
師
の
う
ち
、
橈
骨
遠
位
端
骨
折
ロ
ッ
キ
ン
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グ
プ
レ
ー
ト
の
事
実
上
の
創
始
者
で
あ
り
、
そ
の
後
もw

atersh
ed 

lin
e

理
論
の
発
表
と
、
そ
の
理
論
に
基
づ
く
新
た
な
プ
レ
ー
ト
の

開
発
に
最
も
意
欲
的
なD

r. Jorg
e O

rb
ay

（T
h
e H

an
d 

In
stitu

te
）
の
招
待
講
演
「D

istal R
ad

iu
s F

ractu
res

」
が
実

現
し
た
の
も
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
最
終
的
に
は
有
料
入
場
者
が
１
６
０
０
名
と
参
加
者
も
多
く
、

企
業
展
示
や
、
書
籍
展
示
販
売
も
順
調
に
進
み
、
学
会
は
2
日
間

の
会
期
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
学
会
の
会
長
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
日
本
骨

折
治
療
学
会
の
支
援
と
、
教
室
の
皆
様
の
大
い
な
る
支
援
に
よ
る

も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
開
催
の
是
非
に
つ
い

て
悩
ん
で
お
り
ま
し
た
と
き
に
、
肩
を
押
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

戸
山
芳
昭
教
授
に
は
、
教
室
の
人
材
を
お
貸
し
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
を
も
合
わ
せ
て
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
直
接
的
に
準
備
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、
準
備
委
員
会
を
取

り
仕
切
っ
て
く
れ
た
池
上
博
泰
先
生
、
毎
回
の
議
事
録
や
庶
務
を

迅
速
に
こ
な
し
て
く
れ
た
岡
崎
真
人
先
生
、
各
専
門
分
野
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
野
本

　
聡
先
生
、
山
中
一

良
先
生
、
野
々
宮
広
章
先
生
、
亀
山

　
真
先
生
、
岩
部
昌
平
先
生
、

中
村
俊
康
先
生
、
佐
藤
和
毅
先
生
、
早
稲
田
明
生
先
生
、
田
村
睦

弘
先
生
、森
田
晃
造
先
生
、船
山

　
敦
先
生
、細
金
直
文
先
生
、諸
々

の
準
備
を
周
到
に
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
医
局
秘
書
の
根
本
恵
理
さ

ん
、
す
べ
て
を
仕
切
り
、
円
滑
な
運
営
を
実
現
し
て
く
だ
さ
っ
た

ア
サ
ツ
ー
Ｄ
Ｋ
の
武
藤
圭
子
さ
ん
、
木
村
真
司
さ
ん
、
佐
藤
仁
子

さ
ん
に
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

写真２　学会終了直後のスタッフ集合写真

写真１
会長招宴で祝辞を
述べられる矢部裕
名誉教授。
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藤
田
保
健
衛
生
大
学
整
形
外
科
学
教
室
で
は
第
25
回
日
本
軟
骨

代
謝
学
会
学
術
集
会
を
２
０
１
２
年
3
月
9
日
（
金
）・
10
日
（
土
）

の
両
日
に
名
古
屋
市
内
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
演
題

数
は
90
を
越
え
、
学
会
参
加
者
数
も
３
０
０
名
の
大
台
に
届
く
な

ど
、
盛
況
の
内
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
重
に
慶
大
整

形
教
室
の
先
生
方
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の
と
、
紙
面
を
お
借
り
し

て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
会
は
、
１
９
８
８
年
に
故
新
名
正
由
先
生
（
防
衛
医
大
）、

故
藤
井
克
之
先
生
（
慈
恵
）、
岩
田

　
久
先
生
（
名
大
）
の
3
人

が
中
心
と
な
り
軟
骨
代
謝
研
究
会
と
し
て
発
足
し
、
１
９
９
５
年

よ
り
日
本
軟
骨
代
謝
学
会
に
発
展
改
組
し
た
学
会
で
す
。
学
会
に

移
行
し
た
１
９
９
５
年
の
第
８
回
学
術
集
会
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
の
あ
っ
た
年
で
す
が
、
防
衛
医
大
で
の
恩
師
で
あ
っ
た
新
名
先

生
が
病
を
お
し
て
会
長
職
を
遂
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
こ
と

が
、
つ
い
先
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
１７
年
の

月
日
が
流
れ
、
本
学
会
の
主
催
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
大
変
、
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
学
術
集
会
の
テ
ー
マ
は｢

変
形
性
関
節
症

－

病
態
解
明
、
診

断
、
治
療
へ
の
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ

－｣

と
し
ま
し
た
。
変
形
性

関
節
症
は
定
義
に
も
よ
り
ま
す
が
、
本
邦
で
は
２,
０
０
０
万
人

以
上
の
罹
患
患
者
が
存
在
し
、
将
来
の
要
介
護
者
増
加
に
直
結
す

る
運
動
器
に
お
け
る
最
も
重
要
な
疾
患
の
一
つ
で
す
。
人
口
動
態

の
高
齢
化
は
ど
の
先
進
国
で
も
避
け
ら
れ
ず
、
本
症
は
久
し
く
骨

粗
鬆
症
の
次
の
重
要
な
疾
患
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
研
究
レ
ベ
ル
は
現
時
点
で
は
、
ま
だ
本
疾

患
の
経
過
を
変
え
ら
れ
る
段
階
に
達
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
臨
床
的

に
は
末
期
症
例
に
対
す
る
人
工
関
節
置
換
術
の
よ
う
な
普
遍
的
か

つ
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て
い
る
治
療
法
も
あ
り
ま
す
が
、
膨
大

な
患
者
数
を
考
慮
す
れ
ば
、
早
期
診
断
と
重
症
化
を
防
止
す
る
手

法
の
開
発
が
不
可
欠
な
の
は
自
明
の
理
で
す
。
変
形
性
関
節
症
の

治
療
を
扱
う
臨
床
的
な
学
会
は
国
内
に
多
数
、
存
在
し
ま
す
が
、

本
疾
患
の
根
本
的
治
療
に
つ
い
て
の
研
究
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
広
く
学
際
的
な
協
力
が
必
要
で
す
。
そ
れ
を
担
う
の
が
軟
骨
研

究
に
携
わ
る
臨
床
や
基
礎
の
研
究
者
、
製
薬
会
社
や
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
関
係
会
社
の
方
々
が
幅
広
く
参
加
す
る
日
本
軟
骨
代
謝
学

会
の
重
要
な
使
命
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
学
術
集
会
に
は
変
形
性
関
節
症
に
関
す
る
最
大
の
研
究
組
織

で
あ
るO

steoarth
ritis R

esearch S
ociety In

tern
ation

al

第
25
回
日
本
軟
骨
代
謝
学
会
学
術
集
会
を

開
催
し
て

　
　
　
　
　
藤
田
保
健
衛
生
大
学
整
形
外
科 

　

山
　
田
　
治
　
基
（
58
回
）
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（O
A

R
S
I

）
か
ら
機
関
誌
のE

ditor-in-C
hief 

で
あ
るP

rofessor 

Stefan L
ohm

ander 

先
生
（L

und U
niversity, Sw

eden

）
と

前
年
の
学
会
長
で
あ
るP

rofessor V
irginia K

raus

先
生（D

uke 

U
niversity M

edical C
enter

）
の
お
二
人
に
海
外
特
別
招
待
講

演
者
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
き
、
研
究
の
国
際
的
流
れ
を
ご
紹
介

い
た
だ
く
と
と
も
にO

A
R

S
I

と
の
国
際
的
なcollab

oration

の

重
要
性
を
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
に
し
ま
し
た
。
学
会
は
発
表
の

場
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
研
究
者
同
士
の
交
流
、
社
交
の
場
で
も

あ
り
ま
す
。
Ｏ
Ａ
研
究
に
お
け
る
二
人
の
重
鎮
を
お
迎
え
で
き
た

こ
と
は
、
我
が
国
の
Ｏ
Ａ
研
究
者
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
学
会
は
、
い
わ
ゆ
る
「
軟
骨
オ
タ
ク
」
の
集
ま
る
学
会
と
お

も
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
今
回
は
、
臨
床
系
で
あ
る
整
形
外
科
教
室

の
主
催
と
い
う
こ
と
で
、
最
大
限
に
臨
床
、
特
に
Ｏ
Ａ
に
集
中
さ

せ
た
構
成
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
基
礎
系
と
臨
床
系
の
研

究
者
が
混
ざ
り
合
う
本
学
会
の
運
営
と
し
て
は
い
さ
さ
か
、
偏
り

が
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
多
さ
を
見
て
、
方
向
性
と
し
て
間

違
っ
て
は
い
な
か
っ
た
と
安
心
致
し
て
お
り
ま
す
。
本
学
会
の
理

事
、
評
議
員
な
ど
の
役
職
者
に
は
慶
應
の
関
係
者
が
数
多
く
お
ら

れ
ま
す
。
是
非
、
本
学
会
の
発
展
に
ご
助
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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脊
椎
と
神
経
を
語
る
会
は
、
今
か
ら
16
年
前
、
戸
山
教
授
が
ま

だ
講
師
だ
っ
た
こ
ろ
に
現
在
、
福
島
県
立
医
大
学
長
兼
理
事
長
で

あ
る
菊
地
臣
一
先
生
と
共
同
で
立
ち
上
げ
た
研
究
会
で
す
。
国
内

外
の
著
名
な
研
究
者
を
招
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
若
手
脊
椎

外
科
医
を
最
新
の
基
礎
・
臨
床
知
見
に
暴
露
し
つ
つ
国
際
感
覚
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
会

が
他
の
研
究
会
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
会
場
が
「
超
」
が
つ
く

一
流
施
設
で
の
1
泊
2
日
の
合
宿
形
式
と
言
う
点
と
、
単
に
講
演

を
聴
い
て
質
疑
応
答
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
人
の
発
表
は
も

ち
ろ
ん
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に
は
懇
親
会
と
会
期
中
す

べ
て
が
英
語
で
行
わ
れ
る
事
で
す
。
冗
談
も
英
語
で
言
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
若
手
の
先
生
に
と
っ
て
か
な
り
の
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
と
な
り
ま
す
が
、
一
方
で
本
会
を
通
じ
て
多
く
の
先
生

方
が
国
内
外
の
著
名
な
医
師
や
研
究
者
と
知
り
合
え
、
留
学
の
機

会
を
得
た
り
、
共
同
研
究
を
始
め
た
り
と
そ
の
成
果
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
戸
山
、
菊
地
両
先
生
の
先
見
の

明
と
崇
高
な
理
念
の
賜
物
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
第
1
回
研
究
会
は
１
９
９
６
年
11
月
に
菊
地
先
生
が
会
長
と
し

て
福
島
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
初
め
て
参
加
し
た
の
は
戸
山

先
生
が
会
長
を
務
め
ら
れ
た
第
2
回
か
ら
で
１
９
９
８
年
2
月
21

日
�

22
日
に
千
葉
県
木
更
津
市
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
以
来
毎
回
欠
か
さ
ず
参
加
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
２
０
０
２
年
に
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

ン
ズ
ホ
テ
ル
椿
山
荘
、
２
０
０
６
年
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス 

と
戸
山
教
授
が
主
催
さ
れ
、
私
も
運
営
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
後
戸
山
教
授
が
ご
多
忙
の
た
め
顧
問
に
就
任
、

替
わ
り
に
小
生
が
世
話
人
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
初
め

て
代
表
世
話
人
と
し
て
第
15
回
研
究
会
を
開
催
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
実
は
第
15
回
は
２
０
１
１
年
3
月
12
日

�

13
日
に
開
催
さ

れ
る
は
ず
で
し
た
が
、
直
前
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
た
め

急
遽
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
で
も
忘
れ
る
事
が
出
来

ま
せ
ん
が
、
3
月
11
日
当
日
私
は
海
外
招
待
講
演
者
を
つ
れ
て
の

観
光
後
、
ホ
テ
ル
に
戻
る
東
名
高
速
上
で
大
震
災
に
遭
遇
し
ま
し

た
。
横
浜
あ
た
り
を
走
行
し
て
い
た
際
に
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
の
運

転
手
が
突
然
ハ
ン
ド
ル
を
左
右
に
揺
さ
ぶ
り
は
じ
め
、
直
後
に
急

ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
の
で
し
た
。
私
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
居
眠
り
で

も
し
て
い
る
の
か
と
も
思
い
、「
運
転
手
さ
ん
、
大
丈
夫
？
」
と

声
を
荒
げ
ま
し
た
が
、
実
は
大
地
震
で
高
速
道
路
が
大
揺
れ
し
て

第
15
回
脊
椎
と
神
経
を
語
る
会

　
　
　
　
　
北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院

　
　

千
　
葉
　
一
　
裕
（
62
回
）
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波
打
ち
、
ぶ
れ
る
ハ
ン
ド
ル
を
必
死
に
握
っ
て
な
ん
と
か
直
進
を

保
っ
て
い
た
の
で
す
。
急
ブ
レ
ー
キ
は
隣
の
レ
ー
ン
を
走
っ
て
い

た
ト
ラ
ッ
ク
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
い
こ
ち
ら
の
車
線
に
飛
び
込

ん
で
き
た
の
を
避
け
る
た
め
で
し
た
。
驚
い
て
車
載
テ
レ
ビ
を
付

け
た
と
こ
ろ
、
ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
大
地
震
の
速
報
を
流
し
て
お

り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
上
に
お
台
場
で
発
生
し
た
火
災
で
も
く
も
く

と
上
が
る
黒
煙
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
全
く
同
じ
煙
の

実
物
が
車
外
遠
方
に
見
え
て
い
た
こ
と
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
運
転
手
の
機
転
で
無
人
と
な
っ
た
料
金
所
を
通
過
し
て
通
行

止
め
と
な
っ
て
い
た
首
都
高
速
に
入
り
ま
し
た
が
、
ビ
ル
か
ら
大

勢
の
人
が
外
に
出
て
、
歩
道
と
い
う
歩
道
が
人
で
溢
れ
て
い
る
の

が
見
え
ま
し
た
。
霞
ヶ
関
出
口
で
降
り
て
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
ま
で
通
常
で
あ
れ
ば
2

�

3
分
程
度
の
道
の
り
が
大
渋
滞
の

た
め
30
分
近
く
か
か
り
ま
し
た
。
も
し
用
賀
で
東
名
を
降
り
て
い

た
ら
ホ
テ
ル
に
は
た
ど
り
着
け
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ホ

テ
ル
に
着
く
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
止
ま
っ
て
お
り
10
階
の
部
屋
ま

で
荷
物
を
持
っ
て
階
段
を
上
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
学
会
は
直
ち
に
中
止
と
し
て
日
本
全
国
の
参
加
予
定
者

に
連
絡
を
入
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
私
は
ま
だ
事
の

重
大
さ
に
気
付
い
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
晩
、
夜
通
し
テ

レ
ビ
を
付
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
津
波
の
被
害
に
よ
る
惨
劇
を
言
葉

な
く
見
続
け
ま
し
た
。
と
て
も
現
実
に
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

夜
中
に
余
震
が
あ
る
た
び
に
外
人
か
ら
「
大
丈
夫
か
？
」
と
の
電

話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
が
そ
の
た
び
に
根
拠
の
な
い”

D
on

't 

w
orry, no problem

“

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
翌
土
曜

日
は
ま
だ
海
外
招
待
客
も
冷
静
で
し
た
。
し
か
し
、
午
後
に
な
り

原
発
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
始
め
た
途
端
に
、
皆
出
来
る
だ
け

早
く
帰
り
た
い
と
騒
ぎ
始
め
ま
し
た
。
私
は
共
催
の
エ
ー
ザ
イ
社

員
と
共
に
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
込
み
外
国
人
招
待
客
の
航
空
便
な
ら

び
に
空
港
ま
で
の
陸
路
を
確
保
す
る
の
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

悪
夢
の
よ
う
な
数
日
が
過
ぎ
、
最
後
の
ゲ
ス
ト
を
見
送
り
自
宅
に

戻
っ
た
の
は
地
震
発
生
か
ら
3
日
経
っ
た
月
曜
日
の
夜
で
し
た
。

今
で
も
時
々
家
内
か
ら
「
あ
な
た
は
家
族
よ
り
赤
の
他
人
を
優
先

し
た
」
と
の
恨
み
節
を
聞
か
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
経
緯
も
あ
り
、
私
は
第
15
回
研
究
会
は
こ
れ
で
終
わ

っ
た
と
思
い
込
ん
で
お
り
ま
し
た
。
菊
地
先
生
は
、
海
外
ゲ
ス
ト

と
の
別
れ
の
際
に
「
来
年
同
じ
会
場
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
、
同
じ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
第
15
回
を
行
う
の
で
是
非
出
席
し
て
欲
し
い
」
と
繰

り
返
し
お
話
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
自
身
は
こ
の
よ
う
に

ひ
ど
い
目
に
遭
っ
た
彼
ら
が
翌
年
に
来
て
く
れ
る
と
は
思
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
菊
地
先
生
の
ご
意
志
は
固
く
早
々
に

２
０
１
２
年
に
再
度
第
15
回
が
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
メ
ー
ル
や
手
紙
で
海
外facu

lty

や
招
待
講
演
者
に
招
待
状

を
出
し
ま
し
た
が
、
皆
が
Ｏ
Ｋ
の
返
事
を
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
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本
当
に
来
て
く
れ
る
か
ど
う
か
当
日
ま
で
不
安
で
し
た
。
実
際
に

前
日
のW

elcom
e P

arty

で
昨
年
と
全
く
同
じ
メ
ン
バ
ー
が
揃

っ
た
と
き
に
は
本
当
に
嬉
し
く
、
安
堵
し
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り

ま
す
。

　
結
局
第
15
回
は
２
０
１
２
年
3
月
10

�

11
日
に
同
じ
ホ
テ
ル
オ

ー
ク
ラ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
土
方
貞
久
先
生
に
ご
指
導
頂

い
た
学
位
研
究
以
来
、
長
年
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
「
椎
間
板

変
性
」“Intervertebral disc degeneration

”

を
主
題
と
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
ま
し
た
。
留
学
し
た
１
名
の
国
内
演
者
が

代
演
と
な
っ
た
以
外
は
す
べ
て
昨
年
と
同
一
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
執
り

行
い
ま
し
た
。
海
外
招
待
講
演
者
は
全
て
私
の
古
く
か
ら
の
友
人

で
あ
る
3
名
に
お
願
い
し
ま
し
た
。U

C
SF

のD
r. Jeff Lotz

に
は

”
T

h
e b

iolog
y of in

terv
erteb

ral d
isc d

eg
en

eration

”, 

U
niversity of A

lberta

のD
r. M

ichele Battie

に
は”

E
pidem

iology 

and genetics of intervertebral disc degeneration

”、
そ
し
て
悪

友
のU

niversity of Pittsburgh

のD
r. Jam

es K
ang

に
は

“N
ovel 

treatm
ent strategies for degenerative disc disease

”

の
タ
イ

ト
ル
で
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
７
名
の
若
手
脊
椎
外

科
で
椎
間
板
基
礎
・
臨
床
研
究
を
行
っ
て
い
る
先
生
方
に
素
晴
ら

し
い
発
表
を
頂
き
ま
し
た
。
疫
学
、
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
子
遺

伝
子
レ
ベ
ル
で
の
解
明
、
あ
ら
た
な
画
像
評
価
法
、
分
子
標
的
治

療
や
再
生
医
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
椎
間
板
変
性
に
関
す
る
最
新

の
基
礎
、
臨
床
知
見
が
学
べ
た
学
術
的
に
も
極
め
て
レ
ベ
ル
の
高

い
研
究
会
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
研
究
会
は
ク
ロ
ー
ズ
ド
の
会
員
制
を
取
っ
て
お
り
、
わ
が
国

で
は
他
に
は
類
を
見
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
会
で
す
。
そ
の
分
内
容
が

非
常
に
濃
く
、
国
内
外
の
臨
床
・
基
礎
研
究
の
最
先
端
を
学
べ
ま

す
。
毎
年
の
よ
う
に
顔
を
つ
き
あ
わ
せ
て
い
る
た
め
国
内
外
の
ビ

ッ
グ
ネ
ー
ム
の
み
な
ら
ず
同
じ
研
究
分
野
の
多
く
の
友
人
、
知
人

を
作
る
事
が
で
き
ま
す
。
是
非
、
慶
大
脊
椎
班
の
若
い
先
生
方
に

は
積
極
的
に
本
研
究
会
に
参
加
し
て
頂
き
刺
激
を
受
け
世
界
に
羽

ば
た
く
き
っ
か
け
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
大

学
を
離
れ
世
話
人
は
お
役
御
免
と
な
り
ま
し
た
が
、
菊
地
先
生
の

ご
厚
意
で
顧
問
と
し
て
末
席
に
残
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

本
会
の
発
展
に
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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第
52
回
関
東
整
形
災
害
外
科
学
会
を
平
成
24
年
3
月
22
日
、
23

日
の
両
日
、
横
浜
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
51
回
の
本
学
会
が
、
東
日
本
整
形
災
害
外
科
学
会
と
の
合
同
開

催
と
し
て
昨
年
9
月
に
行
わ
れ
た
た
め
、
前
回
か
ら
6
か
月
間
と

い
う
短
い
期
間
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
、
演
題
が
集
ま

ら
な
い
の
で
は
と
大
分
心
配
し
ま
し
た
が
、
予
想
に
反
し
て

２
２
３
演
題
と
い
う
過
去
最
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
信
濃
町
の
同
門
か
ら
も
多
数
応
募
い
た
だ
い
た
こ
と

を
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
本
学
会
の
標
語
は
「
機
能
外
科
と
し
て
の
整
形
外
科
学

－

今
求

め
ら
れ
る
こ
と

－

」
と
し
ま
し
た
。
整
形
外
科
の
患
者
さ
ん
の
主

訴
は
、
疼
痛
・
し
び
れ
、
変
形
と
機
能
障
害
で
す
。
従
っ
て
治
療

の
ゴ
ー
ル
は
「
そ
れ
ら
の
訴
え
を
如
何
に
合
理
的
に
取
り
除
く
か
」

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
最
近
の
画
像
診
断
技
術
の
発
展
や

手
術
法
の
進
歩
は
、
よ
り
正
確
な
診
断
や
治
療
結
果
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
が
、
術
後
の
画
像
所
見
の
良
し
悪
し
が
強
調
さ

れ
す
ぎ
、
そ
の
所
見
と
患
者
の
術
後
の
満
足
度
が
必
ず
し
も
一
致

し
な
い
例
も
経
験
し
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
本
学
会
の
主
役
で

あ
る
若
手
の
整
形
外
科
医
に
強
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
回
の
標

語
に
は
、
患
者
の
訴
え
、
理
学
的
所
見
に
よ
る
病
態
の
把
握
の
重

要
性
を
再
学
習
し
て
い
た
だ
き
、
患
者
を
治
す
こ
と
は
良
好
な
術

後
画
像
を
作
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
ま
さ
に
患
者
の
主
訴
を
取

り
除
く
こ
と
に
尽
き
る
と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
外
傷
治
療
に
つ
い
て
多
数
企
画
し
、
ま
た

ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
も
外
傷
に
限
定
し
４
つ
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
外
傷
学
は
整
形
外
科
学
の
中
で
大
き
な
割
合
を
占

め
、
若
手
、
中
堅
の
医
師
に
は
そ
の
修
練
の
過
程
で
も
重
要
で
す
。

一
方
、
疾
患
の
臨
床
研
究
に
比
べ
、
医
師
た
ち
の
い
わ
ゆ
る
経
験

論
が
長
年
に
亘
り
幅
を
利
か
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
研
究
計
画

に
矛
盾
が
少
な
く
、
デ
ー
タ
ー
の
分
析
法
に
も
問
題
が
な
い
と
判

定
し
た
演
題
を
、
主
題
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
多
く
採

用
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
意
図
が
聴
衆
に
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
幸

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
3
つ
の
教
育
研
修
講
演
と
４
つ
の
ラ
ン
チ

ョ
ン
講
演
で
は
、
日
整
会
の
受
講
必
須
分
野
が
可
及
的
多
数
網
羅

で
き
る
よ
う
に
テ
ー
マ
と
演
者
を
選
択
し
ま
し
た
が
、
本
学
会
の

様
な
地
域
に
根
ざ
し
た
臨
床
中
心
の
学
会
で
は
、
大
学
、
勤
務
医
、

開
業
医
の
参
加
を
促
せ
る
様
な
企
画
、
方
針
を
掲
げ
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
そ
の
よ
う
な
考
え
の
効
果
で
し
ょ
う
か
、
５
０
７
名
と

い
う
多
数
の
参
加
者
数
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
に
意
義

第
52
回
関
東
整
形
災
害
外
科
学
会
を
主
催
し
て

持
　
田
　
讓
　
治
（
54
回
）
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の
あ
る
勉
強
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
主
催
校

と
し
て
大
変
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　
さ
て
、
会
場
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
は
横
浜
の
最
も
古
い

地
域
に
建
ち
、
ホ
テ
ル
そ
の
も
の
も
創
立
85
年
に
な
り
ま
す
。
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
近
代
化
の
討
議
な
ど
、
常
に
時
代
を

変
え
る
場
面
で
登
場
し
て
い
た
こ
と
は
、
年
長
の
先
生
方
は
記
憶

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
持
田
は
こ
の
ホ
テ
ル
の
レ
イ
ン

ボ
ー
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
前
の
ホ
ワ
イ
エ
が
気
に
入
っ
て
お
り
、
時
々

訪
れ
て
は
古
め
か
し
い
応
接
セ
ッ
ト
に
座
っ
て
い
ま
す
。
少
し
か

び
臭
い
応
接
セ
ッ
ト
の
匂
い
も
ま
た
格
別
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ホ

テ
ル
で
学
会
や
研
究
会
を
し
て
み
た
い
な
と
以
前
か
ら
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
２
０
０
９
年
に
小
規
模
な
国
際
会
議
を
主
催
し
た
こ

と
が
縁
で
、
通
常
は
使
わ
せ
て
も
ら
え
な
い
こ
の
ホ
テ
ル
を
2
日

間
貸
切
り
、
学
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
3
会
場
の

口
演
と
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
、
ホ
テ
ル
の
会
場
の
ほ
ぼ

す
べ
て
を
使
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
た
た
ず
ま
い
が

落
ち
着
い
た
学
会
を
す
る
上
で
か
な
り
プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
よ
う

で
す
。
多
く
の
先
生
方
か
ら
「
意
外
な
会
場
の
選
択
だ
が
、
良
か

っ
た
よ
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
学
会
を
構
成
す
る
関

東
地
区
の
25
大
学
の
幹
事
を
務
め
る
主
任
教
授
の
先
生
方
に
も
大

変
お
世
話
に
な
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
学
会
を
終
え
て
以
下
の
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
最
近
の

国
内
の
整
形
外
科
関
連
の
学
会
、
研
究
会
は
乱
立
気
味
で
す
。
そ

の
結
果
貴
重
な
デ
ー
タ
ー
が
分
散
化
し
、
欧
米
の
論
文
に
太
刀
打

ち
で
き
る
臨
床
研
究
が
我
が
国
か
ら
発
信
し
に
く
い
現
状
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
関
東
地
区
と
い
う
臨
床
に
お
け
る
巨
大
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
活
動
現
場
と
し
て
持
つ
関
東
整
形
災
害
外
科
学
会

は
、
ま
た
、
全
国
80
大
学
の
内
の
約
1
／
3
に
あ
た
る
数
の
大
学

が
運
営
す
る
学
会
で
も
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
大
学
が
同
心
円
状

態
に
分
布
し
、
大
学
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と
り
や
す
く
、

患
者
の
移
動
が
把
握
し
や
す
い
な
ど
の
観
点
か
ら
も
、
関
東
地
区

は
大
型
のp

rosp
ectiv

e ran
d
om

ized clin
ical stu

d
y

を
企
画

し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
研
究
を

実
施
す
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
を
仮
想
す
る
と
、
私

見
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
関
東
整
形
災
害
外
科
学
会
の
今
後
の
新

し
い
生
き
方
が
み
え
て
く
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
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国
際
頚
椎
学
会
（C

erv
ical S

p
in

e R
esearch S

ociety

：

C
S
R

S

）
は
、
１
９
７
３
年
に
米
国
で
設
立
さ
れ
頚
椎
を
専
門
的

に
扱
う
医
師
、
研
究
者
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
が
所
属
す
る
最
も
権
威

の
あ
る
学
会
で
す
。
１
９
８
４
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
会
員
が
中

心
と
な
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
部
門
（E

u
rop

ean S
ection

：C
S
R

S
-

E
S

）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
てC

S
R

S

の
日
本
人
メ
ン
バ

ー
が
中
心
と
な
り
第
2
のS

ister S
ociety

で
あ
る
ア
ジ
ア
太
平

洋
部
門
（C

S
R

S
-A

P

）
が
設
立
さ
れ
第
1
回
の
創
立
記
念
学
会
が

２
０
１
０
年
4
月
に
北
海
道
大
学
の
鐙
邦
芳
会
長
の
下
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
第
2
回
は
昨
年
の
4
月
に
韓
国
釜
山
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
直
後
で
し
た
が
、
日
本
か
ら
も
大
勢

が
参
加
し
て
盛
大
な
学
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
こ
の
分
野
で

の
韓
国
の
勢
い
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
会
で
し
た
。

　
さ
て
、
第
3
回
学
会
は
私
が
会
長
と
し
て
久
留
米
で
の
第
41
回

日
本
脊
椎
脊
髄
病
学
会
に
引
き
続
い
て
２
０
１
２
年
4
月
21
（
土
）

�

22
（
日
）
の
日
程
で
福
岡
市
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
は
旧
博
多
駅
ビ
ル
を
全
面
改
装

し
て
２
０
１
１
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
デ
パ
ー
ト
、

専
門
店
、
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、
レ
ス
ト
ラ
ン
街
な
ど
を
擁

す
る
最
新
の
複
合
施
設
で
あ
り
、
9
階
に
は
５
０
０
名
ま
で
入
る

Ｊ
Ｒ
九
州
ホ
ー
ル
、
10
階
に
は
ポ
ス
タ
ー
会
場
や
本
部
と
な
っ
た

会
議
室
が
あ
り
ま
す
。
新
し
く
き
れ
い
な
施
設
で
あ
り
賃
料
も
比

較
的
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
本
学
会
の
よ
う
な
２

�

３
０
０
人
規
模
の

学
会
に
は
打
っ
て
付
け
で
し
た
。

　
第
３
回
会
長
と
し
て
ま
ず
考
え
た
事
は
、
大
震
災
の
後
で
も
あ

り
第
２
回
の
よ
う
な
派
手
な
会
で
は
な
く
わ
が
国
の
実
状
に
合
っ

た
質
素
な
会
に
し
よ
う
、
し
か
し
学
術
団
体
と
し
て
一
番
大
切
な

演
題
のq

u
ality

だ
け
は
で
き
る
だ
け
高
く
し
よ
う
、
の
2
点
で

し
た
。
し
た
が
っ
てSocial E

vent

はW
elcom

e R
eception

の

み
と
し
、
い
わ
ゆ
る
会
長
招
宴
は
な
し
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
は
１
つ
、
1
演
題
あ
た
り
の
発
表
時
間
は
討
論
も
含
め
て
最
低

10
分
は
確
保
す
る
こ
と
を
大
原
則
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
口
演

数
が
限
ら
れ
る
の
で
国
内
外
に
関
わ
ら
ず
応
募
演
題
を
公
正
に
審

査
し
厳
密
に
点
数
に
よ
っ
て
採
否
を
決
め
て
口
演
、
ポ
ス
タ
ー
に

割
り
振
る
事
と
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
方
針
だ
と
口
演
は
日

韓
ば
か
り
に
偏
る
可
能
性
が
あ
る
た
めA

sia S
y
m

p
osiu

m

と
銘

第
3
回
国
際
頚
椎
学
会
ア
ジ
ア
太
平
洋
部
門

（T
he 3rd A

nnual M
eeting of the C

ervical 
 Spine R

esearch Society A
sia-Pacific 

 Section

）

　
　
　
　
北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院

　
　

千
　
葉
　
一
　
裕
（
62
回
）
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打
っ
て
特
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
第
一
人
者
を
お
招
き
し
て
そ

の
国
の
実
情
を
ご
発
表
頂
く
事
と
し
ま
し
た
。
最
も
重
要
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
委
員
長
は
同
窓
で
東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合
病
院
整
形
外

科
教
授
の
白
石
建
先
生
に
お
願
い
し
、
委
員
の
人
選
、
演
題
の
採

否
か
らA

sia S
y
m

p
osiu

m

を
含
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
ま
で
全

て
を
一
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
秋
か
ら
演
題
募
集
を
開
始
し
て

最
終
的
に
１
８
１
題
（
日
本 

１
１
４
、
韓
国 

38
、
中
国 

18
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン 

3
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
2
、
米
国
、
台
湾
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ラ
ン
各
１
）
の
応
募
が
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

委
員
に
は
各
々
全
演
題
を
査
読
の
う
え
点
数
評
価
し
て
頂
き
、
そ

の
点
数
に
基
づ
き
最
終
的
に
口
演
48
題
、
優
秀
ポ
ス
タ
ー
10
題
を

含
む
ポ
ス
タ
ー
１
０
０
題
を
採
択
し
ま
し
た
。
2

�

3
ヶ
月
に
1

回
の
ペ
ー
ス
で
計
5
回
の
準
備
委
員
会
を
開
催
し
準
備
を
進
め
、

年
が
明
け
て
か
ら
は
メ
ー
ル
を
含
め
て
頻
回
の
協
議
を
行
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
完
成
し
ま
し
た
。
招
待
講
演
者
の
旅
程
も
確
定
し
、
海

外
参
加
者
へ
のV

IS
A

発
給
書
類
の
手
配
も
済
み
、
い
よ
い
よ
学

会
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
白
石
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
長
のO

p
en

in
g R

em
ark

s

に
引
き
続

き
、
ま
ずC
S
R

S

会
長D

r. M
ich

ael F
eh

lin
g
s

とC
S
R

S
-E

S

会
長D
r. P

h
illip

e B
an

cel

に
招
待
講
演
を
、D

r. C
h
ristian 

M
azel

に
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
初
日
は
招
待
演
者
に
よ
る
講
演
の
み
と
し
ま
し
た
。
引
き
続

い
て
行
わ
れ
たW
elcom

e R
eception

は
、
会
長
招
宴
を
予
定
し

て
い
な
い
た
め
会
員
の
皆
様
が
く
つ
ろ
い
で
食
事
と
会
話
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
出
来
る
だ
け
挨
拶
は
短
く
し
、
料
理
の
グ

レ
ー
ド
は
高
く
し
ま
し
た
。
乾
杯
の
御
発
声
は
、
恩
師
の
平
林
洌

先
生
に
無
理
を
言
っ
て
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
し
て
な
ん
と
言
っ

て
も
本
宴
会
の
主
役
は
広
島
総
合
病
院
の
藤
本
吉
範
先
生
と
白
石

先
生
が
組
ん
だ
バ
ン
ド
で
し
た
。
藤
本
先
生
と
そ
の
ご
友
人
の
プ

ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
2
本
の
ギ
タ
ー
に
よ
る
本
格
的
な
演
奏
を

バ
ッ
ク
に
白
石
先
生
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
ナ
ン
バ
ー
を
華
麗
に
歌
い
こ

な
し
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
（
図
1
）。
今
ま
で

多
く
の
学
会
のSocial E

vent

で
い
ろ
い
ろ
な
演
目
を
見
て
参
り

ま
し
た
が
、
学
会
に
参
加
す
る
Dr.
が
自
ら
演
奏
し
、
し
か
も
こ
れ

ほ
ど
盛
り
上
が
る
こ
と
は
普
通
あ
り
得
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
プ
ロ
の

出
し
物
よ
り
印
象
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
白
石
先
生
に
は
学

術
の
み
な
ら
ず
宴
会
の
主
役
と
し
て
も
獅
子
奮
迅
の
ご
活
躍
を
頂

き
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
第
2
日
目
は
、
8
つ
の
一
般
演
題
セ
ッ
シ
ョ
ン
（B

asic 

R
esearch: Spinal C

ord Injury, M
yelopathy, C

om
plications, 

T
um

or, U
pper C

ervical, A
nterior P

rocedure, P
osterior 

P
rocedure, D

iagnosis and Im
aging

）、
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ

ー
、
会
長
口
演
そ
し
て
本
学
会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ

るA
sia S

y
m

p
osiu

m

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
般
演
題
は
予
想
ど
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お
り
48
演
題
中
38
題
が
わ
が
国
か
ら
の
も
の
で
し
た
が
、
国
外
か

ら
の
発
表
も
含
め
て
極
め
てq

u
ality

が
高
く
聞
き
応
え
が
あ
り

ま
し
た
。
ラ
ン
チ
ョ
ン
で
は
、
や
は
り
古
く
か
ら
の
友
人
で
あ
る

D
r. S R

ajasek
aran

に
現
在
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
るD

iffu
sion 

T
en

sor Im
ag

in
g

に
関
す
る
分
か
り
や
す
く
し
か
も
科
学
的
な

格
調
高
い
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
会
長
講
演
で
す
が
、

“W
h
at I 

h
av

e learn
ed from

 3.11

”

と
題
し
て
昨
年
の
大
震
災
か
ら
医

師
と
し
て
社
会
人
と
し
て
そ
し
て
家
庭
人
と
し
て
学
ん
だ
事
、
特

に
日
頃
忘
れ
が
ち
な
人
と
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
や
自
分
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
周
囲
の
人
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
に
つ
き
お
話

し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
片
開
き
式
脊
柱
管
拡
大
術
の
開

発
を
通
じ
て
世
界
の
頚
椎
外
科
分
野
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
長

年C
S
R

S

の
数
少
な
い
日
本
人
メ
ン
バ
ー
と
し
て
わ
が
国
を
牽
引

し
て
く
だ
さ
っ
た
平
林
先
生
の
素
晴
ら
し
い
業
績
に
つ
い
て
も
触

れ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
学
術
的
な
内
容
で
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
自
分
ら
し
か
っ
た
か
な
と
勝
手
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。Asia Sym

posium

で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
の
先
生
方
か
ら
各
国
の

実
情
に
つ
き
興
味
深
い
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
予
定
ど

お
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
進
み
18
時
30
分
に
全
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
終
了

し
、C

losin
g R

em
ark

s

を
述
べ
ま
し
た
が
、
何
を
喋
っ
た
の
か

全
く
記
憶
に
無
く
、
と
に
か
く
無
事
に
終
わ
っ
た
と
の
安
堵
感
を

感
じ
て
い
た
こ
と
だ
け
覚
え
て
い
ま
す
。

　
学
会
終
了
後
の
日
曜
日
の
夜
に
平
林
先
生
、
招
待
講
演
者
、
日

韓
の
創
立
メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
慶
大
の
ス
タ
ッ
フ
を
お
招
き
し
て

さ
さ
や
か
な
小
宴
を
催
し
ま
し
た
。
学
会
を
無
事
に
や
り
終
え
た

高
揚
感
も
あ
り
、
思
い
出
深
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
有
料
参
加
登
録
者
は
２
２
６
名
で
、
招
待
講
演
者
4

名
に
ス
タ
ッ
フ
を
加
え
た
総
参
加
者
数
は
２
４
２
名
で
、
自
分
と

し
て
は
充
分
に
盛
会
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
手
前
味
噌
で
す

が
過
去
2
回
よ
り
少
し
は
口
演
の
学
術
的
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
の

で
は
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
さ
て
、
企
業
協
賛
に
関
し
て
は
、

わ
が
国
で
は
専
門
分
野
に
特
化
し
た
こ
の
規
模
の
国
際
学
会
の
開

催
が
少
な
い
こ
と
、
２
０
１
２
年
4
月
よ
り
企
業
協
賛
の

D
isclosu

re

制
が
義
務
化
さ
れ
企
業
側
の
自
主
規
制
に
よ
り
医
師

へ
の
金
銭
的
支
援
を
絞
り
込
む
企
業
が
増
え
た
事
、
そ
し
て
何
よ

り
会
長
の
力
不
足
よ
り
、
企
業
か
ら
協
賛
金
の
集
ま
り
が
思
わ
し

く
な
く
多
く
の
先
生
に
多
大
な
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
松

本
守
雄
先
生
、
中
村
雅
也
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
慶
大
脊
椎
班
員

が
強
力
に
企
業
担
当
者
へ
働
き
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
い

つ
も
温
か
い
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
史
上
最
強
の
同
窓
会
の
皆
様

に
は
こ
の
度
も
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
お

か
げ
様
で
何
と
か
目
標
額
を
達
成
し
、
質
素
な
中
に
も

h
osp

itality

溢
れ
学
術
的
レ
ベ
ル
も
高
い
学
会
を
開
催
す
る
事
が
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出
来
ま
し
た
。

　
平
林
洌
先
生
、
里
見
和
彦
先
生
、
戸
山
芳
昭
先
生
、
白
石
建
先

生
を
は
じ
めC

S
R

S

で
著
名
な
業
績
を
上
げ
て
こ
ら
れ
た
先
達
の

先
生
方
の
ご
指
導
の
お
陰
で
私
の
様
な
若
輩
者
に
こ
の
よ
う
な
名

誉
あ
る
大
役
を
授
か
っ
た
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
松
本
先
生
、
中
村
先
生
に
加
え
て
石
井
賢
先
生
を
は
じ
め
と

す
る
慶
大
脊
椎
班
の
若
い
先
生
方
が
中
心
と
な
っ
て
本
学
会
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
多
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を

頂
い
た
同
窓
会
の
皆
様
、
準
備
段
階
か
ら
多
く
の
雑
用
を
引
き
受

け
協
賛
集
め
に
奔
走
し
て
く
れ
た
脊
椎
班
の
仲
間
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図１
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【
は
じ
め
に
】

　
ま
ず
、
今
回
の
第
23
回
日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
を
ス
ポ
ー

ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
に
あ
た
り
、
慶
應
義
塾
大
学

整
形
外
科
学
教
室
同
窓
の
先
生
方
よ
り
、
多
大
な
ご
寄
付
を
頂
い

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
零

細
企
業
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
、
慶
應

義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
は
母
な
る
組
織
で
あ
り
、
同
窓
の
先

生
方
の
温
か
い
お
気
持
ち
に
感
致
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
改
め
て
、
本
年
１１
月
３
日
と
４
日
に
新
横
浜
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
23
回
日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
を
主
催
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
ふ
る
さ
と
」
が
出
版
さ

れ
る
秋
の
同
窓
会
が
開
か
れ
る
頃
に
は
、
無
事
に
終
了
し
て
い
る

こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
の
現
状
】

　
現
在
、「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
」
と
さ
れ
る
も
の
は
、
こ
の
「
日

本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
」
の
他
、｢

日
本
整
形
外
科
ス
ポ
ー
ツ

医
学
会｣

、「
日
本
体
力
医
学
会
」「
日
本
関
節
鏡
・
膝
・
ス
ポ
ー

ツ
整
形
外
科
学
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
Ａ
Ｓ
）」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
学
会
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
本
気

で
や
ろ
う
と
い
う
身
に
と
っ
て
、
ど
の
学
会
に
最
も
力
を
入
れ
る

べ
き
か
悩
み
ま
す
。
ま
ず
、「
日
本
体
力
医
学
会
」
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
内
科
系
の
先
生
が
中
心
の
学
会
で
、
整
形
外
科
出
身
の

者
と
し
て
は
ち
ょ
っ
と
馴
染
み
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。
次
に「
日

本
関
節
鏡
・
膝
・
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
学
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
Ａ
Ｓ
）」。

こ
れ
は
従
来
の
日
本
膝
関
節
学
会
と
日
本
関
節
鏡
学
会
が
合
併

し
、
そ
こ
に
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
加
え
た
も
の
で
、
私
自
身
は
元
々

膝
関
節
外
科
医
で
し
た
か
ら
、
あ
ま
り
違
和
感
は
な
い
の
で
す
が
、

「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
」
と
い
う
概
念
か
ら
す
る
と
、
か
な
り
偏
心
性

の
感
じ
が
し
ま
す
。
さ
て
、
そ
こ
で
残
さ
れ
た
の
が
、「
日
本
臨

床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
」
と｢

日
本
整
形
外
科
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会｣

。

こ
の
二
つ
を
比
較
し
ま
す
と
、「
日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
」
は
、

整
形
外
科
に
軸
足
を
置
く
人
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
他
に
内
科
、

小
児
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
歯
科
、
な
ど
様
々
な
診
療

科
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
専
門
と
す
る
人
や
興
味
の
あ
る
人
が

集
ま
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
や
Ｏ
Ｔ
、
更
に
は

ト
レ
ー
ナ
ー
の
参
加
も
多
く
、
准
会
員
が
全
会
員
数
の
約
30
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、「
日
本
整
形
外
科
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
」

は
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
整
形
外
科
医
で
す
。
ト
レ
ー
ナ
ー
、
学
生

等
の
医
師
以
外
の
准
会
員
も
全
会
員
数
の
約
5
％
程
度
を
占
め
て

第
23
回
日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー

松
　
本
　
秀
　
男
（
57
回
）
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い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、「
日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
」

は
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
目
指
す
医
療
従
事
者
全
体
の
集
ま
り
で
あ

り
、｢
日
本
整
形
外
科
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会｣

は
「
ス
ポ
ー
ツ
整
形

外
科
」
を
主
と
し
て
行
う
整
形
外
科
医
の
集
ま
り
と
い
う
こ
と
が

出
来
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
で
の
活
動
】

　
現
在
、
我
々
は
こ
の
「
日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
」、｢

日

本
整
形
外
科
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会｣

の
両
方
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
や
は
り
「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
す
る
た
め

の
治
療
」
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
ル
ー
ツ
は
ス
ポ
ー
ツ
医
学
そ

の
も
の
の
重
要
な
看
板
で
あ
り
、
現
状
は
こ
れ
な
く
し
て
ス
ポ
ー

ツ
医
学
を
語
れ
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
」
の

重
要
な
学
会
で
あ
る
「
日
本
整
形
外
科
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
」
の
活

動
を
今
後
と
も
協
力
に
進
め
、「
究
極
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
外
傷
や

障
害
の
治
療
」
を
追
求
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
は

平
成
２６
年
に
こ
の
学
会
も
主
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
」
全
体
を
見
た
時
に
、
内
科
、
整

形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
と
い
っ
た
既
存
の
診
療
科
と

新
し
い
診
療
科
で
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
」
の
間
の
線
引
き
が
難

し
い
の
も
現
状
で
す
。
整
形
外
科
と
は
違
う
「
こ
れ
が
ス
ポ
ー
ツ

医
学
だ
」
と
い
うid

en
tity

を
確
立
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
意
味
で
整
形
外
科
の
ワ
ク
の
中
に
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外

科
」
で
は
な
く
、
も
っ
と
大
き
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
「
ス
ポ
ー

ツ
医
学
」
全
体
を
見
回
せ
る
視
点
が
必
要
で
す
。
従
っ
て
、「
日

本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
」
の
活
動
も
協
力
に
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
第
２３
回
日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
】

　
日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
は
平
成
元
年
に
発
足
し
た
学
会

で
、
毎
年
1
回
学
術
集
会
を
開
催
し
て
お
り
、
第
8
回
学
術
集
会

は
矢
部
裕
整
形
外
科
学
教
室
名
誉
教
授
が
主
催
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
で
は
会
員
数
が
３,
３
０
０
名
を
超
え
る
程
に
な
り
ま
し
た
が
、

学
会
そ
の
も
の
は
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
の
段
階
で
す
。
今
回
第

23
回
学
術
集
会
を
我
々
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
に
述
べ
た
様
に
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総

合
セ
ン
タ
ー
は
開
設
以
来
、「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
のId

en
tity

を
確

立
す
る
」
を
目
標
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
詳
細
は
本
誌
の

「
大
学
各
部
門
の
現
状

：

ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に
書

か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
の
学
術
集
会
の
テ
ー
マ
も
、「
ス
ポ

ー
ツ
医
学
のIdentity

の
確
立
に
向
け
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
す
。

「
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
が
ス
ポ
ー
ツ
医
学
だ
」
と
皆
が
思
え
る
よ
う

な
学
術
集
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
夏
に
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

基
調
講
演
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
竹
田
恒
和
会
長
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
振
り

返
っ
て
お
話
し
頂
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山
﨑
元
前
理
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事
長
に
「
福
沢
諭
吉
・
小
泉
信
三
と
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
特
別
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
会
長
講
演
は
、
や
は
り
ス

ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
ス
ポ
ー

ツ
医
学
のId

en
tity

の
確
立
に
向
け
て
」
と
題
し
て
、
私
が
話
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
７
題
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
３
題

を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
で
は
「
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
外

傷
や
障
害
の
予
防
と
治
療
、
心
肺
機
能
の
評
価
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
、

ス
ポ
ー
ツ
心
理
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
様
々
な
側
面
か
ら
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
振
り
返
り
ま
す
。
そ
の
他
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
、
い
ず
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の

su
b
sp

ecialty

を
横
断
す
る
テ
ー
マ
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
ス
ポ
ー

ツ
医
学
の
中
で
も
、
各su

b
sp

ecialty

に
分
か
れ
て
議
論
す
る
場

が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
学
会
で
は
、
出
来
る
だ
け
ス

ポ
ー
ツ
医
学
の
中
の
様
々
な
立
場
の
人
が
集
ま
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

違
う
立
場
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
一
つ
一
つ
の
テ
ー
マ
を
議
論
し

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
教
育
研
修
講
演
は
「
内
科
医
に
も
出
来
る
運
動
器
診
察

の
基
礎
」、「
整
形
外
科
医
に
も
分
か
る
ス
ポ
ー
ツ
心
電
図
」
な
ど
、

こ
れ
ま
で
自
分
が
専
門
と
し
て
こ
な
か
っ
た
、
し
か
し
ス
ポ
ー
ツ

医
学
を
志
す
者
と
し
て
知
っ
て
い
な
く
て
は
い
け
な
い
知
識
を
学

習
で
き
る
よ
う
な
テ
ー
マ
を
予
定
致
し
ま
し
た
。
初
心
に
戻
っ
て

勉
強
す
る
場
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
般
演
題
は
口
演
１
７
４
題
、
ポ
ス
タ
ー
１
６
１
題
を
採
用
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
異
な
り
、
整
形
外
科
系
、
内
科
系
、
婦
人
科
系
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
系
等
、
そ
れ
ぞ
れ
のsu

b
sp

ecialty

ご
と

に
詳
細
な
討
論
が
で
き
る
よ
う
に
致
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
ふ
る
さ
と
」
が
発
刊
さ
れ
る
頃
に
は
、
や
っ
と
終
わ
っ

た
。
う
ま
く
い
っ
た
。」
と
思
え
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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六
月
初
旬
慶
大
整
形
医
局
山
下
秘
書
よ
り
電
話
が
あ
り
、
六
月

十
六
日
の
慶
大
整
形
外
科
学
教
室
開
講
九
十
周
年
記
念
祝
賀
会
に

来
賓
と
し
て
招
待
す
る
の
で
新
幹
線
往
復
切
符
並
び
に
ホ
テ
ル
オ

ー
ク
ラ
一
泊
予
約
を
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。
間
も
な
く
こ
ち

ら
の
希
望
し
た
時
刻
の
特
急
の
ぞ
み
号
グ
リ
ン
席
往
復
切
符
と
東

京
駅
か
ら
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
ま
で
の
往
復
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
が

送
ら
れ
て
来
た
。
当
日
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
の
祝
賀
会
場
に
行
っ
て

み
る
と
、
私
の
席
は
３
番
の
来
賓
者
席
で
、
左
は
今
井
望
東
海
大

名
誉
教
授
、
右
隣
は
富
士
川
恭
輔
元
防
衛
大
教
授
、
ま
た
同
テ
ー

ブ
ル
席
に
は
里
見
和
彦
杏
林
大
学
客
員
教
授
ら
が
同
席
し
て
い
て

慶
大
整
形
外
科
の
関
連
大
学
の
元
教
授
席
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
現
在
慶
大
整
形
外
科
学
教
室
は
東
海
大
、
杏
林
大
、
防
衛
大
、

保
健
衛
生
大
な
ど
四
大
学
を
関
連
大
学
と
し
て
設
立
時
或
い
は
二

代
目
教
授
よ
り
維
持
し
て
来
て
い
る
。
関
連
大
学
の
数
は
教
室
の

実
力
を
示
す
も
の
で
一
時
的
に
保
有
出
来
て
も
長
期
に
亘
り
維
持

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
整
形
外
科
は
昭
和
二
十
四
、五
年

頃
全
国
の
大
学
に
講
座
が
設
置
さ
れ
た
当
時
よ
り
、
東
大
の
全
国

支
配
を
は
じ
め
、
京
大
、
九
大
が
多
く
の
関
連
大
学
を
保
有
し
て

来
た
が
、
今
や
著
し
く
減
少
し
て
き
て
お
り
、
京
大
整
形
外
科
に

は
先
日
初
め
て
九
大
か
ら
教
授
が
赴
任
し
面
目
を
失
っ
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
八
月
、
藤
田
保
健
衛
生
大
学
教
授
で
あ
っ
た
矢

部
裕
教
授
が
慶
大
整
形
外
科
教
授
と
し
て
復
帰
し
、
大
学
院
教
授

の
認
定
を
受
け
て
永
ら
く
停
滞
し
て
い
た
教
室
員
の
学
位
取
得
に

力
を
傾
け
多
教
の
研
究
業
績
を
あ
げ
た
。
矢
部
教
授
は
平
成
三
年

か
ら
四
年
間
に
亘
り
慶
大
病
院
院
長
を
勤
め
、
ま
た
先
日
教
授
に

昇
任
し
て
ス
ポ
ー
ツ
医
学
総
合
セ
ン
タ
ー
を
担
当
し
て
い
る
松
本

秀
男
教
授
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
し
た
。
以
上
の
よ
う

に
矢
部
教
授
は
大
学
紛
争
後
の
混
乱
か
ら
教
室
を
建
て
直
し
、
臨

床
、
研
究
面
で
も
教
室
の
あ
る
べ
き
姿
に
引
き
戻
す
こ
と
に
貢
献

さ
れ
、
殊
に
専
門
分
野
の
手
の
外
科
で
多
く
の
秀
れ
た
子
弟
を
育

成
さ
れ
た
功
績
は
大
で
あ
る
。

　
平
成
十
年
四
月
に
は
五
十
四
回
生
の
戸
山
芳
昭
先
生
が
専
任
講

師
か
ら
教
室
第
七
代
整
形
外
科
教
授
と
し
て
就
任
し
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
戸
山
教
授
は
同
窓
会
長
で
あ
っ
た
故
菅
野
卓
郎
先
生
の

追
悼
文
の
中
で
「
教
室
を
預
る
責
任
者
と
し
て
先
生
か
ら
の
お
誉

教
室
開
講
九
十
周
年
記
念
号
に
寄
せ
て

榊
　
田
　
喜
　
三
　
郎
（
31
回
特
）

一
般
寄
稿
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め
の
言
葉
が
頂
け
る
よ
う
な
教
室
に
必
ず
仕
上
げ
て
見
せ
ま
す
」

と
宣
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
よ
り
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
が
伺
わ

れ
る
。

　
平
成
二
十
年
一
月
末
に
臨
床
研
究
棟
Ｉ
が
竣
功
し
、
昭
和

二
十
八
年
私
の
入
局
時
以
前
よ
り
あ
っ
た
別
館
四
階
の
医
局
が
臨

床
研
究
棟
Ｉ
の
二
階
に
移
転
し
、
六
月
七
日
（
土
）
に
内
覧
会
が

あ
っ
た
が
、
教
授
室
か
ら
ス
タ
ッ
フ
室
、
医
局
長
室
、
レ
ジ
デ
ン

ト
ル
ー
ム
か
ら
研
究
室
に
至
る
ま
で
一
列
に
整
備
さ
れ
た
教
室
が

教
室
の
運
営
上
効
率
の
上
で
も
著
し
く
成
果
を
挙
げ
る
の
に
役
立

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
二
千
九
年
の
第
八
十
二
回
日
整
会
総
会
（
福
岡
）
か
ら
本
年

二
千
十
二
年
の
第
八
十
五
回
日
整
会
総
会
（
京
都
）
ま
で
の
四
年

間
に
発
表
さ
れ
た
論
文
数
で
み
る
と
、
提
出
論
文
数
の
多
い
大
学

は
慶
大
、
阪
大
、
千
葉
大
な
ど
で
あ
り
、
慶
大
は
２８
～
４１
題
、
阪

大
は
２３
～
２６
題
、
秋
の
日
整
会
基
礎
学
会
で
は
慶
大
は
例
年
２５
題

で
あ
る
が
、
千
葉
大
の
３６
～
４７
題
が
特
に
目
立
っ
て
い
る
。
一
教

室
か
ら
の
提
出
演
題
数
が
２０
題
を
越
え
る
と
い
う
こ
と
は
細
分
さ

れ
た
各
研
究
班
が
夫
々
責
任
を
も
っ
て
演
題
を
提
出
し
て
い
る
あ

ら
わ
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
臨
床
の
学
会
で
も
昔
は
日
整
会
、
東
日
本
臨
床
整
形
外
科
学
会
、

東
京
地
方
整
形
外
科
集
談
会
の
み
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
脊
椎
脊

髄
病
学
会
を
は
じ
め
、
股
、
膝
、
足
、
肩
、
肘
、
手
な
ど
部
位
別

に
夫
々
研
究
会
か
ら
発
展
し
た
大
き
な
学
会
が
あ
り
、
専
門
分
野

の
主
任
担
当
医
が
所
属
学
会
長
を
担
当
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
。
全
国
二
十
五
私
大
の
中
で
、
こ
れ
程
基
礎
医
学
研
究
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
大
学
は
慶
大
整
形
外
科
以
外
に
は
な
く
、
整
形
外

科
で
は
今
や
日
本
一
の
大
学
で
あ
る
と
云
え
る
。

　
戸
山
教
授
は
弁
が
立
つ
こ
と
か
ら
も
解
る
通
り
、
人
間
性
が
大

き
く
、
常
に
日
本
一
否
世
界
一
を
め
ざ
す
構
え
か
ら
実
際
に
そ
れ

を
実
現
し
つ
つ
あ
る
と
云
え
る
。
戸
山
教
授
は
人
間
性
を
買
わ
れ

て
現
在
塾
の
常
任
理
事
を
勤
め
、
清
家
塾
長
と
も
近
く
、
塾
に
対

す
る
貢
献
度
も
大
で
あ
る
。
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開
講
90
周
年
記
念
祝
賀
会
に
参
加
し
て

奥
村
守
彦
（
32
回
特
）　
　
　
写
真
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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開
講
90
周
年
と
言
う
事
に
免
じ
て
貰
い
旧
聞
の
属
す
る
事
な
が

ら
１
９
６
３
年
に
米
国
へ
旅
行
さ
れ
た
当
時
の
岩
原
先
生
夫
妻
の

写
真
が
出
て
来
た
の
で
、
記
念
と
し
て
投
稿
し
ま
す
。

　
写
真
は
、
岩
原
寅
猪
ご
夫
妻
が
１
９
６
３
年
10
月
に
、
小
生
の

留
学
し
て
い
た
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
バ
ッ
フ
ァ
ロ
市
に
あ
る

R
osw

ell P
ark M

em
orial C

ancer Institute H
ospital 

に
立

ち
寄
ら
れ
て
病
院
見
学
を
さ
れ
た
後
、W

ash
in

g
ton D

C

で
開

催
さ
れ
た
第
3
回
国
際
形
成
外
科
学
会
に
出
席
さ
れ
た
時
に
撮
影

し
た
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
4
枚
で
あ
る
。

　
写
真
1
は
、
病
院
でH

ead an
d N

eck

、R
econ

stru
ctiv

e 

Surgery

部
長
のF

 Stanley H
offm

eister

教
授
の
出
迎
え
を
受

け
ら
れ
て
い
る
シ
ョ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
写
真
2
は
、
岩
原
教
授
と
小
生
の
ス
ナ
ッ
プ
で
あ
る
。

　
写
真
3
は
、
学
会
中
に
船
で
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
を
遊
覧
し
、
ワ
シ

ン
ト
ン
大
統
領
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
マ
ウ
ン
ト
・
バ
ー

ノ
ン
を
訪
問
さ
れ
た
時
の
シ
ョ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
写
真
4
は
、
帰
国
時
に
ワ
シ
ン
ト
ン
空
港
で
航
空
機
搭
乗
前
の

シ
ョ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
慶
應
の
形
成
外
科
教
室
生
は
、
岩
原
教
授
と
藤
野
の
持
ち
つ
持

た
れ
つ
の
信
頼
関
係
で
誕
生
し
育
成
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
岩
原
先
生
は
、
日
本
形
成
外
科

学
会
の
世
話
人
の
一
人
に
就
任
さ
れ
、
学
会
長
に
も
就
任
さ
れ
た
。

一
方
、
藤
野
は
、
整
形
外
科
学
教
室
派
遣
の
形
で
米
国
へ
フ
ル
ブ

ラ
イ
ト
奨
学
生
と
し
て
留
学
し
、
米
国
人
と
競
争
の
激
し
い
大
学

病
院
で
の
研
修
を
行
い
、
米
国
形
成
外
科
学
会
専
門
医
を
取
得
し

て
帰
国
し
た
。
そ
れ
ら
の
研
修
内
容
は
、
整
形
外
科
教
室
主
導
に

よ
る
形
成
外
科
学
会
の
誕
生
に
寄
与
す
る
と
共
に
日
本
で
の
最
高

峰
の
教
室
を
築
き
上
げ
る
基
礎
に
な
り
、
岩
原
教
授
の
期
待
に
十

分
答
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
岩
原
教
授
の
口
添
え
で
、
帰
国
後
は
無
給
で
あ
っ
た
た
め
平
塚

市
民
病
院
の
中
川
先
生
、
足
利
日
赤
病
院
の
今
井
望
先
生
に
一
方

な
ら
ぬ
お
世
話
を
頂
い
た
し
、
現
役
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

館
林
の
宇
沢
充
圭
先
生
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
て
、
誠
に

人
と
の
出
会
い
に
は
感
謝
の
念
を
抱
く
日
々
で
あ
る
。

岩
原
寅
猪
教
授
夫
妻
の
渡
米
の
あ
る
日

藤
　
野
　
豊
　
美
（
36
回
）
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富
さ
ん
が
や
っ
て
来
て
『
泉
田
先
生
の
試
問
で
、
富
田
恭
弘
君

は
整
形
に
入
る
そ
う
だ
か
ら
、
Ａ
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
で
も
君
の

Ａ
は
玉
置
君
の
Ａ
と
は
違
う
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
憶
え
て
お
い
て

下
さ
い
と
云
わ
れ
た
よ
。』
と
笑
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
、
富
さ
ん
と

同
じ
ギ
ル
ド
に
入
る
ん
だ
と
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
の
を
思
い
出

す
。

　
医
局
に
入
っ
て
も
、
彼
は
あ
の
さ
わ
や
か
で
優
し
く
て
、
そ
し

て
ま
っ
す
ぐ
背
筋
の
伸
び
て
い
る
感
じ
の
人
柄
で
皆
に
愛
さ
れ

た
。
ジ
ョ
ー
ク
を
交
じ
え
た
座
談
の
名
手
で
あ
る
。
同
じ
ジ
ョ
ー

ク
は
二
度
と
使
わ
な
い
。

　
或
る
日
、
医
局
に
入
っ
て
来
て
『
僕
は
講
師
に
な
り
ま
し
た
。』

一
瞬
の
静
寂
。
泉
田
先
生
が
『
教
授
室
に
呼
ば
れ
た
の
は
、
そ
の

話
だ
っ
た
の
？
』『
論
文
を
返
し
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
が
、
岩
原

先
生
が
一
つ
の
論
文
で
こ
ん
な
沢
山
直
し
た
の
は
富
田
君
を
も
っ

て
コ
ー
シ
と
す
る
と
仰
言
い
ま
し
た
。』『
富
田
君
よ
か
っ
た
ね
。

そ
れ
は
講
師
で
は
な
く
て
、
嚆
矢
で
す
よ
。』
そ
の
日
一
日
、
医

局
は
和
や
か
で
あ
っ
た
。

　
一
通
り
の
医
局
の
お
勤
め
に
別
れ
を
告
げ
、
横
浜
市
に
好
適
地

を
得
て
青
葉
台
病
院
を
開
設
。
た
ち
ま
ち
地
域
の
信
望
を
あ
つ
め

て
順
調
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
当
時
か
ら
、
患
者
さ
ん
は
病
院
の

ト
イ
レ
の
綺
麗
な
こ
と
に
異
口
同
音
に
感
嘆
し
た
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
人
柄
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
医
師
会
や
病
院
協
会
で
も
重
き
を

な
し
、
各
方
面
で
存
在
感
を
示
し
て
い
く
。

　
病
院
の
方
が
安
定
し
、
気
持
に
余
裕
が
出
来
る
と
、
お
そ
ら
く

少
年
時
代
か
ら
の
夢
だ
っ
た
と
思
え
る
こ
と
を
少
し
づ
つ
実
現
さ

せ
て
い
っ
た
。
運
転
手
さ
ん
つ
き
の
リ
ン
カ
ー
ン
に
は
大
分
お
世

話
に
な
っ
た
し
、
国
技
館
の
桝
席
に
も
ち
ょ
い
ち
ょ
い
お
誘
い
を

頂
い
た
。
銀
座
浜
作
の
鯛
の
兜
煮
を
つ
つ
い
て
の
一
献
、
赤
坂
の

リ
ト
ル
コ
パ
で
ド
ン
ペ
リ
を
空
け
た
こ
と
。
楽
し
い
、
罪
の
な
い

会
話
。
珠
玉
の
様
な
時
間
が
流
れ
た
。

　
猛
暑
の
一
昨
年
夏
、
彼
は
急
に
体
調
を
崩
し
、
慶
應
に
入
院
し

た
。
や
や
あ
っ
て
、
審
査
会
に
出
て
来
た
彼
の
話
は
容
易
な
ら
ざ

る
も
の
で
あ
っ
た
。『
大
腸
癌
の
肝
転
移
』
転
移
巣
が
複
数
な
の

で
薬
物
療
法
対
応
と
。
然
し
、
彼
は
至
極
自
然
に
泰
然
と
し
て
い

て
振
舞
い
、
審
査
業
務
も
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

あ
る
日
『
富
さ
ん
は
偉
い
ね
。
僕
が
そ
の
病
名
だ
っ
た
ら
、
家
か

ら
外
に
出
る
元
気
な
ん
か
な
い
と
思
う
よ
』
と
言
っ
た
ら
『
初
め

一
寸
辛
か
っ
た
け
ど
考
え
て
も
仕
方
な
い
し
ね
。
次
演
者
席
に
す

わ
っ
て
い
る
よ
う
な
も
ん
だ
よ
』
と
む
し
ろ
僕
を
な
だ
め
る
様
に

ま
た
会
う
日
ま
で

赤
　
坂
　
勁
　
二
　
郎
（
37
回
）
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浮
か
べ
た
笑
み
に
六
十
年
の
つ
き
あ
い
で
初
め
て
の
底
知
れ
ぬ
図

太
さ
、
奥
深
さ
を
感
じ
た
。

　
鉄
幹
の
『
妻
を
め
と
ら
ば
』
の
詩
は
こ
の
人
の
こ
と
だ
と
衆
目

一
致
の
栄
子
夫
人
、
パ
パ
大
好
き
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
大
好
き
の
二

世
代
全
員
が
慶
應
義
塾
に
学
ば
れ
る
と
い
う
ま
こ
と
に
類
ま
れ
な

ご
家
族
。
五
十
有
余
年
培
っ
た
整
形
外
科
医
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
ご

子
息
に
う
け
つ
が
れ
、
請
わ
れ
て
要
職
を
歴
任
し
、
敬
意
と
人
気

の
両
者
を
一
身
に
あ
つ
め
た
富
田
君
、
こ
の
上
に
何
を
望
む
と
こ

ろ
が
あ
ろ
う
か
。
満
点
の
人
生
、
最
高
の
生
涯
じ
ゃ
な
い
か
。

　
人
間
は
み
な
何
時
か
は
死
ぬ
。
と
す
れ
ば
そ
の
時
に
た
だ
悲
し

ん
で
も
詮
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
涙
を
注
が
れ
る
べ
き
は
、
不

満
足
、
不
本
意
に
終
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
生
涯
の
み
で
あ
ろ
う
。

　
あ
あ
、
富
さ
ん
、
人
生
か
く
あ
り
た
い
も
の
だ
ね
。
本
当
に
羨

ま
し
い
よ
と
云
え
ば
そ
れ
で
い
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
で
も
、
ま

た
何
時
か
会
う
そ
の
日
ま
で
、
君
の
新
し
い
ジ
ョ
ー
ク
を
聞
け
な

い
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
淋
し
い
、
悲
し
い
。

　「
ふ
る
さ
と
」
に
医
学
と
は
関
係
の
な
い
往
年
の
名
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
“

ヤ
ッ
シ
ャ
・
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ”
に
つ
い
て
述
べ
る
の

は
そ
ぐ
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
6
月
の
教
室
開
講
９０
周
年
祝

賀
会
で
も
お
祝
い
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
が
行
わ
れ
た
し
、
ま
た
、

同
窓
の
方
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
好
き
な
方
や
ご
自
身
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

を
演
奏
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
の
で
、
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
が

１
９
５
４
年
（
昭
和
２９
年
、
正
確
に
は
58
年
前
）
に
戦
後
唯
一
来

日
し
、
全
国
各
地
で
の
演
奏
会
の
他
に
、
神
田
一
橋
の
共
立
講
堂

で
催
し
た
「
学
生
の
た
め
の
音
楽
会
」
の
思
い
出
を
中
心
に
語
り

た
い
。

　
２
０
０
４
年
（
平
成
１６
年
）
春
、
た
ま
た
ま
神
田
一
橋
の
共
立

講
堂
前
を
通
る
機
会
が
あ
り
、
当
時
の
こ
と
を
強
く
思
い
出
し
た
。

当
時
は
卓
上
ラ
ジ
オ
（
ス
テ
レ
オ
放
送
は
ま
だ
無
く
）、
音
楽
喫

茶
で
た
ま
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
を
聴
く
の
が
せ
い

ぜ
い
で
、
個
人
的
に
Ｌ
Ｐ
と
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
持
っ
て
い
る
人
は
殆

ど
い
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
向
け
の
テ
ー
プ
レ

半
世
紀
前
の
“
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ”
の

“
学
生
の
た
め
の
音
楽
会”花

　
岡
　
英
　
弥
（
37
回
）
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コ
ー
ダ
ー
は
売
り
だ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
私
自
身
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
高
校
時
代
か
ら
好
き
で
、
九
州
の
中

都
市
（
大
牟
田
市
）
に
い
て
、
三
井
化
学
（
株
）
の
階
段
式
小
ホ

ー
ル
で
当
時
の
日
本
で
は
最
も
優
れ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
さ

れ
た
厳
本
真
理
や
諏
訪
根
自
子
の
リ
サ
イ
タ
ル
に
行
っ
た
。
そ
れ

は
そ
れ
で
大
い
に
感
動
し
た
が
、
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
の
演
奏
は
圧
倒

的
で
あ
っ
た
。
立
見
席
の
学
生
の
一
部
は
客
席
の
通
路
や
舞
台
の

裾
に
座
り
込
ん
だ
超
満
員
の
ホ
ー
ル
の
舞
台
に
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
の

よ
う
な
白
晳
の
偉
丈
夫
が
す
っ
く
と
立
ち
と
い
う
か
、
仁
王
立
ち

と
い
う
か
、
そ
の
姿
だ
け
で
す
ご
い
威
厳
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
演
奏
曲
目
の
中
で
は
、
バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
の
シ
ャ
コ
ン
ヌ
に
魅

せ
ら
れ
た
。
当
時
の
私
（
学
部
１
年
）
は
無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

独
奏
曲
と
い
う
物
の
有
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
い
き
な
り
バ
ッ
ハ
の

シ
ャ
コ
ン
ヌ
を
当
代
第
１
人
者
の
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
の
演
奏
で
聴
い

た
時
の
驚
き
と
深
い
感
銘
は
一
生
忘
れ
な
い
。
重
音
で
始
ま
る
曲

は
無
伴
奏
な
の
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
一
挺
で
こ
れ
だ
け
す
ば
ら
し
い

音
楽
が
奏
で
ら
れ
る
も
の
か
、
聴
い
て
い
る
内
に
心
が
清
め
ら
れ
、

精
神
的
に
高
め
ら
れ
、
宗
教
的
な
想
い
す
ら
覚
え
た
。
後
に
な
っ

て
シ
ャ
コ
ン
ヌ
は
バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
パ
ル
テ
イ
ー
タ
第
２
番
（
Ⅰ.

ア
ル
マ
ン
ド
、
Ⅱ.

ク
ー
ラ
ン
ト
、
Ⅲ.

サ
ラ
バ
ン
ト
、
Ⅳ
．
ジ
ー
ク
、

Ⅴ.

シ
ャ
コ
ン
ヌ
）
の
第
５
楽
章
で
あ
り
、
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
ま
で
合
計

12
分
45
秒
な
の
に
対
し
て
シ
ャ
コ
ン
ヌ
は
12
分
53
秒
（
ハ
Ｃ
Ｄ
に

よ
る
）
か
、
繰
り
返
し
部
分
も
演
奏
す
れ
ば
約
15
分
掛
か
り
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
曲
の
中
の
最
高
傑
作
と
さ
れ
て
い
る
曲
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
バ
ッ
ハ
の
偉
大
さ
も
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ア
ン

コ
ー
ル
と
し
て
“

ホ
ラ
・
ス
タ
ッ
カ
ー
ト
〈
フ
グ
リ
ゴ
イ
ズ
・
デ

ィ
ニ
ー
ク
作
曲
〉”
と
“

熊
蜂
は
飛
ぶ
（
リ
ム
ス
キ
ー
・
コ
ル
サ

コ
フ
作
曲
）”
と
い
っ
た
短
く
て
非
常
に
速
く
技
巧
的
な
曲
が
演

奏
さ
れ
、
そ
の
技
巧
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
主
な
演

奏
曲
目
に
つ
い
て
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
知
り
た
い
と
思
っ

た
所
、
そ
の
２
，
３
ヵ
月
後
、
偶
然
、
２
０
０
４
年
３
月
発
行
の

音
楽
雑
誌

“M
O

ST
L
Y

 C
L
A

SSIC
 V

O
L
84

”

を
手
に
す
る
機表 2. 朝日新聞の広告表 1. ハイフェッツの年表



− 266 −

会
が
あ
り
、
そ
の
中
の
「
当
代
巨
匠
伝
説
」
の
欄
で
音
楽
評
論
家

の
渡
辺
和
彦
が
“

ヤ
ッ
シ
ャ
・
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ”
を
紹
介
し
て
い
た
。

見
出
し
と
し
て
「
そ
の
演
奏
は
“

技
巧
一
辺
倒”
と
の
批
判
を
蹴

散
ら
す
ほ
ど
の
オ
ー
ラ
を
も
っ
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
表

１
の
年
表
も
こ
の
記
事
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
Ｃ
Ｄ
の
み

か
ら
の
解
説
と
し
て
は
よ
く
書
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
昭
和

２９
年
の
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
の
演
奏
に
は
触
れ
て
な
く
、
私
に
は
不
満

足
で
あ
っ
た
。
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
来
日
の
年
に
生
ま
れ
た
こ
の
音
楽

評
論
家
が
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
の
演
奏
会
を
聴
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ

り
、
演
奏
会
を
聴
い
た
人
の
感
想
や
批
評
の
引
用
も
な
く
、
臨
場

感
が
欠
け
て
い
る
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
雑
誌
の
「
読
者
の
声
」

欄
に
私
の
希
望
を
書
い
て
送
っ
た
所
、
発
行
元
が
新
聞
社
だ
け
あ

り
、
Ｖ
Ｏ
Ｌ
８７
の
同
欄
に
詳
し
く
回
答
し
て
く
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
全
国
各
地
で
の
１４
回
に
及
ぶ
演
奏
会
の
他
に
、
朝
日
新
聞
の

１
９
５
４
年
４
月
２４
日
付
け
の
朝
刊
に
５
月
６
日
に
共
立
女
子
大

学
講
堂
で
｛
学
生
の
た
め
の
演
奏
会
｝
が
行
わ
れ
る
と
い
っ
た
旨

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。」
と
。

　
そ
こ
で
、
県
立
図
書
館
へ
行
っ
て
新
聞
縮
尺
版
か
ら
広
告
（
表

２
）
を
コ
ピ
ー
し
、
合
わ
せ
て
研
究
論
文
を
書
く
際
の
文
献
検
索

と
同
じ
手
法
で
、
来
日
第
１
夜
の
演
奏
会
を
報
じ
た
翌
朝
（
昭
和

29
年
4
月
19
日
）
の
朝
日
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
、
同
日
夕
刊
に

掲
載
の
堀
内
敬
三
の
批
評
（
図
１
）
や
来
日
に
先
立
つ
昭
和
２９
年

４
月
４
日
の
渡
辺
暁
雄
の
「
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
を
聴
い
て
」
の
記
事
、

そ
の
他
を
コ
ピ
ー
し
て
き
た
。
広
告
を
読
ん
で
直
ぐ
に
バ
ロ
ッ
ク

の
曲
の
ヴ
ィ
タ
リ
ー
の
シ
ャ
コ
ン
ヌ
も
バ
ッ
ハ
の
シ
ャ
コ
ン
ヌ
に

次
い
で
感
銘
を
受
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
そ
の
他
の
演
奏
曲

目
も
他
の
演
奏
会
、
例
え
ば
、
来
日
第
１
夜
の
演
奏
会
の
曲
目
（
表

３
）
と
遜
色
な
い
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
で
、
学
生
対
象
だ
か
ら
と

い
っ
て
レ
ベ
ル
を
落
と
し
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
ば
か
り
並
べ
ら
れ

て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
に
改
め
て
感
心
し
た
。
私
は
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
の
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
以
外
は
ど
れ
も
知
ら
な
か
っ
た
。
ラ
ベ
ル
の

チ
ガ
ー
ヌ
も
含
ま
れ
て
い
た
と
は
全
く
覚
え
て
い
な
か
っ
た
。

　
入
場
料
が
５
０
０
円
、
３
０
０
円
、
２
０
０
円
と

い
う
の
は
、
当
時
の
１
ド
ル
＝
３
６
０
円
の
為
替
レ

イ
ト
で
は
１
ド
ル
前
後
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
新
聞

が
「
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
が
日
本
で
学
生
の
た
め
に
約
１

ド
ル
の
入
場
料
で
演
奏
会
を
開
催
し
た
」
と
報
じ
た

と
い
う
（
表
４
）。（
ち
な
み
に
、
当
時
の
日
本
の
物

表 4.
「学生のための演奏会」

図 1. 来日第一夜のハイ
　　フェッツの演奏姿
　　（朝日新聞夕刊より）

表 3
演奏会第一夜の演奏曲目
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価
は
葉
書
5
円
、
封
書
10
円
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ

の
レ
コ
ー
ド
の
リ
ス
ト
の
記
事
（
表
５
）
も
あ
っ
た
が
、
４
０
０

～
５
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
78
回
転
の
Ｓ
Ｐ
盤
だ
と
思
わ
れ

る
。）

　
演
奏
会
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
は
、
演
奏
会
の
様
子
を
よ
く
報
じ
て

お
り
、
演
奏
さ
れ
た
曲
目
を
演
奏
順
に
一
曲
ご
と
に
ベ
テ
ラ
ン
ら

し
い
好
評
で
書
い
て
あ
る
堀
内
敬
三
の
批
評
と
合
わ
せ
る
と
演
奏

会
の
雰
囲
気
や
臨
場
感
が
味
わ
え
る
。
渡
辺
暁
雄
の
記
事
は
ア
メ

リ
カ
で
３
回
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
の
演
奏
を
聴
い
た
こ
と
に
基
づ
き
総

説
的
に
書
か
れ
て
お
り
、
生
演
奏
を
聴
い
た

人
な
ら
で
は
の
記
事
で
あ
っ
た
。

　
20
歳
そ
こ
そ
こ
の
若
造
の
私
と
同
じ
よ
う

な
強
い
感
銘
を
受
け
た
人
は
い
な
い
か
と
思

っ
て
い
た
所
、
２
人
い
た
。
一
人
は
後
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ 

Ｆ
Ｍ
日
曜
日
朝
９
時
か
ら
の
「
２０
世

紀
の
名
演
奏
」
を
長
年
担
当
し
て
い
た
音
楽

評
論
家
の
黒
田
恭
一
で
、
２
０
０
８
年
（
平

成
２０
年
）
８
月
２４
日
同
番
組
で
ハ
イ
フ
ェ
ッ

ツ
の
さ
ま
ざ
ま
な
小
品
の
解
説
を
行
い
、
そ

の
終
わ
り
に
次
ぎ
の
よ
う
な
結
び
の
言
葉
を

述
べ
た
。

　「
今
日
は
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
の
演
奏
を
お
聴

き
戴
き
ま
し
た
が
、
遠
い
日
に
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
が
来
日
し
た
折
り

に
日
比
谷
公
会
堂
で
聴
い
た
時
の
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
の
演
奏
姿
を
思

い
出
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
僕
は
高
校
生
で
、
そ
の
リ
サ
イ
タ

ル
に
は
音
楽
好
き
の
父
親
に
つ
れ
ら
れ
て
行
か
さ
れ
て
聴
い
た
の

で
す
が
、
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
の
殆
ど
微
動
だ
に
し
な
い
、
表
情
も
殆

ど
変
え
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ど
の
演
奏
も
非
常
に
表
情
が
豊
か

だ
っ
た
こ
と
に
と
て
も
感
銘
を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。」

と
。

正
に
私
が
受
け
た
感
銘
と
同
じ
で
あ
る
。

　
も
う
一
人
は
、
今
年
演
奏
活
動
５０
周
年
の
演
奏
会
を
開
催
中
の

超
ベ
テ
ラ
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
前
橋
汀
子
で
あ
る
。
ハ
イ

フ
ェ
ッ
ツ
が
１
９
７
０
年
イ
ス
ラ
エ
ル
で
開
い
た
演
奏
会
を
聴
く

機
会
を
得
て
そ
の
時
の
感
動
を
、
２
０
０
６
年
（
平
成
１８
年
）
７

月
７
日
、
日
経
新
聞
夕
刊
の
「
こ
こ
ろ
の
玉
手
箱
」
欄
に
｛
ハ
イ

フ
ェ
ッ
ツ
ー
私
に
と
っ
て
の
「
神
様
」｝
と
い
う
題
で
語
っ
て
い
る
。

演
奏
会
当
時
、
彼
女
は
26
か
7
歳
、
１７
歳
で
旧
ソ
連
国
立
レ
ニ
ン

グ
ラ
ー
ド
音
楽
院
へ
留
学
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド

音
楽
院
を
経
て
ス
イ
ス
で
シ
ゲ
テ
ィ
や
ミ
ル
シ
テ
ィ
ン
の
薫
陶
を

う
け
て
国
際
的
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
に
な
っ
て
い
た
。
ハ
イ
フ

ェ
ッ
ツ
の
１
９
５
４
年
の
来
日
か
ら
16
年
後
の
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
の

イ
ス
ラ
エ
ル
で
の
公
演
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
彼
女
の
感
動
振
り

を
紹
介
し
よ
う
（
以
下
、
日
経
よ
り
引
用
）。

表 5. ハイフェッツのレコード紹介記事
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　｛
ヤ
ッ
シ
ャ
・
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
（
１
９
０
１

�

８
７
）
は
私
に
と

っ
て
「
神
様
」
と
言
え
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。
何
を
聴
い
て
も

素
晴
ら
し
い
。
音
を
出
す
前
の
立
ち
姿
か
ら
し
て
格
別
で
、
理
想

的
な
弾
き
方
を
す
る
。
五
歳
で
神
童
と
し
て
現
れ
、
天
才
の
一
生

を
全
う
。
余
り
に
完
璧
な
た
め
「
冷
た
い
」
と
の
印
象
も
与
え
が

ち
だ
。
だ
が
、
１
９
３
９
年
の
映
画
「
彼
ら
に
音
楽
を
」
で
は
貧

し
い
音
楽
学
校
に
手
を
差
し
伸
べ
る
本
人
役
で
出
演
し
、
温
か
い

雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
た
。

　
　
長
く
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
の
演
奏
を
聴
け
な
い
こ
と
を
悔
や
ん
で

い
た
と
こ
ろ
、
70
年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
テ
ル
ア
ビ
ル
で
歴
史
的
な

演
奏
を
聴
く
機
会
が
訪
れ
た
。
私
は
指
揮
者
ズ
ー
ビ
ン
・
メ
ー
タ

の
推
薦
で
、
師
の
一
人
で
あ
る
ナ
タ
ン
・
ミ
ル
シ
テ
ィ
ン
の
代
役

と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
・
フ
ィ
ル
と
共
演
す
る
た
め
、
滞
在
し
て
い

た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
音
楽
好
き
で
、タ
ク
シ
ー
運
転
手
ま
で
「
ハ

イ
フ
ェ
ッ
ツ
が
来
る
」
と
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
私
は
運
良
く
、

演
奏
会
場
「
マ
ン
・
オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ウ
ム
」
の
前
か
ら
五
列
目
の

席
を
手
に
入
れ
た
。
公
演
に
は
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
の
リ
サ
イ
タ
ル
、

チ
ェ
ロ
の
グ
レ
ゴ
ー
ル
・
ピ
ア
テ
ィ
ゴ
ル
ス
キ
ー
と
の
共
演
が
あ

り
、
と
も
に
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
・
ス
ミ

ス
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
行
っ
た
リ
サ
イ
タ
ル
は
生
涯
最
後
の
演
奏
だ

っ
た
は
ず
（
注

：

最
終
は
２
年
後
の
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
南
カ
ル

フ
ォ
ニ
ア
大
学
で
の
ラ
ー
ス
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル
で
あ
る
）。
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
九
番
（
ク
ロ
イ
ツ
ェ

ル
）
は
圧
巻
。
自
分
が
弾
く
か
ら
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
聴
こ
え
て

し
ま
う
の
だ
が
、
と
に
か
く
、
ど
こ
を
と
っ
て
も
魅
力
的
だ
っ
た
。

　
ご
く
普
通
に
音
楽
を
作
り
、
人
々
を
完
全
に
魅
了
す
る
。
い
か

に
凄
い
こ
と
か
。「
私
は
も
う
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
の
、
や
め

よ
う
か
し
ら
」
と
思
っ
た
ほ
ど
だ
。
そ
れ
で
も
留
学
前
、
月
並
み

の
「
頑
張
れ
」
で
は
な
く
「
人
と
比
べ
る
な
、自
分
の
道
を
行
け
！
」

と
励
ま
し
て
く
れ
た
斉
藤
秀
雄
先
生
の
言
葉
を
胸
に
今
ま
で
弾
い

て
き
た
。

　
　
ワ
イ
マ
ン
、
シ
ゲ
テ
ィ
、
ミ
ル
シ
テ
イ
ン
と
教
養
豊
か
で
、

好
奇
心
旺
盛
な
先
生
に
つ
き
、
多
く
の
引
き
出
し
を
つ
く
れ
た
の

は
幸
せ
だ
っ
た
。
こ
の
感
動
を
少
し
で
も
次
の
世
代
に
伝
え
た
い

と
願
い
、　
身
近
に
音
楽
を
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
な
演
奏
を
続
け

て
ゆ
き
た
い
。（
談
）

　
さ
す
が
に
国
際
的
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
弾
き
手
で
無
け
れ
ば
、

感
じ
取
れ
な
い
曲
の
微
細
に
渡
る
感
動
を
語
っ
て
い
る
。
オ
イ
ス

ト
ラ
ッ
プ
、
コ
ー
ガ
ン
、
シ
ゲ
テ
ィ
、
ミ
ル
シ
テ
イ
ン
等
著
明
な

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
演
奏
を
聴
い
た
り
、
薫
陶
を
受
け
た
り
し

た
彼
女
が
こ
れ
ら
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
を
差
し
置
い
て
、
な
ぜ

ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
を
神
さ
ま
と
い
う
の
か
そ
の
理
由
を
私
は
知
り
た

い
が
、
そ
れ
だ
け
偉
大
だ
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
私
に
と
っ
て
は
、
幻
の
前
橋
汀
子
の
演
奏
会
と
言
う
残
念
な
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思
い
出
が
あ
る
。
１
９
９
８
年
（
平
成
10
年
）
3
月
18
日
（
日
）

３.
０
０
ｐ
ｍ
か
ら
バ
ッ
ハ
の
シ
ャ
コ
ン
ヌ
を
含
ん
だ
彼
女
の
演
奏

会
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
以
来
久
し
ぶ
り
に
シ
ャ

コ
ン
ヌ
が
聴
け
る
と
期
待
し
て
い
た
の
に
、
当
日
11
時
頃
に
音
楽

事
務
所
か
ら
電
話
が
あ
り
、
演
者
が
発
病
し
て
高
熱
を
出
し
て
い

る
の
で
、
演
奏
会
は
延
期
、
や
り
直
し
日
程
が
決
ま
り
次
第
ま
た

連
絡
す
る
と
の
こ
と
で
、
シ
ャ
コ
ン
ヌ
は
聴
け
な
く
な
っ
た
。
や

り
直
し
演
奏
会
は
都
合
が
悪
く
て
行
け
な
か
っ
た
。

　
こ
こ
ま
で
書
い
た
原
稿
を
電
車
の
中
で
少
し
ば
か
り
推
敲
し
な

が
ら
、
教
室
開
講
90
周
年
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会
に
向
か
っ
た
。

講
演
会
に
続
く
祝
賀
会
の
入
り
口
で
渡
さ
れ
た
祝
賀
会
の
式
次
第

に
「
開
会
」
の
次
に
、　「
演
奏
」
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

：

清
水
有
紀
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ア
ノ

：

　
　
　
藤
井
一
興
様

の
名
が
書
か
れ
て
お
り
、
別
紙
の
楽
曲
リ
ス
ト
を
見
る
と
、
一
曲

目
に
な
ん
と

　
　
バ
ッ
ハ

：

シ
ャ
コ
ン
ヌ
（
清
水 / 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ロ
）（
15
分
）

と
書
い
て
あ
る
で
は
な
い
か
！

予
め
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
が
あ
る
と
は
聞
い
て
い
た
が
、
シ
ャ

コ
ン
ヌ
と
は
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
以
来
58

年
振
り
の
生
演
奏
が
聴
け
る
と
大
い
に
期
待
す
る
。
私
は
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
清
水
有
紀
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
別
紙
の
裏
面
に
書

か
れ
た
立
派
な
略
歴
に
感
心
し
た
（
後
に
、
塾
の
清
水
雅
彦
常
任

理
事
の
お
嬢
さ
ん
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
た
）。

　
開
会
の
辞
の
直
後
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
共
に
舞
台
に
現
れ
た
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
が
自
ら
、「
バ
ッ
ハ

　
シ
ャ
コ
ン
ヌ

　
ソ
ロ
」
と

曲
名
を
告
げ
て
演
奏
が
始
ま
っ
た
。
私
は
こ
の
小
文
を
書
く
た
め

に
5
月
中
旬
か
ら
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
の
モ
ノ
ラ
ル
Ｌ
Ｐ
か
ら
起
こ
し

た
Ｃ
Ｄ
や
「
２０
世
紀
の
名
演
奏
」
で
放
送
さ
れ
た
ヨ
セ
フ
・
ス
ー

ク
の
演
奏
を
テ
ー
プ
に
録
音
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
、
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
た
「
ギ
ル
・
シ
ャ
ハ
ム
の
奏
で
る
バ
ッ
ハ
無
伴
奏
」
を

ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
に
録
画
し
た
も
の
の
中
の
シ
ャ
コ
ン
ヌ
を

繰
り
返
し
聴
い
て
い
た
の
で
、
聴
き
馴
れ
た
シ
ャ
コ
ン
ヌ
が
生
演

奏
さ
れ
る
の
に
耳
を
傾
け
た
。
生
演
奏
は
矢
張
り
す
ば
ら
し
い
。

私
は
テ
ー
ブ
ル
④
に
座
っ
て
い
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
直
ぐ
前
で
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
も
近
か
っ
た
の
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
細
か
な

音
ま
で
よ
く
聴
こ
え
た
。
重
音
の
際
に
時
折
一
緒
に
か
す
か
に
聴

こ
え
る
衣
擦
れ
の
よ
う
な
音
は
、
か
ぶ
り
つ
き
で
な
け
れ
ば
聴
こ

え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
身
体
を
殆
ど
ゆ
す
ぶ
る
こ
と
の
な
い
演

奏
姿
は
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
的
で
好
感
が
持
て
た
。
き
れ
い
な
生
演
奏

を
聴
き
な
が
ら
、
58
年
前
の
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
の
演
奏
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
間
の
過
ぎ
越
し
て
き
た
様
々
な
出
来
事
や
思
い
が
走
馬
灯
の

よ
う
に
去
来
し
た
。
特
に
、
直
前
の
講
演
会
で
の
須
田
立
雄
先
生

の
講
演
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
私
の
往
年
の
研
究
生
活
を
思
い
浮

か
べ
た
。
須
田
先
生
が
活
躍
し
た
骨
代
謝
研
究
会
・
日
本
骨
代
謝
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学
会
で
は
私
も
一
連
の
研
究
を
発
表
し
て
き
て
、１
９
８
３
年
（
昭

和
58
年
）
の
第
1
回
日
本
骨
代
謝
学
会
で
は
、
日
整
会
の
教
育
講

演
と
違
っ
て
1
日
一
つ
の
み
、
且
つ
他
会
場
で
の
発
表
は
す
べ
て

終
了
し
た
状
態
で
の
教
育
講
演
で
私
の
一
連
の
研
究
に
つ
い
て
講

演
し
た
。
更
に
１
９
８
７
年
に
は
チ
バ
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
イ
シ
ョ
ン

が
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
発
行
し
て
い
る
本
の
一
冊
と
し
て
、
骨
に
関

す
る
本
を
作
る
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た

際
、
主
と
し
て
英
米
を
中
心
に
学
者･

研
究
者
32
名
を
招
聘
し
た

が
、
わ
が
国
か
ら
は
私
一
人
だ
け
招
聘
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
浮
か

べ
た
（
こ
の
時
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
翌
年
シ
リ
ー
ズN

o.136

：

C
ell

＆M
olecu

lar B
iolog

y of V
erteb

rate H
ard T

issu
es

と
し
て
出
版
さ
れ
た
）。
い
ず
れ
も
２９
年
前
と
２５
年
前
と
い
う
古

い
過
去
の
栄
光
で
あ
る
。
一
方
、
須
田
先
生
は
今
も
な
お
、
現
役

と
し
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
関
与
さ
れ
て
お
り
、
う
ら
や
ま
し
い
と
同

時
に
立
派
だ
と
思
っ
た
。

　
演
奏
2
曲
目
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ロ
の
シ
ョ
パ
ン

：

幻
想
即
興
曲
も

３
曲
目
の
二
人
一
緒
で
の
マ
ス
ネ

：

タ
イ
ス
の
瞑
想
曲
も
そ
れ
ぞ

れ
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

　（
追
記

：
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
来
日
第
一
夜
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
や
堀
内

敬
三
の
批
評
、
更
に
渡
邉
暁
雄
の
批
評
を
読
み
た
い
方
は
、｢

ふ

る
さ
と
」
担
当
秘
書
、
岩
倉
嬢
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。）

　
先
日
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
教
室
９０
周
年
の
記
念
品
と
し
て
頂
戴

し
た
直
近
１５
年
間
の
業
績
リ
ス
ト
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
早
速
開
い
て
み
ま

し
た
。
将
に
内
容
は
重
厚
長
大
、
そ
の
威
容
に
感
激
し
、
戸
山
教

授
、
以
下
教
室
員
全
員
のactiv

ity

の
高
さ
に
改
め
て
心
か
ら
脱

帽
し
た
次
第
で
す
。
つ
ぎ
に
は
編
集
後
記
に
よ
る
と
、
大
規
模
な

編
纂
と
し
て
は
３
回
目
の
由
で
す
が
、
第
１
回
目
の
岩
原
寅
猪
教

授
退
職
記
念
業
績
集
を
吉
沢
英
造
兄
（
４１
回
）
と
と
も
に
担
当
し

た
当
時
の
苦
労
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
出
し
た
こ
と
で
し
た
。
今
回

の
ご
苦
労
は
質
量
と
も
に
比
較
に
な
ら
な
い
位
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
仁
木
君
を
初
め
と
し
た
編

集
委
員
の
諸
兄
姉
の
努
力
に
も
満
腔
の
敬
意
を
捧
げ
ま
す
。

　
社
会
が
Ｉ
Ｔ
化
す
る
と
と
も
に
、
電
子
書
籍
やe-Jou

rn
al

と

同
じ
よ
う
に
、
教
室
業
績
集
も
媒
体
が
紙
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
替
わ
っ

て
き
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
先
は
一
体
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　
小
生
が
入
局
し
た
頃
、
教
授
の
病
棟
回
診
で
は
若
い
担
当
医
に

向
か
っ
て
「
教
室
の
業
績
集
を
読
ん
だ
の
か
！
」
と
い
う
教
授
の

教
室
１
０
０
周
年
に
期
待
し
て

 

平
　
林
　
　
洌
（
３９
回
）
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指
導
的
叱
責
の
言
葉
を
よ
く
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
症
例
報

告
級
の
稀
少
例
や
治
療
難
航
例
を
も
っ
た
主
治
医
に
対
し
て
、
教

授
の
胸
中
に
は
そ
れ
ら
に
関
す
る
勉
強
す
る
べ
き
諸
文
献
の
ト
ッ

プ
に
は
い
つ
も
教
室
業
績
集
（
年
次
別
論
文
別
刷
製
本
）
が
あ
っ

た
の
で
す
。
至
極
当
然
の
こ
と
と
い
え
ま
す
。
自
分
が
勉
強
す
る

た
め
に
入
っ
た
教
室
の
先
人
達
の
経
験
に
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を

忘
れ
て
、
当
時
、
欧
米
か
ら
の
新
知
見
を
最
初
に
ひ
け
ら
か
す
風

潮
が
医
局
員
の
間
に
あ
っ
た
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
電
子
カ
ル
テ
に
な
っ
た
今
、
将
来
的
に
は
主
訴
、
理
学
所
見
、

検
査
所
見
が
入
力
さ
れ
る
と
、
自
動
的
に
診
断
名
が
記
載
さ
れ
、

治
療
法
も
推
奨
度
順
に
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
あ
と
医
師

に
残
さ
れ
た
仕
事
は
手
術
用
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
す
る
だ
け
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
時
に
は
、
コ
ク
ラ
ン
に
よ
る
推
奨
度
の

高
い
文
献
の
抄
録
が
数
件
自
動
的
に
検
索
、
プ
リ
ン
ト
・
ア
ッ
プ

さ
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
か
ら
、「
そ
の
中
に
は
教
室
員
の
業
績
が

必
ず
２
～
３
件
は
入
っ
て
い
る
」
と
な
る
の
も
夢
物
語
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。

閑
　
話

　
休

　
題

　
先
日
も
調
べ
物
を
し
に
北
里
図
書
館
（
正
式
に
は
今
は
、
信
濃

町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
に
行
き
ま
し
た
。P

u
b
m

ed

で
検
索
し

て
貰
っ
た
リ
ス
ト
か
ら
目
指
す
文
献
を
カ
ウ
ン
タ
ー
の
女
性
に
示

す
と
、
あ
っ
と
い
う
間
にe-Jou

rn
al

か
ら
プ
リ
ン
ト
し
て
く
れ

ま
し
た
。
し
か
も
費
用
は
１
ペ
ー
ジ
１０
円
の
コ
ピ
ー
代
だ
け
で
し

た
。
勿
論
、
現
役
の
諸
君
は
自
室
の
Ｐ
Ｃ
で
済
ま
せ
る
訳
で
す
。

お
陰
で
冷
房
が
比
較
的
よ
く
利
い
た
図
書
館
は
空
き
空
き
で
す
。

た
だ
単
行
本
に
な
る
と
、
効
率
的
な
検
索
は
で
き
ず
、
今
で
も
重

い
本
を
手
に
取
っ
て
い
ち
い
ち
目
を
通
し
て
、
欲
し
い
章
を
自
分

で
コ
ピ
ー
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
か
な
り
の
労
力
と
気
力
を

ふ
り
し
ぼ
っ
て
単
行
本
の
分
担
分
を
書
い
て
き
た
自
身
の
経
験
か

ら
い
う
と
、e-Jou

rn
al

と
同
じ
よ
う
に
、「
も
っ
と
容
易
に
読
め

て
」、「
も
っ
と
効
率
よ
く
読
ん
で
貰
え
れ
ば
」
と
も
思
っ
て
い
ま

す
。

　
図
書
館
の
役
目
は
、「
社
会
の
記
憶
装
置
」
と
か
。
Ｉ
Ｔ
化
が

ま
す
ま
す
進
む
中
、
文
字
の
遺
産
は
ロ
ゼ
ッ
タ
ス
ト
ー
ン
に
替
わ

る
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
に
よ
っ
て
永
久
に
不
滅
？
に
な
る
の
で
し
ょ

う
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
よ
う
に
、
昔
の
手
術
の
動
画
の
保

存
・
再
生
も
可
能
で
し
ょ
う
。
し
か
し
お
宝
級
の
稀
こ
う
本
や
製

本
さ
れ
た
教
室
の
論
文
別
刷
集
な
ど
の
保
存
・
管
理
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
の
聖
書
本
並
み
と
は
い
い
ま

せ
ん
が
、
医
学
部
と
し
て
も
博
物
館
に
準
ず
る
施
設
が
必
要
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
の
論
文
の
内
容
は
す
べ
て
統
計
学
的
に
処
理
さ
れ
、
し
か

も
簡
潔
明
瞭
化
さ
れ
て
い
る
の
は
確
か
に
読
者
に
と
っ
て
も
有
り

難
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
引
用
文
献
は
と
い
う
と
、
せ
い
ぜ
い
直
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近
２０
年
間
く
ら
い
の
ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
昭
和
の
時
代
に
は
、
学
位
論
文
や
学
会
で
の
宿
題

報
告
が
ま
る
ま
る
載
っ
て
い
る
よ
う
な
、
文
字
ど
お
り
重
厚
長
大

型
の
論
文
が
多
く
、
当
然
読
み
応
え
は
あ
り
す
ぎ
る
位
で
し
た
。

そ
こ
ま
で
回
帰
す
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
参
考
文
献
に
は

将
に
原
著
を
記
載
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
孫
び
き
し
て
い
け
ば
、

そ
れ
ら
の
原
著
論
文
に
も
行
き
着
く
筈
で
す
が
、
参
考
文
献
は
主

要
論
文
の
み
と
い
う
し
ば
り
を
盾
に
？
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

の
方
が
多
い
の
が
現
実
で
す
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
は
将
来
的
に
も

続
く
わ
け
で
、
３０
年
後
に
は
き
っ
と
同
じ
よ
う
な
嘆
き
節
が
現
在

の
現
役
の
方
々
か
ら
も
聞
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　“
図
書
館“
で
は
、
今
や
検
索
機
能
だ
け
で
な
く
、
大
学
出
版

と
コ
ラ
ボ
し
て
情
報
の
発
信
機
能
に
も
参
画
す
る
構
想
が
全
国
的

に
進
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
教
室
業
績
集
の
作
成
も
次
回
の

１
０
０
周
年
記
念
号
で
は
、
動
画
を
含
め
た
各
種
資
料
を
網
羅
・

駆
使
し
て
教
室
１
０
０
年
の
歩
み
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
う
し

た
プ
ロ
集
団
に
今
か
ら
お
願
い
す
る
の
も
一
法
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
大
相
撲
と
慶
應

慶
應
の
整
形
外
科
の
教
授
の
長
生
き
は
大
し
た
も
の
で
、
昭
和
４３

年
卒
、
同
年
入
局
の
小
生
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
は
頼
も
し
い
こ
と

だ
っ
た
。

　
あ
れ
は
確
か
、
昭
和
４４
年
頃
の
小
さ
な
東
京
地
方
集
団
会
で
の

こ
と
だ
っ
た
。
前
田
友
助
（
東
大
）、
前
田
和
三
郎
（
京
大
）、
岩

原
寅
猪
（
慶
應
）
の
３
人
の
元
教
授
の
揃
い
踏
み
で
あ
っ
た
。
和

三
郎
先
生
の
お
み
足
の
具
合
す
ぐ
れ
ず
、
車
椅
子
は
岩
原
先
生
の

後
押
し
で
、
威
風
堂
々
た
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
頃
は
、
結
核
性
骨
髄
炎
（
カ
リ
エ
ス
）
全
盛
で
、
こ
の
、

し
つ
こ
い
下
肢
脛
骨
の
骨
髄
炎
を
和
三
郎
先
生
に
根
気
よ
く
治
し

て
い
た
だ
い
た
の
を
「
徳
」
と
し
て
、「
前
田
山
」
の
三
文
字
を

四
股
名
と
し
て
頂
い
た
ら
、
本
当
に
横
綱
に
な
っ
た
。
以
来
慶
應

と
二
所
ヶ
関
一
門
は
相
撲
協
会
診
療
所
な
ど
を
通
じ
て
仲
良
し
と

な
っ
た
。
初
代
朝
潮
太
郎
、
２
代
目
朝
潮
太
郎
な
ど
は
、
脊
椎
分

離
症
で
そ
ろ
っ
て
腰
痛
持
ち
で
、
牽
引
療
法
は
１
０
０
ｋ
ｇ
で
、

効
か
な
か
っ
た
。

プ
ロ
・
ス
ポ
ー
ツ
と
慶
應
義
塾

若
　
野
　
紘
　
一
（
47
回
）
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プ
ロ
野
球

　
プ
ロ
野
球
の
オ
オ
ナ
ー
に
は
、
親
子
二
代
で
慶
應
の
出
身
者
が

多
く
、
海
外
学
会
の
留
学
の
機
会
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、
チ
ャ
ン

ス
を
逃
が
さ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

　
か
ば
ん
持
ち
と
し
て
、
伊
藤
・
竹
田
両
先
生
に
加
わ
っ
て
、
米

国
の
ス
ポ
ー
ツ
学
会
の
（
プ
ロ
野
球
の
部
）
へ
参
加
し
た
帰
途
の

機
中
で
あ
っ
た
。
一
晩
か
け
て
、
広
島
カ
ー
プ
の
オ
オ
ナ
ー
に
、

上
申
書
を
書
い
た
。
学
会
の
興
奮
が
冷
め
な
い
う
ち
に
と
い
う
気

持
に
せ
か
さ
れ
た
「
機
中
８
索

；

一
夜
版
」
で
あ
る
。
古
葉
監
督

の
頃
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
効
い
た
か
、
ゲ
ー
ム
で
は
広
島
カ
ー
プ
全
盛
と
思
え
る

好
調
が
や
っ
て
来
た
。

「
機
中
八
索
」
が
効
い
た
と
は
言
わ
ぬ
が
、
妙
な
気
が
し
た
。
こ

の
オ
オ
ナ
ー
も
ヤ
ル
ナ
と
思
っ
た
。

後
に
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、「
機
中
８
索
」
を
受
け
取
っ
た
オ
オ

ナ
ー
が
選
ん
だ
コ
ー
チ
ン
グ
・
ス
タ
ッ
フ
は
日
体
大
を
出
て
、
成

績
も
ト
ッ
プ
だ
っ
た
と
聞
い
た
。

　「
な
ぜ
日
本
に
は
ド
ク
タ
ー
伊
藤
が
い
る
の
に
？
」
と
手
術
を

依
頼
さ
れ
た
、
米
国
の
整
形
外
科
医
を
し
て
言
わ
し
め
た
ド
ク
タ

ー
伊
藤
の
肘
関
節
の
再
建
術
も
神
技
に
近
く
な
っ
て
来
た
。
Ｇ
球

団
の
選
手
が
口
込
み
で
、
手
術
を
受
け
る
電
車
で
集
ま
る
。
今
や
、

伊
藤
先
生
の
居
ら
れ
る
館
林
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
「
よ
く
、
肘
を
振

れ
」
の
掛
け
声
と
「
ナ
イ
ス
・
ボ
ー
ル
」
の
受
け
声
に
満
ち
て
い
る
。
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昭
和
59
年
か
ら
北
里
研
究
所
病
院
に
赴
任
し
て
、
30
年
近
い
歳

月
が
流
れ
ま
し
た
。
矢
部
前
教
授
に
お
願
い
し
た
こ
と
と
は
い
え
、

整
形
外
科
の
医
局
の
中
で
、
い
く
ら
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
極
め
る
と

い
え
ど
も
、
こ
れ
だ
け
の
長
き
に
渡
り
同
じ
病
院
で
診
療
が
出
来

た
こ
と
を
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
こ
の
同
窓
会
誌
が
で
る
頃
に
、

私
は
64
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。
年
の
分
だ
け
、
色
々
の
こ
と
を
経

験
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
多
く
の
人
に
感
謝
し
つ
つ
筆
を
と
り

ま
し
た
。

　
赴
任
し
て
き
た
頃
は
、
何
か
特
徴
を
出
す
様
に
と
い
う
こ
と
で
、

芝
田
部
長
の
も
と
、
膝
と
ス
ポ
ー
ツ
外
来
を
始
め
ま
し
た
。
当
時

は
、
日
本
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
創
成
期
で
あ
り
、
慶
應
義

塾
大
学
整
形
外
科
関
連
病
院
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
や
ろ
う
と

い
う
人
は
皆
無
で
し
た
。
当
時
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、
元
気
な
選

手
を
診
て
も
し
ょ
う
が
な
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ダ
メ
と

言
わ
れ
れ
ば
、
逆
に
や
り
た
く
な
る
も
の
で
す
。
１
９
８
０
年
頃

か
ら
慶
應
義
塾
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
か
ら
始
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
目
黒
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
、
上
智
大
学
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
な
ど
次
々
と
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
な
り
、
次

第
に
関
連
チ
ー
ム
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
チ
ー
ム
ド

ク
タ
ー
が
15
チ
ー
ム
、
関
連
チ
ー
ム
が
30
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
膝
の
専
門
家
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
関
節
鏡

視
下
手
術
、
Ａ
Ｃ
Ｌ
、
Ｍ
Ｃ
Ｌ
の
手
術
な
ど
膝
だ
け
で
年
間
１
０
０

�

２
０
０
件
の
手
術
を
こ
な
し
ま
し
た
。
術
後
の
選
手
た
ち
は
、

前
向
き
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
プ
レ
ー
に
復
帰
し
て
い
き
ま
し
た
。

手
術
は
、
脊
椎
、
肩
、
足
関
節
な
ど
何
で
も
行
い
、
幸
い
、
慶
應

義
塾
大
学
病
院
に
近
か
っ
た
の
で
、
先
輩
の
指
導
医
に
き
て
頂
き

吸
収
で
き
る
も
の
が
多
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
う
ち
に
、
病
院
で
待
つ
だ
け
の
医
療
に
疑
問
を
感
じ
て
、

試
合
や
合
宿
に
も
帯
同
す
る
様
に
な
っ
た
。
毎
日
、
夜
遅
く
に
帰

宅
し
て
、
朝
早
く
に
出
か
け
て
し
ま
う
。
し
か
も
、
週
末
に
は
選

手
た
ち
の
所
へ
出
か
け
て
し
ま
う
。
こ
の
頃
を
支
え
て
く
れ
た
、

我
が
妻
に
た
だ
た
だ
感
謝
す
る
の
み
で
あ
る
。

　
い
つ
の
間
に
か
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
輪
が
広
が
り
、
東
大
の
中

島
先
生
を
は
じ
め
と
し
た
東
大
、
筑
波
大
と
の
交
流
も
盛
ん
に
な

っ
て
い
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
医
学
も
学
問
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
ず
に
勉
強
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
に
欠
か
さ
ず
出
席
を
し
た
。

さ
ら
に
、
北
大
、
神
戸
大
、
京
大
な
ど
に
も
輪
が
広
が
っ
て
い
っ

北
里
研
究
所
病
院
に
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
開
設

し
て
‥
‥
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
る

　
　
　
北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
医
学
セ
ン
タ
ー

　
臨
床
教
授

　
　

阿
　
部
　
　
均
（
56
回
特
）
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た
。
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
の
は
、
発
表
２
５
０
件
、
投
稿
論
文

１
７
０
件
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
20
件
、
講
演
２
０
０
件
、
著
書
１
０
０

件
に
上
っ
て
い
る
。

　
慶
應
義
塾
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
日
本
一
、
慶
應
義
塾
大
学
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
7
、
8
回
の
関
東
選
手
権
出
場
、
慶

應
義
塾
高
校
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
日
本
一
、
慶
應
義

塾
高
校
、
目
黒
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
の
全
国
ベ
ス
ト
8
進
出
な
ど
、

全
て
現
場
で
選
手
と
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
出
来

て
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
っ
た
。
各
種
競
技
連
盟
に
医
事
委
員

会
を
作
り
、
医
師
が
競
技
連
盟
に
関
わ
る
こ
と
で
、
選
手
の
安
全

対
策
や
競
技
力
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
と
ラ
グ
ビ
ー
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
が
、
若
い
医
師
た
ち
が

積
極
的
に
選
手
や
競
技
連
盟
と
関
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
発
展
と
と
も
に
、
北
里
研
究
所
病
院
の
整
形

外
科
も
発
展
し
て
き
た
。
医
師
は
3
人
、
理
学
療
法
士
1
人
、
ト

レ
ー
ナ
ー
0
人
で
あ
り
、
手
術
数
１
５
０
件
、
入
院
件
数
２
５
０

件
で
あ
っ
た
の
が
、
現
在
、
医
師
8
人
、
Ｐ
Ｔ
10
人
、
Ｏ
Ｔ
2
人
、

Ｓ
Ｔ
2
人
、
ト
レ
ー
ナ
ー
6
人
、
手
術
件
数
８
０
０
件
、
入
院
件

数
１
２
０
０
件
に
ま
で
発
展
し
た
．
さ
ら
に
、
院
内
に
メ
デ
ィ
カ

ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
造
り
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
だ
け
で

な
く
、
糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
症
候
群
、
ロ
コ
モ
症
候
群
、
骨
粗
鬆
症

な
ど
の
多
岐
に
渡
る
医
療
の
受
け
皿
に
な
っ
て
い
る
。
関
係
者
の

努
力
に
こ
れ
ま
た
、
感
謝
で
あ
る
。
現
在
、
我
が
整
形
外
科
は
当

院
に
お
い
て
、
病
院
の
医
療
収
入
で
は
1
位
と
な
っ
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
医
学
セ
ン
タ
ー
も
立
ち
上
が
っ
た
。
整
形
外
科
的
に

は
、
競
技
選
手
の
た
め
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
体
力
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、
競
技
力
向
上
と
体
力
向
上
、
安
全
対
策
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
２
０
１
１
年
度
ま
で
に
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ラ
グ
ビ
ー
を
中
心
に
７
０
０
０
人
を
超
え
る
選
手
が
受
診
し
て
い

る
。
そ
の
デ
ー
タ
量
は
、
日
本
一
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。
選

手
に
対
す
る
安
全
対
策
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
み
だ
け
で
な
く
選
手
や

父
母
も
強
い
関
心
を
持
つ
に
至
り
、
現
在
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学

と
慶
應
義
塾
高
校
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
父
母
と
選

手
が
全
員
出
席
の
も
と
、
毎
年
、
医
療
安
全
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開

く
ま
で
に
な
っ
た
。

　
最
近
は
、“
生
涯
を
通
じ
て
運
動
を
し
て
、
元
気
で
動
い
て
い

よ
う”
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
で
、
街
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
と
は
違
っ
た
、
医
学
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
る
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
展
開
、
工
夫
し
て
い
る
。
対
象
と
し
て
い
る
疾
患

は
、
骨
粗
鬆
症
を
含
む
ロ
コ
モ
症
候
群
、
糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
症
候

群
な
ど
で
あ
り
、
年
間
２
０
０
０
０
件
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
行
っ

て
い
る
。

　
北
里
研
究
所
病
院
と
い
う
所
に
赴
任
し
て
、
整
形
外
科
医
療
を
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工
夫
し
、
夢
中
で
新
し
い
分
野
を
開
拓
し
て
い
っ
た
30
年
で
あ
っ

た
。
自
分
の
生
活
を
顧
み
ず
に
、
患
者
の
た
め
に
日
々
尽
く
し
て

い
た
頃
を
過
ぎ
、
や
っ
と
落
ち
着
い
て
次
の
医
療
を
考
え
る
こ
と

が
出
来
て
い
る
。
同
じ
世
代
の
人
々
は
、
次
々
と
忙
し
く
働
く
こ

と
を
辞
め
、
自
分
の
人
生
に
問
い
か
け
、
残
り
の
人
生
を
有
意
義

な
も
の
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
勿
論
、
ロ
コ
モ
で
は
な
い
が
、

健
康
で
動
い
て
い
ら
れ
る
の
が
条
件
で
あ
り
、
何
か
の
時
に
救
い

の
あ
る
世
の
中
を
生
き
て
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
医
療
は
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
発
展
し
て
い
る
、
医
師
の
数
も
大

幅
に
増
加
し
た
。
人
に
優
し
い
医
療
が
叫
ば
れ
つ
つ
、
医
療
や
医

療
機
関
の
再
編
が
行
わ
れ
て
い
る
。
手
術
を
す
べ
き
医
療
機
関
、

救
急
を
す
べ
き
医
療
機
関
、
一
般
診
療
の
み
の
医
療
機
関
、
少
し

ず
つ
棲
み
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
そ
の
様
に
な
っ
て

い
く
に
せ
よ
、
人
々
の
た
め
の
再
編
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
が
増
え
、
元

気
な
高
齢
者
も
増
え
て
、
医
療
機
関
に
か
か
る
べ
き
人
た
ち
は
何

処
で
線
引
き
を
し
て
医
療
機
関
を
選
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
う
少
し
、
皆
に
優
し
く
説
明
を
行
い
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
、

皆
で
健
康
で
長
生
き
で
き
る
世
界
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
反
省
と
問
い
か
け
が
多
く
な
っ
た
、
今

日
こ
の
頃
で
あ
る
。
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私
が
前
部
長
で
同
級
の
渡
辺
理
先
生
か
ら
引
き
継
ぎ
当
院
に
赴

任
し
た
の
は
平
成
16
年
の
７
月
で
、
既
に
８
年
が
経
ち
ま
し
た
。

教
室
は
今
年
開
講
90
周
年
で
す
が
、当
院
は
昭
和
36
年
（
１
９
６
１

年
）
に
日
野
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
と
し
て
開
設
さ
れ
、
昨
年

平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
に
開
設
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
何

の
因
縁
か
、
実
は
私
も
昭
和
36
年
生
ま
れ
で
、
病
院
と
同
級
生
で

す
。

　
今
ま
で
慶
應
医
局
か
ら
実
に
多
く
の
医
師
が
当
院
に
赴
任
し
て

お
り
、
そ
の
歴
史
を
考
え
る
と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
当

院
に
整
形
外
科
が
開
設
さ
れ
た
の
は
昭
和
41
年
か
ら
で
当
時
は
加

藤
哲
也
先
生
が
１
人
医
長
で
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
か
ら
は
村

尾
真
俊
先
生
が
１
人
で
頑
張
ら
れ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
昭
和

45
年
か
ら
は
２
人
体
制
と
な
り
、
そ
の
後
一
時
村
尾
先
生
１
人
の

時
代
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
昭
和
56
年
よ
り
３
人
体
制
、
昭
和

59
年
に
村
尾
先
生
が
副
院
長
に
な
ら
れ
る
と
同
時
に
４
人
体
制
に

な
り
ま
し
た
。
旧
病
院
は
規
模
も
小
さ
く
建
物
も
古
め
か
し
い
も

の
で
し
た
が
、
平
成
14
年
市
原
院
長
時
代
に
新
病
棟
が
竣
工
し
、

免
震
構
造
を
有
す
る
３
０
０
床
の
地
域
の
基
幹
病
院
に
生
ま
れ
か

わ
り
ま
し
た
。
医
師
も
５
人
体
制
（
院
長
を
除
く
）
に
な
り
、
平

成
23
年
か
ら
は
６
人
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
６
人
体
制
と
な
る
こ

と
で
、
平
日
日
中
の
救
急
や
病
診
連
携
の
診
療
要
請
に
は
ほ
ぼ
応

需
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
年
間
７
０
０
例
程
度
の
手
術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
外
傷

が
主
体
で
す
が
、
慢
性
疾
患
に
関
し
て
は
市
原
先
生
よ
り
受
け
継

い
で
い
る
脊
椎
外
科
、
安
藤
祐
之
先
生
（
70
回
）
や
塩
野
将
平
先

生
（
80
回
）
に
よ
る
膝
、
肩
の
鏡
視
下
手
術
、
最
近
で
は
叶
内
平

先
生
（
85
回
）
に
よ
る
股
関
節
鏡
を
得
意
に
し
て
お
り
ま
す
。
脊

椎
に
関
し
て
は
私
と
渡
邊
隆
一
先
生
（
84
回
）
で
年
間
１
０
０
例

以
上
の
手
術
を
こ
な
し
て
お
り
ま
す
が
、
近
隣
病
院
に
も
多
数
の

脊
椎
外
科
医
は
お
り
、
民
間
病
院
で
は
脊
椎
セ
ン
タ
ー
？
と
標
榜

し
宣
伝
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
市
立
病
院
で
は
あ
ま
り
宣
伝
で
き

ま
せ
ん
。
口
コ
ミ
が
一
番
の
た
よ
り
で
す
が
、
そ
ん
な
状
況
下
で

は
健
闘
し
て
い
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
多
摩
地
区
の
慶
應
脊
椎
グ

ル
ー
プ
の
間
で
も
定
期
的
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
き
、
情
報
交

換
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
関
節
鏡
視
下
手
術
で
は
、
特
に
肩
の
鏡

視
下
手
術
を
で
き
る
医
師
は
近
隣
に
は
お
ら
ず
、
患
者
が
集
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。
肩
の
手
術
は
、
診
療
報
酬
上
も
高
額
な
点
数
が

つ
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
術
者
１
人
で
可
能
で
、
２

−

３
人

の
医
師
を
要
す
るP

L
IF

な
ど
に
比
べ
れ
ば
実
に
コ
ス
ト
パ
フ
ォ

日
野
市
立
病
院
開
設
50
周
年
を
迎
え
て

 

日
野
市
立
病
院
　
　
　
依
　
光
　
悦
　
朗
（
66
回
）
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ー
マ
ン
ス
が
良
い
手
術
で
あ
り
ま
し
て
、
塩
野
先
生
に
は
大
い
に

助
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
診
療
部
長
と
い
う
立
場
か
ら
も
当
院
の
50
周
年
事

業
に
関
わ
っ
て
お
り
、
特
に
50
周
年
記
念
誌
作
成
委
員
会
に
委
員

長
で
あ
り
ま
し
た
。
１
年
前
か
ら
準
備
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
折

し
も
3.

11
よ
り
世
の
中
は
超
自
粛
ム
ー
ド
と
な
り
頓
挫
し
か
け

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
予
定
通
り
記
念
誌
が
完
成
し

た
時
は
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。（
ふ
る
さ
と
を
編
集
さ
れ
る

皆
様
の
ご
苦
労
が
偲
ば
れ
ま
す
。）
ま
た
記
念
式
典
に
は
、
慶
應

の
末
松
学
長
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
た
ま
わ

り
、
市
民
向
け
に
も
模
擬
店
を
出
店
し
記
念
講
演
会
も
開
催
さ
れ
、

盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
り
ま
す
。

　
当
院
の
経
営
は
公
立
病
院
で
は
一
時
最
低
レ
ベ
ル
ま
で
落
ち
込

み
ま
し
た
が
、
そ
の
後
徐
々
に
回
復
し
、
昨
年
か
ら
は
現
金
ベ
ー

ス
で
は
黒
字
に
転
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
２
度
に

わ
た
り
病
院
職
員
が
一
致
団
結
し
て
病
院
機
能
評
価
を
受
け
た
こ

と
で
、
さ
ら
に
一
体
感
が
増
し
た
と
思
い
ま
す
。
当
院
に
多
く
の

若
手
医
師
が
赴
任
し
て
参
り
ま
す
が
、
地
方
に
赴
任
し
な
く
て
も

多
く
の
症
例
を
経
験
で
き
ま
す
。（
慶
應
に
は
車
で
30
分
と
い
う

良
い
立
地
で
す
。）
私
の
指
導
が
厳
し
い
な
ど
の
噂
は
あ
り
ま
す

が
、
決
し
て
事
実
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
（
笑
）。
職
場
環
境
面
に

お
い
て
も
非
常
に
働
き
易
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
慶
應
医
局

の
支
援
を
賜
り
な
が
ら
今
後
も
多
く
の
医
師
に
赴
任
し
て
い
た
だ

き
、
多
摩
地
区
の
医
療
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
45
回
日
本
整
形
外
科
学
会
骨
軟
部
学
術
集
会
を
杏
林
大
学
整

形
外
科
学
教
室
（
会
長
、
杏
林
大
学
整
形
外
科
学
教
室
望
月
一
男

先
生
）
主
催
で
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
は
２
０
０
９
年
5
月

の
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
（
福
岡
）
で
の
こ
と
で
し
た
。

里
見
和
彦
教
授
（
49
回
）
の
ご
指
導
の
も
と
２
０
０
９
年
春
に
関

東
整
形
災
害
外
科
学
会
の
事
務
局
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
私

は
、
同
学
会
終
了
か
ら
わ
ず
か
数
か
月
を
経
て
、
再
び
学
会
事
務

局
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
7
月
に
そ
の
任
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
骨
軟
部
学
術
集
会
は
、
整
形
外
科
系
学
会
の
な
か
で
も
特
殊
な

性
格
を
も
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
数
は
例
年
約
９
０
０
人
、
整
形

外
科
か
ら
の
参
加
者
は
ほ
ぼ
骨
軟
部
腫
瘍
を
専
門
と
す
る
先
生
に

限
ら
れ
ま
す
が
、
加
え
て
病
理
診
断
や
放
射
線
の
先
生
が
参
加
さ

れ
ま
す
。

　
近
年
、
本
学
会
で
は
運
営
の
変
革
が
試
み
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

一
つ
は
学
会
規
模
の
縮
小
で
す
。
参
加
者
数
を
減
ら
す
と
い
う
の

で
は
な
く
、
文
字
通
り
学
会
会
場
数
を
減
ら
す
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
か
つ
て
、
会
場
数
は
ポ
ス
タ
ー
会
場
を
除
い
て
6
列
程
度
で

し
た
。
参
加
者
数
の
わ
り
に
会
場
が
大
き
く
、
一
般
演
題
の
聴
衆

は
教
室
予
演
会
の
参
加
人
数
よ
り
も
少
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
こ
数
年
は
4
列
程
度
の
会
場
数
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
の
変
革
は
、
採
択
率
を
厳
し
く
し
て
ゆ
く
と
い
う
も
の
で

す
。
学
術
総
会
の
採
択
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
は
実
感
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
骨
軟
部
学
術
集
会
に
関
し
て
も
、
日
本
整

形
外
科
学
会
か
ら
の
指
導
で
、
今
後
徐
々
に
採
択
率
が
厳
し
く
な

る
よ
う
で
す
。
今
回
の
演
題
採
択
率
は
89.

6
％
で
あ
る
も
の
の
、

一
般
口
演
の
採
択
率
は
以
前
よ
り
か
な
り
厳
し
く
わ
ず
か
20.

3
％

で
あ
り
、
そ
う
し
た
中
、
腫
瘍
班
か
ら
３
題
（
穴
澤
卯
圭
先
生

（
69
回
）、
須
佐
美
知
郎
先
生
（
77
回
）、
中
山
ロ
バ
ー
ト
先
生

（
80
回
））
の
演
題
が
口
演
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
慶
應
腫
瘍
班
が

日
本
で
有
数
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
の
証
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
運
営
方
針
の
変
革
は
、

参
加
者
数
の
減
少
を
招
く
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
事
務
局
と
し
て
の
学
会
運
営
の
基
本
方
針
は
、
よ
り

多
く
の
先
生
に
、
で
き
れ
ば
腫
瘍
を
専
門
と
さ
れ
な
い
先
生
に
も

学
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
腫
瘍
の
治

療
成
績
の
向
上
に
は
す
べ
て
の
整
形
外
科
医
が
腫
瘍
に
対
す
る
基

本
的
な
知
見
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
会
長
の
考

日
本
整
形
外
科
学
会
骨
軟
部
学
術
集
会
の

開
催
―
御
礼
―

 

杏
林
大
学
整
形
外
科
　
　
　
森
　
井
　
健
　
司
（
70
回
）
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え
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　
企
画
段
階
で
の
具
体
的
な
対
策
は
、（
１
）
例
年
木

�

金
曜
日
で

あ
っ
た
開
催
日
を
、
土

�

日
曜
日
に
す
る
、（
２
）
会
場
は
ア
ク
セ

ス
の
比
較
的
よ
い
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
す
る
、（
３
）
腫
瘍

を
専
門
と
さ
れ
て
い
な
い
先
生
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
終
日

行
う
、（
４
）
骨
軟
部
腫
瘍
に
関
す
る
病
診
連
携
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
設
け
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。
結
果
と
し
て
、

１
４
９
７
名
、
例
年
の
約
1.5
倍
と
い
う
多
数
の
参
加
者
に
恵
ま
れ
、

盛
会
の
う
ち
に
学
会
を
終
了
で
き
ま
し
た
。
と
く
に
一
般
向
け
腫

瘍
セ
ミ
ナ
ー
は
好
評
で
、
学
会
2
日
目
に
は
会
場
前
に
臨
時
場
外

聴
講
席
を
設
営
し
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
開
業

医
の
先
生
方
か
ら
の
演
者
に
対
す
る
熱
心
な
質
問
が
印
象
的
で
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
よ
り
多
く
の
整
形
外
科
医
が
骨
軟
部
腫
瘍
に

興
味
を
持
ち
、
結
果
と
し
て
骨
軟
部
腫
瘍
の
治
療
成
績
の
向
上
に

結
び
付
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
腫
瘍
班
の
先
生
は
じ
め
多
く
の
同
窓
の
先
生
方
に
は
様
々
な
面

で
ご
援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
杏
林
大
学
の
前
主
任
教
授
の
里

見
和
彦
先
生
や
、
現
主
任
教
授
の
市
村
正
一
先
生
（
59
回
）
に
は

学
会
運
営
に
あ
た
っ
て
の
貴
重
な
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
矢
部

啓
夫
先
生
（
53
回
）
に
は
査
読
を
ご
担
当
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

3
時
間
6
症
例
に
及
ぶ
症
例
検
討
の
座
長
を
お
勤
め
い
た
だ
き
ま

し
た
。
森
岡
秀
夫
先
生
（
67
回
）
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
、
教
育
研

修
講
演
、
座
長
、
査
読
を
、
穴
澤
卯
圭
先
生
に
は
教
育
研
修
講
演

演
者
、
座
長
、
査
読
を
、
堀
内
圭
介
先
生
（
73
回
）
に
は
パ
ネ
リ

ス
ト
と
査
読
を
、
竹
内
克
仁
先
生
（
77
回
）
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

を
お
勤
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。
数
多
く
の
演
題
（
穴
沢
卯
圭
先
生
、

渡
邊
逸
央
先
生
（
76
回
）、
須
佐
美
知
郎
先
生
、
中
山
ロ
バ
ー
ト

先
生
、
保
坂
聖
一
先
生
（
81
回
）、
森
智
章
先
生
（
84
回
）、
稲
葉

尚
人
先
生
（
88
回
））
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
４
月
か
ら
杏

林
大
学
に
勤
務
さ
れ
て
お
り
ま
す
吉
山
昌
先
生
（
80
回
）
に
は
当

日
の
運
営
な
ど
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。M

assachusetts 

G
eneral H

ospital

か
ら
の
招
待
講
演
者D

r. H
ornicek

の
ア
テ

ン
ド
も
、
同
施
設
留
学
経
験
者
で
あ
る
森
岡
先
生
、
須
佐
先
生
、

小
林
英
介
先
生
（
80
回
）
を
中
心
と
し
た
腫
瘍
班
の
先
生
の
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
腫
瘍
班
以
外
の
多
く
の
同
窓
の
先
生
に

も
、
マ
イ
ナ
ー
な
腫
瘍
の
学
会
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ざ

わ
ざ
会
場
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
次
第
で
す
。
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私
は
２
０
１
１
年
10
月
よ
り
、L

ondon

大
学
のT

he Institute 

of E
ducation

（
Ｉ
ｏ
Ｅ
）
でM

aster of A
rt in C

linical E
ducation

を
履
修
し
て
お
り
ま
す
。
Ｉ
ｏ
Ｅ
は
１
９
０
２
年
創
立
の
教
育
学
・

社
会
学
の
大
学
院
大
学
で
、
開
発
教
育
・
国
際
開
発
学
修
士
、
比

較
教
育
学
修
士
、T

E
SO

L

（T
eachers of E

nglish to Speakers 

of O
ther L

anguages

）
修
士
な
ど
の
コ
ー
ス
に 

約
１
０
０
カ
国

か
ら
６
５
０
０
名
以
上
の
研
究
者
、
博
士
、
修
士
課
程
学
生
が
所

属
す
る
、
世
界
的
に
も
有
数
の
教
育
・
研
究
施
設
で
す 

（
と
、

w
ebsite

に
は
書
い
て
あ
り
ま
す
）。

　C
linical E

ducation

修
士
課
程
は
、
臨
床
教
育
を
企
画
・
評
価
・

発
展
さ
せ
る
能
力
、
既
存
の
理
論
的
枠
組
み
や
取
り
組
み
に
対
す

る
批
評
能
力
、
教
育
学
研
究
の
企
画
・
立
案
・
実
行
能
力
、
教
育

理
論
に
基
づ
く
論
文
の
執
筆
能
力
な
ど
の
涵
養
を
目
的
と
し
て
、 

L
ondon D

eanery 

（
医
師
の
教
育
を
統
括
す
る
機
関
）
と
Ｉ
ｏ
Ｅ

が
共
同
主
催
す
る
講
座
で
す
。
学
生
に
自
分
の
職
業
上
の
経
験
を

省
み
な
が
ら
、
そ
こ
に
理
論
的
枠
組
み
を
加
え
て
考
察
、
批
評
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
教
員
と
対
等
な
立
場
の
研
究
者
と
し
て
扱

わ
れ
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
人
的
感
性
か
ら
す
る
と
た
め

ら
わ
れ
る
の
で
す
が
、
教
育
学
辞
典
の
編
纂
を
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
非
常
に
高
名
な
教
授
も
一
回
メ
ー
ル
を
や
り
取
り
し
た
程
度
で

“H
i there, G

ary

”

呼
ば
わ
り
を
希
望
さ
れ
ま
す
。
意
外
に
す
ぐ

に
慣
れ
る
も
の
で
、
帰
国
後
に

“H
i, Y

osh
iak

i

”

な
ど
と
口
が

す
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
英
国
の
修
士
は
基
本
的
に
１
年
制
で
す
が
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
２

年
も
選
択
で
き
る
た
め
、C

lin
ical E

d
u
cation

で
は
フ
ル
タ
イ

ム
学
生
は
私
と
も
う
１
名
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
人
だ
け
で
、
他
は

ほ
と
ん
ど
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
履
修
の
イ
ギ
リ
ス
人G

en
eral 

P
ractition

er

（
Ｇ
Ｐ
）
で
す
。
各
モ
ジ
ュ
ー
ル
のface-to-face 

session

は
１
学
期
間
、
週
１
回
午
後
５
時
半
～
８
時
半
、
あ
る

い
は
１
、２
回
のfull day session

に
出
席
す
る
だ
け
で
、
基
本

的
に
はread

in
g

を
中
心
と
し
た
自
習
と
個
別
テ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

を
通
じ
て
書
い
た
論
文
や
批
判
的
論
評
を
元
に
指
導
者
か
ら
評
価

を
受
け
、
単
位
取
得
す
る
仕
組
み
で
す
。F

ace-to-face session

は
少
な
い
の
で
す
が
、
基
本
的
な
文
献
は
予
め
読
み
こ
ん
で
考
察

し
て
い
る
前
提
で

“critical

”

な
意
見
を
述
べ
て
グ
ル
ー
プ
で
の

議
論
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
自
然
科
学
と
ま
っ
た

留
学
便
り

Institute of E
ducation, U

niversity of  
L
ondon

留
学
記

奥
　
山
　
訓
　
子
（
73
回
）
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く
異
な
る
、
社
会
科
学
や
教
育
学
特
有
の
語
彙
や
文
脈
に
は
同
級

の
イ
ギ
リ
ス
人
医
師
達
も
苦
戦
し
て
お
り
、
平
素
ツ
ッ
コ
ミ
を
入

れ
る
の
は
得
意
な
私
で
も
、
第
２
外
国
語
で
抽
象
的
な
議
論
に
取

り
く
み
、
か
つ
批
評
的
で
あ
れ
と
い
う
の
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
の

高
い
、
厳
し
い
道
の
り
で
し
た
。
し
か
も
、
質
的
研
究
の
文
献
に

は
興
味
深
い
も
の
も
あ
る
の
で
す
が
、

“so  w
h
at?

”

と
し
か
思

え
な
い
も
の
も
あ
り
、
約
９
か
月
で
Ｅ
ｎ
ｄ
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
の
登
録
書

籍
・
文
献
数
が
４
０
０
を
越
え
ま
し
た
が
、
自
分
で
も
よ
く
頑
張

っ
て
読
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
選
択
し
た
科
目
は
、
必
修
のC

ontem
porary Issues in 

C
linical E

ducation, L
earning and T

eaching for A
dults

の

他
、 D

e
s
ig

n
in

g
 
C

o
u

r
s
e
s 

a
n

d
 
C

u
r
r
ic

u
la

,

　 

Incorporating IC
T

 into T
eaching T

raining P
ractice in 

H
ig

h
er an

d P
rofession

al E
d
u
cation

,

　 U
n
d
erstan

d
in

g 

E
ducation R

esearch

の
５
科
目
と
修
士
論
文
で
す
。
修
士
論
文

は
２
万
単
語
で
す
が
、
要
領
の
い
い
イ
ギ
リ
ス
人
医
師
達
で
も
怖

気
づ
く
語
数
の
よ
う
で
、
初
稿
を
提
出
で
き
る
ま
で
書
き
終
え
ら

れ
る
気
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
原
稿
は
先
々
週
提
出
し
た
初

稿
に
つ
い
てsupervisor

か
ら 

“Y
our  E

nglish is generally 

excellent.  H
ow

ever, there are a lot of sentences w
hich 

are not quite 100%
 gram

m
atically correct...

” 

と
い
う
超

B
ritish

なh
ed

g
e

あ
ふ
れ
る 

コ
メ
ン
ト
が
届
い
た
翌
日
に
、
母

国
語
で
書
け
る
あ
り
が
た
さ
を
か
み
し
め
な
が
ら
書
い
て
お
り
ま

す
。

　
Ｉ
ｏ
Ｅ
で
の
コ
ー
ス
以
外
に
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
医
学
教
育
関

連
の
研
究
会
に
参
加
し
た
り
、
実
際
の
臨
床
教
育
現
場
を
経
験
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
５
月
に
行
わ
れ

たU
n
iv

ersity C
olleg

e of  L
on

d
on 

（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
）
主
催
の

W
ork place learn

ing

のM
ed

ical E
d
u
cation C

onference

や
、
Ｉ
ｏ
Ｅ
主
催
のL

earn
in

g an
d C

om
m

u
n
ication in th

e 

C
lin

ical W
ork

p
lace

な
ど
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
医
学
教
育
や

S
im

u
lation

教
育
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、 

Im
p
erial C

olleg
e

の
外
科
教
育
修
士
、 U

n
iv

ersity of 

B
ed

ford
sh

ire

の
医
学
教
育
修
士
課
程
と
の
合
同C

olloq
u
iu

m
 

of clinical education

で
は
リ
サ
ー
チ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
の
教
育
現
場
も
、

K
ing's C

ollege

のD
r. P

apachristodoulou

の
ご
厚
意
で
１
学

年
４
７
０
名
も
の
学
生
が
在
籍
す
る
同
校
で
の
少
人
数tu

torial

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
同
じ
科
目
を
選
択
し
て
い
た

D
r. Sandra E

vance

に
はSt. B

artholom
ew

 

病
院
で
の
彼
女

のteach
in

g session

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
直
接
体

験
で
き
た
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。S

an
d
ra

の
「
明
日

来
れ
ば
？
」
と
言
う
言
葉
に
予
備
知
識
な
く
参
加
し
た
学
生
の
模

擬
患
者
（
Ｓ
Ｐ
）session

は
「
”
悪
い
知
ら
せ“
を
患
者
さ
ん
に
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う
ま
く
伝
え
る
（
１
年
待
っ
た
今
日
の
予
定
手
術
が
突
然
中
止
に

な
っ
た
）」
と
い
う
テ
ー
マ
で
し
た
（
注

：

時
間
内
に
終
わ
ら
な

さ
そ
う
だ
か
ら
、
と
い
う
理
由
で
の
予
定
手
術
中
止
が
稀
で
は
な

い
そ
う
で
す
）。
Ｓ
Ｐ
はW

est E
n
d

の
役
者
さ
ん
で
、
悲
嘆
に

く
れ
た
り
、
怒
り
狂
っ
た
り
と
の
迫
真
の
演
技
に
学
生
達
が
懸
命

に
対
応
し
て
い
る
姿
は
興
味
深
い
も
の
で
し
た
し
、
Ｓ
Ｐ
が
熱
演

直
後
に
冷
静
に
学
生
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
の
に
は
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。S

an
d
ra

は
、N

orik
o

はsu
rg

eon

だ
か
ら

慣
れ
て
い
る
わ
よ
ね
と
、
学
生
と
同
じ
立
場
で
飛
び
入
り
参
加
さ

せ
て
く
れ
る
つ
も
り
だ
っ
た
よ
う
な
の
で
す
が
、
時
間
が
足
り
ず
、

結
局
実
習
全
体
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
す
る
だ
け
で
す
み
、
内
心
ほ
っ

と
し
た
も
の
で
す
。

　
修
士
、
博
士
の
各
コ
ー
ス
以
外
に
Ｉ
ｏ
Ｅ
に
はA

cad
em

ic 

W
ritin

g C
entre 

（
Ａ
Ｗ
Ｃ
） 

やIC
T

 skill

の
コ
ー
ス
が
あ
り
、

教
員
と
学
生
は
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。
値
引
き
、
無
料
と
い
う

言
葉
に
目
の
な
い
私
は
時
間
が
許
す
限
り
受
講
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｗ

Ｃ
はC

lin
ical E

d
u
cation

の
ク
ラ
ス
と
異
な
り
多
様
な
国
の
留

学
生
が
受
講
し
て
お
り
楽
し
い
ク
ラ
ス
で
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
コ
ー

ス
は
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
と
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
Ｔ
ｉ
ｐ
ｓ
を
身
に
着
け
ら
れ
た

の
で
後
に
論
文
を
書
く
の
に
非
常
に
役
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
教

育
に
応
用
で
き
る
新
し
い
ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
知
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

ロ
ン
ド
ン
生
活

　
Ｉ
ｏ
Ｅ
は
図
書
館
、
大
英
博
物
館
の
中
間
点
と
都
心
に
位
置
し

な
が
らR
u
ssel S

q
u
are

な
ど
の
緑
に
も
恵
ま
れ
、
周
囲
を

L
on

d
on S

ch
ool of H

y
g
ien

e an
d T

rop
ical M

ed
icin

e

、

S
ch

ool of O
rien

tal an
d
 A

frican
 S

tu
d
ies

（S
O

A
S

）、

U
niversity C

ollege of L
ondon 

に
囲
ま
れ
た
文
教
地
域
に
あ

り
ま
す
。
私
は
Ｉ
ｏ
Ｅ
か
ら
徒
歩
３
分
程
度
のH

ou
se14

と
い
う

築
２
０
０
年
近
い
学
生
寮
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。
隣
接
す
る

Joh
n A

d
am

s H
all

（
Ｊ
Ａ
Ｈ
）
と
い
う
寮
に
は
約
２
０
０
名
の

学
生
が
住
ん
で
い
ま
す
が
、H

ou
se14

は
６
部
屋
で
、
台
湾
人
、

日
本
人
、
イ
ン
ド
人
、
韓
国
人
、
メ
キ
シ
コ
人
の
７
名
で
浴
室
や

キ
ッ
チ
ン
を
シ
ェ
ア
し
て
家
族
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
Ｊ

Ａ
Ｈ
で
は
各
国
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
季
節
ご
と
に

あ
り
、
私
達
は
肉
じ
ゃ
が
と
寿
司
を
作
り
キ
プ
ロ
ス
料
理
に
次
ぐ

準
優
勝
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
ｏ
Ｅ
主
催
のM

ulticultural 

E
x
trav

ag
an

za

と
い
う
学
生
が
民
族
芸
能
な
ど
を
披
露
す
る
行

事
が
あ
り
、
イ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
、
キ
プ
ロ
ス
、
チ
リ
、
メ
キ
シ
コ
、

日
本
（
私
と
夫
）
の
チ
ー
ム
でB

olly
w

ood  D
an

ce

（
注

：

イ

ン
ド
映
画
で
出
演
者
達
が
踊
る
い
か
に
も
イ
ン
ド
な
ダ
ン
ス
）
公

演
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
修
士
論
文
に
本
腰
を
入
れ
る
時

期
で
も
あ
り
連
日
の
練
習
は
大
変
で
し
た
が
、
公
演
は
大
好
評
で

し
た
。
他
に
Ｉ
ｏ
Ｅ
で
は
カ
リ
ビ
ア
ン
ダ
ン
ス
、
ア
フ
リ
カ
ン
ダ
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ン
ス
、
合
気
道
な
ど
の
部
活
動
も
あ
り
、
私
はSO

A
S

と
の
合
同

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
に
週
３
回
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
滞
在
中
は
超
円
高
だ
っ
た
う
え
に
、
大
学
の
不
用
品
セ
ー
ル
で
生

活
用
品
を
購
入
し
、
自
炊
し
て
い
た
の
で
寮
費
を
除
け
ば
２
名
で
月

￡
３
０
０
程
度
の
生
活
費
で
す
み
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
節
約
生
活

に
な
っ
た
の
は
到
着
早
々
に
銀
行
側
の
不
備
で
銀
行
口
座
開
設
が
遅

れ
、
手
元
の
現
金
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
が
一
因
で
す
。
半
年
前

か
ら
夫
と
２
名
で
寮
を
申
し
込
み
、
事
前
確
認
も
し
た
の
に
、
当
初

シ
ン
グ
ル
の
部
屋
が
用
意
さ
れ
て
い
て
１
週
間
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
に

２
人
で
寝
る
羽
目
に
な
っ
た
り
、
入
学
手
続
き
が
授
業
開
始
後
に
指

定
さ
れ
て
い
た
た
め
，
そ
れ
ま
で
図
書
館
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
使

え
な
か
っ
た
り
な
ど
、“
素
敵
な”
目
に
も
あ
い
ま
し
た
。
古
い
建

物
を
大
事
に
使
っ
て
い
る
た
め
か
ト
イ
レ
が
流
れ
な
い
の
は
日
常
茶

飯
事
、
突
然
寮
のW

ifi

が
「
終
了
」
さ
れ
た
り
、
火
災
報
知
器
の

誤
作
動
で
明
け
方
か
ら
屋
外
退
避
指
示
が
で
て
外
で
震
え
る
こ
と
な

ど
一
度
で
は
な
く
、
当
地
で
は”

7/24/365

“

が
「
対
応
は
営
業

時
間
内
の
み
」
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

医
師
の
ス
ト
で
手
術
が
数
千
件
中
止
さ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間

に
バ
ス
運
転
手
、
出
入
国
管
理
官
が
ス
ト
を
計
画
し
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
反
対
デ
モ
が
各
地
で
起
こ
り
…
“

個
人
の
権
利
の
尊
重”
の

究
極
は
不
便
な
の
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
概
し
てL

ondoner

は
親
切
で
、
何
か
と”

sorry

“

と

言
い
合
い
、
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
が
あ
る

居
心
地
よ
さ
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
同
級
生
は
殺
伐
と
し
た
母
国
に

帰
れ
な
く
な
り
そ
う
だ
と
嘆
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
社
会

で
働
い
て
み
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
勉
強
が
想
定
外
に
大
変
だ
っ

た
こ
と
に
加
え
病
気
を
し
た
た
め
に
、
周
辺
の
大
学
院
生
の
実
験

の
被
験
者
な
ど
を
し
た
程
度
だ
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。
健
康
に

は
気
を
つ
け
て
い
た
つ
も
り
な
の
で
す
が
、
論
文
２
篇
の
締
め
切

り
に
追
わ
れ
て
い
た
２
月
に
頻
脈
と
筋
力
低
下
、
異
常
な
疲
労
感

を
生
じ
、
Ｇ
Ｐ
でG

rav
es

病
と
診
断
さ
れ
、
そ
の
経
過
中
上
さ

ら
に
腹
部
痛
と
背
部
痛
が
出
現
し
、
抗
甲
状
腺
薬
に
よ
る
薬
剤
性

肝
炎
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
Ｇ
Ｐ
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
病
院
の
甲

状
腺
専
門
医
、R

oyal F
ree H

ospital

の
肝
臓
専
門
医
な
ど
に
お

世
話
に
な
り
、
患
者
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
医
療
を
経
験
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
想
定
外
で
し
た
が
、
よ
い
経
験
で
し
た
。
Ｇ
Ｐ
の

初
診
は
原
則
一
週
間
待
ち
、
腹
部
超
音
波
や
専
門
医
診
察
は
２
ヵ

月
待
ち
、
大
抵
の
症
状
は
市
販
薬
で
対
応
、
と
い
う
臨
床
体
制
で

も
意
外
に
患
者
と
し
て
は
大
丈
夫
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
、
今
後
自
分
の
診
療
姿
勢
に
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
若
干

心
配
に
な
り
ま
す

　
一
方
、
同
行
し
た
夫
は
寿
司
シ
ェ
フ
や
治
験
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

関
連
イ
ベ
ン
ト
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
や
日
本
の
Ｃ
Ｍ 

撮
影
の
エ

キ
ス
ト
ラ
な
ど
、
多
彩
な
バ
イ
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
彼
は
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こ
こ
で
何
を
し
て
い
る
の
？
と
聞
か
れ
る
た
び
、 ”

I am
 

le
a
rn

in
g
 h

o
w

 to ta
k
e ca

re o
f m

y
 w

ife
: co

o
k
in

g
, 

w
ash

in
g
, clean

in
g
...

“

と
答
え
て
い
た
の
で
す
が
、
老
若
男
女

国
籍
問
わ
ず
１
０
０
％
う
け
た
鉄
板
ネ
タ
で
し
た
（
夫
連
れ
で
留

学
す
る
方
に
は
お
勧
め
で
す
）。
私
は
働
く
こ
と
は
か
な
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
２
０
１
２
年
は
女
王
在
位
６０
周
年
や
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
ど
国
家
的
行
事
や
関
連
の
無
料
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
よ
い
息
抜
き
も
で
き
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
を
何

か
国
も
の
友
人
達
と
テ
レ
ビ
で
わ
い
わ
い
見
た
の
も
楽
し
い
思
い

出
で
す
し
、
聖
火
リ
レ
ー
、
男
女
サ
ッ
カ
ー
、
体
操
個
人
総
合
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
車
椅
子
テ
ニ
ス
な
ど
は
現
地
観
戦
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
はE

asy Jet

やR
y
an air

な
ど
格
安
航

空
路
線
が
充
実
し
て
お
り
，
例
え
ば
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ま
で
片
道
￡

１５
程
度
で
行
か
れ
ま
す
の
で
，
マ
ル
タ
島
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ニ

ー
ス
（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
世
界
選
手
権
観
戦
）、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
最
北
端
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
、
時
間
を
つ
く
っ
て
小
旅
行
を

楽
し
め
ま
し
た
。

　
思
い
つ
く
ま
ま
に
書
き
な
ら
べ
ま
し
た
が
、
同
窓
会
の
先
生
方

の
御
援
助
の
お
か
げ
で
楽
し
く
有
意
義
な
留
学
生
活
を
送
れ
た
こ

と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
帰
国
後
は
成
果
を
役
立
て
ら
れ

る
よ
う
、
残
る
１
か
月
を
充
実
し
て
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Bollywood Dance Team

ワークショップ中　おやつは必須
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２
０
１
０
年
4
月
か
ら
、
テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
あ
る
テ

キ
サ
ス
州
立
大
学M

D
 A

n
d
erson C

an
cer C

en
ter, D

iv
ision 

of P
ediatrics

のD
r. K

leinerm
an

ラ
ボ
に
留
学
す
る
機
会
を
頂

き
ま
し
た
。
皆
様
は
、
テ
キ
サ
ス
州
と
い
う
と
、
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
灼
熱
の
砂
漠
、
サ
ボ
テ
ン
、

そ
れ
と
も
縄
を
振
り
回
し
て
牛
を
追
い
か
け
る
カ
ウ
ボ
ー
イ
の

姿
。
確
か
に
テ
キ
サ
ス
に
は
、
カ
ウ
ボ
ー
イ
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た

本
物
の
カ
ウ
ボ
ー
イ
が
沢
山
い
ま
す
。
3
月
の
終
わ
り
に
は
、
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン
で
も
、
カ
ウ
ボ
ー
イ
の
お
祭
り
で
あ
る
ロ
デ
オ
一
色

と
な
り
、
子
供
達
も
、
バ
ン
ダ
ナ
に
カ
ウ
ボ
ー
イ
ハ
ッ
ト
、
ブ
ー

ツ
姿
で
登
校
し
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
砂
漠
や
サ
ボ
テ
ン

と
は
無
縁
で
、
特
に
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
は
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
や
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
地
区
に
高
層
ビ
ル
群
が
立
ち
並
ぶ
、
緑
豊
か
な

全
米
第
4
の
大
都
市
で
す
。
ま
た
、Six F

lags over T
exas

の

言
葉
通
り
、
6
つ
の
国
が
支
配
し
て
き
た
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
中
で
は
特
異
な
歴
史
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
テ
キ
サ
ス
の

州
旗
は
、
10
年
間
と
い
う
短
い
独
立
共
和
国
時
代
の
国
旗
”L

one 

S
tar

“
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
お
り
、
人
々
に
独
立
独
歩
の
気
概

と
誇
り
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
実
際
、
テ
キ
サ
ス

は
唯
一
、
国
旗
と
州
旗
を
同
じ
高
さ
に
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
、
今

で
も
独
立
の
権
利
を
保
有
す
る
唯
一
の
州
な
の
だ
そ
う
で
す
。
メ

キ
シ
コ
か
ら
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
が
多
く
、
街
の
み
な
ら
ず
、

仕
事
場
で
も
ス
ペ
イ
ン
語
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
は
メ
キ
シ
コ
湾
平
野
部
に
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
種

子
島
と
同
じ
緯
度
に
あ
り
ま
す
。
気
候
は
、
熱
帯
湿
潤
気
候
に
属

し
ま
す
。
夏
期
は
長
く
、
暑
く
、
湿
気
も
多
い
で
す
が
、
建
物
と

い
う
建
物
は
す
べ
て
、
冷
房
が
効
き
す
ぎ
る
ほ
ど
効
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
車
移
動
が
主
な
た
め
外
を
歩
く
こ
と
も
ほ
ぼ
な
く
、
む
し

ろ
日
本
よ
り
過
ご
し
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
冬
は
温
暖
で
、

T
シ
ャ
ツ
で
過
ご
す
人
も
い
ま
す
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
主
な
産
業

は
、
石
油
・
ガ
ス
産
業
、
及
び
そ
の
関
連
産
業
で
、
そ
の
他
に
は
、

ハ
イ
テ
ク
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
宇
宙
、
メ
デ
ィ
カ
ル
産
業
な
ど
で

す
。
テ
キ
サ
ス
に
は
デ
ル
の
本
社
が
あ
り
、N

A
S
A

が
あ
り
、
そ

し
て
全
米
最
大
規
模
のT

ex
as M

ed
ical C

en
ter 

（T
M

C

）
が

あ
り
ま
す
（
写
真
１
）。

M
D

 A
nd

erso
n C

ancer C
enter

　
さ
て
、
私
の
留
学
し
て
い
るM

D
 A

n
d
erson C

an
cer 

C
en

ter 

（M
D

A
C

C
） 

は
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
か

M
D

 A
nderson 

留
学
便
り西

　
本
　
和
　
正
　（
73
回
）
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ら
数
マ
イ
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、T

M
C

の
中
に
位
置
し
ま

す
。T

M
C

は
、
東
京
ド
ー
ム
86
個
分
と
い
う
広
大
な
敷
地
に
、

B
ay

lor m
ed

ical colleg
e, R

ice U
n
iv

ersity
, M

eth
od

ist 

H
ospital, H

erm
ann M

em
orial H

ospital, T
exas C

hildren ’
s 

H
osp

ital

な
ど
、
46
の
大
学
、
医
療
施
設
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
、
綿
花
の
売
買
で
巨
額
の
財
を
成
し
たM

D
 

A
n
d
erson

氏
が
、
遺
言
で
「
人
類
の
幸
福
の
た
め
に
」
と
だ
け

書
き
残
し
て
全
財
産
を
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
市
に
寄
付
し
た
と
こ
ろ
か

らT
M

C

の
歴
史
は
始
ま
り
ま
し
た
。T

M
C

は
ア
メ
リ
カ
で
も

っ
と
も
心
臓
手
術
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
有
名
で
、
心
臓
移

植
の
た
め
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
昼
夜
を
問
わ
ず
、
飛
び
交
っ
て
い

ま
す
。

　M
D

A
C

C

は T
M

C

の
中
で
も
ひ
と
き
わ
目
立
つ
建
物
の
癌
専

門
の
施
設
で
す
。
１
９
９
０
年
か
ら
開
始
さ
れ
たU

.S. N
ew

s &
 

W
orld R

ep
ort

誌
の
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ス
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
調
査
に

お
い
て
、
が
ん
部
門
で
毎
年
全
米
1
位
、
2
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ

れ
、
こ
こ
11
年
間
で
、
9
回
1
位
に
輝
い
て
い
ま
す
。
全
米
各
地
、

世
界
中
か
ら
患
者
さ
ん
が
訪
れ
ま
す
。
ベ
ッ
ド
数
は
５
９
４
床
と

そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
職
員
は
1
万
8
千
人
、
患
者
数

は
年
間
約
１
２
０
万
人
、
臨
床
試
験
に
加
わ
っ
て
い
る
患
者
は
約

1
万
人
で
す
。M

ak
in

g C
an

cer H
istory

を
目
標
に
掲
げ
、
患

者
治
療
、
研
究
、
教
育
、
予
防
を
通
し
て
、
が
ん
撲
滅
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

研
究
室
、
研
究
生
活

　
私
が
所
属
す
るE

xperim
ental P

ediatrics

に
は
、
全
部
で
8

つ
の
ラ
ボ
が
あ
り
、
様
々
な
小
児
腫
瘍
を
対
象
に
し
て
基
礎
研
究

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
骨
肉
腫
な
ど
の
神
経
以
外
の
固
形
腫
瘍
を

扱
う
ラ
ボ
は
2
つ
あ
り
、
私
の
所
属
す
る
ラ
ボ
も
そ
の
ひ
と
つ
で

す
（
写
真
２
）。
ラ
ボ
の
仕
事
の
多
く
は
、
骨
肉
腫
の
肺
転
移
に

関
す
る
も
の
で
、
肺
転
移
に
は
腫
瘍
細
胞
表
面
に
発
現
し
て
い
る

F
as

受
容
体
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
基
盤
に

な
っ
て
い
ま
す
。
原
発
巣
に
はF

as

陽
性
細
胞
と
陰
性
細
胞
が
共

に
見
ら
れ
る
が
、
肺
転
移
巣
に
は
陰
性
細
胞
の
み
が
見
ら
れ
ま
す
。

F
as

陽
性
細
胞
は
、F

as

リ
ガ
ン
ド
を
常
時
発
現
し
て
い
る
肺
に

入
る
と
、F

as

シ
グ
ナ
ル
系
の
活
性
化
に
よ
りF

as

陽
性
腫
瘍
細

胞
が
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
を
起
こ
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
肺
微
小
環
境
に

お
い
て
は
、F

as

陰
性
細
胞
だ
け
が
生
き
残
れ
る
と
い
う
も
の
で

す
。
私
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
の
骨
肉
腫
細
胞
が
ど
の
よ
う

にF
as

を
制
御
し
て
い
る
の
か
と
い
う
質
問
に
答
え
る
も
の
で
、

あ
るm

icroR
N

A

がF
as

遺
伝
子
の
発
現
を
制
御
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
転
移
能
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
抗

が
ん
剤
と
し
て
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
、
ヒ
ス
ト
ン
ア
セ
チ
ル

化
酵
素
阻
害
薬
が
、
こ
のm

icroR
N

A

の
発
現
を
い
か
に
調
節
す
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る
か
に
関
し
て
も
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
ラ
ボ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
現
進
行
中
の
も
の
と
し
て
、
骨
肉
腫
に
対
す
る
免

疫
細
胞
療
法
、
化
学
療
法
耐
性
獲
得
の
機
序
と
し
て
の

au
top

h
ag

y
に
関
す
る
研
究
、E

w
in

g

肉
腫
に
関
す
る
血
管
新
生

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ラ
ボ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
週
一
回
あ
り
、
一
ヶ
月
に
一
回
程
度
、

自
分
の
研
究
内
容
を
発
表
し
ま
す
。
最
初
にD

r. K
lein

erm
an

と
お
会
い
し
た
時
に
、”N

o question

はstupid question

“
と

言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
最
初
の
こ
ろ
は
、
な
か
な
か
質
問
で
き
ず

落
胆
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
週
一
回d
ep

artm
en

t

全
体
の
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
り
、
各
ラ
ボ
の
メ
ン
バ
ー
が
順
番
に
発
表

し
た
り
、
他
施
設
か
ら
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
講
演
を
拝
聴
し

た
り
し
ま
す
。
ラ
ボ
で
の
英
会
話
は
今
で
も
苦
労
し
ま
す
が
、
出

来
な
い
な
り
に
も
、
幾
つ
か
の
段
階
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
き
ま

す
。
最
初
の
約
3
ヶ
月
は
、
英
語
を
駆
使
し
て
の
仕
事
の
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
を
通
じ
て
、
英
語
が
う
ま
く
な
っ
た
な
と
感
じ
る
錯
覚
期
。

落
ち
着
い
て
く
る
と
、
日
常
の
会
話
な
ど
で
、
や
っ
ぱ
り
上
手
に

な
っ
て
い
な
い
と
焦
る
自
覚
期
、
最
後
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
に

慣
れ
て
く
る
慣
れ
期
を
経
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
研
究
の
合
間
に
は
、O

rth
op

ed
ics

とP
ed

iatrics

で
時
々
臨

床
見
学
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。P

ed
iatrics

と
、S

arcom
a 

M
edical O

ncology

が
そ
れ
ぞ
れ
小
児
、
大
人
の
骨
軟
部
腫
瘍
の

化
学
療
法
を
行
い
、O

rth
op

ed
ics

が
手
術
を
行
い
ま
す
。

O
rthopedics 

はD
r. L

in

に
つ
い
て
主
に
外
来
の
見
学
を
し
て
い

ま
す
。
一
日
約
30
人
の
患
者
を
診
察
し
、
基
本
的
に
週
2
日
手
術

を
行
い
ま
す
。
症
例
の
内
容
は
、
日
本
と
あ
ま
り
大
差
あ
り
ま
せ

ん
が
、
か
な
り
の
手
術
症
例
数
が
あ
り
ま
す
。
外
来
で
は
、
医
者

は
カ
ル
テ
記
入
や
検
査
予
約
な
ど
せ
ず
、
画
像
や
検
査
結
果
の
説

明
、
術
前
の
ム
ン
テ
ラ
も
意
外
に
簡
単
に
済
ま
せ
ま
す
。
仕
事
の

分
業
化
で
医
者
へ
の
負
担
が
少
な
く
、 

羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
私
の
研
究
留
学
を
金
銭
面
な
ど
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
い
て
い
る

団
体
の
一
つ
に
、Jori Z

em
el C

h
ild

ren
's B

on
e C

an
cer 

F
ou

n
d
ation

が
あ
り
ま
す
。M

D
A

C
C

で
の
骨
肉
腫
と
の
闘
病

の
末
亡
く
な
っ
たJori

と
い
う
患
者
さ
ん
の
御
両
親
が
、
骨
腫
瘍

研
究
や
骨
肉
腫
患
者
さ
ん
の
援
助
の
た
め
に
設
立
し
た
基
金
で

す
。
年
に
何
回
か
開
催
さ
れ
るfu

n
d raisin

g

の
イ
ベ
ン
ト
や
パ

ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
、
御
両
親
や
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
関
係

者
の
方
々
と
の
交
流
に
努
め
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。

留
学
生
活
に
つ
い
て

　
妻
と
娘
2
人
を
連
れ
て
、
家
族
4
人
で
の
渡
米
と
な
り
ま
し
た
。

手
荷
物
以
外
に
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
2
個
、
大
き
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
６
箱
、

シ
ア
ト
ル
で
不
運
が
重
な
り
乗
り
継
ぎ
に
失
敗
し
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
に
到
着
し
た
の
は
夜
中
で
し
た
。
お
ま
け
に
預
け
荷
物
も
届
い

て
お
ら
ず
、
い
き
な
り
ア
メ
リ
カ
の
洗
礼
を
食
ら
い
ま
し
た
。
見
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知
ら
ぬ
土
地
で
、
不
安
を
感
じ
る
私
た
ち
を
出
迎
え
て
く
れ
た
慶

應
の
友
人
の
笑
顔
を
見
た
と
き
に
は
、
本
当
に
安
堵
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
慣
れ
な
い
英
語
を
使
い
な
が
ら
の
生
活
の
セ
ッ
ト
ア

ッ
プ
は
、
ま
さ
に
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
家
族
皆
で
大
変

な
が
ら
も
今
思
え
ば
楽
し
い
日
々
で
し
た
。
一
年
を
通
し
て
、
独

立
記
念
日
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
、
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
、
ク
リ
ス
マ

ス
な
ど
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の
行
事
が
多
く
、
今
で
は
、
家
族
皆

で
楽
し
く
ア
メ
リ
カ
ン
ラ
イ
フ
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
の

生
活
は
多
忙
す
ぎ
て
、
子
供
に
会
え
る
の
は
週
末
だ
け
。
日
曜
の

夜
に
娘
か
ら
“

ま
た
う
ち
に
遊
び
に
来
て
ね”
と
言
わ
れ
る
度
に

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
今
こ
ち
ら
で
は
、
家
族
の
時
間

が
沢
山
あ
り
、
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
父
親
で
あ
る
と
認
識
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
留
学
前
は
、
次
女
出
産
後
の
大
変
な
時
期
で

し
た
が
、
妻
が
渡
米
の
準
備
を
殆
ど
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
子
供

達
に
も
、
学
校
や
言
葉
の
こ
と
な
ど
で
苦
労
を
か
け
た
と
思
い
ま

す
。
私
の
留
学
に
付
き
合
っ
て
く
れ
た
妻
、
子
供
達
に
、
あ
ら
た

め
て
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
メ
デ
ィ
カ
ル
地
区
に
は
予
想
以
上
に
日
本
人
の
医
師
や
、
レ
ジ

デ
ン
ト
、
フ
ェ
ロ
ー
、
私
の
よ
う
な
研
究
留
学
生
が
大
勢
住
ん
で

い
ま
す
。
帰
国
後
も
家
族
ぐ
る
み
で
付
き
合
っ
て
い
け
る
よ
う
な

友
人
に
沢
山
出
会
え
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
で
す
。
ま
た
、
慶
應

三
田
会
や
、
日
本
人
会
等
の
団
体
が
あ
り
、
企
業
の
方
か
ら
、
日

本
人
宇
宙
飛
行
士
ま
で
、
様
々
な
方
と
知
り
合
う
機
会
に
も
恵
ま

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
親
日
家
の
ア
メ
リ
カ
人
の
方
々
に
は
、
ホ

ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
て
頂
い
た
り
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
浸
透

し
て
い
る
教
会
に
も
、
子
供
の
デ
イ
ケ
ア
やE

S
L

の
英
語
レ
ッ
ス

ン
な
ど
を
提
供
し
て
頂
き
、
家
族
全
員
、
随
分
と
お
世
話
に
な
っ

て
い
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
生
活
で
感
じ
る
こ
と
は
、
そ
こ
に
は
ゆ
っ
た
り
と
し

た
生
活
が
あ
る
こ
と
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ
て
い
て
当
然
と
い
う

自
由
な
雰
囲
気
が
あ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
は
と
て
も
心
地
よ
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
私
に
と
っ
て
は
少
し
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
遠

慮
や
、
た
め
ら
い
は
不
要
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
年
齢
を
問
わ

ず
、
何
で
も
楽
し
も
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
る
こ
と
な
ど
。
逆
に
、

窓
口
な
ど
で
の
対
応
が
い
い
加
減
な
こ
と
、
使
い
捨
て
の
文
化
が

浸
透
し
て
い
る
こ
と
、
気
軽
に
病
院
に
か
か
れ
な
い
、
治
安
が
あ

ま
り
良
く
な
い
な
ど
、
日
本
の
良
さ
を
再
確
認
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　
留
学
を
通
じ
て
、
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の
沢
山
の
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今

後
の
日
本
で
の
医
療
活
動
に
役
立
て
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
留
学
の
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
戸
山
教
授
、
留
学
先
を

紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
佐
谷
教
授
、
留
学
の
ご
相
談
に
乗
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
千
葉
一
裕
先
生
、
須
田
康
文
先
生
は
じ
め
、
矢
部
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啓
夫
先
生
、
森
岡
秀
夫
先
生
、
同
級
生
の
堀
内
圭
輔
君
ら
腫
瘍
班

の
先
生
方
、
そ
の
他
大
勢
の
教
室
員
の
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
同
窓
会
の
先
生
方

か
ら
は
多
大
な
留
学
助
成
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

写真２）ラボのメンバー。中央が Dr. Kleinerman、筆者は後列、右から
　　　　2 番目。

写真３）Jori Zemel Children's Bone Cancer Foundation の check presentation
　　　　 の様子。前列左から 3 番目が筆者、4 番目が Dr. Kleinerman、
　　　　7 番目が、前教授で骨肉腫治療の権威 Dr. Norman Jaffe。

写真１）図書室からのテキサスメディカルセンターの眺め。右側の建
　　　　物が MD Anderson Cancer Center の一部。
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私
は
２
０
１
１
年
7
月
よ
り
カ
ナ
ダ
オ
ン
タ
リ
オ
州
ロ
ン
ド
ン

に
あ
るW

estern U
n
iv

ersity

のT
h
e H

an
d an

d U
p
p
er 

L
im

b C
en

tre

に
手
肘
関
節
の
生
体
工
学
の
研
究
目
的
で
留
学
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ロ
ン
ド
ン
は
ト
ロ
ン
ト
と
デ
ト
ロ
イ
ト
の
中
間

に
位
置
す
る
人
口
約
33
万
人
の
学
園
都
市
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の

ロ
ン
ド
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ナ
ダ
は
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
下
に

あ
っ
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
名
や
名
前
が
様
々
な
と
こ
ろ
で
使

用
さ
れ
て
お
り
、
ロ
ン
ド
ン
も
そ
の
一
つ
で
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、

テ
ム
ズ
川
や
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
通
り
な
ど
イ
ギ
リ
ス
と
勘
違
い

し
て
し
ま
い
そ
う
な
名
前
が
様
々
な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
緑
が
豊
か
な
こ
の
ロ
ン
ド
ン
はforest city

と
呼
ば
れ
て
お

り
、
多
く
の
公
園
が
あ
り
、
町
中
で
芝
の
良
い
香
り
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
夏
は
最
高
の
季
節
で
あ
り
、
休
日
は
近
く
の
川
や
湖
で
カ

ヌ
ー
や
湖
水
浴
を
し
て
快
適
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
平
日

も
夜
21
時
ま
で
明
る
い
た
め
、
仕
事
か
ら
帰
宅
後
も
美
し
い
公
園

で
家
族
と
遊
ぶ
時
間
が
十
分
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
冬
の
寒
さ
は

厳
し
く
、
気
温
が
-20
℃
以
下
に
な
る
こ
と
や
、
大
雪
の
た
め
学
校

や
職
場
が
休
み
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
そ
う
で
す
が
、
昨

冬
は
幸
い
記
録
的
な
暖
冬
と
な
り
、
あ
ま
り
苦
労
す
る
こ
と
な
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
研
究
は
、
新
鮮
屍
体
を
用
い
た
手
関
節
の
動
作
解
析
と
、
肘
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、
有
名
な
肘
関
節
外
科
医
で
あ
るG

rah
am

 

K
in

g

先
生
と
工
学
部
の
教
授
のJam

es Joh
n
son

先
生
の
指
導

の
下
、
数
名
の
工
学
部
の
大
学
院
生
と
整
形
外
科
の
レ
ジ
デ
ン
ト

が
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
与
え
ら
れ
、
協
力
し
て
研
究
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
特
に
新
鮮
屍
体
を
用
い
た
研
究
で
は
レ
ジ
デ
ン
ト
が
屍

体
手
術
を
行
い
、
大
学
院
生
が
解
析
を
行
う
と
い
う
形
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
得
意
分
野
を
生
か
し
て
効
率
的
に
仕
事
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
臨
床
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
も
参
加
し
、
外
来
や
手
術

の
見
学
も
数
回
行
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
臨
床
を
見
学
し
て
痛
感

し
た
の
は
、
教
育
体
系
の
素
晴
ら
し
さ
で
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
実

に
教
育
熱
心
で
、
レ
ジ
デ
ン
ト
は
勉
強
熱
心
で
す
。
毎
朝
7
時
か

ら
の
ス
タ
ッ
フ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
に
多
く
の
レ
ジ
デ
ン
ト
が
参
加

し
、
積
極
的
に
質
問
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
教
育
す
る
こ
と

は
ス
タ
ッ
フ
の
義
務
で
あ
り
、
レ
ジ
デ
ン
ト
に
と
っ
て
権
利
で
あ

る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。
レ
ジ
デ
ン
ト
も
ス
タ
ッ
フ
も
多
く
の

文
献
を
読
ん
で
お
り
、
質
問
に
は
必
ず
論
文
を
根
拠
に
回
答
し
て

留
学
便
り

西
　
脇
　
正
　
夫
（
74
回
）
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き
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
治
療
を
常
に
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
て
決

定
し
よ
う
と
努
力
し
て
お
り
、
独
自
の
経
験
の
み
に
基
づ
い
た
治

療
を
行
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
カ
ナ
ダ
の
ほ
と

ん
ど
の
病
院
が
新
た
に
整
形
外
科
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
う
経
済
的
な

余
裕
が
な
い
た
め
、
か
な
り
優
秀
で
な
け
れ
ば
ス
タ
ッ
フ
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
そ
う
で
あ
り
、
勉
強
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
留
学
や
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
は
通
常
は
若
い
う
ち
に
行
う
べ
き
と

さ
れ
て
お
り
、
整
形
外
科
6
年
目
で
行
う
こ
と
が
北
米
で
は
一
般

的
で
す
。
私
は
整
形
外
科
17
年
目
で
留
学
し
た
た
め
、
ど
う
し
て

今
頃
留
学
に
来
た
の
か
と
不
思
議
が
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

し
か
し
、
カ
ナ
ダ
に
来
て
か
ら
経
験
し
た
こ
と
は
日
常
生
活
仕
事

と
も
に
す
べ
て
が
新
鮮
で
あ
り
、
40
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
こ
ん
な
に

も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
毎
日
新
た
に
学
ぶ
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と

は
た
い
へ
ん
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
戸
山
教

授
、
医
局
長
、
手
外
科
班
の
ス
タ
ッ
フ
の
先
生
方
に
こ
の
場
を
か

り
て
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
慶
大
整

形
外
科
同
窓
会
・
海
外
留
学
支
援
基
金
に
よ
る
援
助
を
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
留
学
で
学
ん
だ
こ
と
が
何
ら
か
の

形
で
教
室
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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私
は
２
０
１
１
年
10
月
よ
り
、
ス
イ
ス
の
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン

州
に
あ
るK

an
ton

ssp
ital S

t.G
allen

に
お
い
て
留
学
生
活
を
送

っ
て
お
り
ま
す
。

　
ス
イ
ス
は
ア
ル
プ
ス
の
風
光
明
媚
な
大
自
然
を
体
感
で
き
る
こ

と
か
ら
日
本
人
の
旅
行
客
の
人
気
も
高
い
こ
と
で
知
ら
れ
ま
す

が
、 

ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
と
い
う
街
は
代
表
的
な
観
光
地
か
ら
は

離
れ
て
お
り
日
本
で
の
知
名
度
は
低
い
と
思
い
ま
す
。

ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
は
地
理
的
に
は
ス
イ
ス
経
済
・
交
通
の
中
心

で
あ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
か
ら
東
に
約
70
㎞
、
電
車
で
１
時
間
強
の

距
離
に
あ
る
東
ス
イ
ス
地
方
の
中
核
都
市
で
、
人
口
約
７
万
5
千

人
の
静
か
な
街
で
す
。
近
く
に
は
ボ
ー
デ
ン
湖
を
は
さ
ん
で
ド
イ

ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
境
も
近
く
、
現
在
で
は
パ
ス
ポ
ー
ト
チ
ェ

ッ
ク
も
廃
止
さ
れ
人
の
往
来
も
盛
ん
で
す
。

　
私
の
所
属
し
て
い
る
“K

an
ton

ssp
ital

”
は
直
訳
す
れ
ば
「
州

立
病
院
」
で
す
が
、
東
ス
イ
ス
地
方
の
中
核
病
院
と
な
っ
て
お
り
、

ス
イ
ス
国
内
に
お
い
て
６
番
目
に
大
き
い
病
院
で
病
床
も
８
０
０

床
以
上
を
有
し
て
い
ま
す
。
広
大
な
敷
地
に
10
階
以
上
を
有
し
た

メ
イ
ン
の
２
つ
の
建
物
を
中
心
に
大
小
併
せ
て
20
以
上
の
病
院
関

係
の
建
物
が
存
在
し
現
在
も
新
病
棟
を
建
設
中
で
あ
り
、
日
本
の

大
学
病
院
な
み
の
規
模
で
す
。
当
然
の
事
な
が
らL

ev
el 1

の
救

急
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
東
ス
イ
ス
地
方
の
み
な
ら
ず
同
地
方
に
隣

接
し
た
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
で

患
者
が
搬
送
さ
れ
て
き
ま
す
。

　
こ
ち
ら
で
お
世
話
に
な
り
、
ま
ず
は
じ
め
に
驚
い
た
の
が
ス
タ

ッ
フ
の
多
い
こ
と
で
し
た
。
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
数
は
公
称
で
は

３
０
０
０
名
以
上
の
職
員
が
お
り
、
当
院
に
勤
務
す
る
常
勤
医
師

の
数
も
整
形
外
科
で
45
名
、
私
の
所
属
し
て
い
る
手
外
科
・
形
成

外
科
も
11
名
と
こ
ち
ら
も
日
本
の
大
学
病
院
並
み
で
す
。

　
私
が
師
事
し
て
い
るP

rof. G
rü

n
ert

は
現
在
は
ス
イ
ス
で
教

授
職
に
就
か
れ
て
い
ま
す
が
元
々
は
ド
イ
ツ
出
身
で
、
西
洋
人
に

は
珍
し
く
敬
虔
な
仏
教
徒
で
も
あ
り
、
ま
た
親
日
家
で
何
度
か
日

本
の
学
会
に
も
講
演
に
い
ら
し
て
い
ま
す
。
臨
床
面
で
は
手
の
手

術
の
み
な
ら
ず
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
悪
性
黒
色
腫
、
脂
肪
肉
腫
な

ど
の
悪
性
腫
瘍
摘
出
、
そ
の
後
の
皮
弁
再
建
な
ど
も
自
ら
積
極
的

に
こ
な
し
、
私
も
手
外
科
だ
け
で
な
く
、
日
本
で
は
あ
ま
り
見
る

機
会
の
な
い
形
成
外
科
的
手
術
に
も
手
洗
い
し
て
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
当
科
は
ス
イ
ス

国
内
で
数
カ
所
し
か
な
い
学
会
認
定
Ａ
ラ
ン
ク
の
研
修
施
設
の
た

め
、
ス
イ
ス
内
外
か
ら
多
く
の
医
師
が
見
学
に
訪
れ
ま
す
。

K
antonsspital St.G

allen

留
学
記

森
　
田
　
晃
　
造
（
74
回
）
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毎
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
毎
朝
集
合
は
7:

30
で
教
授
回

診
の
あ
る
木
曜
日
以
外
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
前
日
の
急
患

の
画
像
検
討
、
手
術
結
果
報
告
、
ま
た
翌
日
の
手
術
の
確
認
を
行

い
ま
す
。

そ
の
後
毎
日
8
時
過
ぎ
か
ら
手
術
が
あ
り
ま
す
。
手
術
は
毎
日
行

わ
れ
て
お
り
、
月
・
水
は
２
列
、
火
・
木
は
１
列
、
金
は
３
列
の

手
術
枠
が
あ
り
ま
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
も
豊
富
で
す
の
で
人
が
足
り

な
く
て
術
者
の
み
で
手
術
す
る
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
あ
り
ま
せ

ん
。
麻
酔
の
導
入
、
覚
醒
は
す
べ
て
前
室
で
行
わ
れ
、
手
術
前
の

準
備
も
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
行
い
医
師
は
手
術
の
み
に
専
念
で

き
、
手
術
が
終
わ
れ
ば
既
に
前
室
で
麻
酔
導
入
さ
れ
た
次
の
患
者

が
待
っ
て
い
る
と
い
う
流
れ
の
た
め
、
件
数
が
多
く
て
も
非
常
に

ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。
症
例
数
も
年
間
約
２
０
０
０
件
弱
、
手

外
科
だ
け
で
も
１
３
０
０
件
弱
と
か
な
り
多
い
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
体
制
で
す
の
で
緊
急
手
術
以
外
で
夜
間
ま
で
手
術
に
な
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

手
術
器
具
や
固
定
材
料
も
ま
だ
日
本
に
導
入
さ
れ
て
い
な
い
新
し

い
も
の
が
数
多
く
あ
り
、
治
療
に
関
し
て
選
択
肢
が
多
い
の
も
羨

ま
し
い
限
り
で
す
。

　
月
、
水
、
金
の
午
後
、
木
曜
の
午
前
は
外
来
が
あ
り
、
私
は
教

授
外
来
に
つ
い
て
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
も
ス
イ
ス
の
み
な
ら
ず
他
国
か
ら
も
来
て
お
り
、
予
約
、
紹
介

患
者
の
み
の
た
め
一
人
に
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
診
察
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
教
授
は
一
例
ご
と
に
入
室
前
に
英
語
で
患
者

さ
ん
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
れ
、
診
察
後
も
時
間
が
あ
れ
ば
治
療

方
針
な
ど
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
設
け
て
く
だ
さ
る
の

で
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
こ
ち
ら
の
診
療
ス
タ
イ
ル
で
驚
い
た
の
は
、
す
べ
て
の
医

師
の
診
療
録
は
診
察
終
了
後
に
ボ
イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
に
口
頭
で
入

力
す
る
だ
け
で
あ
り
、
後
ほ
ど
数
名
の
秘
書
が
タ
イ
ピ
ン
グ
し
て

文
書
化
し
ま
す
。
電
子
カ
ル
テ
に
直
接
打
ち
込
む
日
本
の
一
般
的

な
ス
タ
イ
ル
と
は
異
な
り
一
見
す
る
と
非
効
率
の
よ
う
で
す
が
、

入
力
時
は
紹
介
先
の
医
師
に
返
事
を
書
く
よ
う
に
話
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
タ
イ
ピ
ン
グ
し
た
書
面
が
そ
の
ま
ま
返
信
に
も
な
り
紹

介
先
に
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
医
師
の
負
担
と
し
て
は
だ
い
ぶ
軽
減

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
ス
イ
ス
に
来
て
日
本
と
の
労
働
環
境
の
違
い
は

「
マ
ン
パ
ワ
ー
」
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。
ど
の
セ
ク
シ
ョ
ン
も
ス

タ
ッ
フ
が
豊
富
な
こ
と
で
、
皆
余
裕
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
て
い

ま
す
し
、
休
暇
も
十
分
に
と
れ
て
い
ま
す
。
当
然
雇
用
も
生
ま
れ

る
た
め
、
周
囲
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
べ
失
業
率
が
低
い
の
も

理
解
で
き
ま
す
。
勿
論
そ
れ
だ
け
の
人
件
費
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で

き
る
よ
う
な
政
策
の
違
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
人
手
不
足
が

常
態
化
し
て
い
る
日
本
の
医
療
事
情
と
は
格
段
の
差
を
感
じ
ま
す
。
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学
問
的
な
活
動
と
し
て
はP

rof. G
rü

n
ert

が
会
長
を
務
め
ら

れ
た
橈
骨
遠
位
端
骨
折
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
私
は
日
本
で
ま
と
め
た
デ
ー
タ
を
発
表
し
ま
し
た
。

欧
米
の
著
明
な
先
生
方
の
い
る
前
で
の
発
表
は
い
さ
さ
か
緊
張
し

ま
し
た
が
、
多
く
の
先
生
方
と
も
知
り
合
う
機
会
が
で
き
貴
重
な

経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
6
月
に
は
ベ
ル
ギ
ー
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
開
催
さ
れ
た
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
手
外
科
学
会
で
も
発
表
の
機
会
を
得
ら
れ
、
そ
こ
で
中
村

先
生
、
佐
藤
先
生
を
は
じ
め
同
門
の
諸
先
生
方
と
も
お
会
い
で
き
、

久
し
ぶ
り
に
日
本
語
で
会
話
が
で
き
た
こ
と
も
逆
に
新
鮮
で
し
た
。

ま
たP

rof. G
rü

n
ert

が
編
集
し
て
い
る
橈
骨
遠
位
端
骨
折
に
関

す
る
教
科
書
の
作
成
に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
り
当
院
の
デ

ー
タ
を
利
用
し
臨
床
研
究
を
行
っ
た
り
と
、
見
学
の
み
な
ら
ず

日
々
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
以
外
の
面
で
は
、
週
末
は
フ
リ
ー
で
す
の
で
、
寒
く
長
い

冬
を
乗
り
越
え
た
今
で
は
ス
イ
ス
の
自
然
を
堪
能
し
て
い
ま
す
。

ス
イ
ス
の
面
積
は
九
州
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
で
、
公
共
交
通
機
関
が

発
達
し
て
い
る
の
で
ど
こ
へ
行
く
の
も
便
利
で
す
。
温
か
く
な
っ

て
か
ら
は
天
気
が
よ
け
れ
ば
ス
イ
ス
各
地
の
山
や
湖
を
ハ
イ
キ
ン

グ
し
た
り
、
し
ば
し
ば
同
僚
や
知
人
の
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
に
招

か
れ
た
り
と
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
家
族
で
ゆ

っ
く
り
過
ご
す
時
間
が
と
れ
る
こ
と
も
、
海
外
留
学
生
活
の
恩
恵

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
医
療
、
研
究
が
世
界
の
中
で
も
最
先
端
の
レ
ベ
ル
と
な

っ
た
現
在
、
海
外
留
学
は
先
輩
方
が
行
か
れ
た
時
よ
り
も
得
ら
れ

る
も
の
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
日
本
に
い
れ
ば
不
要

な
不
安
・
苦
労
も
数
多
く
あ
り
ま
す
し
、
金
銭
的
に
も
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
を
凌
駕
す
る
だ
け
の
メ
リ
ッ
ト
、
即
ち
異
文
化

で
の
生
活
・
医
療
環
境
に
身
を
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
文

化
、
医
療
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
視
野
を
広
げ
ら
れ
た
こ

と
、
ま
た
留
学
を
通
じ
て
多
く
の
海
外
の
医
師
と
接
し
意
見
交
換

す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
知
見
、
人
脈
は
自
分
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
貴
重
な
財
産
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

若
い
先
生
で
海
外
留
学
を
考
え
て
い
る
方
は
、
是
非
機
会
を
み
つ

け
て
留
学
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
今
回
の
留
学
を
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
戸

山
教
授
、
留
学
に
際
し
ご
面
倒
を
お
か
け
し
た
須
田
前
医
局
長
、

上
肢
班
ス
タ
ッ
フ
の
諸
先
生
方
、
最
後
に
留
学
を
後
押
し
し
て
い

た
だ
い
た
前
任
地
の
川
崎
市
立
川
崎
病
院
の
堀
内
院
長
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

謝
辞

　
本
留
学
は
慶
大
整
形
同
窓
会
海
外
留
学
支
援
基
金
よ
り
ご
援
助

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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Kantonsspital St.Gallen を見下ろす丘の上より
同僚との食事会にて

　
２
０
１
１
年
7
月
よ
り
、
中
村
俊
康
先
生
の
ご
紹
介
に
よ
り

U
C

 Irv
in

e

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー
バ
イ
ン
校
）
の
放
射

線
科
に
研
究
留
学
し
て
お
り
ま
す
77
回
生
上
肢
班
所
属
の
山
部
英

行
で
す
。
こ
の
た
び
は
「
ふ
る
さ
と
」
に
寄
稿
の
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
留
学
を
開
始
し
て
ち
ょ
う

ど
１
年
が
経
過
し
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
に
も
か
な
り
慣
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
私
の
住
む
ア
ー
バ
イ
ン
と
い
う
街
の
名
は
日
本
の
皆
様
に
は
な

じ
み
が
薄
い
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

と
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
置
し
、
ど
ち
ら
の
大
都

市
に
も
車
で
１
時
間
ほ
ど
で
す
。
誕
生
し
て
か
ら
ま
だ
40
年
程
度

と
歴
史
は
浅
く
、
そ
の
昔
、
オ
レ
ン
ジ
畑
が
広
が
っ
て
い
た
広
大

な
土
地
を
ア
ー
バ
イ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
と
い
う
巨
大
不
動
産
屋
が
開

拓
し
て
つ
く
っ
た
近
代
的
な
街
で
す
。
す
ぐ
近
く
に
は
ニ
ュ
ー
ポ

ー
ト
ビ
ー
チ
や
ラ
グ
ナ
ビ
ー
チ
と
い
っ
た
ビ
ー
チ
沿
い
の
高
級
住

宅
街
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
人
で
も
富
裕
層
が
住
む
街
で
あ
る
た
め

生
活
費
は
そ
れ
な
り
に
か
か
り
ま
す
が
、
治
安
は
渋
谷
よ
り
も
数

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー
バ
イ
ン
校
よ
り

山
　
部
　
英
　
行
（
77
回
）
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段
安
全
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
繁
華
街
が
な
く
、
ナ
イ
ト
ラ

イ
フ
の
充
実
度
が
低
い
た
め
こ
ち
ら
の
若
者
に
は
退
屈
な
街
の
よ

う
で
す
が
、
自
分
に
は
こ
れ
く
ら
い
の
方
が
落
ち
着
い
て
暮
ら
せ

る
た
め
大
変
気
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
天
候
は
一
年
を
通
じ
て
温

暖
で
、
年
十
日
く
ら
い
し
か
雨
が
降
ら
ず
、
紫
外
線
の
問
題
を
除

け
ば
間
違
い
な
く
体
に
は
優
し
い
で
す
。
毎
週
の
よ
う
に
近
場
で

マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
自
転
車
の
レ
ー
ス
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
大
会
が
行

わ
れ
、
ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
も
安
く
て
い
い
コ
ー
ス
が
無
数
に
あ
る

た
め
ス
ポ
ー
ツ
好
き
に
は
ま
さ
に
天
国
と
言
え
る
場
所
で
す
。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー
バ
イ
ン
校
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
州
立
大
学
で
、U

C
L
A

（
ロ
ス
）、U

C
S
F

（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
）、U

C
S
D

（
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
）
に
次
い
で
4
番
目
の
州
立
大

学
で
す
。
私
の
勤
務
す
るU

C
 Irv

in
e

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は

市
内
中
心
に
陣
取
る
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
は
車
で
15
分
ほ
ど
離
れ
た

ア
ナ
ハ
イ
ム
に
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
っ
ぽ
い
感
じ
で
は

な
い
の
で
す
が
、
5
分
以
内
の
場
所
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
や
エ

ン
ジ
ェ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
が
あ
り
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
い

う
点
で
は
抜
群
の
立
地
で
す
。
こ
こ
で
私
は
現
在
、
日
本
人
教
授

の
吉
岡
大
（
よ
し
お
か
ひ
ろ
し
）
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
拡
散

強
調
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
末
梢
神
経
障
害
の
診
断
に
関
す
る
臨
床
研
究

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
一
言
で
簡
単
に
言
う
と
患
者
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画

像
を
撮
っ
て
解
析
す
る
研
究
な
の
で
す
が
、
日
本
と
は
違
っ
た
苦

労
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
言
葉
は
悪
い
で
す
が
、
日
本
で
は
適

当
に
そ
こ
ら
辺
に
い
る
人
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
捕
ま
え
て
診

療
時
間
外
の
夜
中
な
ど
に
撮
像
す
る
な
ん
て
実
験
が
比
較
的
簡
単

に
で
き
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
を
稼
働
さ
せ
る
の

に
1
回
あ
た
り
約
２
０
０
０
ド
ル
と
い
っ
た
具
合
に
、
た
と
え
実

験
で
も
か
な
り
の
費
用
が
発
生
し
て
し
ま
う
と
い
う
背
景
の
違
い

が
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
や
被
験
者
が
患
者
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

そ
の
お
金
を
誰
が
払
う
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
（
も
ち
ろ
ん
患

者
や
保
険
会
社
は
必
要
検
査
以
外
払
わ
な
い
）、
研
究
を
遂
行
す

る
た
め
に
グ
ラ
ン
ト
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
何

よ
り
も
ま
ず
、
一
か
ら
新
規
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
た

め
に
は
施
設
内
倫
理
委
員
会
で
あ
る
Ｉ
Ｒ
Ｂ 

（in
stitu

tion
al 

review
 board

）
を
通
し
、
ま
た
、
患
者
か
ら
厳
格
なinform

ed 

con
sen

t

を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ
を
い
い
か

げ
ん
に
行
う
と
論
文
を
投
稿
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
訴
訟
に
発
展

す
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
最
近
慶
應
病
院
内
で
も
某
科
で
似
た

よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
の
で
、
日
本
で
も
か
な
り
厳
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を

行
う
こ
と
は
、
大
学
院
な
ど
で
経
験
済
み
の
先
生
方
に
と
っ
て
は

朝
飯
前
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
般
病
院
で
臨
床
し
か
や

っ
て
こ
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
全
て
が
新
鮮
な
体
験
で
す
。
さ

ら
に
英
語
の
ハ
ー
ド
ル
や
文
化
の
違
い
な
ど
も
乗
り
越
え
て
い
か
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
学
術
面
以
外
で
の
ス
ト
レ
ス
も
多
い

の
で
す
が
貴
重
な
体
験
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
貪
欲
に
ト
ラ

イ
し
て
お
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
こ
ち
ら
に
来
て
自
分
が
新
規

に
立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
い
い
論
文
を
一
つ
仕
上
げ
る
の

が
目
標
で
す
。

　
日
常
生
活
は
、
日
本
の
勤
務
医
時
代
と
比
べ
る
と
か
な
り
ゆ
と

り
を
も
っ
た
生
活
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
義
務
の
勤

務
時
間
と
い
っ
た
も
の
は
一
切
な
く
、
決
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に

そ
れ
な
り
の
成
果
を
出
せ
ば
よ
い
感
じ
な
の
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
あ
ま
り
に
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
す
ぎ
て
怠
け
て
し
ま
い
そ
う
な
の
で
、
基
本
的
に
月
曜
か

ら
金
曜
の
9

−

17
時
は
職
場
に
い
る
よ
う
に
自
分
で
ル
ー
ル
を
決

め
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
土
日
、
祝
日
は
た
ま
に
ボ
ス
か
ら
の

指
令
が
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
基
本
的
に
は
フ
リ
ー
で
す
の

で
、
仕
事
は
一
切
せ
ず
に
自
分
の
時
間
に
充
て
て
お
り
ま
す
。
マ

ラ
ソ
ン
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

だ
り
、
近
場
の
観
光
を
し
た
り
と
い
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
以
上
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、
仕
事
に
遊
び
に
と
か
な
り
充
実
し

た
生
活
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
た
だ
一
点
惜

し
む
べ
き
こ
と
は
単
身
で
来
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
（
爆
）。
も

ち
ろ
ん
こ
ち
ら
に
来
て
新
し
い
友
達
は
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た

し
、
家
族
持
ち
に
は
で
き
な
い
エ
ン
ジ
ョ
イ
ぶ
り
（
？
）
で
あ
る

自
信
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
旅
行
し
た

り
お
い
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
っ
た
り
な
ん
て
こ
と
は
や
は
り
家

族
が
い
た
方
が
よ
り
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
留
学
を

考
え
て
お
ら
れ
る
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
早
め
に
結

婚
し
て
子
供
を
つ
く
っ
た
方
が
い
い
で
す
よ
（
笑
）。

　
私
は
研
究
留
学
な
の
で
臨
床
留
学
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

の
で
す
が
、
今
後
研
究
留
学
を
視
野
に
入
れ
て
お
ら
れ
る
若
手
の

先
生
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
自
分
の
数
々
の
失

敗
談
を
ふ
ま
え
た
上
で
留
学
と
い
う
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
最
後
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
留
学
先
探
し

：	

中
に
は
特
に
頑
張
ら
な
く
て
も
上
の
先
生
に

「
こ
こ
行
っ
て
み
な
い
？
」
と
誘
わ
れ
る
先
生
も
い
る
で
し
ょ
う

が
、
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
そ
の
言
葉
を
待
っ
て
い
た
の
で
は

結
局
留
学
で
き
な
い
な
ん
て
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私

の
持
論
で
は
、
留
学
を
経
験
す
る
年
齢
は
若
い
ほ
ど
よ
り
多
く
の

も
の
を
吸
収
で
き
有
意
義
な
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り

留
学
先
探
し
の
段
階
で
で
き
る
だ
け
無
駄
な
時
間
を
費
や
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
で
す
。
こ
の
点
、
自
分
は
頑
張
り
方
が
わ
か
ら

ず
、
か
な
り
出
遅
れ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
い
つ
留
学
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
な
と
気
づ
い
た
の
が
卒
後

8
年
目
く
ら
い
で
、
ま
だ
学
位
研
究
の
最
中
で
し
た
。
そ
れ
以
降
、

研
究
活
動
と
平
行
し
て
色
々
な
方
面
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
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る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
国
際
学
会
に
た
く
さ
ん
出
席
し
た
り
、

医
学
雑
誌
の
裏
に
つ
い
て
い
る
ポ
ス
ド
ク
求
人
の
欄
に
目
を
通
し

た
り
。
最
終
的
に
は
ア
メ
リ
カ
中
の
大
学
の
整
形
外
科
の

W
eb

site
を
調
べ
、
ポ
ス
ド
ク
を
募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
（
全
部

で
50
く
ら
い
？
）
に
片
っ
端
か
ら
Ｐ
Ｓ
、
Ｃ
Ｖ
と
自
分
の
論
文
を

送
り
ま
し
た
。
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
経
験
し
た
こ
と

の
な
いM

olecular biology

も
で
き
る
な
ど
と
、	

か
な
り
の
は

っ
た
り
（
と
い
う
か
嘘
）
も
か
ま
し
ま
し
た
（
笑
）。
ま
た
、
施

設
ご
と
に
研
究
の
内
容
を
調
べ
、
そ
れ
に
応
じ
た
Ｐ
Ｓ
を
ひ
と
つ

ひ
と
つ
作
成
し
た
の
で
、
か
な
り
骨
の
折
れ
る
作
業
で
し
た
。
た

だ
、
こ
ち
ら
に
来
て
み
て
色
々
な
教
授
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ

り
わ
か
っ
た
の
で
す
が
、
ど
こ
の
馬
の
骨
と
も
わ
か
ら
な
い
者
か

ら
の
手
紙
、
メ
ー
ル
は
基
本
的
に
中
身
を
見
る
こ
と
も
な
く	

ゴ

ミ
箱
行
き
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
3
施
設
か
ら
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
返
事
を
い
た
だ
き	

ま
し
た
。
う
ち
1
箇
所
の
教
授
と
は
電
話
で	

面
接
し
Ｏ
Ｋ
と
の
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
待
遇

面
で
折
り
合
い
が
つ
か
ず
断
念
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
結
果
的

に
は
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
中
村
先
生
よ
り
留
学
の
お
話
を
頂
き
現

在
の
と
こ
ろ
に
落
ち
着
い
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
ラ
ッ
キ
ー
に
期

待
す
る
ば
か
り
で
は
道
は
開
け
ま
せ
ん
の
で
自
分
か
ら
積
極
的
に

何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

２
．
業
績
の
積
み
重
ね

：

英
語
の
苦
手
な
日
本
人
は
前
も
っ
て
英

会
話
教
室
に
通
う
の
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
大
切

な
の
は
自
分
が
ど
ん
な
業
績
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
簡
単
に
言
う
と
、
い
い
論
文
（
も
ち
ろ
ん
英
文
）
を
い
く
つ

持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
如
何
に
よ
っ
て
は
初
対
面

か
ら
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
業
績
の
少
な
い

も
の
は
土
俵
に
す
ら
登
れ
ま
せ
ん
。
あ
と
、
グ
ラ
ン
ト
の
獲
得
も

大
切
で
す
。
グ
ラ
ン
ト
を
持
っ
て
い
る
と
留
学
中
の
経
済
的
援
助

に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
グ
ラ
ン
ト
獲
得
歴
も
そ
の
人

の
立
派
な
履
歴
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
次
の
グ
ラ
ン
ト
も
獲
得

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
留
学
先
が
決
ま
ら
な
い
間
は

日
本
で
で
き
る
こ
と	

に
全
力
を
注
ぎ
、
自
分
と
い
う
商
品
価
値
を

高
め
て
お
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。
た
だ
、
言
葉
で
言
う
の
は

簡
単
で
す
が
、
業
績
を
積
み
重
ね
る
の
は
本
当
に
大
変
で
す
よ
ね
。

頑
張
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
は
結
果
が
出
ま
せ
ん
。「
神
様

は
必
ず
見
て
い
る
」、
こ
れ
は
戸
山
教
授
か
ら
何
度
も
か
け
て
い

い
た
だ
い
た
お
言
葉
で
す
。
ど
ん
な
に
つ
ら
く
結
果
が
出
な
く
て

も
、
今
で
き
る
こ
と
を
地
道
に
が
ん
ば
っ
て
い
れ
ば
必
ず
誰
か
が

ど
こ
か
で
そ
れ
を
見
て
い
て
、
そ
の
努
力
が
評
価
さ
れ
る
時
が
必

ず
来
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
こ
の
言
葉
の
意
味
を
よ
り
深

く
考
え
て
み
る
と
、
も
し
現
在
自
分
が
評
価
さ
れ
て
い
な
い
な
ら

ば
、
そ
れ
は
過
去
の
自
分
の
努
力
が
足
り
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ

る
の
で
、
も
う
一
度
自
分
を
振
り
返
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
も
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言
え
ま
す
。
私
自
身
も
業
績
は
さ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
し
偉
そ
う
な

こ
と
は
全
く
言
え
ま
せ
ん
が
、
戸
山
教
授
の
こ
の
お
言
葉
は
本
当

に
的
を
射
て
い
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
由
緒
正
し
き
同
門
会
誌
へ
の
寄
稿
と
い

う
こ
と
で
ず
い
ぶ
ん
堅
苦
し
い
文
章
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
こ
こ
で
は
言
え
な
い
よ
う
な
話
（
ア
メ
リ
カ
婚
活
事
情
、
一

人
暮
ら
し
の
夜 

in 

Ｕ
Ｓ
Ａ
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ゴ
ル
フ
場
ラ

ン
キ
ン
グ
な
ど
）
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
ま

た
は
遊
び
に
来
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
留
学
に
関
し
最
大
限
の
ご
理
解

と
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
、
貴
重
な
勉
強
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ

っ
た
戸
山
芳
昭
教
授
、
中
村
俊
康
先
生
、
須
田
康
文
前
教
室
幹
事
、

森
岡
秀
夫
教
室
幹
事
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
私
の
留
学
中

の
生
活
は
慶
大
整
形
同
窓
会
の
海
外
留
学
支
援
基
金
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
基
金
に
ご
寄
付
く
だ
さ
り
ま
し
た
先
生
方

に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
留
学
で

得
た
経
験
や
知
識
を
持
ち
帰
り
、
そ
れ
ら
を
臨
床
の
場
で
還
元
し
、

ま
た
後
進
の
先
生
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
恩
返
し
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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私
は
平
成
２２
年
４
月
か
ら
平
成
２４
年
３
月
ま
で
戸
山
芳
昭
教
授

の
ご
高
配
の
も
と
、
米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
あ
るT

h
om

as 

Jefferson

大
学
整
形
外
科
に
留
学
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
、
ふ

る
さ
と
で
私
の
留
学
に
つ
い
て
皆
様
に
ご
紹
介
で
き
る
こ
と
を
大

変
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
の
留
学
先
の
中
で
も
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

と
い
う
街
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
の
街
を
御
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
は
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
に
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
間
に
位
置
し
、
ア
メ
リ
カ

が
独
立
宣
言
し
た
際
に
自
由
の
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
た
場
所
で
す
。
比

較
的
、
ア
メ
リ
カ
の
中
で
は
町
並
み
は
古
く
、
全
米
第
５
位
の
人

口
を
持
つ
都
市
で
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
４
大
ス
ポ
ー
ツ
は
す

べ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
を
有
し
て
お
り
、
特
に
日
本
で
は
Ｍ
Ｌ

Ｂ
の
フ
ィ
リ
ー
ズ
が
有
名
で
す
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｌ
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
ズ
も

毎
年
、
優
勝
争
い
を
す
る
チ
ー
ム
で
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
民

に
は
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美

術
館
や
、
一
度
倒
産
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
交
響
楽
団
な
ど
も
人
気
が
あ
り
、
私
た
ち
家
族
も
よ
く
足
を
運

び
ま
し
た
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
街
の
中
心
地
にT

h
om

as 

Jefferson

大
学
は
存
在
し
、Jefferson M

edical C
ollege

が
前

身
で
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
大
学
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
照
的
に
、

近
く
に
あ
る
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
は
規
模
が
非
常
に
大
き
く
、

日
本
人
研
究
者
も
多
数
在
籍
し
て
お
り
、
医
学
に
関
す
る
様
々
な

分
野
で
両
大
学
は
活
発
に
交
流
し
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
私
も
ペ

ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
に
研
究
留
学
さ
れ
て
い
る
他
大
学
（
名
古
屋

大
学
、
大
阪
市
立
大
学
）
の
整
形
外
科
医
の
先
生
方
と
仲
良
く
お

付
き
合
い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
留
学
ま
で
の
経
緯
を
御
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
、
私
は
慶
應

義
塾
大
学
整
形
外
科
の
博
士
課
程
で
４
年
間
椎
間
板
の
研
究
を
さ

せ
て
頂
い
た
後
、
３
年
間
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
で
脊
椎

の
臨
床
の
勉
強
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。
三
田
病
院
に
勤
務

し
て
い
た
時
に
、
将
来
留
学
す
る
か
否
か
を
悩
ん
で
お
り
ま
し
た

が
、
当
時
、
私
の
上
司
で
あ
っ
た
三
田
病
院
の
福
井
康
之
先
生
か

ら
是
非
、
留
学
し
て
日
本
以
外
の
文
化
に
触
れ
て
み
る
べ
き
だ
と
、

背
中
を
押
し
て
頂
き
、
今
回
の
留
学
を
決
心
し
ま
し
た
。
留
学
先

は
、
大
学
院
時
代
、
私
の
研
究
と
非
常
に
近
い
内
容
の
研
究
を
行

っ
て
い
た
の
が
、
今
回
留
学
し
た
研
究
室
で
あ
り
、
更
に
、
も
し

可
能
な
ら
ば
、
臨
床
の
見
学
も
し
て
み
よ
う
と
思
い
、
脊
椎
の
臨

留
学
体
験
記

藤
　
田
　
順
　
之
（
79
回
）
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床
で
も
有
名
なT

h
om

as Jefferson

大
学
整
形
外
科
を
選
び
ま

し
た
。
当
初
、
目
的
の
留
学
先
に
行
け
る
か
ど
う
か
非
常
に
不
安

だ
っ
た
の
で
す
が
、
先
方
へ
の
留
学
の
申
し
込
み
は
、
千
葉
一
裕

先
生
か
ら
整
形
外
科
チ
ェ
ア
マ
ン
のT

odd A
lbert

先
生
へ
メ
ー

ル
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
即
日
に
Ｏ.

Ｋ.

と
の
お
返
事
を
頂
き
、

一
安
心
す
る
と
共
に
、
留
学
生
活
へ
の
期
待
が
大
き
く
膨
ら
み
ま

し
た
。

　
私
が
所
属
し
て
い
た
整
形
外
科
は
、
前
チ
ェ
ア
マ
ン
がR

ich
ard 

R
othm

an

先
生
、
現
在
は
前
述
のT

odd A
lbert

先
生
が
チ
ェ
ア

マ
ン
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
脊
椎
外
科
に
つ
い
て
は
世
界
的
に
も

評
価
が
高
く
、
常
時
各
国
の
脊
椎
外
科
医
が
臨
床
の
見
学
に
訪
れ

て
い
ま
し
た
。
私
は
整
形
外
科
が
持
つ
研
究
室
の
研
究
員
と
な
り
、

以
前
博
士
課
程
で
行
っ
て
い
た
椎
間
板
の
分
子
生
物
学
に
つ
い
て

継
続
し
て
研
究
し
て
お
り
ま
し
た
。
整
形
外
科
の
研
究
部
門
の

D
irector

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
出
身
のIrv

in
g S

h
ap

iro
先
生
で
、

私
の
研
究
室
の
直
接
の
上
司
が
イ
ン
ド
出
身
のM

ak
aran

d 

R
isb

u
d

先
生
で
し
た
。R

isb
u
d

先
生
は
上
司
と
い
っ
て
も
ほ
と

ん
ど
私
と
年
齢
は
変
わ
ら
ず
、
仕
事
以
外
で
は
よ
く
食
事
に
行
っ

た
り
、
ビ
ー
ル
を
飲
み
に
行
っ
た
り
す
る
仲
で
あ
り
ま
し
た
。
研

究
室
に
は
日
本
人
は
私
一
人
で
は
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ド
人
の
ポ

ス
ド
ク
や
、
中
国
人
や
タ
イ
人
の
留
学
生
な
ど
も
在
籍
し
、
オ
リ

エ
ン
タ
ル
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
お
り
ま
し
た
。
二
つ
の
こ
と

を
同
時
に
行
う
こ
と
が
大
変
苦
手
で
あ
る
私
と
し
ま
し
て
は
、
結

果
と
し
て
、
二
年
間
、
基
礎
研
究
に
没
頭
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

研
究
テ
ー
マ
は
、
以
前
よ
り
興
味
を
持
っ
て
い
た
椎
間
板
髄
核
の

低
酸
素
性
に
つ
い
て
で
し
た
。
現
地
で
の
仕
事
は
、
基
本
的
に
は

私
の
日
本
で
の
勤
務
形
態
を
崩
さ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
日
本

と
異
な
り
、
週
一
回
の
パ
ー
ト
が
な
か
っ
た
こ
と
やsocial

な
お

付
き
合
い
が
な
か
っ
た
こ
と
よ
り
、
毎
日
毎
日
実
験
の
繰
り
返
し

で
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
日
本
で
研
究
し
て
い
た
と
き
と
比

較
し
て
、
仕
事
は
本
当
に
捗
る
手
応
え
が
あ
り
ま
し
た
（
経
済
的

に
は
苦
し
く
、
家
族
に
は
大
変
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
が
）。
た
だ
、

研
究
設
備
に
関
し
て
は
、
日
本
で
あ
ま
り
に
も
恵
ま
れ
た
環
境
に

い
た
せ
い
か
、
そ
の
劣
悪
度
に
当
初
、
戸
惑
い
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
不
思
議
な
も
の
で
、
途
中
か
ら
そ
れ
に
も
慣
れ
て
き
て
、

最
後
に
は
、
ど
こ
ま
で
試
薬
や
抗
体
な
ど
を
節
約
し
て
結
果
を
出

せ
る
か
、
と
い
う
い
い
勉
強
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
留
学
で
行
っ
て
き
た
こ
と
は
既
に
い
く
つ

か
の
学
会
や
論
文
で
も
発
表
さ
せ
て
頂
き
、
ま
た
、
今
後
も
発
表

し
て
い
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、
今
回
の
留
学
中
の
仕

事
に
関
し
て
満
足
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
働
き
や
す

い
環
境
を
つ
く
っ
て
頂
い
た
研
究
室
のS

h
ap

iro

先
生
とR

isb
u
d

先
生
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
や
る
気
が
あ
り
、
結
果
を
出
す
者

に
対
し
て
、
更
な
る
環
境
を
即
座
に
提
供
し
て
く
れ
る
ア
メ
リ
カ
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の
土
壌
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
住
居
に
つ
い
て
で
す
が
、
私
た
ち
家
族
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
郊
外
のN

arb
erth

と
い
う
町
の
一
軒
家
に
住
み
ま
し
た
。
通

勤
は
電
車
で
30
分
か
ら
40
分
ほ
ど
で
、
当
初
、
電
車
が
時
間
通
り

に
来
ず
、
い
ら
い
ら
し
て
い
た
の
で
す
が
、
他
国
の
人
に
と
っ
て

は
逆
に
、
日
本
の
電
車
の
時
刻
の
正
確
性
は
異
常
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
我
々
の
町
に
は
私
た
ち
以
外
に
は
ほ
と

ん
ど
日
本
人
の
家
族
は
お
ら
ず
、
今
と
な
っ
て
は
こ
の
お
か
げ
で

海
外
生
活
を
満
喫
で
き
た
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
の
上
の

３
人
の
娘
は
現
地
の
小
学
校
に
入
り
ま
し
た
が
、
聞
い
て
い
た
通

り
、
子
供
の
英
語
の
吸
収
力
及
び
異
な
る
環
境
へ
の
順
応
力
は
大

人
（
私
）
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
、
う
ら
や
ま

し
い
限
り
で
あ
り
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
に
は
今
回
の
経
験
を
生
か

し
て
、
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
四
苦
八
苦
す
る
お
父
さ

ん
の
よ
う
に
は
な
ら
ず
、
将
来
、in

tern
ation

al

に
仕
事
が
で
き

る
よ
う
、
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
今
回
、
私
た
ち
の
留
学
中
に
史
上
最
悪
の
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
時
々
刻
々
と
日

本
の
映
像
が
流
さ
れ
、
言
葉
に
は
な
ら
な
い
感
情
が
こ
み
あ
げ
て

き
た
の
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
お
り
ま
す
。
は
た
し
て
、
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
、
留
学
を
続
行
し
て
い
て
い
い
も
の
か
、
葛

藤
し
ま
し
た
。
当
時
、
私
た
ち
７９
回
生
の
留
学
生
は
ボ
ス
ト
ン
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
等
に
１０
数
人
留
学
し
て
お
り
、

我
々
は
ど
う
す
る
べ
き
か
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
結
局
の
と
こ

ろ
、
私
自
身
は
義
援
金
を
出
来
る
だ
け
多
く
の
方
た
ち
に
寄
付
し

て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
を
さ
せ
て
頂
い
た
だ
け
で
、
日
本
に
帰

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
整
形
外

科
学
教
室
か
ら
一
切
お
咎
め
は
な
く
、
留
学
生
活
を
続
行
さ
せ
て

頂
い
た
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
、
戸
山
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
整

形
外
科
学
教
室
、
同
窓
の
先
生
方
に
感
謝
の
意
を
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
留
学
を
終
え
て
、
私
が
見
聞
で
き
た
の
は
ほ
ん
の
一
握

り
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
個
人
主
義
や
合
理
主
義
に

は
私
自
身
、
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
る
も
の
の
、
日

本
人
の
持
つ
繊
細
さ
、
勤
勉
性
、
そ
し
て
、「
和
を
以
て
貴
し
と

為
す
」
と
い
う
日
本
古
来
の
精
神
は
世
界
の
中
で
も
誇
る
べ
き
も

の
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
次
第
で
す
。
今
回
の
留
学
は
私
自

身
、
実
り
多
き
も
の
と
し
て
、
と
ら
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

経
験
を
糧
に
今
後
の
仕
事
に
励
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
留
学
を
御
快
諾
頂
い
た
戸
山

芳
昭
教
授
、
御
相
談
に
乗
っ
て
頂
い
た
福
井
康
之
先
生
、
実
際
に

留
学
先
と
の
交
渉
を
し
て
頂
い
た
千
葉
一
裕
先
生
、
そ
の
他
、
色
々

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
諸
先
生
方
に
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
か
ら
の
御
支
援
は
留
学
中
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の
生
活
に
お
い
て
本
当
に
我
々
の
助
け
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Risbud 先生（右）と筆者 ( 左 )：研究室のオフィスにて

　
今
か
ら
3
年
前
の
大
学
院
生
時
代
、
こ
う
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
も
２
つ
返
事
で
、「
是
非
お
願
い
し
ま
す
」
と
答

え
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
医
局
に
入
局
し
た
こ
ろ
か
ら
こ
の

「
ふ
る
さ
と
」
の
留
学
欄
の
ペ
ー
ジ
を
読
む
の
が
楽
し
み
で
、
当

時
ふ
る
さ
と
を
読
ん
で
は
自
分
自
身
も
刺
激
を
受
け
、
留
学
楽
し

そ
う
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
微
力
で
す
が
、
留
学
の
魅
力
を

伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
、
筆
を
執
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

留
学
先
に
つ
い
て

　
２
０
１
０
年
8
月
か
ら
２
０
１
２
年
7
月
ま
で
の
約
2
年
間
ア

メ
リ
カ
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
ボ
ス
ト
ン
に
あ
るH

arv
ard 

U
niversity, M

assachusetts G
eneral H

ospital

（M
G

H

）
の

整
形
外
科
に
あ
るSarcom

a M
olecular B

iology L
aboratory

に
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
８
１
１
年
に
開
院
さ
れ
た

Ｍ
Ｇ
Ｈ
は
独
立
戦
争
後
に
で
き
た
ア
メ
リ
カ
で
も
最
も
歴
史
の
あ

る
病
院
で
す
。
世
界
で
初
め
て
エ
ー
テ
ル
を
用
い
て
全
身
麻
酔
下

「
英
介
、
ボ
ス
ト
ン
に
行
っ
て
み
る
？
」

小
　
林
　
英
　
介
（
80
回
）
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に
手
術
が
行
わ
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
のH

istorical m
on

u
m

en
t

に

な
っ
て
い
る
エ
ー
テ
ル
ド
ー
ム
が
観
光
名
所
と
し
て
も
有
名
で

す
。
私
の
留
学
期
間
中
に
開
院
２
０
０
周
年
を
迎
え
、
盛
大
な
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は
臨
床
部
門
で
も
全
米

N
o.1

の
病
院
に
選
ば
れ
、
病
院
を
挙
げ
て
お
祝
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
医
局
か
ら
も
今
ま
で
に
池
上
先
生
（
64
回
）、
森
岡
先
生

（
67
回
）、
森
井
先
生
（
70
回
）、
須
佐
先
生
（
77
回
）
な
ど
が
留

学
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｍ
Ｇ
Ｈ
は
約
９
０
０
床
の
病
院
で
、
規
模
自
体
は
大
学
病
院
と

大
き
く
変
わ
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ご
存
じ
の
よ
う

に
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
保
険
制
度
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
ま

す
。
病
院
は
民
間
保
険
会
社
よ
り
常
に
経
営
の
効
率
化
を
求
め
ら

れ
て
お
り
、
経
営
自
体
はP

artn
ers

と
い
う
会
社
に
よ
っ
て
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
病
院
長
（P

resid
en

t

）
も
医
師
で
あ
り
、
経

営
修
士
で
あ
る
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
資
格
も
持
っ
て
い
ま
す
。
平
均
在
院
日

数
は
驚
き
の
5.

82
日
で
、
日
夜
こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
5.
81
日

に
す
る
か
が
事
務
サ
イ
ド
で
話
し
あ
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
雇

用
者
数
も
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
最
大
で
、
常
勤
医
師
だ
け
で
約

２
０
０
０
人
が
働
い
て
お
り
、
そ
れ
以
外
に
も
レ
ジ
デ
ン
ト

１
０
０
０
人
（
初
期
研
修
医
）、
フ
ェ
ロ
ー
５
０
０
人
（
後
記
研

修
医
）、
そ
し
て
研
究
者
と
し
て
の
医
師
も
１
０
０
０
人
程
度
働

い
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
無
給
の
留
学
生
な
ど
も
合
わ
せ
る
と
約

５
０
０
０
人
と
な
り
、
日
本
と
は
そ
の
規
模
が
大
き
く
異
な
っ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ク
ラ
ー
ク
な
ど
の
医
療
補
助
職
も
多
岐
に
渡

っ
て
お
り
、
医
師
は
医
師
と
し
て
の
職
責
の
み
を
全
う
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
手
術
室
は
１
０
０
室
、
麻
酔
科

医
師
も
常
勤+

レ
ジ
デ
ン
ト
で
２
２
０
人
、
そ
し
て
手
術
件
数
は

年
間
４
０
０
０
０
件
と
規
模
が
違
い
ま
す
。
ま
た
全
体
の
1
％
の

外
国
人
患
者
さ
ん
が
売
り
上
げ
の
10
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
ア

メ
リ
カ
ら
し
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
研
究
費
に
関
し
て

も
、
Ｍ
Ｇ
Ｈ
の
病
院
と
し
て
獲
得
し
て
い
る
研
究
費
は
全
米N

o.1

で
す
。
昨
年
は
お
よ
そ
総
額
7
億
ド
ル
で
、
こ
れ
は
日
本
の
科
研

費
の
約
半
分
の
規
模
で
す
。
い
か
に
ア
メ
リ
カ
の
研
究
費
が
潤
沢

で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
伺
い
知
れ
る
反
面
、
一
流
誌
に
載
る
よ

う
な
成
果
を
あ
げ
る
日
本
の
研
究
室
の
質
の
高
さ
も
逆
に
想
像
さ

れ
ま
す
。
た
だ
臨
床
に
関
し
研
究
に
関
し
て
も
非
常
に
競
争
が
激

し
い
世
界
で
は
あ
り
ま
す
。
Ｍ
Ｇ
Ｈ
で
人
気
の
あ
る
診
療
科
で
常

勤
医
師
と
し
て
働
く
こ
と
は
ハ
ー
バ
ー
ド
の
医
学
部
を
卒
業
し
た

ア
メ
リ
カ
人
医
師
に
と
っ
て
も
困
難
な
こ
と
で
す
。
ま
た
研
究
室

に
関
し
て
も
、G

ran
t

が
確
保
で
き
ず
に
経
済
的
理
由
で
い
き
な

り
閉
鎖
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
日
常
茶
飯
事
で
し
た
。
幸
い
に
も

2
年
間
大
き
な
病
気
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
患
者
さ
ん
と
し
て
病

院
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
が
、
患
者
さ

ん
の
立
場
に
た
っ
て
考
え
る
と
確
実
に
日
本
の
保
険
制
度
の
方
が
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優
れ
て
い
る
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

ラ
ボ
（S

a
rc

o
m

a
 M

o
le

c
u

la
r B

io
lo

g
y L

a
b

o
ra

to
ry

）
に
つ
い
て

　
私
の
所
属
し
て
い
たSarcom

a M
olecular B

iology Laboratory

は
Ｍ
Ｇ
Ｈ
整
形
外
科
の
持
つ
５
つ
の
ラ
ボ
の
中
の
１
つ
で
す
。
た

だ
規
模
は
そ
の
部
署
中
で
は
最
も
小
さ
く
、
研
究
室
全
体
を
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
るO

rth
op

aed
ic O

n
colog

y

の
ト
ッ
プ
で

あ
るF

rancis H
ornicek

先
生
の
下
、
ラ
ボ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
Ｐ

Ｉ
）
で
あ
るZ

henfeng D
uan

先
生
、
そ
し
て
私
を
含
め
た
1

�

3
名
の
留
学
生
で
あ
るR

esearch F
ellow

か
ら
成
り
立
っ
て
い

ま
し
た
。
最
も
人
数
の
少
な
い
と
き
は
私
が
唯
一
の
フ
ェ
ロ
ー
で

あ
り
、
秘
書
さ
ん
も
お
ら
ず
、
荷
物
の
受
け
取
り
、
物
品
の
管
理

か
ら
液
体
窒
素
タ
ン
ク
の
交
換
ま
で
自
分
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

他
の
留
学
生
に
は
「
信
じ
ら
れ
な
い
！
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。
た
だ
今
思
い
返
せ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

英
語
の
勉
強
と
考
え
れ
ば
、
よ
い
経
験
で
し
た
。
ま
た
骨
軟
部
腫

瘍
が
整
形
外
科
内
で
比
較
的
マ
イ
ナ
ー
な
分
野
で
あ
る
以
上
、
ほ

か
の
バ
イ
オ
メ
カ
や
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
の
ラ
ボ
か
ら
「
研
究
室

の
部
屋
を
明
け
渡
せ
！
」
と
い
う
よ
う
な
に
圧
力
も
常
に
あ
り
ま

し
た
。
研
究
室
自
体
の
自
由
度
や
質
は
高
く
、
ラ
ボ
で
は
年
間
10

本
程
度
の
論
文
を
出
し
て
お
り
、S

arcom
a

に
特
化
し
た
研
究
室

が
ア
メ
リ
カ
で
も
非
常
に
少
な
い
と
い
う
意
味
で
は
腫
瘍
班
に
所

属
し
て
い
る
私
に
適
材
適
所
だ
と
思
わ
れ
る
場
所
で
し
た
。
私
自

身
は
日
本
で
は
骨
肉
腫
の
遺
伝
子
発
現
解
析
やm

icroR
N

A

に
関

す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
で
は
獲
得
し
て
い
る

グ
ラ
ン
ト
の
関
係
で
共
同
研
究
先
で
あ
るN

orth
eastern

大
学

薬
学
部
（
Ｎ
Ｅ
Ｕ
）
よ
り
提
供
さ
れ
るN

anoparticle

と
い
う
微

粒
子
を
用
い
たD

ru
g D

eliv
ery S

y
stem

（
Ｄ
Ｄ
Ｓ
）
の
研
究

に
Ｎ
Ｅ
Ｕ
に
勤
務
す
る
化
学
者
た
ち
と
一
緒
に
従
事
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
研
究
室
は
基
本
的
に
平
日
勤
務
の
土
日
休
み
で
し
た
。
勤
務
時

間
も
特
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
主
に
平
日
は
8
時

―
18
時
ご
ろ
ま
で
研
究
し
、
土
日
は
何
も
な
け
れ
ば
休
み
と
い
う

生
活
で
す
。
研
究
室
と
し
て
のD

u
ty

は
実
験
以
外
に
、
月
曜
日

朝
8
時
か
ら
共
同
研
究
先
の
Ｎ
Ｅ
Ｕ
で
の
発
表
お
よ
び
火
曜
日
朝

10
時
か
ら
の
所
属
ラ
ボ
で
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

月
曜
日
に
Ｎ
Ｅ
Ｕ
で
毎
週
研
究
の
進
捗
を
報
告
す
る
必
要
が
あ

り
、
ま
た
1
か
月
半
に
一
度
自
分
の
ラ
ボ
で
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
当
初
は
慣
れ
な
い
英
語
や
、
他
施
設
や
所
属
ラ
ボ
で
の

発
表
に
非
常
に
緊
張
し
ま
し
た
。
ま
た
火
曜
日
Ａ
Ｍ
の
骨
軟
部
腫

瘍
臨
床
画
像
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
木
曜
日
の
午
後
の
手
術
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
に
も
時
間
が
あ
る
と
き
に
は
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
幸
い
に
も
周
囲
の
助
け
も
あ
っ
て
、
私
自
身
は
約
2
年
間
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の
在
籍
で
何
と
か
１
つ
基
礎
実
験
の
仕
事
が
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
、
論
文
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も

R
ev

iew
論
文
や
共
著
論
文
を
書
く
機
会
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
し
留
学
で
基
礎
実
験
を
行
っ
て
、
何
か
形
を
残
す
の
で
あ
れ
ば
、

最
低
2
年
位
は
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
は
見
え
る
成
果
を
だ
し
て
い
れ
ば
、
非
常

に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
る
多
様
な
働
き
方
が
で
き
る

国
で
あ
り
、
か
つ
男
女
の
平
等
も
い
い
意
味
で
社
会
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
共
働
き
の
男
性
が
育
児
休
暇
を
取
る

こ
と
や
保
育
園
の
送
迎
を
す
る
こ
と
も
当
た
り
前
で
す
し
、
保
育

料
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
代
金
な
ど
も
税
金
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

日
本
も
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
や
社
会
構
造
を
考
え
る
と
、
今
で
も

先
進
国
と
し
て
見
習
う
部
分
は
非
常
に
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
た

だ
ア
メ
リ
カ
人
も
み
ん
な
決
ま
っ
た
時
間
で
し
か
働
か
な
い
と
い

う
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
突
出
し
た
成
果
を
出
す
よ
う
な
人
々
は

ワ
ー
カ
ー
ホ
リ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
日
本
人
と
同
じ
か
そ
れ
以
上
に

働
い
て
い
る
人
も
多
い
と
い
う
点
は
付
記
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
加
え
て
、
私
に
と
っ
て
最
も
意
義
深
か
っ
た
こ
と
にH

en
ry 

M
an

k
in

先
生
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
Ｍ
Ｇ
Ｈ
の
整
形
外
科

主
任
教
授
を
20
年
以
上
に
渡
っ
て
勤
め
上
げ
、
骨
軟
部
腫
瘍
や
軟

骨
研
究
の
分
野
で
は
世
界
的
権
威
で
も
あ
る
先
生
で
す
。
引
退
後

も
我
々
の
研
究
室
に
部
屋
を
持
ち
、
執
筆
や
教
育
活
動
に
勤
し
ん

で
お
り
ま
す
。
御
年
は
82
歳
に
な
り
ま
す
が
、
今
で
も
論
文
の
執

筆
や
レ
ク
チ
ャ
ー
を
さ
れ
て
お
り
、
特
に
そ
の
素
晴
ら
し
い
人
間

性
や
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
性
格
に
は
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
2

か
月
に
一
度
さ
れ
るM

an
k
in lectu

re

は
私
の
最
も
好
き
な
時

間
で
あ
り
、
先
生
の
50
年
で
収
集
し
た
２
０
０
０
０
例
の

S
arcom

a

患
者
さ
ん
を
提
示
さ
れ
な
が
ら
、
１
つ
の
腫
瘍
に
関
し

て
レ
ク
チ
ャ
ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
私
の
部
屋
に
も
毎
朝
の

よ
う
に
現
れ
て
は
冗
談
を
お
っ
し
ゃ
り
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、

時
に
は
励
ま
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
医
師
や
教
育
者
、
科

学
者
の
鏡
と
言
え
る
先
生
で
、
お
元
気
な
間
に
お
会
い
で
き
て
、

一
緒
に
働
け
た
こ
と
は
自
分
自
身
の
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

ボ
ス
ト
ン
（B

O
S

T
O

N

）
に
つ
い
て

　
私
自
身
、
海
外
で
生
活
す
る
の
は
初
め
て
で
し
た
の
で
、
出
発

前
は
期
待
と
不
安
で
交
錯
し
て
い
ま
し
た
。
が
、
振
り
返
っ
て
み

れ
ば
、
こ
れ
以
上
な
い
ぐ
ら
い
ボ
ス
ト
ン
と
い
う
街
は
非
常
に
暮

ら
し
や
す
く
、
素
晴
ら
し
い
場
所
で
し
た
。
ボ
ス
ト
ン
近
辺
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
最
初
に
移
民
が
渡
っ
て
き
た
地
域
、

い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
と
も
言
わ
れ
る
場
所
で
す

の
で
、
そ
の
景
観
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
近
く
、
レ
ン
ガ
造
り
の
町
並

み
や
歴
史
的
な
趣
の
あ
る
教
会
、
そ
し
て
緑
の
多
い
街
並
み
は
非

常
に
美
し
い
も
の
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
病
院
内
に
も
広
々
と
し
た
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中
庭
が
あ
り
、
天
気
の
良
い
日
は
昼
食
を
そ
こ
で
食
べ
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
し
た
。
街
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ほ
ど
の
都
会
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
適
度
に
都
心
と
郊
外
が
混
在
し
て
お
り
、
車
で
30
分

か
ら
1
時
間
も
走
れ
ば
到
達
す
る
郊
外
に
は
自
然
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
短
い
夏
で
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
同
様
に
四
季
も

存
在
し
、
春
に
は
桜
も
咲
き
ま
す
し
、
秋
に
は
周
辺
で
美
し
い
紅

葉
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
以
外
に
も
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
や
タ
フ
ツ
大
学
、
ボ
ス
ト
ン
大

学
な
ど
ア
メ
リ
カ
で
も
一
流
の
大
学
が
集
ま
っ
て
い
る
地
域
で
あ

り
、
ボ
ス
ト
ン
だ
け
で
も
60
以
上
の
大
学
が
あ
る
い
わ
ゆ
る
学
術

都
市
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
高
い
刺

激
的
な
人
々
が
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
か
ら
研
鑽
の
た
め
に

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
参
加
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
多

く
、
私
も
月
1
回
各
種
分
野
の
日
本
人
か
ら
発
表
が
行
わ
れ
る
ボ

ス
ト
ン
研
究
者
交
流
会
や
主
に
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
日
本
人
が

中
心
に
主
催
さ
れ
た
日
本
の
抱
え
る
問
題
を
議
論
す
る
ボ
ー
ゲ
ル

塾
な
ど
の
活
動
に
も
参
加
し
、
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
慶
應
義
塾

に
関
し
て
も
ボ
ス
ト
ン
三
田
会
と
い
う
集
ま
り
が
年
に
2
回
ほ
ど

あ
り
、
ボ
ス
ト
ン
近
郊
で
活
躍
す
る
慶
應
関
連
の
方
々
が
40
人
程

度
集
ま
り
、
楽
し
く
交
友
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
２
０
１
２
年

4
月
か
ら
は
日
本
か
ら
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
直
行
便
も
就
航
し
、
ま
す
ま
す

日
本
は
身
近
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。
10
年
以
上
前
の
留
学
と

比
べ
る
と
、
情
報
伝
達
の
発
達
に
よ
り
、
留
学
す
る
こ
と
自
体
の

ハ
ー
ド
ル
は
非
常
に
低
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
１
つ
で
、
不
動
産
も
日
本
で
探
せ
ま
す
し
、
日
本
の
Ｔ
Ｖ
番
組

を
ア
メ
リ
カ
で
視
聴
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
メ
ー
ル
や
Ｐ

Ｄ
Ｆ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
書
簡
を
送
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
私
自
身
も
ア
メ
リ
カ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
ス
ト
リ
ー
ム
中
継
で
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
試
合
は
す
べ
て

見
て
い
ま
し
た
し
、
な
で
し
こ
の
Ｗ
杯
優
勝
の
際
も
ア
メ
リ
カ
の

バ
ー
で
祝
杯
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
整
形
外
科
医
か
ら
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
ス
ポ
ー

ツ
活
動
も
ボ
ス
ト
ン
で
は
非
常
に
盛
ん
で
す
。
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ

ン
を
始
め
と
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
美
し
い
チ
ャ
ー
ル

ズ
川
沿
い
で
毎
日
の
よ
う
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
る
人
々
で
溢
れ

て
い
ま
す
。
私
も
ラ
ボ
ま
で
天
気
の
良
い
日
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
川
沿

い
や
ボ
ス
ト
ン
コ
モ
ン
と
い
う
美
し
い
公
園
の
中
を
30
分
ほ
ど
歩

い
て
通
勤
し
て
い
ま
し
た
。
松
坂
大
輔
も
所
属
す
る
レ
ッ
ド
ソ
ッ

ク
ス
の
本
拠
地F

enw
ay P

ark

も
街
の
中
心
か
ら
徒
歩
圏
内
で
、

仕
事
帰
り
に
ビ
ー
ル
片
手
に
野
球
を
見
る
こ
と
も
日
常
的
で
す

（
神
宮
球
場
も
こ
れ
に
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）。
テ
ニ
ス
や
サ

ッ
カ
ー
は
無
料
の
コ
ー
ト
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
の
で
、

い
つ
で
も
人
が
集
ま
れ
ば
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。
ま
た
ゴ
ル
フ
に
関

し
て
も
都
心
部
か
ら
1
時
間
圏
内
の
い
つ
で
も
プ
レ
ー
で
き
る
ゴ
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ル
フ
場
が
あ
り
、
そ
の
価
格
も
40
ド
ル
程
度
と
日
本
で
は
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
低
価
格
で
す
。
冬
に
は
周
囲
の
山
々
で
ス
キ
ー
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
私
も
ボ
ス
ト
ン
で
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、

イ
ン
ド
ア
サ
ッ
カ
ー
の
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、
最
低
で
も
週
１
回

は
汗
を
流
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
馬
鹿
の
自
分
に
は
こ

の
上
な
く
幸
せ
な
環
境
で
し
た
。
さ
ら
に
は
世
界
で
も
有
数
の
所

蔵
で
あ
る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
存
在
、
ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
団
を
始

め
と
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
活
動
、
そ
し
て
夏
場
に
は
郊
外
の
タ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
と
い
う
場
所
で
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
が
毎
週
末
行
わ
れ

て
お
り
、
ま
さ
に
文
武
両
道
、
文
化
的
か
つ
英
知
的
な
生
活
の
で

き
る
素
晴
ら
し
い
街
で
し
た
。
た
だ
初
年
度
の
冬
は
大
変
な
大
雪

で
、
60
㎝
以
上
の
積
雪
に
加
え
て
、
マ
イ
ナ
ス
20
度
の
日
も
あ
る

な
ど
、
厳
し
い
冬
の
現
実
を
経
験
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

英
語
に
つ
い
て

　
も
ち
ろ
ん
生
ま
れ
て
か
ら
33
年
間
日
本
を
出
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
英
語
圏
ど
こ
ろ
か
海
外
で
生
活
す
る
の
が
初

め
て
で
し
た
。
日
本
で
日
常
臨
床
業
務
に
忙
殺
さ
れ
る
中
で
は
、

留
学
な
ど
確
固
た
る
目
標
が
な
い
と
、
な
か
な
か
英
語
を
改
め
て

勉
強
し
よ
う
と
い
う
気
に
も
な
ら
な
い
と
は
思
い
ま
す
。
私
自
身

は
医
師
6
年
目
に
初
め
て
シ
ア
ト
ル
の
国
際
学
会
で
口
演
発
表
し

た
と
き
に
、
質
問
に
全
く
答
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
非
常
に
辛
い

思
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
何
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
れ
以
来
、
週
に
1
回
程
度
英
会
話
の
個
人
レ
ッ
ス
ン

に
3
年
ほ
ど
通
っ
て
い
ま
し
た
。
留
学
で
そ
の
成
果
が
出
た
か
ど

う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
全
く
何
も
し
て
い
な
か

っ
た
状
態
よ
り
は
良
か
っ
た
と
今
感
じ
て
い
ま
す
。

　
留
学
後
も
最
初
の
1
年
間
は
Ｅ
Ｓ
Ｌ
（E

nglish as a second 

lan
g
u
ag

e

）
と
い
う
ク
ラ
ス
に
週
2
回
、
Ｍ
Ｇ
Ｈ
と
近
く
の
教
会

（P
ark street church

）
で
開
催
さ
れ
る
も
の
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
1
回
2

�

3
時
間
の
授
業
で
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
中
心
で

す
が
、
3
か
月
１
０
０
ド
ル
程
度
と
非
常
に
安
か
っ
た
で
す
。
一

般
的
に
2
年
暮
ら
せ
ば
生
活
で
使
う
英
語
や
仕
事
で
使
う
英
語
に

関
し
て
は
慣
れ
て
き
ま
す
の
で
、
生
活
で
の
大
き
な
支
障
は
な
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
で
も
個
人
差
は
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、N

ativ
e

の
よ
う
に
話
せ
る
わ
け
で
も
な
い
で
す
し
、
映

画
や
Ｔ
Ｖ
が
ス
ラ
ス
ラ
分
か
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
留
学
を
経
て
、
度
胸
が
つ
い
た
こ
と
や
、
英
語
へ
の
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
留
学
前
に
「
と
に
か
く
自
分

で
し
ゃ
べ
っ
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
出
さ
な
い
と
だ
め
だ
」「
あ
い

つ
は
英
語
は
下
手
だ
け
ど
、
頭
は
悪
く
な
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
に

話
さ
な
い
と
い
け
な
い
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
な
る
べ
く
自
分
の
言
葉
で
話
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
も
意
見
し
、
質
問
を
す
る
よ
う
に
は
心
が
け
ま
し
た
。
実
際
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に
は
ア
メ
リ
カ
は
人
種
の
る
つ
ぼ
で
あ
り
、
英
語
を
話
せ
な
い
人

も
多
い
で
す
の
で
、
言
葉
が
多
少
不
十
分
な
こ
と
に
対
し
て
は
寛

容
な
文
化
で
は
あ
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
生
活
に
つ
い
て

　
日
本
で
臨
床
生
活
を
送
っ
て
い
た
時
代
に
比
べ
る
と
、
留
学
生

活
で
は
非
常
に
心
に
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
送
れ
る
と
思
い
ま

す
。
私
の
場
合
は
種
々
の
事
情
が
あ
っ
て
（
夫
婦
不
仲
で
は
あ
り

ま
せ
ん
！
）、
家
族
を
日
本
に
残
し
て
の
単
身
留
学
で
し
た
。
当

初
は
友
人
も
少
な
く
寂
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
生

活
に
も
文
化
に
も
言
葉
に
も
慣
れ
、
友
人
も
増
え
た
こ
ろ
か
ら
急

速
に
生
活
が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
ボ
ス
ト
ン
に
は
慶

應
の
同
窓
生
も
多
く
、
私
の
80
回
生
は
3
人
で
し
た
が
、
7

�

8

人
の
同
級
生
が
い
る
よ
う
な
学
年
も
あ
り
ま
し
た
。
毎
週
末
、
今

週
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
な
、
何
を
し
よ
う
か
な
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
、
最
後
は
日
程
が
足
り
な
い
ぐ
ら
い
で
し
た
。
ボ
ス
ト
ン
近

郊
に
は
オ
バ
マ
大
統
領
も
余
暇
を
楽
し
む
ケ
ー
プ
コ
ッ
ド
（
海
の

あ
る
軽
井
沢
の
よ
う
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
？
）
や
郊
外
に
は
美
し

い
山
々
、
湖
、
島
な
ど
が
あ
り
、
休
み
に
は
週
末
に
は
気
軽
に
足

を
延
ば
せ
ま
す
。
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
も

日
常
茶
飯
事
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
飛

行
機
で
1
時
間
、
車
で
3
時
間
半
程
度
で
す
の
で
、
主
に
留
学
や

駐
在
の
友
人
と
会
い
、
ボ
ス
ト
ン
に
は
な
い
美
味
し
い
日
本
食
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
か
ら
は
海
外
旅
行

も
行
け
て
し
ま
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
に
も
車
で
行
け
ま
す
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
も
金
曜
日
の
夜
便
に
の
れ
ば
土
曜
日
の
朝
に
到
着
と
い
う

感
覚
で
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
フ
ロ
リ
ダ
な
ど
も

飛
行
機
で
3
時
間
半
程
度
で
す
（
逆
に
西
海
岸
に
は
6
時
間
以
上

か
か
り
ま
す
！
）。
私
も
家
族
が
訪
れ
た
際
に
は
カ
リ
ブ
海
に
出

か
け
、
ク
ル
ー
ズ
船
で
カ
リ
ブ
海
の
島
々
を
周
遊
し
ま
し
た
（
こ

れ
も
日
本
か
ら
比
べ
た
ら
驚
く
べ
き
安
さ
で
実
現
可
能
で
し
た
）。

ま
た
長
期
休
み
や
3
連
休
に
は
ア
メ
リ
カ
国
外
に
足
を
延
ば
し
、

カ
ナ
ダ
や
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
メ
キ
シ
コ
、
そ
し
て
南
米
（
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
、
ボ
リ
ビ
ア
）
な
ど
日
本
か
ら
は
な
か
な
か
訪
れ
る
こ
と

の
難
し
い
地
域
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
メ
キ
シ
コ
で
は
昔
チ
ー
ム

ド
ク
タ
ー
を
担
当
し
て
い
た
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
ブ
ラ
ジ
ル
と
の

試
合
も
観
戦
す
る
こ
と
が
で
き
、
懐
か
し
い
ス
タ
ッ
フ
と
異
国
の

地
で
再
会
し
ま
し
た
。
日
本
か
ら
の
中
で
も
最
も
思
い
出
に
残
っ

て
い
る
の
は
友
人
医
師
3
人
と
ユ
タ
州
の
国
立
公
園
を
巡
っ
て
い

る
と
き
に
、
レ
ン
タ
カ
ー
が
鹿
に
激
突
し
て
全
損
、
レ
ン
タ
カ
ー

会
社
か
ら
高
額
の
請
求
書
が
送
ら
れ
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
で
弁

護
士
を
雇
っ
て
解
決
し
た
こ
と
で
す
。
今
と
な
れ
ば
笑
い
話
で
す

が
、
誰
に
も
怪
我
が
な
か
っ
た
こ
と
が
不
幸
中
の
幸
い
で
、
当
時

は
背
筋
の
凍
る
思
い
で
し
た
。
た
だ
そ
の
後
も
旅
行
は
継
続
し
て
、
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ユ
タ
に
あ
る
幻
の
場
所T

he w
ave

に
た
ど
り
着
い
た
時
の
感
動

は
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
一
人
で
の
留
学
に
は
自
由
な
面
も
あ
り
、
決
し
て

悪
く
な
い
の
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
他
の
多
く
の
先
生
の
よ
う
に
可

能
で
あ
れ
ば
家
族
で
留
学
さ
れ
る
方
が
絆
も
深
ま
り
ま
す
し
、
よ

い
思
い
出
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ベ
ス
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

も
し
今
後
、
単
身
で
留
学
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、
是

非
ご
相
談
下
さ
い
。
留
学
中
は
家
族
に
発
信
す
る
ブ
ロ
グ
も
書
い

て
い
ま
し
た
の
で
、
ご
希
望
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ア
ド
レ

ス
も
お
教
え
し
ま
す
。

　
ま
た
現
実
問
題
と
し
て
、
留
学
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
言
え
ば

「
お
金
」
で
す
。
ボ
ス
ト
ン
の
家
賃
な
ど
は
東
京
の
新
宿
近
辺
と

あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。
1
人
で
も
２
０
０
０
ド
ル
近
く
、
家
族

が
い
る
場
合
に
は
２
５
０
０

�
３
０
０
０
ド
ル
の
家
賃
が
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
の
高
い
快
適
な
住
居
に
住
め
ば
か
か
り
ま
す
。
加
え
て

生
活
費
に
子
供
の
教
育
費
、
渡
航
費
な
ど
を
考
え
る
と
家
族
で
渡

米
し
た
場
合
に
は
年
間
に
そ
れ
な
り
の
お
金
が
か
か
る
こ
と
も
事

実
で
す
。
幸
い
に
も
1
年
目
は
日
本
か
ら
奨
学
金
を
頂
く
こ
と
が

で
き
、
2
年
目
か
ら
は
ラ
ボ
で
も
交
渉
の
末
、
有
給
採
用
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
医
局
か
ら
の
奨
学
金
も
非
常
に
助
け
ら

れ
ま
し
た
。
単
身
か
つ
円
高
（
1
ド
ル
75

�

80
円
）
と
い
う
幸
運

に
は
助
け
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
か
な
り
の
貯
金
を
切
り
崩

し
ま
し
た
。
今
後
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
、
留
学
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
ま
ず
は
有
給
で
雇
用
さ
れ
る
よ
う
に
し
っ
か
り
ラ
ボ
と
交

渉
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
難
し
け
れ
ば
、
実
績
を
き

っ
ち
り
積
ん
だ
上
で
奨
学
金
に
ア
プ
ラ
イ
す
る
か
、
お
金
を
し
っ

か
り
貯
め
て
お
く
の
が
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
留
学
で
得
た
も
の
は
何
か
？
も
ち
ろ
ん
何
ら
か
の
研
究
成
果
を

求
め
、
英
語
の
勉
強
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
大
事
で
は
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
実
際
に
は
、
違
う
文
化
や
環
境
の
中
で
暮
ら
し
て
み
る

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
自
分
の
生
き
て
い
る
環
境
が
い
か
に

狭
か
っ
た
の
か
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
生
涯
の
友
人
に

な
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
人
々
に
出
会
え
た
こ
と
が
最
も
有
意
義

だ
っ
た
と
深
く
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
あ
ら
た
め
て
日
本
人
と
し
て

のId
en

tity

を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
自
分
の
人
生
の
中
で
か
け
が
い
の
な
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
最
近
は
「
留
学
し
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い
の
で
は
な
い

か
、
時
間
の
無
駄
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
も
時
に
耳
に
し
ま

す
し
、
ボ
ス
ト
ン
で
も
日
本
人
留
学
生
が
韓
国
や
中
国
人
留
学
生

に
比
べ
た
ら
、
と
み
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
確
か

に
こ
れ
だ
け
情
報
の
発
達
し
た
現
代
で
あ
れ
ば
、
日
本
で
も
ア
メ

リ
カ
で
も
同
じ
よ
う
な
研
究
も
臨
床
も
で
き
る
と
は
思
い
ま
す
。

ま
た
目
先
の
利
益
を
考
え
た
ら
、
当
然
経
済
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
に
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な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
個
人
的
に
は
そ
う
い
う
損
を
と

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
凌
駕
し
て
余
り
あ
る
人
生
経
験
が
そ
こ

に
は
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
学
位
が
必
要
か
と
い
う
論
議
」

で
も
そ
う
で
す
が
、
耳
学
問
で
意
味
を
考
え
る
前
に
、
ま
ず
は
自

分
で
踏
み
出
し
て
、
自
分
で
確
か
め
て
み
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

ま
た
慶
應
の
整
形
外
科
は
大
所
帯
か
つ
理
解
力
の
あ
る
上
司
が
多

い
で
す
の
で
、
他
の
大
学
に
比
較
し
た
ら
留
学
に
も
非
常
に
行
き

や
す
い
環
境
に
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。
他
の
大
学
の
先
生
で
は
留

学
が
決
ま
っ
て
も
人
員
の
関
係
で
留
学
で
き
な
い
な
ど
、
非
常
に

苦
労
さ
れ
て
い
る
先
生
も
見
か
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
を
担
う
若

い
先
生
方
に
は
ぜ
ひ
慶
應
や
日
本
の
外
に
飛
び
出
し
て
、
自
分
で

経
験
し
、
感
じ
と
っ
て
、
将
来
に
大
学
や
社
会
の
た
め
に
還
元
し

て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ
く
留
学
は
夢
の
よ
う
な
生
活
だ
っ

た
と
誰
も
が
帰
国
後
に
異
口
同
音
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
何
と

か
日
本
で
も
夢
の
よ
う
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
だ
け
は

持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
留
学
に
あ
た
っ
て
非
常
に
お
世

話
に
な
っ
た
矢
部
先
生
、
森
岡
先
生
、
須
佐
先
生
を
始
め
と
す
る

腫
瘍
班
の
先
生
方
、
そ
し
て
大
学
院
生
期
間
中
の
留
学
を
快
く
受

け
入
れ
て
下
さ
っ
た
戸
山
教
授
、
そ
し
て
2
年
間
の
単
身
留
学
を

温
か
い
目
で
見
守
っ
て
く
れ
た
日
本
の
家
族
に
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

恩師の Mankin 教授と Northeastern 大学薬学部の研究者仲間と

よく昼食を食べた MGH の中庭 ユタ州の the wave にて
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子供たちと一緒にカリブ海で ボリビアのウユニ塩湖で

ボストンの Fenway Park にて

　
こ
の
た
び
私
は
２
０
１
０
年
4
月
よ
り
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
あ
るU

niversity of C
alifornia, San F

rancisco

（
以
下
、UC

SF

）
に
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
賜
り
ま
し
た
。

脊
椎
外
科
医
で
あ
る
私
に
と
っ
て
、U

C
SF

は
前C

hairm
an

の

B
radford

先
生
が
数
多
く
の
側
弯
症
・
後
弯
症
な
ど
の
脊
柱
変

形
に
関
連
す
る
著
作
を
出
版
し
て
い
た
た
め
、
以
前
か
ら
憧
れ

の
施
設
で
し
た
。
私
の
指
導
者
で
あ
り
ま
す
松
本
守
雄
准
教
授

よ
りSigurd B

erven

先
生
を
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

U
C

SF
  Spine C

enter

で
はSpine R

esearch F
ellow

と
し
て

迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
臨
床
症
例
を
経
験
す
る
と
と
も

に
臨
床
研
究
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。B

erven

先

生
はStanford

大
学
を
卒
業
後
にH

arvard M
edical school

を
卒
業
さ
れ
、
ボ
ー
ト
競
技
の
ア
メ
リ
カ
代
表
と
し
て
バ
ル
セ
ロ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
こ
と
も
あ
る
文
武
両
道
の
先
生
で

し
た
。
臨
床
お
よ
び
研
究
に
も
非
常
に
熱
心
で
あ
り
、
数
多
く
の

脊
椎
手
術
を
行
っ
て
い
る
う
え
に
、
頭
尾
側
方
向
に
伸
長
す
る
椎

体
間
ケ
ー
ジ
で
あ
るA

ccuL
IF

®

や
椎
間
孔
狭
窄
を
低
侵
襲
で

U
niversity of C

alifornia, 
San F

rancisco

留
学
記

岡
　
田
　
英
　
次
　
朗
（
80
回
特
）
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除
圧
す
る
こ
と
が
可
能
なiO

-F
lex

®
 System

な
ど
の
新
し
い
治

療
法
の
開
発
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私
はB

erven
先
生
の
助
手
と
し
て
新
し
い
デ
バ
イ
ス
をcadaver

に
設
置
し

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
り
、
手
術
や
外
来
を
見
学
し
た

り
、
い
く
つ
か
の
臨
床
研
究
を
与
え
ら
れ
て
成
人
脊
柱
変
形
手
術

症
例
を
中
心
に
臨
床
研
究
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。U

C
SF

 

Spine C
enter

に
は
5
人
の
整
形
外
科
医
師
、
4
人
の
脳
外
科
医

師
の
合
計
9
人
の
脊
椎
外
科
医
が
在
籍
し
、
年
間
に
１
５
０
０
件

の
脊
椎
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
も
時
間
が
許
す
限
り
、
数
多

く
の
手
術
症
例
を
手
術
室
で
経
験
す
る
機
会
も
与
え
ら
れ
ま
し
た

(U
C

SF

で
は
、
患
者
さ
ん
本
人
か
ら
同
意
書
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

手
洗
い
し
て
手
術
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
し
た)

。
中
に
は
日
本
で
は
経

験
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
手
術
や
、
新
し
い

デ
バ
イ
ス
に
よ
る
手
術
治
療
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

B
erven

先
生
は
成
人
脊
柱
変
形
の
手
術
治
療
で
高
名
な
た
め
に
、

他
の
州
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
治
療
を
受
け
に
く
る
患
者
さ
ん
も
数
多
く

い
ま
し
た
。
高
度
な
脊
柱
変
形
や
多
数
回
の
脊
椎
手
術
の
た
め
に

矯
正
が
困
難
な
症
例
で
は
、vertebral colum

n resection

や

pedicle subtraction osteotom
y

な
ど
の
脊
椎
骨
切
り
を
数
多

く
行
っ
て
お
り
ま
し
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
短
い
留
学
期
間
で
し
た
が
、
私
が
担
当
し
ま
し
た
研
究
は
そ
れ

ぞ

れ

”
O

utcom
es after revision surgery to treat proxim

al 

junctional kyphosis“

は

International Society for the Study 

of the Lum
bar A

nnual M
eeting 2012  

お
よ
びInternational 

M
eeting of A

dvanced Spinal T
echniques 2012

で
、”

A
dult 

D
egenerative Scoliosis: L

im
ited F

usion of the F
ractional 

C
urve

”

は Scoliosis R
esearch Society A

nnual M
eeting 2012

に
て
発
表
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
滞
在
中

に
はB

erven

先
生
に
よ
り
多
く
の
脊
柱
変
形
を
専
門
と
す
る
医

師
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、C

hen

先
生
（Stanford U

niversity

）、

B
ains

先
生
（K

aiser-O
akland H

ospital

）、Stern

先
生
（C

incinnati 

C
hildren , s H

ospital

）、M
andoza

先
生
（Iow

a U
niversity

）
と

知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
にC

incinnati

とIow
a

で
は
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
に
て
医
学
博
士
の
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
、” A

ging of the 

C
ervical Spine in H

ealthy V
olunteers: A

 10-Y
ear Longitudinal 

M
agnetic R

esonance Im
aging Study“

を
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
後
は
急
に
扱
い
が
変

わ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
私
の
た
め
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
い
て
く
れ

ま
し
た
。
小
児
脊
柱
変
形
治
療
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
治
療
を
実

際
に
拝
見
し
、
治
療
方
針
を
と
も
に
討
議
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
今
後
の
自
分
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
経
験
と
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　U
C

SF

で
は
世
界
中
か
ら
多
く
の
留
学
生
が
訪
れ
て
お
り
、
多
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く
の
ア
ジ
ア
人
フ
ェ
ロ
ー
と
も
知
り
合
い
に
な
っ
た
こ
と
も
素
晴

ら
し
い
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
昨
今
、
世
界
に
お
け
る
日
本
の
地

位
の
失
墜
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
知
り
合
い
と
な
っ
た
中

国
、
韓
国
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
脊
椎
外
科
医
と
話
を
し
て
み

る
と
、
い
ま
だ
に
手
術
方
法
も
研
究
・
論
文
は
我
々
の
方
が
一
歩

進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
一
方
で
、
日
本
で
は
新
し
い
デ
バ

イ
ス
の
承
認
が
取
得
さ
れ
に
く
い
た
め
に
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
は

す
で
に
一
般
化
し
て
い
る
治
療
が
選
択
で
き
な
い
こ
と
、
医
師
の

待
遇
が
我
々
よ
り
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
自
分

の
国
に
帰
国
し
て
か
ら
も
皆
、
日
々
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
よ
う
で

現
在
で
も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。
今
年
参
加
し
ま
し
た
国

際
学
会
で
は
壇
上
で
素
晴
ら
し
い
発
表
を
し
て
い
る
ア
ジ
ア
の
友

人
に
久
し
ぶ
り
に
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
海
に
囲
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
街
で
、
毎

年
多
く
の
観
光
客
が
各
国
よ
り
訪
れ
ま
す
。
我
々
の
施
設
は
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
よ
り
も
太
平
洋
側
に
位
置
し
、
朝
の
霧
の
中
に
浮
か
ぶ

ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
や
、
太
平
洋
に
沈
む
夕
日
を
毎
日

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夏
は
暑
す
ぎ
ず
、
冬
も
コ
ー
ト

の
必
要
が
な
い
素
晴
ら
し
い
気
候
で
し
た
。
有
名
な
霧
の
シ
ー
ズ

ン
に
は
、
毎
日
の
霧
の
た
め
に
太
陽
を
見
る
こ
と
が
稀
と
な
り
少

し
陰
鬱
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
に
帰
国

し
た
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
限
り
で
す
。
私
は
妻
と
二
人
の

子
供
を
連
れ
て
の
留
学
生
活
で
し
た
。
4
歳
の
長
女
は
環
境
の

変
化
に
順
応
も
良
く
、
2

�

3
か
月
も
す
る
と
英
語
が
自
然
に
出

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
1
歳
の
次
女
は
渡
米
当
初
に
日

本
に
い
た
際
に
は
な
か
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
が
出
た
た
め
に
非
常
に

悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
症
状
は
次
第
に
軽
快
し
ま
し
た
が
、
相
談
す

る
友
人
も
ま
だ
少
な
か
っ
た
の
で
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
非
常
に
近
い
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
桐
山

先
生
が
留
学
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
現
地
の
事
情
に
疎
い
我
々
は

様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
出
国
前
に
は
食
事
の
心
配

を
し
て
い
た
も
の
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
実
際
に
滞
在
し
て
み

る
と
、
日
本
食
だ
け
で
な
く
中
華
料
理
、
タ
イ
料
理
、
ベ
ト
ナ
ム

料
理
な
ど
多
く
の
ア
ジ
ア
料
理
が
手
軽
に
味
わ
え
ま
し
た
。
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
も
日
本
よ
り
も
お
い
し
く
、
出
て
く

る
量
が
圧
倒
的
に
大
き
い
た
め
に
、
最
初
の
半
年
で
し
っ
か
り
体

重
が
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
非
常
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
なB

erven

先
生
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ス
イ
ミ
ン
グ
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
帰
国

時
に
は
何
と
か
元
の
体
重
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
で
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
滞
在
中
の
持
続

的
な
運
動
習
慣
と
な
り
ま
し
た
。
帰
国
し
た
現
在
で
も
身
に
つ
い

た
運
動
習
慣
は
今
の
と
こ
ろ
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
研
究
自
体
は
い
く
つ
か
を
常
に
並
行
し
て
行
う
よ
う
な
形
で
し

た
が
、
日
本
で
の
生
活
と
比
べ
る
と
家
族
と
の
時
間
も
格
段
に
増
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え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
多
く
の
場
所
へ
家
族
で
出
か
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
夏
に
は
学
会
発
表
の
た
め
に
ト
ロ
ン
ト
へ
行
き
、

初
め
て
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
を
訪
れ
ま
し
た
。
霧
の
乙
女
号
に
乗
船

す
る
と
船
は
滝
の
直
前
ま
で
迫
り
、
と
て
も
豪
快
な
光
景
で
し
た
。

帰
り
の
船
で
は
自
分
の
あ
ま
り
の
ず
ぶ
濡
れ
具
合
に
滝
よ
り
も
驚

き
ま
し
た
。
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
の
休
み
に
は
自
ら
の
運
転
で

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
セ
コ
イ
ア
お
よ
び
デ
ス
バ
レ
ー
国
立
公
園
を
訪
れ

ま
し
た
。
地
球
上
で
も
っ
と
も
大
き
な
木
で
あ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
将

軍
の
木
や
、
真
っ
白
な
塩
の
海
が
広
が
る
バ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
な

ど
、
い
ず
れ
も
日
本
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
広
大
さ
に
家
族

と
と
も
に
感
激
し
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
が
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
に
進
出
し
た

時
に
は
街
全
体
が
興
奮
し
、
そ
の
後
に
優
勝
し
た
後
は
日
本
で
は

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
盛
り
上
が
り
方
で
、
し
ば
ら
く
は
お
祭
り

の
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

　
帰
国
の
ま
さ
に
直
前
に
東
日
本
大
震
災
が
起
き
、
帰
国
当
日
は

フ
ラ
イ
ト
も
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な

状
態
で
し
た
。
現
地
の
友
人
に
は
何
も
こ
の
時
期
に
日
本
に
帰
国

し
な
い
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
こ
そ

日
本
の
医
療
に
役
に
た
て
れ
ば
と
考
え
て
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
私
に
と
っ
て
海
外
留
学
は
学
生
時
代
か
ら
の
長
年
の
夢
で
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
留
学
生
活
を
支
援
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
戸
山
教
授
、千
葉
前
准
教
授
、松
本
准
教
授
、須
田
医
局
長
、

そ
し
て
整
形
外
科
教
室
に
心
よ
り
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
留
学
先
の
選
択
か
ら
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ま
で
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
渡
辺
航
太
先
生
、
先
輩
と
し
て
様
々
な
相
談
に
乗
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
上
田
先
生
、
名
倉
先
生
、
石
川
先
生
、
細
金

先
生
、
越
智
先
生
、
八
木
先
生
、
滞
在
し
ま
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
で
は
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
家
族
ぐ
る
み
で
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
岩
波
先
生
、
桐
山
先
生
に
も
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま

し
て
深
謝
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
多
く
の
整
形
外
科
教
室
員
が
海
外
留
学
の
経
験
を
で
き
る

と
素
晴
ら
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
海
外
留
学
に
興
味
が
あ
る

若
手
の
先
生
は
い
つ
で
も
相
談
に
乗
り
ま
す
の
で
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
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② Cincinnati Children’s Hospital のカンファレンスにて

① UCSF 最終日　UCSF　Medical Center 正面玄関にて Berven 先生 ,Hu 先生らと
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0. 

は
じ
め
に

　
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に
赴
任
し
て
い
た
平
成
22
年
9
月
か

ら
11
月
の
3
カ
月
間
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
へ
短
期
留
学
す
る
機
会

を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
場
を
借
り
て
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
今
回
の
留
学
で
は
、
パ
リ
市
内
の
主
要
な
骨
軟
部
腫
瘍
施
設

で
あ
る
市
公
立
扶
助
病
院
グ
ル
ー
プ
に
属
す
るC

och
in

病
院
を

拠
点
に
、
同
グ
ル
ー
プ
の
小
児
専
門
施
設N
eck

er

病
院
、
さ
ら

に
は
フ
ラ
ン
ス
の
が
ん
専
門
拠
点
機
関
で
あ
るC

u
rie

研
究
所
の

3
施
設
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。C

ochin

病
院
で
は
、
成
人
骨

軟
部
腫
瘍
手
術
と
病
理
を
、N
eck

er

病
院
で
は
小
児
骨
軟
部
腫

瘍
手
術
を
、C

u
rie

研
究
所
で
は
化
学
療
法
と
放
射
線
療
法
に
関

し
て
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
、
留
学
を
考
え
て
い
る
先

生
方
に
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
に
ご
ざ
い
ま
す
。

1.  

留
学
の
目
的

　
骨
肉
腫
・E

w
in

g

肉
腫
に
代
表
さ
れ
る
悪
性
骨
軟
部
腫
瘍
は
、

非
常
に
稀
で
あ
り
、
治
療
成
績
向
上
の
た
め
の
臨
床
・
基
礎
研
究

の
発
展
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
国
外
の

主
要
施
設
と
連
携
・
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
既
に
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・

中
国
・
韓
国
・
イ
タ
リ
ア
な
ど
海
外
の
主
要
施
設
と
人
的
・
学
術

的
交
流
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
交
流
が
少

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
短
期
留
学
を
検
討
致

し
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
中
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
は
近
代
整

形
外
科
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、
ま
た
古
く
か
ら
整
形
外
科
治
療
に

関
し
て
独
自
の
哲
学
を
有
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
見
聞
を
広
げ

る
こ
と
は
有
意
義
な
も
の
に
な
る
と
考
え
、
パ
リ
の
地
を
選
択
し

ま
し
た
。

2. 

パ
リ
滞
在
中
の
生
活

　
留
学
に
あ
た
っ
て
は
、
現
地
で
の
衣
食
住
や
生
活
費
も
気
に
な
る

と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。
パ
リ
の
住
宅
事
情
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、

東
京
に
引
け
を
と
ら
ず
、
決
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

パ
リ
で
は
、
築
１
０
０
年
と
い
う
物
件
も
決
し
て
珍
し
く
な
く
水
漏

れ
や
配
電
ト
ラ
ブ
ル
と
い
っ
た
問
題
が
日
常
の
よ
う
に
発
生
し
ま

す
。
そ
れ
で
も
20
平
方
メ
ー
ト
ル
程
のS

T
U

D
IO

と
言
わ
れ
る
ワ

ン
ル
ー
ム
で
日
本
円
に
し
て
9
万
円
前
後
が
相
場
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
慣
れ
な
い
海
外
で
は
、
ど
こ
の
土
地
で
も
あ
る
程
度
の
困
難
は

つ
き
も
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
は
特
に
言
語
の
問
題
で
、

フ
ラ
ン
ス
短
期
留
学
を
経
験
し
て

菊
　
田
　
一
　
貴
（
81
回
）
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他
の
外
国
都
市
に
比
べ
圧
倒
的
に
現
地
の
環
境
に
適
応
で
き
な
い
日

本
人
の
割
合
が
多
い
そ
う
で
す
。
実
際
に
、
パ
リ
症
候
群
（L

e 

syndrôm
e de P

aris

）
と
い
う
鬱
症
状
が
２
０
０
４
年
の
精
神
医
学

雑
誌 N

ervure
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
パ
リ
に
憧
れ
を
抱
い
て
や
っ
て

来
た
も
の
の
、
現
地
の
生
活
に
適
応
で
き
ず
、
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ

ッ
プ
に
思
い
悩
み
、
心
身
に
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
う
日
本
人
が
多

い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
言
語
の
壁
の
問
題
や
、
生
活
基
盤
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
に
長
期
間

を
要
す
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
今

回
の
留
学
で
は
、
経
費
削
減
と
生
活
基
盤
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
短
縮

の
た
め
、C

ochin

病
院
の
当
直
室
を
3
カ
月
間
無
償
で
貸
し
て
頂

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
院
内
に
は
、
研
修
医
用
食
堂
も
あ
り
、
白

衣
着
用
で
あ
れ
ば
自
由
に
昼
食
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
診
療
科
ご
と
に
棟
そ
の
も
の
が
独
立
し
、

C
och

in

病
院
整
形
外
科
棟
はO

llier

病
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の

外
科
医L

ou
is L

éop
old O

llier

の
名
を
冠
し
てO

llier

棟
と
命

名
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
直
室
は
、
そ
の
最
上
階
、
患
者
が
入
院

す
る
病
室
の
前
を
病
棟
の
隅
ま
で
全
て
通
り
抜
け
、
屋
根
裏
に
続

く
狭
い
螺
旋
階
段
を
上
っ
た
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。
当
直
室
は
、

シ
ャ
ワ
ー
・
ト
イ
レ
・
ベ
ッ
ド
だ
け
の
簡
素
な
も
の
で
、
な
ぜ
か

室
内
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
全
て
使
え
ず
、
延
長
コ
ー
ド
を
購
入
し
て
、

部
屋
の
外
か
ら
電
気
を
ひ
い
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

清
掃
員
や
入
院
患
者
が
常
に
出
入
り
し
、
た
く
さ
ん
の
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
リ
の
高
い
物
価
を
考
え
れ
ば
、
当
直
室

を
無
償
で
利
用
で
き
た
こ
と
は
大
変
、
有
り
難
い
事
で
あ
り
ま
し
た
。

3. C
o

chin

病
院

　
パ
リ
は
、
市
の
中
央
部
か
ら
時
計
回
り
に
螺
旋
状
に
区
の
番
号

が
付
け
ら
れ
、C

ochin

病
院
は
セ
ー
ヌ
川
左
岸
の
14
区
に
位
置
し

ま
す
。
こ
の
地
域
は
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
と
呼
ば
れ
芸
術
の
街
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
高
村
光
太
郎
、
藤
田
嗣
治
ら
、
日
本
の
芸
術
家

た
ち
も
多
く
集
ま
っ
た
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　C
och

in

病
院
は
、
股
関
節
手
術
で
歴
史
の
あ
る
病
院
で
あ
り
、

骨
軟
部
腫
瘍
で
は
、
特
に
骨
盤
部
腫
瘍
の
手
術
と
再
建
を
得
意
と

し
て
い
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
ルL

e point

誌
に
よ
る

病
院
の
ラ
ン
ク
付
け
で
は
、
骨
軟
部
腫
瘍
手
術
数
が
フ
ラ
ン
ス
国

内
で
最
も
多
く
、
滞
在
中
の
3
カ
月
間
に
も
約
40
症
例
の
悪
性
骨

軟
部
腫
瘍
手
術
が
あ
り
、
ほ
ぼ
全
て
の
手
術
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。C

ochin

病
院
は
パ
リ
大
学
付
属
病
院
に
あ
た
り
、
パ
リ

で
整
形
外
科
が
唯
一
、service A

, service B

と
い
う
2
つ
の
部

門
に
分
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
、
腫
瘍
外
科
部
門
の
あ
る

Service B
のP

hillip
e A

nract

教
授
の
も
と
で
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。A

n
ract

教
授
は
、
柔
道
黒
帯
、
車
も
バ
イ
ク
も
日
本

製
と
い
う
大
の
親
日
家
で
、
毎
日
、
何
か
と
声
を
掛
け
て
頂
い
た
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こ
と
は
、
大
変
、
心
強
く
留
学
中
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　C
ochin

病
院
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
月
曜
日
～
木
曜
日
ま
で
が

手
術
で
、
一
般
整
形
外
科
手
術
も
含
め
、
約
10
～
20
例
／
日
の
手

術
が
、
主
に
4
つ
の
手
術
室
で
効
率
的
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
レ
ク
チ
ャ
ー
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
月
曜

日
～
金
曜
日
の
朝
7:

30
か
ら
は
毎
日
、S

tu
d
en

t

（
学
生
）
と

In
tern

e

（
研
修
医
）
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
前
日
の

手
術
と
救
急
症
例
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
あ
り
、
毎
週
金
曜
日
に

は
、Student, Interne, C

hef des C
linique

（
専
修
医
）
を
対

象
と
し
た
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
もS

tu
d
en

t, 

Interne, C
hef des C

linique

が
ス
タ
ッ
フ
の
話
に
真
剣
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
熱
心
に
質
問
し
討
論
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
手
術
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
間
に
はA

nract
教
授
の
紹
介
で
、

骨
軟
部
腫
瘍
専
門
病
理
医
のD

r. F
red

eriq
u
e

に
標
本
の
鏡
検

や
脂
肪
肉
腫
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

病
理
部
のD

r. G
ib

au
lt

は
日
本
語
を
ほ
ん
の
少
し
話
せ
、
偶
然

に
も
私
が
大
学
院
で
お
こ
な
っ
て
い
た
の
と
同
様
の
研
究
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
手
術
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
間
に
コ
ー
ヒ
ー

を
頂
き
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

4. 

小
児
専
門
病
院N

ecker

病
院

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
成
人
と
小
児
の
病
院
が
明
確
に
分
け
ら
れ
、

15
歳
未
満
の
患
者
は
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
か
ら
程
近
い
小
児
専
門
病

院
で
あ
るN

eck
er

病
院
で
治
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
小
児
の
骨
肉
腫
やE

w
in

g

肉
腫
の
手
術
見
学
の
た
め
、

N
ecker

病
院
で
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。N

ecker

病
院
で
は
、

腫
瘍
外
科
医
で
あ
るD

r. M
ascard

の
手
術
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
は
、
腫
瘍
症
例
が
あ
る
とD

r. 

M
ascard

が
必
ず
連
絡
を
く
だ
さ
り
、
多
く
の
手
術
に
参
加
で
き

た
こ
と
は
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。D

r. M
ascard

は
手

術
が
終
わ
る
と
、
食
事
や
美
術
館
な
ど
パ
リ
市
内
を
必
ず
案
内
し

て
く
だ
さ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
た
く
さ
ん
の
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

5. 

骨
軟
部
腫
瘍
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
とC

urie

研
究
所

　
パ
リ
市
内
で
は
、
骨
軟
部
腫
瘍
に
対
す
る
治
療
は
、
整
形
外
科

医
が
手
術
を
、
腫
瘍
内
科
医
が
化
学
療
法
を
、
放
射
線
科
医
が
放

射
線
治
療
を
担
当
し
、
チ
ー
ム
医
療
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

各
診
療
科
の
連
携
を
は
か
る
た
め
、
毎
週
月
曜
日
にC

och
in

病

院
あ
る
い
はC

u
rie

研
究
所
で
、
骨
軟
部
腫
瘍
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

お
こ
な
わ
れ
、
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
パ
リ
市
内
の
10
以
上
の

病
院
の
整
形
外
科
医
・
腫
瘍
内
科
医
・
放
射
線
科
医
さ
ら
に
は
病

理
医
が
参
加
し
、
骨
軟
部
腫
瘍
患
者
の
治
療
方
針
を
討
論
し
、
患

者
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
し
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
、



− 321 −

C
urie

研
究
所
の
肉
腫
化
学
療
法
部
門C

hief

の
腫
瘍
内
科
医D

r. 

Sophie

と
頭
蓋
底
の
軟
骨
肉
腫
や
脊
索
腫
に
対
す
る
粒
子
線
治
療

を
専
門
に
す
る
放
射
線
治
療
医D

r. C
laire

と
知
り
合
い
、C

urie

研
究
所
の
案
内
を
し
て
頂
く
機
会
を
得
ま
し
た
。

　C
u
rie

研
究
所
は
キ
ュ
リ
ー
夫
人
で
知
ら
れ
る
マ
リ
ー
・
キ
ュ

リ
ー
と
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
ス
・
リ
ガ
ー
ド
に
よ
り
、
創
設
さ
れ
た
が

ん
専
門
研
究
施
設
で
あ
り
ま
す
。
研
究
所
に
は
、
１
７
０
０
名
を

越
え
る
ス
タ
ッ
フ
が
勤
務
し
、
多
分
野
の
臨
床
医
と
研
究
者
の
協

力
体
制
に
よ
り
、
が
ん
研
究
の
成
果
を
素
早
く
患
者
へ
応
用
で
き

る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
。D

r. C
laire

の
御
厚
意

で
、
改
修
作
業
中
の
キ
ュ
リ
ー
博
物
館
の
見
学
も
で
き
ま
し
た
。

博
物
館
の
隣
に
は
キ
ュ
リ
ー
夫
人
が
使
用
し
て
い
た
研
究
室
が
そ

の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
お
り
、
僭
越
な
が
ら
キ
ュ
リ
ー
夫
人
が
愛

用
し
て
い
た
書
斎
の
椅
子
に
座
っ
て
記
念
撮
影
さ
せ
て
頂
く
な

ど
、
科
学
史
上
重
要
な
こ
の
博
物
館
で
感
慨
深
い
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

6.  C
T

O
S

 m
eeting

と
日
仏jo

int m
eeting

　
滞
在
中
の
11
月
に
は
、
パ
リ
で C

T
O

S

（C
onnecitive T

issue 

O
n
colog

ical S
ociety

） 16th m
eetin

g

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

肉
腫
治
療
に
関
わ
る
多
く
の
臨
床
医
・
研
究
者
が
参
加
す
る
折
角

の
機
会
で
し
た
の
で
、C

u
rie

研
究
所
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル

リ
サ
ー
チ
部
門
（
臨
床
医
と
研
究
者
が
情
報
交
換
す
る
た
め
の

様
々
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
す
る
部
門
）
のD

r. Sergio

に
お
願

い
し
、「
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
肉
腫
治
療
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
日
仏join

t m
eetin

g

を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
日
仏

を
代
表
す
る
整
形
外
科
医
・
腫
瘍
内
科
医
・
放
射
線
科
医
・
基
礎

研
究
者
に
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
そ
れ
ぞ
れ
の
骨
肉
腫
・E

w
in

g

肉

腫
の
臨
床
と
研
究
の
現
状
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
短
い
時
間
で
し

た
が
素
晴
ら
し
い
交
流
の
時
間
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

7. 

お
わ
り
に

　
3
か
月
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
機
会
が

あ
れ
ば
ま
た
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
た
い
と
思
う
ほ
ど
貴
重
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
留
学
に
は
、
日
本
で
の
仕
事
、
経

済
的
な
事
、
家
族
へ
の
負
担
な
ど
様
々
な
リ
ス
ク
も
伴
い
ま
す
が
、

留
学
し
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
出
会
い
や
、
異
国
の
地
で
生
活
す

る
と
い
う
経
験
は
か
け
が
え
の
な
い
財
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

留
学
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
躊
躇
せ
ず
踏
み
出
す
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
へ
の
留
学
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
頂

け
ま
し
た
ら
い
つ
で
も
御
相
談
頂
け
れ
ば
幸
い
に
ご
ざ
い
ま
す
。

同
時
期
に
フ
ラ
ン
ス
の
地
に
留
学
し
て
い
た
順
天
堂
大
学
の
本
間

先
生
、
田
中
先
生
、
滋
賀
医
大
の
奥
村
先
生
に
は
大
変
、
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
偶
然
の
縁
か
ら
日
本
で
知
り
合
う
こ
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と
が
で
き
た
同
世
代
の
整
形
外
科
医
で
あ
るD

r. D
rain

に
は
留

学
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
助
け
て
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
別
府
保
男
先
生
、
中
馬
広
一
先
生
、

川
井
章
先
生
、
留
学
先
の
調
整
な
ど
温
か
く
御
支
援
頂
い
た
順
天

堂
大
学
金
子
和
夫
教
授
、
末
原
義
之
先
生
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
へ

快
く
送
り
だ
し
て
く
だ
さ
っ
た
戸
山
芳
昭
教
授
、
須
田
康
文
先
生
、

千
葉
一
裕
先
生
、
矢
部
啓
夫
先
生
、
森
岡
秀
夫
先
生
に
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
寄

稿
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
同
窓
会
ふ
る
さ
と
編
集
委
員
会

の
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日仏 joint meeting Dr.Mascard と (Necker 病院 )

Cochin 病院病理部にて。
Dr. Frederique、Dr. Gibault らと

3 か月滞在した Cochin 病院当直室

Anract 教授ら Cochin 病院
Service B ( 腫瘍外科 ) の先生方と

悪性骨軟部腫瘍手術風景。Cochin 病院にて
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慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
上
肢
班
81
回
生
の
松
村
昇
で

す
。
２
０
１
１
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
6
ヶ
月
間
と
い
う
短
期

間
で
す
が
フ
ラ
ン
ス
へ
臨
床
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
留
学
に
際
し
同
窓
会
よ
り
多
大
な
御
援
助
を

賜
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
上
肢
班
の
中
で
も
特
に
肩
関
節

を
専
門
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
肩
関
節
外
科
に

お
い
て
は
過
去
に
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
名
医
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
肩
関
節
外
科
の
歴
史
は
フ
ラ
ン
ス
で
発
展
し

て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
現
在
で
も
ア
メ
リ
カ
を
凌

い
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
当
時
上
肢
班
チ
ー
フ
で
あ
っ

た
池
上
博
泰
先
生
の
御
紹
介
で
学
ぶ
機
会
を
得
た
の
で
、
そ
の
経

験
を
こ
こ
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
１
１
年
4
月
か
ら
8
月
ま
で
フ
ラ
ン
ス
北
西
部
に
位
置
す

る
レ
ン
ヌ
郊
外
に
あ
るC

en
tre H

osp
italier P

riv
é S

ain
t 

G
rég

oire

のP
h
ilip

p
e C

ollin

先
生
の
も
と
で
ク
リ
ニ
カ
ル
フ
ェ

ロ
ー
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。C

ollin

先
生
は
40
歳

代
半
ば
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
肩
関
節
手
術
を
1
週
間
に
15

件
、
年
間
７
０
０
件
以
上
こ
な
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
他
の

海
外
の
先
生
と
同
様
フ
ェ
ロ
ー
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
必
ず
一

時
期
に
一
人
と
決
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
私
が
滞
在
し
て
い
た

時
も
常
に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
３
０
０
件
以
上
の
全
て
の
手
術
に
ス

ク
ラ
ブ
イ
ン
さ
せ
て
い
た
だ
き
非
常
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
日
本
か
ら
の
フ
ェ
ロ
ー
は
私
が
初
め
て
だ
っ
た
た
め
、
と
て

も
親
切
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
日
本
人

を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
と
て
も
名
誉
な
こ
と
だ
と
し
き
り
に
お
っ

し
ゃ
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
5
月
お
よ
び
9
月
は
フ
ラ
ン
ス
第
二
の
都
市
リ
ヨ
ン
に
あ
る

C
en

tre O
rth

op
ed

iq
u
e S

an
ty

のG
illes W

alch

先
生
の
も
と

で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
非
常
に
高
名
な
先
生
で
あ
り
、

現
在
世
界
で
最
も
有
名
な
肩
関
節
外
科
医
で
す
。
世
界
中
か
ら
患

者
が
集
ま
り
、
そ
の
う
ち
困
難
な
手
術
の
み
週
10
件
執
刀
し
て
い

ま
す
。
特
に
日
本
で
は
な
か
な
か
見
か
け
る
こ
と
の
な
い
若
年
者

の
変
形
性
関
節
症
や
人
工
関
節
再
置
換
例
な
ど
が
と
て
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
世
界
中
か
ら
見
学
者
が
後
を
絶
た
ず
、
見
学
も

１
日
４
名
と
制
限
し
て
い
る
た
め
6
ヶ
月
前
か
ら
予
約
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
数
件
手
術
に
入
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
技
術
や
研
究
の
ア
イ
デ
ア
を
頂
き
ま
し
た
。

　
手
術
は
二
部
屋
の
手
術
室
を
使
用
し
て
行
い
ま
す
。
症
例
は
腱

板
損
傷
な
ど
に
対
す
る
関
節
鏡
手
術
、
変
形
性
関
節
症
に
対
す
る

フ
ラ
ン
ス
留
学
報
告

松
　
村
　
　
昇
（
81
回
）
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人
工
関
節
手
術
、
肩
関
節
不
安
定
症
に
対
す
る
骨
移
植
術
な
ど
慢

性
疾
患
中
心
で
し
た
が
、
時
に
は
外
傷
手
術
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
人
工
関
節
手
術
は
日
本
の
15
年
先
を
走
っ
て
い
ま
し
た
。
他

の
欧
米
の
手
術
室
と
同
様
に
分
業
化
が
進
ん
で
お
り
、
麻
酔
は
手

術
室
外
で
手
術
の
約
30
分
前
に
導
入
、
患
者
は
挿
管
さ
れ
た
状
態

で
入
室
、
体
位
は
Ｍ
Ｅ
が
と
り
、
患
肢
の
消
毒
お
よ
び
ド
レ
ー
ピ

ン
グ
は
看
護
師
が
行
い
、
手
術
を
医
師
が
行
っ
て
い
る
間
に
看
護

師
は
手
を
下
ろ
し
隣
の
部
屋
で
次
の
手
術
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

術
後
の
患
者
は
挿
管
し
た
状
態
で
リ
カ
バ
リ
ー
へ
移
動
し
、
そ
こ

で
抜
管
さ
れ
病
室
に
戻
っ
て
い
き
ま
す
。
医
師
は
ひ
た
す
ら
手
術

と
手
洗
い
の
繰
り
返
し
で
す
。
な
る
べ
く
早
く
手
術
を
終
わ
ら
せ

る
た
め
、
手
術
が
18
時
半
を
越
え
る
と
、
1
時
間
に
つ
き
２
０
０

ユ
ー
ロ
を
医
師
か
ら
看
護
婦
に
支
払
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
外
来
は
オ
フ
ィ
ス
に
患
者
を
一
人
ず
つ
呼
び
込
ん
で
外
来
診
療

を
行
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
で
は
問
診
と
身
体
所
見
が
主
で
あ
り
、

注
射
は
放
射
線
科
医
が
別
室
で
透
視
下
に
施
行
、
創
部
の
消
毒
な

ど
は
近
医
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
が
行
い
ま
す
。
初
診
は
患
者
一
人

に
対
し
て
持
ち
時
間
15
分
で
一
日
約
25
名
診
察
を
し
ま
す
。
ほ
ぼ

全
て
が
手
術
の
相
談
で
あ
り
、
み
な
関
節
造
影
Ｃ
Ｔ
も
し
く
は
Ｍ

Ｒ
Ｉ
画
像
を
持
参
し
て
来
院
し
ま
す
。
患
者
の
半
数
近
く
が
手
術

の
申
し
込
み
を
行
い
、
そ
の
適
応
が
な
け
れ
ば
再
び
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
に
戻
し
ま
す
。
患
者
を
集
め
る
た
め
に
は
一
つ
の
病
院
に
長

い
間
留
ま
り
、
病
院
内
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
だ
け
で
は
な
く
近
隣
の

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を
教
育
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。
再
診
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
密
接

に
関
わ
っ
て
お
り
、
診
察
室
の
隣
の
部
屋
は
プ
ー
ル
を
完
備
し
た

リ
ハ
ビ
リ
室
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
術
後
の
後
療
法
は
完
全
に
Ｐ

Ｔ
が
指
導
し
、
整
形
外
科
医
に
よ
る
再
診
は
通
常
術
後
6
週
、
12

週
、
半
年
、
1
年
時
の
み
で
す
が
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ

ロ
ト
コ
ー
ル
か
ら
外
れ
る
成
績
不
良
患
者
は
Ｐ
Ｔ
の
判
断
で
外
来

受
診
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
医
師
か
ら
み
る
と
非
常
に
効
率
的
な
形
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
病
院
は
住
居
の
あ
る
市
街
地
か
ら
離
れ
た
郊
外
に
位
置
し
て
い

る
た
め
、
レ
ン
タ
ル
し
た
自
転
車
で
毎
日
通
勤
し
て
い
ま
し
た
。

暗
い
時
間
帯
は
や
や
不
安
で
し
た
が
、
幸
い
夏
の
時
期
で
し
た
の

で
ほ
と
ん
ど
の
日
は
明
る
い
時
間
に
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
地
震
が
稀
で
す
の
で
、
市
街
中
心
地
の
ほ
と
ん

ど
は
古
い
建
物
で
す
。
私
達
が
滞
在
し
た
の
は
築
百
年
以
上
の
床

と
天
井
が
斜
め
に
傾
い
た
ア
パ
ー
ト
で
し
た
。
子
供
と
の
生
活
で

は
少
し
辛
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
非
常
に
趣
は
あ
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
も
通
っ
て
お
ら
ず
、
家
族
と
の

時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
行
き
ま
し
た
。
休
日
は
家
族
と
と
も

に
観
光
に
出
か
け
て
過
ご
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
日
本
で
は
家
族
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と
過
ご
す
時
間
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
、
オ
ン
オ
フ
の
は
っ
き
り

し
た
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
半
年
間
と
い
う
短
い
間
で
し
た
が
、
最
新
の
肩
関
節
外
科
に
関

す
る
知
見
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
論
文
で
し
か
聞

い
た
こ
と
の
な
か
っ
た
多
く
の
高
名
な
先
生
と
お
話
し
す
る
機
会

が
得
ら
れ
、
ま
た
自
分
と
同
世
代
の
先
生
方
と
も
知
り
合
い
に
な

れ
ま
し
た
。
人
脈
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何

事
に
も
変
え
難
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
海
外
で
の
生

活
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
有
意
義
で
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
き
留
学
を
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
池
上
博
泰
先
生
、
突

然
の
申
し
出
に
も
関
わ
ら
ず
快
く
お
許
し
頂
い
た
戸
山
芳
昭
教

授
、
須
田
康
文
前
医
局
長
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の

留
学
経
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
臨
床
お
よ
び
研
究
で
生
か

し
、
少
し
で
も
教
室
に
還
元
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

謝
辞

　
本
留
学
は
慶
大
整
形
同
窓
会
海
外
留
学
支
援
基
金
よ
り
御
援
助

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Collin 先生と筆者

Walch 先生と筆者
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現
在
、
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
野
球
部
の
主
将
を
務
め
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
の
金
子
慎
二
郎
（
77
回

特
）
で
す
。
我
々
の
活
動
は
、
主
に
は
毎
年
日
本
整
形
外
科
学
会

学
術
集
会
の
際
に
行
わ
れ
る
野
球
大
会
及
び
そ
の
関
東
地
区
予
選

へ
の
参
加
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
準
備
、
或
い
は
全
体
的
な
レ
ベ

ル
・
ア
ッ
プ
を
は
か
る
為
に
、
企
業
の
野
球
部
等
も
参
加
す
る
様
々

な
野
球
大
会
へ
の
参
加
、
練
習
試
合
、
そ
れ
に
備
え
た
練
習
等
を

定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
我
々
が
野
球
部
を
始
め
た
当
初
か
ら

3
〜
4
年
前
に
か
け
て
は
、
私
の
学
年
前
後
の
先
生
方
を
中
心
メ

ン
バ
ー
と
し
て
長
ら
く
活
動
し
て
き
て
、
比
較
的
若
手
の
参
加
メ

ン
バ
ー
が
少
な
い
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
毎
年
、
新

入
局
者
が
数
名
ず
つ
入
部
し
、
ま
た
、
す
ぐ
に
中
心
的
メ
ン
バ
ー

と
し
て
活
動
す
る
様
に
な
り
、
チ
ー
ム
も
大
分
若
返
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
学
年
的
に
も
比
較
的
地
方
出
張
中
の
メ
ン
バ
ー
も
多
く
、

各
関
連
病
院
の
上
級
医
の
方
々
に
は
、
当
直
やon call

、
ま
た
日

本
整
形
外
科
学
会
学
術
集
会
へ
の
参
加
等
に
関
し
て
様
々
な
御
配

慮
を
頂
い
て
お
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
医
局
か
ら
も
様
々
な
側
面
か
ら
野
球
部
の
活
動
に

関
し
ま
し
て
御
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
に
関
し
ま
し

て
も
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
改
め
て
深
謝
致
し
ま
す
（
都
内
、

或
い
は
東
京
周
辺
の
野
球
場
は
、
使
用
代
金
と
し
て
軒
並
み
2
時

間
で
1
万
5
千
円
前
後
か
か
る
等
、
活
動
費
も
そ
れ
な
り
に
か
か

り
ま
す
）。
さ
て
、
我
々
は
目
下
、
来
年
度
の
日
本
整
形
外
科
学

会
学
術
集
会
の
際
の
野
球
大
会
に
向
け
て
、
日
々
、
準
備
を
重
ね

て
お
り
ま
す
。
目
標
は
勿
論
、
優
勝
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
向

け
て
必
要
な
事
を
日
々
、
皆
で
議
論
し
、
練
習
し
、
ま
た
練
習
試

合
等
で
い
ろ
い
ろ
な
事
を
試
し
、
例
年
に
も
増
し
て
充
実
し
た
シ

ー
ズ
ン
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
の
新
入
局
者
の
中
で

野
球
部
に
入
部
し
て
く
れ
た
若
手
の
新
入
部
員
を
御
紹
介
し
ま
す

と
、
金
田
和
也
君
、
久
島
雄
宇
君
、
関
田
哲
也
君
、
寺
坂
幸
倫
君

で
、
皆
、
既
に
チ
ー
ム
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
勿
論
、
こ
の
他
に
も
中
途
か
ら
新
た
に
参
加
し
て

下
さ
っ
て
い
る
先
生
方
も
お
ら
れ
ま
す
し
、
野
球
部
は
い
つ
で
も

新
た
な
メ
ン
バ
ー
、
或
い
は
最
近
、
暫
く
参
加
し
て
お
ら
れ
な
い

メ
ン
バ
ー
の
皆
様
の
御
参
加
、
大
歓
迎
で
す
。
太
陽
の
下
で
ま
た

野
球
が
や
り
た
く
な
っ
た
先
生
方
、
是
非
、
一
緒
に
野
球
を
し
ま

し
ょ
う
。
来
年
の
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
集
会
野
球
大
会
で
は

勿
論
の
事
、
そ
れ
に
続
く
大
会
で
も
恒
常
的
に
皆
様
に
良
い
御
報

慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
野
球
部
活
動
報
告

 
　
　
　
村
山
医
療
セ
ン
タ
ー
整
形
外
科

金
　
子
　
慎
　
二
　
郎
（
77
回
特
）
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告
が
出
来
る
様
に
、
部
員
一
同
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
御
支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。
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こ
の
活
動
報
告
を
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
平
成
24
年
7

月
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
日
本
代
表
の
俊
敏
性
が
世
界
を
驚
嘆
さ
せ
、

優
勝
候
補
ス
ペ
イ
ン
代
表
の
撃
破
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
と

い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
整
形
外
科
医
と
サ
ッ
カ
ー
と
の
係
わ
り
に
お
け
る
一
般

社
会
か
ら
の
期
待
は
「
選
手
の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
を
優
れ
た
ス
キ
ル

で
治
療
し
、
再
び
戦
い
の
場
所
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
治
療
の
み
で
は
飽
き
足
ら
ず
プ
レ
ー
す
る
楽
し

さ
を
諦
め
き
れ
な
い
メ
ン
バ
ー
が
整
形
外
科
サ
ッ
カ
ー
部
員
と
い

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
整
形
外
科
サ
ッ
カ
ー
部
の
主
戦
場
で
あ
る
日
本
整
形
外
科
学
会

親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
、
第
78
回
日
整
会
に
第
1
回
大
会
が
開
催

さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
戦
績
は
、
過
去
6
大
会
中
2
大
会
で
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
を
突
破
し
、
学
術
総
会
時
に
開
催
さ
れ
る
本
大
会
に

出
場
し
て
き
ま
し
た
。
裏
を
返
せ
ば
2
度
し
か
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
予

選
を
突
破
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
過
去
6
大

会
中
5
大
会
で
関
東
代
表
が
本
大
会
の
優
勝
を
勝
ち
取
っ
て
お

り
、
関
東
予
選
の
レ
ベ
ル
が
相
対
的
に
高
い
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

我
が
チ
ー
ム
も
徐
々
に
メ
ン
バ
ー
が
増
え
、
選
手
層
も
厚
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
全
国
の
他
大
学
の
本
大
会
へ
の
意
気
込
み
も
並
々

な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
親
善
（
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
の
レ
ベ
ル

を
超
え
た
戦
い
が
毎
年
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
第
85
回
日
整
会
の
親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
お
い
て
、
慶
大
整
形

サ
ッ
カ
ー
部
は
、
平
成
24
年
2
月
19
日
、
栃
木
市
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
に
て
開
催
さ
れ
た
関
東
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
（
慶
大
、
順
天

堂
大
、
自
治
医
大
、
帝
京
大
）
予
選
に
出
場
し
、
初
戦
は
過
去
6

大
会
中
4
大
会
で
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
て
い
る
順
天
堂
大
学
と

対
戦
し
、
2

�

2
（
Ｐ
Ｋ
戦
に
て
5

�

3
）
で
勝
利
、
次
い
で
自

治
医
科
大
学
を
下
し
た
帝
京
大
学
に
は
4

�

1
で
勝
利
し
、
関
東

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
権
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
（
写

真
）。
過
去
4
度
の
優
勝
経
験
の
あ
る
順
天
堂
大
学
に
対
し
て
、

試
合
を
支
配
し
な
が
ら
勝
利
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
自
信
（
過
信
）

を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
学
術
総
会
開
催
期
間
中
の
5
月
17
日
か
ら
20
日
に
京

都
府
立
医
大
の
主
幹
の
も
と
で
開
催
さ
れ
、
前
日
16
日
の
キ
ャ
プ

テ
ン
会
議
で
山
口
大
学
と
対
戦
す
る
こ
と
が
抽
選
で
決
定
し
、
翌

17
日
に
京
都
市
南
西
に
位
置
す
る
吉
祥
院
公
園
球
技
場
に
お
い
て

慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科

サ
ッ
カ
ー
部
活
動
報
告

 

辻
　
　
崇
　（
74
回
）
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初
戦
を
戦
い
ま
し
た
。
早
朝
6
時
に
開
始
さ
れ
た
1
回
戦
は
、
相

手
に
先
制
さ
れ
常
に
追
い
か
け
る
試
合
展
開
と
な
っ
て
し
ま
い
、

攻
撃
陣
の
奮
闘
で
3

�

3
ま
で
追
い
つ
き
は
し
た
も
の
の
、
Ｐ
Ｋ

戦
に
て
5

�

6
で
敗
戦
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年
度
、
主

幹
と
し
て
大
会
運
営
に
あ
た
る
こ
と
が
出
来
ず
、
本
年
度
に
か
け

る
意
気
込
み
が
例
年
以
上
で
あ
っ
た
わ
れ
わ
れ
に
は
、
非
常
に
悔

い
の
残
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
も
学
会
場
に
掲
示
さ
れ

て
い
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
の
頂
点
に
「
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整

形
外
科
」
を
掲
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ

の
親
善
大
会
に
は
学
生
ス
ポ
ー
ツ
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
違
い
、「
卒

業
・
引
退
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
い
つ
の
日
か
目
標
を
達
成
す
る

ま
で
や
り
続
け
る
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
今
後
も
活
動
を
継

続
さ
せ
て
い
た
だ
き
、「
ふ
る
さ
と
」
で
あ
る
教
室
に
吉
報
を
届

け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
整
形
外
科
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
に

際
し
て
は
、
戸
山
芳
昭
教
授
の
寛
大
な
ご
理
解
に
よ
り
医
局
か
ら

多
大
な
運
営
資
金
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
練

習
・
試
合
の
際
に
は
部
員
の
派
遣
に
関
連
病
院
の
諸
先
生
方
の
御

配
慮
・
御
協
力
を
頂
戴
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
プ
レ
ー
中
の
怪
我
に
よ
り
、
日
常
診
療
・
研
究
業
務
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
っ
た
面
も
あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
。
多

く
の
諸
先
生
方
の
御
支
援
に
よ
っ
て
活
動
が
可
能
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
て
、
昨
年
度
の
活
動
報
告
と
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

関東 A ブロック予選突破後の集合写真
2012 年 2 月 19 日　栃木市総合運動公園にて
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新
入
局
員
紹
介
　
平
成
二
十
三
年
度
入
局
者

生
年
月
日

　
昭
和
59
年
11
月
18
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
平
成
23
年
度
に
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、
稲
葉
尚
人
と

申
し
ま
す
。
学
生
時
代
は
ス
キ
ー
部
お
よ
び
卓
球
部
に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
は
、静
岡
赤
十
字
病
院
で
初
期
臨
床
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
整
形
外

科
の
指
導
医
の
先
生
方
の
も
と
で
診
療
に
携
わ
り
、自
分
の
手
で
患
者
の
苦
痛
を
取

り
除
い
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
の
で
き
る
整
形
外
科
の
診
療
に
非
常
に
魅
力
を
感
じ
、

整
形
外
科
入
局
を
決
心
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
中
、

診
療
と
同
時
に
学
問
と
し
て
の
魅
力
に
も
触
れ
、
充
実
し
た
レ
ジ
デ
ン
ト
生
活
を

過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
９
か
月
間
の
レ
ジ
デ
ン
ト
生
活
を
経
て
、
国
際
医
療

福
祉
大
学
三
田
病
院
、
そ
し
て
現
在
の
公
立
福
生
病
院
に
て
勉
強
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

整
形
外
科
医
と
し
て
ま
だ
駆
け
出
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
患
者
を
少
し
で
も
満

足
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
日
々
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
診
療
に
携
わ
っ
て
お
り
ま

す
。
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
の
一
員
と
し
て
、
少
し
で
も
教
室
に
貢

献
で
き
る
整
形
外
科
医
に
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

稲
葉
　
尚
人

出
生
年
月
日

　
昭
和
56
年
2
月
５
日

出
身
大
学

　
　
帝
京
大
学

　
２
０
１
１
年
に
88
回
生
と
し
て
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
井
上

貴
文
と
申
し
ま
す
。
学
生
時
代
は
ダ
ン
ス
同
好
会
を
創
設
し
、
慶

應
大
学
を
含
む
他
大
学
と
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
交
流
し
て
お
り
ま
し

た
。
卒
業
後
出
身
大
学
で
あ
る
帝
京
大
学
を
卒
業
後
初
期
研
修
を

同
大
学
病
院
で
研
修
し
た
後
に
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
教
室
に

入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
1
月
ま
で
は
大
学

病
院
で
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
2
月
か
ら
佐
野
厚
生
総
合
病
院

で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
他
大
学
出
身
な
が
ら
暖

か
く
ご
指
導
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
移
動
に
よ
り
多
く
の
同
窓
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

井
上
　
貴
文
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生
年
月
日

　
昭
和
59
年
4
月
14
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
、
88
回
生
の
大
久
保
寿
樹
で
す
。
出
身
高
校
は
慶
應
義
塾
志
木

高
等
学
校
で
、
出
身
大
学
は
慶
應
義
塾
大
学
で
す
。
学
生
時
代
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
日
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

外
傷
に
は
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
出
身
の

諸
先
輩
方
か
ら
、整
形
外
科
学
教
室
の
雰
囲
気
や
仕
事
内
容
な
ど
を
伺
い
、

整
形
外
科
医
へ
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
初
期
臨
床
研
修
は
１
年
目
を

東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合
病
院
で
、
2
年
目
を
慶
應
義
塾
大
学
病
院
で

行
い
ま
し
た
。
特
に
2
年
目
は
整
形
外
科
学
教
室
で
3
ヶ
月
間
研
修
を
行

い
、
諸
先
生
方
の
御
指
導
の
元
、
有
意
義
な
研
修
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
4
月
に
入
局
し
て
か
ら
は
、
3
ヶ
月
間
の
慶
應
義
塾
大
学
病

院
で
レ
ジ
デ
ン
ト
期
間
を
過
ご
し
、
同
年
7
月
よ
り
、
那
須
赤
十
字
病
院

（
旧 

大
田
原
赤
十
字
病
院
）
に
て
日
々
診
療
を
行
う
と
と
も
に
、
勉
強
を

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
症
例
も
豊
富
で
、
あ
ら
ゆ
る
外
傷
な
ら
び
に

慢
性
疾
患
に
対
す
る
手
術
加
療
、
診
療
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
多
忙
で
は

あ
り
ま
す
が
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で

す
が
、
御
指
導
・
御
鞭
撻
の
程
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
久
保
　
寿
樹

生
年
月
日

　
昭
和
59
年
2
月
10
日

出
身
大
学

　
埼
玉
医
科
大
学

　
平
成
23
年
度
に
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
教
室
に
入
局
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
大
浜
玄
と
申
し
ま
す
。

学
生
時
代
は
水
泳
部
、
卓
球
部
に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。

群
馬
県
総
合
太
田
病
院
で
の
初
期
研
修
で
整
形
外
科
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
当
時
、
部
長
の
朝
長
明
敏
先
生
に
と
て
も
熱
心
か
つ
丁
寧

に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
入
局
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
患
者
様
の
訴
え
を
傾
聴
し
、
隅
々
ま
で
丁
寧
に
診

察
し
、
そ
れ
ら
を
カ
ル
テ
に
漏
ら
さ
ず
記
載
す
る
と
い
う
朝
長
先

生
の
ス
タ
イ
ル
は
、
今
で
も
自
分
の
医
師
と
し
て
の
基
礎
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
縁
あ
っ
て
現
在
も
後
期
研
修
と
し
て
太
田
病
院
で
日
々
研
鑽
し

て
お
り
ま
す
。

　
決
し
て
要
領
の
良
い
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ

努
力
を
怠
ら
ず
に
何
事
に
も
真
面
目
に
取
り
組
も
う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
御
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
濱
　
玄
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生
年
月
日

　
昭
和
58
年
7
月
20
日

出
身
大
学

　
新
潟
大
学

　
２
０
１
１
年
度
入
局
の
加
藤
敦
史
と
申
し
ま
す
。
新
潟
大
学
を

卒
業
後
、
地
元
茨
城
県
の
病
院
で
初
期
研
修
を
行
い
、
慶
應
義
塾

大
学
整
形
外
科
学
教
室
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
慶
應
の
整
形
外
科
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
、
み
な
さ
ん

大
変
楽
し
く
仕
事
を
な
さ
っ
て
い
る
姿
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲

気
に
魅
了
さ
れ
、
入
局
を
強
く
希
望
い
た
し
ま
し
た
。

　
入
局
後
、
大
学
で
の
生
活
も
期
待
以
上
に
充
実
し
て
お
り
、
大

学
の
ス
タ
ッ
フ
の
先
生
の
熱
意
の
あ
る
指
導
の
も
と
、
仲
間
と
と

も
に
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
、
慶
應
に
入
局

し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
精
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

加
藤
　
敦
史

生
年
月
日

　
昭
和
５６
年
６
月
２
日

出
身
大
学

　
北
里
大
学

　
８８
回
特
の
北
城
雅
照
と
申
し
ま
す
。
現
在
平
塚
市
民
病
院
に
て

専
修
医
研
修
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
は
北
里
大

学
医
学
部
を
卒
業
後
、
北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院
に
て
２
年
間

の
初
期
臨
床
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
高
校
で
は
ラ
グ

ビ
ー
部
、
大
学
で
は
ア
メ
フ
ト
部
に
所
属
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ

整
形
に
興
味
を
持
ち
同
病
院
で
の
初
期
研
修
を
希
望
い
た
し
ま
し

た
。
当
時
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
は
、
ス
ポ
ー
ツ
整
形
だ
け
で

な
く
、
外
傷
か
ら
慢
性
疾
患
ま
で
幅
広
く
知
識
を
持
っ
て
お
ら
れ
、

ま
た
非
常
に
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
方
に
憧

れ
、
慶
應
大
学
整
形
外
科
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
。
レ
ジ
デ
ン
ト

生
活
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
多
く
の
専
門
家
が
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
直
接
指
導
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
環
境

で
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
北
里
研
究
所
病
院
の
先
生
方

の
知
識
は
こ
の
様
は
環
境
と
育
ま
れ
た
の
だ
と
、
改
め
て
感
銘
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
研
鑽
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

北
城
　
雅
照
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生
年
月
日

　
昭
和
58
年
9
月
9
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
み
な
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。

　
88
回
生
の
級
長
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
木
村
洋
朗
と
申

し
ま
す
。

　
現
在
、
済
生
会
横
浜
市
東
部
病
院
に
て
後
期
臨
床
研
修
中
で
す
。

　
私
は
学
生
時
代
か
ら
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教
室

入
局
を
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
の
中
で
も
整
形
外
科
は
一
大
勢
力
と
し

て
臨
床
、
研
究
に
取
り
組
み
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
も
高
い

評
価
を
う
け
て
お
り
、
自
分
も
こ
の
一
員
と
し
て
国
際
的
に
も
評

価
さ
れ
る
医
師
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　
入
局
し
た
今
と
な
っ
て
は
目
の
前
の
業
務
が
忙
し
く
、
こ
な
し

て
い
く
だ
け
で
精
一
杯
の
日
々
で
す
が
、
学
生
時
代
か
ら
持
っ
て

い
た
高
い
目
標
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
励
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
臨
床
、
研
究
と
も
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

木
村
　
洋
朗

生
年
月
日

　
昭
和
57
年
9
月
22
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
平
成
23
年
度
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
大
門
憲
史
と
申
し
ま
す
。
大
学
時
代
は
硬
式
野
球
部
で
活
動
し
、

初
期
研
修
は
慶
應
大
学
お
よ
び
済
生
会
宇
都
宮
病
院
で
行
い
ま
し

た
。
昨
年
8
月
ま
で
大
学
病
院
で
専
修
医
と
し
て
勉
強
し
、
現
在

は
伊
勢
原
協
同
病
院
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
病
院
や
研
修

先
の
病
院
の
整
形
外
科
全
体
の
明
る
い
雰
囲
気
や
諸
先
生
方
の
診

療
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
、
整
形
外
科
に
興
味
を

持
ち
、
入
局
を
決
断
し
ま
し
た
。
15
人
の
同
期
に
も
恵
ま
れ
、
充

実
し
た
専
修
医
と
し
て
の
研
修
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、

今
後
も
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在

は
、
手
術
や
診
療
に
お
い
て
患
者
様
が
よ
く
な
っ
て
い
く
こ
と
に

充
実
感
を
感
じ
る
一
方
で
、
自
分
の
未
熟
さ
や
知
識
の
な
さ
を
痛

感
す
る
毎
日
で
す
。
日
々
先
輩
方
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
助
け

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
少
し
で
も
教
室
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

大
門
　
憲
史
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生
年
月
日

　
昭
和
60
年
2
月
12
日

出
身
大
学

　
昭
和
大
学

　
平
成
23
年
度
入
局
の
高
田
裕
平
と
申
し
ま
す
。
神
奈
川
県
の
け

い
ゆ
う
病
院
で
の
初
期
研
修
で
守
備
範
囲
が
広
く
治
療
方
法
が
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
整
形
外
科
の
魅
力
を
し
り
、
研
究
お

よ
び
臨
床
に
非
常
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
慶
應
義
塾
大
学
整
形

外
科
学
教
室
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
1
年
間
の
レ
ジ
デ
ン
ト
生
活
を
終
え
、
日
野
市
立
病
院

に
勤
務
し
、
素
晴
ら
し
い
諸
先
輩
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
日
々

の
診
療
や
手
術
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
　

　
少
し
で
も
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
田
　
裕
平

生
年
月
日

　
昭
和
57
年
4
月
25
日

出
身
大
学

　
杏
林
大
学

　
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
88
回
特
の
谷
本
祐
之
と
申
し
ま
す
。

杏
林
大
学
医
学
部
を
平
成
21
年
３
月
卒
業
し
、
そ
の
ま
ま
研
修
医

と
し
て
同
病
院
で
過
ご
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
４
月
、
慶
應
大
学

病
院
に
入
局
致
し
ま
し
た
。
慶
應
大
学
を
入
局
先
と
し
て
選
ん
だ

理
由
で
す
が
、
学
生
時
代
に
先
輩
が
研
修
し
て
い
る
病
院
（
済
生

会
宇
都
宮
病
院
）
へ
見
学
し
に
行
っ
た
際
に
、
先
方
の
先
生
方
が

慶
應
大
学
整
形
外
科
の
方
々
で
あ
り
、
臨
床
的
に
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
人
間
的
に
も
感
銘
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

初
め
は
、
さ
さ
い
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で
当
病
院
に
興
味
を
持
ち
、

つ
い
に
は
入
局
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
済
生
会
宇
都
宮

病
院
（
何
か
の
縁
！？
）
に
フ
レ
マ
ン
出
張
と
し
て
、
３
次
外
傷
、

地
域
医
療
、
慢
性
疾
患
と
非
常
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
毎
日

を
過
ご
し
て
お
り
、
上
の
先
生
か
ら
は
叱
咤
激
励
（
！？
）
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
医
師
と
し
て
未
熟
で
す
が
日
々
精
進
し
て
、
何
か
し

ら
の
形
で
将
来
、
慶
應
整
形
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

谷
本
　
祐
之
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生
年
月
日

　
昭
和
53
年
12
月
17
日

出
身
大
学

　
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

　
２
０
１
１
年
度
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
に
入
局
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
名
倉
重
樹
と
申
し
ま
す
。
私
は
、
理
工
学
部
卒
業
後
、
一

念
発
起
し
、
医
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
母
校
の
大
学

に
て
初
期
臨
床
研
修
を
修
了
し
、
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
に
入

局
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
静
岡
赤
十
字
病
院
に
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。

　
慶
應
は
関
連
病
院
が
多
く
、
様
々
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き

る
こ
と
や
、
経
験
が
豊
富
な
先
生
方
か
ら
教
え
て
頂
く
機
会
も
多

く
、
臨
床
、
研
究
共
に
恵
ま
れ
た
環
境
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
先
輩
の
先
生
方
か
ら
基
本
的
な
事
を
学
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
少
し
で
も
、
早
く
一
人
前
の
整
形
外
科
医
と
な
り
、
将

来
は
医
局
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
皆
様
方
に
は
様
々
な
こ
と
で
お
世
話
に
な
っ
た
り
、
接

す
る
機
会
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

名
倉
　
重
樹

生
年
月
日

　
昭
和
59
年
9
月
5
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
88
回
生
の
藤
井
武
と
申
し
ま
す
。
慶
應
義
塾
大
学
卒
業
後
、
横

浜
市
立
市
民
病
院
で
の
2
年
間
の
研
修
を
経
て
、
平
成
23
年
度
整

形
外
科
学
教
室
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
時
代
は

小
学
生
の
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
学
生
時

代
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
全
般
が
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
整
形
外

科
に
は
元
々
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
入
局
後
も
様
々
な
症
例
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
日
々
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
88
回
生
で
唯
一
の
一
度
も
出
張
し
な
か
っ
た
レ
ジ
デ

ン
ト
で
し
た
が
、
大
学
で
は
偉
大
な
先
生
方
の
下
で
多
く
の
経
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
静
岡
市
立
清
水
病

院
で
勤
務
し
、
毎
日
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
回
が

初
の
出
張
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
未
熟
な

自
分
で
す
が
、
い
ち
早
く
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

藤
井
　
武
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生
年
月
日

　
昭
和
58
年
4
月
23
日

出
身
大
学

　
群
馬
大
学

　
平
成
23
年
度
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
古
郡
宏
行
と
申

し
ま
す
。
群
馬
大
学
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
所
属
し
、
部
活
に

没
頭
す
る
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
。
卒
業
後
、
国
際
医
療
福

祉
大
学
三
田
病
院
で
の
初
期
研
修
を
勤
め
る
中
で
整
形
外
科
を
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
研
修
機
関
を
通
し
て
、
多
く

の
患
者
さ
ん
が
満
足
し
た
様
子
で
退
院
す
る
姿
を
拝
見
し
、
将
来

の
専
門
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
大
学
病
院
で
の
勤
務
、
日
野
市
立
病
院
で
の
短
期
出
張
を
経
て
、

現
在
は
済
生
会
横
浜
市
南
部
病
院
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
経
験

あ
る
先
生
方
に
助
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
日
々
の
診
療
を
経
験
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
反
省
ば
か
り
の
毎
日
で
は
あ
り
ま

す
が
、
患
者
さ
ん
の
満
足
度
を
少
し
で
も
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

古
郡
　
宏
行

生
年
月
日

　
昭
和
56
年
9
月
1
日

出
身
大
学

　
新
潟
大
学

　
88
回
生
の
本
間
重
行
と
申
し
ま
す
。
私
は
新
潟
大
学
を
卒
業
後
、

都
内
の
慶
應
関
連
病
院
で
初
期
研
修
を
経
て
慶
應
大
学
病
院
整
形

外
科
に
入
局
し
ま
し
た
。
慶
應
大
学
整
形
外
科
に
決
め
た
理
由
で

す
が
、
慶
應
の
先
生
方
は
、
他
大
学
出
身
者
含
め
、
す
べ
て
の
レ

ジ
デ
ン
ト
に
対
し
て
平
等
で
あ
り
、
非
常
に
親
切
で
教
育
熱
心
だ

か
ら
で
す
。
ま
た
臨
床
・
研
究
と
も
に
非
常
に
優
れ
て
お
り
、
こ

の
医
局
で
学
び
た
い
と
思
い
、
入
局
を
決
め
ま
し
た
。
大
学
病
院

で
は
多
く
の
同
期
と
共
に
、
忙
し
い
な
が
ら
も
楽
し
く
充
実
し
た

研
修
が
で
き
、
整
形
外
科
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。
大
学
病
院
研

修
中
は
4
ヶ
月
間
短
期
で
足
利
日
赤
病
院
へ
、
そ
し
て
こ
の
4
月

か
ら
は
国
立
栃
木
病
院
に
勤
務
し
毎
日
多
く
の
勉
強
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
整
形
外
科
ラ
イ
フ
を

送
れ
る
の
も
、
素
晴
ら
し
い
関
連
病
院
の
多
い
医
局
で
あ
る
か
ら

と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

本
間
　
重
行



− 337 −

平
成
二
十
四
年
度
入
局
者

生
年
月
日

　
昭
和
60
年
9
月
10
日

出
身
大
学

　
慶
應
大
学

　
２
０
１
２
年
度
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
致
し

ま
し
た
石
井
和
典
と
申
し
ま
す
。
医
学
部
卒
業
後
は
大
久
保
病
院

で
2
年
間
の
初
期
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
整
形
外
科
は
2
ヵ
月
間

ロ
ー
テ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
母
校
の
先
輩
で
あ
る

先
生
方
に
整
形
外
科
の
魅
力
を
教
わ
り
、
大
変
な
勧
誘
を
受
け
て

こ
の
度
入
局
を
決
断
し
ま
し
た
。
現
在
多
く
の
同
期
や
魅
力
的
な

ス
タ
ッ
フ
の
先
生
方
に
恵
ま
れ
、
楽
し
い
日
々
を
過
ご
せ
て
お
り
、

自
分
の
選
択
に
間
違
い
は
無
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
は

ま
だ
ま
だ
整
形
外
科
医
と
し
て
未
熟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
多
く
の
先
生
方
に
ご
指
導
を
頂
き
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
井
　
和
典

生
年
月
日

　
昭
和
５８
年
９
月
７
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
平
成
２４
年
度
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
８９
回
生
の
梅
澤
仁
と
申
し
ま
す
。
学
生

時
代
は
三
四
会
蹴
球
部
に
所
属
し
、
卒
業
後
は
足
利
赤
十
字
病
院

に
て
２
年
間
初
期
臨
床
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
学
生
時
代
よ

り
整
形
外
科
に
は
患
者
と
し
て
接
す
る
機
会
が
多
く
、
次
第
に
興

味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
こ
の
度
こ
の
様
な
素
晴
ら
し
い
医
局
へ

入
局
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
現

在
は
大
学
病
院
に
て
多
く
の
諸
先
輩
方
に
囲
ま
れ
、
そ
の
背
中
を

目
指
し
な
が
ら
日
々
整
形
外
科
医
と
し
て
精
進
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
次
第
で
お
り
ま
す
。

　
将
来
、
少
し
で
も
教
室
に
貢
献
で
き
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
ま
す

ま
す
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

梅
澤
　
仁
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生
年
月
日

　
昭
和
60
年
5
月
3
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
平
成
24
年
度
に
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
小
川
亮
と
申
し
ま
す
。
学
生
時
代
は
ス
ケ
ー
ト
部
に
所
属

し
、
２
年
間
の
初
期
臨
床
研
修
は
静
岡
赤
十
字
病
院
で
行
い
ま
し

た
。
初
期
臨
床
研
修
で
整
形
外
科
を
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

き
に
、
先
輩
方
の
熱
い
指
導
の
も
と
数
多
く
の
患
者
を
診
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
整
形
外
科
の
や
り
が
い
を
肌
で
感
じ
、
入
局
を
決
心

致
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
レ
ジ
デ
ン
ト
１
年
目
と
し
て
研

修
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
の
土
台
と
な
る
整
形
外
科
の

基
礎
を
日
々
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
患
者
に
と
っ

て
は
頼
れ
る
医
師
、
先
輩
に
と
っ
て
は
良
い
生
徒
、
同
期
に
と
っ

て
は
良
い
ラ
イ
バ
ル
、
後
輩
に
と
っ
て
は
良
い
指
導
者
に
な
れ
る

よ
う
、
精
一
杯
努
力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
御
指
導
、

御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
川
　
亮

生
年
月
日

　
昭
和
60
年
5
月
30
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
89
回
生
の
金
田
和
也
と
申
し
ま
す
。
学
生
時
代
は
三
四
会
競
走

部
に
所
属
、
初
期
研
修
は
栃
木
県
済
生
会
宇
都
宮
病
院
で
行
い
、

こ
の
度
、
２
０
１
２
年
度
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
に
入

局
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
25
名
と
い
う
多
人
数
の
同
期

に
も
恵
ま
れ
、
優
し
い
お
兄
さ
ん
方
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
毎
日
忙
し
く
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
整
形
外
科
医
に
な
る
こ
と
は
高
校
時
代
か
ら
の
夢
で
し
た
し
、

幼
稚
舎
か
ら
慶
應
義
塾
で
産
ま
れ
育
っ
て
来
た
こ
と
も
あ
り
、
慶

應
義
塾
大
学
の
整
形
外
科
学
教
室
に
入
る
こ
と
が
で
き
て
非
常
に

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
日
々
精
進
を
重
ね
、
将
来
は
慶
應
を
代

表
で
き
る
よ
う
な
立
派
な
整
形
外
科
医
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

金
田
　
和
也
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生
年
月
日

　
昭
和
60
年
10
月
25
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
89
回
生
の
清
田
康
弘
と
申
し
ま
す
。
大
学
時
代
は
競
走
部
に
所

属
し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
後
は
福
岡
県
に
あ
る
飯
塚
病
院
で
初
期

研
修
を
行
い
、
こ
の
た
び
整
形
外
科
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
。
地

方
に
行
っ
た
こ
と
で
、
様
々
な
人
や
医
療
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
が
、
良
か
っ
た
で
す
。

　
大
学
で
は
、
多
く
の
同
期
や
、
意
識
の
高
い
諸
先
輩
方
に
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
で
日
々
切
磋
琢

磨
し
、
一
日
で
も
早
く
一
人
前
の
整
形
外
科
医
に
な
れ
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

清
田
　
康
弘

生
年
月
日

　
昭
和
61
年
2
月
4
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
89
回
生
の
久
島
雄
宇
と
申
し
ま
す
。
大
学
時
代
は
野
球
部
に
所

属
し
、
そ
の
頃
よ
り
整
形
外
科
に
は
興
味
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。

趣
味
は
約
20
年
習
っ
て
い
た
ピ
ア
ノ
で
す
。
初
期
臨
床
研
修
は
立

川
共
済
病
院
で
2
年
間
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
同
病
院
で
は
整
形

外
科
を
約
半
年
研
修
し
、
手
術
・
外
来
・
病
棟
管
理
な
ど
様
々
な

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
整
形
外
科
の
手
術

の
多
様
さ
、
技
術
の
高
さ
、
何
よ
り
患
者
さ
ん
の
術
後
の
笑
顔
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
魅
力
に
ひ
か
れ
、
こ
の
度
入
局
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
将
来
は
現
在
の
大
学
の
先
生
方
の
よ
う

な
高
い
技
術
・
知
識
を
習
得
し
、
世
界
に
通
用
す
る
整
形
外
科
医

に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

久
島
　
雄
宇
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生
年
月
日

　
昭
和
60
年
11
月
8
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
平
成
24
年
度
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
教
室
に
入
局
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
関
田
哲
也
（
せ
き
た
て
つ
や
）
と
申
し
ま
す
。
学

生
時
代
は
野
球
部
に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
初
期
臨
床
研
修
は

静
岡
赤
十
字
病
院
で
行
い
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
か
ら
整
形
外
科
教
室
で
働
く
こ
と
を
希
望
し
て
お
り

ま
し
た
。
日
々
の
業
務
は
大
変
充
実
し
て
お
り
、
楽
し
い
毎
日
を

送
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
現
在
さ
い
た
ま
市
立
病
院
で
短
期
出

張
と
し
て
働
い
て
お
り
ま
す
。
優
し
い
先
輩
方
に
ご
指
導
受
け
な

が
ら
、
少
し
で
も
先
輩
方
に
近
付
け
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
半
人
前
で
す
が
精
一
杯
努
力
し
、
将
来
は
教
室
に
貢
献

で
き
る
医
師
に
な
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
御
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

関
田
　
哲
也

生
年
月
日

　
昭
和
６０
年
３
月
２
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
２
０
１
２
年
度
入
局
の
寺
坂
幸
倫
と
申
し
ま
す
。

　
大
学
時
代
は
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、
２
年
間
の
初
期
臨
床
研

修
は
静
岡
赤
十
字
病
院
で
行
い
ま
し
た
。

研
修
医
の
後
半
に
な
っ
て
も
、
進
む
べ
き
科
を
明
確
に
決
め
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
臨
床
病
院
で
の
研
修
で
整
形
外
科
の
楽
し

さ
や
奥
深
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
部
活
や
臨
床
病

院
の
先
生
方
が
生
き
生
き
と
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
て
整
形

外
科
入
局
を
決
め
ま
し
た
。

　
ま
だ
、
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て
働
い
て
間
も
な
い
身
で
す
が
、
臨

床
・
研
究
双
方
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
生
方
に
毎
日
刺
激

を
受
け
て
い
ま
す
。
同
僚
や
先
輩
方
、
医
療
関
係
者
、
そ
し
て
何

よ
り
患
者
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
一
人
前
の
整
形
外
科
医
に

一
日
で
も
早
く
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
お
世
話
に
な
る
こ
と
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寺
坂
　
幸
倫
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生
年
月
日

　
昭
和
59
年
9
月
14
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
平
成
24
年
度
、
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
星
野
裕
と
申
し
ま
す
。
新
潟
県
出
身
で
、
高
校
よ

り
上
京
し
慶
應
義
塾
高
等
学
校
、
大
学
と
進
学
致
し
ま
し
た
。
学

生
時
代
は
水
泳
部
に
所
属
し
、
初
期
研
修
を
横
浜
市
立
市
民
病
院

に
て
行
い
ま
し
た
。

　
入
局
後
に
感
じ
た
事
は
、
自
分
の
す
ぐ
身
近
に
、
そ
の
道
の
専

門
家
で
あ
り
、
か
つ
患
者
さ
ん
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
、
ま
さ
に
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
な
る
先
生
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
環
境
の
中

に
身
を
置
け
る
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
毎
日
が
新
た
な
気
づ
き
、
学
び
の
連
続
で
非
常
に
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
一
つ
一
つ
大
切
に

し
、
諸
先
輩
方
の
よ
う
に
患
者
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
け
る
形
で
発
信

で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

星
野
　
裕

生
年
月
日

　
昭
和
60
年
2
月
15
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）
に
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教

室
に
入
局
し
た
89
回
生
の
松
本
達
明
と
申
し
ま
す
。
神
奈
川
県
立

神
奈
川
総
合
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
数
少
な
い
神
奈
川
の
県
立
高

校
出
身
者
と
し
て
学
生
時
代
は
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
趣
味
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
ハ
イ
ス
コ
ア
は
２
２
４
）
で
す
。

初
期
臨
床
研
修
は
川
崎
市
立
川
崎
病
院
で
行
い
、
そ
こ
で
優
秀
な

整
形
外
科
の
先
輩
方
の
姿
を
見
て
自
分
も
整
形
外
科
医
に
な
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　
２
０
１
２
年
の
4
月
、
5
月
は
大
学
で
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

6
～
8
月
は
共
済
立
川
病
院
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
立
川
病
院

で
は
数
々
の
症
例
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
し
い
こ
と
へ
挑

戦
す
る
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
色
々
な
病
院
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松
本
　
達
明
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生
年
月
日

　
昭
和
61
年
2
月
16
日

出
身
大
学

　
慶
應
義
塾
大
学

　
89
回
生
の
美
馬
（
ミ
マ
）
雄
一
郎
と
申
し
ま
す
。
学
生
時
代
は

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
ま
た
自
主
学
習
で
バ
イ
オ
メ

カ
ニ
ク
ス
研
究
室
でO

sgood-Schlatter
病
の
研
究
を
し
て
お
り

ま
し
た
。
卒
後
は
東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
で
2
年
間
研
修
を
行

い
、
平
成
24
年
に
慶
應
整
形
外
科
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
。
初
期

研
修
で
は
内
科
を
中
心
に
勉
強
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
、
整
形
外
科

に
不
慣
れ
な
面
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
優
し
い
先
生
方
に
ご
指

導
頂
き
、
少
し
ず
つ
で
す
が
整
形
外
科
医
と
し
て
動
け
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
外
病
院
に
出
張
し

て
外
科
手
術
の
研
鑽
を
重
ね
、
慶
應
整
形
外
科
の
名
に
恥
じ
ぬ
医

師
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

美
馬
　
雄
一
郎

生
年
月
日

　
昭
和
60
年
３
月
２３
日

出
身
大
学

　
東
京
女
子
医
大

　
平
成
２４
年
度
に
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
飯
ヶ
谷
る
り
子

で
す
。
私
は
東
京
女
子
医
科
大
学
を
卒
業
後
、
み
な
と
み
ら
い
に

あ
る
け
い
ゆ
う
病
院
で
２
年
間
初
期
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
私
は

母
校
に
入
局
す
る
か
迷
い
ま
し
た
が
、
研
修
病
院
が
慶
應
系
列
で

あ
っ
た
こ
と
、
臨
床
、
研
究
で
ト
ッ
プ
を
走
り
、
規
模
の
大
き
い

医
局
で
あ
る
た
め
慶
應
大
学
整
形
外
科
に
入
局
を
決
め
ま
し
た
。

　
他
大
学
出
身
で
あ
る
た
め
、
実
際
に
働
き
始
め
る
ま
で
は
不
安

を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
働
き
や

す
く
、
先
生
方
は
レ
ジ
デ
ン
ト
の
出
身
大
学
に
関
わ
ら
ず
、
平
等

に
熱
心
に
指
導
を
し
て
く
だ
さ
り
、
慶
應
に
入
局
し
て
よ
か
っ
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
意
識
の
高
い
同
期
や
先
生
方
に
囲
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
環
境
の

も
と
で
少
し
で
も
多
く
の
こ
と
を
学
び
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
今

後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

飯
ヶ
谷
　
る
り
子
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生
年
月
日

　
昭
和
58
年
11
月
4
日

出
身
大
学

　
北
里
大
学

　
２
０
１
２
年
度
入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
泉
田
浩
之
と
申

し
ま
す
。
母
校
の
北
里
大
学
の
初
期
研
修
を
経
て
こ
の
た
び
入
局

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
１
年
10
月
ま
で
は
母
校
の
整
形
外
科
に
入
局
し
よ
う
と

考
え
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
説
明
会
で
お
そ
ら
く
入
局
す
る
で

あ
ろ
う
同
期
と
初
め
て
出
会
い
、
そ
の
数
に
圧
倒
さ
れ
る
と
と
も

に
こ
の
同
期
と
刺
激
を
受
け
な
が
ら
整
形
外
科
学
を
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
、
入
局
を
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
大
学
の
側
彎
チ
ー
ム
で
怒
ら
れ
な
が
ら
も
多
く
の
日
々

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
同
期
に
も
恵
ま
れ
、

楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
自
分
の
学
ん
だ

こ
と
が
少
し
で
も
患
者
さ
ん
に
還
元
さ
れ
、
将
来
少
し
で
も
大
学

に
恩
返
し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

泉
田
　
浩
之

生
年
月
日

　
昭
和
57
年
９
月
１９
日

出
身
大
学

　
東
京
医
科
大
学

　
２
０
１
２
年
の
始
ま
り
を
迎
え
た
迎
春
の
季
節
、
僕
の
心
は
慶

應
病
院
整
形
外
科
教
室
へ
の
入
局
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

決
め
た
理
由
は
２
つ
あ
り
ま
し
た
。
１
つ
目
は
僕
の
父
が
慶
應
病

院
整
形
外
科
教
室
の
出
身
で
あ
り
、
慶
應
病
院
整
形
外
科
教
室
へ

の
入
局
の
熱
心
な
勧
誘
と
父
の
影
響
を
一
心
に
受
け
た
こ
と
で

す
。
２
つ
目
は
慶
應
病
院
整
形
外
科
に
は
全
国
で
は
数
少
な
い
腫

瘍
班
が
配
属
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
整
形
外
科
で
も
腫
瘍
の
治

療
に
は
抗
癌
剤
を
数
多
く
用
い
そ
れ
ら
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。
抗
癌
剤
に
よ
る
副
作
用
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
も
大
変

重
要
で
す
。
初
期
研
修
医
時
代
に
内
科
学
に
も
興
味
が
あ
っ
た
僕

に
は
こ
の
内
科
的
な
要
素
も
加
わ
っ
た
整
形
外
科
腫
瘍
班
は
大
変

魅
力
的
に
思
え
ま
し
た
。
慶
應
病
院
整
形
外
科
教
室
に
配
属
し
て

い
る
今
、
上
司
の
先
生
方
は
皆
大
変
指
導
熱
心
で
仕
事
に
対
す
る

真
面
目
な
姿
勢
は
驚
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
先
生
方
の
姿
勢
を
一
心
に
見
習
い
僕
自
身
も
し
っ
か
り
と
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
瀬
　
剛
健
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生
年
月
日

　
昭
和
59
年
3
月
3
日

出
身
大
学

　
琉
球
大
学

　
私
が
慶
應
整
形
へ
入
局
を
決
め
た
最
大
の
理
由
は
、
医
局
全
体

か
ら
一
つ
の
部
活
の
よ
う
な
熱
い
雰
囲
気
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。

医
局
の
説
明
会
や
勧
誘
会
で
は
諸
先
輩
方
が
口
を
揃
え
て
「
慶
應

整
形
に
入
局
し
て
絶
対
に
後
悔
は
さ
せ
な
い
」「
ぜ
ひ
一
緒
に
、

慶
應
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
整
形
外
科
医
を
目
指
そ
う
」
と
熱
心
に

勧
誘
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
初
期
研
修
先
で
あ
る
済

生
会
宇
都
宮
病
院
で
バ
リ
バ
リ
臨
床
を
さ
れ
て
い
た
先
輩
方
の
姿

は
、
ま
さ
に
チ
ー
ム
で
試
合
に
臨
ん
で
い
る
よ
う
な
カ
ッ
コ
よ
さ

が
あ
り
憧
れ
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
ラ
グ
ビ
ー
部
の
活
動
に
全
力

を
尽
く
し
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
熱
い
雰
囲
気
は
何
と
も
居
心
地

が
よ
く
魅
力
的
で
、
迷
わ
ず
入
局
を
決
め
ま
し
た
。 

現
在
、
大

学
で
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て
働
き
始
め
て
4
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
こ
の
医
局
の
「
熱
」
は
入
局
す
る
以
前
に
感
じ
て
い
た
も
の

よ
り
も
ず
っ
と
高
く
、
毎
日
が
本
当
に
充
実
し
て
い
ま
す
。
憧
れ

の
先
輩
方
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

岩
間
　
友

生
年
月
日

　
昭
和
50
年
2
月
28
日

出
身
大
学

　
長
崎
大
学

　
平
成
24
年
度
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
宇
高
徹
と
申
し
ま
す
。
私
は
長
崎
大
学
医
学
部

を
卒
業
後
、
平
塚
市
民
病
院
で
2
年
間
の
初
期
研
修
を
行
い
、
慶

應
大
学
整
形
外
科
に
入
局
し
ま
し
た
。
大
学
病
院
で
は
26
人
の
同

期
と
と
も
に
楽
し
く
、
そ
し
て
充
実
し
た
後
期
研
修
を
3
カ
月
行

い
ま
し
た
。
慶
應
大
学
整
形
外
科
学
教
室
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
先

生
や
チ
ー
フ
の
先
生
が
親
切
に
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
臨
床
で
も
、
基
礎
研
究
に
お
い
て
も
優
れ
た

先
生
方
が
多
く
、
日
々
、
勉
強
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
現
在
は
練
馬
総
合
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
毎
日

新
た
な
事
を
学
び
、
少
し
で
も
成
長
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

宇
高
　
徹
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生
年
月
日

　
昭
和
５２
年
１０
月
１７
日

出
身
大
学

　
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

　
平
成
２４
年
度
に
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
加
藤
知
行
と
申
し
ま
す
。
学
生
時
代
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
初
期
研
修
は
小
田
原
市
立
病
院
で
行

い
ま
し
た
。

初
期
研
修
中
は
整
形
外
科
を
4
ヶ
月
間
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
患
者
様
が
元
気
に
な
る
疾
患
が
多
い
整
形
外
科
を
志

望
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
大
学
病
院
で
諸
先
輩
に
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
な
が
ら
も
多
く
の
優
秀
な
同
期
生
に
恵
ま
れ
、
整
形
外
科
医
と

し
て
の
基
礎
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
次
第
で
す
。
知
識

不
足
の
私
に
あ
た
た
か
く
ご
指
導
く
だ
さ
る
上
級
医
の
先
生
が
数

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
慶
應
大
学
に
入
局
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

お
り
に
ふ
れ
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。
一
刻
も
は
や
く
一
人
前
の
整

形
外
科
医
と
な
っ
て
同
窓
の
皆
様
の
お
力
に
な
り
た
い
と
考
え
て

い
る
次
第
で
す
。
お
世
話
に
な
る
際
に
は
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

加
藤
　
知
行

生
年
月
日

　
昭
和
５８
年
４
月
１３
日

出
身
大
学

　Im
perial C

ollege L
ondon

　
平
成
２４
年
度
慶
應
義
塾
大
学
病
院
整
形
外
科
教
室
に
入
局
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
小
島
孝
太
と
申
し
ま
す
。

　
２
０
０
７
年
９
月
に
英
国
のIm

perial C
ollege L

ondon

医

学
部
を
卒
業
後
、W

arw
ick

大
学
付
属
病
院
で
2
年
間
の
研
修
を

終
了
し
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
２
月
に
日
本
で
第
１
０
４
回
医
師

国
家
試
験
を
受
け
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
初
期
臨
床
研
修
を
行

い
ま
し
た
（
１
年
次

：

大
学
病
院
、
2
年
次

：

荻
窪
病
院
）。
現

在
済
生
会
中
央
病
院
で
充
実
し
た
毎
日
を
送
ら
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　
学
生
時
代
は
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
６
年
、
英
国
で
２０
年
間
過
ご
し
、
日
本
で
の
生
活

は
今
年
で
４
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
経
歴
の
僕
を
暖
か
く

受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
慶
應
義
塾
大
学
病
院
の
先
生
方
に
は
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
慶
應
の
整
形
外
科
の
名
に
恥
じ
ぬ

よ
う
、
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

小
島
　
孝
太
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生
年
月
日

　
昭
和
59
年
10
月
15
日

出
身
大
学

　
昭
和
大
学

　
初
め
ま
し
て
。

　
慶
應
義
塾
高
校
・
昭
和
大
学
医
学
部
卒
の
小
林
慎
一
郎
と
申
し

ま
す
。
現
在
私
は
そ
う
そ
う
に
外
病
院
へ
出
張
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
大
学
病
院
で
の
研
修
期
間
は
短
か
っ
た
の
に
、
外
病
院
で
は

い
き
な
り
外
来
が
、
ま
し
て
や
手
術
の
執
刀
と
な
る
こ
と
ま
で
あ

り
、
緊
張
し
た
日
々
で
す
。
上
の
先
生
方
は
優
し
く
指
導
し
て
く

だ
さ
り
、
非
常
に
勉
強
に
成
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
私
も
将
来
は

そ
う
な
れ
る
よ
う
に
努
力
致
し
ま
す
。

小
林
　
慎
一
郎

生
年
月
日

　
昭
和
58
年
4
月
23
日

出
身
大
学

　
北
海
道
大
学

　
平
成
24
年
度
入
局
の
瀬
戸
貴
之
（
せ
と
た
か
ゆ
き
）
と
申
し
ま

す
。
神
奈
川
県
小
田
原
市
で
生
ま
れ
、
小
学
校
か
ら
川
崎
市
に
引

越
し
、
麻
布
中
学
・
高
校
に
通
い
ま
し
た
。
大
学
は
実
家
を
離
れ

北
海
道
大
学
で
札
幌
生
活
を
楽
し
み
ま
し
た
。
国
家
試
験
合
格
後

は
横
浜
市
民
病
院
で
研
修
を
行
い
、
説
明
会
で
魅
力
を
感
じ
て
慶

應
義
塾
大
学
整
形
外
科
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
4
月

は
大
学
で
、
5
～
7
月
の
3
ヶ
月
間
は
済
生
会
中
央
病
院
、
8
月

か
ら
再
び
大
学
で
実
り
あ
る
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
将
来
の
進
路
は
ま
だ
決
め
か
ね
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
テ
ィ
を
み
つ
け
る
こ
と
、
そ
し
て
出
身
の
神
奈
川
県
に
貢

献
で
き
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
今
は
優
秀
な
先
輩
方
の
も
と
で
整
形
外
科
の
基
礎
を
学

び
、
１
人
前
の
整
形
外
科
医
に
な
れ
る
よ
う
知
識
・
技
術
を
吸
収

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

瀬
戸
　
貴
之
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生
年
月
日

　
昭
和
56
年
11
月
26
日

出
身
大
学

　
近
畿
大
学

　
平
成
24
年
度
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
教
室
に
入
局
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
張
哲
源
（
ち
ょ
う
て
つ
も
と
）
と
申
し
ま
す
。
出
生
は

福
岡
市
で
、
武
蔵
高
校
、
近
畿
大
学
と
転
々
と
し
て
参
り
ま
し
た
。

初
期
臨
床
研
修
は
慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
2
年
間
行
い
、
大
学
病

院
で
の
2
ヶ
月
の
レ
ジ
デ
ン
ト
を
経
て
、
現
在
は
静
岡
市
立
清
水

病
院
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　
自
分
自
身
が
整
形
外
科
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
や
は
り
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
器
が
好
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
整
形
外

科
の
道
を
選
択
い
た
し
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
初
期
臨
床
研
修
を
慶

應
義
塾
大
学
病
院
で
2
年
間
行
い
、
そ
の
間
慶
應
義
塾
大
学
整
形

外
科
教
室
の
先
生
方
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
是
非
入
局
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
勢
の
同
期
に
も
恵
ま
れ
ま

し
た
。
素
晴
ら
し
い
諸
先
輩
方
に
御
指
導
、
御
鞭
撻
い
た
だ
き
、

将
来
少
し
で
も
教
室
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

張
　
哲
源

生
年
月
日

　
昭
和
58
年
1
月
20
日

出
身
大
学

　
杏
林
大
学

　
平
成
24
年
度
入
局
の
中
川
瑠
美
と
申
し
ま
す
。
平
成
22
年
に
杏

林
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
2
年
間
初
期

研
修
を
行
っ
た
後
、
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
学
教
室
に
入
局
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
は
父
、
叔
父
が
教
室
出
身
の
整
形
外
科
医
で
あ
り
、
実
際
に
診

療
の
機
会
に
立
ち
会
う
こ
と
こ
そ
多
く
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
整

形
外
科
と
い
う
診
療
科
は
私
の
人
生
に
お
い
て
常
に
身
近
な
存
在

で
あ
り
ま
し
た
。
未
だ
入
局
先
を
決
め
か
ね
て
い
た
昨
夏
、
研
修

医
と
し
て
現
場
を
見
た
際
に
、
教
室
に
流
れ
る
明
る
く
自
由
な
雰

囲
気
と
、
教
室
一
丸
と
な
っ
て
臨
床
・
研
究
に
熱
心
に
取
り
組
む

姿
勢
に
感
銘
を
受
け
、
入
局
を
希
望
い
た
し
ま
し
た
。
今
は
数
多

く
の
同
期
と
と
も
に
、
諸
先
生
方
の
下
で
日
々
研
鑽
を
積
む
毎
日

で
あ
り
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
少
し
で
も
教
室
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
更
な
る
努
力
を
重

ね
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
川
　
瑠
美
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生
年
月
日

　
昭
和
55
年
4
月
27
日

出
身
大
学

　
弘
前
大
学

　
89
回
生
と
し
て
整
形
外
科
学
教
室
に
入
門
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
萩
原
健
と
申
し
ま
す
。
青
森
県
の
弘
前
大
学
を
卒
業
し
た
後
、

福
島
県
い
わ
き
市
立
総
合
磐
城
共
立
病
院
で
研
修
、
そ
の
後
2
年

間
整
形
外
科
の
後
期
研
修
と
し
て
群
馬
県
館
林
市
の
慶
友
整
形
外

科
病
院
で
修
業
し
て
参
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
遅
れ
て
き
た
ル
ー

キ
ー
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
も
多
く
の
事
を
学
び
経
験
し
た
い
と
思
い
、
入
局
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
経
験
す
る
症
例
、
初
め
て
見
る
手

術
に
驚
き
な
が
ら
、
そ
し
て
多
く
の
同
期
と
す
ば
ら
し
い
ス
タ
ッ

フ
、
チ
ー
フ
の
先
生
方
と
共
に
慶
應
大
学
整
形
外
科
で
の
日
々
を

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
不
慣
れ
な
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
当

に
こ
こ
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
を
痛
感
す
る
毎
日
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
の
教
室
員
と
し
て
の
毎
日
を
大
切
に
、
そ
し
て
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
余
談
で
す
が
、
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は
ゴ
ル
フ
、
野
球
で
す
。
も

し
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
く
機
会
が
あ
れ
ば
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

萩
原
　
健

生
年
月
日

　
昭
和
58
年
6
月
24
日

出
身
大
学

　
琉
球
大
学

　
２
０
１
２
年
度
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
に
入
局
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
林
健
太
郎
と
申
し
ま
す
。
出
身
地
は
東
京
都
で
、
琉

球
大
学
を
卒
業
後
２
年
間
の
初
期
研
修
を
沖
縄
で
行
い
、
８
年
ぶ

り
に
東
京
に
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
同
期
が
27
名
と
多
く
、
優
秀
な
同
期
に
刺
激
を
受
け
て

勉
強
し
た
り
、
時
に
は
夜
遅
く
ま
で
み
ん
な
で
芸
の
練
習
に
励
ん

だ
り
、
と
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
最
初
は
入
局
す
る
こ
と
に
対
し
て
不
安
は
多
か
っ
た
で
す
が
、

頼
れ
る
同
期
と
優
し
い
先
輩
方
に
励
ま
さ
れ
、
今
は
ほ
ん
と
に
入

局
し
た
こ
と
に
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
で
も
早
く
一
人
前
の

整
形
外
科
医
に
な
れ
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

林
　
健
太
郎
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教
授
秘
書
　
　
高
橋
道
子

　
戸
山
教
授
の
秘
書
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
は
や
3
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。

学
内
外
で
激
務
を
こ
な
さ
れ
て
お
ら
れ
る
戸
山
教
授
の
傍
ら
で
、

自
分
の
至
ら
な
さ
を
痛
感
す
る
日
々
で
す
が
、
周
り
の
方
々
の
お

力
を
借
り
な
が
ら
な
ん
と
か
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

微
力
な
が
ら
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
共
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

医
局
秘
書
　
　
瀬
戸
嶋
理
紗

　
戸
山
教
授
、
医
局
長
の
森
岡
秀
夫
先
生
を
は
じ
め
諸
先
生
方
の

ご
指
導
の
も
と
医
局
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
瀬

戸
嶋
理
紗
と
申
し
ま
す
。
尊
敬
で
き
る
先
生
方
の
元
で
働
け
て
と

て
も
光
栄
で
す
。
毎
日
が
勉
強
の
日
々
で
ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
医
局
秘
書
3
人
で
フ
ォ
ロ
ー
し
合
い
な
が

ら
少
し
で
も
先
生
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

医
局
秘
書
　
　
岩
倉
由
香
里

　
今
年
度
よ
り
医
局
秘
書
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

岩
倉
由
香
里
と
申
し
ま
す
。

戸
山
教
授
を
は
じ
め
、
各
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生
方
の

も
と
で
日
々
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
社
会
人
と
し
て
未
熟
な
点
も
多
く
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お

忙
し
い
先
生
方
の
少
し
で
も
お
力
に
な
れ
る
よ
う
、
努
力
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。

医
局
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
際
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ

さ
い
ま
せ
。
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

医
局
秘
書
　
　
倉
田
真
琴

　
今
年
の
4
月
か
ら
、
医
局
秘
書
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

病
院
と
い
う
今
ま
で
勤
め
た
環
境
と
ま
っ
た
く
異
な
る
世
界
は
、

私
に
と
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
独
特
で
す
が
、
強
靭
で
ユ
ー
モ
ア
の
あ

る
諸
先
生
方
、
忙
し
く
て
も
明
る
い
秘
書
さ
ん
方
の
お
手
伝
い
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
刺
激
も
多
く
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
至
ら
な
い
点
も
多
く
、
先
生
方
、
ほ
か
の
秘
書
さ
ん
方
に
ご
迷

惑
お
か
け
し
ま
す
が
、
業
務
の
一
旦
を
担
え
る
よ
う
努
め
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

秘
書
紹
介
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脊
椎
班
秘
書
　
　
平
野
里
奈

　
脊
椎
脊
髄
班
秘
書
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
平
野
里
奈
と
申

し
ま
す
。

患
者
様
へ
の
ご
連
絡
や
骨
粗
鬆
症
外
来
の
お
手
伝
い
等
の
病
院
業

務
と
、
研
究
業
務
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
「
脊
柱
靭
帯
骨
化
症
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
研
究
班
長

：

戸
山
教
授
）
で
は
、
全
国
の
整
形
外
科
の
先
生
方
や
そ
の
秘
書
の

方
、
患
者
会
の
皆
様
の
窓
口
と
な
り
、
忙
し
く
も
楽
し
く
お
仕
事

を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

脊
髄
班
秘
書
　
　
伊
藤
千
絵

　
脊
椎
班
の
秘
書
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
伊
藤
千
絵

と
申
し
ま
す
。
事
務
の
他
に
、
側
弯
を
主
に
患
者
様
へ
の
ご
連
絡

や
海
外
か
ら
の
訪
問
研
究
員
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
業
務
を
通
し
て

様
々
な
事
を
日
々
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お
忙
し
い
先
生
方
の
お
役
に
少
し
で
も
立
て
る
よ
う
努
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

脊
髄
班
秘
書
　
　
佐
藤
綾
子

　
脊
椎
班
の
秘
書
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
ち
ら
に
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て
早
く
も
2
年
が
経
ち
ま
し
た
。
ご

活
躍
の
場
を
広
く
求
め
ら
れ
る
先
生
方
の
秘
書
と
し
て
、
お
役
に

立
つ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
日
々
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
力
が
及
ば

ず
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

脊
髄
班
秘
書
　
　
笠
井
佐
和
子

　
は
じ
め
ま
し
て
、
脊
椎
脊
髄
班
秘
書
笠
井
佐
和
子
と
申
し
ま
す
。

８
月
よ
り
前
任
の
小
高
さ
ん
か
ら
引
き
継
ぎ
を
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
し
た
。
今
後
、
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
ま
で
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
製
作
会
社
で
勤
務
し
て
お
り
、
秘
書
業

は
ま
っ
た
く
の
未
経
験
で
す
。
足
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
と

思
い
ま
す
が
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
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膝
班
秘
書
　
　
草
薙
ル
ミ
子

　
膝
関
節
グ
ル
ー
プ
の
秘
書
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
頂
き
、
２
年
半

が
経
ち
ま
し
た
。
ご
活
躍
の
場
を
一
段
と
広
め
、
益
々
ご
多
忙
に

な
ら
れ
た
先
生
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
日
々
工
夫
し
な
が
ら
、

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
関
東
骨
転
移
研
究
会
事
務
局

上
肢
・
腫
瘍
・
股
関
節
班
秘
書
　
　
根
本
恵
里

　
外
来
、
手
術
、
学
会
活
動
は
も
と
よ
り
、
日
に
い
く
つ
も
の
会

議
を
こ
な
し
、
本
の
執
筆
や
講
演
会
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
先

生
方
を
み
て
い
る
と
、
秘
書
と
い
う
よ
り
も
母
親
の
気
分
に
な
り

ま
す
。
忘
れ
物
は
な
い
？
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
の
で
は
？
締
め

切
り
は
大
丈
夫
？
外
来
閉
じ
た
？
ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
る
？
心
配
は

尽
き
ま
せ
ん
。
日
々
い
ろ
い
ろ
な
事
が
起
こ
り
ま
す
。
柔
軟
に
対

応
が
で
き
る
よ
う
心
に
余
裕
を
と
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　右より　高橋道子、倉田真琴、
　　　　　瀬戸嶋理紗、岩倉由香里

　　右より　平野里奈、草薙ルミ子、笠井佐和子、
　　　　　　佐藤綾子、伊藤千絵、根本恵里
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●
教
室
関
連
人
事
（
平
成
22
年
11
月
～
）		



　（
１
）
院
長
・
所
長			




平
成
23
年
4
月	
里
見

　
和
彦
君	

久
我
山
病
院
院
長

	

10
月	
矢
部

　
啓
夫
君	

伊
豆
慶
友
病
院
院
長

　（
２
）
副
院
長			



平
成
23
年
5
月	

齊
藤

　
聖
二
君	

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷

			




病
院
副
院
長
、
教
授
、

			



整
形
外
科
部
長

　（
３
）
部
長
・
医
長			




平
成
22
年
12
月	

田
島

　
康
介
君	

大
田
原
赤
十
字
病
院

			




第
二
整
形
外
科
（
外
傷
部
門
）	

			




部
長

平
成
23
年
4
月	

千
葉

　
和
宏
君	

け
い
ゆ
う
病
院

			




整
形
外
科
部
長
（
リ
ハ
ビ
リ	

			




テ
ー
シ
ョ
ン
科
部
長
兼
任
）

	

4
月	

高
尾

　
英
龍
君	

大
田
原
赤
十
字
病
院

			




第
二
整
形
外
科
部
長

	

10
月	

本
間

　
隆
之
君	

永
寿
総
合
病
院

			




リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

			




主
任
部
長

平
成
24
年
1
月	

松
本

　
守
雄
君	

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

			




整
形
外
科
診
療
部
長

	

2
月	

千
葉

　
一
裕
君	

北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院

			




整
形
外
科
部
長

	

4
月	

前
野

　
晋
一
君	

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷

			




病
院
整
形
外
科
部
長

	

5
月	

鈴
木

　
　
拓
君	

那
須
赤
十
字
病
院

			




第
二
整
形
外
科
部
長

	

5
月	

臼
田

　
修
二
君	

済
生
会
神
奈
川
県
病
院

			




整
形
外
科
医
長

　（
４
）
会
員			




平
成
23
年
10
月	

戸
山

　
芳
昭
君	

第
22
期
日
本
学
術
会
議
会
員

　（
５
）
教
授			




平
成
23
年
4
月	

市
村

　
正
一
君	

杏
林
大
学
医
学
部

			




整
形
外
科
学
教
室
主
任
教
授

	

4
月	

渡
辺

　
雅
彦
君	

東
海
大
学
医
学
部
外
科
系

			




整
形
外
科
学
教
授

	

4
月	

西
脇

　
祐
司
君	

東
邦
大
学
医
学
部

			




社
会
医
学
講
座

			




衛
生
学
分
野
教
授

	
7
月	

月
村

　
泰
規
君	

北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院

			




整
形
外
科
臨
床
教
授

教
室
人
事
・
慶
弔
報
告
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平
成
24
年
2
月	

寺
田

　
信
樹
君	

藤
田
保
健
衛
生
大
学

			




坂
文
種
報
徳
会
病
院

			




整
形
外
科
教
授

	
4
月	

西
浦

　
康
正
君	

筑
波
大
学
付
属
病
院

			




土
浦
市
地
域
臨
床
教
育

			




ス
テ
ー
シ
ョ
ン
教
授

	

4
月	

千
葉

　
一
裕
君	

北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院	

			




整
形
外
科
臨
床
教
授

　（
６
）
准
教
授			



平
成
23
年
4
月	

前
野

　
晋
一
君	
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷

			




病
院
整
形
外
科
准
教
授

	

10
月	

橋
本

　
健
史
君	

慶
應
義
塾
大
学
ス
ポ
ー
ツ

			




医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授

平
成
24
年
4
月	

池
上

　
博
泰
君	

東
邦
大
学
大
橋
病
院
准
教
授

	

6
月	

中
村

　
雅
也
君	

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
准
教
授

　（
７
）
講
師			




平
成
24
年
7
月	

榎
本

　
宏
之
君	

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

			




専
任
講
師

	

7
月	

石
井

　
　
賢
君	

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

			




専
任
講
師

	

7
月	

二
木

　
康
夫
君	

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

			




専
任
講
師

	

8
月	

名
倉

　
武
雄
君	

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

			




学
部
内
講
師

●
留
学

・
海
外			




平
成
22
年
8
月
よ
り		



小
林

　
英
介
君

	

ア
メ
リ
カ

　M
assachusetts G

eneral H
ospital 

	
Sarcom

a M
olecular B

iology L
aboratory

平
成
23
年
4
月
よ
り		



松
村

　
　
昇
君

	

フ
ラ
ン
ス

　A
ssociation V

ivalto Santé 

	
F

orm
ation R

echerche

平
成
23
年
7
月
よ
り		



西
脇

　
正
夫
君

	

カ
ナ
ダ

　O
ntario

平
成
23
年
9
月
よ
り		



奥
山

　
訓
子
君

	

イ
ギ
リ
ス

　Institute of E
ducation,L

ondon 

	
U

niversity

平
成
23
年
10
月
よ
り		



森
田

　
晃
造
君

	

ス
イ
ス

　K
antonsspital of St.G

allen
平
成
24
年
7
月
よ
り		



広
瀬

　
裕
一
郎
君

	
ア
メ
リ
カ

　Jefferson M
edical C

ollege,T
hom

as 

	
Jefferson U

niversity

平
成
24
年
7
月
よ
り

　		


船
尾

　
陽
生
君

	

ア
メ
リ
カ

　Johns

　H
opkins U

niversity		
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●
退
室

平
成
22
年
12
月	

磐
田

　
振
一
郎
君

　（
開
業
）

平
成
23
年
4
月	

芦
田

　
利
男
君

　
　（
開
業
）

平
成
24
年
1
月	

濱
田

　
一
壽
君	

	

1
月	
野
村

　
栄
貴
君	

	

2
月	
宇
佐
見

　
則
夫
君

　（
開
業
）

	

2
月	

田
村

　
睦
弘
君	

	

4
月	

川
北

　
敦
夫
君	

	

4
月	

高
尾

　
英
龍
君	

			




●
退
職

平
成
24
年
4
月	

岡
　
　
義
範
君	

	

4
月	

坂
巻

　
豊
教
君	

	

4
月	

柴
崎

　
昌
浩
君	

			




★
慶
弔
の
お
知
ら

○
御
結
婚	

平
成
22
年
5
月	

板
倉

　
　
剛
君	

	

9
月	

下
沢

　
　
寛
君	

	

10
月	

鈴
木

　
悟
士
君

	

11
月	

海
苔

　
　
聡
君	

	

12
月	

宇
田
川

　
和
彦
君	

平
成
23
年
1
月	

森
田

　
晃
造
君	

	

3
月	

関
　
　
広
幸
君	

	

6
月	

森
　
　
智
章
君	

	

8
月	

山
口

　
さ
や
か
君	

	

　
　
　（
旧
姓

：

岩
井
）		



	

9
月	

船
尾

　
陽
生
君	

	

9
月	

石
濱

　
寛
子
君	

	

9
月	

中
村

　
　
賢
君	

	

11
月	

斉
藤

　
憲
太
君	

平
成
24
年
2
月	

北
城

　
雅
照
君	

	

6
月	

野
村

　
文
彦
君	

	

9
月	

古
郡

　
宏
行
君	

	

9
月	

小
倉

　
洋
二
君	

	

9
月	

藤
江

　
厚
廣
君	

			




●
御
逝
去	

平
成
22
年
1
月	

寺
本

　
　
正
君

	

11
月	

土
田

　
精
一
君

	
12
月	

斎
藤

　
治
和
君	

	
12
月	

関
　
　
　
宏
君	

平
成
23
年
2
月	
小
林

　
　
進
君	
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●
退
室

平
成
22
年
12
月 

磐
田

　振
一
郎
君

　（
開
業
）

平
成
23
年
4
月 

芦
田

　利
男
君

　
　（

開
業
）

平
成
24
年
1
月 

濱
田

　一
壽
君 

 

1
月 
野
村

　栄
貴
君 

 

2
月 
宇
佐
見

　則
夫
君

　（
開
業
）

 

2
月 

田
村

　睦
弘
君 

 

4
月 

川
北

　敦
夫
君 

 

4
月 

高
尾

　英
龍
君 

 
 

 

●
退
職

平
成
24
年
4
月 

岡

　
　義

範
君 

 

4
月 

坂
巻

　豊
教
君 

 

4
月 

柴
崎

　昌
浩
君 

 
 

 

★
慶
弔
の
お
知
ら

○
御
結
婚	

平
成
22
年
5
月 

板
倉

　
　剛

君 

 

9
月 

下
沢

　
　寛

君 

 

10
月 

鈴
木

　悟
士
君

 

11
月 

海
苔

　
　聡

君 

 

12
月 

宇
田
川

　和
彦
君 

平
成
23
年
1
月 

森
田

　晃
造
君 

 

3
月 

関

　
　広

幸
君 

 

6
月 

森

　
　智

章
君 

 

8
月 

山
口

　さ
や
か
君 

 

　
　
　（

旧
姓

：

岩
井
） 

 

 

9
月 

船
尾

　陽
生
君 

 

9
月 

石
濱

　寛
子
君 

 

9
月 

中
村

　
　賢

君 

 

11
月 

斉
藤

　憲
太
君 

平
成
24
年
2
月 

北
城

　雅
照
君 

 

6
月 

野
村

　文
彦
君 

 

9
月 

古
郡

　宏
行
君 

 

9
月 

小
倉

　洋
二
君 

 

9
月 

藤
江

　厚
廣
君 

 
 

 

●
御
逝
去	

平
成
22
年
1
月 

寺
本

　
　正

君

 

11
月 

土
田

　精
一
君

 
12
月 

斎
藤

　治
和
君 

 
12
月 

関

　
　
　宏

君 

平
成
23
年
2
月 
小
林

　
　進

君 
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8
月	

近
藤

　
　
啓
君	

平
成
24
年
5
月	

富
田

　
恭
弘
君	

	
8
月	

金
子

　
　
彌
君	

●
御
逝
去
（
会
員
御
家
族
）

平
成
22
年
10
月	
道
振

　
義
治
君

　
　
御
母
堂

	

11
月	

廣
本

　
明
敏
君

　
　
御
母
堂

	

11
月	

照
屋

　
　
徹
君

　
　
御
尊
父

	

11
月	

芦
田

　
多
喜
男
君

　
御
母
堂

	

11
月	

星
野

　
　
達
君

　
　
御
尊
父

平
成
23
年
1
月	

宇
佐
見

　
則
夫
君

　
御
母
堂

	

1
月	

山
中

　
一
良
君

　
　
御
尊
父

	

1
月	

板
倉

　
　
剛
君

　
　
御
母
堂

	

2
月	

崎
原

　
　
宏
君

　
　
御
母
堂

	

2
月	

安
藤

　
謙
一
君

　
　
御
尊
父

	

3
月	

永
田

　
雅
章
君

　
　
御
母
堂

	

5
月	

福
秀

　
二
郎
君

　
　
御
母
堂

	

6
月	

齊
藤

　
　
毅
君

　
　
御
尊
父

	

6
月	

竹
島

　
昌
栄
君

　
　
御
尊
父

	

7
月	

飯
塚

　
慎
吾
君

　
　
御
母
堂

	

7
月	

出
江

　
紳
一
君

　
　
御
母
堂

	

8
月	

金
子

　
博
徳
君

　
　
御
尊
父

	

9
月	

津
布
久

　
雅
男
君

　
御
令
室

	

10
月	

渡
辺

　
雅
彦
君

　
　
御
尊
父

	

11
月	

高
石

　
官
成
君

　
　
御
尊
父

	

12
月	

渡
辺

　
　
理
君

　
　
御
尊
父

	

12
月	

中
島

　
大
輔
君

　
　
御
尊
父

平
成
24
年
1
月	

西
浦

　
康
正
君

　
　
御
尊
父

	

1
月	

石
井

　
聖
佳
君

　
　
御
尊
父

	

1
月	

猪
飼

　
俊
隆
君

　
　
御
尊
父

	

1
月	

吉
田

　
宏
樹
君

　
　
御
母
堂

	

2
月	

沖
永

　
　
明
君

　
　
御
令
室

	

2
月	

鵜
飼

　
　
茂
君

　
　
御
尊
父

	

3
月	

長
谷
川

　
善
吉
君

　
御
令
室

	

3
月	

川
久
保

　
誠
君

　
　
御
母
堂

	

9
月	

宮
田

　
義
之
君

　
　
御
尊
父

	

9
月	

片
岡

　
公
一
君

　
　
御
尊
父

	

10
月	

鎌
田

　
修
博
君

　
　
御
尊
父

	

10
月	

中
山

　
政
憲
君

　
　
御
母
堂
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２
０
１
２
ふ
る
さ
と
「
開
講
90
周
年
記
念
号
」
発
刊
に
あ
た
り

編
集
長
　
船
山
　
敦
（
７６
回
）

　
２
０
１
２
年
４
月
に
松
本
守
雄
診
療
部
長
よ
り
「
ふ
る
さ
と

２
０
１
２
」
の
編
集
長
を
担
当
す
る
よ
う
に
仰
せ
つ
か
り
、
岩

本
卓
士
先
生
、
日
方
智
宏
先
生
、
中
山
ロ
バ
ー
ト
先
生
、
医
局

秘
書
岩
倉
由
香
里
さ
ん
を
編
集
メ
ン
バ
ー
と
し
、
ふ
る
さ
と

２
０
１
２
の
発
刊
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
無
理
な

要
求
に
も
素
直
に
応
じ
て
い
た
だ
き
、
編
集
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

ま
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
無
事
に
発
刊
で
き
た
の

も
、
こ
の
編
集
メ
ン
バ
ー
の
協
力
な
く
し
て
は
成
し
得
な
い
こ

と
で
あ
り
、
複
数
回
の
編
集
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
楽
し
い
時
間

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
御
存
じ
の
よ
う
に
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科

学
教
室
の
同
窓
会
誌
ふ
る
さ
と
は
２
年
に
一
回
発
刊
さ
れ
て
お

り
、
毎
回
特
集
テ
ー
マ
を
組
ん
で
、
先
生
方
に
寄
稿
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
編
集
メ
ン
バ
ー
な
ら
び
に
同
窓
会
会
長
、
戸

山
教
授
と
協
議
の
結
果
、
２
０
１
２
ふ
る
さ
と
の
特
集
テ
ー
マ

は
「
教
室
開
講
90
周
年
記
念
号
」
と
し
、
こ
こ
10
年
に
医
局
や

関
連
病
院
で
ご
活
躍
さ
れ
た
先
生
方
に
は
、
編
集
メ
ン
バ
ー
よ

り
寄
稿
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
諸
先

輩
の
先
生
方
よ
り
期
日
内
に
原
稿
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
お
忙
し
い
中
の
執
筆
た
い
へ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
初
代
整
形
外
科
教
授
で

あ
る
前
田
友
助
先
生
の
御
子
息
で
あ
る
前
田
昭
二
先
生
か
ら
、

当
教
室
の
原
点
で
あ
る
前
田
友
助
先
生
に
か
か
わ
る
御
寄
稿
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
是
非
、
皆
さ
ま
と
く
に
若
い
先
生
方
は
じ

っ
く
り
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
全
て
の
文
章
を

出
版
社
と
推
考
し
、
編
集
部
と
し
て
失
礼
の
な
い
よ
う
誤
字
脱

字
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
5
回
に
わ
た
る
校
正
作
業
を
お
こ

な
い
ま
し
た
が
、
一
部
見
落
と
し
て
い
る
文
章
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
ど
う
ぞ
お
許
し
く
だ
さ
い
。
御
寄
稿
い
た
だ
い
た
文

章
を
読
ん
で
い
る
と
、
同
窓
の
先
生
方
は
真
に
慶
應
義
塾
大
学

整
形
外
科
へ
の
哀
愁
・
感
謝
の
念
を
お
持
ち
で
あ
る
こ
と
、
医

師
と
し
て
整
形
外
科
医
と
し
て
の
ふ
る
さ
と
は
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
整
形
外
科
学
教
室
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
私

も
「
２
０
１
２
ふ
る
さ
と
」
の
編
集
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
が
自
分
の
家
族
と
同
様
に
大
切
な
場

所
で
あ
り
、
人
生
を
歩
む
ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
同
窓
の
先
生
方
の
お
力
添
え
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
の
真
髄
で
あ
る
こ
と

編
集
後
記
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を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

皆
の
先
生
方
が
今
後
と
も
ご
健
康
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈

念
し
て
編
集
後
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。




